
�⼆�
あたらしくオープンしたきれい

なウォーターパーク。

ベトナムにはあまりこうえんが

ありません。ベトナムにこんな

公園があったらいいなと思って

かきました。

しょうらいのわたしは本を

つくる⼈や、えをかいたり

したいです。

わたしがこの絵を書いた理由は、

みんなルールを守ってほしいから

です。この絵にこめられた思い出

は、みんなが正確に未来を作るた

めに、協⼒することです。だから

わたしは、この絵を書くことにし

ました。
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第2章 質的研究 

本事業の２年目は、「ことばの力のものさし＜暫定版＞」に基づく評価と教育実践の効果検証に取り組

みました。本章では、研究活動別に取り組んだ内容について報告します。 

１．実践にあたって 

１）実践者の募集と決定 

評価WS-A（5つの年齢枠×6つのステージ別のDLA動画30本を視聴して186項目の記述文に「できるo

rできない」をチェックする）に参加した研究協力者172名の中から「ことばの教育の参照枠＜暫定版

＞」に基づく評価と教育実践を実施したい人を募集しました。募集要項（資料2-1）を作成し、教育実践

希望者から実践プランを提出してもらうことを必須として、2024年5月7日～7月1日の期間で募ったと

ころ、60の実践プランが届きました。 

そこで、期間内に教育実践の効果検証が可能な実践プランについて、推進委員メンバー（6名）で構成

した選考委員会で最終的に参加者を決定しました。なお、選考委員については、今澤悌委員、大菅佐妃子

委員、土屋隆史委員、真嶋潤子委員、山岸道明委員、横溝亮委員の6名が担当しました。 

最終的には、52の実践で取り組むこととしました。 

図2-1 募集要項 

２）伴走支援（バディ）体制について 

実践にあたっては、推進委員および2023年度の

ワークショップ・コーディネーターの中から、教育

実践希望者に実践のアドバイスをしつつ、伴走支援

を行う実践アドバイザーを組織しました。52の実践

者の地域や提出された実践プランを確認しながら、

実践アドバイザーの専門分野および活動地域などを

踏まえたマッチングを教育部門メンバーで行い、バ

ディをつくりました。 

最終的には24名が実践アドバイザーとして協力い

ただきました。表2-1が、バディとして活動いただいた実践アドバイザー一覧です。 

  表2-1 実践アドバイザー一覧（ピンク:事業推進委員、緑：ワークショップ・コーディネーター） 

伊澤 明香  関西大学 准教授   河野 俊之  横浜国立大学 教授 

今川 美幸  兵庫県教育委員会 人権教育課・副課長   嶽肩 志江  横浜国立大学・東海大学 非常勤講師 

  榎井 縁  藍野大学 教授   宮崎 幸江  上智大学短期大学部 教授 

  大菅 佐妃子  京都市教育委員会 副主任指導主事   川口 直巳  愛知教育大学 准教授 

  菊池  寛子  西尾市教育委員会 日本語教育指導アドバイザー   菅原 雅枝  愛知教育大学 准教授 

  小島 祥美  東京外国語大学 准教授   門脇 薫  摂南大学 教授 

  櫻井 千穂  大阪大学大学院 准教授   和泉元 千春  奈良教育大学 教授 

  佐野 愛子  立命館大学 教授   米澤 千昌  大阪教育大学 准教授 

  高橋 清樹  多文化共生教育ネットワークかながわ 事務局長   中石 ゆうこ  県立広島大学  准教授 

  平吹 洋子 
 豊田市外国人児童生徒等サポートセンター 

教育アドバイザー 
  立山 愛  多文化こどもネットワークいろは・代表 

  山岸 道明 
 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 

附属中学校 副校長 
  吹原 豊  福岡女子大学 教授 

  横溝 亮  横浜市教育委員会 指導主事   髙橋 美奈子  琉球大学 准教授 
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２．実施方法 

 「ことばの力のものさし＜暫定版＞」に基づく評価と教育実践の効果検証の具体的な方法は、以下の通

りです。 

①「ことばの力のものさし＜暫定版＞」を提示した説明会 

・52の実践者対象向けとして、2024年8月17日（土）に3回（第1回10:00～12:00、第2回14:00～16:

00、 第3回19:00～21:00）開催しました。同時に、バディと意見交換できる場もつくりました。

・実践アドバイザー向けとして、2024年8月18日（日）10:00～12:00に開催しました。

②実践プランの加筆・修正 

・評価と指導の一体化を意識した上で、実践プランの加筆・修正を行っていただきました。また、その実

践プランに基づく単元（授業）計画と指導案作成にも取り組んでいただきました。

③実践プランの実行 

・実践者と実践アドバイザーとの協働により、実践プラン・単元（授業）計画・指導案に基づく教育実践

に取り組んでいただきました。多文化多言語の子どもの実態把握（評価）→授業計画・指導案の作成→実

践への取り組み→実践の見直しを繰り返すことで、有益な教育実践事例を収集するとともに「ことばの力

のものさし＜暫定版＞」の加筆・修正に必要な情報を収集しました。

・実践にあたっては、バディである実践アドバイザーが実践者に対面やオンラインで随時アドバイスいた

だけるようにしました。

・また、成果物である授業実践動画の制作に向けて、実践者から提出された実践プランのうち、モデルと

なりうるプランを選定して動画撮影も同時に行いました。

④実践記録の作成 

・実践終了後に2週間以内を目途に、指定フォームに実践記録をまとめていただきました。そこでは、実

践アドバイザーが最後まで伴走支援できるようにしました。

⑤実践記録の監修 

・提出された実践記録の内容については、推進委員で構成したメンバーで監修しました。監修について、

大菅佐妃子委員、小島祥美教育実践部門長、土屋隆史委員、真嶋潤子委員、山岸道明委員、横溝亮委員の

6名が担当しました。

・期日までに提出があった実践記録のなかから、文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のた

めの「ことばの発達と習得のものさし」（ことばの力のものさし）実践ガイドに掲載実践および2025年

2月15日の事業推進会議（一般公開）の場で発表いただく実践を選定しました。実践者には、2025年1

月17日にお知らせしました。

⑥授業実践動画の制作 

・撮影した動画について、編集を行い、教育実践動画を制作しました。
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３．実践記録集 

52の実践の記録にあたっては、NITS（独立行政法人教職員支援機構）が提示する「授業・単元づくり

編・学習指導案の書き方」を参考にしたフォームを作成しました。そして、実践者には統一したフォーム

に記入いただき、実践内容をまとめていただきました。表2-2は、52の実践を主な項目別にまとめたもの

です。 

5２の実践事例について 

・52の実践のうち、50の実践について本章では紹介しています。本章での掲載番号を「掲載No.」とし

て示しています（水色の欄）。

・50の実践について、「サバイバル（来日直後）の日本語学習」「小学生」「中学生」「高校生」「海

外」の５つに区分しています。また、対象の子どもでは、「個人」「小集団（2～9名）」「大集団（10

名以上）」に区分しています。

・本事業の成果物である「ことばの力のものさし実践ガイド」に掲載事例については、「ガイドNo.」と

して示しています。

・本実践記録集で示すことばの力のものさしの一覧で示したステップおよびステップでの色のみ、本事業

成果物の「ことばの力のものさし実践ガイド」および「ことばの力のものさしのパンフレット」と一部異

なるところがあります。

表2-2 52の実践について 
掲載 

No. 
区分 対象の子ども 指導形態 指導扱い 教科・活動など 

ガイド 
No. 

1 1 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習・

集中（小中） 

小4～中3 小集団 初期指導 
特別の 

教育課程 
トピック型活動 2 

2 2 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習・

集中（小中） 

小5～中2 小集団 初期指導 
特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 

3 3 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習・

集中（小中） 

小6～中3 小集団 初期指導 
特別の 

教育課程 
トピック型活動 3 

4 4 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習・

集中（中学生） 

中1～3 小集団 初期指導 
特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 4 

5 5 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習・

集中（中学生） 

中2 個人 初期指導 
特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 

6 6 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習

（小中） 

小3、中2 小集団 初期指導 
特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 

7 7 

サバイバル（来日直

後）の日本語学習

（小学生） 

小5 個人 初期指導 
特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 

8 8 小学生 小1～6 大集団 課外 プロジェクト活動 

9 9 小学生 小2 小集団 
取り出し指

導・入り込

み指導 

特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 
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10 - 小学生 小2 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

算数 

11 10 小学生 小3 個人 
取り出し指

導・入り込

み指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 
8 

12 11 小学生 小3 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

算数 
9 

13 12 小学生 小3 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 

14 13 小学生 小4 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

算数 

15 14 小学生 小4 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

図工 
10 

16 15 小学生 小4 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 

17 16 小学生 小4 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 

18 17 小学生 小4 小集団 在籍指導 
入り込み 

指導 
教科・体育 11 

19 18 小学生 小4～5 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 12 

20 19 小学生 小5 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 

21 20 小学生 小5 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

社会 
13 

22 21 小学生 小6 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 
14 

23 22 小学生 小6 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 
15 

24 23 小学生 小6 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

道徳 

25 24 小学生 小6 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語、社会 

26 25 小学生 小6 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 
タスク型活動 16 

27 - 中学生 中1 大集団 在籍指導 教科・数学 

28 26 中学生 中1 小集団 
取り出し 

指導 

在籍学級
（少人数指導

扱い） 
教科・国語 17 

29 27 中学生 中1 小集団 課外 教科・数学 18 

30 28 中学生 中1 個人 NPO プロジェクト活動 19 

31 29 中学生 中1 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

国語 

32 30 中学生 中1 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

社会 

33 31 中学生 中1 個人 NPO プロジェクト活動 

34 32 中学生 中1～3 小集団 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 
トピック型活動 

35 33 中学生 中3 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 

教科につながる指導・

数学 

36 34 中学生 中3 個人 NPO プロジェクト活動 
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37 35 中学生 中3 小集団 
取り出し指

導・入り込

み指導 

在籍学級
（少人数指導

扱い） 
教科・国語 

38 36 中学生 中3 大集団 
取り出し 

指導 

在籍学級
（少人数指導

扱い） 
教科・道徳 20 

39 37 中学生 中3 個人 
取り出し 

指導 

特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 21 

40 38 中学生 中高生 大集団 NPO プロジェクト活動 22 

41 39 高校生 高4 個人 課外 
特別の 

教育課程 
プロジェクト活動 23 

42 40 高校生 高1 大集団 在籍指導 学校設定科目・日本語 

43 41 高校生 高1 大集団 
取り出し 

指導 
少人数指導 必履修科目・言語文化 

44 42 高校生 高1 個人 NPO プロジェクト活動 24 

45 43 高校生 高1 大集団 在籍学級 必履修科目・言語文化 25 

46 44 高校生 高1 大集団 
取り出し 

指導 
少人数指導 

必履修科目・ 

科学と人間生活 
26 

47 45 高校生 高1 大集団 在籍指導 学校設定科目・日本語 27 

48 46 高校生 高2 大集団 
取り出し 

指導 
少人数指導 選択科目・論理国語 28 

49 47 高校生 高2 大集団 
取り出し 

指導 
少人数指導 

学校設定科目・インタ

ーシップ 

50 48 高校生 高3 大集団 在籍指導 学校設定科目・日本語 

51 49 海外 小3-4 大集団 

52 50 海外 小4～中3 大集団 
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⽇本いがいにも多くのゆうかい

やさつじん、いじめがあるので

それがなければいいなぁと思い

この絵をかきました。

お⾦がかからないみらいを書

きました。くるまが空をとん

で、⾊いろなところへ早く⾏

けます。ちゅうしゃじょう

は、お⾦がかかりません。

⾃分の未来は、平和にしたいと

思ってかきました。

平和を伝えるための絵。

Peacelandは、平和しかない所。

戦争も悪いことも全部なくした

場所、平和にすごせる所。

サバイバル 
�⼆�

来⽇��



実践記録集 No. 1 サバイバル（来日直後）の日本語学習

実践者名 菊池 寛子（西尾市教育委員会 日本語初期指導教室カラフル室長） 

協力者：高保芳（同 中国語支援員）、シマブク アンドレッサ リエ（同 ポル

トガル語支援員）、戚美羽（同 中国語支援員）、為ファブリシオ（同 ポルトガル

語支援員）、中西フェルナンダ（同 ポルトガル語支援員） 実践者の指示に従っ

て児童生徒たちが活動を進めていく上で、協力者は、児童生徒たちの母語ややさし

いにほんごを使って児童生徒が作業を進める上でサポートした。 

実践区分 小中学校  初期指導（集中）  特別の教育課程（日本語・トピック活動） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

西尾市は、愛知県のほぼ中央の南端（西三河南部）に位置し、自然に恵まれ、自

動車関連産業と抹茶やウナギ養殖、洋ラン、カーネーションなどの生産も盛んな地

域である。この地域での経済を支える外国人住民も多く、総人口 169,657人

（2024.12.1現在）のうち約 7％(12,033人)を占めている。国籍は、ブラジル、ベ

トナム、フィリピン、インドネシア、ペルー、中国などである。

西尾市教育委員会は、2008（平成 20）年にプレスクール、2009（平成 21）

年にプレクラスを立ち上げ、不就学調査を行いながら、多文化多言語の児童生徒の

不就学率ゼロ、全日制高校への進学率向上に取り組んでいる。 

 日本語初期指導教室カラフル（以下、「カラフル」）の通室対象者は、西尾市内の

小学校もしくは中学校に在籍し、日本語及び学校生活に関する初期指導が必要と認

められる児童生徒のうち、本人及びその保護者が通室を希望する者である。西尾市

立鶴城小学校内の一室を利用しているため、同校の時程に合わせ、通室者は８時か

ら 15時までを過ごす。通室期間は約 3か月間である。児童生徒たちは、基本、在

籍校に週 1回登校するが、行事によって週 2回以上になることもある。通室方法

は、原則、保護者の送迎だが、児童生徒が自転車やバスで通室してくることもあ

る。カラフルでの出席日数は、在籍校の出席日数扱いとなる。2024（令和 6）年

度現在、カラフルは、同市内 1室のみで、16人の日本語教育指導支援員（二言語

話者）が市内の小中学校を巡回しながら、交替で週 1回カラフルにて指導に当た

る。カラフルには常時、4～6人の支援員が勤務している。 

本実践の 

ポイント 

日本語学習を始めたばかりの児童生徒たちが母語を使って自分の健康のために必

要な栄養素を確認し、家庭料理の中から栄養のバランスが取れたメニューを考える

活動を通して、日本語の基本的な表現や語彙も学習していく実践である。食べ慣れ

た家庭料理の中からメニューを考えるため、児童生徒たちにとっても想像がしやす

く、今後の食事においても栄養バランスを意識しやすくなる。自分が考えたとびき

りのメニューを日本語で表現し、発表することで自己肯定感もあがる。さらに、カ

ラフルのWebサイト（関係者限定公開）に投稿することで、家族にも学習の成果

を認めてもらうことができる。また、家族で栄養バランスについて話をするきっか

けが生まれる。カラフル内でも自発的に自分たちが考えたメニューを見せ合い、異

文化交流が自然と生まれていた。

＜バディからのメッセージ＞ 

カラフルの受け入れ体制の素晴らしさは、子どもたちの多様な背景をいつも丸ごと肯定している点です。

来日したばかりで不安いっぱいの子どもたちも、菊池先生をはじめとするカラフルの先生たちの温かさに

自然と笑顔になりますし、保護者からの信頼も大変厚いです。この実践もその揺るぎない土壌があってこ

そ成り立っています。カラフルに足を運ぶたび、「ありのままの子ども」を受け止めること、そして、「安全地

帯にいてこそ、子どもの学びが起きる」という教育の本質を実感します。 
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1．単元名・活動名

トピック活動「体にいいメニューを考えよう」

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数 9人（滞日期間 2ヶ月から 4ヶ月）

小学生計 4人：4年生 1人 5年生 2人 6年生 1人 
中学生計 5人：1年生 2人 2年生 2人 3年生 1人 
次の 3名は２度目の来日（［ ］は１度目の滞日時期）：小５［2〜6歳時］、中１［5〜7歳時］、中３
［7〜10歳時］ 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く ②の

年齢枠 

の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く ①の

年齢枠 

の目安  

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く ①A
②B, C, D, E, F,

G, H, I

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む A 
B, C, D, E, F, G, 

H, I

聞く・話す A 
B, C, D, E, F, G, 

H, I
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

カラフルでは、大集団指導を基本としている。指導者と児童もしくは生徒の１対１よりも、児童生徒

間の学び合いによる効果が大きいと考えているからである。 

 本実践では、小学４年生から中学３年生までの児童生徒９名を対象とした。来日間もないため、日本

語の「話す・聞く」「読む」力はステップ 1 であるが、母語の力が年齢相応の高学年以上の児童生徒で

あるため、書く力を先に伸ばすことができている。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
書

く 
４ 

・日常的な会話で用いられる高頻

度の文法や表現を繰り返し使っ

て、簡単な複文を含みつつ、主に

単文で短い文章が書ける。 

・栄養・メニューに関して、母語

での書く力に相当する日本語の語

彙・表現を活用しながら、文章を

書くことができる 

D 

・書く前に、促されればメモをしたり、
下書きを書いたりして構想を練ることが
できる。
・わからない語彙や表現について、辞書
などを使って自分で調べながら書くこと
ができる。

② 
書

く 
４ E 

・書く前に、ペアやグループでの話し合
いなどを通して図やキーワードなどを用
いたアウトラインを作ったりして書く準
備ができる。
・書いた後に、教師やクラスメートの助
言を得て、一貫性に気をつけながら推敲
ができる（不要なものを削除する、順番
を入れ替える、必要なものを追加するな
ど）。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

対象の児童生徒たちは、カラフルで給食を食べているが、日本食の味に慣れていないだけでなく、偏

食等により完食できない児童生徒が少なくない。少しずつ慣れる練習をしているのだが、一口を口にす

るのも難しい児童生徒もいる。また、お弁当の日でも、栄養のバランスが偏ったものを食べている児童

生徒もいる。そのため、自分の健康と成長のために栄養バランスを意識するきっかけが必要だと考えた。

そこで、対象児童生徒が普段食べ慣れている家庭料理を題材にして、栄養のバランスを考え、自己肯定

感を高めながらことばの力を育てるという実践を計画した。 

日本語の書く力はまだ初期の段階ではあるが、母語の書く力はそれぞれ年齢相当の力がある。包括的

なことばの力を使って、自分の書きたい内容を考え、日本語の習得ステップの段階に応じた文法や学齢

相当の必要な語彙を使って日本語で文章を書くことをねらいとしている。また、母文化の料理を題材に

して書くことによって、児童生徒の自分の食生活や食文化に対する内省を促し、自己肯定感を高めるこ

ともねらいとしている。そのため、実践にあたり、同じルーツの児童生徒とディスカッションができる

時間を取った。 

食事の栄養バランスを意識してメニューを考えることができる 

自分の伝えたいことを日本語の単文や簡単な複文で表現し、書くことができる 

自分が書き上げたものを人の前で発表することができる 
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また、日本では小学校５年生から家庭科で五大栄養素について学ぶ。長期的な先行学習として小学４

年生の児童も指導の対象とした。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

６．指導計画（全２時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

1 “体にいいメ

ニュー”を考

える 

・重要語彙の意味調べ

・五大栄養素と食品を確認

・メニューを考える

（本時）

☆日常的な会話で用い

られる高頻度の文法や

表現を繰り返し使っ

て、簡単な複文を含み

つつ主に単文で文章が

書ける。 

☆栄養・メニューに関

して、中学年レベルの

必要な語彙・表現・漢

字がおおむね使える 

★母語を使って考えな

がら、促されればメモ

したり、下書きを書い

たりして構想を練るこ

とができる。 

★同じルーツの児童生

徒とグループでの母語

を使った話し合いを通

して、図や絵などを用

いてメモを作り、作文

を書く準備ができる

♡ルーツに誇りをもつこ

とができる 

2 自分が考えた

“体にいいメ

ニュー”を発

表する

・発表準備（絵と文章を完成

させる） 

・自分の考えたメニューを日

本語で発表する

・カラフルのWebサイト（関

係者限定公開）に投稿し、保

護者にも聞いてもらう 

☆考えたメニューにつ

いて、簡単な文法や、

学習に必要な語彙･表

現･漢字を使ってまと

まりのある発表原稿を

書くことができる 

☆人前で発表すること

ができる 

★わからない語彙や表

現などは辞書やその他

のツールを使って自分

で調べたりしながら書

き上げることができ

る。 

♡自分が伝えたいことを

日本語で発表でき、在

籍クラスでの発表にも

前向きになることがで

きる。 

７．本時の指導（1／2） 

ねらい（目標） 体にいいメニューを考えることができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント
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導

入 

10 

0. 復習
1. 質問「朝ご飯を食べましたか？」

「何を食べましたか？」 
「何のために食べますか？」 

★前時を振り返ることで、学習した日本語の定着
を図り、本時の学習に前向きに取り組むことがで
きる。

★自分の食事について見直すことができる。

15 ２.タブレットで重要語彙の意味調べ

（資料❶） 

３.「主にエネルギーのもとになる食品」「主に

体をつくるもとになる食品」「主に体の調子を

整えるもとになる食品」は、どの食品が当て

はまるか考える。（資料❷～❸） 

４.食品のイラストを巨大円グラフに食品を貼

っていき、全体で確認する 

五大栄養素を確認する（資料❹～❻） 

☆「五大栄養素、たんぱく質、炭水化物、ビタミ

ン、無機質」などの漢字・語彙・表現がおおむね

わかる 

♡それぞれの食品にはどんな栄養があるのかを理

解するために、身近な食品のイラストを用意して

おいた【拡大版】三つの食品グループに、みんな

で順番に貼っていく。他の児童生徒が貼ったもの

を見たり、相談したりしながら学び合い、教え合

う。 

15 ５.全体にメニューのモデル文を示す

（資料❼）

「わたしが考えたメニューは～です。」

「たんぱく質の～、ビタミンの～が入ってい

ます。」

「～からたんぱく質が取れます。」

何か足りない場合

「あと、～を（食べれば/飲めば）」

を加える

「五大栄養素が全部取れます。」

６.ペア メニューを考える

☆示されたモデル文の中から自分が言いたい方を

選ぶ。

★日本語や母語を用いて考えを巡らせ、自分の健

康のために必要な栄養を取るためのメニュー作り

に取り組む。巡回で個に応じた支援をする。 

★発表原稿の作成の際に、構成への着目を促す。

♡同じルーツの児童生徒たちとのディスカッショ

ンを通して、自分の食生活、食文化について深く

考える 

5 ７.ふりかえり

ペアでそれぞれが書きだした文や絵をもう

一度見て、五大栄養素が全て入っているか確

認し合う 

♡めあてを達成できたことを全体で共有する

＜本時の様子＞ 

資料❶ 母語で意味調べ 資料❷ 母語での意見交換 
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資料❸ 意味調べ用ワークシート 

資料❹ 五大栄養素を確認 資料❺ 食品グループに貼っていく 

資料❻ 

食品のイラストを貼った 3つの食品グループ 
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【モデル文】私が考えたメニューはカレーです。 

炭水化物のごはん、いも、タンパク質の肉、ビタミンのニンジン、たまねぎ、脂質が入っていま

す。 

Or 

ごはんと肉から炭水化物、油から脂質、肉からたんぱく質、 

にんじんとたまねぎからビタミンが取れます。 

あと、牛乳を一緒に飲めば、五大栄養素が全部取れます。 

資料❼ モデル文 

８.児童生徒の変容

カラフルでは、15 年ほど前に設置されて以来、ずっと大集団指導を基本にしてきた。日本語の授業

においては文法積み上げ方式で、何度も声に出して練習をするパターンプラクティスを中心とする指導

であった。また、カラフル通室 2ヶ月目あたりから、教科の導入も取り入れていた。児童生徒たちはカ

ラフルに 3ヶ月ほど通室するが、週 1回は在籍校へ登校するので、カラフル修了までに日本語を覚えて

話し出すようになったり、日本の学校生活の流れを理解することができるようになったりしていた。し

かし、日本語の指導のときと、教科の導入の時間とでは、児童生徒たちの目の輝きが違っていた。日本

語の授業のときも大きな声でリピートをしたり、積極的に授業に参加している姿が見られていたが、教

科の導入をしている時間の方が、積極的に挙手をしていたり、母語で答えたりして、明らかに頭の中が

動いていると感じられたのだ。多文化多言語の児童生徒たちも、“学びたい”という気持ちがあり、“学

齢相当の知的刺激を求めている”と実感した。 

そこで、2024年 9月から日本語の指導方法をトピック型に変え、児童生徒たちが話したいことを話

す活動を中心とするようにした。自己紹介、家族紹介、母国紹介、母国の学校紹介など自分のことをみ

んなに知ってもらうためのトピックを設定したものであったが、こちらが想定したことを遙かに超えた

回答がたくさん出てきた。これまでの指導法では、指導者が児童生徒の思考を制限させてしまっていた

ことに気がついた。トピック型日本語指導法は、まだまだ模索中で、児童生徒たちからいろんな発話を

引き出すことはできたが、小学 1 年生から中学 3 年生までの幅広い年齢層の児童生徒たち全員が、45

分間ワクワク感を継続させ続けるということがまだできていなかった。 

本実践では、小学 4年生から中学 3年生までを対象にすることで、「日本語固有の力（ステップ 3）、

包括的なことばの力（ステージ D・E）」の多言語多文化の児童生徒たちに対象を絞ることにした。また、

児童生徒たちが包括的なことばの力を発揮できるように、言語やペアに配慮した席の配置にした。実践

のサポートに入った日本語教育指導支援員も、トピック型日本語指導法を模索した授業を重ねるにつれ、

児童生徒間のやりとりのサポートがよりうまくできるようになっていた。そんな中で行われた本実践で

あった。タブレットで意味調べをする際も、ただ意味を調べるだけでなく、自分が強いことば、すなわ

ち母語で栄養バランスについて検索している児童生徒もいた。「主にエネルギーのもとになる食品」「主

に体をつくるもとになる食品」「主に体の調子を整えるもとになる食品」に相当する食品を検索したり、

相談したりしながらどんどんワークシートに書き出していた。また、メニューを考える段階でも、楽し

131



実践記録集 No. 1 サバイバル（来日直後）の日本語学習

そうにルーツを同じにする児童生徒たちと話をしながらメニューを完成させていっていた。描き出した

メニューに五大栄養素が全て入っているか確認することで、児童生徒たちはいつも自分が食べているも

ので“体にいいメニュー”を考えてみたけれど、それでは栄養が足りないことに気がついたようだ。そ

の場合、「あと～を（食べれば／飲めば）」という表現を入れて、説明文を完成させていた。そして、自

分の表現したい内容なので、日本語を一生懸命覚えようとしていた。また、授業後の給食の時間に、牛

乳を指さして「カルシウム！」と言っている生徒もいた。 

その後、自分たちが考えた“体にいいメニュー”をそれぞれが描いたイラストを見せながら、紹介す

る動画をカラフルのWebサイト（関係者限定公開）に投稿することで保護者とも共有した。Webサイ

トでは、保護者から子どもの頑張りを賞賛する「すばらしい。少しずつ（日本語が）流暢になっていく

からね」というコメントがあったり、「まだまだ好き嫌いはいっぱいあり、味にもよるけれど、少しずつ

だね」という感想を直接もらったりした。家庭でも栄養について話せる機会を提供することができたの

ではないだろうか。私たちが健康でい続けるためには、“栄養をバランスよくとることが大切だ”と児童

生徒たちが引き続き、意識していけることを願う。 

＜児童生徒が作成したメニュー＞ 
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＜カラフルのWebサイト（関係者限定公開）に投稿したもの＞ 

本実践を通して、多言語多文化の児童生徒がもつすべてのことばの力を把握し、それを生かせる活動

を計画し、児童生徒たちがディスカッションできる時間をつくる、必要に応じそのサポートをする大切

さを改めて感じることができた。そして、その活動は児童生徒たちがワクワクする活動で、発表する機

会も確保されていること、また家庭とつなぐことも欠かせない。今後はカラフルでの学びを児童生徒た

ちの在籍校とも連携できることを目指していきたい。カラフルとしては、これからも児童生徒のすべて

のことばの力を使って、”わかる・できる”を増やしていきたいと思っている。 
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実践者名 

協力者名 

下山 知子 （大阪府堺市立三原台中学校 常勤講師） 

浦 久仁子 （大阪府堺市立三原台中学校 教諭 指導案検討、助言） 

青木 麗奈 （大阪府堺市立三原台中学校 常勤講師 中国語ネイティブ教員 

児童生徒への通訳） 

実践区分 中学校  初期指導  特別の教育課程（プロジェクト活動） 

実践地域 

および場所

等の特長 

 本校は総人口約 81 万人のうち約 19,000 人が外国籍住民という自治体内にあ

る公立中学校である。本校は中国残留邦人家族の生徒増加に伴い 1998（平成 10）

年に加配教員が配置、日本語教室が開設され、日本語指導、教科学習支援、適応指

導を行っていた。2020（令和２）年に市内に日本語指導センター校が３校（現在

は４校）開設され本校もその中の１校となった。 

 本校には日本語指導教員が４名勤務している。そのうち１名は中国語のネイテ

ィブ教員で日本語指導以外に市内全域にわたる保護者対応、通訳・翻訳、緊急時対

応等も行っている。また、主任教諭は S.E.N.S 有資格者で子どもの発達検査も必

要に応じて行っている。現在本センターでは近隣の小中学生 16人が通級、6人が

遠隔で日本語を学んでいる。本センターは通級児童生徒の家族の日本語学習支援

も行っており、保護者同士がつながる場、エスニックコミュニティの役割も果たし

ている。その他、市内の多文化多言語児童生徒の日本語力の見取りを行ったり、子

どもたちの在籍校支援として、受け入れ時の説明や進路指導、教育相談、療育相談

等も行ったりしている。 

本実践の 

ポイント 

 本実践は、小学校高学年以上の子どもが在籍しているクラスでプロジェクト型

活動として実施した。包括的なことばの力を高めながら、日本語で話す力、書く力

を高めるため、ものづくりが盛んである本市の特色と絵が得意である子どもたち

のもちあじを生かし、「未来をつくる自転車」を考える活動を行った。「未来をつく

る自転車」を考えるにあたって、ＳＤＧsについて学び、地球規模の課題を自分事

として捉え、問題から解決方法までを考えることによって論理的思考を身に着け

ることができた。また、得意な言語で考えた自分の意見やアイデアを最後は日本語

で表出することで書く力や語彙力を伸ばすことができた。さらに、コンテストに応

募することで、「社会の一員として生きている」ということに気づき、意欲的に学

習活動に取り組めた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

多様な背景を持つ複数名の子どもが参加する授業の場合でも、子どものことばの力を包括的な発

達と日本語の習得の側面で捉えることによって、個々の状況に合わせて何をすべきかが見えやす

くなるように感じました。 
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１ 単元名・活動名 

プロジェクト活動「『こんな自転車ほしかってん！コンテスト』に応募しよう」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小５（A） 小６（B） 中１（C） 中 2 （D） 人数：4人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠の目安 読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く C   

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く A  B 

読む A  B C  D 

聞く・話す A  B C 

ステップ

2

書く A C  D 

読む 

聞く・話す C  D 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

本市のセンター校日本語指導では、個別指導ではなく集団指導を実施しており、本実践の対象児童生

徒は同じクラスで日本語を学習している仲間である。 

3．ねらい（目標） 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践の対象児童生徒は、日本語は半年～２年学習しているが、話したり書いたりして表出すること

が苦手であり、上手く伝えられないことがしばしばある。その際に絵を描いてなんとか伝えようとして

おり、絵を描くことは子どもたちにとって大切な自己表現方法の一つとなっている。つまり、実践者や

友人に自分の思いを伝えたいとする気持ちをもつ児童生徒でもある。だが、学習面では論理的に物事を

考えるような経験が少ないために、そのような力を育てる機会が得られてない児童生徒でもある。そこ

で、児童生徒が得意とする絵を描くという活動を組み入れながら、社会の課題に目を向けながら理論的

に思考する力を育てることをめざした実践を計画した。そこでは、本市のものづくり文化を扱う。 

なぜ SDGsの目標達成につながる未来の自転車であるのか、説得力のある企画書をつくること

ができる。 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 
書

く 
３ 

・SDGs の目標について背景や理由、解決方

法などについて対話し、日常語彙をある程度

繰り返し使い、いくつか文が書ける。 

・既習でなじみのある漢字や SDGsに関連す

る語彙等を使いながら、文章が書ける。 

D 

・書く前のクラス全体でのディスカッションを

通して、書こうとする内容の構想を練り、

SDGsの目標についての背景や理由、解決

方法について実践者の支援を得ながら、 

SDGs の目標達成につながる未来の自転

車について書くことができる。 

・書いた後には、読み返して文章のまとまり

（一貫性）に気を付けながら、不要なものに

ついて削除したり、順番を入れ替えたり、必

要なものを追加したりできる。 

B 
書

く 
４ 

・SDGs の目標について背景や理由、解決方

法などについて対話し、話し言葉で用いられ

る高頻度の語彙を使いながら短い文で書くこ

とができる。 

・既習でなじみのある漢字や SDGsに関連す

る語彙等を使いながら文章が書ける。 

C 
書

く 
３ 

・SDGs の目標について背景や理由、解決方

法などについて対話し、日常語彙をある程度

繰り返し使い、いくつか文が書ける。 

・既習でなじみのある漢字や SDGsに関連す

る語彙等を使いながら、文章が書ける。 
E 

・書く前のクラス全体でのディスカッションを

通して、抽象化された語彙などを用いた構

造的なメモを作り、作文を書く準備ができ

る。 

・SDGsの目標達成につながる未来の自転

車について、その根拠となる事実や具体例

を示しながらはっきりとした意見文が書け

る。 

D 
書

く 
５ 

・SDGs の目標について背景や理由、解決方

法などについて対話し、日常語彙を幅広く使

いながら複文で書くことができる。 

・既習でなじみのある漢字や SDGsに関連す

る語彙等を使いながら文章が書ける。 
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具体的には、子どもにとって身近な乗り物である自転車も本市の地場産業であるということを理解し

ながら、未来の自転車を考える「こんな自転車ほしかってんコンテスト」に応募するという実践である。

これは、夏休みに本市の多くの学校が応募を課しているコンテストであるため、そこへの応募という想

定のなかで企画書づくりをトピックスに、指導を進めていきたい。本市に暮らす子どもには馴染みある

テーマを通じて、SDGsを学びながら地球規模の課題を「自分事」として捉え問題の背景や理由、解決

方法を考えるという活動を導入することで、児童生徒の論理的思考を養いたい。同時に、当該学年とし

て知っておくべき語彙の習得や重文、複文を用いて自分の考えを日本語で表現できる力をつけたい。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・当該学年として知っておくべ

き語彙を習得し、重文や複文を

用いて自分の考えを日本語で表

現できる。 

・SDGs に関連する語彙や漢字

等を理解することができる。 

・SDGs の目標達成につながる未

来の自転車がなぜ必要であるの

か、根拠を持って企画書をつくる

ことができる。 

・コンテストに応募することで

社会の一員として生活している

ことに気づくことができる。 

・未来の自転車を想像しながら、

進んで企画書づくりに取り組ん

でいる。 

６．指導計画（全 10時間 １回 50分×２コマ） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

１
～
２ 

・本市の物づく

りについて知

る。 

・SDGs の１７

の目標を自分事

として捉え、自

分に解決できそ

うな課題につい

て考える。 

◎本市のものづくりについて

知る。

◎募集要項を確認し、コンテ

ストの趣旨や各自がするこ

とを確認する。 

・企画シートの内容を確認す

る。

・テーマについて理解する。

・社会で問題になっているこ

とについて考える。

◎SDGsについて知る。

・SDGsの 17の目標について

理解する。 

◎解決したい目標や、自転車

と関連付けられそうな SDGs

の目標を考える。 

☆SDGs１７の目標の

重要語句の漢字が読

め、意味を理解するこ

とができる。 

★SDGs17 の目標につ

いて母語で書かれた文

章（ホームページ等）を

読み、理解することがで

きる。 

★目標について当事者

意識をもって課題解決

していかなければなら

ない理由を理解し、取り

組みたい目標について

考えることができる。 
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３
～
４ 

・問題の背景や

解決方法を考え

る。 

【本時】 

◎SDGs の目標達成のために

どんな自転車が必要かを考え

る。 

・イメージマップを作る。

・ワークシートに書く。

☆問題の原因、背景、

解決法等について重

文や複文を使って意

見を言うことができ

る。 

★クラスでのディスカ

ッションを通して課題

を解決するための自転

車について考え、工夫や

成果について意見をま

とめることができる。 

５
～
６ 

・自転車を設計

するために必要

な情報を収集

し、メモをつく

る。 

◎得意な言語も用いながら、

企画書（ワークシート）を書く

ためのメモを作る。 

・母語で書かれた HPを読む。 

・問題の背景、原因、解決方法、

自転車の工夫について考え、

メモを作る。

☆母語で書いたメモ

を活用しながら、知っ

ている日本語でもメ

モをつくることがで

きる。 

★自分が選んだ目標に

ついて母語で書かれた

文章（ホームページ等）を

読んだあと、問題の背

景、原因、解決法、自転

車に施す工夫、成果につ

いて PC 等で調べなが

ら、必要な情報を選択し

てメモを書くことがで

きる。 

７
～
８ 

・日本語で企画

書をつくる。 

◎メモをもとに企画書をまと

める。 

☆母語で書いたワー

クシートを活用しな

がら、日本語で企画書

を書くことができる。 

☆日本語での表現が

分からない場合は翻

訳アプリを使って翻

訳した後、実践者 

とやりとりしながら

自然な日本語の表現

を考え、既習でなじみ

のある漢字を使いな

がら企画書に書くこ

とができる。 

★前時に作成したメモ

をもとに未来の自転車

についての企画書を考

えることができる。 

★書いた後には読み返

して不要なものを削除

したり、順番を入れ替え

たり、必要なものを追加

したりできる。 

９
～
⒑

・企画書から未

来の自転車を描

く。 

◎企画書をもとに自転車の絵

を描く。 

・自転車の絵を描く

・自転車の工夫やアピールポ

イントを絵に書き込む。

☆自転車の設計図に

工夫した点やアピー

ルポイントについて、

日本語で書くことが

できる。 

♡構想した自転車につ

いて、得意な絵で描こう

としている。 

★構想した自転車の工

夫点や特徴などをまと

めることができる。 

※欠席者に対しては、別日に実施した

７．本時の指導 

ねらい（目標） 問題の背景や解決方法を考える。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

５ ◎前時の振り返りをする。

・自転車と関連づけられる SDGs

の目標について

★目標について当事者意識をもって課題解決していかな

ければならない理由を理解し、取り組みたい目標につい

て考えることができる。 
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９０ ◎SDGs の目標達成のためにどんな

自転車が必要かを考える。 

・次の(1)～(5)をイメージマップに

しながら示す。（資料①～③） 

・ワークシートを活用しながら、進め

ていく。 

（１）SDGsの目標６を例にとって、

現状を確認する。 

（２）SDGsに掲げられている目標に

関連する問題点についてタブレット

等を使って調べる。 

（３）問題が起こっている背景につい

てタブレット等を使って調べる。 

・調べてわかったことを得意な言語

で発表し、日本語での表現を確認す

る。 

（４）問題を解決するため、「あった

らいいな」と思う自転車を提案する。  

・どんな機能があればいいか。

・どうやって作るか。

（５）成果をまとめる

★得意な言語も活用しながら、背景→理由→解決方法と

順を追って考える。 

★理解したことについて、得意な言語も活用して発表す

る 

☆得意な言語で出てきた自分の意見について、翻訳アプ

リを使ったり、実践者とやりとりしたりしながら、日本

語での表現を考える。その際、まずは単文で表現し、ク

ラスメイトや実践者の助けを借りながら、複文や重文で

の表現にも取り組む。 

★得意な言語も活用しながら、イメージマップをつくる

ことができる。 

５ 〇本時の振り返りと次回の予告をす

る。 

・次回はメモをもとにワークシート

にまとめることを伝える。 

★次回の授業に期待感を持つことができる。

＜本時の様子＞ 

イメージマップづくり（資料①）

水の安全についての話し合いにおける児童生徒の意見を

カードにした。

問題は水色、問題が起こる背景を黄色に、解決法をピンク

に、自転車の工夫を緑に、成果を水色のカードに記入した。 
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8.児童生徒の変容

本実践の対象者のほとんどが SDGsという言葉自体初めて聞く児童生徒であったものの、今まで考え

たこともなかった日常レベルではない問いに対して、知的好奇心が触発されながら取り組む姿が多く見

られた。 

例えば、SDGsの一例としてとりあげた「安全な水」の学習時のこと。普段はおとなしく、ほとんど

発話をしない生徒が、汚染された水を飲むと病気になったり、命を落としてしまったりすることがある

こと、安全な水が供給できない原因は貧困や浄水設備がないこと等、母語と自分が知っている日本語を

使いながら積極的に発言した。言いたいことが伝わらないときは、ホワイトボードにイラストを描いた

り、母語のわかるクラスメイトには母語でも別の単語を使ったりして、工夫をしながら伝えようとして

いた姿は、とても印象的であった。また、「未来の自転車」を考える活動では、環境問題に着目しながら、

安全な水を供給するために、自転車のタイヤの回転で発熱させ蒸発させた水を集める装置を付けたらい

いのではないか、タイヤに水を入れる容器をつけ、遠心力を使って不純物と水を分離させたらいいので

はないか等、得意な言語を用いて、次々にアイデアを積極的に提案していた。 

対象の児童生徒は、これまでの学習では難しいことは途中で諦めることも多く、日本語でうまく言え

ない時は途中で伝えることをやめてしまうことが、しばしばあった。だが、本実践では「絶対に伝えた

い」「もっと自分の意見を言いたい」という気持ちにあふれる姿が随所に見られた。特に調べ学習の際に

は、母語で書かれている SDGsの目標を、上級生が下級生に読んで聞かせたり、内容について教えたり、

日本語が得意な下級生が上級生に日本語を教えたりして互いに協力しあう場面も見られた。異年齢の小

集団であるからこその良さが生きた場でもあった。全体を通して、対象の児童生徒は難しいことも最後

まで考え抜き、積極的に意見を出し合うことができたと評価できる。何よりも、生き生きとしていた。 

イメージマップづくり（資料②）

各自、自分が取り組みたい SDGSの課題について問題、背

景、解決法、自転車の工夫、成果について考えイメージマッ

プにした。 

付箋の色はホワイトボードに貼ってあるカードと同じ色にし

た。 

ワークシート（資料③）

イメージマップをもとに必要な情報を得意な言語でワークシ

ートに記入した。このワークシートをもとに最終的に日本語で

企画書を作成した。 
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なお、作品を応募したことを伝え、感想を聞くと「楽しかった」「よかった」等好意的な意見が多く聞

かれた。後日（11月下旬）、主催者から結果が発表され、全員「参加賞」であったが、みんな嬉しそう

にしていた。 

 本実践にあたっては、児童生徒の在籍校の担任には連絡帳で学習内容とその時の様子を伝えた。管理

職の教員が当該児童のことを気にかけてくれていた学校もあって、毎回の授業後に電話で詳細に情報共

有を行った。すると、連絡帳を通じて在籍学級における日本語と母語の使い分けについての相談があっ

た。生活の場面では日本語を使うよう励まし、学習の場面ではMicrosoftトランスレーターを用いて母

語も活用しながら理解を深めていってはどうかと伝えると、そのように対応するとのことだった。 

 本実践終了後、日本語で言えないときは諦めていた児童生徒が母語を使って質問をしたり、意見を言

ったりする場面が増えたことから、今後は子どもたちが持っている全ての力を使って理解を深め、自己

表現できるような授業実践、プロジェクト型の授業等を行っていきたい。実践者自身も子ども達が持っ

ている全ての力を使って自己表現をすることの重要さに改めて気づくことができた。 

＜監修者コメント＞ 

 地場産業である自転車製造への理解とコンテスト参加という動機づけの高い取り組みやすい企

画がポイントで功を奏した取り組みで、素晴らしいです。児童が「自分ごと」として、考えたり、

考えたことを伝えたりすることに困難を抱えていたものが、何とかして伝えたいという強い意欲を

引き出すことができて、それをやり切れた時の達成感、満足感が良い学習に繋がっていくという場

面が、教育の醍醐味として示されていて印象的です。また異なる学年の児童が助け合うことの素晴

らしさも示され、学びは他者との関わりや繋がりで起こるという重要なことがわかる実践となって

いることが、他の教員にも理解され支持されやすい実践だと思います。 

141



実践記録集 No. 3 サバイバル（来日直後）の日本語学習

 

実践者名 堀 太一郎（京都市立凌風小中学校教諭 日本語初期集中指導教室「わかば」担当） 

協力者：大菅 佐妃子（京都市教育委員会学校指導課副主任指導主事） 

実践区分 小学校・中学校 初期指導 特別の教育課程（サバイバルの日本語学習） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本実践は、京都市の「通級型初期集中日本語教室『わかば』」（以下「わかば」と

記す）で実施した。「わかば」は、京都市立中学校に編入する日本の学校に初めて

編入し、これまでに日本語を学んだ経験がない生徒を対象に、2023（令和５）年

８月末に開講した。2024（令和６）年９月からは小学６年生も対象としている。

開講以前は、日本語指導担当教員が児童生徒の在籍校を巡回して指導を行う「巡回

指導方式」で、日本語習得初期段階の児童生徒であっても、週３時間の指導であっ

た。 

「わかば」通級期間は４週間であるので、日本の学校生活に慣れたり、簡単なや

りとりを日本語でしようとする力をつけたりすることをめざすと共に、自分たち

の豊かな文化的背景を認め合い、尊重し合う態度を育むように努めている。

さらに、京都市は散在化傾向が進んでおり、市内公立小・中・義務教育学校の６

割強に「特別の教育課程による日本語指導」対象児童生徒が在籍しているが、それ

ぞれの学校の在籍数は一人ということが多い。そのため、「わかば」で同じ境遇の

児童生徒が集まって学ぶことによって、日本語学習へのモチベーションを高めあ

い、卒級後も互いにがんばろうという仲間意識が育つと考えている。 

本実践の 

ポイント 

身近な天気の話題を取り上げ、日常の会話で使える語彙だけでなく、少しではあ

るが理科に関する語彙（気温、湿度など）や文型（「あつい／さむい」ではなく「気

温が高い／低い」など）を学習した。また「天気に関する言い習わし」について自

分の考えを母語で考察・表現し、翻訳アプリを使って日本語で書く活動を取り入れ

た。最初から日本語だけで表現するとなかなか自分の考えを伝えることができな

いので、母語を介して考えをまとめて表現する機会を作った。「言い習わし」につ

いて、なぜそのような現象が起きるのかの理由を考える際に、母語が同じ生徒でペ

アやグループになって考えを深める活動を取り入れることも考えたが、同じ母語

の生徒がおらずペアやグループになれない生徒がいたので、その活動は取り入れ

なかった。結果として、わからないと言っていた生徒も自分なりの考えを書くこと

ができた（ペアやグループになると考えが思いつかない生徒は他の生徒の意見を

そのまま書いて終わっていたことが予想される）。この授業を通して、在籍学級で

の授業に参加するだけの十分な日本語の力がなかったとしても、母語を使って考

え表現することと ICT機器を活用することを通して、在籍学級での授業に参加で

きる可能性があるという認識を持つ機会となればと思う。 

＜バディからのメッセージ＞ 

この実践の素晴らしさは、日本語の習得が始まったばかりの子どもたちが、日本語の表現を増

やすだけでなく、自分の文化の天気の言い習わしを考察し、紹介する活動を通じて、主体的に学ぶ

工夫がなされている点です。日本語の力が十分でなくとも、考えることの楽しさを大切にしよう

とする姿勢が伝わってくる実践でした。 
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1．単元名・活動名

初期集中教室トピック型活動「天気について比べよう！日本とわたしの国」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校 6年 1人、中学校 1年 1人、中学校 2年 3人、中学校 3年 1人 

人数：6名（滞日期間１か月から１か月半） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

F【評価・発
展】期

E【抽象】期D【因果】期C【順序】期
B【イマココ
から順序】
期

A【イマココ】
期

ステージ
ステップ

書く

8 読む

聞く・話す

年齢枠の
目安

書く

7 読む

聞く・話す

書く

6 読む

聞く・話す

生徒E 目標書く

5 読む

聞く・話す

生徒E 現在書く

4 読む

聞く・話す

生徒D, F
目標

生徒A,B,C
目標

書く

3 生徒E読む

生徒E生徒C聞く・話す

生徒F 現在
生徒B,C,D
現在

書く

2 生徒F生徒B,C,D読む

生徒F生徒B聞く・話す

児童A 現在書く

1 児童A読む

生徒D児童A聞く・話す
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学年・つながる国 日本語の力 包括的なことばの力 

Ａ 小６ ネパール 聞き取った語や文を繰り返すこ

とはできるが、簡単な日本語で問

いかけられても答えられないこと

が多い。伝えたいことも単語で話

す状態である。ひらがなの習得も

まだまだ厳しい段階であり、文を

分節に区切って読むことも難しい

ことが多い。 

 家庭内言語であるネパール語は読

み書きができない。ネパールの小学校

では英語で学んでいたと聞いている

が、「ネパールの学校紹介」の作文で

は、スペルの間違いや字形の間違いな

どが多々あり、読み書きに課題がある

と考えている。最も高い技能（聞く・

話す）のステージは C だが、書く技能に

限るとステージ Bである。 

Ｂ 中１ ネパール 身近なことや授業での指示、質

問などに対しては概ね理解して反

応できるようになってきた。ひら

がなはかなり定着してきており、

単文を読んだり書いたりすること

が少しずつスムーズにできるよう

になってきた。 

「ネパールの学校紹介」の作文では、

ネパール語で小学校の概要を紹介す

る文を書くことができたが、事実の羅

列のみで終わっており、自分が得意な

教科の紹介やその理由などの記載はな

かった（書く技能はステージ C）。 

Ｃ 中２ ネパール 授業中の指示や周りが話してい

ることはほとんど理解できる。言

いたいことや自分の考えを、学習

したことばでたくさん伝えること

ができる。学習した文型を含む単

文や複数の文を読んで理解したり

書いたりすることができる。 

 作文のテーマを「メールか手紙、ど

ちらが自分の気持ちを伝えるにはよ

いか」としていたが、なぜか「ネパー

ルの学校紹介」の文を書いた。

紹介内容は、学校名や生徒数などにと

どまった（書く技能はステージ C）。 

Ｄ 中２ 中国① 授業の指示や自分に向けて言わ

れたことはある程度わかるように

なってきたが、伝えたいことは単

語でも日本語で言うことが難し

い。学習した文型を含む単文を読

んだり書いたりすることは概ねで

きる。 

 自分の考えやその理由を書くこと

ができるが、段落構成などは意識する

ことはできない。 

 日常的な内容に関しては中国語で

積極的に話をしているが、意見や理由

を尋ねると、答えなかったり、単語で

答えたりする様子が見られる。 

Ｅ 中２ 中国② 授業中の指示や周りが話してい

ることはほとんど理解することが

できる。自分の言いたいことを日

本語で伝えようとするが、伝えら

れることはまだそれほど多くな

い。学習した文型を含む単文や複

数の文を読んだり書いたりするこ

とができ、短い文章を読んで内容

を概ね理解することができる。 

 書くことについては、故事成語を使

ったり、自分の考えを詞で表したりす

る力がある。 

 話す力も、年齢相当の力があると思

われる。 
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Ｆ 中３ ベトナム 自分に向けて言われたことにつ

いては概ね理解し反応できるよう

になってきており、何とか日本語

で伝えようとするが、伝わる日本

語にならないことが多い。ゆっく

りではあるが学習した文型を含む

単文や複数の文を読むことができ

るようになってきた。学習した文

型を使って単文を書くことができ

るようになってきた。 

 自分の考えを理由も含めて相手に

伝わるように、段落構成も考えて書く

ことができる。 

 学習の様子から年齢相当の力が十

分についていると思われる。 

３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

 京都市の通級型初期集中日本語教室であり、一定期間の間に来日した、日本語を学んだ経験がな

い、小学６年生から中学 3年生までの児童生徒が通級している。今回の通級期間は 2024（令和 6）

年 10月 7日から 11月 5日までで、本実践は指導開始から 15日目に実施した。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く・話す

「＿は＿が＿です」を使って自

分が暮らしていた町の天気につ

いて単文で言うことができる 

読む 

書く 

「＿は＿が＿です」を使って自

分が暮らしていた町の天気につ

いて単文で書くことができる 

母語を使って天気の言い習わしについて考

察し、自分の考えを表現することができる 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 日本語の授業で学習した文型を身近なことや教科に関する内容と少しでも関連させるために、1

つ目のねらいを設定した。ねらいの１つ目の「＿は＿が＿です」の文型は日本語の授業ですでに学

習済みなので、具体的な例を示して復習を行う程度にとどめ、文型の練習などはせずに例を見なが

ら自分の言いたいことを言ったり書いたりできるよう工夫をする。そのために授業の始めに表現に

使える語彙を確認する。また例文を示す際にはイラストを使ったり、授業の始めに確認した語彙を

示しながら、何を表現するのかを理解しやすいような工夫をする。 

天気についての語彙を理解し、「＿は＿が＿です」を使って自分が暮らしていた町の天気につ

いて単文で言ったり書いたりすることができる。また母語を使って、天気の言い習わしについて

考察し自分の考えを表現し、ICT機器を使って日本語にすることができる。 
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2つ目のねらいの設定理由としては、日本語が壁となり考察することを諦めてしまわないように、

母語を使って考え表現することをねらいとした。また ICT 機器を使えば自分の考えを日本語で伝

えることができることを認識できると、教科の学習でも諦めずに自分の考えを持ったり、表現した

りする意欲を持てることをねらいとした。「天気の言い習わし」について考察する際の支援として、

解答に関連する語彙を最初に導入しておくことも工夫とする。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

「＿は＿が＿です」を使って、

自分の町の天気について単文

で言ったり、書いたりすること

ができたか。 

母語を使って、天気の言い習わ

しについて考察し自分の考え

を述べることができたか。 

日本語の力が伸びていること

を感じ、在籍校での学習に意欲

を高めている。 

６．指導計画（全１時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１ ・語彙と文型

の理解 

・確認した語

彙を基に

天気の言

い習わし

について

の考察 

・天気に関する語彙の確認

と「＿は＿が＿です」の文

型を使った表現活動

・天気の言い習わしについ

ての考察

「＿は＿が＿です」

を使って、自分の町

の天気について単文

で言ったり、書いた

りすることができる 

天気に関する語彙を

理解した上で、天気の

言い習わしについて

考察できる 

７．本時の指導 

ねらい（目標） 

天気についての語彙を理解し、「＿は＿が＿です」を使って自分が暮らしていた町の天気につい

て単文で言ったり書いたりすることができる。また母語を使って、天気の言い習わしについて考察

し自分の考えを表現し、ICT機器を使って日本語にすることができる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

15 ・天気に関する語彙の理解をする ☆パワーポイントを使って語彙の導入をする際に

は、写真やイラストを使ってわかりやすくする

〇抽象的な概念の語はそれぞれの語の翻訳を付け

ておく。 
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15 

15 

・「＿は＿が＿です」を使って自分

の町の天気について言ったり書

いたりする 

・天気の言い習わしについて母語を

使って考察し表現する 

・母語で表現した文章を翻訳アプリ

を使って日本語にする 

例） 

★自分の町について発表することで、お互いの経験

や文化的な背景を共有しあう。

☆例文を示す際には、表現する際の支援となるよう

導入した語彙を使えることを示したり、イラスト

を使って各文の理解をしやすくしたりする。

★自分の文化での天気の言い習わしについて考察

し紹介することで、自分の文化的・言語的な背景

を共有し、認め合う。

☆活動内容が理解できるように、導入した語彙を確

認しながら指示を行う。

★何も考えが思いつかない場合は、導入した語が考

察のヒントになることを示したり、対話の支援を

行ったりする

★母語で考察し表現することで、既有の知識を活用

できるようにする。

【板書】 

・本時の授業で覚えたい語や後の活動で使う語彙を提示
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【活動の様子】 

・導入した語彙の確認 ・翻訳アプリを使った活動

【授業で使用したワークシート】表面 
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裏面 
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【授業後に配布したプリント】表面 
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裏面 
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【生徒が記入したワークシート】 

⑥ 

⑤ 
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① 

② 
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8.児童生徒の様子

日本語の授業で学習した文型（「＿は＿が＿です」）を、身近な話題や教科に関連した内容を表

現する際にも使用できることを理解し使用できるようになった。自文化を背景として天気の言い

習わしについて母語で考察したり表現したりする活動を取り入れることで、お互いの多様な文化

的背景を共有し認め合うことができた。また、年齢相応の思考活動をする時間を設けることもで

きた。母語を取り入れたことにより、児童生徒たちは自ら考え、自分なりの答えを出そうと積極

的に学習課題に取り組むことができた。そして、在籍学級の授業に参加するだけの十分な日本語

の力がなかったとしても、母語で考察したり表現したりしたことを ICT機器を使って日本語にす

ることで、在籍学級での授業に参加できる可能性があることを認識する機会となった。 
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実践者名 亀久保裕之（浜松市教育委員会「にじ」（初期日本語指導拠点校）江南教室担当教

諭） 

佐々木しのぶ（浜松市教育委員会「にじ」（初期日本語指導拠点校）浜北教室担当

教諭） 

協力者：澤田 直子（浜松市教育委員会 教育支援課 指導主事） 

実践区分 中学校 初期指導 特別の教育課程（サバイバルの日本語学習） 

実践地域 

および場所

等の特長 

浜松市には全住民の 3.7％に当たる外国人が居住し、浜松市立小中学校には全

校児童生徒の 3.2％の多文化多言語の子どもが在籍している。 

浜松市では日本語指導が必要な子どもへの日本語指導や母語指導は 1990 年代

から時代のニーズに応じながら行っている。市域が広いため、これまで支援者を在

籍する学校に派遣することで日本語指導を行ってきた。多国籍化する多文化多言

語の子どもの増加や中学生年齢で初編入の生徒の進路指導の課題から、「にじ」（初

期日本語指導拠点校）「江南教室」（R4.4 開設）「浜北教室」（R6.4 開設）は浜松

市初の通級による日本語集中指導教室として開設された。 

にじ（初期日本語指導拠点校）は、小学校 6 年生と中学生年齢で初めて日本の

学校に編入する日本語がわからない子どもを対象としており、学校生活への適応

指導（サバイバル日本語）、日本語基礎指導、教科の基礎的な補習を行うことで在

籍校への適応を図ることが目的である。通級期間は就学後 10 週間、週 4 日間は

各教室に通い、週 1日は在籍校へ登校する。10週間をかけて、当該の子どもは、

習った日本語を在籍校で使い（試し）ながら、徐々に在籍校への適応を進める。在

籍する学校（学級）もまた、通級終了後の支援体制を準備していくこととなる。

2022（令和 4）年 30人、2023（令和 5）年 27人が通級し、2024（令和６）

年１１月末現在江南教室 18人、浜北教室 8人の計 26人が修了している。 

本実践の 

ポイント 

修了式には担任教師他指導者と「にじ」設置校の校長をはじめ、保護者、在籍校

担任教師等が一堂に介す。１０週間の学びを終え、修了式は、子どもがこれまでの

自分自身を想起し、江南（浜北）教室の学びを振り返り、そして、今後に向けた思

いを語る場である。修了作文は母語で思いを記し、支援を得て日本語の表現を学

ぶ。何度も読む練習をして、自らの声で日本語と母語で発表する。日本語指導のみ

に留まらず、子どもの心を耕し、自分自身と向き合わせる実践である。 

＜バディコメント＞ 

子どもたちの「伝えたい！」という想いを、ロールモデルの語りや過去の修了生の母語作

文を活用してていねいに掘り起こしていくことが、このプロジェクトの成功の鍵だったと思

います。多文化多言語の子どもたちのアイデンティティを肯定的に捉えるためのこうした仕

掛けが、見事に子どもたちの心を動かし、その思いが学びへとつながっていきました。最終

課題のスピーチ発表だけでなく、そこにつながるロールモデルに関する新聞や手紙を書く活

動など、随所に意味のあるリテラシー活動がちりばめられています。ICT の活用についても

子どもの様子をていねいに見ながら、その学びを最大化するためにどう使うべきか工夫され

ています。母語の力、子どもの想いとそれを支える教師の目線、ICT の活用が一体となった

素晴らしい実践です。 
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1．単元名・活動名

This is Me ～自己を見つめて“わたし”を日本語で伝えよう～ 

２．対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

中学１年生 １人（ペルー）  中学２年生 １人（フィリピン） 

中学３年生 ２人（ベトナム フィリピンの生徒は下学年受け入れ） 計 4人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠の目安 読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く C 

読む C 

聞く・話す C 

ステップ

1

書く B A D

読む B A D 

聞く・話す B A D 
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【江南教室】 

１．A 中２フィリピン男子 

日本生まれ。1か月でフィリピンに行き、祖母と住む。➡7歳からいとこと一緒に住んで現地の小

学校に通い、卒業する。➡現地中学校に入学。➡1年生の途中 2024年 9月末に再来日し、中学校

に編入。第１週時、日本語の読み書きはできず、話したり聞いたりすることもできなかった。名前

だけは書くことができた。事前に漢字で書く練習をしたようである。日本語に対する学習意欲は高

かった。 

２．B 中１ペルー男子 

ペルー生まれ。3歳から現地の幼稚園に通い、小学校入学。➡卒業後、現地中学校に入学。➡1年

生途中の 2024年 6月 30日まで在籍。➡膝の治療のために学校には通わず、8月 3日に初来日。 

第１週時、日本語の読み書きはできず、話したり聞いたりすることもできなかった。１つ１つの行

動に時間がかかったり、自分の意見や考えを表現することが苦手だったりする様子であった。日本

語に対する学習意欲も高くはなかった。 

【浜北教室】 

３．C 中３フィリピン女子（学年は中２：下学年受け入れ） 

母国で中学１年を修了。➡2023年８月双子の兄と弟と共に来日し、12月まで不就学。➡その後帰

国したが、現地では不就学。➡2024年 8月再来日し、編入。 

日本に滞在中、同中学校に通う兄姉から日本語を教えてもらう環境にあり、日本の学校への編入を

心待ちにしていた。 

４．D 中３ベトナム女子 

2024年 5月、母国で中学３年を修了。➡8月、妹と共に初来日。 

母国で高等学校に合格しており、本人にとっては不本意な来日であった。通級期間前半は通級修了

後に帰国する意思が固く、日本語学習意欲も低かった。 

（３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

・本実践では、「にじ」（初期日本語指導拠点校）「江南教室」（以下、江南教室）「浜北教室」（以下、浜

北教室）に通級する多文化多言語の子ども 26人の中で、同一時期に通級した江南教室７人、浜北教室

5人のうち、それぞれ２人ずつに視点を当て報告をすることとする。当教室では、10週間の通級の成果

として最終日の修了式に日本語と母語によるスピーチ発表を行っており、それに向けた取り組みから

個々やグループの中での子どもの変容を追った。 

・対象となる多文化多言語の子どもは、*1出身国・母語・在籍校・学年が異なる。さらに、中には、２

国間移動による１年の不就学期間があり、学年相当の教科学習能力や学校生活におけるソーシャルスキ

ルが備わっていない子どももいた。そこで、彼らが仲間との協働学習を通して学び方を身に付け、ロー

ルモデルと出会ったことで感じたことや自分自身について書き、それを伝える活動を通して、多文化多

言語の環境で育つ自己や仲間を肯定的に捉えることができるよう、本実践の小集団を編成した。 

江南教室：*1＝４か国・４言語・６校・４学年 / 浜北教室：*1＝３カ国・３言語・２校・３学年 

にわたる 

157



実践記録集 No. 4 サバイバル（来日直後）の日本語学習

3．ねらい（目標） 

江南教室 日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 

聞く・

話す 
2 

・自分自身や日常生活について、既習の

単語・句や単文、よく使われる定型表現

で答えることができる。 

・聞いた内容を確認するためにおうむ

返ししたり、聞き取れない場合は、繰り

返し言ってもらうように催促したりす

る。 

E 

・論拠を示しながらおおむね一貫性の

ある意見を述べることができる。 

・構成を意識し、ICTなどを活用しな

がらプレゼンテーションができる。 

読む 2 

・既習の定型表現や語彙、かぎられた

文型で書かれた文やリライトテキスト

を、２・３文字ずつの拾い読みや単語

で区切りながら、ごくゆっくりの速さ

で読める。 

・ひらがなで書かれた日常的な単語が

おおむね読める。 

・カタカナがいくつか読める。

E 

・課題や目的に応じて、ICTを活用する

などして、必要な情報を収集できる。 

書く 2 

・修了生のモデル文を参考にしながら、

初期レベルの既習の語彙や表現を使っ

て、書き出しや自分が経験した事柄、将

来の夢等についていくつか文が書け

る。 

・句点の使用や漢字などの表記に気を

付けて書くことができる。 

E 

・書く前に文章の目的や構成を考えて書

き始めることができる。 

・書いた後には、伝えたいことがより効

果的に伝わるよう、表現や順番を自分で

推敲することができる。 

・自分の経験をもとに読み手に訴えかけ

る創作文を書くことができる。 

B 

聞く・

話す 
2 

・自分自身や日常生活について、既習の

単語・句や単文、よく使われる定型表現

で答えることができる。 

・聞いた内容を確認するためにおうむ

返ししたり、聞き取れない場合は、繰り

返し言ってもらうように催促したりす

る。 

D 

・集めた情報を示しながら、みんなの前

で発表することができる。 

・具体的な事例とともに理由を挙げなが

ら、自分の意見を述べることができる。 

読む 1 

・自分の名前や学年・組、学校名など、

自分に関係のある語がおおむねわか

る。 

・大人と一緒に 1 文字ずつの拾い読み

ができる。 

D 

・さまざまな読解ストラテジーを活用し

て、理解を深めようとする。（テキスト

の中で大事な情報が何なのかを考えな

がら読む。わからないことを辞書やネッ

トで調べる。）

書く 1 

・ひらがな・カタカナを区別し、知って

いる単語を書くことができる。 

D 

・テーマ作文を書く前にメモをとり、全

体の構成を考えることができる。 

・書いた後に、自分で読み返し、より良

い語彙や表現を自分で探したりして推

敲できる。 

単元目標 

自己を見つめて「今まで」「今」「これから」の自分を表現し、伝えることを通して、自己を肯定的に

捉え、今後日本で暮らしていく期待感を膨らませる。 
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浜北教室 日本語固有の力 包括的なことばの力 

C 

聞く・

話す 
3 

支援を得て、初級前半レベルの既習の

語彙や表現を繰り返し使って自身の気

持ちや感想を話したり、聞き取った内

容について質問したりできる。 

D 

・相手の話を、自身の経験などを統合さ

せて聞くことができる。 

・自身の経験や意見を、具体例を挙げて

皆の前で発表することができる。 

読む ２ 

・概ね既習の語彙や表現で構成された

リライト文を、文節で区切ってゆっく

りした速さで読める。 

・⻑音・拗音・促音を含むひらがなで書

かれた日常的な単語が読める。 

D 

・タイトルや目次から内容の結びつきを

理解することができる。 

・わからないことは ICTを活用し、母語

に置き換えて理解しながら読み進めるこ

とができる。 

書く 2 

・修了生のモデル文を参考にしなが

ら、初期前半レベルの既習の語彙や表

現を使って、書き出しや家族構成、自

分が経験した事柄等についていくつか

文が書ける。 

・句点の使用や漢字などの表記に気を

付けて書くことができる。 

D 

・テーマ作文を書く前にメモをとり、全

体の構成を考えることができる。 

・書いた後に、自分で読み返し、より良

い語彙や表現を自分で探したりして推敲

できる。 

D 

聞く・

話す 
２ 

・視覚支援を得、周りの状況を見るこ

とで、話の内容を推測しようとする。 

・聞き取ることができないときは、初

期前半レベルの簡単な語彙や表現で聞

き返すことができる。 

E 

・母国で身に付けた知識や経験をもと

に、相手の話の内容や自分自身の今後な

どについて客観的な視点で意見を述べる

ことができる。 

・ICTを活用して効果的なプレゼンテー

ションができる。

読む ２ 

・既習の表現や語彙を繰り返し使った

短いリライト文を、文節や単語で区切

りながら、ごくゆっくりの速さで読め

る。 

・⻑音・拗音・促音をのぞくひらがなで

書かれた日常的な単語がおおむね読め

る。 

E 

・複数のものの見方や価値観について情

報を収集し、重要な点を比較・選択しな

がら要約することができる。 

・主題をとらえ、構成や展開を念頭に置

きながら的確に評価できる。 

書く ２ 

・支援を得て、初期前半レベルの既習

の語彙や表現を使って書き出しや家族

構成等をいくつか単文で書ける。 

・ひらがな・カタカナを区別して、特殊

表記や句点に気を付けて書くことがで

きる。 
E 

・書く前に文章の目的や構成を考えて書

き始めることができる。 

・書いた後には、伝えたいことがより効

果的に伝わるよう、表現や順番を自分で

推敲することができる。 

・作文の「今まで」の部分の中で、母国

の紹介や母国で経験した事柄について、

文学的表現を用いて自らの考えも織り交

ぜつつ、客観的な視点で書くことができ

る。 
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

「にじ」（初期日本語指導拠点校）のそれぞれの教室には、小学６年生及び中学生年齢で初めて日本の

学校に就学する多文化多言語の子どもが、学校生活への早期の適応を図るために、10 週間通う（週１

日は在籍校に登校）。出身国や在籍校、学年の異なる多文化多言語の子どもが、計らずしてこの場で出会

い、学習を共にするのだ。彼らの中には、両親との生活を楽しみに来日した子どももいれば、自らの意

思に反して日本に降り立った子どももいる。新しい言語や文化の壁を前に、母国で身に付けた知識や経

験さえ喪失したように感じる多文化多言語の子どもも実に多い。 

そこで、「江南教室」と「浜北教室」では、多文化多言語の子どもが持つ知識・経験を活かすことを視

点に置いた指導を心掛けている。具体的には、日本語と教科の統合学習を早期から取り入れ、母語で考

えを表出させる一方で、日本語モデル文を提示し、日本語でも表出できるよう、子どもが複数の言葉の

力を用いて学習を進められるようにしている。また、在籍校での学びにつながるよう、社会科や英語科

の協働学習において互いの学習ストラテジーを学ばせている。 

その中でも、１０週間の通級最終日に行う日本語と母語によるスピーチ発表「This is Me」を、キャ

リア教育の一環と位置付けている。

本実践では、この発表に向けて準備をする中で、今後、日本で暮らしていくことへの期待感を膨らま

せることをねらいとし、特に２点に重点を置いた。１点は、ロールモデルの話を聞いて自分の今後を考

える場を設定すること、もう１点は「今まで」「今」「これから」の自分の思いを記すことで「書く力」

を高め、保護者や在籍校担任教師を前に発表することで、自己を肯定的に捉える経験を積ませることで

ある。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

６．指導計画（全 10時間） 

時 ねらい 学習活動等 身につけたい力・指導・支援のポイント 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１, 

２ 

学習の見通し

をもつ 

（１） 修了式の発表に向け

て作文作成の見通しをもつ 

（２）文の構成を考える

（３）来日が決まった時から今

までの気持ちの変化について、

多文化多言語の子ども同士で

話し合う 

☆実践者がゆっくり話

した作文作成の目的な

どを、推測しながら聞

くことができる。 

☆対話的支援を得て、

来日時期や気持ちにつ

いて単語やごく簡単な

文で話すことができ

る。 

★気持ちの変化につい

て、論拠を示しながらま

とまりのある話ができ

る。 

★読み手や目的を考え、

下書きのような形で全

体の構成を練ることが

できる。 

３ ロールモデル

について、そ

のルーツを考

えさせる 

ロールモデルの出身国や職業

について調べ、協働新聞を作成

する 

☆支援を得て、モデル

文を参考にしながらい

くつか文が書ける。 

★ICTを活用して、必要

な情報を的確に収集で

きる。 
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４ ロールモデル

の話を聞き、

自分自身の生

き方を見つめ

る 

（１） ロールモデルとの触

れ合いや談話から、自分のこれ

からの生き方について考える 

（２） ロールモデルに手紙

を書く（母語あるいは日本語） 

☆相手が何を話してい

るのかを推測しながら

聞いたり、詳しく知り

たいことをごく簡単な

文で質問したりでき

る。 

★支援を得て、相手に応

じた内容を意識して質

問することができる。 

５, 

６, 

７ 

これまでの学

習を基に修了

作文の構成を

考え、作文す

る。 

（１）文の構成①～③につい

て、思考ツールを使って書き出

した内容を少しずつ膨らませ

ながら作文する。 

☆ICT を活用し対話的

支援を得て、初期レベ

ルの既習の語彙や文型

を使った文を書くこと

ができる。 

★書く前に、伝えたいこ

との中心を決め、ICTを

活用して構造化された

メモをつくり、書く準備

ができる。 

（２）接続詞等の使い方に留意

し、日本語の適切な表現に直す 

★書いた後に、読み手の

助言を得て、情報の分量

を調整したり、読み手に

より伝わるよう具体例

を加えたりできる。 

８, 

９ 

発表に向けて

の準備をする 

発表スライドを作成し、読みの

練習をする。 

☆支援を得て、意味の

まとまりで区切りなが

らゆっくりした速さで

話せる。 

★聞き手を意識した態

度で、ICTを効果的に活

用して発表できる。 

10 修了式で発表

する 

修了時、多文化多言語の子ど

も・保護者・在籍校及び拠点校

設置校の教師の前で発表する 

☆意味のまとまりで区

切り、聞き手に分かり

やすい速さで発表でき

る。 

★仲間の発表を聞き、自

らの生き方と照らし合

わせて共感的・多角的な

視点をもてる。 

７．本時の指導 

１）江南教室（1/10）

ねらい（目標）：学習の見通しをもつ 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

10 （１）修了式の発表に向けて作文作成

の見通しをもつ。 

☆日本語での説明を聞いて理解したり推測したりするこ

とができるよう、スライド資料を提示し、子どもが聞き

取ることができる速さで話すことを意識する。 

★母語での思考を促すために、内容の説明部分に母語で

の補足を付け足す。 

25 （２）今までの自分を振り返り、文の構

成を考える。 

①母国での思い出、考えていたこと

など 

②この教室での思い出、活動で感じた

こと、日本語の学習について思うこと 

など 

③将来の夢、これからの生活への期待

感 など 

★自分の経験や意見と比較することができるよう、過去

の修了生の母語作文を読む時間を設定する。 

☆来日時期やその時の気持ちについて振り返ることがで

きるよう、簡単な日本語でそれぞれの子どもに質問する。 

☆書く内容に悩んでいる子どもが参考にできるよう、①

～③の内容についてそれぞれの子どもが書いたことを共

有する時間を設定する。 
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8 

15 （３）来日が決まった時から今までの

気持ちの変化について、多文化多言語

の子ども同士で話し合う。 

★不安な気持ちやわくわくする気持ちは自分だけではな

いという安心感をもち、次時からの作文作成に前向きに

取り組むことができるよう、母語または翻訳ソフトを活

用して子ども同士で話し合うようにする。 

【資料】 

＊提示したスライド資料の一部 

＊子どもがスピーチを校正した原稿 ＊就学サポーターの支援の様子 

＊ロールモデルとの出会い ＊ロールモデルの講話 
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＊スピーチ原稿 

２）浜北教室（７/10）

ねらい（目標）：日本語の適切な表現を知る 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

10 接続詞や助詞を理解する 

（１）既習の接続詞や助詞を復習する

（２）作文する時に使う高頻度の接続

詞や表現を知る 

☆既習の接続詞（だから・でも・なぜなら）や助詞の理

解を確認・定着させるために、これまでの指導で使用し

た絵カードや文カードを使って復習する。 

☆日本語の接続詞や表現のレパートリーを増やすため

に、「なたもだ」（なぜなら、たとえば、もし、だから）

や、書き出し・書き終わりの表現を紹介する。 

★母国での自分自身をテーマとした作文経験の有無を把

握したり母語での作文力をはかったりするために、ICT

を活用したり母語で支援したりして、母語で高頻度の接

続詞や表現を挙げさせる。 

15 自分で母語から日本語にできる部分に

ついて、日本語に直す 

☆文字表記や文法の誤用に気づかせるために、書いた後

に ICTを活用して調べさせたり実践者が助言したりして

校正を促す。 

★母語で書く力が強い子どもに対し、新しい文型や豊か

な表現を習得させるために、母語話者と対話しながらよ

り良い表現に書き換える。 

一度翻訳したものを、もう

一度母語に翻訳し直し、

自分の言いたいことが正

しく翻訳されていることを

確認した。 

就学サポーターの支援を

得て、さらに、適切な日本

語に修正していった。 
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25 日本語の作文を整える ☆日本語の力に合った作文にするために、高頻度の語彙

や表現、接続詞を繰り返し使って書かせる。 

★日本語の文全体を整えるために、翻訳機能を使って翻

訳された文を土台にして、母語話者とともに語彙や表現

を調整したり段落のまとまりや文体を整えたりする。 

【資料】 

＊Figmaを使った構成メモ：思考ツール（５、６時間目の活動で作成） 

8. 児童生徒の変容

この活動を通し、多文化多言語の子どもは母国での日々や江南教室や浜北教室での学びを仲間ととも

に振り返ったり、自らと同じように中学生年齢で来日した大学生のロールモデルと出会うことで、これ

からの自分の姿を思い描いたりすることができた。そして、それらの思いを日本語と母語で記し、修了

式において保護者や在籍校担任教師の前で発表することで、自己肯定感が高まり、ここ日本で生きてい

く強い気持ちを持つことができた。 

１）江南教室：子ども Aと Bの変容について

Aは活動を通して日本語力の大きな成長が見られた。母語でスピーチを作成する活動では、導入時の

スライドに母語での説明を加えることで、作成の目的をきちんと理解し、構成を考えてから書き始める

様子が見られた。また、母語でのスピーチ作成後に読み返す時間を設定したことで、自分の作文の誤字

脱字を修正したり、よりよい表現になるように書き直したりすることができた。その様子から、Aのも

つ包括的な言葉の力も少し高まったのではないかと感じた。 

母語のスピーチ作成後に翻訳アプリを使って日本語に直す場面では、教師の支援を得ながらではある

が、ひらがな・カタカナ・既習の漢字を使い分けて文を書くことができた。翻訳アプリや指導者の支援

を得ながらではあるが、自分の力でＡ４用紙 3枚分の日本語の作文を書きあげた経験は、本人にとって

大きな自信になったようである。日本語のスピーチ作成後には、何度も読む練習を行ったことで、文章

の中に既習の単語や表現が出てくることに気づき、単語の区切りを意識することで以前よりもスムーズ
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に読むことができるようになった。修了式では、堂々と自信をもってスピーチ発表をする姿が見られ、

在籍校での生活という新しいステージに向けての決意を感じることができた。 

Bは本活動に入る前から、書くことに対して困難さを抱えている様子が見られていたため、実際この

活動に取り組むことができるか心配であった。母語の力も育ってはいないのではないかと感じるほどで

あり、どのような支援が適切なのか迷うこともあった。母語での作文を書き始めたときも、筆が進まず

ほとんど書くことができなかったが、授業でタブレットパソコンを使って母語でやり取りしたときのこ

とを思い出し、タブレットパソコンを使ってドキュメントに打ち込んで作成する形を提案した。すると

モデル文を参考にしながら短時間で一気に母語での作文を作成することができたのである。内容も「今

まで」「今」「これから」と導入の説明の通りに段落を構成しており、きちんと母語での思考や表現力

が身についていたとわかった。この活動を通して、指導者が Bの包括的な言葉の力を正しく認識するこ

とができ、在籍校への引継ぎにも生かすことができた。 

日本語の力の伸びは大きくはなかったが、翻訳した自身のスピーチのひらがなにローマ字でルビを振

る活動を通して、読めるひらがなが増えたことは成果の１つであったし、何度も読む練習をすることで

日本語の文を読むということに対する自信をもち、修了式では堂々と発表する姿を見ることができた。

入級時に自信なく小さい声で自己紹介した姿と比べると、大きな変化であったと感じる。 

本活動を通して、どの子どもにも成長が見られた。この活動のねらいである「自分を振り返ること」

「書く力を高めて自己を肯定的に捉えること」は非常に大きな経験になると考える。さらに、書く力の

他にも話す・聞く力、読む力の成長や、指導者にとっては母語の力の確認にもつながるため、本実践は

多文化多言語の子どもへの支援に効果的な活動であると感じた。 

江南教室 日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 

聞く・

話す 
3 

・支援を得て、自分自身にとって身

近な場面や関心の話題について、初

級前半レベルの既習の語彙・表現・文

型を繰り返し使って話すことができ

るようになった。 

E 

・論拠を示しながらおおむね一貫性のあ

る意見を述べることができた。 

・構成を意識し、ICTなどを活用しながら

プレゼンテーションができるようになっ

た。 

読む ３ 

・既習の定型表現や語彙、かぎられ

た文型で書かれた文やリライトテキ

ストを、２・３文字ずつの拾い読みや

単語で区切りながら、ごくゆっくり

の速さで読めるようになった。 

・ひらがなで書かれた日常的な単語

が読めるようになった。 

・カタカナがおおむね読めるように

なった。 

E 

・課題や目的に応じて、ICTを活用するな

どして、必要な情報を収集できた。 

書く 2 

・修了生のモデル文を参考にしなが

ら、初期レベルの既習の語彙や表現

を使って、書き出しや自分が経験し

た事柄、将来の夢等についていくつ

か文が書けた。 

・句点の使用や漢字などの表記に気

を付けて書くことができるようにな

った。 

E 

・書く前に文章の目的や構成を考えて書

き始めることができた。 

・書いた後には、伝えたいことがより効果

的に伝わるよう、読み手の助言を得て、表

現や順番を校正することができた。 

・自分の経験をもとに読み手に訴えかけ

る創作文を書くことができた。 
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B 

聞く・

話す 
1 

・周りの状況を見て、相手が何を言

っているのか推測できるようになっ

た。 

・聞いた内容を確認するためにおう

む返ししたり、聞き取れない場合は、

繰り返し言ってもらうように催促し

たりするようになった。 

D 

・集めた情報を示しながら、みんなの前で

発表することができた。 

・具体的な事例とともに理由を挙げなが

ら、自分の意見を述べることができた。 

読む 1 

・自分の名前や学年・組、学校名な

ど、自分に関係のある語がおおむね

わかるようになった。 

・大人と一緒に 1文字ずつの拾い読

みができるようになった。 

・ひらがながいくつか読めるように

なった。 

D 

・テキストの中で大事な情報が何なのか

を考えながら読む姿が見られた。 

・わからないことを辞書やネットで調べ

ることができた。 

書く 1 

・ひらがな・カタカナをおおむね区

別して確認しながら、知っている単

語をいくつか書くことができるよう

になった。 
D 

・書く前に文章の目的や構成を考えて書

き始めることができた。 

・書いた後に教室内の活動として作文を

読み返すことで、文章のまとまりに気を付

けながら表現や順番を自分で校正するこ

とができた。

・段落の順序や段落間のつながりを意識

して、修了式のスピーチが書けた。 

２）浜北教室： 子ども Cと Dの変容について

Cは大変内気な性格で、入級してしばらくは人前に立つことや挙手・発表を敬遠していた。しか

し、この活動、特に「書く活動」において、不就学期間に独学で学んだ日本語を正しながら、浜北

教室で学んだ語彙や表現を使って自らの思いを日本語で記すことに喜びを感じていた。また、もっ

と漢字を使って文を書きたいと漢字学習に人一倍熱心に取り組み、仲間が日本語での言い方に困っ

ていると進んで助けるようになった。 

そして、Cにとって人前で話すことが一番の挑戦であったが、保護者や複数の指導者が Cに寄り

添って優しく背中を押してくれたおかげで、当日は顔を上げて自分の思いを伝えることができた。 

 Dは来日当初から帰国の意思が固く、通級期間前半は日本の学校生活や仲間に関心が薄くて日本

語を学習する意欲も感じられなかった。 

Dが徐々に実践者に心を開き始めた頃にこの活動が始まったが、「書くことが好き」と言って A4

用紙８枚分を母語で一気に書き上げ、実践者に見せてきた。目を引いたのは、母国の名所や人々の

考え方を伝える文学的な表現の数々であった。D には、その文章からあふれ出る母国への思いと、

もののとらえ方に感動したことを伝えた。その日を境に、Dは実践者に母国での経験を客観的に話

すようになり、ロールモデルとの座談会では「日本に来る選択をしたことをよかったと思っていま

すか」と質問して前を向く兆しが見え始めた。その後、Dは作文を自分で推敲し、日本語の文は支

援を得て整え、読む練習にも進んで取り組んだ。また、日本語学習への意欲が高まり、仲間と交流

しながら楽しんで授業を受けるようになった。そして修了式当日は、仲間や指導者への感謝の思い

を込めて堂々と発表した。 

この活動がなかったら、Cも Dも、立ち止まって自己を見つめ、自分の言葉で思いを伝え、自己

を肯定するきっかけはもてなかっただろう。浜北教室における多文化多言語の子どもの変容から、
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思いを表現する活動は、日本語の語彙や表現のレパートリーを増やしたり作文技術を向上させたり

するだけに留まらず、自己を肯定して捉え、生きる力に繋ぐ意義深い活動だと実感している。 

浜北教室 日本語固有の力 包括的なことばの力 

C 

聞く・ 

話す 
３ 

支援を得て、初級前半レベルの既習

の語彙や表現を繰り返し使って自身

の気持ちや経験したことを話した

り、聞き取った内容について質問し

たりできるようになった。 

D 

・相手の話を、自身の経験などを統合させ

て最後まで聞くことができた。 

・自身の経験や意見を、具体例を挙げて皆

の前で発表することができた。 

読む ３ 

・おおむね既習の語彙や表現で構成

されたリライト文を、文節で区切っ

てゆっくりした速さで読めるように

なった。 

・⻑音・拗音・促音を含むひらがなや

カタカナで書かれた日常的な単語が

読めるようになった。 

D 

・タイトルや目次から内容の結びつきを

理解しようとした。 

・わからないことは ICT を活用し、母語

に置き換えて理解しながら読み進めるこ

とができるようになった。 

書く ２ 

・修了生のモデル文を参考にしなが

ら、初期前半レベルの既習の語彙や

表現を使って、書き出しや自分が経

験した事柄等についていくつか文が

書けるようになった。 

・句点の使用や漢字などの表記に気

を付けて書くことができるようにな

った。 

D 

・テーマ作文を書く前にメモをとり、全体

の構成を考えることができるようになっ

た。 

・書いた後に自分で読み返し、話の順番を

入れ替えたり、ツールを用いてより良い語

彙や表現を自分で探したりして、読み手を

意識した推敲ができた。 

D 

聞く・ 

話す 
２ 

・視覚支援を得、周りの状況を見る

ことで、話の内容を推測しようとし

た。 

・聞き取ることができないときは、

初期前半レベルの簡単な語彙や表現

で聞き返すことができるようになっ

た。 

E 

・母国で身に付けた知識や経験をもとに、

相手の話の内容や自分自身の今後などに

ついて客観的な視点で意見を述べること

ができた。 

・効果的なプレゼンテーションをつくる

ために、ICＴを活用し、自分で推敲を重ね

ることができた。 

読む ２ 

・流暢さは欠けるものの、既習の表

現や語彙を使った短文を文節や単語

で区切りながら、ごくゆっくりの速

さで読めるようになった。 

・⻑音・拗音・促音を含むひらがなで

書かれた日常的な単語がおおむね読

めるようになった。 

E 

・複数のものの見方や価値観について情

報を収集し、重要な点を比較・選択しなが

ら要約することができた。 

・主題をとらえ、構成や展開を念頭に置き

ながら的確に評価できた。 

書く ２ 

・モデル文を参考にしたり支援を得

たりして、初期前半レベルの既習の

語彙や表現を使って書き出しや家族

構成等をいくつか単文で書けるよう

になった。 

・ひらがな・カタカナを区別して、特

殊表記や句点に気を付けて書くこと

ができるようになった。 

E 

・書く前に文章の目的や構成を考えて書

き始めることができた。 

・書いた後には、伝えたいことがより効果

的に伝わるよう、表現や順番を自分で何度

も推敲することができた。 

・作文の「今まで」の部分の中で、母国の

紹介や母国で経験した事柄について、文学

的表現を用いて自らの考えも織り交ぜつ

つ、客観的な視点で書くことができた。 
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３）実践者の感想

●江南教室／亀久保裕之

この活動を通して、本実践はとても意味があることだと実感した。スピーチを通してそれぞれの子ど

ものこれまでの生活や思い、これからの新しいステージに向けての彼らの強い意志などを知ることがで

きるとともに、日本語の力の大きな成長が見られるからである。また、ほとんどの子どもが在籍校への

不安や心配を感じている中で、修了式で在籍校の担任教師がスピーチを聞くことで、子どもの思いや努

力を理解し、在籍校においてのより適切な支援につなぐことができるという効果もあると感じた。 

 これまでさまざまな子どもがこの活動に取り組んだが、中には母語を日本語に翻訳したあと、その文

章を再度母語に直して伝えたいことが不自然ではないか、意味が変わっていないかを確認していた子ど

ももいた。そこまでの表れを予想していなかったため、自分の表現したいことを正しく伝えたいという

彼らの思いに驚かされた。 

 大きな効果がある一方で、１から自力で日本語の作文を書くということについてはまだまだ高いハー

ドルがあることも事実である。すべてを翻訳するのではなく、自分で考えた日本語の文が１つでも２つ

でも作文の中に出てくるように、スピーチ作成の前に既習の表現を復習したり、掲示したりすることも

一つの方法であると感じた。そうすることで、日本語で自分の思いを表現することにつながっていくの

ではないかと思う。 

本実践には様々な可能性があると思うので、引き続き実践を続けていきたい。 

●浜北教室／佐々木しのぶ

多文化多言語の子どもにとって、立ち止まって自己を見つめ、在籍校及び拠点校設置校の教師や保護

者・仲間の前で自分の言葉で思いを伝え、自己を肯定する機会を持つ意義は大きい。在籍校へのソフト

ランディングを担う当教室において、特にこの指導プログラムは今後の生きる力に繋がる活動の１つだ

と実感する。 

本実践だけでなく、多文化多言語の子どもは、こういった機会を境に日本語学習への意欲がぐんと高

まる傾向にある。書く活動は語彙力、構成力等の総合的な力が求められて難易度は非常に高いが、指導

者や仲間に思いを伝えながら創り上げていく過程が意義深い。その中で、自分に今必要な力や今後すべ

きことが明確になるのだと思う。 

今回の指導プログラムに関して再検討すべきは、現在通級 7～８週目から集中的に行っているが、通

級全期間を見通して組み込むことはできないかという点だ。例えば、修了作文の素地ともなる母国での

経験や思いを語り合う機会をもう少し早い時期に組み込めば、本人と指導者および仲間との関係性が早

くでき、学習意欲とも連動した正のスパイラルが生まれることが期待できる。 

ただ、恒常的な２～３グループに渡る複式学習の実態を考えると、彼ら個々の思いを引き出し十分に

受け止めるためには、実践者と常勤ではない指導者だけではとても足りない。 

「ことばの力のものさし」については、これまで十数年多文化多言語の子どもに関わり DLA も多く

実践してきたが、多文化多言語の子どもの「ことばの力」を「現在の日本語の力」だけで評価すること

に少なからず違和感があった。また、それを見た関係教師に「いくら母語ができたって、日本語はだめ

だからね」と返されるのが切なくもあった。 

それだけに、今回「思考・判断・表現を支える包括的なことばの力」を含む新たな参照枠が検討され

ていることを知り、胸が救われた気がした。共有基底言語能力の概念が広く理解され、それに基づく参

照枠により、多文化多言語の子どもまるごとの「ことばの力」がプラスに評価される方向性に期待した

い。 
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実践者 野入はる香 （愛知県豊田市立保見中学校 教諭） 

実践区分 中学校  初期指導（集中） 特別の教育課程（サバイバルの日本語学習） 

実践地域と

実践場所等 

の特長 

本実践のフィールドは、外国人住民の割合が全体の約７％を占める自治体に設

置されている、４つの日本語初期指導教室の１つである。本教室は中学生のみを対

象とし、2021（令和 3）年度に市内の中学校内に設置された。市役所、在籍校、

本教室での面接後、随時生徒を受け入れている。生徒たちは約 12週間、本教室で

日本語初期指導を受けたのち、在籍校での学校生活を始める。 

 本教室では月曜日から木曜日まで、毎日５時間（日本語２時間、文字１時間、英

語１時間、数学１時間）学習する。ただし、英語の学習は入室前半にはおこなわず、

代わりに文字の学習を２時間設けている。本教室は来日直後の生徒が多くを占め

るため、サバイバル日本語からスタートするが、中学生という年齢もふまえ、教科

につながる学習などもおこなっている。給食は本教室内で配膳され、生徒たちは給

食当番や清掃当番活動、日直なども経験する。避難訓練等にも参加するなど、学習

面だけでなく日本の学校生活への適応指導もおこなっている。 

 入室後数週間経ったころからは、金曜日に在籍校登校をし、1日を自分の学級で

過ごす。この間にクラスメイトとの関係づくりを少しずつ進めるとともに、在籍校

での生活に慣らしていく。また、在籍校、在籍学級においても、金曜日の在籍校登

校を通して、受け入れ体制を整えていく。在籍校との連携の一環として、金曜日に

本教室の生徒には「ミッション」を課し、学んだ日本語を使ってクラスメイト等と

関わりがもてるようにしている。また、毎週、在籍校の学級担任、学年主任等に報

告書を送り、本教室での学びの様子や生活所見を伝えている。 

 本教室の主な指導者は 4 人で、日本語の指導は入室時期の近い生徒たちをグル

ープにして指導をおこなっている。 

本実践の 

ポイント 

 本実践では、来日前からこれまでの気持ちの変化、来日してからの気づき、そこ

から将来に対する思いまでを、生徒自身が客観的にとらえて表現することができ

た。 

また、生徒の振り返りや未来への思いが共有されたことにより、在籍学級の担任

やクラスメイト、本教室の多文化多言語の生徒、指導者への働きかけになったと考

える。つまり、その生徒がいなければ知ることがなかった当該生徒の文化や、当該

生徒が日本をどのように捉えているかといった視点を知ることができ、個々の世

界を広げることができただろう、ということである。 

＜バディからのメッセージ＞ 

子どもの来日前からこれまでの気持ちの変化、思いを客観的に捉えることができ、それを自

ら伝えたい（書きたい）と思わせることができた実践でした。今現在気持ちを表現できる言語

を日本語につなげることで、それが子どもの大きな自信になったと思います。 
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1．単元名・活動名

「過去・今・未来」～来日 3ヶ月の振り返りとこれからの私～ 

２．対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学２年生 人数：1人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く A 

読む 

聞く・話す A 

ステップ

2

書く 

読む A 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

生

徒

A 

書

く 
４ 

・自分の気持ちや経験などを既習の語

彙・表現や文型を使って書くことがで

きる。

・書いた後に、読み返して、一部自分の

間違いに気づいて修正できる。また、

支援者の読み上げを聞いて、間違いに

気づき、修正することができる。

E 

・書く前に構成を考えるためのワークシ

ートを用いて、文章を書く準備ができ

る。

・読み手や場を意識して、書く内容を決

めることが自らできる。

・書いた後に、読み手の助言を得て、必

要な情報を加えることができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 本教室での約３ヶ月の初期日本語指導を終了し、在籍校での学校生活をスタートさせることは、生徒

にとって、１つの区切りであると考える。この機会に、少し立ち止まって、来日後めまぐるしく過ごし

てきた約 3か月間を振り返り、自分の変化や気づきを見つめてほしいと思った。また、未来をイメージ

することが在籍校へ戻ってからの生活、その先の彼らのエネルギーになると考え、今回の学習活動を設

定した。 

 指導にあたっては、まず、来日が決まったときから今までの気持ちの変化を視覚的に表すことができ

るワークシートを用意する。これによって、単に「嬉しい」「悲しい」等では捉えることが難しい、心の

微妙な変化を生徒自身が自覚できるようにする。また、本教室の指導者の海外での実体験をもとにした

文章を読む活動を通して、自分も文化間移動し、日本に来たからこそ初めて気づけたことがあることを

自覚できるようにする。未来のイメージにおいては、単に「～になりたい」だけではなく、どんな○○

などの具体を含む未来の自分像を考えられるように、実践者の未来イメージを例として示す。それらを

まとまった文章にすることで、彼ら自身が自身の変化等を再認識することはもちろん、それが周りの指

導者、学級担任、クラスメイトにも共有されることによってエンパワメントされることをねらう。また、

指導者、担任、クラスメイト、などの相手意識をもたせることで、「書く力」（日本語固有の力・包括的

なことばの力の両方）を高めたい。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

・来日前から今日までの日々を振り返り、自身の気持ちの変化を捉えることができる。

・日本での生活を経験して得た気づきについて表現することができる。

・将来のなりたい自分像を考えることができる。

・客観的に捉えた過去・現在・未来の自分についてスピーチを構成し、日本語でスピーチをする

ことができる。（本人が希望すれば一部母語なども交える） 
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６．指導計画（全 14時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

１ 来日が決まって

から今までの自

分の気持ちを、

図を用いて振り

返ることができ

る。 

・「心メーター」（最終ページに掲

載）にプラスの気持ちとマイナ

スの気持ちの割合を示す。

・理由を母語や簡単な日本語でメ

モする。

・理由を表す表現を使って話す。

☆強い方の言語で代用を

しながら、自分の気持ち

とその理由を伝えようと

することができる。 

★図を用いて自分の気持ち

を客観的にとらえ、書き出

すことができる。 

２ 来日が決まって

から今までの自

分の気持を図と

メモを用いて振

り返ることがで

きる。 

・理由を表す表現を使って「心メ

ータ―」の割合について話す。 

・話したことを、日本語の文で書

く。

☆既習の語彙・表現・文

型を用いて自分の気持ち

とその理由を書くことが

できる。 

★図とメモを用いて自分の

気持ちを客観的にとらえ、

書き出すことができる。 

３ 自分の変化を伝

えることができ

る。 

・来日後、できるようになったこ

とを話したり、書いたりする。 

☆支援を得て、来日後で

きるようになったことに

ついて既習の文型を繰り

返し用いて話すことがで

きる。 

・強い方の言語で代用を

しながら、言いたいこと

を伝えようとすることが

できる。 

★図とメモを用いて自分の

変化を客観的にとらえ、伝

えたい内容を話したり書い

たりすることができる。 

４ 指導者たちの海

外経験を読んで

必要な情報を取

り出したり、テ

ーマが何かを考

えたりすること

ができる。 

・指導者の海外経験の文章を読

み、文章と題名のマッチングをお

こなう。 

☆プリントの問いや文章

のキーワードを助詞や特

殊音節に気をつけて読む

ことができる。 

★指導者の海外経験の文章

を、わからない言葉を調べ

ながら読んで、理解するこ

とができる。 

★指導者のそれぞれの文章

のテーマは何かを考えなが

ら読むことができる。 

５ 日本へ来て初め

て気づいたこと

を書いたり話し

たりすることが

できる。 

・日本へ来て、気づいたことを書

いたり、話したりする。 

☆支援を得て、日本へ来

て気づいたことについて

話すことができる。 

★異文化接触による自分の

気づきを、日本と母国での

経験を挙げながら、説明す

ることができる。 

♡母国に誇りを感じること

ができる。 

６ 海外経験を伝え

る文章を書くた

めの構成メモを

書くことができ

る。 

・海外経験を伝える文章の構成を

考える。 

☆文章を書くためのメモ

の一部を既習の語彙・表

現・文型を使って書くこ

とができる。 

★読み手を意識して、書く

内容を決めることができ

る。 

★ワークシートを使って、

文章の構成を考えることが

できる。 
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時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

７ 海外経験を伝え

る文章を書いた

あとで、推敲す

ることができ

る。 

・構成メモを元に、海外経験を伝

える文章を書く。その際、段落を

意識して書く。 

・書いたものを読み返し、支援を

得ながら推敲する。 

・清書する。

☆既習の語彙・表現・文

型を使って文章を書くこ

とができる。 

☆文章を読み返し、一

部、自分で修正すること

ができる。また、支援を

得て修正することができ

る。 

★読み手の助言を得て、必

要な情報を加えることがで

きる。 

８ 未来をイメージ

し、メモに表す

ことができる。 

・未来のイメージを、タブレット

端末を使って作成する。 

☆自分の未来について、

既習の語彙・表現・文型

を使って話すことができ

る。 

★メモを用いて未来への思

いとその理由を考えること

ができる。 

９ 終了メッセージ

の構成メモを書

くことができ

る。 

・終了メッセージの構成を考え

る。 

☆終了メッセージを書く

ためのメモの一部を既習

の語彙・表現・文型を使

って書くことができる。 

★読み手を意識して、書く

内容を決めることができ

る。 

★ワークシートを使って、

終了メッセージの構成を考

えることができる。 

10 丁寧な言葉を使

った書き方を学

び、推敲するこ

とができる。

・自分が書いた「海外経験」の文

章を例に、丁寧な言葉で書くため

の表現を学ぶ。

・終了メッセージの推敲をする。

☆既習の語彙・表現・文

型を使って終了メッセー

ジを書くことができる。

☆板書を手がかりに、推

敲することができる。

★実践者の助言を得て、必

要な説明を追加することが

できる。

11 原稿用紙の使い

方に気をつけ

て、清書ができ

る。 

・原稿用紙の使い方を学び、読

点、句読点の位置や、段落が変わ

るときの書き方に気をつけて清書

する。 

☆句読点の位置などの原

稿用紙の使い方に気をつ

けながら書くことができ

る。 

★構成メモを元に、段落を

意識して作文を書くことが

できる。 

12 過去・今・未来

を伝える文章の

構成メモが書け

る。 

（本時） 

・「海外経験」の文章に対する指

導者、担任からの質問の答えを書

く。 

・在籍学級の生徒へ向けて、来日

前から今までのこと、未来を伝え

る文章を書くための準備をする。

☆文章を書くためのメモ

の一部を既習の語彙・表

現・文型を使って書くこ

とができる。

★読み手を意識して、書く

内容を決めることができ

る。

★ワークシートを使って、

文章の構成を考えることが

できる。

13 構成メモを元に

過去・今・未来

を伝える文章を

書くことができ

る。 

・構成メモをもとに下書きを書

く。 

☆既習の語彙・表現・文型

を使って在籍学級で発表

するスピーチの原稿を書

くことができる。 

★書いている内容をモニタ

リングしながら下書きする

ことができる。

14 過去・今・未来

を伝える文章を

書き、推敲、清

書ができる。 

・文章を推敲する。

・原稿用紙の使い方に気をつけて

書く。 

☆文章を読み返し、一部、

自分で修正することがで

きる。また、支援を得て修

正することができる。

★実践者の助言を得て順番

を入れ替えたり、必要なも

のを追加したりできる。

♡自分の成長を感じ、未来

に希望をもつことができ

る。

173



実践記録集 No. 5 サバイバル来日直後の日本語学習

７．本時の指導（12/14）細案 

ねらい（目標） 過去・今・未来を伝える文章の構成メモが書ける。※日課変更のため 45分授業 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

15 1.質問の答えを書く。

「海外経験」について指導者、担任か

ら出た質問の答えをワークシートに

メモする。

・何についての質問かが分かるように質問をカテゴリー

に分けたワークシートを用意する。

☆指導者、担任からの質問を載せたワークシートに既習

の語彙・表現・文型を用いて答えを書くことができ

る。

★わからない語を教師に尋ねたり、タブレットで得意な

言語を用いて調べたりして質問の内容を理解すること

ができる。（資料①）

・生徒が知っていることを引き出すために、例を挙げた

り、詳しく話したりするための補助質問をする。

★質問の答えを考える活動を通して、説明するときに必

要な情報について考えることができる。（資料②）

5 ２．本時の課題を知り、構成メモを書

く準備をする。 

・生徒自身の経験や気持ちを話すこと

で、生徒自身や、異なる文化で暮ら

し始めることについて在籍学級の生

徒に知ってもらう、という目的で文

章を書くことを知る。

・第 1時に作成した「心メーター」

第 7時で作成した「海外経験」第

8時で作成した「未来のイメー

ジ」を見て、学習してきたことを

振り返る。

・これまでの学習を生かして、過去・今・未来の文章が

書けるように、成果物を板書に貼り、見えるようにす

る。

☆既習の語彙・表現・文型を用いて、これまで学習した

ことを振り返りながら教師と一対一の対話ができる。

♡在籍校での学校生活に対して、思いをもつことができる。

25 3.構成メモを書く。

・伝えたいことを書き出す。（資料

③） 

・伝えたいことの中からスピーチに取

り入れたいトピックを選んでメモに

書き、順序を考えワークシートに貼

る。

・それぞれのトピックについて詳しい

メモを付箋に書く。（資料④）

★読み手を意識して、書く内容を決めることができる。

★ワークシートを使って、スピーチ原稿を考えることが

できる。その際、必要に応じて得意な言語を使って言

いたいことを表現できる。

☆文章を書くためのメモの一部を既習の語彙・表現・文

型を使って書くことができる。
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＜本時の板書＞ 

＜参考資料＞ 

資料③ 伝えたいことを書き出す 資料④ 構成メモを書く 

資料① タブレットを活用して 

担任からのコメントと質問を読む 
資料② ワークシートを用いて質問に答える 
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8.児童生徒の変容

実践前の生徒 Aは、得意な言語であっても書く文量はあまり多くなく、「（他に何を書けばいいか）わから

ない」ということもしばしばあった。しかし本実践の前半に「心メーター」の図で表したことをもとにやり

とりをしていったことで理由や例など詳しく表現することが少しずつできるようになった。その後も、はじ

めに大まかなトピックを考え、それについて詳しくメモを書く活動を重ねることで、自ら書く内容を考える

ことができるようになった。 

本実践の「海外経験」の文章は在籍学級の担任の先生からもコメントと質問をいただいた。担任の先生か

らの肯定的なメッセージは、自分の書いた文章が相手に伝わったという自信と、自己肯定感につながった。

また、先生から様々な質問を受け取り、それに答えようと努力する様子からは、自分の文章に関心を思って

もらえたことに対する喜びと共に、より一層相手に伝わる文章を書きたいという意識が高まったように見受

けられた。だからこそ、生徒 Aは在籍学級復帰時のスピーチを考える際に、クラスメイトに向けてのメッセ

ージであるということを、メモの時だけでなく、文章にする際にも意識し、内容を調整することができたと

考える。生徒 Aは、メモでは同じ学校の多文化多言語の生徒の友人のことを書いていたが、文章にする段階

では「クラスの前で発表するから、そのことは書かない」と内容を調整していたのだ。そしてこの時に書い

た文章が、生徒 Aがこれまで書いてきた文章の中で一番長い文章となった。書き終わった際、これまで書い

てきた文章との量を比較していた生徒 Aの姿からは、日本語でまとまった文章が書けるようになったことへ

の満足感と喜びが感じられた。 

本教室終了式のスピーチについては、生徒 Aはスピーチ原稿完成後すぐに家で暗記してきた。そして、当

日には堂々と、メッセージを伝えたい相手に合わせて体の向きを変えながらスピーチをおこなった。生徒 A

のこれらの姿勢は、日本語で伝えたい、という気持ちと、日本語で伝えられるようになったという自信の表

れであったと考える。 

生徒 Aはこれから始まる在籍校での学校生活に対して授業が難しい、などの不安はもっている。しかし、本

活動で自己を振り返り、未来について考えたことが、不安はある中でも「おもしろい学校生活」を送りたい、

クラスメイトと一緒に勉強して楽しみたい、という意欲につながった。
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名前

月　日　月　　日

①

今
いま

来日
らいにち

が決
き

まったとき

ことばの教室
きょうしつ

来日直後
らいにちちょ く ご

夏休
なつやす

み

②

③

④

⑤

月　日～　月　日

在籍
ざいせき

校
こう

家
いえ

社会
しゃかい

総合
そうごう

v v

心メーター 

＋−
例
れい
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実践者名 浦 久仁子（大阪府堺市立三原台中学校日本語指導センター 教諭・主任） 

協力者：青木 麗奈（ 同 常勤講師）ネイティブ教員として母語でのサポート 

下山 知子（ 同 常勤講師）個別指導の際の指導 

実践区分 中学校 初期指導 特別の教育課程（トピック型・プロジェクト活動） 

実践地域 

および場所

等の特長 

人口 84 万人の政令指定都市である堺市は、大阪府大阪市の南隣に位置してい

る。1970 年の大阪万博のころにつくられたニュータウンを擁しており、1980 年

頃、この大規模団地群に中国残留邦人の家族が、そのあと、西部の海沿いの工場地

帯に南米からの世帯が増加したが、現在は、ベトナム、フィリピン、バングラディ

ッシュ等、多国籍化・散在化の傾向をたどっている。そのような状況を踏まえ、

2020 年から市内に４校の日本語指導センター校が設置された。 

堺市の泉北ニュータウンの入り口に位置する本校は、３０年近く前から中国残

留邦人の２、３世が、現在は４世が全校生徒の５％程度在籍しており日本語教室で

日本語指導や教科の補充学習を行ってきた。日本語指導センターが開設されてか

らは、近隣の来日間もない児童生徒が初級日本語学習のため通級しており、その中

でも中国籍児童生徒の保護者の在留資格は経営・管理での来日に変化してきてい

る。日本語検定 N4 程度の生活言語の習得をめざし、週 2 回、１回３時間の通級

日本語指導または毎日１時間のオンライン指導が行われ、おおよそ半年から１年

程度で修了する児童生徒がほとんどである。４名の教員の内、１名はネイティブ教

員、１名はオンライン担当で、それぞれ各クラスを受け持ち、クラスは子ども同士

をつなぐことを大切にするため集団での指導を原則としている。また、保護者や家

族も児童生徒とともに受講でき、コミュニティの場にもなっている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は作文指導である。母語を使って日常的な話はできるが、深い表現や文字

に起こすことが難しい児童生徒に対して、ネイティブ教員が母語で対話を促し文

字化することによって、気持ちを視覚化し普段はあまり意識していないような自

分自身についての経験や心の動きにじっくりと向き合い考えることができた。 

また、内省するための「人生曲線」や文章を考えるための「エピソードカード」

「短冊」などを思考ツールとして使うことにより、スモールステップで課題に取り

組むことができた。特に、中２生徒（D3 の生徒）は、母語での対話を深めたこと

で生徒が心に蓋をしてきた自分の辛い経験を掘り起こし、更に、文づくりの工夫を

施したことによってモヤモヤした想いを言語化することができた。 

本実践では、単なる作文指導にとどまらず、自分の気持ちを整理し、自分なりに

昇華して次の一歩を踏み出すための「自分を客観視できる教材」になったのではな

いかと考えている。 
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＜バディからのメッセージ＞ 

本実践は、年齢が大きく違う子どもが参加する授業でしたが、それぞれの子どもの状況に即

した目標設定や実践者の働きかけがなされていたことが指導案や実践の様子から見てとれま

した。 

キャリア発達という点では、「これから社会の中で自分の役割を果たしながら自分らしい生

き方を実現していってほしい」という願いが込められた実践だったと思います。そして小 3 児

童も中 2 生徒もその願いに支えられ、しっかりと自己と向き合い、思考し、自分の言葉で他者

に伝えることで、自らの価値の積み重なりを意識したのではないでしょうか。特に「進路決定」

という文脈で社会的自立の基盤となる力や態度を身に付けていく必要のある中学 2 年生徒に

とって、大切な意味を持つ学びとなったと感じます。 

また日頃の子どもたちと実践者との強固な信頼関係に支えられた実践であることにも深い

感銘を受けました。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「ありがとう‐想いを表す言葉の世界‐」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

小学３年生 １名 中学２年生 １名 計 2 名 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 中２生徒の 

年齢枠 

の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 小３児童の 

年齢枠 

の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 小３児童 中２生徒

聞く・話す 小３児童 

ステップ

3

書く 小３児童 中２生徒 

読む 

聞く・話す 中２生徒 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

計画段階では中学２年生一人を対象にしていたが、日本語の習得状況が同程度である小学校３年

児童と２名で指導することになった。 

当初の対象としていた中学生は母語の影響ではない構音の課題があり、発話を何度も聞き返され

ることで話すことに自信を失い不明瞭な話し方になっている。一方、小学生の方は母語の干渉が強

く文法的にも間違いが多いが、積極的に話そうという姿勢が見られる。そこで、臆することなく話

す小学生の姿を見ることに触発され、間違いを気にせず話すということへの抵抗感が少しでもなく

なるのではないかと小集団指導の効果を期待した。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

中

２

生

徒 

書

く 
４ 

・日本語での感情表現の言

葉を知り、それを使って自

分の想いを作文に表すこ

とができる。 

E 

・書く前にワークシートや対話を通して図やキー

ワードなどを⽤いたアウトライン、構造的なメモ等

を作り作文を書く準備ができる。 

・自分の経験をもとに読み手に訴える創作的な作

品がおおむね書ける。 

・書いた後に、読み手の助言を得て、一貫性に気を

つけながら推敲ができる（不要なものを削除する、

順番を入れ替える、必要なものを追加するなど）。 

・表記や⽂法には誤⽤があ

るが、日常的な会話で用い

られる高頻度の語彙・既習

の文法知識等を活性化さ

せ、重文や簡単な複文を含

みつつ主に単文で短い文

章を書くことができる。 

・重複した主語を省いたり

接続表現を使ったりして、

相手意識をもった読みや

すい文章を作成すること

ができる。 

・原稿用紙の書き方を理解

するとともに、書き出しや

まとめを考え、様式に沿っ

て書くことができる。 

小

３

児

童 

書

く 
４ D 

・書く前に促されればメモをしたり、下書きを書い

たりして構想を練ることができる。 

・わからない語彙や表現について、辞書などを使っ

て自分で調べながら書くことができる。 

・書いた後に、促されれば、読み返して文章のまと

まりに気を付けながら推敲ができる。 

・段落の関係や内容の結びつき（因果関係など）を

意識してテーマ作文を書くことができる。 

・作文の構成や作成の手順を知り、書くことに対しての苦手意識を払拭する。

・興味を持っている音楽の「ありがとう」というキーワードから、自分が誰に対して「ありがとう」

を言いたいのか、今までの経験を振り返り、その時の自分と自分の周りの人との関係や自分自身

の気持ちを見つめ、状況や想いを母語で言語化し日本語で作文を書く。 
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

中２生徒は小２で編入後、カリキュラムに基づく体系だった日本語指導が受けられないままであ

ったが、小６後半から日本語指導センター校での学習を行うようになった。当初は通級が難しくオ

ンライン指導を受けていたが長期の帰国なども２回程度あり学習が進まなかった。見たり聞いたり

することはおおよそ理解しているようだが、話したり書いたりすることには消極的で、構音の課題

や誤用の定着化が原因で話すことを避けようとする態度がしばしば見られる。在籍校でも特に親し

い友人はおらず、家庭でも家族間での会話は少ないそうだ。センター校での遊びの様子では、一人

で折り紙をしたり年下の子とカードゲームで遊んだりしている。母語でのおしゃべりも論理的とは

いえず、それは誰のことについてか、いつのことなのか等、こちらから追質問しなければ理解しに

くいことも多い。 

小３児童は１年余り前に小２で編入後、すぐにセンター校での通級指導を行った。集団での学習

では不集中の様子も見られカリキュラムの修了に時間がかかっているが、物怖じしない性格が幸い

して積極的に話す様子がしばしば見られる。 

二人とも初級の文型指導のカリキュラムを終えたところだが、既習の学習事項の定着には課題が

あり、書く指導についても日記や行事作文以外に一定量の文章の指導ができておらず、更なる指導

の必要性が感じられた。また、言葉以外でも、中２生徒は深く考えることに対して「わからない、

できない」と避けたり諦めてしまう傾向が見られ、小３児童は人間関係のトラブルで、すぐ手を出

したり泣いたりすることがあり、それらに対しても有効な指導ができていなかった。 

そこで、中２生徒が興味を持っている音楽を入り口にして、自分の気持ちをプラス思考で表現で

きるような課題を設定し、学習の総まとめとして作文を書く指導を考えた。本校には対象の児童生

徒の母語ができるネイティブ教員がいるため、二人の気持ちをじっくりと聞き出す指導が可能であ

る。また、児童生徒の同時処理の方が得意であるという特性を活かし、先ず、モデル作文で作文全

体を一旦見てみることで最終イメージを掴み、それに向けて一文一文作成していくようにした。ス

モールステップで各段階の作業を円滑に進められるよう「人生曲線」「エピソードカード」「短冊」

を思考ツールとして考える手がかりにした。 

更に、二人の発音についても改善点が多いので、歌を歌ったり発表の練習をしたりすることで、

同じテキストを声に出して何度も読むことに慣れ、教員からの介入も自然に受け入れられるような

雰囲気を作ろうと考えた。 

なお、指導に際して生い立ちを聞き取っていく中でプライベートな内容が出てきたので、一時的

に個別で指導するなど、それぞれが安心して語れるように配慮する。発達段階も目指すステージも

異なったが、わからない言葉を調べたり作文の手法を学んだりする際に互いに協力して考え、まと

まりのある自分についての作文を書き上げたことや最後の発表会で読み上げることについて一体

感を感じられるように工夫していきたい。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

６．指導計画（全 10 時間） 

指導者：JT 日本人教員、NT ネイティブ教員 
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時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワメント等

１ 苦手な発音に

注意しながら

口をしっかり

開けて歌うこ

とができる。 

「ありがとう」を歌う。 

・日本語の歌「ありがとう

(いきものがかり)」を聴

き、母語訳を見て歌詞中の

知らない語彙等を考えたり

辞書で調べたりする。 

・歌詞を見て歌えるように

なる。以後、毎回、発音に

気をつけて歌う。 

☆歌詞に出てくるわからな

い言葉を辞書やネットで調

べることができる。 

☆濁音の有無、調音点を意

識し発音することができ

る。 

★歌詞に出てくるわからな

い言葉を前後の言葉から推

測できる。 

♡言葉や文法がわかりにく

いときは NT の支援を受け

母語の表現を深めることが

できる。 

♡間違いを恐れず声を出す

ことができる。 

２ 分解されたモ

デル作文の再

構築をするこ

とで作文の構

成を理解する

ことができ

る。 

「わたしが『ありがとう』

を言いたい人」という作文

を書くことを知り、モデル

作文を見て構成を知る。 

・各自に違ったモデル作文

を渡し、それぞれの作文中

のわからない語彙や表現に

印をつけ辞書等で調べ大意

を把握する。 

・モデル作文の1文ごとに

短冊にしたものを用意し、

順不同に置かれた短冊を並

べ替え最初のモデル作文を

作る。(画像①) 

・お互いに自分のモデル作

文の内容を説明する。聞き

取った相手の文短冊を並べ

替えて同様に最初のモデル

作文を作る。 

☆モデル作文中のわからな

い言葉を辞書やネットで調

べることができる。 

☆作文の内容を理解するこ

とができる。 

☆文章の流れを理解した上

で、一文ごとに分解され短

冊に書かれたものを並べ替

えて再構築し、元のモデル

作文を作ることができる。 

☆母語で聞いた互いのモデ

ル作文の内容を日本語に置

き換え、相手の文短冊を同

様に再構築することができ

る。 

☆並べ替えの過程で、文の

接続に使われる表現を確認

することができる。 

★作文中のわからない言葉

を前後の言葉から推測でき

る。 

♡言葉や文法がわかりにく

いときは NT の支援を受け

母語での表現ができる。 

★作文の内容を読み取り母

語で再話することができ

る。

♡互いの中国語を聞き、内

容についての表現を知るこ

とができる。 

３ 今までの経験

を振り返り、

その時の自分

と相手の関係

や自分自身の

気持ちを掘り

起こすことが

できる。 

人生曲線を作成する。 

・モデル作文の人生曲線(画

像②)を参考にし、今までの

自分にどんなことがあった

かを思い出し、自分の人生

曲線を作成する。(画像③) 

☆自分の経験等について、

その時の体験を詳しく言語

化することができる。 

★自分の経験等についてそ

の時の感情を視覚化するこ

とができる。 

♡自分の過去を振り返るこ

とにより、自己の存在や周

りの人との関わりを再確認

できる。

４ 自分が「あり

がとう」を言

いたい人物や

その人物との

出来事を精選

することがで

きる。 

「ありがとう」を言いたい

人物を決め、その人物との

出来事を精選する。 

・人生曲線から大きな出来

事にまつわる人をリストア

ップし、その中から「ありが

とう」を言いたい人物と出

来事を選ぶ。 

☆自分の経験等について、

その時の感情を様々な言葉

で言語化することができ

る。 

★NT との対話により、母

語での感情についての表現

を豊かにすることができ

る。 

♡NT と過去の自分を振り

返ることにより、現在の自

分のアイデンティティにつ

いて考えることができる。 
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５ 

本時 

書きたい出来

事について、

エピソードカ

ードの各項目

を埋め、それ

を見て、文を

作ることがで

きる。 

作文に盛り込む出来事のエ

ピソードカードを作成し、

それを日本語の文にして短

冊に書く。 

・人物や出来事についてエ

ピソードカードの各項目を

埋め、内容を具体的にす

る。(画像④⑤)

・エピソードカードを参考

にして文をつくり、一文を

一枚の短冊に書く。(画像

⑥) 

☆文の要素を構造化したエ

ピソードカードの項目を埋

めることで、文を完成させ

ることができる。 

☆エピソードカードを参考

にしながら、誤用を気にせ

ず、自分が使える日本語で

文を生成することができ

る。

☆わからない言葉や表現を

JT に尋ね語彙を増やすこ

とができる。 

★文章作りのための構造的

なメモを作ることができ

る。 

★日本語と母語の文の構造

が違うことを理解すること

ができる。 

★日本語と母語は、単に単

語の置き換えで変換できる

ものではないことを理解で

きる。 

♡わからない言葉や表現を

NT に尋ね語彙を増やすこ

とができる。 

６ 

本時 

ひとまとまり

の文章を作る

ために短冊を

順に並べ、そ

れらの文の接

続を考えるこ

とができる。 

作文の書き方について学

び、短冊を並べて作文の構

想を練る。 

・短冊の位置を操作して書

く順番を考え、内容の構想

を考える。(画像⑦) 

・起承転結を考え、書き出

しや最後のまとめを考え

る。 

・短冊を並べた後、文の接

続等を考え文章の体裁を整

える。 

☆作文の書き方について考

えることができる。 

☆文全体の起承転結を考え

ることができる。 

☆書き出しや最後のまとめ

を考えることができる。 

☆各文の語尾を統一するこ

とができる。 

★作文を書く前に、作文の

構想を考えたり準備をした

りすることができる。 

７ 文章を推敲す

ることができ

る。 

文章の一貫性を高める。 

・文章の一貫性を高めるた

めに不要なものを削除した

り、順番を入れ替えたり、

必要なものを追加する。 

☆意味内容を推敲するとと

もに、重文や複文を使う、

重複した主語を省く、接続

表現を使う等、相手意識を

もった読みやすい文章を作

成することができる。 

★文章の一貫性を高めるた

めに不要なものを削除した

り、順番を入れ替えたり、

必要なものを追加したりで

きる。 

８ 指摘を受けた

誤用部分を訂

正することが

できる。 

誤用部分を訂正する。 

・誤用訂正の助言から誤用

を正し、既習の知識を活性

化して使い方を再確認す

る。（画像⑨） 

☆既習の文法事項等を再確

認し実用できる。 

★作文作成の手順を知るこ

とができる。 

９ 完成した作文

を流暢に読む

ことができ

る。 

発表の練習をする。 

・各自の苦手な発音をマー

クし、自分の癖を意識しな

がら流暢に読む練習をす

る。 

☆何度も読むことで、正確

な表現を身につけることが

できる。 

☆読み間違いに気づいて自

分で訂正できる。 

★文章の表現について解釈

しながら趣旨を再認識する

ことができる。 

♡文章に関連して、複数の

文化の相違点を比較するこ

とができる。 
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10 書き上げた作

文について、

相手意識を持

ちながら読み

上げることが

できる。 

作文を聴衆の前で読み、そ

の後、この取り組みについ

ての感想を述べる。 

☆自分が創作した文章を相

手意識をもって発表するこ

とができる。 

☆今回の授業に関して、自

分の取り組み方を振り返り

感想を述べることができ

る。 

♡自分の体験や気持ちを対

話から始め、二次的言葉と

して言語化できたことに誇

りを持つことができる。 

♡保護者等の前で発表する

ことで日頃の努力の成果を

賞賛され自信を持つことが

できる。

７．本時の指導（５,６/10） 

ねらい（目標） 文の要素を構造化して文を作り、各文を並べ替えて作文の構想を練る。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

導入 

５分 

・「ありがとう(いきものがかり)」を

歌い、前時までの学習を振り返

る。 

☆マークの付いた歌詞カードを見て、発音を意識して歌う

ことができる。

・日本語の発音を意識して歌うことができるよう歌詞カー

ド中の濁音、調音点に注意が必要な音にマークする。

展開① 

45 分 

・前時に各自が作成した人生曲線を

確認し、リストアップした人物・

出来事について作文に書こうと思

うことを確認する。

（画像③）

エピソードカードに記入する。

・モデル作文の人生曲線とそのエピ

ソードカードを見て、記入方法を

知る。 

・作文のターゲットとなる人物との

エピソードを思い出し、エピソー

ドカードの各項目に記入する。(画

像④⑤)

短冊に文を記入する。 

★NTとの対話により、母語での感情についての表現を豊

かにすることができる。 

・各自が作成した人生曲線と記入用のエピソードカードを

配布する。 

・記入した人生曲線を見ながら今までの経験や出来事、そ

の時の気持ちを母語で引き出す。 

☆モデル作文エピソードカードの見本を見て、文の要素を

構造化した日本語文のつくりを理解できる。 

・文の要素の理解を助けるために、以下のエピソードカー

ドをホワイトボードに貼る。 

だれ(が/は)、どこ(で/へ/に)、何(を/で)、 

いつ、なぜ、どのように、どうした 

自分の気持ち、相手の気持ち 

☆日本語の感情表現を知り使うことができる。

・感情表現を表す言葉リストを提示する。

・NTは、思考を引き出すために母語で問答形式の対話を通

してエピソードの内容を掘り下げる。 

・日本語での記述が難しいときは母語で、母語での記述も

難しいときはNTが文字化を支援する。 

・心情表現等については、NTとJTが連携して最適な表現を

探す。 

★わからない言葉や表現を NT や JT に尋ね、語彙を増や

すことができる。 
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・作成したエピソードカードを参

考にしながら、誤用を気にせず、

自分が使える日本語で文を生成

し、一文を一枚の短冊に記入す

る。（画像⑥）

・この時点では単文ばかりになっても構わない。

・この時点では文法的な誤用があっても逐一指導すること

は控えテンポよく書くことを優先する。 

★日本語の文章の構造を理解する。

★日本語と母語の文の構造が違うことや日本語と母語は、

単に単語の置き換えで変換できるものではないことを理

解できる。 

・日本語と母語の文を並べて書き、語順が同じでないこ

と、直訳すると奇妙な言い方になる文、そもそもぴったり

当てはまる翻訳ができない語等を都度紹介する。 

展開② 

45 分 

作文の書き方を確認する。 

・モデル作文を例に作文の内容構成

について学ぶ。

・作文の書き方の知識を理解し、短

冊の文章で書き替えるところがあ

れば訂正する。

作文の構成を考える。 

・書き出しの文を考える。

・作文の起承転結を考え、どの文を

どの順で書くか短冊を操作して

順番を考え構想を練る。（画像

⑦）

・まとめの文を考える。

・重文や複文にまとめられるものは

直す。

・作文の内容構成について理解するために、以下を解説す

る。 

・文末表現を「常体」か「敬体」に統一する。

・「起承転結」を意識し「構成」を考える。 

・「句読点」の使い方や「段落分け」を行う。 

・「話し言葉」ではなく「書き言葉」を使う。 

☆作文の内容構成について、上記の基本的な事柄について

理解し、実際に使うことができる。 

★モデル作文を参考に、序論・本論・結論を意識し、書き

出しの文を考えることができる。 

★短冊を手で操作することにより、内容の構成を考えるこ

とができる。 

★まとめの文として、自分の考えをまとめることができ

る。 

☆単文から重文や複文へと変えられるものを探し、文の接

続等を考えることができる。 

★作文を書く前に、作文の構想を考えることができる。

まとめ 

５分 

本時の振り返りと次時の学習活動

について知る。 

次時の学習 

・原稿用紙の使い方

・作文の推敲（主に誤用訂正）

☆内容構成で学んだ用語を言うことができる。

・宿題として、誤用と考えられるところをマークしてくる。 
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← 画像①モデル作文の分解と再構成 

画像③中２生徒の人生曲線 → 

↓ 画像②モデル作文の人生曲線 

画像④ 

感情表現の資料を調べながら人生曲線の 

出来事をエピソードカードに記入する。 

画像⑤ 

人生曲線の出来事をエピソードカードに記入 

する。 

画像⑥ 

一人一台端末で言葉を調べながらエピソ

ードカードの内容を文にまとめ、短冊に

記入する。 

画像⑦ 

文短冊を手で操作して並べ替え、内容構成

を考える。 
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8.児童生徒の変容

《思考・判断・表現を支える包括的なことばの力の目標についての児童生徒の変容（１）》 

・中２生徒のステージ E「書く前にワークシートや対話を通して図やキーワードなどを⽤いたアウ

トライン、構造的なメモ等を作り作文を書く準備ができる」

・小３児童のステージ D「書く前に促されれば語彙をいくつかメモするなど、下書きのような形で

構想を練ることができる」

対象児童生徒は年齢等の違いがあるので、思考の深さや文章の緻密さには差ができたが、「エ

ピソードカード」「短冊」などのワークシートを工夫することによって、スモールステップで作業

を進めることができ、今後の作文作成にあたっての方略を身につけることができた。対象児童生

徒の二人とも、今までのように不安を感じて消極的な態度になることはなく、最終的な作文の完

成をめざして興味を持ってどんどん書き進めていく様子が見られたことから、二人の共通の目標

である「作文の構成や作成の手順を知り、書くことに対しての苦手意識を払拭する」という目標

は達成できたと考えられる。 

《所感》 

さまざまな課題に関して困難を感じていると思われる児童生徒に対しては、今回の「エピソー

ドカード」から「短冊」、「短冊」を並び替えて「原稿用紙」へというように、スモールステップ

で指導計画を組み立てることが多い。それは、実践者自身の特性から継時処理的な進め方や教材

を考えてしまいがちになるということでもある。今回も単語から文へ、文から文章へという言葉

を積み上げた取組を考えた。しかし、二人の児童生徒は今までの授業の様子において同時処理的

な考え方の方が得意だと思われる。そこで、最初にモデル作文を見せ、それを一文ずつ分解した

ものを再構成するという作業をとりいれた。そのことにより、全体像を把握し最終の形がイメー

ジできたことでゴールに向かって作業を進めることができたのではないかと思われる。 

画像⑧ 

作文発表会の様子 

画像⑨ 

中 2 生徒の作文 
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《思考・判断・表現を支える包括的なことばの力の目標についての児童生徒の変容（２）》 

・中２生徒のステージ E「自分の経験をもとに読み手に訴えかける創作的な作品がおおむね書ける」 

・小３児童のステージ D「段落の関係や内容の結びつき(因果関係など)を意識してテーマ作文が書

ける」

 今回、対象児童生徒二人ともに「今までの経験を振り返り、その時の自分と自分の周りの人と

の関係や自分自身の気持ちを見つめる」ことができたということが本実践での最大の成果である。

これは「人生曲線」というツールを使って考えをまとめようとしたことが有効であったと思われ

る。小３児童にとっては、過去の出来事を振り返ることができ、助言を得て、それが現在の自分

にどのような影響を与えているかという因果関係を考えることができた。また、中２生徒にとっ

ては、出来事の時系列を思い出せるだけでなく、それに伴う感情の起伏やその時の気持ちを考え

ることにより、メッセージ性が高く読み手に訴えるレトリックで創作的な作品が書けた。 

《所感》 

「人生曲線」については、実践者側もモデル作文作成の際、実際に作成して来し方をたどって

みたが、その時の様々な思い出が胸に去来し、思わずセンチメンタルな気持ちになったという見

かけより重い、場合によっては心の痛みを伴う思考ツールである。本実践を通して、子どもであ

っても自分の過去を振り返るという作業は容易いものではないと思い知らされた。 

当初、実践者側は、中２生徒が自分の状況等について正確に判断したり気持ちを言語化したり

するのが苦手だと思い、作文を書く中で自身の状況等を判断し、母語や日本語で表現できるよう

になればよいと考えていた。ところが、ネイティブ教員との対話を進めるうちに、対象生徒は、

幼少期の辛かった経験を自ら語りだした。生徒は自分の状況がわかっていなかったのではなく、

心にも蓋をして考えないようにしてきたのだとわかった。授業はカウンセリングのようになって

しまい、実践者側は、ともに泣きながら生徒の話を聞いて背中を撫でてやることしかできなかっ

た。生徒との人間関係もできている確信があり、テーマの深さも想定していたものの、このよう

な子どもの深層心理に入り込むようなテーマの提示は、かなり危険をはらんでいると痛感した。

実践者として、今回、作文に何をどこまで書かせるか、まとめをどうするかという方向性を示唆

できなくなってしまっただけでなく、これを日本語の作文として完成させることに意味があるの

かとさえ思えるようになってきた。実践者からは作文が文章として残るものであるから、楽しか

ったことを中心に書いてはどうかという提案をした。しかし、生徒はそれに応じず、まとめの文

章まで一人で一気に書き上げた。まとめの文章は、思いもよらない前向きなことが書かれており

実践者側を驚かせた。独創的なメッセージには、読み手にこれからの自分の生き方を示し、一歩

前進できた力強い気持ちを表す文でまとめられていた。言葉の持つ力が、こんなにも人を前向き

にするのかと実践者一同、深い感動を味わうことができた。 

指導計画最後の１時間は「書く」から「話す」につなぐ活動として作文発表会に充てることと

した。当初は実践に関わった者等校内関係者のみが聴衆として参加する計画であったが、二人の

作文の内容は、どうしても保護者に聞いてほしい内容であったため、保護者の教育的参加を促す

ことを期待して二人の保護者に参加をお願いした。作文の内容に保護者の涙する様子も見られ、

子どもたちの声はしっかりと保護者にも届いたことと思われた。 

このような結果が生まれたのは、ネイティブ教員の存在が大きいことは言うまでもない。ネイ

ティブ教員は母語が話せるだけではなく人間的な魅力に溢れ非常に優しく子どもたちの気持ち

を受け止められる人物である。そのおかげで生徒は実践者を信頼して自分の心を語ることができ

たのだと思う。そして、モヤモヤした気持ちを母語で言語化することで自分を客観視できるよう

になり、悲しかった出来事を昇華して、次の一歩を踏み出す言葉を紡ぐことができたのではない

かと考えている。どちらの児童生徒も母語を忘れていたり複雑な感情を表す言葉を知らなかった
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りということがあったが、ネイティブ教員と話す過程で、母語での表現の幅も広げることができ

たようである。 

《思考・判断・表現を支える包括的なことばの力の目標についての児童生徒の変容（３）》 

・中２生徒のステージ E「書いた後に、読み手の助言を得て、一貫性に気をつけながら推敲するこ

とができる。（不要なものを削除したり、順番を入れ替えたり、必要なものを追加したりできる。）」 

・小３児童のステージ D「書いた後に、促されれば、読み返して文章のまとまり（一貫性）に気を

付けながら推敲ができる」

二人とも「エピソードカード」から「短冊」に文を書き、「短冊」を並べ替える作業をすること

で、文章中の不要なものや一貫性等については容易く思考・判断することができるようになった。

本実践中、原稿用紙に何度も消しては書き直すこともなかったので、スピーディーに作業できた

ことがモチベーションの維持につながったのだと思われる。 

小３児童に関しては、今まで熟考するという姿勢が見られず、今回も「短冊」を時系列に並べ

替えることは一人でできたが、その後、すべての文を書き写す勢いであった。そこで、実践者か

ら「一貫性」について、最後のまとめの文を意識して、再度、読み返すように助言を行った。す

ると、短冊を読み返すことで、作文のテーマに沿って文と文との関係に着目するということが理

解できたようで、一人で短冊の取捨選択の作業を行うことができた。中２生徒に関しては、一人

で黙々と作業をした。どのエピソードを取り上げるかということだけでなく、非常にプライベー

トな出来事もある中から、作文発表会で他者や保護者の前で読むことを考慮に入れ公開しても差

し支えないエピソードをじっくりと選び文章として完結させることができた。 

《所感》 

今までの文型指導の延長である日記的な文章や短作文ではなく、いくつもの文を読み返し推敲

するという活動をしたことで、包括的なことばの力にも踏み込んで指導ができるということがわ

かった。児童生徒も文章として構成されたボリュームのある作文を自分で書くことができたとい

う満足感も得られ相当の自信にもつながったのではないかと感じられた。 

《日本語固有の知識・技能の習得ステップの目標についての児童生徒の変容》 

・中２生徒、小３児童ともステップ４「表記や⽂法には誤⽤があるが、日常的な会話で用いられる

高頻度の語彙・表現を繰り返し使って、重文、簡単な複文を含みつつ主に単文で短い文章が書け

る」

小３児童の作文は短冊を並べ替えたものの羅列になっているので、重複した主語で省けるもの

を省き、文末表現を敬体にそろえるよう助言を行った。画像⑨は中２生徒の添削途中の作文であ

る。抹消線を引いたところを削除し赤字を加筆した。名詞修飾、文末表現、複文や重文が課題で

はあるが、ヒントを出すとすぐに既習事項を思い出し訂正することができるようになった。この

ような学習を繰り返すことで文法的な知識の定着が進み、支援がなくても文章作成ができ談話で

も正確に話せるようになるのではないかという実感が得られた。 

また、第２時にモデル作文の構成で作文の書式の解説をしたことによって、二人とも原稿用紙

の使い方は理解できていたようである。段落の一時下げや改行についても、様式に沿って書くこ

とができた。また、中２生徒は名詞修飾が初期指導の不十分さで化石化しているのか、話すとき

にも名詞の前が敬体になってしまうことが多い。しかし、作文のように文字化すると、すぐに訂

正できるようになった。また、接続表現や日本語での感情表現も作文の作成を通して何度も触れ

ることができたので、今後の表現のバリエーションとして身につけることができたのではないか

と思う。 
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《所感》 

このように工夫をした取組に子どもたちはしっかり参加できていた。書く力とともに改善した

いと考えていた発音に関しても、中 2 生徒の構音については、調音点が正しい位置に近づき、小

3 児童も濁音と清音の使い分けを意識しようと変化がみられた。毎回、最初に歌う歌は回を重ね

るごとに歌唱の声が大きくなっていった。何度も練習することが自信につながり、自信を持てば

大きな声で発声できる。歌であれば何度も歌うことが苦にならず、子どもたちにとって意味のあ

る活動になるということも確信が持てた。 

実践者の勤務する日本語指導センター校では、通級児童生徒を一日も早く在籍校に戻し、在籍

学級での学習に参加してほしいという願いを持っている。今回の作文指導もカリキュラムをすべ

て学び終えた後の修了行事的な位置づけにしていた。しかし、今回の実践のプロセスで、児童生

徒の母語の力が弱いことから日本語の高頻度の語彙・表現が幅広く使えるような力を身につける

ために更なる指導が必要であることを再認識したので、もうしばらくの通級指導を続けることに

した。 

指導内容としては、読む・書く・話す力を伸ばすため、発達段階に見合った読み物を読んで感

想文を書く、SST の教材を使ってこんな時どう言うかという話す力の瞬発力をつける、そのたび

ごとにフォーカス・オン・フォームで文法事項を確認するといった指導を考えている。 

在籍校の学級担任とは、日本語センターでの授業内容を連絡帳に書き、それ以外の内容につい

ても毎回相互にやり取りをしているが、今回の作文に関しては本人の許可も得ているので、小 3

児童については担任と相談し学級(単学級なので)で効果的な作文発表をしてもらおうと考えて

いる。この学校には他小学校と兼務の加配教員が配置されているため、児童を主体とした国際理

解学習を企画し小 3 児童にも活躍の場を作ってもらえればと考えている。中 2 生徒の作文内容

はプライベートな内容が含まれているため、担任に発表会のビデオを預け学年教員団で共有する

に留めたい。ただ、センター通信などで、学年教員団からの声がけを増やしてもらうことや教科

学習の際の視覚化なども呼び掛けたいと考えている。中 2 生徒の在籍中学校には他にも多文化多

言語の生徒が在籍しているが、国際理解学習等は行われていないので、日本語センターとして協

働できるよう働きかけてみるつもりである。 

最後に、作文発表の後、中 2 生徒が私たち実践者に向けたメッセージを紹介したい。 

「人生不如意十有八九。不管是困难还是不开心都会过去的。我相信未来会越来越好。也祝福能看

到我的作文的你的未来会越来越好。」（人生は思い通りにならないことが十のうち八つ九つありま

す。しかし、困難や悲しみは必ず過ぎ去るものです。私は未来がどんどん良くなると信じていま

す。そして、この作文を読んでくださったあなたの未来も、どんどん良くなることをお祈りして

います。） 

本実践で、実践者側がどうしても児童生徒の日本語の部分だけに着目しがちで、包括的なこと

ばの力がみとれていなかったという課題が見えてきた。今後は「ことばの力のものさし」のステ

ージ・ステップを指針にして指導目標を考えていくことが大切である。一方、子どもの変容を目

の当たりにし、子どもが持っている力の大きさを改めて実感することができた。そして、授業の

工夫や教員の関わりこそが、子どもの力を引き出す仕掛けになることを考えると、これからも子

どもの実態に寄り添いながら効果的な仕掛けを考えた授業を作りたいと気持ちを新たにするこ

とができた。 
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実践者名 荒木 和子 日本語教室担当・日本語講師  

井手 沙也香 国際教室担当・教諭 （横浜市立綱島東小学校） 

実践区分 小学校  初期指導・取り出し指導 特別の教育課程（プロジェクト活動） 

実践地域 

および場所

等の特長 

実践場所である綱島東小学校は、横浜市の港北区、鶴見川にほど近い綱島地区の

住宅地に位置している。綱島の地は戦前、桃の大産地で「綱島の桃」は大変有名で

あったこともあり、校区には農家や畑が残っていたりと、ゆったりとした雰囲気の

地区である。港北区は外国人の集住地区ではないものの、都心からのアクセスも良

いこともあり、居住外国人の数を見ると横浜市 18区の中で 7番目と比較的多く、

国別居住者の数を見ると、中国、ベトナム、韓国、ネパール、フィリピンの順に多

く、全体の 56％を占めている（横浜市ＨＰ「外国人人口・令和６年 10月データ」

より）。 

綱島東小学校では 2023 年に日本語と教科につながる日本語の指導を行う国際

教室が設置され、実質的には 2024 年度より本格的に活動が始まった。国際教室

の規模としては小規模校である。校内に多文化多言語の児童生徒は一定数在籍し

ているものの、日本生まれの児童が圧倒的に多い。また、来日して間もない児童に

対して市から派遣された日本語講師が週 1回指導を行う日本語教室もある。 

本実践の 

ポイント 

実践校に 2024 年４月に２人の児童がフィリピンから転校してきた。綱島東小

の国際教室は前述のように設置が新しいため、国際教室の校内認知を高めること

も副次的な目的として「フィリピン紹介プロジェクト」を企画した。ナレーション

付きの映像を作り、お昼の校内放送で紹介するというアイデアに、給食室の協力が

得られたことで、その日の給食でフィリピン料理が提供されることになった。 

兄妹２名の児童に加えて、日本生まれのフィリピンにつながる５年生児童も発

表者として一緒に参加した。 

＜バディからのメッセージ＞ 

つながる国であるフィリピンのよさを伝える動画を作成するために対象児童が保護者とタガ

ログ語や英語で会話したことが、アイデンティティ形成に役立ったと考えられる。また、日

本語以外のことばの力を利用していいと児童が考えるようになったこと。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「フィリピンってどんなところ？～すてきなところを みんなにしょうかいしよう～」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：５年生 人数：１名 

２）「ことばの教育の参照枠（仮）」共通 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠の目安 読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 〇 

聞く・話す 〇 

ステップ

2

書く 〇 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

 実践対象者は１名であったが、児童が内容を深めるために他のフィリピンにつながる児童（2人）と

学習できる場も一部意図的につくった。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く・話す 4 

・自分自身にとって身近な場面や関

心のある話題について、高頻度の日

常語彙・表現を使って、単文、重文や

簡単な複文で話せる。 

・指差しやジェスチャー、指示語や

簡単な表現、言い回しを使ったり、強

い方の言語で代用をして、語彙・表現

の不足を補う場合がある。 

E 

・小学校中学年の教科学習内容や経験したこと

などについて、情報を統合しつつ、因果関係を

含めてまとまりのある話ができる。 

・集めた情報を示しながら、みんなの前で発表

することができる。 

・具体的な事例とともに理由を挙げながら、自

分の意見を述べることができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

転校して 6 か月という児童であるが、国際教室では毎日 1 時間取り出し指導を受けており、支

援があれば日本語で身近な場面や関心のある話題について、高頻度の日常語彙を使って対話をする

ことができるまでに成長した。形容詞や動詞など、述語の活用や助詞に誤用はあるものの、短い文

を用いて意味の通じる話もできる。また、漢字の学習が進んでいるため、低学年の漢字混ざり文を

ある程度自力で読むことができる。所属校での学校生活を楽しみながら、在籍学級での授業や日本

語の学習にも頑張って取り組んでいる一方で、児童は家庭では英語、タガログ語で過ごしているも

のの、学校という場は本人にとっては日本や日本語一辺倒になっている毎日。来日以来、フィリピ

ンや、英語、タガログ語は意識の向こうにしまわれていた。

そこで、自分の母国であるフィリピンの良さを日本語で全校に紹介活動から、日本語の力を高め

る実践を考えた。実践にあたっては、国際教室と日本語教室の２つの教室の連携で取り組む。なお、

日本語教室とは来日間もない児童を対象に市から派遣された日本語講師が取り出しで日本語指導

を行う教室（週 1回）であり、国際教室とは日本語指導担当教諭が日本語および教科につながる指

導を行う教室（常設）を示す。 

具体的には、日本語教室では児童の課題ニーズに対応しながら効率的に進めるために個別指導を

行い、国際教室では他者のアイデアに触れて自分のアイデアも広げながら、また、自分の知らない

ことを知る機会を持つためとして、同じルーツ児童（２名ほど）と一緒に学習する。 

本実践の成果は校内放送用に紹介文を録音するが、低学年でも理解できるよう、聞きやすい日本

語で話しができるように丁寧に指導を行いたい。 

自分の母国であるフィリピンの良さを日本語で全校に紹介することで、自身のルーツであるフィ

リピンの文化の延長上に自分がいることを再認識し、他児童に母国の何を紹介したいかを、紹介

動画をどのように組み立てるかを考える。リサーチで調べたことを日本語でまとめる学習活動で

は、フィリピンの学校で行ってきた自分の学習経験や学んだことを思い出しながら、日本での学

習はフィリピンでの学習とつながっていることに気づく。 
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５．単元の評価規準  

特別の教育課程のため、該当なし 

６．指導計画 全 10時間 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

1 

～ 

2 

（日本語教室） （45分×2） 

形容詞の学習 

-語彙の確認（様態、気持ち）

-活用練習 現在/過去/否定

-比較表現 もっと、いちばん

-文作り

☆どんなものか形容詞

を使って表現すること

ができる。 

★ものごとについての

自分の見方や気持ちを

確認し、日本語で表す

ことができる。 

3 （国際教室、日

本語教室） 

プロジェクト

の説明とめあ

てを確認しよ

う 

（10分） 

①やさしい日本語でプロジェ

クトを説明する。

-フィリピンを紹介のための動

画を作成する 

-動画は給食の時間に流す

・作成に向けた情報収集には

英語、タガログ語を使用して

もよい 

（資料①） 

☆プロジェクトの説明

を簡単な日本語で理解

することができる 

☆日本語の語彙を確認

する 

すてき、給食、テレ

ビ、ビデオ、調べま

す、発表します、作り

ます など 

★プロジェクトの内容

を英語の助けを借りな

がらしっかりと理解で

きる。 

★「すてき」というこ

とばのイメージを理解

できる 

★プロジェクトにかか

わる語彙を理解できる 

4 （国際教室） 

自分の好きな

ものを日本語

で言うことが

できる 

校内研究授業 

（45分） 

①自分の好きなことについて

の話し合い 

-絵カードを用いて、大好き、

好き、まあまあ、嫌い（好き

じゃない）を答える。 

②紹介したいすてきなところ

についての話し合い 

-「わたしは（ぼくは）～がす

きです」の代入練習 

-『調べ学習シート』に紹介し

たい項目を書く（英語、タガ

ログ語での記入でもよい）

☆好きなことを表現す

る文型がわかる 

Ｎがすきです 

Ｎがすきですか 

疑問詞 なに 

☆「好き」の度合いの

表現を使うことができ

る。

☆自分の好きな物を相

手に伝えたり、友達の 

好きなものを聞いたり

できる。 

☆「わたしは（ぼく

は）～がすきです」の

代入練習ができる。 

★「好き」の度合いの

表現がわかる。 

★友達の好きなことを

理解できる。 

★紹介したい項目を選

ぶことができる。 

♡ルーツに誇りを持つこ

とができる。 
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5 （国際教室） 

必要な情報を

さがそう 

（45分） 

①日本とフィリピンを比較す

る 

-フィリピンのすてきなところ

について iPadや図鑑などを使

って調べる 

-『調べ学習シート』に調べた

ことを書き込む。イラストで

書く。 

-取り上げた項目について、フ

ィリピンのものを日本のもの

と比較する 

-家で自分のアイデアについて

話をし、保護者から詳しい話

を聞いたり、写真などを提供

してもらう 

☆図鑑や関連図書を読

んだりすることができ

る。 

☆キーワードを書き込

んでメモが作れる。 

★フィリピンの好きな

ところを考え、そのこ

とについてメモをする

ことができる 

★キーワードを書き込

んでメモが作れる。 

★フィリピンと日本語

の違いがわかる。 

♡ルーツに誇りを持ち、

フィリピンと日本の両

方の文化を知っている

自分の強みに気づく 

6 （日本語教

室） 

日本語の発表

原稿を考える 

本時 

（45分） 

①発表用の下書き原稿を作

る。 

-複言語で対話をしながら考え

をまとめる。 

-調べたことを『すてきしょう

かいシート』にまとめる。 

-既習の文型を使ってまとまっ

た文章を書く。 

☆メモのキーワードを

使って文が作れる。 

☆支援を得ながら、３

つの文をまとめて紹介

文を作成することがで

きる。 

★自分の経験をもとに

聞き手に伝わるような

文章を考えることがで

きる。 

★書いた後に、指導者

の助言を得ながら、一

貫性に気をつけながら

推敲ができる 

7 （国際教室） 

日本語の発表

原稿を考える 

・続き

（25分） 

①原稿を作成する。

-フィリピンの紹介文

-クイズの作成

②クイズなど、全校が興味を

もって見てくれるような工夫

を考える。 

-どのような内容にするのか、

具体的に考える。 

（資料②） 

☆全校児童が放送を聞

いてわかりやすい日本

語となるように、録音

のための原稿読みを意

識した文章を考えられ

る。 

★発表の構成を考える

ことができる。 

★フィリピンに関係す

ることでどのようなク

イズが全校のみんなに

とっておもしろいか、

低学年も楽しめるクイ

ズを考えることができ

る 

8 (日本語教室） 

原稿の読み上

げ練習 

（25分） 

録画用の原稿の読み上げ練習 

-校内放送では流さないが保護

者用として英語バージョンも

作成する。 

☆全校児童が聞くこと

を意識して原稿を読む

ことができる 

★英語でも自分の考え

を伝えることができる 

♡人前で発表することに

意欲を高めている。 

9 （国際教室） 

動画作り 

（45分） 

原稿読みの練習と録音 

-日本語で進行する動画の流れ

や内容を理解しながら、自分

の担当箇所で原稿を読み上げ

る。 

（資料③） 

☆相手が聞きやすいよ

うにはっきりとした声

でゆっくりと原稿を読

むことができる 

★動画の進行を理解で

きる。 

♡ルーツに誇りをもつこ

とができる。 
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発表 給食時間（校内放送）（資料④） 

10 振り返り （10分） 

大きなプロジェクトが終わっ

たことをねぎらい、児童の感

想を共有する。 

☆自分が感じたことや

感想を日本語で話すこ

とができる。 

★自分の感想や気持ち

をことばにすることが

できる。 

資料① プロジェクト初日の授業（国際教室にて）メモは英語で作成中 

資料④ 給食時間 

メニューは、フィリピン料理であるアドボ、シニガン、マンゴーゼリー

資料② 各自、自分のトピックについて真剣にリサーチ 資料③ 動画で紹介するゲームの録画用実演中 
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７．本時の指導（日本語教室より） 

ねらい（目標） 日本語の発表原稿を考える 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント

導

入 

10

分 

0.挨拶

1. フィリピンプロジェクトがスタートしたことにつ

いての感想を聞く。

-前時はプロジェクトのスタート日であり、研究授

業でもあったため、緊張の中の授業であったこと

をねぎらう。 

提出語彙：だいじょうぶ、きんちょう、 

むずかしい、わかる…など 

２．毎回行っているグループ語彙聞き取り課題

（５分） 

♡前時にスタート（国際教室で指導）した国の紹介プロ

ジェクトに意欲をもつように励ます。 

★アイスブレーキング

展

開 

30

分 

３. 前時で記入した「すてき紹介シートの内容確

認（５分） 

-紹介するもの ２つ

表現：なんですか、だれですか、どこですか

４. すてき① の紹介  「Mt. Apo」

（15分） 

-紹介したいもの/ばしょについてのキーワードを

考える。 

-①について３つの説明を考える。

例）これは××です。

～にあります。 

～大きいです。ゆうめいです。 

-板書図を見ながら日本語で文章を作り、「すて

きシート」イラストの相応する部分に文を書き添

える。 

５．すてき② の紹介 「ホワイト ビーチ」 

（１０分） 

-４．と同様の流れで

☆児童との対話の中で疑問詞の確認

Ｑ．フィリピンのすてきなものは なん/どこ/だれですか？ 

 

 

★日本語でも英語でもＯＫ。イメージを言語化する作業。

視覚的にイメージしやすいように、ＷＢに書き出していく。

まとまりのある言葉をまとめるなど、ことばのネットワーク

を視覚化できるようにする。 

☆英語のキーワードには日本語を添える。

★自分の伝えたいことを３つに絞る。

★すてき①の経験をもとに、紹介を考える

☆すてき①の経験をもとに、日本語で表現する

ま 

と

め 

５

分 

６．出来上がった下書き原稿の文章を音読する。

書いたことの確認。 

７．次回は国際教室で本原稿を作成することを

説明。 

８．挨拶 

☆日本語で書いたことが自分の書きたいことを表せて

いるかどうかを確認する。 

♡プロジェクトが進行していることを実感させ、次への見

通しを持たせる。 

めあて  自分が伝えたいことのキーワードをかんがえよう。 

キーワードをつないで文を作ろう。
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本時の記録 

8.児童生徒の変容

１）児童の姿

 発表用の下書きを作る作業では、日本語でいきなり書き始めようとしたが、どのように書いてよい

のかわからず、思考が止まってしまったようだった。そこで強い言語（英語）を使いながら、経験

したこと、知っていることなどについて、情報を確認、統合しながら対話を進めた。そのことにより、

何を伝えたいかが頭の中で整理できたようだった。説明を「Mt. Apo is…」と英語で発話をはじめたが、

途中から「２せん９ひゃく５じゅうメートルです。」と日本語に変わった。文の出だしは強い言語で始

めながら、文構造が知っている文型であったために自然に日本語に移行したようだった。次第に日本語

で発話（文作り）を始めるようになり、わからない言葉を英語で代用しながら作ることができた。

 動画に日本語ナレーションを録音する際には、緊張した様子だった。日本語の文を読む練習は、国

際教室だけでなく、日本語教室でも練習し、家でも宿題として練習してきた。原稿読み練習で英語

の原稿の録音を終えた後、「やっぱり、英語だとスラスラ読むね。読みやすい？」と聞くと、「うん。

英語は簡単。」と答えた。「日本語も英語くらい自然に読めてるよ。」と話すと、「えー？」と驚き、

嬉しそうにしていた。たくさん練習し、たどたどしかった日本語も、録音する際には全校に聞き取

りやすい速さで、話すことができた。

 個別級の児童が、国際担当者が廊下を通ったときに「遊び分かりやすかったよ。」と声をかけてく

れたり、３年生（当該児童の妹のクラス）では、クラスメートが自発的にフィリピン新聞を作成す

るという意図していなかった発展につながったり、インドネシアルーツの児童が、「もしインドネ

シアだったらどんな給食になるかな」と想像していたりと、視聴児童側からの反応があった。クラ

スや学校でフィリピンや外国について興味を広げるきっかけ作りの機会となったようで、このプロ

ジェクト実施に当たっての国際教室の目指したものは達成されたと感じる。 

 今回のフィリピン紹介プロジェクトは、「３．指導形態」に記している通り、実際には５年生対象児

童他２名、3年生児童１名の計３名によって進めた。うち１名は対象児童と同じクラスに在籍する

フィリピン児、日本生まれであり、自分のつながる国としてのフィリピンやタガログ語については

ほとんど知らない。今までは対象児童とは、学習中と国際教室への行き帰りのみが主な関わりであ

対話をしながら発表したいポイントを

書き出し、日本語の文章を作成 
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ったが、今回のプロジェクトを終えてから、２名の仲が深まったようだと担任と話した。二人でふ

ざけ合うような様子が教室でも見られるようになったようだ。これはプロジェクトがもたらした副

次的な変容といえるだろう。 

２）様々な校内連携

 在籍級担任と活動内容について共有し、給食の時間に発表をみんなで観る際にクラスで温かい雰囲

気で迎えてもらえるよう、配慮をしてもらった。動画が流れる前は緊張した様子だったが、クラス

児童に「すごい」などと言われて嬉しそうな表情をしていた。クイズの場面では各クラスで盛り上

がっていた。国際教室での振り返りでも、みんなに褒められて嬉しかったことを言っていた。自分

の国についてクラスのみんなに知ってもらうことで、日本の学校という場での児童自身のエンパワ

ーメントにつながったのではないかと感じた。

 フィリピン給食を出すにあたって、栄養職員とどのようなメニューにするのか打ち合わせた。給食

職員は、メニューを作るのにフィリピン料理屋に食べに行ったり、ＡＥＴ（フィリピン出身）に作

り方を聞いたりしながら試行錯誤して給食を作ってくれた。これは児童のみならず保護者に対して

も学校からの温かいメッセージが伝わったようで、プロジェクト参加児童の保護者にも喜んでもら

えた。こうした連携はとても大きな力を生み出せることを実感できた。

３）今後の指導について

 今回の取り組みでは、転校以来、新しい環境の中で受け身になりがちであった児童が情報の発信者

となった体験であったが、今後も英語の力も活用しながら自らの意見や思いを日本語で発信する機

会を設けていき、今回行ったように、リサーチ、キーワードでのメモ作り、発信の構成、まとめる

作業を通して日本語の表現力を伸ばしていきたいと思う。今回は本人が採用しなかったのだが、フ

ィリピンの紹介としてはじめに児童が取り上げたのは国の英雄（Lapu-Lapu）だった。資料を調べ

ることなく英語で説明を書き始め、知識や興味を持っていることがうかがえた。高学年は日本史で

日本の英雄（武士）について学ぶ学習もあるので、例えば国際教室在籍の高学年で、国の英雄につ

いて調べてまとめたものを掲示したり、掲示物を学校で公開する日を設けたりする活動などは、「発

信力」をキーワードにしながら自分のアイデンティティーの再構築につながる機会になるのではと

考える。
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20年後の私をかいてみました。

しょうらいのゆめは、英語の

先⽣になることです。

ぼくはしょうらい恐⻯

はかせになりたくて、

この絵をかきました。

せいゆうになったわたし。

⼩�⽣
�⼆�
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実践者名 

伊藤 美智代（ワールド・キッズ・ネットワーク代表）

江口 修三 （広島県呉市立白岳小学校） 

実践区分 NPO・ボランティア（小学校・課外） プロジェクト活動（国紹介等） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本実践の街・呉市は、総人口約 20 万人のうち約 3,899 人（2024 年 118 月

末）が外国籍住民である。市内では国際教室（取り出し指導専用の教室）が設置さ

れている小学校は 2 校のみで、日本語指導の専任教員は本実践の 1 人のみである。

今年度になって、いったん途切れていた市内で多文化多言語の児童生徒の教育に

かかわる関係者との連絡協議会が、行政と NPO と学校とが協働して再開された。 

国際教室が設置されている学校の１つである白岳小学校の全校児童数は約 597

人（2024 年 5 月 1 日）で、うち多文化多言語の児童数は 23 人、日本語指導が

必要な児童は２０人である（2024 年 1１月現在）。白岳小学校の放課後では週 1

回、多文化多言語の児童たちの居場所づくりを目的にした課外活動（自主参加・放

課後クラブ「アミザージ」）を NPO と学校が連携して取り組む。アミザージは、

多文化多言語の児童の不登校や欠席者が多かった 2007 年度から開始した。アミ

ザージの活動を継続することで、児童の心の安定だけでなく、保護者の学校への参

加姿勢が変化したことから、17 年経過した今日まで続く。アミザージの活動では

通常の国際教室では取り組むことができない多読活動をはじめ、異年齢の児童間

の交流や個別の学習サポートのほか、個別相談なども行っている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、アミザージの活動やつながる国紹介を通じて、自分たちの学習や活

動を全校児童に伝えることを目的に、アミザージに参加する小 1～6の計 23人で取

り組んだ。児童の包括的なことばの力も児童の日本語で話す力も高めるため、特に

各自のつながる国に誇りを持つことができるように、国際教室と連携しながらア

ミザージの時間で取り組んだ。NPO のボランティアスタッフは対象児童に寄り

添いながら、全校集会での発表に向けて原稿つくりや発表練習をサポートし、発

表当日も緊張する児童のそばにいて声かけを行ったことで、多文化多言語のなか

で生きる児童だからこその良さが表出した発表ができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

本実践は、すべての児童に学びと気づきを与える、という取り組みです。多文化多言語

の児童が地域のなかで唯一多数在籍するという学校の特徴と NPO の強みを生かしたコラ

ボによって、在籍教室でも取り出し指導の国際教室でもなかなか自分を出せない 3 人の児

童が、つながりのある国紹介となった瞬間に学習意欲が一変しました。同級生に自分のこ

とを伝えたいという気持ちによって、包括的なことばの力をフルに使いながら日本語固有

の力を見事に伸ばしました。それは、異年齢という仲間の力と、児童の家族を丸ごと日常

サポートする NPO スタッフが隣にいてくれたという安心感が、児童の背中を押してくれ

たからでしょう。長年にわたって、地域で子どもとその保護者を支える NPO であるからこ

その工夫が、実践の随所にみられました。 

NPO と学校とが連携する意義を伝える、素晴らしい実践です。素敵な実践を報告くださ

って、ありがとうございました。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「国際朝会・アミザージ（友情）劇場 ～知って・感じて・楽しんで～」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校１年生～６年生   人数：23 人（注目児童３人） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒の言葉の力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く A・B の 

年齢枠 

の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く C 

年齢枠 

の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く C児 

読む A児・C児 

聞く・話す ①A児・C児

ステップ

3

書く A児 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く B児 

読む B児 

聞く・話す ②B児

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

多文化多言語の児童の居場所づくりを目的にした放課後クラブ「アミザージ」（以下、アミザージ）を

週 1 回（自主参加）実施しているが、コロナ禍での活動制限が長期化した影響もあって、アミザージで

の活動が最近は恒常化してしまい、児童が課題学習に取り組むことだけで終わってしまう状況が続いて

いた。そうした中で、国際教室の担任から「一つの目標をもって、みんなでできる活動をしないか。」と

の提案があったことから本実践の着想にかかわる話し合いが関係者間で始まった。アミザージで取り組

んできたこれまでの活動を参考にしながら話し合いを重ねていくことで、アミザージに参加するすべて

児童で共同作業をしながら、ことばを育てながら自己肯定感を育める活動に取り組むこととした。さら

に、活動をテーマ別に分けて取り組み、その活動成果を全校集会で発表しよう、という目標を設定した。 

そこで、本実践は第一弾として、アミザージや国際教室でぼく・わたしは何をしているか、ぼく・わ

たしがつながる国はどんなところかなどを全校集会で紹介することとした。その過程で、アミザージに

参加する 23人の児童のうち、包括的なことばの力も日本語固有の力も特に高める必要のある 3人を注

目児童として位置づけ、この 3 人の児童のことばの力を特に重点化して育てることとした。この 3 人

は、在籍学級では手をあげて発言するような姿がほとんど見られない児童である。3人の背景の概要は、

以下のとおりである。 

A 児：6 年生・フィリピン生まれ。小学校 3 年生の時に姉と来日する。フィリピンでは学校教育を

十分受けられなかった。本校での在籍年数４年。 

活動目標 

アミザージのことやつながる国の魅力を全校児童に伝えることができる。

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 

聞

く 

・

話

す 

5 

・アミザージや国際教室のこと、つながる国に

ついて、日常的な語彙・表現を幅広く使って、対

話をしたり自分から話したりできる。 

・高頻度の接続表現を活用して、単文や簡単な

複文を用いてほぼ誤用なく自由に、話を続ける

ことができる。 

・身近なことや関心のある話題について、まと

まりがある話を自然な速さで聞き取ることがで

きる。 
D 

・アミザージや国際教室のこと、つ

ながる国について集めた情報を示し

ながら、全校集会で発表できる。 

・アミザージや国際教室のこと、つ

ながる国について、何がどうして好

きなのかなど具体的な事例とともに

理由を挙げながら、自分の意見を述

べることができる。 

・アミザージや国際教室のこと、つ

ながる国について、経験したことや

保護者に聞いたことなどの情報を統

合しつつ、因果関係を含めてまとま

りのある説明を全校児童がわかるよ

うに説明できる。 

② 

聞

く 

・

話

す 

3 

・アミザージや国際教室のこと、つながる国に

ついて、対話による支援を得て、よく耳にする

語彙・表現を使って主に単文でなんとか意味の

通じる話ができる。 

・支援を得て自分自身にとって身近な場面や関

心ある場面について高頻度の日常語彙を繰り返

し使って話せる。 
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B 児：5年生・ベトナム生まれ。小学校４年生の時に姉 2人と共に来日する。ベトナムでの学校で

は成績が上位だった。本校での在籍年数 2年。 

C 児：3 年生・日本生まれ。家庭ではフィリピン語で会話をしているため、日本語よりフィリピン

語での話す力が高い。フィリピンルーツ。 

本実践を通じて、多文化多言語の児童たちと共同作業を行うことから互いを認め、励まし合うことで、

自信をもって人前で発表できる力を 3 人の児童に育てたい。本実践は約 1 か月間の期間限定で取り組

むプロジェクト活動であることから、アミザージの活動時間だけでなく、国際教室での教育活動とも連

携しながら、3人の児童のことばの力を高めていく。 

５．単元の評価規準 

課外指導のため、該当なし 

６ 活動計画（全５回:1 回 60 分×5 回） 

７ 活動の指導（3 回目：１２月５日）細案 

ねらい（目標）自分が作った原稿を大きな声で発表できるように練習をしよう。 

日程 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

1 回目

11/21 

2 回目 

11/28 

何を紹介した

いか、つながる

国の何を紹介

したいかを決

めることがで

きる。 

・アミザージやつ

ながる国のことを

紹介するプログラ

ムや発表内容を話

し合い、役割分担

を決めよう。 

☆支援を得ながら、紹介し

たいアミザージやつながり

の国について意見を言うこ

とができる。 

★話し合いの場で、支援

者や友達の話を聞いて発

言できる。 

★経験したことについ

て、理由をあげながら説

明ができる。 

3 回目

12/5 

4 回目

12/12 

自分が作った

原稿を大きな

声で発表でき

るように練習

をしよう。 

（本時） 

２つのグループに

分かれ役割分担ご

とに発表原稿を読

合い、舞台でのリハ

ーサルをしよう。 

☆支援を得て、考えた発表

内容を日本語で表現するこ

とができる。 

★相手に伝わりやすい発

表内容を考えることがで

きる 

♡人前での発表に自信を

もつことができる。 

5 回目

12/13

友だちに伝わ

るよう自信を

もって発表し

よう。 

全校集会で、発表し

よう。（２部構成：一

部：１・３・５年、

２部：２・４・６年） 

★これまでの活動成果について、人前で発表することが

できる。 

☆全校児童がわかる日本語で話すことができる。

♡発表できた達成感を感じ、ルーツに誇りをもつ。

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

導入 

5 分 

●今日のめあてを確認する。

＜めあて＞

★♡前回の活動をふり返り、今回の活動に意欲をも

つことができる。
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＜本時の様子＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「自分が作った原稿を大きな声で発表で

きるよう練習をしよう。」 

展開 

15 分 

 

 

１ ２つのグループに分かれてつくった

原稿を読み合う。（資料❶） 

 

●１・３・５年生グループ 

  役割分担（司会者、国際教室、アミ 

ザージ、母語であいさつ）ごとに個人

で考えた原稿を読み合う 

 

●２・４・６年生グループ 

  役割分担（司会者、国際教室、アミ 

ザージ、母語であいさつ）ごとに個人

で考えた原稿を読み合う 

 

２ 各グループでお互いのいいところや

付け加えたいところなどを話し合う。 

 

 

★相手に伝わりやすい発表内容を考えることがで

きる 

☆支援を得て、考えた発表内容を日本語で表現す

ることができる。 

・支援者は各グループに入り、児童自らで考えら

れるように対話しながら支援する。 

・支援者は、原稿づくりに困っている児童に寄り

添い、励ましながら、意欲的に参加できるよう支

援する。 

 

 

 

 

★仲間の良い所をみつけながら、自分の発表に生

かすことができる。 

★話し合いの場で、支援者や友達の話を聞いて発

言できる。 

☆支援を得ながら、発表原稿を修正したり、こと

ばを加えたりすることができる。 

まとめ 

５分 

３ 振り返りをする。 

・次回の練習を予告し、家でも練習して

くることを伝える。 

♡仲間の良いところを認めながら、本番に向けて意

欲を高めることができる。 

めあて 自分が作った原稿を大きな声で発表できるように練習をしよう。 

 

資料❶ 普段のアミザージであまり見せない真剣な表情で原稿を読み合う児童。NPOのボランティアスタッフ

の「よく書いたね。」「もっと大きな声で」等の励ましの言葉に児童はうれしそうに応えていた。 
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8.児童生徒の変容 

１）児童別の変容について 

 本実践の活動の成果は、2024 年 12 月 13 日の朝の全校集会の場で「国際朝会」を行った。当日の

様子は、以下のとおりである。 

 

＜国際朝会の様子＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料❹ B 児の発表。伝統武術の型を披露

すると、会場から「おー」という声が聞こ

えてきた。 

資料❺ C 児の発表。「クラスのみんな大好き」と母語で 

伝えると、大きな拍手が沸いた。 

資料❷ 本番前のリハーサル後のようす。 

国際教室の担任からのアドバイスを聞く児童と、見

守るボランティアスタッフ 

資料❸ いよいよ、本番スタート！ 

 

資料❻ 司会者の終わりの言葉の後、「みんな出てきてください。」の呼びかけに「はーい！」と元気よく返事をして出

てくる児童。舞台からの「ありがとうございました。」の声に会場から大きな拍手が届く。 

A児のやりとげたという表情とみんなのがんばりに舞台袖のボランティアスタッフも拍手でねぎらっていた。 

左：２・４・６年生児童 右：１・３・５年生児童 
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 本実践によって注目児童にどのような成長がみられたか。NPO と学校・国際教室とのそれぞれの立

場から、3人の注目児童の変容について述べていく。 

①の児童・A 児について

＜NPO から＞ 

高学年になって学習から逃げない姿勢が見えるようになりましたが、書くことは苦手であきらめてい

る様子でした。そのようななかで、国際朝会での各自の担当を決めた翌週、いい笑顔で原稿の下書きを

差し出しました。国際教室が好きな理由をあげながら、在籍学級は困難があっても好きであることを伝

えようとする思いがこもった素晴らしい発表原稿でした（資料❼）。 

資料❼ A 児の発表原稿（最終版） 

本実践を通じて、自分が本当に伝えたいことを考え、文章にまとめて発表することで、大きく力がつ

いたと思いました。人前では黙ってしまい、日本語でうまく話せなかった A児が、大勢の児童の前で発

表できたことがすばらしい。大きな成長を感じました。当日は、下級生たちをサポートしている姿にも

感心しました。 

＜国際教室から＞ 

日頃は活発で、数人の友達とよく遊んでいますが、在籍学級での学習になると、おとなしくなり、人

前での発表はほとんどない児童です。また、日本語固有の力の育ちがとてもゆっくりで、ここ最近日本

語での会話ができるようになった児童です。そのために、教科の学習では本番に向けて、何度も何度も

練習する姿がありました。当日は緊張している様子でしたが、「私は、６の３も国際教室も、どっちも好

きです。」と舞台で語った最後の言葉には、A 児の気持ちがこもっていました。大勢の前にもかかわらず

力強い発表でした。また、初来日のフィリピン籍の児童(２年生)がフィリピンのことを紹介する場面で

は、その子のそばにいて一緒にタガログ語で挨拶をするなど、最上級生としての責任を持った行動を見

ることができました。 

事後に国際教室で行った感想文を書く活動では、同級生から言われた言葉や支えてくれた NPO スタ

ッフに向けたメッセージを主に単文で書くことができました（資料➑）。 

資料➑ A 児の感想文 

おはようございます。まがんだん うまが。 

こくさいきょうしつは、ともだちがきて、いっしょにあそべるから、たのしいです。 

こくさいきょうしつでは、せんせいが、ゆっくり、はなしてくれるのでちょっと、にほんごが、わかります。だから、

りらっくすします。 

にほんごが、むずかしいのでべんきょうがわからないから、たのしくないときがあります。 

でも、クラスの、みんなでずこうやたいいくをするのは、 たのしいです。 

わたしは、６の３もこくさいきょうしつもどっちもすきです。 

みんなのまえで、はっぴょうするとききんちょうした。 

せんせいやともだちに「すごい！」といわれてうれしかった。 

 なんかがんばれた。 

ボランティアのせんせいもがんばっていた。 
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①の児童・C 児について 

＜NPO から＞ 

真面目でおとなしい児童で、理解に少し時間がかかるところがあります。しかし、本実践での自身を

語る取り組みは、彼女を前向きに生き生きと活動させていました。発表練習の時、「おかあさんにフィリ

ピン語を教えてもらった。」と言って、みんなに聞いてもらうのを楽しみにしていました。 

大人数を前にした舞台での発表でしたが、大きな声でしっかり発表できました。それは、今まで見た

ことのない姿でした。この体験で、C 児は大きく成長したと思います。国際朝会の舞台で大きくはっき

りと声を出して発表する姿に感動しました。C 児からの「おばちゃんがいるから安心して言えた。」の言

葉がうれしかったです。 

 

＜国際教室から＞ 

 なにか分からないことがあると思考が止まり、前に進まなくなることが多い児童です。本当に理解し

て自信がつかない限り、人前で発表することができないことが多くありました。しかし、今回の取組で

は、作文を書きながら「フィリピン語（本人はマニラ語という）でなんていうのかお母さんに聞く！」

と張り切っていました。当日の発表では、「フィリピン語で『クラスのみんな大好き』をいいます。」と、

お母さんに聞いたフィリピン語で力強くみんなに伝えることができました。友だちから「フィリピンの

こと教えて。」と声をかけられた、と笑顔で報告してくれました。みんながじっと聞いてくれたことが嬉

しかったようです。 

事後に国際教室で行った感想文を書く活動では、自分の気持ちをはじめ、同級生や校長先生からから

言われた具体的内容を示しながら、重文や複文で書くことができました。今後に取り組みたいことなど

も身近な語彙を使いながら具体的に示すことができました（資料❾）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料❾  

C 児の感想文 
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②の児童・B 児について 

＜NPO から＞ 

地域日本語教室で会う彼女は明るく元気で、自分なりの取組を楽しんでいる様子ですが、小学校のア

ミザージで会う姿はまるで違います。アミザージでは個別に対応して絵本を読んだり絵を描いたりする

活動は楽しそうですが、宿題をする時は返事をしなくなります。 

そのようななかで、本実践では母国ベトナム紹介を担当しました。準備も発表も意欲的に取り組みま

した。舞台でスピーチし演武する真摯で自信を持った B 児の姿に驚き、感動しました。伝統武術の型を

あんなに堂々とみんなの前で披露できるとは想像がつきませんでした。学校では常にマスクをつけてい

て、外すことがなかった B児でしたが、みんなと練習する時は時々マスクを外す姿がみられました。大

きな自信になったと思います。 

B 児の様子から、本心から「やりたい！」という気持ちの時に子どもの学びが生じるのだと感じまし

た。本実践にあたっては、家庭での保護者や姉の支えも、B 児の成長を後押ししただろうと思います。 

 

＜国際教室から＞ 

来日して 1 年余りが過ぎましたが、在籍学級では、ほとんど声を出さず、表現活動も体を動かそうと

せず、じっと立ったままで自信がつかないと動けない状態でした。また、いつも学校ではマスクをして、

国際教室に来ても自らで声を発しないという児童です。しかし、本実践に向けて B 児は国際教室に来る

とマスクを外し、何度も何度も発表の練習を自ら進んで取り組みました。 

当日の発表では、日本語とベトナム語と両方のことばを使って、大きな声で発表することができまし

た。舞台でベトナムの伝統武術を披露する B 児の姿を見てクラスの児童からも「初めて声を聞いた！」

「すごい、うまい！」との声が聞こえるほどに。周囲の児童たちの B 児を見る目が変わったことで、本

人も少し自信がついたようで嬉しそうでした。 

事後に国際教室で行った感想文を書く活動では、自分の当日の気持ちだけでなく、もっと同級生たち

に伝えたいという意欲的な気持ちについて主に単文で書くことができました（資料➓）。 

 

資料➓ B 児の感想文 

 

 

 

 

 

 

２）今後に向けて 

本実践のふりかえりとして、NPO と学校・国際教室とのそれぞれの立場から今後について考えたこと

を述べていく。 

＜NPO から＞ 

アミザージに通う全ての子ども達を輝かせる 15 分の舞台を短期間で作るのは大変でしたが、国際教

室とアミザージの活動そして家庭の協力で、素晴らしい発表ができました。発表した子どもたちには大

きな学びと成長があったと思います。また、クラスメイトの反応がアミザージの子どもたちの心の栄養

はっぴょうするとききんちょうした。 

でもたのしかった。 

こんどは、ベトナムりょうりのチャーハン

をつくってともだちにたべてほしい。 

ベトナムのけしきもはなしたい。 
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になったことでしょう。そして、こうした活動が学校全体にとってとても重要なのだということも再確

認できました。 

本実践では 3 人の児童を注目児童として位置付けて聞く・話す力を伸ばすことを目標にしましたが、

3 人ともに目標に達することができました。日ごろおとなしい３人ですが、取組内容を理解してからは

積極的に行動していました。説明を聞き、グループで話し合い、原稿を書き、練習し、発表する中で、

ことばと生きる力が大きく伸びたと思います。 

長年、地域日本語教室と外国につながる子ども支援の活動をしてきたので、家族ぐるみで来日直後や

幼児期から関わる子どもたちが多いです。学校・地域・家庭の連携がこども達の成長を大きく促すとい

うことを、本実践で実感しました。今後も、学校や地域でこうした活動を続けていこうと思います。 

 

＜国際教室から＞ 

本実践の最大の成果は、多文化多言語の児童が全校児童や先生方の前でその子なりの力を発揮し最後

まで発表できたことです。NPO のボランティアスタッフがそばにいてくれたおかげで、緊張感も和らぎ

安心したことで、練習やリハーサルの時以上の堂々とした発表ができました。この体験は、多文化多言

語の児童にとって大きな自信となりました。 

そして、聞く側の児童と先生方が真剣に聞いてくれ、発表後、各クラスからの寄せ書きが国際教室に

送られてきました。注目児童以外の児童たちからも、「クラスの子から『発表すごかったよ。ベトナムの

こと教えて』と声をかけられた。」と、笑顔での報告が届きました。多文化多言語の児童にとって、本実

践は大きな励みになったことも成果の一つです。 

 以下の資料⓫は本実践に参加したインドネシアにつながる児童の感想文、資料⓬と⓭は全校児童か

ら届いたコメントのなかの注目児童の同級生コメントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料⓫ インドネシアにつながる児童の感想文 

資料⓬ B児の同級生コメント                      資料⓭ C児の同級生コメント 

12月 13日金曜日に朝会で国さい教室のことを

M さんや、いろいろな人がおしえてくれました。

ブラジルや、フィリピンや、ベトナムや中国まだ

まだいっぱいありますが、それぞれこせいがあっ

てわくわくしました。 

一番しあわせだったのは、C さんが「くらすの

みんな大すき」とフィリピン語で言ってくれたこ

とです。   

みんなの前ではじめの言葉を言うとき、きんちょうと約三百人の前で発表するのがうれしいとい

う気持ちがありました。インドネシアのあいさつを言うとき、母が教えてくれた言葉と発音をもと

にしていいました。それとはじめのことばをほめてくれたのが友達です。うれしいという感情がい

っぱいありました。 

 発表していたみんながすごくて、休けい時間にいっぱい練習しててがんばっているなとかんじま

した。とくに A がすごかったと思いました。発表していたとき、きんちょうしてただろうにみんな

が聞き取りやすいように落ちついてゆっくり話すところがかっこいい！！と思いました。 

私は、国際朝会を見てとても感動しました。理

由は、私たちのクラスにいる B さんの声を一度も

聞いたことがなかったので、どんな発表をするの

かとてもドキドキしていました。発表を聞くとす

こしずつだけど日本語で立派にできていました。

もっと日本語が話せるようになったら、いつか話

をしたいと思いました。 

５年 2 組 D さん 
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これらのコメントから、多文化多言語の児童がいるからこその学びの場がつくれたことがわかります。

本実践に参加した多文化多言語の児童たちにとっては、１つの目標に向かって共同活動を行うことから

普段できない自らのルーツを家族で考える時間になったり、そのことを誇りに思ったりする時間になり

ました。それによって、仲間の良さにも気づく時間ともなりました。その一方で、日本人児童にとって

は、普段の生活では見れない同級生の姿を知ったことで、多文化多言語の児童をリスペクトする姿が見

られました。本実践は、多文化多言語の児童にとっても、日本人児童にとっても、大きな学びの時間と

なったことから、本校の校長からは「次年度は初めから年次計画に入れたい」との提案がありました。 

３学期は NPO と学校とが連携しながら、さらに国際教室に通う子どもたちの国の文化や言葉を紹介したり、

児童に親しみのある絵本（物語）を母語と日本語で朗読劇をしたりする場をつくっていきたいと思います。多文

化多言語の児童のアイデンティティ育成に寄与できるような、そして全校児童が互いの文化を尊重するきっかけ

づくりをつくっていきたいです。 
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実践者名 田辺ひかり（山口県光市委託 日本語指導員） 

実践区分 小学校  取り出し指導・入り込み指導  

特別の教育課程（教科につながる指導:プロジェクト活動） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本実践を行った山口県光市は総人口約４万 9 千人に対して 1.1％が外国籍住民

であり、10 年前の比率 0.6％から大きく増加している。そのため、多文化多言語

の児童生徒の受け入れ経験のない学校が、急に入学をしてきた日本語ゼロの児童

の対応に悩むことが増えてきた。 

現在、光市では支援の対象児童が在籍している小学校が 2 校、児童数７名とな

っており、実践者である日本語支援員１名のほかに、日本語支援を担当する非常勤

講師が２名配置されている。山口県内では、かなり手厚い支援が行われているのだ

が、日本語ゼロで入学する児童、または保護者からの支援要請がある場合のみ、学

校での日本語支援対象となり、それ以外の本来日本語支援が必要であるだろう「多

文化多言語の児童生徒」の把握はされていないのが現状である。 

今後、県内でますます増えてくるであろう「多文化多言語の児童生徒」を取りこ

ぼすことなく把握し、支援に繋げていく必要がある。 

本実践の 

ポイント 

実践対象児童の日本語支援の教室内で過ごす様子と在籍学級内での様子があま

りにも違い「本来の児童の姿を少しでも在籍学級で表すことができれば」という思

いで実践を考えた。 

在籍学級の中では、日本語で自己表現をすることが難しい児童たちが、自分たち

で調べた内容をもとに、知っていること、考えたことを表現したり、他者に伝えた

りすることで達成感を持つことができた。また、今回の活動が「わからないことを

調べること」「新しい知識を得ること」の楽しさに気づくきっかけとなり、文章を

読む意欲にも繋がった。 

＜バディからのメッセージ＞ 

子どもたちのもっている包括的なことばの力、母語に光を当てたことで子どもたちのやる気

を引き出し、在籍学級や管理職といった学校全体への連携にもつながっていった意欲的な教

育実践です。外国人散在地域での取り組みとしても参考にしていただきたいです。 
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1． 単元名・活動名

「生き物について発表しよう」（プロジェクト活動） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学２年生  人数：2 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

年齢枠 

の目安
読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 児童① 

聞く・話す 児童① 

ステップ

3

書く 児童② 児童① 

読む 児童② 

聞く・話す 児童② 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3) 本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。

本実践では、同学年同じクラス在籍の児童を対象とした。日本語支援を行う際には、通常 2 人同

時におこなっていること、また対象児童のルーツの国は違うものの、お互い外国ルーツを持ってい

ることで親近感を持って接することができ、ピアサポートが期待できるために 2 人での実践をおこ

なった。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

児

童 

① 

聞

く

・

話

す

5 

・理由を伝える「〜から」などを使いながら、

自分の考えを話すことができる。 

・事前に準備をした内容について、教科学習

に使う日本語表現「〜がわかりました」など

を使いながら、場面に応じて 

「です・ます体」で発表ができる。 

C 

・生き物をグループ（ほにゅう類、こん虫

類、鳥類、魚類）に分け、自分がどのよう

に分けたかを話し、その理由を伝えること

ができる。 

・自分で調べた内容について、原稿を見な

がら、先生や友達にわかりやすく発表がで

きる。内容についての簡単な質問に受け答

えができる。 

読

む 
5 

・身近な生き物に関する「ほにゅう類」「こ

ん虫類」などの語彙、表現、低学年レベルの

漢字が概ねわかる。 

・低学年レベルのテキストを文節や意味の

まとまりで区切りながら、ややゆっくりでも

安定した速さで読める。 

C 

・小学生低学年向けの図鑑や絵本から大事

な情報を取り出すことができる。 

・生き物に関する既存の知識を活用して、

理解を深めようとするとともに、文章の一

部を読んで、生き物のグループ分け（ほに

ゅう類、こん虫類、鳥類、魚類）の理由を

考えることができる。 

書

く 
4 

・絵本や図鑑を見ながら、日常的な会話で

用いる高頻度の語彙や表現を使い、生き物の

特徴について主に単文の文章で書くことが

できる。 

・読み返した際に自分の間違えに気づき、支

援を得て修正ができる。 

C 

・調べた生き物について得た内容や特徴を

自由に書き進めることができる。 

生き物の特徴をまとめて発表ができる 
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児

童 

② 

聞

く 

・

話

す

4 

・実践者や友達と話し合いながら、「〜と思

う」「〜だから」などの日常でよく耳にする

表現を使って、主に単文で自分の考えを伝え

ることができる。 

・事前に準備した内容について、生き物の特

徴を表す語彙、表現を使い発表することがで

きる。 

C 

・生き物のグループ分けついて、自分の考

えを簡単に伝えることができる。 

・自分で調べた内容について、原稿を見な

がら発表ができる。内容についての簡単な

質問に答えられる。 

読

む 
4 

・身近な生き物に関するごく簡単な説明文

を文節や単語に区切りながらゆっくり読め

る。 

・長音、拗音、促音を含むひらがな、

カタカナで書かれた生き物に関する単語が

概ね読める。 

C 

・小学生低学年向けの絵本や図鑑から大事

な情報を取り出すことができる。 

・わからないことを実践者や友達に質問す

るなどして理解を深めようとする。 

書

く 
4 

・表記の誤用はあるが、日常的な会話で

用いる高頻度の語彙や表現を使い、調べた生

き物の特徴について主に単文で短い文章を

書くことができる。 

・カタカナが概ね書ける。

C 

・調べた生き物の特徴について、図鑑や

本を見たり、実践者と話をしながら書き

進めることができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践の対象児童は日本語支援の時間には、積極的に授業に取り組むことができ、活発に発言ができ

ているが、在籍学級ではほとんど発話せず、おとなしく過ごしている。授業内で扱われる言葉や表現が

理解できないこともあるが、自分の日本語表現に自信が持てないことが大きな要因であるように考えら

れる。 

本題材は、児童にとって身近で興味がある「生き物」について取り上げ、児童が楽しみながら、「聞く・

話す、読む、書く」の全ての力を満遍なく使えるような指導を計画した。 

包括的なことばの力で持っている学年相当の知識を引き出しながら、予想したこと、考えたことを表

現する場を設けることで、自分の考えを発信することや友達の考えを聞くなど言語活動の充実を図りた

いと考えた。さらに、日本語での語彙、表現を確認し、今後教科学習で頻繁に出てくる学習言語を使用

しながら、ことばの理解を深めるための先行学習としての役割も持てるように立案した。 

自ら、疑問に思ったこと、わからないことを図鑑や本を読んで知識を得ることの楽しさを知り、その

知識を誰かに伝えることで、達成感や自信を得ることに繋げられることを目標として実践を計画した。

そのため、今回の実践では日本語支援教室にゲスト（教頭先生）を迎えて発表できる場を設定した。ま

た在籍クラスとも何らかの関わりを持つために児童がまとめた成果物を在籍クラス児童が目にする機

会を設けることとした。 
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５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・調べた内容について、発表に適

した文体（〜ます。〜です。）を

使いながら表現することができ

る。 

・生き物の特徴についての語彙、

表現を理解し、主に単文を使っ

て書いたり、話したりができる。 

・既存の知識を活かしながら、生

き物の特徴を考えたり、特徴に

よって分けられることを理解す

ることができる。 

・生き物の特徴に関心を持ち、意

欲的に図鑑や本などの資料で調

べることができるとともに、調

べたこと、考えたことを表現し

ようとすることができる。 

・調べたことを人前で発表する

ことに希望をもっている。 

６．指導計画（全 4 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

1 生きものに関する既存知識

を引き出しながら生きもの

の体や特徴への興味づけを

行う 

・動物の絵本を読む

・日本語語彙の確認

☆生き物についての

語彙、表現がわかる 

(とくちょう・ 

ほにゅう類など) 

★♡好きな生き物につい

ての知識（語彙・表

現）と日本語を結びつ

ける

○生き物それぞれの特

徴に気づく 

2 グループ分けをした生き物

の特徴を日本語の文にし、

表現することができる 

・生き物をグループ

に分ける 

・生き物の特徴を文

章にする 

☆生き物の特徴を文

章（単文）に組み立

てる 

★既存の知識（生き物

の特徴、語彙など）を

使い、考えたことを表

現する 

3 興味を持った事がらに関し

て資料の文章やイラストな

どから理解を深める 

・自分で生き物を２

つ選び、その特徴を

本や図鑑で調べる 

☆簡単な説明文が読

める（語彙・表現） 

★文章から必要な情報

を読み取る 

○資料を使って調べる

ことができる 

4 調べた事がらについて、表

現をすることができる 

・ワークシートに特

徴をまとめ、発表す

る 

☆モデル文を参考に

して文章(単文を複

数使って)をつくる 

♡調べたことを人前で発

表することに希望をも

っている。 

７．本時の指導 

●展開 1（本時：1/4）40 分

ねらい（目標） 生きものに関する既存知識を引き出しながら生きものの体や特徴への興味づけを行う 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

10 ・生き物について（Q―A）

知っていることを話す 

★既存知識を引き出すために、生き物につ

いて児童が知っていることを自由に 
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発話させる。 

★♡好きな生き物について、友達や実践者と

意見交換をする。 

15 ・「どうぶつのあかちゃん」 

4〜5 歳向け絵本 読み聞かせ 

★イメージを広げるため、絵本を読み聞か

せし、内容の確認、知っていること、気づ

いたことを自由に話し合う。 

15 ・活動に必要なことばの確認

「生き物のことば」シートに記入 

・辞書の紹介

★☆日本語語彙、母語語彙のマッチングを

させる。 

〇「あいうえお表」を使って、辞書の使い

方を確認する。 

●展開 2（本時：2/4）45 分

ねらい（目標） グループ分けをした生き物の特徴を日本語の文にし、表現することができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

15 ・生き物カードを確認

(哺乳類、鳥類、魚類、昆虫類 4 種類×5〜6

枚) 

どんなふうに、分けることができるか話し合う 

＊生き物カード引用／サイト「ぷりんときっず」 

URL アドレス： https://print-kids.net/

★いろいろな分け方が考えられるため、

どんな分け方が考えられるか話し合う。 

○☆「生き物のことば」シートに記入し

たことばを使いながら、「哺乳類」「昆虫

類」などの語彙を導入、確認する。 
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20 ・各自、どのように分けたかを話し合い、分け方の

理由を話す 

・モデル文を参考にしながら特徴を文章にする

☆○AU カード「探求(F)分類して考える」

より抜粋した質問をしながら、自分の考え

を言語化させる。 

☆★既存の知識(生き物の特徴、語彙、表

現)を引き出しながら、語彙カードを使っ

た、日本語の文章の組み立てを促す。 

10 ・分け方に迷った生き物のグループを確認

「くじら」「ペンギン」「コウモリ」を図鑑や 

絵辞典で調べる 

★◯生き物の特徴からどのグループに属す

るか問いかけながら、理解を促す。 

●展開 3（本時：3/4）40 分

ねらい（目標） 興味を持った事がらに関して資料の文章やイラストなどから理解を深める 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

30 ・好きな生き物を２つ選び、図鑑で調べたそれぞれ

の特徴をワークシートに書き込む 

☆★各自に図鑑の文章を読ませながら、必

要な情報を取り出させる。 

児童が自分でできることを見極めながら、

随時助言を行う。 

10 ・ワークシートにまとめたものを、1 人ずつ声に出

して読む。 

☆★自分で読み返しをさせ、書き間違えに

気づかせる。または、気づくような声がけ

をおこない、どのような修正が必要か考え

させる。 
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・文字の表記、表現の誤りなどがある場合は書き直

しをさせる。 

●展開 4（本時：4/4）40 分

ねらい（目標） 調べた事がらについて、表現をすることができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

20 ・発表に向けての準備

・発表の演出を自分たちで考える

・生き物のクイズを考えて、つくる

◯発表に適した態度と言葉を確認し、練習

をさせる。 

☆対話的な支援(＊「〜さんは何について調

べましたか」「わかったことを教えてくださ

い」など)を行いながら、調べたことをわか

りやすく伝えられるように促す。 

★生き物について学習したことに関連付

け、母語を使ったクイズづくりを提案す

る。 

20 発表練習→ゲスト(校長、教頭、教職員１名)を迎え

ての発表 

☆対話的な支援(＊上枠記載内容と同じ)

♡調べたことや考えたことを人前で発表する

ことができる。 

8.児童生徒の変容

本実践のトピックが、児童生徒が大好きな生き物だったこともあり、対象児童 2 人とも意欲的に

活動ができていた。また自分の興味があることについて「もっと知りたい」と思う気持ちが芽生え

たことで、「読む」ことにも積極的に取り組むことができた。特に、児童 2 は読むこと書くことに

対して苦手意識があるが、好きな生き物についての図鑑や絵本を使うことで手がかりを得ながら情

報を取り出すことができていた。 

さらに、自分たちで成果物(ワークシート)を仕上げられたことで「他の人に見てもらいたい」と

いう意識が強くなり、ゲストを招いての発表に向けて意欲的に準備、練習ができた。特に、その準

備をする中で、「クイズ」を作ること、どのような順序で発表をするかなども自発的に話し合って、

決めることができた。 
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計画当初は、在籍学級での発表は、対象児童にとって難易度が高いため予定をしていなかった。

しかし、発表練習をする中で「クラスで発表したい」という気持ちが出てきたので、発表の時間を

設けることとした。具体的には、取り出し指導をする時間の前半を使って在籍学級で発表をし、後

半は活動の振り返りを行った。下記にその日の授業展開を示す。 

●児童の希望で行った「特別授業」

ねらい（目標） 在籍学級で発表しよう 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

20 在籍学級での発表会 

・調べたことの発表

・クイズの出題

・発表後、友達からの感想を聞く

発表前に支援者からクラス児童に向けて、

普段、2 人が日本語の時間にどのような学

習を行なっているか、今日はどんな発表を

するかを説明しておく。 

☆対話的な支援(＊上枠記載内容と同じ)

20 「生きもののとくちょう」発表について 

感想を話す、振り返りを書く 

★自分たちが調べたことの発表を終えて、

感想を自由に発話させる。 

☆話したことを踏まえ、自分の気持ちを文

章にし、表現させる。 

在籍学級での発表が決まってから、自分たちで新しく「クイズ」を作り、ゲスト前の発表でうま

くいかなかったところを改善し、準備をしていたことに驚かされた。今回の活動によって、管理職

等の先生方への発表後にしっかりと褒めてもらい、成果を認めてもらったこと、また、学級発表後

にクラスの友達から感想をもらったことで、自己肯定感を高めることに繋がったと考える。 

また、この特別授業実施にあたっては、学校／在籍学級の担任との連携は不可欠であった。具体

的な方法は、以下の通りである。 

① 本実践前には、実践の趣旨を説明するとともに、協力依頼を行った。実践の計画書を添付し、

学校教頭には児童生徒の実践の発表の参観を依頼、担任には成果物の掲示をお願いした。

② 実践を進めながら、学校側には発表の日程の調整をお願いした。(教頭より、校長、教職員に声

がけ、参観の依頼)また、学級担任には、児童生徒からクラス内発表の希望があることを伝える

と共に、授業時間の調整を依頼し、発表時間を確保してもらった。

③ 在籍学級の発表当日、事前に少し時間をもらい、クラスの児童に実践対象児童が日本語の勉強

時間にどのようなことをしているかの紹介、「多文化多言語の児童生徒」について簡単に説明

を行った後、発表をさせた。
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発表後、学級担任にクラスの児童から感想を話してもらう時間を作ってもらった。 

なお、年間を通し、学校側には「指導報告書」、担任には「支援の実施報告書」を毎週提出し、ど

のような内容の支援をおこなったかを報告している。また、この中に、お互いに気づきや感想など

も記入し、児童生徒に関しての情報共有を行うようにしている。 

○今後の課題/目標

 当初の見立て以上に、それぞれの児童の力のレベルが異なることがわかった。読む資料やワー

クシート内容に関しても個々のレベルに合った配慮の必要がある。

 今回の実践のように、興味がある物事に関して、自由に表現ができる場をできるだけ多く設定

することで、「思考、判断、表現を支える包括的なことばの力」をしっかり育めるよう支援した

い。また、その際に日本語語彙、表現を補うことで、学級活動での発話に結びつけたい。

 今回の発表は在籍学級の児童生徒が「多文化共生」を改めて考えるきっかけにもなったと考え

る。「多文化多言語の児童生徒」が持つ力を発揮するためには、ピアサポートが重要であること

は言うまでもない。今後も、学校、学級担任と連携をとりながら支援をおこなっていきたい。 
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実践者名 村竹 洋子 （山口県山口市立湯田小学校・非常勤講師） 

実践区分 小学校  取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる指導：国語) 

実践地域お

よび場所等

の特長 

山口県では、外国人住民の増加に伴い、多文化多言語の児童生徒も増加傾向にあ

る。県内には、対象の児童生徒が 5 人未満の少数在籍校も多く、散在地域として

の支援体制が課題となっている。 

 本校のある山口市でも、市内の小・中学校に支援が必要な児童生徒が点在してい

る。今年度は、常勤教員２名と非常勤講師２名が指導に当たっているが、非常勤講

師は複数校を兼務することで対応している。また山口市は昨年度から、「帰国・外

国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業」を通じて様々な取組を行い、支援の

充実を図っている。 

本校は、山口県の中央部にある湯田温泉に隣接する公立小学校である。全校生徒

は 638 名で、そのうち多文化多言語の児童は 10 名程度、日本語指導が必要な児

童は４名(2024 年 11 月現在)。その中には、日本生まれの児童や生活言語を習得

している児童も多く、多文化多言語環境であることに気づかれにくい傾向がある。

自分のルーツを発信することに消極的になったり、アイデンティティを日本人と

して確立していたりする児童も少なくない。校内では、対象児童が多文化多言語環

境にあることを誇りに思えるような環境整備を進めている。 

本実践の 

ポイント 

 本実践は、取り出し指導での先行学習・補充学習と、在籍学級で自己表現できる

場の設定とを組み合わせて計画した。 

先行学習では、ことばの力の強みを児童とともに確認し、それを視覚化して価値

づけた(資料❶)。そして、言語資源を生かすことを児童に意識させた上で、日本語

を聞きながら母語訳を追う形で読解を行った(資料❷)。その後、多言語で思考した

内容を日本語で書き表す活動を通じて「読める喜び」を「表現できる喜び」につな

げることができた(資料❹❻)。 

在籍学級では、補充学習で取り組んだ内容を発表する場をもつことで、児童は自

分の言語資源に誇りをもったり、多文化多言語環境にあることを肯定的に捉えた

りしていた。また、児童のもつ良さや強みを、他の児童とも共有することができ

た。 

＜バディからのメッセージ＞ 

散在地域で情報が少ないなか、二言語のはざまで揺れる対象児童の気持ちに寄り添い、指導

方法の改善に真摯に取り組まれる村竹先生の姿に、私も多くを学ばせていただきました。今

回のケースは母語の力を使った縦方向の支援（思考・判断・表現）を行うものでしたが、教

室環境作りや教材作成（リライト、翻訳、ワークシート等）、実践に加え、在籍学級や家庭と

の連携も素晴らしかったです。この児童は、日本でも自己肯定感を得られた経験により、帰

国しても日英バイリンガルとして成長する可能性も高くなったと思います。 
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1．単元名・活動名

国語「三年とうげ」(光村図書) 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

小学校３年生 １人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ     
ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 〇

読む 

聞く・話す 〇

ステップ

3

書く 

読む 〇

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 対象児童は母語(英語)の力が高く、包括的なことばの力で学習理解ができる。滞日期間は2年弱だが、

母国でも家庭で日本語を使用する機会があったため、日常生活における日本語の会話には支障がない。

一方で、日本語の読み書きに対しては苦手意識があり、在籍学級でも自信をもって取り組めない場面が

ある。特に、初見の文章を理解することが難しく、それが書くことの困難にもつながっている。母国で

はいつも活動の中心にいた児童だが、渡日以来、自身の力を十分に発揮できない状況が続いていた。 

 「三年とうげ」は、朝鮮半島に伝わる民話である。民話独特のリズムや語り口が出てくるため、読み

が苦手な児童にとっては特につまずきやすい。そこで、児童の言語資源を生かして内容を読み取ること

で、「読める喜び」を「表現する喜び」につなげたいと考えた。また、学習の後半には、選んだ民話を紹

介する活動がある。その活動を通じて、児童が多文化多言語環境にあることを誇りに思ったり、児童の

バックグラウンドを他の児童と共有したりする機会となることに期待した。 

 本実践は、取り出し指導での先行学習・補充学習と、在籍学級で自己表現できる場の設定とを組み合

わせて計画した。先行学習では、児童が言語資源を積極的に活用して読み書きの課題に取り組めるよう

に促す。実践者がリライト教材を日本語で読み上げ、児童には母語訳を対応させることで、読むことは

母語の方が得意な児童の強みを生かしたい。さらに、日本語と母語を自由に使って思いをまとめること

で、包括的なことばの力を活性化させながら日本語固有の力を伸ばすことにもつなげたい。その後は在

籍学級と連携し、児童が先行学習での理解を生かしたり、発表を通じて自己肯定感を高めたりできるよ

うに支援する。また、対象児童が多文化多言語環境にあることを他の児童も尊重していけるように進め

ていく。 

単元目標 (教科の目標) 

・民話を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。また、登場人物の行

動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができる。     【思 C(１)イ・オ】

・思いや考えを整理しながら、相手に伝えたいことを自分のことばで表現することができる。

【思 B (１)ア】 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

書

く 
５ 

・民話を読んで感じたことを、日常語

彙を幅広く使いながら、簡単な複文

で自由に書き表すことができる。 

・特殊音などの表記に気を付けなが

ら、既習でなじみのある漢字を使っ

て、メモをとったり文章を書いたり

することができる。 

D 

・書く前に語彙をメモしたり下書きなどで

構想を練ったりして、民話を読んで理解し

たことに基づき、思いや考えをまとめるこ

とができる。 

・書いた後に読み返し、前後のつながりや

まとまりに気をつけながら、文や文章を整

えることができる。 
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５．単元の評価規準 （教科の評価規準は他の児童と同じ評価規準） 

６．指導計画 【先行学習１時間（本時）＋補充学習 1 時間】 

時 ねらい 学習活動等 指導・支援のポイント 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力
〇教科 ♡エンパワーメント

１ ＜先行学習＞ 

「三年とうげ」を読ん

であらすじを把握し、

自分のことばで感想

を表現することがで

きる 

（本時） 

「三年とうげ」を読ん

で、感想を伝える 

☆「三年とうげ」を読

んで感じたことを、表

記に気を付けながら

簡単な複文で自由

に書く

★日本語や母語を

使って、話のおもしろ

さに気付いたり、思

いや考えを整理しな

がら相手に伝えたり

する

♡在籍学級での学習

内容に見通しをもつ

在籍学級 

(4 時間) 

〇登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができる 

２ ＜補充学習＞ 

自分で選んだ民話

を読み、紹介する文

章を書くことがで

きる 

母国の民話を紹介

する文章を書く 

☆お気に入りの民

話を紹介する文章

を、表記に気を付け

ながら簡単な複文

で自由に書く

★日本語や母語を

使って、話のおもしろ

さに気付いたり、思

いや考えを整理しな

がら相手に伝えたり

する

♡在籍学級での学習

に意欲をもつ

在籍学級 

(１時間) 

＜入り込み指導＞ 

書いた文章を読み

合い、感想を交わす

ことができる 

書いた文章を紹介

したり、友達の発表

を聞いたりする 

☆原稿を見ながら

民話の紹介をした

り、交流の際に自然

な受け答えをした

りする

★情報を示しなが

らみんなの前で発

表をしたり、質問に

対して自分の意見

を述べたりする

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・概ね文節や単語で区切りなが

ら、ゆっくりとした速さで民話

を読んでいる。 

・民話を読んで感じたことや民

話を紹介する文章を、日常語彙

を幅広く使って、複文で自由に

書いている。 

・様々な読解ストラテジーを活

用して民話を読み、登場人物の

行動や気持ちなどについて、叙

述を基に捉えている。 

・日本語や母語を使って考えを

まとめながら、伝えたいことを

自分のことばで表現している。 

・母国の民話を紹介する過

程を通じて、自分のことばに

誇りをもったり、多文化多言

語環境にあることを肯定的

に捉えたりしている。 
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７．本時の指導(先行学習) 

ねらい：「三年とうげ」を読んであらすじを把握し、自分のことばで感想を表現することができる。 

準備物：世界の民話・昔話、３種類の教材（ルビつき教材・リライト教材・英訳教材） 

挿絵カード、ワークシート、ヒントカード、センテンスフレーム 

分 学習活動等 指導・支援のポイント 

導入 

5 分 

1.ウォーミングアップを行う 

・「〇〇さんのことばの強み」を確

認する（資料❶） 

・本時の学習の見通しをもつ

♡「話す」「聞く」「読む」「書く」の言語資源の状況をホ

ワイトボードで確認する

2.これまでに読んだり聞いたりし

た民話や昔話について話す 

♡いくつかの民話や昔話を提示し、世界には様々な文化

や考え方があることに親しみがもてるようにする 

展開 

(1) 

15 分 

3.「三年とうげ」の教材文を読む 

・ワークシートに今日のめあてを

書く 

 

・内容を読み取る

・挿絵を話の順に並べることで、

あらすじの確認をする 

・並べた挿絵を基に、再話をする

（資料❸） 

★「三年とうげ」について３種類の教材(ルビつき教

材、リライト教材、英語に翻訳した教材)を準備し、

児童が自分の言語資源を自由に活用できる選択肢を

提供する（資料❷）

★実践者は、リライト教材を読み上げる。児童には、

英訳と照らし合わせながら聞くように促す

★本文が理解できない箇所があったとしても、挿絵が

助けになるように配慮する

★日本語と英語の両方を使って再話してもよいこと

を伝える

〇話の展開やおもしろいところに気付いているかを

確認する

展開 

(2) 

20 分 

4．「三年とうげ」を読み、思った

ことや考えたことを伝える 

・ワークシートに感想や考えを

自由にメモする（資料❹）

Q「三年とうげ」はどんなところ

ですか。

Q「三年とうげ」のおもしろいと

ころはどこですか。

・メモを基に、感想や考えを日本

語でワークシートに書く(資料

❻)

・ワークシートに書いた内容を

声に出して読む

★多言語で思考を整理するためのワークシートを準備

する 

★考えがまとまらないときには、手立てとなる質問を投

げかける 

☆★書くことが難しい場合は、実践者が代わりにメモを

とる

☆ヒントカードやセンテンスフレームを示し、日本語で

表現することに自信がない場合は、積極的に活用する

ように助言する（資料❺）

☆★フィードバック用の付箋を提示することで、読み手

への意識や文章を整えようとする意欲を高める(資料

❼)

まとめ 

5 分 

5. 本時の学習を振り返る

・ワークシートに今日の振り返

りを書く

♡自分の言語資源を自由に使って課題に取り組めた

ことを称賛する。また、多文化多言語環境にあること

に誇りがもてるような声かけをする

「三年とうげ」を読んで、 

思ったことをつたえよう。 

228



実践記録集 No. 10 小学生 

本時のようす 

自分のことばで再話をする (資料❸) 自分のことばで内容を読み取る (資料❷) 

耳
で
日
本
語
を
聞
き
な
が
ら 

目
で
英
語
を
確
認
し
て
い
る
よ 

英語 

わたしのことば 
日本語 

つながって 

いるところは 

もっている 

すべてのことば 

ワークシートを使って、自分のことばで思いを整理(資料❹)

読
む
こ
と
は

英
語
の
方
が
得
意

ことばの状態を確認する(資料❶） 

￥￥￥￥)
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 ワークシートを基に日本語で感想を書く (資料❻)

読み手を意識して書く (資料❼) 

い
ろ
い
ろ
な
人
に
コ
メ
ン

ト
をも

ら
え
る
ん
だ
っ
て
！

家
族
や
先
生
か
ら
ほ
め
て
も
ら
え

て

（資料❺） 

❺

両方のことばで 

意味を比べてみた

よ 

ガイドがあったか

ら 

すらすら書けた！ 
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8.児童生徒の変容

対象児童は、自分の言語資源を生かして読解を

したことにより、つまずくことなく民話を理解す

ることができた。その結果、内容を細部まで読み

取り、いつも以上に自分の思いや考えをもつこと

もできた。これまで日本語だけで取り組んだ場合

には、「何を書いてよいのか分からない」という場

面がよく見られた。しかし本実践では、思いや考

えが豊富にあったからこそ、それらを整理しなが

ら表現する活動にもスムーズに取り組んでいた。

ワークシートからは、日常語彙を幅広く使って、

伝えたいことを自由に書き表している様子が見て

取れる(資料❻)。内容を理解できたことで伝えた

い気持ちが溢れるように湧き出し、それが結果と

して複文で思いを表すことへとつながっていた。

また、フィードバック用の付箋を提示したことで

(資料❼の左)、表記に気を付けて書いたり、読み手

を意識して文章を整えたりする姿も見られた。後日、家族や教師からコメントをもらった児童は、

多くの人たちから応援されていることを知り、自己肯定感を高めていた。児童はこれまで、学習の

中で母語を使用することには消極的だったが、言語資源を活用することが学びを促進することに気

づき、それを価値あるものとして捉え直しているようだった。 

 補充学習後の在籍学級での学習では、民話の紹介と併せて、母国のクイズを出したり母語で読み

聞かせをしたりした。生き生きとした表情で堂々と発表する姿は、自己表現できる喜びに満ち溢れ、

いつにも増して輝いていた。そんな児童の姿を目にしたクラスメイトの対象児童に対する意識も、

「日本語も英語もできる素敵な子」へと変化した。学級担任とは、本実践を始める前から、実践の

目的や実践を通じてつけたい力を共有していた。最終的に引き出したい児童の姿やクラスの雰囲気

を分かち合っていたからこそ、一つのゴールに向かって円滑に連携することができた。在籍学級で

の発表を通じて、対象児童は教師や友達に認められながら、自身の力を発揮することができたとい

える。 

 今後も児童には、本実践で得た自信をばねにして、自分の強みを生かしながら学習してほしい。

特に、言語資源の活用を当たり前のこととして捉え、支援がなくても自分の思いを積極的に発信し

ていくことを次の課題としたい。学級担任とは、児童が日本語でできることに限定するのではなく、

言語資源を生かして自己表現できる場を保障していく方向で共通理解を図った。これからも児童が、

自分のことばを大切にしながら、多文化多言語環境にあることを誇りに思って歩んでいくことを願

っている。 

在籍学級に掲示された発表の内容
 (資料❽) 
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実践者名 重枝 光子 （福岡県福岡市立内浜小学校） 

実践区分 小学校  取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導・算数） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

福岡市の日本語サポートのシステムは、2016（平成 28）年度にスタートし、

2023（令和５）年度は、１年間だけで 126人増加して 559人に達し、増加のス

ピードが加速している。現在、市内 10小学校に専任の日本語指導担当教員が 17

名配置され、自校や周辺校の多文化多言語の児童に日本語指導を行っている。本

校は、福岡市の西部の日本語指導を担っている。  

日本語指導を受ける児童は、週一回日本語指導教室に通級して、在籍学級から

一部の時間を取り出して、日本語担当教員の指導を受ける。ただし、週に一回の指

導だけでは十分でないと判断される児童の場合、有償ボランティアの日本語指導

員を在籍校に派遣して、取り出しの日本語指導（上限 96時間、日本語基礎と技能

別日本語の指導のみ）を受けることができる。さらに、ある程度の日本語初期指導

が進んだ段階の児童には、並行して、日本語担当教員が「日本語と教科の統合学

習」や「技能別日本語」の指導を行っている。在籍学級の授業との関係や連続性を

意識し、限られた指導時間の中で有効な支援や教材、手立てを工夫しながら、指導

に当たっている。 

本実践の 

ポイント 

多文化多言語の児童にとって、ある程度の生活言語を獲得した後でも、授業に

参加するためには教科学習につながることばの力の育成が必要である。学習言語

を十分獲得してない段階では、単純な思考や機械的な作業はできても、わかった

ことや考えたことを表現する学習活動が制限されてしまう算数科の単元の中でも

図形の学習は、視覚的な情報をもとに考える内容が多く、操作活動や作図なども

あって、多文化多言語の児童にも理解しやすい学習内容であり、在籍学級の授業

にも参加しやすい。そのため、日本語学習の早い段階でも、日本語と教科の統合学

習の指導を効果的に行うことができると考える。 

本実践では、視覚的な資料や体験的な活動をいかして、日本語と教科の内容を

結び付ける支援の工夫をし、在籍学級での算数学習につなげることに取り組んだ。 

＜バディ・コメント＞ 

算数の図形の授業で円、半径、直径等の概念を理解していくのに丁寧に足場架けを行い、

教室から飛び出して外で大地に円を描く活動など、児童の五感に訴える活動でした。児童の

思考を把握し、それにことばを乗せていく形で 2名の児童が楽しみながら図形の用語と概念

の理解を進めていることが確認できました。 
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1.単元名・活動名

3学年算数科 円と球「まるい形を考えよう」（東京書籍）

２.対象の児童生徒の実態

１）対象児童生徒数

学年：小学校 3年生 人数：２名 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す B児 

ステップ

3

書く Ａ児 Ｂ児 

読む Ａ児 Ｂ児 

聞く・話す A児 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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A児（国籍：アメリカ、日本語学習歴：13か月） 

身近な話題を主に単文で話すことができる。先生の簡単な指示を聞いて理解できるが複雑な内容は理

解できない。当該学年の教科書の読解には支援を要する。支援があれば、日常よく使われる語彙や既習

の定型の表現を使って、短い文で書くことができる。ひらがな、カタカナはだいたい習得している。学

習意欲は高く、学級の授業の中では、落ち着いて参加できているが、話し合ったり、発言したりする活

動はほとんどできていない。 

B児（国籍：日本/アメリカ、日本語学習歴：15か月） 

誤用はあるが、身近な話題を話したり、聞き取ったりできる。長い文章や教科書の本文の読解は難し

い。日常よく使われる語彙や既習の定型の表現を使って, 自分のしたことを短い文で書くことができる

が、文法的な誤用は多い。ひらがな、カタカナの特殊音の定着は、十分ではない。学習意欲は高いが、

自信をもって授業に参加できていない。 

３）本実践のなかで小集団の指導を編成した理由

対象児童は、日本語学習に熱心に取り組み、日常の学校生活での簡単なやり取りは理解できるように

なった。日本語固有のことばの力についてはほとんど同じレベルであるが、「話す・聞く」については、

B児の方が少し高い。二人とも学習意欲が高く、在籍学級の教科学習にも積極的に参加しており、教科

の内容を日本語で学習できるようになってきた。しかし、当該学年の教科書の読解や教科の学習には支

援を要するため、在籍学級の授業で話し合ったり、考えを発言したりするなどの複雑な学習活動には参

加できないことも多く、特に算数では、日本語の数理的表現が難しい。また、昨年度未習の学習内容や

母国とのカリキュラムの違いから定着していない既習内容もあって、自信をもって在籍学級での算数の

授業に参加できていない。学び合いの効果を狙って意図的に小グループを組み、在籍学級の学習進度に

先行して教科につながる学習をすることで、在籍学級の学習に自信をもって参加できることばの力を育

てたい。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

A

児 

聞
く
話
す 

4 

・ 視覚的な資料や体験的な活動を手がか

りにして、学習内容をだいたい聞き取

ることができる。

・ 支援を受けて、理解したことを単文や

簡単な複文で説明できる。

D 

・ 円や球の構成や性質について数理

的表 現の意味を理解することが

できる。

・ 学習内容について、理由を挙げな

がら話すことができる。

書
く

4 

・ 学習で分かったことや感想を書くこと

ができる。

・ 数理的用語やモデル文などの表現支援

を受けて、既習の表現や文型を使って

重文や簡単な複文で 2～3文を書くこ

とができる。

D 

・ 学習したことを振り返る話し合い

を通して、書き始めることができ

る。

・ 学習内容の結びつきを意識して今

日の学習でわかったことや感想を

まとめることができる。

・円や球を構成する要素や性質について数理的表現を理解し、コンパスを用いた作図ができる。

・円や球を構成する要素に着目し、構成の仕方や図形の性質について、数理的表現やモデル文を適切

に活用して説明することができる。
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B

児 

聞
く
・
話
す

5 

・ 視覚的な資料や体験的な活動を通し

て、学習内容を聞き取ることができ

る。

・ 支援を受けて、理解したことを簡単な

接続表現や重文を使って説明できる。

D 

・ 円や球の構成や性質について数理

的表現の意味を理解することがで

きる。

・ 学習内容について、事例や理由を

挙げながら話したり質問したりす

ることができる。

書
く

4 

・ 学習で分かったことや感想を書くこと

ができる。

・ 数理的用語やモデル文などの表現支援

を受けて、既習の表現や文型を使って

重文や簡単な複文で 2～3文を書くこ

とができる。

D 

・ 学習したことを振り返る話し合い

を通して、書き始めることができ

る。

・ 学習内容の結びつきを意識して今

日の学習でわかったことや感想を

まとめることができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

日本語力や学力、編入した学齢や母国とのカリキュラムの違いによる未習の状況など、児童の実態は

様々であるが、特に、積み上げの教科である算数科においては、児童の実態に応じた指導の課題が比較

的はっきりしていることが多い。対象児童である３年生女児２名は、学習意欲は高いが在籍学級の授業

に自信をもって参加できていないという実態から、学習内容のすべてを網羅して指導するのでなく、全

体を見通し、ポイントを精選して分かりやすい教材の開発をすること、学びのユニバーサルデザイン（Ｕ

ＤＬ）の考え方に基づいた理解支援や表現支援の工夫をすること、在籍学級の授業に積極的に参加でき

る意欲を持たせること、以上 3点を基本的なコンセプトとして、教科につながる授業づくりに取り組ん

だ。 

また、児童に応じた適切なスキャホールディングを選択するために、児童の日本語力だけでなく、教

科の習得状況や学習意欲などの実態を把握して、どの部分をどの程度支援するのかを準備しておく。学

級担任と連携して、学級の授業の様子や評価結果なども共有しておかなくてはならない。 

そこで、本実践では、在籍学級で指導する８時間の内容すべてを網羅して指導をするのではなく、本

単元の中でのポイントを精選し、在籍学級の学習進度に先行して３時間で取り出しの指導を行う。 

本単元は、円や球を構成する要素に着目して構成の仕方ついて考える力、処理しようとする態度など

などを育てることを主なねらいとしている。円や球については、１年生の「かたちあそび」で‘まるい

形’‘ボールのような形’として捉えてきている。２年生の「長方形と正方形」では、‘辺’‘面’‘直角’

など図形を構成する要素に着目したり弁別したりする学習をしてきた。しかし、約１年半前に日本の学

校に編入した対象児童にとっては、２年生の学習内容は学習言語を十分獲得してない時期の学習であり、

本単元に入る前に復習が必要となる。「まる、まんまる」など直感的なイメージの生活言語から、「一

つの点から長さが等しくなるようにかいたまるい形」などの数理的表現を理解する過程を大切にしたい。

そのために、視覚的な資料や体験的な活動を取り入れ、‘円’‘半径’‘直径’‘球’などの数理的用語

と意味を結び付けて理解を促したい。また、日本語で数理的表現を説明したり、学習でわかったことを

児童同士で話し合ったり、書いたりすることで学習のまとめをし、在籍学級の授業に積極的に参加して

日本語で学習できることばの力を育てていく。 
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５．評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

円や球の構成の要素や性質につ

いて、数理的表現や用語などを日

本語で説明したり書いたりする

ことができる。 

視覚的な資料や体験的な活動を

通して、円や球を構成する要素や

性質、コンパスを用いた作図のし

かたがわかる。 

日本語教室での学習を通し

て身の回りの円や球に関心を

持ち、在籍学級の授業に積極的

に参加しようとしている。 

６．指導計画（全 3 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１ 前学年までの

復習をする。 

・ ２年生「三角形と四角

形」

・ 数理的用語：「直線」

「道のり」「きょり」

「三角形」「四角形」

「長方形」「正方形」

など

☆三角形や四角形の構成

や性質について、数理的

表現がわかる。

☆数理的用語やモデル文

などの表現支援をうけな

がら、本時の振り返りを

書くことができる。

★〇三角形や四角形の

構成や性質について数

理的表現の意味を理解す

ることができる。

２ 円を構成する

要素や性質に

ついて理解し、

コンパスを用

いた作図がで

きるようにな

る。

円をしらべよう（本時） 

・ 中心からの長さに着

目して、まるい形につ

いて考える。

・ 円の構成や性質つい

て考える。

・ コンパスで円をかく。 

☆円の構成や性質につい

て、数理的表現がわかる。 

☆数理的用語やモデル文

などの表現支援をうけな

がら、学習したことを説

明したり、本時の振り返

りを書いたりすることが

できる。

★〇円の構成や性質に

ついて数理的表現の意味

を理解することができ

る。 

★学習内容の結びつきを

意識して話したり、今日

の学習でわかったことや

感想をまとめたりするこ

とができる。 

３ 球の特徴につ

いて理解する。 

・ 単元の学習

を振り返り、

学習内容の

定着を確か

める。

球をしらべよう 

・ 球の特徴について考

える。

・ 練習問題に取り組み、

学習内容の習熟・定着

を確かめる。

☆球の構成や性質につい

て、数理的表現がわかる。 

☆支援を受けて、学習し

た用語や既習の文型を用

いて説明できる。

★〇球の構成や性質に

ついて数理的表現の意味

を理解することができ

る。 

★〇学習内容との結び

つきを意識しながら、問

題文の意味や大事な情

報は何かを考えながら、

練習問題に取り組むこ

とができる。
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７．本時の指導 

ねらい（目標） 

円を構成する要素や性質について理解し、コンパスを用いた作図ができるようになる。 

2）展開

分 学習活動等 
指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科 ♡エンパワーメント

3 1.身の回りにある様々な形を提示

し、丸い形に目を向ける。 

☆算数では、『さんかく』ではなく「三角形」であ

ることを想起させ、同様に、『まる』ではなく、「円」

ということを捉えさせる。

15 2.まるい形について考える。 

・中心からの長さに着目してまる

い形について考える。

〇♡運動会のダンスの大きな円や 玉入れゲームの場面を

想起させる。（動画、写真） 

★♡地面に大きな円をかく活動（資料①）、簡易コンパス

で簡単な円をかく活動を通して、中心から円周までの

長さがどこでも等しくなっていることに気づかせる。

10 3.数理的用語を知り、円の構成や

性質について理解する。 

・「中心」「半径」「直径」の数理的

用語の意味や 直径と半径の関係を

理解する。 

〇図を示しながら、円の真ん中の点を「中心」、中心から

円周までひいた直線を「半径」、中心を通る直線を「直

径」ということを視覚的に捉えさせる。 

☆「中」「心」「半」「直」の漢字の持つ意味やイメージ、

類似の語などについて、知っていることを話し合わせ、

数理的用語の意味理解を強める。

☆算数のことばやモデル文などを板書の定位置に示す。

10 4.コンパスを使って円をかく 

・コンパスを使った円の書き方を

知る。

・数理的用語を使って、円のかき

方の説明を考える。

・コンパスで半径 4㎝の円をかく。

※発展；円を使った模様をかく。

〇地面に大きな円を描いた活動や簡易コンパスで円をか

いた活動と比較させながら、コンパスの作図のしかた

について考えさせる。 

★コンパスで円をかく演示を見て、きれいな丸い形がか

ける理由を考えさせる。

☆デジタルコンテンツを見ながら、「半径」「中心」を使

ってコンパスの使い方や説明の仕方を考えさせる。

〇作図に支援をする。 

7 5.今日の学習のまとめをする 

・学習で分かったことを話し合っ

たり、ワークシートに書いたり

して、本時の学習をまとめる。

★わかったことや感想を話し合わせる。

✩「～を…といいます」「…になります」「～がわかりま

した」のモデル文や板書を参考にしながら、数理的用

語を使って「今日の学習で」を書かせる。（資料①）

めあて 円 を  し  ら  べ  よ  う 

資料①地面に大円を描く活動 資料② 児童のまとめの記録 
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8.児童の変容

（1）本単元の評価

（2）変容（成果と課題）

本実践の対象児童は、在籍学級では、友達のすることを確かめてから行動したり、教えてくれるのを

待ったりしていることが多かったが、本実践では自分から発言したり活動したりして積極的に学習して

いた。体験的な活動や操作活動を取り入れながら、それらを学習に結び付けて考える場面を多く作った

ことで、児童は自分の知っていることや体験を話したり、わからないことを質問したり話し合ったりし

ていた。特に B児は、わかったことや考えたことを事例や理由を挙げて発言するなど、積極的に授業に

参加する姿が見られた。日本語の語彙量や話す力の異なる児童二人が、お互いの考えや表現の仕方を補

い合って学習を進めていたのは、複数指導のよさであると感じた。 

本実践後、対象児童は在籍学級の学習にも自信をもって向かっていた。在籍学級での学習後の本単元

の理解度について、単元末テストでは、A児 95 点、B 児 90点で、1 学期の評価と比べても知識・技

能、思考・判断、表現すべてが全般的に上がったことからも、両者とも学習内容は十分理解できたと判

断できる。B児について図形領域に絞って考察してみると、１学期は、知識・技能 60％、思考・判断・

表現 60％であったのが、知識・技能 100％、思考・判断・表現 8０％と伸びていることがわかる。特

に、半径が 2㎝の８つの球の入った箱の縦横の長さを求める文章題では、数理的な内容と文章題の日本

語の文意を理解して正答することができており、単純な思考や機械的な内容だけでなく、数学的思考を

伴う内容も理解できていた。 

１学期：図形領域の評価 ２学期 10月：「円と球」 

B

児 
60点 

知識・技能   60％ 

思考・判断・表現 60％  △文章題 

⇒ 
90点 

知識・技能   100％ 

思考・判断・表現 80％ ◎文章題 

日本語学習中の児童でも、すべてのことばの力を使ってできる最大限の思考を促すような支援があれ

ば、学習内容を理解が促進し、在籍学級での学習にも積極的に参加できることが本実践から確かめられ

たので、図形領域以外のそのほかの領域や他教科にも広げて取り組んでいきたい。 

今後もさらに自分らしさを発揮しながら学習や学校生活に向かっていけることを期待している。 

日
本
語
固
有
の
こ
と
ば
の
力

・ 「中心」「半径」「直径」などの数理的用語については、A 児より獲得語彙数の多いＢ児との

話し合いによって、類似した漢字を使った語を話し合うことで、用語のイメージを捉えるこ

とができ、意味理解が深まった。

・ 動詞の名詞化などの文法的な誤用はあったが、板書を参考に文型やモデル文を活用して、数

理的用語を使ってわかったことや感想を簡単な複文で３文書くことができた。

包
括
的
な
こ
と
ば
の
力

・ 視覚的な資料や体験的な活動を通して、すべてのことばを使った思考を促しながら、学習内

容や数理的表現の意味を理解することができた。

・ 学習内容と自分の体験や知っていることを結びつけながら発言するなどして、積極的に学習

に参加した。

・ わかったことや感想を、事例や理由を挙げながら話したり質問したりすることができた。
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実践者 岡田 美貴 （福岡県福岡市立照葉小学校） 

実践区分 小学校  取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる指導：国語） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は、福岡市東区の人工島「アイランドシティ」に 2007（平成 19）年度に

開校した公立小学校である。中国籍を中心として多言語多文化児童が多数在籍し

ており、2020（令和 2）年度より日本語指導担当教員が配置されている。児童数

の増加により、2019（平成 31）年度に照葉北小学校が分離開校し、さらに 2024

（令和 6）年度には照葉北小学校より照葉はばたき小学校が分離開校したが、日本

語指導をはじめ、様々な教育活動が３校連携の体制で行われている。 

３校とも日本語指導を必要とする児童が 10名程度だが、日本生まれまたは、幼

少期に来日し自然習得をしている児童も多い。日本語が話せる保護者も多く、母語

や母文化は保持されているものの、とりたてて出身国や地域の文化を紹介したり

する機会が多いとは言えない。 

福岡市の日本語指導体制としては、来日直後から日本語指導担当教員だけでな

く、有償ボランティアの日本語指導員による日本語基礎の指導も保障されている。

また、日本語担当が配置されていない学校においても、近隣の担当校教員が指導に

当たり、教科との統合指導を行って、在籍学級である程度学習に参加できるように

なる指導体制を組んでいる。 

本実践の 

ポイント 

 本実践は、大豆の加工食品に関する説明文を読み、自分が調べた食べ物について

説明文にまとめ紹介する学習である。参考図書から情報を得て、段落構成などに留

意して説明文を書くことが大きなねらいではあるが、自分の家族から出身地域の

食べ物についての話を聞き、それについて説明文を書いて紹介する活動は、自分の

ルーツを意識したり、母文化への誇りを感じたりすることにつながると考えられ

る。 

 また、各出身地、各家庭で取り上げた食材や料理はちがっていたが、東アジアの

大豆を食材とする食文化の共通性にも触れることを期待している。 

＜バディ・コメント＞ 

食材をテーマに母国の料理と比較することで保護者や原学級の児童も巻き込んだ、丁寧であ

りかつ児童（2 名）の自己肯定感を上げるような授業実践をされていました。児童それぞれ

の思考を把握したうえでそれをことばと結びつけることができており、またその成果を児童

を取り巻くコミュニティに広げていった点にのびやかさ、豊かさを感じました。 
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１．単元名・活動名 

第３学年国語科「すがたをかえる大豆・食べ物のひみつ教えます」（光村図書） 

２．対象児童の実態 

１）対象児童生徒

学年：小学校３年生  

人数：２人（在籍校は別） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む A児

聞く・話す A児

ステップ

4

書く A児

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く B児 

読む B児 

聞く・話す B児 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

A 児 B児 

ルーツのある国・地域 台湾 香港 

日本語学習歴 １年 １年半 
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3．ねらい（目標） 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本題材は、小学校学習指導要領国語科編第３学年及び第４学年の内容 C 読むこと（１）イ「目的に応じて、中

心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文章を読むこと」、ならびに B 書くこと

（１）イ「文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確になるように、段落相互の関係などに注意し

て文章を構成すること」、ウ「書こうとすることの中心を明確にし、目的や必要に応じて理由や事例を挙げること」

に基づいて設定している。 

対象児童は、学校では日本語を用いて生活や学習に取り組んでいるが、家庭内言語は母語が中心であり、家

庭での食生活も出身国の影響が大きい。したがって、日本の食生活をもとにした本題材の内容理解や食べ物の

紹介文を書く活動には、かなりの支援を要すると思われる。 

そこで、本単元の 12時間のうちの 3時間を取り出し授業として行い、在籍学級での学習と並行して本実践に

取り組む。取り出しの第 1時は、本単元の導入として、大豆等の実物を触らせたり、デジタル教科書で大豆クイズ

を出題したり、豆腐やみそなどの製造工程を動画で見せたりして、大豆の加工品に興味を持たせ、内容を理解す

る支援を行う。その後、在籍学級で本文の内容を詳しく読み取り、筆者の説明の工夫について考える学習を５時

間行う。 

取り出しの第２時は、在籍学級で行った「本文を詳しく読みながら筆者の説明の工夫を考える」という 5 時間

の学習を踏まえて、参考図書から情報を取り出して、大豆以外の食品の変身について説明文を書く。 

取り出しの第３時は、在籍学級で出身国の大豆料理を発表するための書く活動を行う。そこでは、保護者から

の聞き取りによって、ふるさとの大豆料理を紹介する説明文を書く活動に取り組ませたい。事前に保護者に出身

地の大豆料理について聞き取りを行い、家庭で児童に話をしていただくよう依頼しておいた。また、料理について

インターネットで調べたり、簡単なレシピを書いてもらったりした。これらの資料をもとに、教科書本文にある例文

大豆からできた食べ物であることを理解しながら、保護者からの聞き取りや図書資料などをも

とにしてふるさとの料理の説明文を書くことができる。 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 

児 
書く ５ 

・食べ物や調理に関する中学年レベ

ルの語彙や既習漢字、話し言葉で用い

られる接続表現などを用いて、簡単な

複文を含んだ文章が書ける。 

・読み直して誤用に気づき、訂正する

ことができる。 

D 

・書く前に資料やワークシートを活用しな

がらメモをつくり、在籍学級の友達に伝わ

るように文章の構成を考えることができる。 

・保護者からの聞き取りや図書資料などか

ら得たふるさとの大豆料理について、段落

の順序や段落間のつながりを意識しなが

ら、説明文を書くことができる。 

B

児 書く ４ 

・実践者との対話を通して口頭表現

を行った後、食べ物や調理について知

っている語彙を用いながら、簡単な複

文を含む文章を書くことができる。 

・読み直して指摘された誤用を訂正

することができる。 

C 

・実践者との対話を通して、メモをもとに

在籍学級の友達に伝わるように構成を考える

ことができる。 

・保護者からの資料から情報を得たふるさ

との大豆料理について、教科書の文例を参

照しながら説明文を書くことができる。 
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を活用しながら、簡単な複文を含んだ文章が書けるようになり、事柄の順序を意識して事例を挙げた説明文が

書けるようになることをねらっている。また、自分のふるさとの食文化に目を向ける機会となるよう取り組ませたい。 

さらに、本実践を踏まえて、対象児童が説明文を在籍学級で紹介することで、出身国の食文化について考えさ

せる機会としたい。 

５．単元の評価規準 

６．指導計画 在籍学級では全 12時間 

時 ねらい 学習活動等 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

1 単元のめあてと

概略を理解しよ

う。 

・大豆クイズをして、大豆を使った食

品に興味をもち、単元のめあてをつ

かむ。 

・本文を読んで、大豆からできた食べ

物について概略を読み取る。 

☆本文に出てくる用語や漢

字を理解することができる。 

〇大豆からできた食べ物につ

いて概略を読み取ることがで

きる。 

★大豆を使った食品の作り

方について理解できる。 

2 参考図書から情

報を取り出し、大

豆以外の食品の

変身について説

明文を書こう。 

・参考図書から必要な情報を選び、

付箋にメモをして順番を考え、説明文

を書く。 

☆教科書本文にある文型

（「～と・・・になります。」を

用いながら、説明文を書く

ことができる。 

★〇付箋を使って、文章の構

成を考えることができる。 

3 ふるさとの大豆

料理について説

明文を書こう。 

【本時】 

保護者からの資料をもとに、ふるさと

の大豆料理について整理し、構成を

考え、説明文を書く。 

☆在籍学級の友達に伝わ

る日本語で説明文を書くこ

とができる。 

♡ふるさとの食文化に

関心を持つことができる。 

★〇段落の順序や段落間の

つながりを意識しながら、在

籍学級の友達に伝わる説明

文を書くことができる。 

♡在籍学級での発表を楽しみ

にしている。 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

教科書本文にある文型（「～と・・・

になります」など）を活用しなが

ら、食べ物についての説明文を書

くことができる。 

参考図書や保護者からの資料な

どから必要な情報を取り出し、段

落の順序を考えて説明文を書く

ことができる。 

・ふるさとの食文化に関心を持つ

ことができる。 

・進んで説明文の記述に取り組ん

でいる。 
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７．本時の指導 

ねらい（目標） ふるさとの大豆料理について説明文を書こう。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

△エンパワーメント

５

分 

１．本時のめあてをつかむ。 

（１）聞き取りメモを見返す。

（２）本時のめあてをつかむ。

めあて ふるさとの大豆料理につい

て説明文を書こう。 

〇相手意識・目的意識をもたせる。 

★日本の食べ物と比べる視点を提示する。

「日本の～と にています。」 

「日本の～のようです。」 

★詳しく紹介する視点を提示する。

「どんなときに食べるのか」 

15

分 

２．情報を整理する。 

（１）付箋に紹介する食べ物のキーワ

ードを書き出す。

（２）付箋を並び替えて構成を考える。 

★保護者からの資料（資料①～②）をもとにキーワード（料

理名・作り方など）をメモさせる。 

♡出身国の食文化に関心を持つことができる。

★付箋を並び替えながら構成を考えさせる。

★〇事例の挙げ方について、理由を説明させ板書する。

20

分 

３．説明文を書く。 

（１）メモを見ながら口頭で表現する。 

（２）説明文を書く。

（３）読み直す。

☆「～と・・・になります」の表現を用いて、説明ができ

るように、必要に応じて、サンプル文を参照させる。

★項目ごとに段落を作り、順序を表す言葉を使いながら説

明文が書けるように、掲示物を参照させる。 

☆読み直して、まちがいを訂正できるように、必要に応じ

て示唆する。 

５

分 

４．本時学習をふりかえる。 ★説明文を書く方法について口頭でまとめることができ

るように、板書を見て振り返らせる。 

【本時の板書】 

【活動の様子】 

【写真①】保護者からの聞き取り

をもとにした資料からの情報を取

り出し、作文を書いている様子。 
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８．児童生徒の変容 

 本実践では、説明文を書く活動を２回設定した。そこで、２回の説明文を比較することによって、児

童の変容をみていく。また、互いの説明文を読んでの感想によって、食文化への気づきを見とることと

した。 

 まず、取り出しの第２時では、参考図書（『牛乳のへんしん』）から、紹介したい事例を３つ選ぶ活動

を行い、付箋にメモした。そのときは、A児、B児とも自分のよく知っているもの、好きなものを選ん

でいた。段落構成も、A児は、みんなによく食べられている順番に書いたと述べている。また、内容も

図書に書いてあることをそのまま使って表現していた。 

 取り出しの第３時では、保護者からの資料（資料①～②）をもとに、出身地の料理を紹介する作

文を書く活動を行ったが、友達や先生に紹介するという相手意識から、「より詳しく書こう」という

意識が出てきたように思われる。 

【資料①】A児の保護者からの 

聞き取りをもとにした資料 

【資料②】B児の保護者がかい

た香港の大豆料理レシピ 

【資料③】A児の「牛乳のへんしん」の

説明文 

【資料④】B児の「牛乳のへんしん」の

説明文 
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例えば、A児は、豆腐干という麺の説明をするのに、「ラーメンよりちょっとかたい」と読む人が

イメージしやすいように、説明を加えている。また、「豆ジャン」という料理の説明では、「日本の

豆乳より少し甘い」「台湾では、朝ごはんのときよく飲まれている」とより詳しい情報を書き加えて

いる。B 児の場合も、その料理がいつ食べられるのかを母親に尋ねたり、「豆花は豆腐に似ていま

す」などの説明を加えたりしていた。 

 また、A児は、カードを使った下書きを見直して、何か所か自分で訂正をすることができていた。

例えば、「飲み物」の名前を付け加えて「豆ジャンというのみもの」としたり、「飲みます」「食べま

す」を、受身形を使って「飲まれています」「食べられています」と変えたりすることである。 

【資料⑥】B児の「香港の大豆料

理」の説明文 

【資料⑤】A児の「台湾の大豆食品」の説明文 
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さらに、B児は、A児の作文を読んだ後、「台湾にも豆花があるとは思わなかった」と感想を述べてお

り、食文化の広がりに目を向けることができたのではないかと思われる。 

 最後に、各在籍学級で、作文の発表を行った。資料⑥、⑦は、それを聞いた在籍学級児童からの感想

である。 

いずれも、話を聞いて新しい発見があった

ことを述べているだけでなく、A児の発表

の態度を評価したり、B児の日本語学習へ

の取り組みに目を向けたりもしている。A

児の学級では、他の児童からも、「私たち

も、説明文を書いて発表したい。」という

意見が出されたという担任からの話を聞

くことができた。 

本実践では、自分のふるさとの大豆や豆

腐を使った料理や食品を題材として説明

文を書くという取り組みを行ったが、それ

によって児童の日本語力がどのように変容したかを最後に検証したい。A児については、資料から必要

な表現を抜き出し、教科書本文にある文型等を活用しながら、自分のことばで文章を書いていくことが

できていた。また、例の挙げ方についても在籍学級の友達に伝えるための工夫しながら構成を考えるこ

とができていた。したがって、概ね目標である、「日本語固有の力５」「包括的なことばの力 D」に到達

したと評価した。B児に関しては、順序を表す言葉を使ったり、参考文と対比しながら書き進めたりで

きていたので、「包括的なことばの力 C」は概ね達成できたと考える。しかし、まだ文末の動詞語彙の少

なさや複文の少なさなどから、「日本語固有の力」は、４とは言えないのではないかと評価した。そのた

め、今後は対話と文章を結びつける指導を繰り返して行い、作文能力を高めていきたいと考える。 

 本実践では説明文を書く活動を通じて、それぞれの児童が家庭で保護者とふるさとの料理や食品につ

いて話す機会も創出した。それによって、児童自身が自らのルーツを意識するきっかけが作れただけで

なく、取り出し授業でも在籍学級でも異文化理解の場をももつことができた。今後もこのような多文化

多言語の児童の強みを生かした授業に取り組んでいきたい。 

【資料⑦】A児の「台湾の大豆

食品」の下書き 

【資料⑧】A児への感想 【資料⑨】B児への感想 
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実践者名 坂本 裕美 （群馬県太田市立九合小学校） 

実践区分 小学校  取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導：算数） 

実践地域 

および場所

等の特長 

群馬県の東方に位置する太田市。九合小学校は、その市街地にある。 

太田市は、来日したばかりの児童生徒に対して、日本語の初期指導を行う初期指

導教室プレクラス「ひまわり教室」を開設している。また、教員免許状を有するバ

イリンガル教員と日本語指導員を配置しており、国際教室担当加配教員を配置し

た 16 校に、多文化多言語の児童生徒教育を対象とした、国際教室を開設してい

る。 

本校もそのうちの１つで、全校児童 472 名のうち、対象児童は 70 名である。

国籍は、ブラジル、フィリピン、ベトナム、バングラデシュ、ペルー、ボリビア、

ネパール、中国、スリランカ、インド、ケニア、ウイグル自治区、ジンバブエ、そ

して日本と多岐にわたる。対象児童は、各学年に 10～15 名程おり、在日期間や

家庭環境等の違いで、日本語習得状況や学力に個人差がある。 

 各々の児童実態に応じて、サバイバル日本語から初期の日本語指導を実施する

場合、国語や算数を中心に国際教室で重点的に学習する「取り出し指導」や、在籍

学級で国語、算数のＴＴ指導による個別指導を受ける「入り込み指導」、さらに、

両方の指導を受ける場合と、工夫して臨んでいる。 

 多文化多言語の児童の中には、日本国籍で日本語指導支援の必要な児童が増え

ている。一人親家庭も多く、経済的に、また児童を取り巻く環境的に、課題を抱え

る家庭が多くなっている現状にある。 

本実践の 

ポイント 

約 7 か月前の来日後から初めて日本語を始めたという本実践対象児童Ａである

が、算数は学年相当の学習からスタートした。当初は「算数はできる」と自信を持

っていたＡであったが、文章題が解けないことが積み重なると「計算はできる」と

言い出し、徐々に算数の学習への意欲までも下がっていくようになってしまった。

そこで、本実践では包括的なことばの力を活用してしっかりと算数の内容を理解

しながら、算数の用語を用いながら日本語固有の力を高めることを試みた。 

本実践者である私は、ポルトガル語を母語にするバイリンガル教員である。日本

語と母語の使い分け、どのタイミング・頻度でポルトガル語を活用するかという課

題を抱えていた。母語に頼りすぎ、児童の学びの妨げにならないよう心掛けてきた

が、自分のポリシーがどこまで正しいのか答えがなかった。本実践では日本語と母

語の使い分けを可視化することで、他のバイリンガル教員の指導での迷いにも貢

献できる実践ともなった。 
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＜バディからのメッセージ＞ 

本実践を通じて、「バイリンガル教員」の持つ大きな可能性を実感しました。坂本先生が校

内にいることで、ブラジルからの転入生が安心して日本の学校生活をスタートできる環境が

整っていると感じます。日本の学校生活に慣れていない A さんが、坂本先生のサポートのも

と、安心して学習に取り組む姿が印象的でした。 

バイリンガル教員の魅力は、日本の教科学習に精通しながら、母語を使った支援もできる点

にあります。坂本先生は授業の中で日本語とポルトガル語を絶妙に使い分け、A さんの理解

を深めるだけでなく、日本語力と母語の力を同時に高める工夫をしていました。この柔軟な

指導こそが、バイリンガル教員の強みであり、子どもたちにとっての大きな支えになってい

ます。バイリンガル教員がいることで、多文化多言語な子どもたちの学びが前進し、日本の

教育現場に新しい力を与えていると感じます。 
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1．単元名・活動名

算数「２桁でわるわり算」（東京書籍） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

小学校４年生 １人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力

ステージ

ステップ

A【イマココ】

期 

B【イマココ

から順序】期 
C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期 

F【評価・

発展】期 

8 

書く 

読む 

聞く・話す 

7 

書く 

読む 

聞く・話す 

6 

書く 

 年齢枠の 

目安 
読む 

聞く・話す 

5 

書く 

読む 

聞く・話す 

4 

書く 

読む 

聞く・話す 目標 

3 

書く 

読む 

聞く・話す 

2 

書く 

読む 

聞く・話す 現在 

1 

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 
聞く・

話す 
３ 

・聞いた内容を確認するためにおう

む返しすることができる。 

・わり算の計算のしかたについて質

問されたことを単語・短文で答える

ことができる。 

・よく耳にする語や既習用語などを

使いながら、わり算の計算のしかた

を説明することができる。 

D 

・商の見当、計算の仕方、わり算の

性質について理解することができ

る。 

・理解した内容を順序にそって

説明することができる。 

・計算の仕方が今までの学習と同

じか、違うかに気づき、発表するこ

とができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

ブラジル出身の児童Ａは、2024 年 2 月に来日した。初期指導をプレクラスひまわりで学習した

後の 2024 年４月から本校に通い始めたという、日本語学習歴が 7 か月弱という児童である。そ

のため、算数の時間では、ブラジルでの学習を踏まえて計算はできるものの、文章題の日本語がわ

からないことを理由に算数の文章題を嫌い、最近では内容理解からも逃げてしまうようになってし

まった。それによって、自信をも失ってきた姿が見られるようになってきた。 

そこで、本実践では得意な算数の教科指導を行いながら、日本語の力を育てていきたい。次期（3

学期）からは入り込み指導を受けながら在籍学級で学習できるよう、今学期（２学期）では算数用

語や問題の読み取り方、答え方を学ぶ準備期間として、国際教室での算数の取り出し指導を設定し

た。計算だけなく、算数の内容が理解できるように、内容理解では母語（包括的なことばの力）を

活用しながら、算数の学習で必要な日本語の用語と共に日本語固有の力を伸ばすことをめざす。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・算数の学習ででてくる高頻

度の語彙や表現が聞き取れ 

る。 

・断片的に算数で使う日本語

を理解し、話そうとする。 

・ごく簡単な質問に答えられ

る。（例：１小さくする・１大

きくする） 

・文章題の答えの書き方を理

解し、答えられる。 

・わり算のひっ算方法を日本

式で理解できる。 

・わり算を使って、問題を解く

ことができる。 

・検算の式をつかって計算し

た結果の正否を確かめること 

ができ、説明できる。 

・商のたつ位が決まる理由が

分かる。 

・本単元の算数用語にふれる

ことによって、学級で出される

プリントや宿題に興味を持ち、

計算以外の問題にも自ら取り

組む。 

・３学期からの在籍学級での

算数の学習を前向きに考える

ことができる。 

２桁でわるわり算を確実に理解したうえで、その方法等について算数用語を用いながら説明する

ことができる。 
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６．指導計画（全 14 時間） 

時 ねらい 

学習活動等 

（P は教科書ページを示す） 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

１ 何十でわる計算の仕方 

（P94～96） 

10 のまとまりを用いて、何十でわ

る計算の仕方を理解し、説明する

ことができる。 

☆60÷20＝３

「60 わる 30 は２」

「６わる３は２」

90÷20＝４．．．10 

「90わる 20は４あまり

10」を日本語で表現でき

る 

★60÷20＝３

6÷２＝３

視覚化したものを理解し、

それを母語で説明する。

○10 のまとまりを基に考

え、80÷40、80÷30 の計

算ができる。

２ ２桁÷２桁の筆算（仮商修正なし、

余りなし）の仕方 

（P97・98） 

2 位数÷2 位数（仮商修正なし）の

筆算の仕方を理解し、その計算が

できる。 

☆84÷21 の筆算の仕方

に必要な用語

・たてる

・かける

・ひく

の手順を確認し、表現で

きる。

★84÷21 を

80÷20

商の見当をつける方法を

理解し、説明することがで

きる。 

○商の見当をつけ、たて

る、かける、ひくを用いて、

筆算ができる。

３ ２桁÷2 桁の筆算（仮商修正な

し、余りあり）の仕方 （P99） 

わる数 X 商+あまり＝割られる数

の関係と検算の仕方（P99） 

2 位数÷2 位数（仮商修正なし、

余りあり）の筆算の仕方を理解

し、その計算ができる。 

☆8４÷21＝４

わられる数÷わる数＝商

☆わる数 X 商+あまり＝

わられる数、を日本語で

いうことができる。

★84÷21＝4

87÷21＝４．．．3

筆算の仕方は同じだが、

余りがあることに気づ

く。 

○98÷31 の計算がで

き、検算でわり算の答え

を確認することができ

る。

４ 仮商の検討の付け方、仮商が大き

すぎた場合の修正の仕方（P100） 

2 位数÷2 位数の筆算で、過大商を

たてたときの仮商修正の仕方を理

解し、その計算ができる。 

☆ひけない

  ↓ 

大きすぎた 

  ↓ 

１小さくする 

母語で理解できた修正の

仕方を日本語で表現でき

る。 

★86÷23＝４と

見当した数が大きすぎた

ことに気づき、修正の仕方

を理解する。

○63÷32 の筆算で仮の商

が大きすぎたとき、商を小

さくして計算ができる。

５ 仮商が小さすぎた場合の修正の仕

方（P101） 

2 位数÷2 位数の筆算で、過小商を

たてた時の仮商修正の仕方を理解

し、その計算ができる。 

☆まだひける

↓ 

小さすぎた 

↓ 

１大きくする 

母語で理解できた修正の

仕方を日本語で表現でき

る。 

★78÷19

78 は 80 19 は 20

と考えることに気づく。

仮の商が小さすぎたとき

の修正の仕方を理解する。

○★61÷18 の筆算で、仮

の商が小さすぎたとき、商

を大きくして計算ができ

る。
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６ 除数の 1 の位が４～７（除数を大

きくして見当を付けるか、小さく

して見当するか）（P102） 

除数に着目して、2 位数÷2 位数の

筆算で、除数の切り捨てや切り上

げを選んで仮商をたてて計算する

ことができる。 

☆文章題を読み、答えを

書くことができる。

96÷36＝２あまり 24

かざりはいくつできて、

ビーズはなんこあまりま

すか。 

答え かざりは２つでき

て、２４こあまります。 

〇★87÷25 のやり方につ

いて、見当の付け方を判断

して、計算ができる。 

★文章題の答えの書き方

を理解できる。

７ ３桁÷２桁＝１桁の場合の筆算の

仕方 (P103) 

3 位数÷2 位数＝1 位数の筆算の

仮商のたて方を 2 位数÷2 位数の

筆算の仕方を基に考え、説明する

ことができる。 

☆文章題を読み、答えを

書くことができる。

何人に分けられて、何ま

いあまりますか。 

140÷16＝８あまり 12 

8 人に分けられて、12 ま

いあまります。 

★153÷２４

3桁のわり算の筆算の仕方

は変わらないことに気づ

く。

○284÷43＝６あまり 26

3 桁÷2 桁＝1 桁の筆算が

できる。

★文章題の答えの書き方

を理解できる。

８ ３桁÷２桁＝２桁の場合の筆算の

仕方 (P104～105) 

3 位数÷2 位数＝2 位数の筆算の

仕方を理解し、その計算ができる。 

☆345÷21 の筆算をす

るとき

・たてる→かける→ひく

→おろすの手順を日本語

で表現できる。

★345÷21

これまで学習したわり算

と違うところに気づく。

商をたてる位を決める。

○546÷21＝26

3 桁÷2 桁＝2 桁の筆算が

できる。

９ 3 桁÷2 桁＝2 桁の筆算の計算 

(P105) 

2 位数÷1 位数＝2 位数の筆算の

仕方を用いて、3 位数÷2 位数＝2

位数の筆算ができる。 

☆文章題を読み、答えを

書くことができる。

何はこできて、何こあま

りますか。 

520÷16＝32 あまり 8 

答え 32 はこできて、8

こあまります。 

★文章題の内容を理解す

ることができる。

○926÷43＝21 あまり

23

3 桁÷2 桁＝2 桁の筆算が

でき、文章題を読み取り、

問題に取り組むことがで

きる。

★文章題の答えの書き方

を理解できる。

10 商の一の位の０がたつ筆算の仕方 

３桁÷３桁＝１桁の筆算の仕方 

(P106) 

商に０がたつ場合（商が何十）の簡

便な筆算の仕方や、除数が 3 桁の

場合の筆算の仕方を、既習の除法

の筆算の仕方を基に考え、説明す

ることができる。 

☆下記の用語を活用しな

がら、計算を進めること

ができる。

ひけない→ 大きすぎた

→１小さくする

まだひける→小さすぎた

→１大きくする

・たてる→かける→ひく

→おろす

★商の一の位が空位の場

合 0 がたつということが

理解できる。

★3 桁÷3 桁＝1 桁の筆算

の仕方は同じであること

に気づくことができる。

○654÷32＝20 あまり

14

の一の位に０がたてられ

る。

・460÷115＝４

3 桁÷3 桁＝1 桁の筆算が

できる。
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11 除法の性質の理解 

(P107) 

除法の性質について理解する。 

☆ 4÷１＝４

８÷２＝４

24÷６＝４

240÷60＝４

「商が等しい」「等しい」

を使うことができる。 

算数用語で頻繁にでてく

るため、ふれる。 

★「わられる数とわる数に

同じ数をかけても、商は変

わらない。」「わられる数と

わる数を同じ数で割って

も、商は変わらない。」わり

算の性質が理解できる。 

○わり算の性質を使って、

工夫して計算ができる。

12 除法の工夫 

(P108) 

末尾に０のある数の除法の簡便な

筆算の仕方を既習の除法の計算の

仕方を基に考え、説明することが

できる。 

☆数字を日本語で読み上

げることができる。

2400÷500＝48

240÷５＝48 

★０を同じ数ずつ消して

から計算することは、わり

算の性質を使っているこ

とが理解できる。

★０を消したわり算のあ

まりを求める時は、消した

０の数だけあまりに０を

つけることを理解できる。

○わり算の性質を使って、

工夫して計算ができる。

13 まとめ・学習の仕上げ 

できるようになったことを確認す

る(P109・110)（本時） 

学習内容を適用して問題を解決す

る。 

☆本単元の算数用語がわ

かる。

☆問題文の日本語を読む

ことができる。

★わり算の筆算の仕方で

よく耳にする算数用語に

注目し、おうむ返しした

り、使い始めたりする。

〇わり算の計算や問題が

確実にできる。

14 振り返り (大切な見方・考え方) 

(P111) 

学習内容の定着を確認し、理解を

確実にする。 

☆わり算の学習で学んだ

算数用語を使いながら、

「わかったことは～で

す。」「できるようになっ

たことは～です。」と発表

することができる。

★数の大きさに注目して、

商の大きさを考えること

ができる。

★わり算の性質を生かし

て、計算の仕方を工夫する

こと、活用した算数用語に

ついて振り返ることがで

きる。

♡在籍学級での学習に意欲

を高めることができる。
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７．本時の指導（13／14） 

ねらい（目標）学習内容を適用して問題を解決する。 

分 学習活動等 

バイリンガル教員が使う言語 

P ポルトガル語 N 日本語 

指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

5 1.算数用語の復習 N

一の位、十の位、商、たてる、かける、

ひく、検算、わる数ｘ商＋あまり、１け

た、２けた、３けた、ひけない、大きす

ぎた、１小さくする、まだひける、小さ

すぎた、１大きくする

☆算数用語を日本語で言うことができる。

★算数用語の意味を理解することができる。

〇わり算のひっ算のしかたを復習しながら、用

語がわかる。 

５ 2.練習問題を解く N 

①97÷24

②583÷19

・①と②のわり算のひっ算のしかたを確

認する N 

・日本語での説明について講評する P 

★〇2 桁÷2 桁、3 桁÷2 桁の計算がわかる。

☆算数用語を使いながら、わり算のひっ算のし

かたを説明することができる。 

15 3.練習問題を解く

・問題を読む N 

① えん筆が 600 本あります。３５人に

同じ数ずつ配ります。１人に何本ずつ

配れて、何本あまりますか。

② 子ども新聞を、３６まいずつたばにし

ていきます。385 まい印刷
いんさつ

すると、何

たばできて、何まいあまりますか。

・問題文の内容理解を確認する N 

  例：鉛筆が何本ありますか。 

☆問題文を読むことができる。

☆問題文にかかわる指導者からの質問がわか

る。 

★〇問題文を理解し、式をたて、計算につなげ

ることができる 
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・答えの書き方に着目し、提示する N 

（□本ずつくばれて、□本あまります。）

（□たばできて、□まいあまります。）

・問題文の内容理解を再度確認する P 

10 ４.練習問題を解く

・問題文を読む N 

① 下の式は、わり算のけん算の式です。

もとのわり算の式を書きましょう。

32ｘ26+29＝861

あまりとわる数の大きさに注目しよ

う。

② ある数を 54 でわったら、商が 16 で、

あまりは 36 になりました。この数を

73 でわると、答えはどうなりますか。 

・わり算の式・検算の式の言葉（検算）に

かかわる算数用語を確認する N 

（わられる数÷わる数＝商・・・あまり） 

・わり算と検算の式を視覚的に提示しな

が

ら、理解を深める N 

わる数ｘ商+あまり＝わられる数 

① ３２ｘ２６+２９＝わられる数

↓ 

わられる数÷わる数＝商・・・あまり 

〇 ÷ △ ＝ □・・・□ 

・問題文を式に表し、理解する P 

ある数 ＝ わからない□ 

□÷５４＝１６・・・３６ 

この数を７３でわると 

この数＝商 を理解する。 

・ポルトガル語にも名前があることを確

認する P 

☆問題文を読むことができる。

★検算にかかわる算数用語がわかる。

☆問題文にかかわる指導者からの質問がわか

る。 

〇検算の式から元のわり算の式を書くことがで

きる。 

★検算のやり方を理解できる。

♡ブラジルの算数に興味を持つことができる。
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5 5.練習問題１

①下のわり算で、商が１０より小さくなる

のは、□がどんな数字のときですか。 

何と何の数に注目すればいいかな。 

・「商が 10 より小さくなるのは、□がど

んな数字のときですか。」N 

・「７□５÷７４＝１０より小さい」を視

覚的に提示しながら、説明する。 

☆問題文を読むことができる。

〇★商が 10 より小さくなるということは、商

が何の位になるか、気づくことができる。 

５ 6.ふりかえり

・本単元で扱った算数用語（板書）を確認

する N 

・説明を口頭で行う P 

☆算数用語を日本語で言うことができる。

★算数用語をポルトガル語で説明することがで

きる。 

♡できることが多くなったことに気づくことが

できる。 
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8.児童生徒の変容

国際教室での取り出し指導において、日本語指導ばかり行っていると、学ばなければならない教

科学習から離れてしまい、それが苦手意識につながる可能性がある。そこで、児童Ａの得意である

算数の教科については、在籍学級と同じ単元を学習しながら日本語の力を育てる本実践に取り組ん

だ。 

本実践のなかで児童Ａからは、わり算の学習内容に積極的に取り組み、宿題も自ら設定し、「算数

の力」ドリルも自主的に進める姿がみられた。ドリルの文章題については、日本語の壁がありなが

らも、クロームブックを活用したり、「数学が得意」な父親にサポートを得たりしながら、前向きに

取り組んでいた。検算の式「わる数 X 商+あまり＝わられる数」の用語確認では、「難しいからい

い」と当初は言っていたが、ポルトガル語でもそれぞれに名前があること「dividendo・divisor・

quociente・resto」を紹介したことによって、日本語の用語に向き合う姿勢が大きく変わった。本

単元の理解度を確かめるテストをＡは在籍学級で受けたが、文章題の部分は「思ったよりできた」

と満足そうに話してくれた。計算問題ではケアレスミスがあって悔しがっていた姿も印象的であっ

た。 

次期（３学期）からの児童Ａの算数は、他の先生が入り込みで支援をすることになるため、今学

期（2 学期）の算数は、在籍学級で学習することを前提に、在籍学級の担任と連携しながら取り出

し指導を行ってきた。今後は、本校で週３回行われている放課後補習の場において、Ａが理解しき

れていない部分の説明などを包括的な力を使いながら補っていくようにしたい。 
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実践者名 江口 修三  呉市立白岳小学校 

実践区分 小学校  取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導：図画工作） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

本校は、総人口約 20 万人のうち約 3、300 人が外国籍住民という自治体内に

ある公立小学校である。市内では国際教室（取り出し指導専用の教室）が設置され

ている小学校は 2 校のみで、日本語指導の専任教員は本実践者のみ（1 名）であ

る。今年度になって初めて、市内で多言語多文化の児童生徒の教育にかかわる関係

者との連絡協議会が、行政と NPO と学校とが協働して立ちあがった。 

本校の全校児童数は約 597 人（20２4 年 5 月 1 日）で、うち多文化多言語の

児童数は 23 人、日本語指導が必要な児童は 19 人である（2024 年 10 月現在）。

実践者は、来日直後の日本語ゼロの指導から教科につながる指導までを一人です

べて行っている。市では母語支援員の配置はないため、通訳が必要な場合は市の相

談員や NPO の協力を得ながら対応している。放課後では週 1 回、多言語多文化の

児童たちの居場所づくりを目的にした課外活動（自主参加）を NPO と連携して取

り組む。そこでは地域のボランティアの協力を得ながら、通常の授業では取り組む

ことができない多読活動をはじめ、異年齢の児童間の交流や個別の学習サポート

のほか、個別相談なども行っている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、日本語指導が必要な児童が最も多い 4 年生を対象とし、在籍学級の

先行学習として実施した。包括的なことばの力を高めながら、児童の苦手意識の強

い日本語での書く力を高めるため、対象児童の最も好きな教科（図工）を通じて、

対象児童のルーツ国の絵を実際に観賞しながら行う活動とした。それによって、多

文化多言語のなかで生きる児童だからこその良さが表出した物語をつくることが

できた。 

また、自己肯定感を高めることができるような場面を在籍学級と連携してつく

ったことで、児童は自分のルーツに誇りを持ったり、自分のルーツを考えたりこと

ができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

「書くことが嫌い！」「在籍学級での人前での発表がヤダ！」という児童に自信を持たせ

たいとする江口先生の思いが詰まった仕掛けたくさんの授業は、活動ごとに児童の目の前

の場面が変わっていきました。せかいの子ども美術館に入り込んだ児童たちは、つながり

のある国の子どもたちが書いた絵を食い入るように観賞しながら、聞こえてくる音や風景

をどんどん自分のことばで表現していました。原稿用紙いっぱいに書こうとする児童がい

たり、日本語で書いた自分の文章を何度も読み直して自ら修正する児童がいたりなど、包

括的なことばの力をフルに使いながら、日本語での書く活動を楽しんでいました。 

授業終了のチャイムが鳴ると、「えー、もう終わりなの」「もっと書きたーい」という声

が、児童の口から自然出てきてしまった、すばらしい実践でした。江口先生、これからも

子どもたちが主役となる実践をぜひ続けていただきたいです。 

258



実践記録集 No. 14 小学生 

1．単元名・活動名

「絵から聞こえる音」（鑑賞教材）（図画工作・開隆堂） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年 小学校４年生  人数 6 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒の言葉の力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く ③F

読む A B D F 

聞く・話す A B F 

ステップ

4

書く ① C ② ABDE

読む C E 

聞く・話す E  D 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す C 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。

 本実践では、本校に在籍する 4 年生で学年相当の力とする「ステージ D・ステップ 6」に達し

ていない児童全員（6 名）を対象とした。在籍学級が異なる児童であるが、各児童のもつ強み

を生かしながら意図性をもったグループ構成による活動からお互いの弱い力を育てるという

相乗効果（児童間の学び合い）をねらった。

 対象児童すべてが日本生まれであるために日本語での日常会話には問題がないもの、人前で発

表することに苦手意識の強い児童が多い。そのため、通常の在籍学級での授業内では積極的な

参加ができていない児童でもある。そこで、在籍学級よりも先行して学び、在籍学級で活躍で

きる場を在籍学級でつくることから、対象児童の自己肯定感を高めながらことばを育てるため

に、本実践では小集団を編成した。

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
書

く 
5 

・絵から考えた物語を日常語彙を

幅広く使いながら、複文で自由に

書くことができる。 

・既習でなじみのある漢字を使い

ながら、文章が書ける。 

C 

・書く前の国際学級全体でのディスカッションを通

して書こうとする内容の構想を練り、支援を得なが

ら聞こえてくるように感じる音（声）を題材にした物

語を作ることができる。 

・聞こえてくるように感じる音（声）からイメージす

ることを自由に書き進めることができる。 

② 
書

く 
5 D 

・書く前の国際学級全体でのディスカッションを通

して書こうとする内容の構想を練り、それをふまえ

て聞こえてくるように感じる音（声）を題材にした物

語を作ることができる。 

・書いた後には、読み返して⽂章のまとまり（⼀貫性）

に気をつけながら、不要なものについて削除したり、

順番を入れ替えたり、必要なものを追加したりでき

る。 

③ 
書

く 
6 

・絵から考えた物語を段落のまと

まりがある文章で書くことができ

る。 

・中学年レベルの語彙・表現や漢

字、書き言葉らしい文体などを使

いながら文章が書ける。 

D 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本題材は、小学校学習指導要領図画工作科編第 3 学年及び第 4 学年の内容 B 鑑賞（１）アに基

づいて設定している。対象児童にとって、図画工作科の造形活動は大好きな教科の一つである。し

かしながら、家庭では母語（日本語以外）での会話が多いために、日本生まれであっても、日本語

を母語とする家庭で育つ児童が当たり前のように授業内で理解できる言葉や概念が、日本語で分か

単元目標（教科の目標） 

身近にある絵（外国の子どもが描いた絵）を見て、聞こえてくるように感じる音（声）を擬態語や擬

音語（オノマトペ）を用いながら、五感を使って自分のことばで描写することができる。 

【Ｂ鑑賞（１）ア】 
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らないことも多い。そのため、好きな教科であっても、在籍学級では日本語で表現しなければなら

ない場面になったとたん下を向いてしまう児童である。 

そこで、対象児童のルーツの国（ブラジル、フィリピン、中国、ネパールなど）に暮らす子ども

が実際に描いた絵を鑑賞教材として用いることから、教科のねらいに向かって児童の自己肯定感を

高めながらことばの力を育てる、という実践を計画した。具体的には、国際学級では先行学習（教

科につながる指導・2 時間）として位置づけ、在籍学級と連携しながら本実践を行う。先行学習で

は、対象児童が在籍学級での授業に参加できるための準備として、児童のことばの力別に目標を設

定する。 

本実践では、特に児童が最も苦手とする「書く力」（日本語固有の力）を高めながら、在籍学級で

活躍できる場を在籍学級でつくることから対象児童の自己肯定感を高めることもねらいとしてい

る。そのため、本実践にあたっては、対象児童の在籍学級とも連携して計画した。具体的には、本

実践で児童が作る物語を各学級で発表できる場の設定と、先行学習で用いた対象児童のルーツの国

に暮らす子どもが描いた絵を実際の在籍学級の同単元の図画工作科でも鑑賞教材として用いる、と

いう 2 点である。 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・擬態語や擬音語（オノマト

ペ）、考えた物語を文章化する

ための語彙や表現方法を増や

し、日本語の言葉を豊かにして

いる。 

・日本語や母語を用いて、五感

を使って描写したり、イメージ

を膨らませたりしながら物語

づくりに取り組んでいる。 

・物語を作る過程を通して、ル

ーツに誇りをもち、在籍学級で

の発表に希望をもっている。 

６ 指導計画（全 2 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

△エンパワーメント等〇教科

１ 絵から聞こえ

る音（声）を自

分の言葉で表

現できる。 

身近にある絵を 

鑑賞する① 

（本時） 

☆考えた物語を様々な接続表

現や指⽰語などを⽤いて、ま

とまり（結束性）をもって人

前で発表することができる。

（A B F） 

☆考えた話を高頻度の接続表

現や指示語などを活用しなが

ら日常語彙を幅広く使って、

人前で発表することができ

る。（C D E ） 

○絵を見て、聞こえてくるよ

うに感じる音（声）について

オノマトペを用いながら、五

感を使って自分のことばで描

写することができる。 

★これまで経験したことや教

科学習内容などについて情報

を統合しながら、物語をつく

ることができる。 

△ルーツに誇りをもつことが

できる。 
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２ 感じた音や声

をもとに物語

を作ることが

できる。 

身近にある絵を 

鑑賞する② 

☆考えた物語を日常語彙を幅

広く使いながら短文や複文で

自由に書くことができる。既

習でなじみのある漢字を使い

ながら、文章が書ける。（A B 

C D E ） 

☆絵から考えた物語を中学年

レベルの語彙・表現や漢字、

書き言葉らしい文体などを使

いながら、段落のまとまりが

ある文章で書くことができ

る。(F) 

★日本語や母語を用いて、五

感を使って描写したり、イメ

ージを膨らませたりしながら

物語づくりに取り組むことが

できる。 

△在籍学級での発表に希望を

持つことができる。 

７ 本時の指導（1／2）細案 

ねらい（目標） 絵から聞こえる音（声）を自分の言葉で表現できる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

導入 

10 分 

0.挨拶

1.対象児童のルーツの国（中国・フィリ

ピン・ブラジル・ネパール）に暮らす子

どもが描いた絵を見せ、自分が好きな絵

を選ぶ。（場面①）(写真①) 

・絵について、簡単に紹介する。

目をかがやかせる 

★前時をふり返り、本時の学習に意欲をもつこと

ができる。 

△自分とつながりのある国の子が描いた絵のすば

らしさを感じ、自分のルーツに誇りをもつことが

できる。 

2.各グループで、1 枚好きな絵を決め

る。（場面②） 

・発話を促進させるために、２つのグル

ープ（3 人×２グループ）を編成する。 

・絵を選択した理由をグループ別で発表

する。 

★理由をあげながら、自分の意見を述べることが

できる。 

★グループで話し合ったことを整理することがで

きる。 

☆高頻度の接続表現を活用しながら、話し合った

ことやその理由について、人前で説明することが

できる。 
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展開 

30 分 

3. 絵から聞こえる音（声）をつかってお

話をつくろう。（場面③） 

・本時のめあてを確認する。

・活動を説明する。（3 分・ストップウォ

ッチ） 

・ホワイトボードとペンを全員に配布す

る。 

・各グループで選んだ絵を見て、「絵から

どんな音（声）が聞こえるか」を個人で

取り組む 

自分のイメージ 

・各自で考えた音（声）を発表する。（特

に気に入っているベスト３を発表する） 

＊ホワイトボードを掲示する。同時に、

ペンも回収する。 

＊友達の「超いいね！」を選ぶために、

シール配布する。（一人 2 枚）（写真②）

・各自の好きな「音（声）」を３つ選ぶ。

（各自が考えた音＆友達の音のすべての

なかから選択する） 

＊ワークシート配布する。 

思いっきり表現する 

・実践者が、別の絵を使って「音（声）」

の３つを示しながらお話づくりの見本を

示す。 

・各自が好きな「音（声）」３つ使って、

お話をつくる。 

・一人一人、発表する。

〇これまで集めたオノマトペを活用しながら、絵

を見て、描かれている形や色から聞こえてくるよ

うに感じる音（声）を日本語で表現することがで

きる。 

★人前で、五感を使って聞こえてくるように感じ

る音（声）を描写することができる。 

△お互いを認め合うことで、活動に自信をもつこ

とができる。 

★小学校中学年の教科学習内容やこれまで経験し

たことなどについて情報を統合しながら、物語を

つくることができる。 

☆考えた物語を様々な接続表現や指⽰語などを⽤

いて、まとまり（結束性）をもって人前で発表す

ることができる。（A B F） 

☆考えた話を高頻度の接続表現や指示語などを活

用しながら日常語彙を幅広く使って、人前で発表

することができる。（C D E） 

まとめ 

５分 

4.今日の振り返りと次の時間の向けた意

欲付けをする。 

めあて 絵から聞こえる音（声）をつかってお話をつくろう 
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・会場から「○○さんの～がよかった。」

等の講評を先にいってもらい、児童の発

表を促す。 

・次時の予告をする。

△仲間の良いところを認めながら、次時への学習

にも意欲を高めることができる。 

＜本時での「場の設定」について＞ 

場面①…美術館の前に児童の机を並べる。はじめは絵を伏せておき、バッと、場面を変える。 

机 
机 

机 

机 
机 机 

グルー

プで選

んだ絵 

グルー

プで選

んだ絵 

各自の好きな 

３つの「音（声）」 

各自が考えた音（声） 

今日のめあて 

机 
机 

机 机 

机 
机 

机 
机 

机 机 

机 
机 

見本の３つの

「音」を提示 

見本 

の絵 

活動内容を順に掲示 

場面③…見本の絵を真ん中に掲示し、見本の３つ

の音も掲示しながら、見本のお話しを示す。 

場面②…グループで選んだ絵は、児童の前に置

く。場面①の裏の白板に、「各自が考えた音

（声）」と「好きな３つ音（声）」を児童別に掲

示する。 

机 
机 

机 

机 
机 机 

中国・フィリピン・

ブラジル・ネパール

の子どもが書いた絵 5

点を掲示 

中国・フィリピン・ブラ

ジル・ネパールの子ども

が書いた絵 5 点を掲示 
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写真① 食い入るように絵を鑑賞する児童たち 写真② 友達の「超いいね！」を選ぶ児童たち 

8.児童生徒の変容

漢字が苦手であるために作文を書くことが嫌いな児童を対象にした本実践であったが、指導者が

場の設定を工夫することで、児童は教科での目標である「絵の鑑賞」を楽しみながら、かつ積極的

に日本語を書く活動に取り組むことができた。特に本実践のなかで児童の変容が顕著に見えたとこ

ろが、活動の途中では児童がつくった物語を互いに発表しあう時間をつくった場面であった。実際

に書いた作文を人前で一度声を出して読むという活動を行ったことで、自ら書いた文章を修正した

り加筆したりする児童がいた。また、友達の作品を聞くことで、それを参考にしてイメージをふく

らませて、自分が書いた物語を見直したりする児童もいた。自らの気づきで書く力を伸ばしている

姿が散見できたのは、「ことばの力のものさし」に照らし合わせて、意図性をもったグループ編成に

よる効果でないかと考える。 

通常、本校での国際教室での日本語指導が必要な児童への指導は個別指導が中心であるなかで、

本実践では「ことばの力のものさし」に照らし合わせて高めたい力を意識したグループ活動を取り

入れることを試みた。その結果、人前での発表に苦手意識を持つ児童のなかで、自ら進んで自分の

考えを人前で発表する、という姿を見ることができた。仲間同士の支えもあってか、学習意欲を高

める児童の姿を様々な場面で確認できた。 

本実践での書く活動では、作文を書くことが嫌いな児童が対象であったことから、作文用紙に書

くか、タブレットで打つか、の選択を児童に任せることとした。その結果、6 人中 3 人が、タブレ

ット使用を選択した。それによって、例えばいつもは 1 行の文も書くことを嫌がる B 児が、想像

力を広げながら思い浮かんだ物語を楽しみながら文章化するという、これまでにない姿をみること

ができた。小学校の授業においては、タブレット使用で文を書くことに賛否両論あるが、多文化多

言語の児童の書く力を高めるための１つの手段としてその有効性を本実践を通じて感じた。今後は、

児童の高めたい力の場を使い分けながら、タブレット使用の活用を積極的に取り入れていきたいと

いう、新たな知見も得ることができた。 

では、具体的に育てたい力がどのように児童から見られたか。本実践で実際に書いた児童の作品

（作文）ごとに、実践者のコメント（評価）を以下に示す。 
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① の児童・C 児の作品

② の児童・E 児の作品

③の児童・F 児の作品（原稿用紙に書いた児童の作品を指導者が文字化した）

ふ
し
ぎ
な
リ
ュ
ウ
の
ま
ほ
う

あ
る
日
、
中
国
の
町
で
お
祭
り
が
開
さ
い
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
祭
り
の
名
前
は
、
リ
ュ
ウ
祭
り
で
し
た
。
そ
の
ま

つ
り
は
、
ま
ほ
が
う
あ
り
ま
す
。
リ
ュ
ウ
が
い
ま
し
た
。

リ
ュ
ウ
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
さ
ん
で
、「
ご
は
ん
を
か
い
た

い
な
」
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
リ
ュ
ウ
の
友
だ
ち
、「
み
お
ち
ゃ
ん
」
と
い

う
人
間
の
友
だ
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
友
だ
ち
に
「
み
お

ち
ゃ
ん
、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
か
っ
て
き
て
。」
と
お
ね
が
い
し

ま
し
た
。
み
お
ち
ゃ
ん
は
、「O

K

」
と
い
い
ま
し
た
。
か
っ

た
み
お
ち
ゃ
ん
は
、「
ハ
ン
バ
ー
グ
か
っ
て
き
た
よ
。
千
五

百
円
ね
。」
と
い
い
ま
い
た
。
す
る
と
、
リ
ュ
ウ
は
、「
は

い
は
い
」
と
言
っ
て
、
千
五
百
円
を
み
お
ち
ゃ
ん
に
わ
た

し
ま
た
。

そ
れ
で
、、
リ
ュ
ウ
は
『
か
え
で
山
』
と
い
う
山
に
か
え

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
ま
つ
り
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。
な

の
で
、
リ
ュ
ウ
は
ふ
う
せ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

多
人
数
の
な
か
の
一
人
の
子
ど
も
が
リ
ュ
ウ
の
ふ
う
せ

ん
を
さ
わ
り
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
の
ふ
う
せ
ん
を
さ
わ
っ
た

ら
、
本
当
の
リ
ュ
ウ
に
な
っ
て
、
み
ん
な
、
お
お
さ
わ
ぎ

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
リ
ュ
ウ
は
、
れ
い
ぎ
た
だ
し
く
、
お
礼
を
し

て
、「
か
え
で
山
」
に
か
え
り
ま
し
た
。

リ
ュ
ウ
は
子
ど
も
と
幸
せ
に
く
ら
し
ま
し
た
と
さ
。

＜実践者のコメント＞ 

書く前に取り組んだディスカッションを通して、絵の中にある子の会話をイメージしながら自ら書き進

めることができた。「私、書くのがすき！」と言いながら、絵から考えた物語を日常語彙と既習漢字を

使いながら原稿用紙 1 枚半もの分量を積極的に書いたことに、たいへん驚いた。 

＜実践者のコメント＞ 

書いたものを読み合う中で、自分を絵の場面

に登場させながらお話づくりに取り組む姿が

印象的であった。書き進めていくうちにいろ

んなイメージが膨らんでいったことから、絵

に登場する人と会話をするというアイデアと

絵から感じる音を織り込みながら、かつ楽し

みながら、物語を作ることができた。
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本実践は在籍学級につなげるための先行学習であったため、在籍学級の担任との連携にも力を注

いだ。本実践にあたっては、国際教室での取り組みやそこでの児童の様子をその都度報告し、多文

化多言語の児童の成長についてこれまで以上に伝えることを心掛けたことで、普段在籍学級で見せ

ない姿に担任は心を寄せ、国際学級での学習を少しずつ気にかけてくださるようになった。この連

携が功を奏してか、在籍学級での授業において本実践での児童の成長を組み入れた授業をしたい、

という担任も現れた。例えば、いつもは 1 行書くことも嫌がる E 児が在籍する学級でのこと。普段

の在籍学級での授業では自ら手を挙げて積極的に人前で発言しない E 児が、担任の先生から「発表

してくれる人」と声がかかると、真っ先に手を挙げた。そして、E 児が国際教室で学習した自作の

物語を読みあげると、同級生からは自然に拍手がおこった。すると、E 児に続いて同じ学級の B 児

も自ら手を挙げ、二人ともに発表ができた。すなわち、国際教室での事前学習が一人の児童の「少

しの自信」となって在籍学級で手を挙げる力となり、その力を担任の先生や友だちから受け止めら

れた児童の姿に引き寄せられて、もう一人の児童のやる気にもスイッチが入った、というサイクル

が生まれたのである。在籍学級との連携の重要性を改めて感じた瞬間でもあった。 

本実践を通じて、児童の今の力を評価し、それをもとに児童ひとりひとりにどんな力をつけてい

くべきかを考え、教材を研究する。そのプロセスの大事さを痛感した。児童の持つ力を確実に育て

るために、国際学級での学習がわくわくする場、仲間との対話を通して、互いが認め合うことがで

きる場をこれからもつくっていきたい。そのような場のなかで、児童の読む力を個別に高めながら

在籍学級での授業に活躍できるよう先行学習に、今後は取り組みたい。 

＜実践者のコメント＞ 

絵からイメージした物語を「起承転結」で段落のまとまりがある物語を中学年レベルの表現や書き

言葉らしい文体を使いながら書くことができた。書きながら何度も読み直して、段落のつながりを意

識しながら、リュウとみおちゃんの物語を楽しみながら原稿用紙を使って書くことができた。 
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実践者名 田村恵（門真市立水桜小学校） 

実践区分 小学校 取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる学習：国語科） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

 本校は、大阪府門真市の南東部に位置する公立小学校である。門真市の人口は約

12 万人、そのうち約 3500 人が外国籍住民である。市内の全小中学校に多文化多

言語の児童生徒が在籍している。 

本校は、多文化多言語の児童が市内で最も多く在籍する学校で、３名の日本語指

導加配教員が配置されている。１年生から４年生までの子どもたちは、国語科の時

間は日本語教室に来て在籍学級と同じ教科書を使って学習している。授業の中で

は、母語やリライト教材・絵図・動作化など様々な方法を使いながら、「意味内容

を理解すること」に重点を置いている。 

本実践の 

ポイント 

 本実践で最も大切にしたことは、児童の「できそう」「やってみよう」という気

持ちである。具体的には以下の２つの手立てを柱に取り組んだ。 

まず、登場人物の心情の変化を捉えるための土台として、２種類のリライト教材

や母語の教材、具体物など、児童が自分に合った方法であらすじを理解できるため

の方法と時間をたくさん用意した。あらすじを理解できている状態で学習に臨む

ことで、意欲的に学習に取り組むことができた。また、それぞれの場面において

「ごん」の行動と心情を読み取る学習では動作化を取り入れた。本文と動作を結び

つけることで、一人で読んでいるだけでは気づきにくい描写に着目することがで

きていた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

読み書き話す力が全く異なる多様な子ども 10 名を対象に一つの授業が展開された。すべて

の子どもが参加できるための「物語の共有」に価値を据えた取り組みがなされてきた結果、子

ども一人ひとりが生き生きと自分らしく活動する様子がみられた。 
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1．単元名・活動名

「ごんぎつね」（光村図書） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校４年生 人数：10 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く G  F 

読む H ⑤G F

聞く・話す H G F 

ステップ

4

書く C H   D 

読む ③A  C  E ④B  D I

聞く・話す E J  D  I 

ステップ

3

書く A  E B  J 

読む ② I

聞く・話す A  C B 

ステップ

2

書く 

読む ① J

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

・本実践の対象児童は、本校に在籍する４年生の多文化多言語の児童 11 名のうち、４月に日本に

来た１名を除いた 10名である。この 10名は日頃から国語の時間は日本語教室で学習している。学

習内容は在籍学級と同じ教科書を教材とした、国語科と日本語の統合学習が中心である。本校では

１年生～４年生の多文化多言語の児童（一部初期指導段階の児童を除く）がこの学習形態で学んで

いる。国語の時間に設定している理由は、国語科が最も言葉の力につながる教科であり、在籍学級

の一斉指導で最も難しさを感じやすい教科だからである。この学習形態の良さは、日本語と母語の

両方を使って仲間と共に学ぶことだと感じている。これは、日本語話者の教員との１対１の指導で

は難しい。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
読

む 
3 

・単文を中心にリライトした「ごんぎ

つね」を助詞の特殊読みに気を付けな

がら、ごくゆっくりの速さで音読する

ことができる。 

D 

・物語全体を通して、「ごん」と「兵十」

の心情の変化と、きっかけとなった出来事

や描写を捉えることができる。 

・「ごん」の行動や心情を踏まえ、物語の

結末について感想を持つことができる。 

・物語の舞台である、「昔の日本」の生活

様式と児童の生活との違いを理解するこ

とができる。 

② 
読

む 
４ 

・２年生程度のレベルにリライトし

た「ごんぎつね」を、漢字の読みや言

葉の区切り方に気を付けながら、ゆっ

くりの速さで音読することができる。 

D 

・物語全体を通して、「ごん」と「兵十」

の心情の変化と、きっかけとなった出来事

や描写を捉えることができる。 

・「ごん」の行動や心情を踏まえ、物語の

結末について感想を持つことができる。 

・物語の舞台である、「昔の日本」の生活

様式と児童の生活との違いを理解するこ

とができる。 

③ 
読

む 
５ 

・教科書に掲載されている「ごんぎつ

ね」を意味のまとまりや文節で区切り

ながらゆっくりでも安定した速さで

音読することができる。 

・教科書に掲載されている「ごんぎつ

ね」に出てくる低学年レベルの漢字・

語彙・表現をおおむね理解することが

できる。 

C 

・「ごん」と「兵十」の心情が大きく変化

した場面と、そのきっかけとなった出来事

を捉えることができる。 

・主な出来事を踏まえ、物語の結末につい

て感想を持つことができる。 

・物語の舞台である、「昔の日本」の生活

様式が児童の生活と違うということが理

解できる。 

単元目標（教科の目標） 

・「ごん」と「兵十」の性格や気持ちの変化を捉え、表現することができる。 

・物語を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを持つことができる。

・物語が書かれている「視点」を理解することができる。
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④ 
読

む 

・教科書に掲載されている「ごんぎつ

ね」を意味のまとまりや文節で区切り

ながらゆっくりでも安定した速さで

音読することができる。 

・教科書に掲載されている「ごんぎつ

ね」に出てくる低学年レベルの漢字・

語彙・表現をおおむね理解することが

できる。
D 

・物語全体を通して、「ごん」と「兵十」

の心情の変化と、そのきっかけとなった出

来事や描写を捉えることができる。 

・「ごん」の行動を踏まえ、物語の結末に

ついて感想を持つことができる。 

・物語の舞台である、「昔の日本」の生活

様式と児童の生活との違いを理解するこ

とができる。 
⑤ 

読

む 
６ 

・教科書に掲載されている「ごんぎつ

ね」をおおむね文や意味のまとまりで

区切って流暢に読むことができる。 

・教科書に掲載されている「ごんぎつ

ね」に出てくる既習の漢字・語彙・表

現をおおむね理解することができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

①物語を理解するための手立て

心情の変化を捉える土台として、物語の内容を理解することは必要不可欠である。また、対象児

童の中には、分からない部分があることによって「難しい」「できない」「やりたくない」と感じる

児童も多い。全員が「できる」「できそう」「やってみよう」という気持ちで学習に参加できるよう

以下の手立てを行った。 

多様な教材文 

対象児童のことばの力、とりわけ日本語固有の力は様々であるため、教科書の本文の他に①小学

校２年生レベル程度にリライトしたもの②単文を中心にごく簡単にリライトしたもの③「多言語絵

本の会 rainbow」の中国語版④「デイジー教科書」、の４つの教材文を用意した。③中国語版と④

デイジー教科書については、児童の端末で音声の再生も可能である。単元全体を通して、児童は自

分で好きな教材文を選び活動することができる。考えたことなどを全体で共有する場面では、基本

的には教科書の本文を活用するようにした。 

具体物 

 「ごんぎつね」に登場する花や道具は、児童に馴染みのないものが多い。具体物が用意できるも

のは用意し、児童が触ったり動かしたりできるようにした。例えば、うなぎをぬすむ場面では排水

溝ネットで作成した「はりきりあみ」と魚型の醤油差しで兵十が魚をとっている様子を再現する。

場面の様子を頭の中でイメージすることで、読みを深めることにつなげたい。具体物を用意できな

いものについては、愛知県半田市教区委員会の「ごんぎつねものしり図鑑」を活用し、写真で確認

できるようにする。 

動作化 

 場面の様子をより具体的に想像するために、今までの物語文の学習でも取り入れてきた手立てで

ある。登場人物を演じる児童と本文を読む児童に分かれ、本文に合わせて動作化を行う。児童はこ

の活動「劇」と呼び楽しんで活動しており、普段は日本語の文章を読むことに消極的な児童も、動

作化の活動では楽しんで本文を読むことができている。本単元でも児童の意欲を高めることと、場

面の様子を具体的に想像するための手立てとして取り入れたい。 
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②「ごん」と「兵十」の心情の変化を捉えるための手立て

「気持ちグラフ」の活用 

「ごんの気持ちはどのように変化したと思う？」という発問だと、思考が深まりにくいことが予

想される児童もいる。そこで、すべての場面の学習が終わったあとに心情の変化をグラフに表す活

動を設定した。グラフを書いたり書いたグラフについて説明したりすることで、より細かい描写に

目を向けられるようにしたい。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・人物像や心情を表す語彙や表現方

法を増やし、日本語の言葉を豊かに

している。 

・漢字の読み方や言葉の区切り方に

気を付けて「ごんぎつね」を読むこ

とができている。 

「読むこと」において、登場

人物の気持ちの変化や性格・

情景について、場面の移り変

わりと結びつけて具体的に

想像している。 

自分に合った方法で学習活

動に参加し、考えたことを表

現することができている。 

６．指導計画（全 12 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１ 「 ご ん ぎ つ

ね」のあらす

じをつかむこ

とができる 

「ごんぎつね」を読み、初め 

の感想文を書く 

★「ごんぎつね」を読み、

大事な内容を順序んそ

って理解することがで

きる。 

★「ごんぎつね」の舞台

と自分たちの生活環境

の違いにきづくことが

できる。 

２ 「ごん」の人

物像を捉える

ことができる 

「ごんぎつね」を読み、「ごん」

がどんなきつねなのかを考

える 

☆人物像を表す言葉や

表現を使って、「ごん」

の人物像を話したり書

いたりできる。 

★「ごん」の人物像につ

いて本文の描写に基づ

いて自分の考えをもつ

ことができる。 

３ 
登場人物の行

動と心情を読

み取ることが

できる 

【１】の場面を読み、「ごん」の

行動と心情をワークシートに

書く。 

☆単文を中心にリライ

トした「ごんぎつね」

を、助詞の特殊読みに

気を付けてごくゆっく

りの速さで音読するこ

とができる。① 

★「ごん」を中心とする

登場人物の行動と心情

を時系列にそって理解

することができる。 

③ 

４ 【２】の場面を読み、「ごん」の

行動と心情をワークシートに

書く。 
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５ 【３】の場面を読み、「ごん」の

行動と心情をワークシートに

書く。 

☆２年生程度のレベル

にリライトした「ごん

ぎつね」を、漢字の読み

や言葉の区切り方に気

を付けながら、ゆっく

りの速さで音読するこ

とができる。② 

☆心情を表すやさしい

言葉や表現を使って、

登場人物の心情を話し

たり書いたりできる。

① 

☆心情を表す言葉や表

現を使って、登場人物

の心情を話したり書い

たりできる。② 

☆「いたずら」「つぐな

い」のような、物語の中

で重要な語句について

その意味を理解するこ

とができる。 

★「ごん」を中心とする

登場人物の行動につい

てその理由となった出

来事や心情を理解する

ことができる。①②④⑤ 

６ 【４】の場面を読み、「ごん」の

行動と心情をワークシートに

書く。 

７ 【５】の場面を読み、「ごん」の

行動と心情をワークシートに

書く。 

８ 【６】の場面を読み、「兵十」の

行動と心情をワークシートに

書く。 

★【５】の場面までと視

点が変化していること

に気づくことができる。 

★今までの場面の学習

を踏まえて「ごん」と兵

十」の心情を理解するこ

とができる。 

９ 「ごん」と

「兵十」の心

情の変化を捉

える。 

「ごん」と「兵十」の気持ちグ

ラフを書く。

☆心情を表す言葉や表

現を使って、グラフを

書いたり、書いたグラ

フについて話したりで

きる。 

★グラフを書いたり、書

いたグラフを交流した

りする活動を通して、登

場人物の心情の変化と

そのきっかけとなった

出来事について理解を

深めることができる。 

10 気持ちグラフを交流する。 

11 学んだことをもとに、物語の結

末についての感想を書く。 

☆「ごんぎつね」に出て

きた語彙を使いなが

ら、話し言葉で用いら

れる文法を活用して感

想を書くことができ

る。 

★登場人物の行動や心

情を踏まえて、物語の結

末についての感想を書

くことができる。 

12 感想を交流する 
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７．本時の指導 

ねらい（目標） 

①「ごん」の行動を時系列に沿って理解し、その理由となった心情を理解することができる。

②「ごん」は兵十に対して「つぐない」をしようとしているということを理解する。

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

10 1. 前時までの学習をふりかえる。

・前時までのプリントや板書を見ながら、第１

場面、第２場面の主な出来事と「ごん」の心

情について話す。

☆「いたずら」の意味について確認する。教師があ

えて、「ごんは、兵十をいやな気持にしてやろうと

思って魚をとったんやなぁ！」と間違いを示し、遊

びや楽しい気持ちでしている、ということが理解で

きているかどうかを確認する。 

★さみしさや退屈さ、兵十と関わりたい気持ちから

行ったいたずらを後悔している「ごん」の心情を理

解できる。 

2. 本時のめあてを確認する。 〇「物語の学習をするときに大切なことはなんだっ

た？」と問い、心情の変化をとらえることを確認す

る。 

30 3. 第３場面を読み、「ごん」の行動と心情につ

いて考える。 

読む 

・自分の選んだ方法で第３場面を読む。（聴く） 

・全員で教科書の本文の音読をする。

捉える 

・「時」「場所」「人物」を確認する。

・「ごん」がしたことについて共有する。 

〇兵十のことを見ている 

〇いわしを兵十の家に投げ入れた 

〇兵十がなぐられたことに気付く 

〇次の日から毎日くりやまつたけを兵十のう

ちに持っていった 

♡教科書の本文、デイジー教科書、２種類のリライ

ト、中国語、から自分に合ったものを選ぶ。

★リライトを選んで読んでいた児童も、動作化をす

ることで教科書の描写について理解を深めること

ができる。 

♡母語やジェスチャーなど、自分が表現しやすい方

法で発表することができる。 

☆児童の表現したことの日本語での表し方を伝え

る。 

深める 

・「ごん」のしたことを本文にそって動作化す

る。 

★動作化の途中でいくつか発問をし、「ごん」の心

情についての理解を深める。 

「どうして〇〇さん（ごん役の児童）は△△（児童

の演じる様子）したと思う？」 
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・動作化したり、友だちの「劇」を見ることで、

「ごん」の心情について考える。 

・「つぐない」の意味を理解する。 

「またごんは魚をとっていたずらしたの？」 

「ごめんね。って謝ればいいのに、いわしを投げた

りくりをこっそり置いたりするんだね。」 

「くりを持っていくとき、ごんは心の中でなんて言

っているか、やってごらん。」 

☆「ごめんねの気持ち」「うなぎをとらなかったた

らよかった」といった心情から起こる「ごん」の行

動を「つぐない」という日本語で表現することを伝

える。 

５ まとめる 

・本時で学習した３場面の内容について話す。 

♡母語を使ったり、黒板を指さしたり、自分の選ん

だ方法で話すことができる。 

本時の様子 

資料① 板書 

資料②はりきりあみを使って学習している場面 

8.児童生徒の変容

まず、特に変容の見られた A の変容について詳しく記述する。

A は日本生まれであるが、家庭内の言語が中国語で日本語への苦手意識がとても強い。「先生の

言ってる日本語難しい。全部分からん。」と訴えることもあった。「ごんぎつね、中国語もあるねん

けど、聴いてみる？」と言うと、A は目を輝かせた。中国語もすべて理解できているわけではない
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と思うが、母語で取り組めるという安心感から良い表情で学習に参加することができた。第３場面

の「ごん」の心情について考える場面では、「たぶんやけど」という前置きの後、「ごんは一人でさ

びしい。兵十も一人でおなじ。さびしい。」と発表することができた。その場でも授業の後も、A の

ことを思いっきりほめ、担任の先生にもほめてもらった。第４・５場面の学習でも、「ごんがくりあ

げたのに、兵十は神様のせい（おかげ）って言った。ごんはいやなきもち」と発表ができた。第６

場面では、すすんで動作化に取り組み、たくさん手を挙げて発表することができた。A は登場人物

の心情について大体理解することができたが、語彙や表現がまだ少ないので、例えば複数の場面の

「いやな気持ち」についてその違いを考える活動などを通して、より細かな心情の変化も理解し、

表現できる力をつけていきたい。 

単元全体を通して、児童が目を輝かせて取り組んだのは、第１場面のはりきりあみを使った動作

化である。はりきりあみの仕組みについて本文を読みながら試行錯誤し、使い方が分かると「もう

１回！もう１回！」と何度も動作化を楽しんでいた。B は普段の授業では日本語で発表をするのを

ためらうことが多いが、「ごん」の役を演じながら「いたずらは楽しいー」とごんの心情を自然に口

に出すことができていた。その B は、初めの感想で「ごんが魚とった、だから死んだ。」と、因果

応報の考えだったが、最後の感想に「ぼくのくり持ってきた、兵十がわかるがよかった」と書いた。

第４・５場面の「ごん」の心情を理解できたからこその感想だと感じる。本単元において、動作化

は有効な手立てであったと感じるが、４年生も後半に差し掛かった彼らには、文章を読みながら頭

の中で想像する力をつけていきたい。本単元では、すべての場面で動作化を取り入れたが、３学期

の物語教材では、特に重要な場面や児童が難しさを感じる場面に絞り、「頭の中で劇をしてみよう」

という活動もとりいれていきたい。 
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実践者名 藤山 陽子 （兵庫県神戸市立山の手小学校 主幹教諭） 

花立 綾里 （子ども多文化共生サポーター） 

実践区分 小学校  取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる指導：国語） 

実践地域 

および場所

等の特長 

 神戸市の総人口約 150 万人のうち、神戸市には、人口の約 3.8%を示してい

る 56,300 人の外国籍住民が住んでいる。市立学校に在籍する外国人児童生徒数

は 62 か国から 1,707 人になっており、2015 年に比べると約 1.4 倍に増えて

いる。こういった状況の中で、2020 年 4 月に神戸市は、日本語を母語としない

児童生徒へのサポートシステム「こども日本語サポートひろば」を設立して、主

に多文化多言語の児童生徒に対しての日本語指導と母語支援を行っている。神戸

市では外国ルーツの児童生徒がいる地域は集中地域と散在地域が混在している。

日本語指導が必要な多文化多言語の児童生徒の母語・継承語は、中国語、ベトナ

ム語、フィリピン語、ネパール語、ポルトガル語、スペイン語、英語、韓国朝鮮

語、などが多い。 

 本校はその中にある公立小学校で全校児童は約 700 人で、うち多文化多言語

の児童数は 55 名、日本語指導が必要な児童は 24 名である（2024 年 11 月現

在）。本校では、来日直後の日本語の指導から教科につながる指導までを 2 名の

実践者「日本語指導担当教員と子ども多文化共生サポーター（母語サポーター、

以下「子サポ」と言う）」が連携して行っている。子サポは神戸市から派遣され、

通訳が必要な場合も対応している。また、本校には実践者が行う取り出し授業と

は別に JSL 教室があり、月に 3 回ほど地域のボランティアの協力で日本語指導

を行っている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、日本語指導が必要な 4 年生の児童を対象とし、在籍学級の先行学習

として実施した。母語を活用して包括的なことばの力を高めながら、児童の苦手

意識の強い日本語での聞く・話す力を高めるため、対象児童の教科（国語）学習

を通じて、多文化多言語の中で生きる児童だからこその良さを表出することに尽

力した。 

実践にあたって有用な４つのポイントがあった。①児童が喜んで取り出しの授

業に参加し、自己肯定感を高めることができた。②日本語指導担当教員と子サポ

が授業前後に綿密に提携し、母語を活用した内容理解と日本語での表現の支援に

つながりができた。③担任とも連携し、児童が在籍学級での存在感を高められた。

④日本語指導に関心のある先生方が授業を見学して、教科につながる指導の輪を

広げることができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

母語で理解し、考え、表現する力は高いけれど、日本語で表現する力がまだ十分に伸びて

いないために、自信が持てずにいた児童を対象に、母語と日本語を活用した国語の先行学

習を実施しました。母語で包括的なことばの力に働きかける活動を行い、母語での学びを

日本語に結びつけることで日本語の表現を増やすこともでき、子どもの自信にもつながる

実践であったと思います。 
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1．単元名・活動名

国語「ごんぎつね」（光村図書） 

２. 対象の児童生徒の実態

１）対象児童生徒数

小学校４年生 2 名 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

① 読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

・本実践では、本校に在籍する 4 年生の中で学年相当の力とする「ステップ６・ステージ D」に

達していない児童 2 人を対象とした。在籍クラスが異なる児童たちであるが、各児童の持つ強み

を生かしながらグループ構成による活動から、お互いの弱い力を高め合うという相乗効果をねら

った。 

・対象児童はある程度日本語での日常会話はできるが、人前で発表することに苦手意識が強い傾

向がある。そのため、在籍学級での授業では積極的な参加ができていない状況である。そこで、

在籍学級よりも先取り授業で学び、在籍学級で活躍できる場をつくることで、対象児童の自己肯

定感を高めるために、本実践では 2 人の小集団を編成した。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
聞く・話す ４ 

・「ごんぎつね」に出てくる語彙や

表現がわかる。 

・「ごんぎつね」の登場人物の心情

とその変化について、日常でよく

耳にする語彙や表現、支援を得な

がら本文中に出てきた語彙や表現

を使って、単文や簡単な複文で話

せる。 

D 

・語彙や表現を理解するために、母語を活

用することができる。 

・登場人物の気持ちを場面の移り変わりと

結び付けながら理解し、心情の変化につい

て因果関係を含めて説明することができ

る。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 本題材は小学校第 4 学年の国語の教科にある文章である。教材の内容が長く、複合動詞をはじ

め、ことばもたくさん出てくる。対象児童は家庭では母語での会話が多いために、日本語で分から

ないことが多い。そこで取り出し授業を実施し、難しそうなことばや全体の内容をある程度把握し、

在籍学級で少しでもスムーズに授業についていける工夫をした。教科のねらいに向かって、児童の

自己肯定感を高めながらことばの力を育てるという実践を計画した。 

 具体的には、在籍学級の先行学習（教科につながる指導・6 時間）として位置付け、2 名の実践

者（日本語指導担当教員と子サポ）が在籍学級と連携しながら本実践を行う。対象児童は母語での

理解力が高いためにルビ付きの本文だけでなく、多言語絵本の会 RAINBOW が公開する中国語資

・「ごんぎつね」のあらすじやキーワードを学習し、登場人物の気持ちの変化について、場面の移

り変わりと結び付けて、具体的に想像することができる。物語の文章の内容を大まかに理解し、

在籍学級で行う「ごんぎつね」の授業に向けて、登場人物の気持ちの変化を場面の移り変わりと

結び付けて想像することができる。〔思考力、判断力、表現力等〕C（１）イ エ 

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。母語で考え、表現し

たことを、日本語と結び付け、日本語でも感想や考えを表現できる。〔思考力、判断力、表現力等〕

C（１）オ 
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料（https://www.rainbow-ehon.com/）を用意する。対象児童が一番強い言語で理解し、考える

時間を設け、その後、対象児童の思考や表現を日本語と結び付けていくことで、対象児童が苦手と

する「聞く・話す」を高める。同時に、在籍学級で活躍できる力を育てることで、対象児童の自己

肯定感を高める。 

５．単元の評価規準 （教科の学習評価は、学校で設定する評価規準により評価） 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・物語のおおまかなあらすじや登

場人物の心情を高頻度の語彙・表

現を使って言える。 

・本文に出てくる単語や文法を理

解し、それらを使って単文や簡単

な複文で物語中のできごとや気

持ちが話せる。 

・物語を理解し、あらすじについ

てまとまりのある説明ができる。 

・登場人物の心情の変化を場面の

変化と結び付けて理解できる。 

・本文のキーワードを理解するこ

とができる。 

・授業中に質問に対する答えを探

したり、発言したりすることが見

られる。 

６．指導計画（全６時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの

力 

〇教科 

♡エンパワーメント

１ ・母語で「ご

んぎつね」を

読み、キーワ

ードを探し

て本文の内

容を理解す

る。 

・母語のテキストを対象児童二人が段

落ごとに交替読みをし、挿絵を用いな

がら場所、時、登場人物などの概要を

確認する。 

・2 時間目の授業に向けて、本文に出

るキーワード（動詞、名詞など）を色

分けし、それぞれ同じ意味を示す日本

語と母語の単語をテキストに線引く。 

☆日本語の本文理

解のためのキーワ

ード（動詞、名詞）

がわかる。 

★動物のカードを提

示し、動物に対して持

っているイメージを

伝えることができる。 

○★場所、時、登場人

物などの内容を理解

することができる。 

♡単元の見通しを持

つことができる。 
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２ 身近な言葉

を使って、日

本語で6場面

のあらすじ

がある程度

言える。 

・実践者が日本語の本文を場面ごとに

読み聞かせ、対象児童は挿絵をみなが

ら、日本語で本文のあらすじ再生をす

る。 

・キーワードの照合ゲームをする。

☆日本語で書かれ

た本文の内容をあ

る程度理解するこ

とができる。 

☆支援を得ながら、

高頻度の語彙・表現

を使って日本語で

本文のあらすじが

言える。 

☆キーワード①の

日本語がわかる。 

○★日本語で書かれ

た本文の内容を理解

するために、母語の力

や母語での学習で得

た知識を活用できる。 

★知っていることば

を使って簡単にあら

すじをまとめて話す

ことができる。 

★母語を活用したリ、

日本語の本文の前後

の関係から推測して、

キーワードの意味を

理解できる。 

３ 母語と日本

語のテキス

トを結び付

けながら、兵

十とごんの

気持ちの変

化を理解す

ることがで

きる。 

・兵十とごんの気持ちの変化に注目

し、気持ちを表わす文や段落を母語で

確認したあと、日本語のテキストから

同じ内容の部分を探して線を引く。 

・本文に出る「～たり～たりする」の

文型への理解。 

・日中漢字の違いを確認し、キーワー

ドの照合ゲームをする。 

☆気持ちを表わす

日本語の文や、それ

が書かれている段

落がわかる。 

☆「～たり～たりす

る」の使い方を理解

し、文が作れる。 

☆キーワード②の

日本語がわかる。 

○★兵十とごんの気

持ちの変化について

理解したことが話せ

る。 

〇★母語で理解した

ことを、日本語のテキ

ストに結び付け、日本

語で書かれた物語へ

の理解を深める。 

★教材に出る日中漢

字の見比べ表（母語

訳付き）を使って、日

中漢字の発音の違い

に気づき、正しく言え

る。

４ 場面ごとの

兵十とごん

の気持ちの

変化が理解

し、日本語で

話せる。 

・実践者が本文を読み、対象児童は場

面ごとに兵十とごんの気持ちの変化を

日本語で話す。気持ちを表す語彙につ

いては、気持ちを表す形容詞一覧（母

語訳付き）を配布する。 

☆登場人物の心情

の変化を実践者の

支援を得ながら日

本語で話せる。 

☆登場人物の心情

を簡単な文で書け

る。 

☆やさしい日本語

で書かれた問題文

を理解し、わからな

いところは実践者

に質問しながら、適

切な答えを日本語

で抜き出すことが

できる。 

○★兵十とごんの気

持ちの変化を自分の

ことばで表現できる。 

★兵十またはごんに

対する感想を考えて、

簡単な文でまとめる

ことができる。 
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・兵十またはごんの気持ちを簡単な一

文で書く。 

・内容理解のためのプリントに取り組

む。 

５ 

本

時 

「ごんぎつ

ね」の場面ご

とのあらす

じを、教科書

のことばや

表現を使い

ながら日本

語で表現で

きる。 

・学習したキーワードを総まとめす

る。 

・要約文の組み合わせゲームをする。

・プリントの穴埋めをする。

・複合動詞の辞書形・マス形照合ゲー

ム 

☆本時までに学習

した日本語のキー

ワードが言える。

☆ばらばらにされ

た場面ごとの要約

文のことば、助詞等

を並び替え、文法を

考えながら文をつ

くって言える。 

☆やさしい日本語

で書かれた問題文

を理解し、わからな

いところは実践者

に質問しながら、適

切な答えを日本語

で抜き出すことが

できる。 

☆複合動詞の辞書

形・マス形が理解で

きる。 

★○これまで学習し

たキーワードを本文

の中から見つけられ

る。 

★○物語全体の構成

を意識しながら、場面

ごとの内容が理解で

きる。 

★○複合動詞の辞書

形・マス形ゲームを通

して、動詞の形の違い

を理解する。 

６ ・物語全体の

中での、各場

面の特徴を

理解する。 

・複合動詞の

意味や形の

変化を理解

する。 

・挿絵で話の流れを確認しながら、プ

リントの穴埋めに取り組む。

・本文に出る複合動詞のマス形、辞書

形のすごろくゲームをする。 

☆日本語の難易度

がより高い（教科書

で使用される語彙・

表現に近い）プリン

トの問題文を理解

し、自分の解答が言

える。 

☆本文に出てくる

複合動詞の意味や

動詞の変形が理解

できる。 

★○物語全体の構成

を意識しながら、話の

流れを理解すること

ができる。 

♡できるようになっ

たことに自信を持ち、

在籍学級での学習に

意欲を持つことがで

きる。 

★○本文に出る複合

動詞のマス形のすご

ろくで、動詞の形の違

いを理解する。

７．本時の指導（5/６） 

ねらい（目標） 「『ごんぎつね』の場面ごとのあらすじを、教科書のことばや表現を使いながら日本

語で表現できる」 
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45 分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教

科 ♡エンパワーメント 

導入 

8 分 

０．カレンダー読み 

１． 学習したキーワードを総まとめする。 

・ICT 機器を使い、前時（4 時間目）の学

習内容または黒板の写しを掲示する。 

・Q&A 形式で前回までの内容を復習する。 

○兵十とごんの気持ちの変化について、思い出した

ことを、教室の中で共有できる。

２．本時のめあてを確認する。 

場面ごとの要約とキーワードのまとめ 

展開 

35 分 

３．本文に出る複合動詞や動詞、キーワー

ド、形容詞一覧表、日中の漢字の違い一覧

表を提示し、復習しながら重要な語彙の理

解度を確認する。（写真１）・（写真２） 

・穴埋め式の問題に挑戦する。

・実践者がことばの一覧表を電子黒板に写す。

★○本文に出る漢字と中国の漢字の違いを再確認

することができる。 

☆本時までに学習した日本語のキーワードが言え

る。 

♡これまでの学習で理解できたことに気づき、自信

をもつことができる。 

４．要約文の組み合わせゲームをする。 

・場面ごとの要約を確認する（写真 5）。

・言葉カードを用いながら、各場面の要約

文を単文で作る（写真 4）。 

・デジタルルビ付き「ごんぎつね」のプリント、バ

イリンガル版の絵本のプリント、ことばの一覧表の

プリント、各場面の要約のプリント、言葉カードの

計 5 点の学習資料を用いる。 

・4 時間目の板書を電子黒板に写す。

・テキストの絵を黒板に貼る。

★○これまで学習したキーワードを本文の中から

見つけられる。 

★○物語全体の構成を意識しながら、場面ごとの内

容が理解できる。 

☆ばらばらにされた場面ごとの要約文のことば、助

詞等を並び替え、文法を考えながら文をつくって言

える。 

５．読解プリントの穴埋めをする。 ☆やさしい日本語で書かれた問題文を理解し、わか

らないところは実践者に質問しながら、適切な答え

を日本語で抜き出すことができる。 

★○これまで学習したキーワードを本文の中から

見つけられる。 

★○物語全体の構成を意識しながら、場面ごとの内

容が理解できる。 

６．本文に出てきた複合動詞を理解する

（写真３）。 

☆複合動詞の辞書形・マス形が理解できる。

★複合動詞の辞書形・マス形ゲームを通して、動詞

の形の違いを理解する。 

まとめ

2 分 

７．学習内容のまとめをする。 ♡場面ごとの特徴を理解し、在籍学級での学習に意

欲をもつことができる。 
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本時の様子 

写真 1 日中のキーワードの一覧表を提示しながら復習 写真 2 日中のキーワードの一覧表で言葉を確認 

写真３ 本文の複合動詞の理解 

写真４ 言葉カードを用いた単文づくり   写真５ 場面ごとの要約を確認 

8.児童生徒の変容

 本実践では、母語も日本語もすべてのことばを自由に使いながら学習できる環境のなかで、在籍

学級での学習につなげるための先行授業を行った。最初に母語で読んだことで、内容の理解が促

進され、行間まで読み取り、説明することができた。その後、日本語で読む際には、母語で理解

したことを活用しながら、内容の理解につなげることができた。対象児童たちは「ごんぎつね」

の場面ごとの特徴を理解できたことで、在籍学級での学習に意欲をもつことができた。

 他の教科や単元でも、自分の考えが母語で言えたり、ことばを母語でも確認できたりするような

ことを増やしていくことで、少しずつ在籍学級での学習に向けて自信をもつことができるように

なってきた。

 本実践では、学校の先生が取り出しの授業を見学できる場面を設けた。その際、在籍学級では発

言しない対象児童が自ら手を上げて積極的に発言したり、本文について多くの考えをもって発言

したりする在籍学級では見られない姿を学級担任は見たことで、新たな気づきが得られたよう
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だ。対象児童は母語を使って考える力があることを、関係者の先生方に再認識していただくこと

ができた。そのため、毎回の取り出し指導後は、学級担任に学習内容を伝えることとした。 

 在籍学級での学習では、学級担任は児童たちが答えられそうな質問を意識し、活躍できる場面を

つくるという試みを行ったところ、児童もそれに応えようとする姿が見られた。

 本実践後、取り出し授業に興味を持たれて、日本語指導や教科につなげる指導の様子を見学くだ

さる先生が、増えてきた。

＜参考資料＞ 

参考資料１ ことばカード（一部抜粋） 

参考資料２ 「ごんぎつね」動詞すごろく 

※すごろくに使用している以下のイラストは、実践者自身の授業内での使用（授業終了後に回

収）、および報告目的での掲載について、許可を得ています。 
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参考資料 3 学習資料カラー版 
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実践者名 永塚史穂(西尾市立西野町小学校担任教諭)・本谷優果(同 養護教諭) 

協力者：菊池寛子(日本語初期指導教室カラフル室長)・ヴ ティ ト(同 支援員) 

外部協力者：小貫大輔（東海大学教授）・齊藤奈月（同 大学院生） 

実践区分 小学校 入り込み指導 在籍学級（教科：体育） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

本校が所在する西尾市（愛知県）は、総人口約 17 万人のうち約 1.2 万人（約 7%）

が外国籍住民の自治体である。西尾市の教育委員会は 2008 年度から社会福祉法人に

業務委託して就学前や不就学の子どもに向けたプレスクール・就学支援事業（2014 年

度からは「多文化ルーム KIBOU」の名称）を実施し、2009年度からは早期適応教室

（2020 年度からは「日本語初期指導教室カラフル」の名称）を設置してきている。

本校では１年から６年までの各学年２学級ずつに合計で 279 名（2024 年 12 月現

在）が在籍し、そのうち多文化多言語の児童は 41名（約 15%）である。 

本実践は、多文化多言語の児童生徒が言語や文化の障壁のために十分な準備のないま

ま思春期を迎えている可能性があることへの問題意識から始まった取り組みの一環で

ある。2023 年度（3 月）に教育委員会主催で開いた家庭教育特別講演会の段階から

外部の協力者の協力を得て準備してきた。外部協力者は東海大学の「性と文化プロジ

ェクト」チームのメンバー2 名（国際学部教授の小貫大輔氏と同大学体育学研究科大

学院生の齊藤奈月氏）。本校の全教職員と市内の日本語教育指導支援員が合同で研修を

受けて多文化多言語の家庭の持つ性と文化への感覚を知り、保護者も招いて４〜6 年

生対象の学校保健委員会講演会を開くなどして、今回の授業にいたった。 

本実践の 

ポイント 

思春期への準備教育は 4年生の保健の授業から始まるが、普段使わない語彙が多く導

入され、家庭の文化により子どもに伝えていることの内容が異なるために、特に多文

化多言語の児童に向けては導入に時間をかけることが望ましいと考えた。本実践では、

体を使ったワークを取り入れるなどして社会・文化における男女観について振り返る

ことを導入とした。同じ学級に母語を同じくする児童が複数在籍するために、母語を

用いたディスカッションも取り入れた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

日本語初期指導教室カラフルを修了したばかりの児童が、在籍クラスでみんなと楽しそうに

授業に参加し、授業内の「気づき」を共有することができ、ふりかえりの時間には、自分の

意見を自分のことばで書くことができていました。また、授業中に「だんせい、じょせい、

だんせい、じょせい」と連呼している姿が見れてとても嬉しくなりました。 
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1．単元名・活動名

体育「大人になるってどういうこと？」（たのしいほけん３・４年「育ちゆく体とわたし」大日本図
書） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校４年生 人数：3 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6 

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5 

書く ① 

読む ① 

聞く・話す ② ① 

ステップ

4 

書く ② 

読む ② 

聞く・話す 

ステップ

3 

書く ③ 

読む ③ 

聞く・話す 

ステップ

2 

書く 

読む 

聞く・話す ③ 

ステップ

1 

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
聞く・

話す 
6 

・まとまりのある話ができる。

・教科内容について話す際に、中学

年レベルの低頻度の語彙・表現をお

おむね使える。

・教師の問いかけに答えて積極的に

発言することができる。

・絵本の読み聞かせをよく聞き、作

者が伝えようとするメッセージを読

み取ることができる。

D 

・事実と意見の違いを意識しつつ、共

通点や相違点を整理して議論できる。

・この授業を通じて学級全体が体験す

る「気づき」を共有することができ

る。

② 
聞く・

話す 
6 D 

・まとまりのある説明ができる。

・具体的な事例とともに理由を挙げな

がら、自分の意見を述べることができ

る。

・この授業を通じて学級全体が体験す

る「気づき」を共有することができ

る。

③ 
聞く・

話す 
3 

・高頻度の語彙や重要な表現で答え

ることができる。

・聞いた内容を確認するためにおう

む返しする。

・教師の指示を理解して「体を使っ

た表現」に取り組むことができる。

・読み聞かせする絵本のひらがなを

目で追いながら、養護教諭の読みを

積極的に聞こうとすることができ

る。

D 

・事実と意見の違いを意識しつつ、共

通点や相違点を整理して議論できる。

・母語を使って授業の振り返りを文章

にまとめることができる。

・支援員の協力を得て他の子どもたち

の経験や考えを聞き、この授業を通じ

て学級全体が体験する「気づき」を共

有することができる。

・母語を使って授業の振り返りを文章

にまとめることができる。

単元の目標： 

年齢に伴う心と体の変化と個人差、思春期の体の変化、体をよりよく発育・発達させるための生活

について理解することができる。（知識・技能）  

心の変化や体の発育・発達について、課題を見つけ、その解決に向けて考え、それを表現すること

ができる。（思考力・判断力・表現力等）  

心の変化や体の発育・発達について、健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り

組むことができるようにする。（学びに向かう力・人間性等） 
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＜児童の滞日年数等／2024年 12月現在＞ 

①滞日年数：5年 3 か月 年齢：9 歳 11か月 つながりのある国：ベトナム

②滞日年数：6年 1 か月 年齢：10歳 3か月 つながりのある国：ベトナム

③滞日年数：6か月 年齢：9歳 9か月 つながりのある国：ベトナム

４．指導観（指導や支援のポイント） 

準備段階で市内の日本語教育指導支援員との合同の学びと意見交換を実施 

4 年生には学級が二つあり、合計で 49人の児童が学ぶ。そのうち 20％強の 10 人が多文化多言語の児

童（国籍はベトナム及びブラジル）であり、それらの子どもは保護者と母語で会話することが多く、一

人を除いて概ね母語の力が強い。学校で学んだことについて子どもと保護者が話し合うことも視野に入

れて、家庭の言語や文化を考慮に入れながら指導をしていきたい。本校が所在する西尾市では、日本語

教育指導支援員によるサポートが充実しているので、本時の指導に先立って、外部協力者の協力を得て、

本校の教職員全員と支援員たちが合同で研修を受け、子どもたちの背景となる文化・言語圏における思

春期の捉え方について聞き、意見交換をしてきた。 

思春期準備教育への導入として「男女平等」や「多様性」に関する「気づき」を重視 

本校では 4年生の保健の授業で思春期への準備教育が始まるが、単に体つきや体の中の変化、心の変化

についての知識を個々の児童に身につけさせるだけでなく、「男女平等の意識」や「多様な性（個性）へ

の理解」といった価値観を学級全体に養うことも課題となる。価値観につながる課題は一方的に教え込

めるものではなく、子どもたち同士の意見交換を通した「気づき」を支援することが重要となる。本実

践は思春期準備教育への導入の時間にあたるが、多文化多言語の児童が学級の意見交換に参加し、その

「気づき」を体験できるように工夫したいと考えた。授業を通じて学級の子どもたちが体験する変容に、

多文化多言語の児童も立ち会うことに大きな意味があるからだ。 

積極的な参加を促し、学級全体と「気づき」を共有するための工夫 

工夫の一つは、体を使った表現のワークを取り入れることで、多文化多言語の子どもが日本語能力の高

低に関わらず、臆せずに参加できるようにしたことである。固定観念（ステレオタイプ）への「気づき」

につながる教師からの問いかけについては、多文化多言語の児童にも確実に理解できるようにしたいと

考えた。本時では支援員の支援を得たが、そのような支援が得られない場合には日本語と子どもの母語

を並記したスライドないしフリップを事前に準備することもできるだろう。その後の意見交換では、多

文化多言語の児童が「強い方のことば」の力を用いて考え、議論できるように、学級内で母語を同じく

する児童同士で話し合わせた。最後に、振り返りの作文を書くときには、子どもが「強い方のことば」

で書くことを奨励した。 
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５ 単元の評価規準 

体育（保健） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

年齢に伴う心と体の変化と個人

差、思春期の体の変化、体をより

よく発育・発達させるための生

活について理解することができ

る。 

心の変化や体の発育・発達に

ついて、課題を見つけ、その解

決に向けて考え、それを表現

することができる。 

心の変化や体の発育・発達につい

て、健康の大切さに気付き、自己

の健康の保持増進に進んで取り組

むことができるようにする。 

６ 指導計画（全 5時間） 

時 ねらい 学習活動等 指導・支援のポイント 

１ 単元への導入として

「男らしさ・女らし

さ」について考える 

・体を使ったワークや

絵本の読み聞かせを

通じてジェンダーを

めぐる意識について

ふり返る（本時）

☆絵本の読み聞かせ

にそって、ひらがなを

目で追うことができ

る。

〇★この授業を通じ

て学級全体が体験す

る「気づき」を共有す

ることができる。 

２ これまでの身長や体

重の変化を振り返る 

・身長が伸びたり体重

が増えたりする時期

やその変わり方は一

人一人違うことに気

づかせる

☆自分自身の体に起

きる変化を表す言葉

が理解できる。

〇★自分自身の体に

起きてきた変化を振

り返り、これから起き

る変化について包括

的なことばの力を活

用して理解できる。 

3 思春期に起きる体の

中の変化について知

る（その１） 

・生殖に関係する体の

中と外の部位の名称

と働き、月経・精通の

始まりなど、思春期に

起きる変化やその仕

組みについて知る

☆生殖に関係する言

葉（ちつ、いんけい、

子宮、精巣、月経など）

が理解できる。

〇★医学的な知識に

関係する新しい語彙

が多出するが、包括的

なことばの力を活用

して理解できるよう

に支援する。 

4 前時の振り返りと思

春期に起きる心の変

化について知る 

・前回の授業の振り返

り

・思春期に起きる心の

変化と人の性の多様

性について知る

☆語彙が難しい箇所

でもあるので、前時を

振り返り、理解が不十

分だった点をおぎな

う。

〇★相談にのってく

れる保護者などの「信

頼できる大人」は誰か

考えてみる。 

5 よりよく育つために

必要なことについて

理解させる 

・単元の全体を振り返

る

・適度な運動やバラン

スの取れた食事と十

分な睡眠が必要であ

ることを気づかせる

☆運動、栄養、睡眠、

休養などに関係する

言葉が理解できる。

〇★自分自身がより

よく育つために必要

なことについて理解

し、保護者やその他の

「信頼できる大人」に

相談できる。 
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７ 本時の指導 

ねらい（目標） 自分の生活体験からこれまでに身につけてきたジェンダー意識（「男らしさ・女らしさ」

に関する固定観念）を振り返り、社会通念にとらわれず「自分らしさ」を大切にする態度を身につけ、

互いの「自分らしさ」を尊重し合うことができるようになる。 

分 学習活動等 指導・支援のポイント 

5 1.「消防士」「パイロット」「看護師」

「保育士」などの職業名を挙げ、連

想される姿が男性か女性かを考え

る。 （写真①） 

☆職業名(ふりがな付)と、それをイメージできる絵を

並べたカードを用意(ただし、男か女かを連想させな

い絵を選んで使用)。

☆男と女の漢字について復習し、漢字には絵のような

（象形的な）ものがあること、「男」の漢字には「力」、

「女」には「子抱き」イメージが字源となっているこ

とに触れる。

20 

2. 体を使って「男らしさ」、「女らし

さ」のイメージを表現してみる。

（写真②～④） 

・それぞれの思うやり方で「男らし

く」走る様子を表現する。同様に「女

らしく」走る様子を表現する。

・同様に、「投げる」、「座る」などの

仕草をそれぞれの思うやり方で「男

らしく」、「女らしく」やってみる。 

・（男らしく・女らしくと言われると

全く異なった振る舞いをするので）

「本当にそんなふうにやる（走る・

投げる・座る）？」と問いかける。 

・（「やらない」と答える子どもたち

に）「じゃあ、どうしてそんなふうに

するの？」と問いかける。 

・子どもたちの経験談や、それぞれ

の考えを聞く。

♡多文化多言語の児童、特に来日して日の浅い子ども

のエンパワーのために、他の子どもたちと同じように

楽しく参加できる「体を使ったワーク」に時間を割く。 

☆「男」、「女」という言い方は高頻度で使われるが、

「男性」、「女性」という言葉も十分に高い頻度で使用

されるので、その両方の言い方を使う。

★「女らしく」という指示に対して、子どもたちが「な

よなよした」仕草を見せることを予想し、「実際は、普

段誰もそんなふうにしないよね」という問いかけす

る。（この問いかけは重要なので、多文化多言語の児童

にも確実に伝わるように工夫する。 

★男女観をめぐる今後の学級の雰囲気が決まってい

く重要な場面なので、来日して日の浅い児童のそばに

は支援員についてもらい子どもたちの発言を子ども

の母語で伝えてもらう。

15 

「男らしさ」、「女らしさ」とは何なのか考えてみよう 

「男だから」、「女だから」という理由で「自分らしさ」を表現できなかったり、 

人の「自分らしさ」を否定したりすることはよくないことを理解しよう 
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3.絵本を読み聞かせ、子どもたち同

士で意見交換をする。（資料①）

・そばの席に座る子ども同士で話し

合い、絵本が伝えようとするメッセ

ージや感想などについて話し合う。 

・話し合った内容を発表させる。

☆来日して日の浅い一人については、入り込みの支援

員がそばに立ってモニター画面に大きく表示される

ひらがなの文章を追うことをサポートする。

★子ども同士の意見交換では、多文化多言語の児童同

士で組めるようにする。

★来日して日の浅い児童のそばに支援員についても

らい、他の子どもの発言を子どもの母語で伝えてもら

う。

5 4. 本時の振り返りをする。（写真

⑦）

・「男だから」、「女だから」という理

由で「自分らしさ」を表現できなか

ったり、ひとの「自分らしさ」を否

定したりすることはよくないね、と

振り返る。（「男らしさ」、「女らしさ」

につながる自分の長所を否定する

わけでない点に留意する。） 

・それぞれの子どもが本時の振り返

りを紙に書いて提出する。 

★♡来日して日の浅い子どもについては、子どもの母

語で感想を書くことを促す。

＜本時の様子＞ 

写真① 挙げられた職業名から連想さ

れる性別について考えてみる。挙手し

ているのは来日して日が経つ多文化多

言語の児童 

写真② 「男らしく走ってみて」の

指示に応える子どもたち。中央は、

来日して日の浅い多文化多言語の児

童 

写真③ 「女らしく走ってみて」の

指示に応える子どもたち 

写真④ 「男らしくボールを投げてみ

て」の指示に応える子どもたち 

写真⑤ 絵本の読み聞かせをする養

護教諭 

写真⑥ 絵本に対する子どもたちの

感想 
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資料① 使用した絵本について 

絵本の読み聞かせには、県内（愛知県）の大学生が「男だから」、「女だから」の固定観念に捉われない

ことを伝えようと（名古屋市立大学のゼミ活動の一環として）作成した絵本を使用した。絵本は、全文

がひらがなで書かれているものを選んだ。内容をわかりやすくするために、養護教諭が一部の表現を改

変して使用した。改変したのは、原著ではトランスジェンダー女性の言葉として書かれた部分を、男性

でスカートを履いてきた人の言葉に直した点である。トランスジェンダーについてまだ学んでいない子

どもたちを混乱させないために、そのようにした。 

出典：『あおいくんのかみかざり』(可児七葉・西村香帆・古田莉穂、三恵社、2021年) 

8.児童生徒の変容

 本実践では、「女らしく」と指示されただけで学級の子どものほぼ全員が「なよなよした」仕草を見

せた。多文化多言語の児童も例外ではなかった。教師が、「でもね、実際は普段誰もそんな仕草はし

ていないよね」という問いかけをしたところ、その問いかけ一つで、学級の子ども全員がハッとす

る瞬間があった。マラソン大会で好成績を出した女子に「大会でそんな風に走った？」と聞くと首

を大きく横に振った。性別による振る舞いや在り方について、いつの間にか身につけてしまってい

た固定観念（ステレオタイプ）に気づいた瞬間だったと感じる。学級運営にとって重要なターニン

グポイントだったのではないだろうか。その気づきを、多文化多言語の児童も一緒に体験できたこ

とには大きな意味がある。本実践が目指したことは、具体的な言葉や知識を教え込むことばかりで

はなく、学級の中にジェンダーの固定観念に捉われない雰囲気を作ることだった。これから始まる

写真⑦ 来日して日の浅い子どもが、

母語（ベトナム語）で振り返りシート

に記入している様子 

写真⑧ 児童①の感想 写真⑨ 児童②の感想 

振り返りシートの内容（日本語教育指導支援員による翻訳）:   私にはこの話がとても面白いと思います。人それぞ

れに違った趣味があるので、他の人をけなさないほうがいいです。他の人をけなすと、相手はとても悲しくなりま

す。男の子でも女の子でも関係ありません。他の人をけなすと、自分もけなされることになります。だから、誰かを

けなすのはやめましょうね。 
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思春期への準備教育にとって大切な素地づくりができたと思う。そのような変容はたった一回の授

業で達成できるものではなく、これからの授業で繰り返し触れ、次第に子どもたちの中に沁み込ん

でいくものだろう。 

 本時の授業では、「男」、「女」、「自分らしさ」という言葉がキーワードだった。「男」、「女」は高頻

度で使う言葉だが、授業中に「男性」、「女性」という表現にスイッチしてみると、ベトナムから来

日して日の浅い子どもは、「だんせい、じょせい、だんせい、じょせい」と独り言のように繰り返し

ていたそうだ（協力者からの指摘）。「体を使ったワーク」の最中だったので、実践者（永塚）とし

ては気がつかなかったことだが、そんな風に、楽しく集中する時間の中で語彙を頻度の低い方向に

向けて広げていくことができるのだと思わされた。

 多文化多言語の児童も含めて、多数の子どもから男女観についての活発な意見が出た。「女の子な

んだからお行儀よく」とか「男の子は泣かない」などと親からいわれた経験をシェアする子どもも

いた。「そうである必要はない」、「自分は自分らしくしたい」という意見が繰り返し出てきた。多文

化多言語の子どもからも、一人からは挙手でそのような発言があり、一人は振り返りシートではっ

きりそのことを述べていた。まだ日本語で十分に表現できない子どもも、母語でびっしりと書いた

振り返りシートの中で他者への思いやりのある言葉を述べていた。

 本実践では 4 年 2組での授業を取り上げたが、授業実践者（永塚）は、４年１組でもこの授業を実

施した。4 年 2 組にはベトナム国籍の子どもが 3 名、4 年 1 組にはベトナム国籍の子どもが 4 名

いる。両方合わせると 4 年生の 2 割に当たる数だ。4 年 1 組での授業では外部協力者が多文化多

言語の児童たちに「男、女はベトナム語・ポルトガル語では何というの？」と尋ねるシーンがあっ

た。子どもたちは、生き生きとした様子でそれぞれの言葉を教えてくれた。

（その他、指導に関する反省点） 

 子ども同士の意見交換では、多文化多言語の児童同士で組めるようにした。本時と同様の内容を事

前に別の学級（4年 1 組）で実施した際には、ベトナムルーツの子ども同士、ブラジルルーツの子

ども同士で活発な意見交換があった。本時に関しては、ベトナムルーツの子ども同士でしっかりと

話し合うことができたとはいえず、反省する点である。そのことに対する改善策としては、絵本の

半ばに出てくる「主人公が心無い言葉で髪飾りをしていた友人を傷つけてしまったシーン」で一度

読み聞かせを止め、子どもたち同士で「自分だったらどうするか」について話し合わせれば、より

活発な意見交換ができたのではないかと考える。

 学年の雰囲気作りを考えたときに、多文化多言語の子どもたちが単に日本人の子どもたちの雰囲気

に合わせているだけではなく、それぞれの文化のよいところも持ち込んで、より豊かで前向きな雰

囲気作りに貢献できるのではないだろうか。ベトナムから来日して日の経つ児童 2 名（4 年 2 組）

は、いくつかの職業から連想される性別がクラスの友達とは異なっている場合があった。今回は思

いいたらなかったが、職業名を母語で何というか聞くこともできただろう。事前に、それらの職業

について本国ではどのようなイメージがあるのか支援員に確認しておくとよいと反省した。
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実践者 天願 千里佳（沖縄県北谷町立北玉小学校） 

外部協力者 髙橋美奈子（琉球大学准教授） 

実践区分 小学校  取り出し指導  特別の教育課程（トピック型・プロジェクト活動） 

実践地域と

実践場所等 

の特長 

本校（公立小学校）が所在する自治体は、基地を抱える自治体の一つであること

から、県内では多文化多言語の児童生徒が比較的集住している地域である。当該自

治体の総人口約 3万人のうち約 1,060人が外国籍住民（外国人割合 3.5％）（2024

年 8月時点）であり、自治体内には公立学校が 6校（小学校 4校、中学校 2校）

ある。県から配置された日本語指導のための教員 2 名と自治体内で雇用されてい

る日本語支援員 2名の計 4名で自治体内に在籍する日本語指導が必要な児童生徒

約 100人の指導にあたっている（実践者は日本語指導教員）。 

 本校の全校児童数は約 470人で、うち多文化多言語の児童数は約 70人、日本

語指導が必要な児童は 24 人である（2024 年 8 月時点）。実践者は、自治体が

2023年に設置した日本語初期集中指導教室（プレクラス）で来日直後の児童生徒

の日本語指導を行っているが、必要に応じて、プレクラスが設置されている小学校

内や自治体内の別の小学校で巡回日本語指導も行っている。地域的に英語母語児

童生徒が多いことから自治体には母語支援員の配置はなく、通訳が必要な場合は

各校あるいは自治体で英語が堪能な職員が対応することが多かったが、近年は英

語以外の言語（ポルトガル語や中国語など）を母語とする児童生徒が顕著になって

きている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、在籍学年や母語、滞日期間、日本の学校での経験値が異なる児童を対

象に、運動会という行事をテーマに実施した。保護者には運動会の前にプログラム

を配布するが、現行のプログラムは日本語母語話者向けであり、日本語が母語では

ない保護者にとっては自分の子どもが何をするのかわからない場合も多いと考え

た。そこで本実践では、日本語非母語話者としての経験や日本以外の運動会経験を

踏まえ、日本語が母語ではない保護者や多文化多言語の下級生児童がわかるプロ

グラムを作成することにした。プログラム作成にあたっては、彼らが持っているす

べての言語の力を使い、相手に伝えるためにはどのような工夫が必要かを考えら

れるようにした。また、多文化多言語の中で生きる児童だからこその視点が活かせ

るような実践にした。 

＜バディからのメッセージ＞ 

在籍学級では発言の機会が少なく、おとなしい様子が見られる 3名の児童が、多様な言語を用いて活発

に意見を交わしている姿が印象的な授業でした。包括的なことばの力を活用した話し合いを取り入れたこ

とで、児童間の言語能力や役割の多様性が広がり、支援する側と支援を受ける側の関係が固定化される

ことなく、相互に学び合う環境を作ることができた点が、この授業の大きな魅力だと思います。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「運動会のプログラムを作ろう」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校 4～5年生 人数：3人（小４:２人、小 5:１人） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

小 5の目安 読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

小 4の目安 読む 

聞く・話す 目標 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す BC 現在 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 目標 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す A 現在 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した理由など 

本実践では、本校に在籍する 4～5年生のなかで学年相当の力に達していない児童 3人を対象とした。

在籍学年や母語、滞日期間、さらには今回の活動テーマの運動会の経験値が異なる児童たちであるが、

全員同性ということもあり、普段から仲良く遊んでいる姿が見られ、良好な関係性にある。また、各児

童が有する経験や言語力、思考力などを活かした協働作業をすることで、各児童が持つリソースを十分

に使いながら、お互いに学び合える場の創造を目指した。 

 本実践の主な対象児童 Aは滞日期間が他の二人に比べて短いことから、日常の生活言語を獲得中の段

階にあり、本校での運動会の経験がない。在籍学級の児童はすでに本校の運動会という行事や各競技に

ついては経験も知識もあり、各競技のスキルアップを目指しているため、在籍学級では包括的なことば

の力を使った活動を設定しづらい。そこで、かつては運動会になじみがなかった同じ経験を有する多文

化多言語の児童で小集団を編成し、これから転編入してくる多文化多言語の児童も念頭に置いた本校の

新たな運動会プログラムの提案を試みたい。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
聞く・ 

話す 

4 

・ 高頻度の日常語彙・表現を使いなが

ら、また語彙・表現の不足を補うため

にジェスチャーや指示語を使いながら

も、単文、重文や簡単な複文で運動会

を経験したことがない子や保護者など

がわかるプログラムについて話すこと

ができる。

・ 運動会のプログラムに出てくる用語を

聞き取りながら意味を理解することが

できる。

D 

・運動会を知らない子及び日本語非母語

保護者に対する運動会の種目の伝え方

について、既有知識を活用して、相手

に応じた適切な語彙や表現方法を考え

ることができる。

・運動会を知らない子などがイメージで

きる方法について、具体的な事例とと

もに理由を挙げながら、自分の意見を

述べることができる。

・これまでの教科学習や経験したことな

どの情報を統合しながら、外国語に翻

訳しなくても工夫次第で伝わる方法が

あることについて具体例を示しなが

ら、因果関係を含めたまとまりのある

説明ができる。

② 
聞く・ 

話す 

6 

・ 様々な接続表現や指示語、また学年相

当の語彙や表現を用いながら、まとま

り（結束性）がある話ができる。

・ 運動会のプログラムに出てくる用語を

理解しながら、運動会を経験したこと

がない子や保護者でもわかりやすい日

本語で表現することができる。

本校の運動会を経験したことがない児童や日本語非母語の保護者がわかるように、2024年度の

運動会のプログラムを作ることができる。 
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践テーマの「運動会」は、日本の公立小学校の恒例行事である。しかし、外国から編入してくる

児童にとっては、初めて経験するものであり、また他県からの転入であっても地域性が違えば内容も変

わってくることが考えられ、運動会は学校の特色が大きく反映された行事の一つだと言える。本校の昨

年度の運動会の配布資料（プログラム）を見ると、各学年のプログラム名はオリジナルに考えられたも

のであるため、運動会未経験者がプログラム名だけから何をするかを想像するのは難しい。そこで、保

護者や多文化多言語の背景を有する 1 年生でもわかるオリジナルの運動会プログラムを作成すること

にした。日本語がわからない保護者や児童へ資料を作る場合は、多文化多言語児童を含め学校内全体が

外国語（相手の母語）にする必要があると考えている教職員は多い。しかし、多文化多言語の 1年生な

ど必ずしも母語で読み書きができるわけではない。授業では、どんな工夫をすれば伝わるかを考え、プ

ログラム作成していく。

また、実践対象の 3人は、日本語教室では積極的に授業に参加する姿勢が多く見られるが、在籍学級

の授業では、存在感を消すように大人しくしている児童である。3人とも授業における自身の日本語力

に不安があることから、人前で発表することを苦手としている。今後も在籍学級では何度も発表機会が

あることが予想できるため、管理職という児童にとってフォーマルな人の前で発表するという機会を設

け、小さな成功体験を積ませたい。 

さらに、学校からの配布資料に関しては、日本語を母語としない保護者が必要書類に目を通して

いないことに困る教員がいる一方で、保護者側も資料の量が多すぎるため、重要なものを適切に取

捨選択できないという課題が存在する。本実践において、児童が制作物の作成や発表を行うことを

通じて、教職員に対し、日本語を母語としない保護者や児童の視点を意識した配布資料の作成を促

す契機としたい。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

６．指導計画（全 3時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

1 

現行の運動会

プログラムを

確認し、本校

の運動会を経

験したことが

ない人が理解

しにくい部分

を見つける。 

・運動会について知って

いることを話し合う。

・昨年の運動会のビデオ

を見て、自身が経験した

別の運動会との違いを

探す。

・現行プログラムのわか

りにくい箇所に赤丸印

をつけ、理由を考える

（資料①）。

☆運動会について、高頻度

の日常語彙や表現を使っ

て、簡単な文で話す。

☆ビデオを見ながら、運動

会プログラム内の重要語

（未知語も含め）を聞き

取ることができる。

★運動会のプログラム

について、既有知識を

活用しながら未知語の

意味を理解し、相手に

応じた適切な語彙や表

現方法を考える。
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2 

運動会のオリ

ジナルプログ

ラムを作る。

（本時） 

・今年の運動会のプログ

ラムを見て、日付や時

間、種目等を確認す

る。 

・運動会未経験者が見

て、理解できるような

表現の工夫を考える。

・プログラムの作成（資

料②③）。

・宿題：保護者に保護者

が経験した母国の運動

会について聞く。

☆高頻度の日常語彙・表現

を使って、簡単な文で話

す。

☆様々な表現を用いて、運

動会未経験者がイメージ

できるようにプログラム

や競技について話ができ

る。

★運動会未経験者がイ

メージできる方法につ

いて、考えを述べる。 

♡母語も書けることを周

囲に知ってもらうこと

で、自分の強みに気づ

く。

♡ルーツの文化や習慣に

ついて家族と共有す

る。

3 

オリジナルプ

ログラムを発

表する。 

・宿題の発表をする。

・プログラムを仕上げ、発

表の練習。

・管理職等に自作プログ

ラムの発表。

☆様々な表現を用いて、自

作プログラムについて結

束性をもった発表ができ

る。

★集めた情報を示しな

がら、人前で発表する。 

★具体的な事例ととも

に自分の考えを述べ

る。

７．本時の指導 （2/3） 

ねらい（目標） 運動会のオリジナルプログラムを作ろう。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

10 ・号令。

・教師自作の「やさしい日本語」による

運動会のお知らせを見て、わかりづ

らい箇所を探す。

・今年配付された運動会のプログラム

を見て、運動会の日付や時間、種目等

を確認する。

・めあての確認。

☆「どこがどのようにわかりにくいのか」まとまった話が

できるように、適宜サポートや声かけをする。

☆行事の案内などでよく使用されることばを確認する。

★資料が全て読めなくともキーワードとなる部分を見つ

け、プログラムの構成がわかるように声かけをする。

運動会のオリジナルプログラムを作ろう。 
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10 

15 

・多文化多言語の転編入児や保護者等

がわかるようにするための表現の工

夫をグループで考える。

・グループで出た案の発表。

・プログラムの作成（資料②～③）。

★適宜、「なんで？」「どうして？」と問いかけをして、理

由を説明してもらう。

♡母語も書けることを他の児童や先生等、周囲に知っても

らい、自分の強みに気づく。

10 ・多文化多言語の転編入児や日本語非

母語の保護者のために発信する運動

会プログラムにどんな工夫があると

いいか確認する。

・宿題：自分の保護者に保護者が経験

した母国の運動会を尋ねる。

★運動会未経験児及び日本語非母語保護者に対する運動

会の種目の伝え方について、既有知識を活用して、相手

に応じた適切な語彙や表現方法を考える。

♡ルーツの文化や習慣について家族と共有する。

＜資料＞ 

資料① 児童 Aがプログラムに印をつけたもの 資料② 児童 Bの制作物（一部） 

資料③ 児童 Aと児童 Cの制作物（一部） 
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8.児童生徒の変容

・ オリジナルプログラムを作った理由の発表を校長先生の前で行うことを児童たちに伝えると、当初は全

員が消極的な反応を見せた。さらに、発表までに心の準備の時間を十分にとれなかったためか、直前ま

で全員が緊張している様子が見てとれた。発表が始まった直後は声が小さめであったが、校長先生が相

槌を打ったり、「知らなかった」と反応を示したりしたことで、彼女たちの緊張が和らいだようである。

発表の後半では、徐々に声が大きくなり、自信を持って発表する様子が見られた。

・ 児童が自分たちで作成したプログラムを保護者に配付したいと校長先生に提案したところ、その許可が

もらえ、さらに作成したプログラムを褒めてもらえたことで児童達はとても自信がついたようだった。

それによって、児童自ら「教頭先生の前でも発表したい」と提案し、教頭先生にも発表することができ

た。

・ 本実践では包括的なことばの力を活用しながら話し合い活動を意図的に行ったことにより、普段は日本

語を教わることが多い滞日期間の短い児童 A（ポルトガル語母語）が、滞日期間の長い児童 Cにポルト

ガル語で教える場面が見られた。

・ 管理職へ日本語が母語でない保護者がわからないところに印をつけた資料を見せた際、「こんなにわか

らないんだ」というコメントをもらった。その際、児童 Aは、「私じゃない。お母さん。私少しわかる」

と、自身が日本語ができるようになったことをしっかりと自らのことばで伝えていた。

・ 在籍学級でのグループ活動において、児童 Bは消極的で他の児童に従いがちな場面が多いが、本実践で

は率先して発表原稿を作ったり担当決めを提案したりするなど、積極的に授業参加する姿が見られた。 

・ 児童 Cは在籍学級では消極的で、人前で発表する様子などはほとんど見られない。だが、本実践で Cは、

校長先生や教頭先生の前で意欲的に取り組むことができた。その様子を担任に伝えたところ、たいへん

驚かれ、ぜひ児童 Cの発表を見たいと話していた。

・ 本実践を通じて、多文化多言語の児童生徒が持つ包括的な言語資源を活用することで、「日本語ができな

い」という制約が授業の工夫によって問題視されにくくなり、日本語母語話者と同じように授業に参加

できることがわかった。本実践では教科に特化せず、運動会という学校行事に焦点を当てた取り組みを

行ったが、今後は教科の授業においても、児童生徒が包括的な言語を活用して思考を深められる授業設

計を目指していきたい。
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実践者名 松本 友美 （愛知県豊田市立西保見小学校） 

実践区分 小学校  取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる指導：国語） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は、総人口約 41.5 万人のうち約１.6 万人が外国籍住民という自治体内に

ある公立小学校である。学区に外国人住民が多く住む巨大団地を抱える。校内に

は、来日してすぐの多言語多文化の児童生徒を対象とした日本語初期指導教室が

設置されている。 

近年、学区には、ベトナム人やネパール人などの住民が増え、少しずつ多国籍

化が進んでいる。とはいうものの、本校には、依然としてポルトガル語を母語と

する児童が圧倒的に多く在籍しており、母語でのコミュニケーションが多く見ら

れる。ポルトガル語を母語とする学校日本語指導員２名も常駐し、学習面及び生

活面で支援を行っている。また、日本語指導の専任教員がのべ８名配置されてお

り、国語は全学年で、算数は１～４年生で平行取り出し指導を行っている。本実

践者もそのうちの一人である。このように取り出しシステムが整っている本校で

あるが、近年、市内全域に日本語指導が必要な多言語多文化の児童生徒が増えて

おり、本校への学校日本語指導員や日本語指導の専任教員の配置が年々難しくな

っている。このような状況下で、新しい支援の形を考える必要に迫られている。 

 本校の全校児童は約 200 人で、うち多文化多言語の児童は約 130 人である

（2024 年 9 月現在）。そのうち、取り出し指導を受けている児童は、51 名であ

る。実践者は、1 年生と 5 年生の国語の取り出し指導を行っており、この取り出

し授業の全時間にポルトガル語の学校日本語指導員が配置されている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、実践者が担当している５年生を対象とし、在籍教室との交流授業に

向けての平行授業として実施した。包括的なことばの力を高めながら、児童の苦

手意識の強い日本語での書く力を高めるため、自分たちが暮らす保見ケ丘の文化

を紹介する目的で作成したポスターの説明文を書き、在籍学級の児童との中間発

表会を通して、書いた文を推敲し完成させる活動とした。 

取り出し教室に在籍する多文化多言語の児童は、在籍教室の児童や講師の方々

とのかかわりの中で、自分たちが住む地域について深く考えたり、自分のルーツ

を考えたりすることができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

対象児童の中には、日本語固有の力が全体に低く、特に書く力においては年齢相応の学習

に困難さを持つ児童がとても多い。そのため、思考を伴ったことばを引き出すために、準

備段階でさまざまな立場の地域の方をゲストに招き、「聴く力」と「話す力」を活用した

対話の時間を十分確保した点は、その後の授業活動に効果的であった。取り出し授業と在

籍学級との授業のつなぎ方においては、学級担任との連携や個々の児童の力の把握、細か

い支援まで互いに共通理解し合って授業が展開されていた。最終的に、ポスターで作成す

る段階では、「キャッチコピー」や「画像」を使って自分の伝えたい思いを表現すること

ができ、個々の日本語の力と包括的なことばの力を活用した実践となった。何より、地域

の方との関わりや在籍学級でのグループ活動において、児童が生き生きと活動できていた

ことが印象的だった。 
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1．単元名・活動名

5 年生・国語「和の文化を受けつぐー和菓子をさぐる」「和の文化を発信しよう」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

小学校 5 年生 ７人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む A 

聞く・話す A E 

ステップ

4

書く ①A E

読む   E 

聞く・話す D G 

ステップ

3

書く ②F D G

読む B F D G 

聞く・話す F 

ステップ

2

書く ④C ③B

読む C 

聞く・話す B 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す C 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

本実践では、本校に在籍する５年生のなかで、取り出し指導を受けている児童を対象とした。 

児童たちは、国語の全時間を取り出し教室で、毎回同じメンバーで学習している。 

3． ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
書

く 
６ 

・「ポスターの説明文を書こう」（ワー

クシート）に、さまざまな接続表現、指

示語などを使って、ある程度文や段落の

まとまりのある文章が書ける。

・中学年レベルのテキストで使用される

概念語彙や低頻度語彙・表現、連体修飾

節や書きことばらしい文体などを使いな

がら文章が書ける。

D 

・書く前の「保見の文化について講

師の先生に聞いてみよう」（ワーク

シート）への振り返りや、「くらげ

チャート」（思考ツール）への取り

組みを通して、「ポスターに込めた

い思いを伝えよう」（ワークシー

ト）もしくは「発表ノート」（タブ

レット）に直接、ポスターに書

（描）きたいことをいくつか選んで

メモしたり、全体の構想を練ること

ができる。

・「ポスターの説明文を書こう」

（ワークシート）に、込めたい思い

を書く時に、段落の関係や内容の結

びつきを意識して、説明文が書け

る。

・書いた後に、読み返して文章のま

とまりに気を付けながら、推敲する

ことができる。

② 
書

く 
５ 

・「ポスターの説明文を書こう」（ワー

クシート）に、高頻度語彙・表現や接続

表現を幅広く使って、単文や重文、簡単

な複文を用いた文章をほぼ誤用なく自由

にたくさん書くことができる。

・既習でなじみのある漢字を使いなが

ら、おおむね正確な表記で文章を書くこ

とができる。

③ 
書

く 
４ 

・「ポスターの説明文を書こう」（ワー

クシート）に、日常的な会話で用いられ

る高頻度の語彙・表現を繰り返し使っ

て、重文、簡単な複文を含みつつ主に単

文で短い文章を書くことができる。

・既習でなじみのある漢字を使いなが

ら、文章が書ける。

① 資料（画像）を効果的に活用したり、伝えたいことをキャッチコピーに書いたりしながら、

「保見ケ丘の文化」のポスターを作ることができる。（・動画や地域講師の話から得た情

報、また、日常生活の中からポスターで伝えたいことを選び、複数の語句を丸や四角で囲ん

だり、語句と語句を線でつないだりするなど、図示することによって情報を整理することを

通して、考えをより明確なものにしたり、思考をまとめたりすることができることを理解す

ることができる。）

【知識及び技能（２）イ】【思考力・判断力・表現力等 B（１）エ】（8/17～10/17）

② 相手に分かりやすく伝わるように、伝えたいことや知らせたいことを明確にし、「事柄の順

序」に沿った構成や、「書く内容の中心を明確に」した構成を工夫しながら、筋道の通った

ポスターの説明文を書くことができる。【思考力・判断力・表現力等 B（１）イ】

(11/17,15/17)
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④ 
書

く 
３ 

・「ポスターの説明文を書こう」（ワー

クシート）に、対話による支援を得て、

自分に関わる高頻度の語彙・表現を繰り

返し使い、単文を連ねて短い文章を書く

ことができる。

C 

・書く前の「保見の文化について講

師の先生に聞いてみよう」（ワーク

シート）への振り返りや、「くらげ

チャート」（思考ツール）への取り

組みを通して、「ポスターに込めた

い思いを伝えよう」（ワークシー

ト）もしくは「発表ノート」（タブ

レット）に直接、ポスターに書

（描）きたいことをいくつか選んで

メモしたり、全体の構想を練ること

ができる。

・「ポスターの説明文を書こう」

（ワークシート）に、込めた思い

を、順序にそってくわしく書きすす

めることができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践は、小学校学習指導要領国語科第５学年の内容、知識及び技能（２）イ、思考力・判断力・表

現力等 B（１）イ・エ、思考力・判断力・表現力等 C（1）ウ・（２）アに基づいて設定している。特に

３①・②のねらいを設定したのは、５、６年生に求められる「話す目的や意図、聞き手の求めているこ

とに応じて、集めた材料をどのように整理すればよいかを考える」力をつけることを目的としている。

複数言語で思考を深めるためには、児童が「深めたい！」と感じることが大前提となる。そのため、「保

見ケ丘の文化」とはどのような文化であるかということを捉えられるように、動画を視聴したり、保見

ヶ丘に長く住む地域講師から、保見ケ丘の歴史や保見ケ丘への思いについて生の声を聴かせていただく

機会を設定したりすることから、書く力を高める意欲を育てたい。そのうえで、日本人児童が多く在籍

する同じ中学校区の他小学校の５年生に、作成したポスターを紹介するという相手意識をもつことで、

自分たちが暮らす「保見ケ丘」を客観的に捉え、日本の文化とは異なる「保見ケ丘」の文化を紹介する

ためには、どのような視点をもつとよいかということを考えられるようにしたい。これらのしかけに加

えて、在籍教室の児童との交流授業を行うことにより、取り出し教室の児童が、ポスターの説明文を書

いて伝えることに必然性を感じたり、交流授業で得たアドバイスを元に、説明文を推敲してより読み手

に思いが伝わるものに改良することへの意欲付けをねらう。 

本実践の対象者は、毎回の国語の取り出し指導では同じメンバーで学習している同級生である。人間

関係ができており、授業中や休憩時間に一番得意な言葉でやり取りをしている。中でも、ポルトガル語

を母語とする児童同士は、お互いに母語で教え合ったり、母語支援員の支援を得たりしながら、複数言

語で考えることにより、認知力を向上させることができている。今回の実践でも、単元全体や各時の目

標を理解し、与えられた課題をこなす上で、複数言語で思考を深めることが必須だった。ただ、日本語

での日常会話に問題がない児童２名も、知っている言葉の中から一生懸命言葉を探しながら伝えたいこ

とを伝えようとするお話好きの児童３名も、日本生まれ日本育ちだが母語がとても強い児童２名も、１

名を除いて、在籍教室の授業で、自分の考えや思いをグループや全体に伝えることに苦手意識があり、

授業に積極的な参加ができていない実態がある。 
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そこで、本実践では、最後まで粘り強くポスター作製に取り組むためのしかけを設定した上で、取り

出し教室の児童が苦手とする「与えられた課題の理解」と「課題を解決するための手立てや手順を考え

ること」を克服し、本時に設定した実際に「書く力」を伸ばすために、複数言語で思考を深めたり、日

本語固有の力を向上させたりする部分は取り出し教室で行い、その成果の発表の場として交流授業（中

間発表）を設定する。同時に、交流授業は、取り出し教室の児童が、在籍教室の児童の力を借りて、題

材についてさらに思考を深めたり、日本語固有の力を伸ばしたりする場と位置付けて指導を行いたい。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・ポスターのキャッチコピーや

説明文を作る過程で、語彙や表

現方法を増やし、日本語の言葉

を豊かにしている。 

・日本語や母語を用いて、自分たち

が住む地域の良さに注目して、集め

た情報の中から伝えたいことを明確

にして、ふさわしい情報を選択しな

がらポスター作りに取り組んでい

る。 

・ポスターを作る過程を通して、

自分たちが住む地域への思いを

深め、在籍教室の児童や、同じ中

学校区の他小学校の５年生にポ

スターを紹介することに希望を

もっている。

６．指導計画（全 17 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

１ 保見ケ丘の

文化につい

て考え追究

する題材を

決定できる。 

・保見団地を特集したニュース番

組やドキュメンタリー番組を観て

保見ケ丘を客観的に捉え、「保見ケ

丘の文化」についてブレーンスト

ーミングする。保見ケ丘の文化の

具体例を考える。 

・ポスターの題材を考える。

☆関心のある題材を見つ

け、その言葉を知ること

ができる。 

★保見ケ丘の文化について

興味をもつことができる。 

★ポスターのテーマを考え

ることができる。 

♡暮らす街について愛着を

持つことができる。 

２ 

～ 

５ 

文化を受け

つぐ上で大

切なことは

何かを知る

ことができ

る。文構造を

知ることが

できる。 

リライトテキストを読んで、筆者

の問とその答えを理解する。 

☆リライトテキストをお

おむね文や意味のまとま

り、文節で区切りながら、

ご く ゆ っ く り の 速 さ

（130mpm）で読める。 

★説明文において、大事な

情報を取り出すことができ

る。 

★〇段落の関係や内容の結

びつきを、理解できる。 

６ 質問を考え

ることがで

きる。

リライトテキストの内容を理解

し、「保見の文化」を伝えるポスタ

ー作製のために講師の先生方への

質問を考える。 

☆質問文をつくることが

できる。 

★質問を考えることができ

る。 
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７ 講師の先生

に質問し、答

えをメモす

ることがで

きる。 

在籍教室の児童を含むテーマ別グ

ループで、講師の先生への質疑応

答を行う。応答の内容をメモする。 

☆高頻度の日常語彙・表

現を使って、単文、重文、

簡単な複文でポスターの

題材について、講師の先

生に質問できる。 

☆質問の回答を聞き取る

ことができる。 

★質問するために、自分の

意見をまとめることができ

る。 

★質問から答えてもらった

ことをメモできる。 

８ 

～ 

11 

ポスターを

作ることが

できる。 

説明文を書

くことがで

きる。（本時） 

「思いが伝わる」ポスター作製の

ために、キーワードを元にして画

像を選んだり、紹介文を書いたり

する。 

☆ポスターの説明文を、

話し言葉で用いられる高

頻度の語彙や文法を活用

して、重文、簡単な複文を

含みつつ単文で文章を書

くことができる。 

★書く前の全体での活動を

通して、ポスターの構想を

練ることができる。 

★ポスターに込めた思い

を、自由に書き進めること

ができる。 

１２

～ 

１３ 

在籍学級と

の交流授業

「中間発表

会」に参加で

きる。 

グループのメンバーにポスターを

見せながら説明し、困りごとに対

してアドバイスをもらう。もらっ

たアドバイスを元にポスターを改

良する。グループのメンバーの発

表を聞いて、意見や感想を述べる。 

（写真） 

☆形容詞や動詞など、述

語の活用や助詞に誤用が

あっても、主に単文でな

んとか意味の通じる話が

できる。 

★ポスターを示しながら、

グループで、ポスターに込

めた思いを発表することが

できる。 

★具体的な事例とともに理

由を挙げながら、自分の意

見を述べることができる。 

♡仲間からよいところを認

めてもらう。 

１４

～ 

１７ 

ポスターと

説明文を改

良できる。 

自分が書いた説明文を読み返し

て、改良する。 

☆児童それぞれのステー

ジに応じて、日常語彙を

使って、単文、重文、複文

で説明文を書くことがで

きる。 

★読み返して文章のまとま

りに気を付けながら、不要

なものを削除したり、順番

を入れ替えたり、必要なも

のを追加したりできる。 

１８

～ 

１９ 

筆者の主張

を他の情報

と重ね合わ

せて考える

ことができ

る。 

筆者の主張を確認し、自分が設定

した題材と重なる部分を見つけ

る。教科書のインタビュー記事を

読んで、筆者の主張と重なる部分

を見つける。 

☆リライトテキストを、

おおむね文節や単語で区

切りながら、ごくゆっく

りの速さ（130mpm）で読め

る。 

★段落の関係や内容の結び

つきを理解できる。 

★複数の文化の相違点を比

較することができる。 
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７．本時の指導（11/1９） 

ねらい（目標） ポスターの説明文を書くことができる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント

２ 

10 

めあてを知る。 

教師の例を聞いて、説明文に何が書かれて

いるかをつかむ。 

（資料１） 

〇どのような目的で題材を選んだのか、どのような点を工夫し

てポスターを作ったのかなどを書くために、「題材を選んだ理

由」「画像で伝えたいこと」と「キャッチコピーで伝えたいこ

と」の３つの視点から書かれた説明文を提示する。 

☆児童がモデル文として活用するために、話型を意識した例文

にする。 

30 「題材を選んだ理由」を「青色カード」に

書く。 

★段落の順序や段落間のつながりを意識して書くために、「題材

を選んだ理由」「画像で伝えたいこと」「キャッチコピーで伝え

たいこと」を色分けして示す。 

☆「～のでポスターの題材に選びました。」「画像で伝えたいこ

とは～ということです。」「キャッチコピーで伝えたいことは～

ということです。」という話型を示す。 

・なかなか書き始められない児童は、書く前に口頭で確認して

から書き始められるように働きかける。 

★母語（ポルトガル語）の方が得意な児童は、学校日本語指導

員と母語でやり取りしながら考えたり、母語で書いたりしても

よいことを伝える。 

「画像で伝えたいこと」を「赤色カード」

に書く。 

「キャッチコピーで伝えたいこと」を「緑

色カード」に書く。 

（資料２） 

5 中間発表会に向けて、できているところま

で話す練習をしよう。 

♡中間発表会に意欲をもつことができる。

本時の様子 

資料１ モデル文を参考にしながら説明文を書く 

ポスターの説明文を書こう 
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資料２ 学校日本語指導員や児童と母語で思考を深めながら説明文を考える児童 J（左）と Jのワークシート 

8.児童生徒の変容

段落に分けて文を書くことを苦手とする児童が、本時の目標である「段落の順序や段落間のつながり

を意識して、説明文が書ける」を達成するために、初めから三段落（理由・画像で伝えたいこと・キャ

ッチコピーで伝えたいこと）に分かれているワークシートを使用した。これにより、ワークシートに従

って書くことで、書いた文章が自動的に三段落に分けらえることを体験できるようにした。本時の目標

は、一段落目から三段落目までを全て書き終えることであった。児童 G は、三段落全てを、学校日本語

指導員の母語による支援を得て、単文や重文、簡単な複文を用いた文章で自由に書くことができた。ま

た、「～しやすい/しにくい」という表現を習得した。この段階で、児童 G は、自分が伝えたいことを

正確に表す言葉に出会えていなかった。そして、保見ケ丘の文化を伝えるポスターではなく、柔術教室

に入ってくださいというお誘いポスターになっていた。 

 在籍教室との交流授業「中間発表会」は、ポスター制作で困っていることをグループのメンバーに相

談する場として設定した。在籍学級の担任は、児童 Gのグループに、日本語と母語の両言語を高いレベ

ルで操るブラジル人児童を配置した。児童G は、ポスターの画像やキャッチコピーで伝えたいことをグ

ループのメンバーに母語で伝え、メンバーから、自分が伝えたいことは、「（柔術の）技」であること

に気づかせてもらうことができた。同時に、「技」という言葉を習得した。 

 「中間発表会」後には、伝えたいことの中心が明確になった説明文へと改良された。また、母語を同

じくする児童 D のアイディアに着想を得て、柔術教室のレッスンの内容を加えた。依然として、柔術教

室に参加してもらいたいという勧誘の表現は残っていたが、技を習得するための練習が楽しいことや練

習の流れなどが加わることにより、「文化」としての要素が盛り込まれた。そして、同じ中学校区の他

の小学校の同級生にポスターを紹介するというしかけにより、漢字で書こうとする意欲が飛躍的に高ま

り、教師が下線を引いて示した言葉をタブレットで調べて、一つ一つ漢字に書き替えることができた。 

さらにその後、地域の大学生による授業参観の機会を得た。児童は、大学生に、ポスターを見せなが

ら説明をした。ローテーション方式で繰り返し、大学生に説明を聞いてもらい、アドバイスや感想をも

らう活動を行ったところ、説明文に合わせて、G が苦戦していたキャッチコピーを改良することができ

た。 
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アウトプットの形は、ＩＣＴに明るい担任教諭の提案で、オンライン上のアプリである「パドレット」

にポスターと説明文を投稿する形とした。パドレットに投稿すると、全員のポスターと説明文を簡単に

見ることができる。メッセージを送ったり、いいねマークを付けたりすることができる。パドレットの

ＵＲＬやＱＲコードを地域講師の方々や、同じ中学校区の他の小学校に知らせ、インターネット上で児

童が作ったポスターを見てもらい、メッセージやいいねマークをつけてもらう形になった。インターネ

ット上に投稿する形も、IT世代の児童に合っていた。授業の約半分を欠席してしまった２名を除く５名

の児童は、ポスターと説明文を改良しながら最後まで集中してパドレットに投稿することができた。 
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説明文とポスターの変容 

S Shu J 

中間発表前 

最終 

（パドレッ

ト掲載）
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実践者名 今澤 悌（山梨県甲府市立大国小学校 教諭） 

実践区分 小学校 取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる指導：社会） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

甲府市は全人口約 186,400 人中、外国人人口約 6，942 人（2023 年）で、外国

人の占める割合は 3，7％を超えている。全国平均よりも高い割合になっており、

外国人の多く住む市と言える。本校は甲府市の中でも多文化多言語の児童生徒の

割合が高く（約 4.8％）、日本語指導センター校に指定（甲府市で 5 校の中の 1 校）

され、日本語教室が開設されている。実践者は、自校の日本語指導だけでなく、市

内の日本語指導が必要な児童生徒が在籍する学校に出向き、指導を行っている（巡

回指導）。巡回している学校は 5 校で、小学校 1 年から中学校 3 年生までの児童

生徒 17 名を指導している。（甲府市全体では対象児童生徒は 120 名以上。それを

日本語指導センター校担当教員 5 名と甲府市委嘱日本語指導員とで指導をしてい

る。）本校の日本語指導が必要な児童は 7 名である（2024 年 11 月現在）。本校の

日本語指導を受けている児童はすべて日常会話は問題なく、教科につながる指導

を中心に取り出しで指導を行っている。指導は個別指導が多いが、一部複数指導も

行っている。自校の指導日は月曜日の一日だけで、あとの曜日の四日間は他校に巡

回指導に行っている。自校、巡回校ともに、どの児童生徒にも、週に 1 時間しか

指導時間がとれていない状況である。

本実践の 

ポイント 

本実践は、在籍学級の先行学習として実践した。視覚支援を多くし、教科学習の内

容理解が深まるよう配慮した。また思考力を伸ばすため、写真やグラフ、資料等を

たくさん用意し、認知的な活動が多く行えるようにした。日本語力を伸ばすために

は、穴埋めの表現モデルを用意して、資料から読み取った事を表現しやすいよう配

慮した。また気づいた特徴等を表現できるよう、対話で引き出す支援も多く行っ

た。児童の興味関心を高めるため、また日本とルーツの国との貿易関係を意識させ

るために、導入に児童のルーツの国の写真を用意して使用した。 

＜バディからのメッセージ＞ 

５年生の社会科、という教科につながる指導をする上で、難しいことばの説明に終始して

しまうのではなく、資料を読み取り、そこからわかることについて考察することに正面か

ら取り組んだ素晴らしい実践でした。その中で、二人の児童のことばの力をしっかりみと

り、異なる課題設定を意識しながらその協働的な学びを引き出しています。子どもたちの

多文化多言語の子どもとしてのアイデンティティを育み、学習で必要となる日本語の語彙

や表現も示しながら、社会科としての授業を成立させている点は様々なコンテクストにお

ける実践で非常に参考になると思います。 
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1．単元名・活動名

日本の工業生産と貿易（社会科・教育出版）

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年 小学校 5 年生   人数 2 人（１人） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 〇 

読む 〇 

聞く・話す ① 

ステップ

4

書く 〇 

読む 〇 

聞く・話す ② 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。

本実践では、本校在籍で５年生の日本語指導対象児童３名のうちの２名を対象とした。日本語力、

認知的な力が異なる２名が一緒に学習することにより、互いの課題になる部分を補い合いながら学

習するという効果をねらった。ルーツの国の写真資料を扱う導入でも、互いのかかわりのある国の

写真をそれぞれ見せることで、より日本の貿易や日本とルーツの国との関わりについての興味関心

が喚起されることも期待した。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

①A 話す ６ 
気づいた日本の輸出入の特徴を相手

に分かるように話すことができる。 
D 

資料をもとに支援を得て日本の輸出入

の特徴に気づき話すことができる。 

②H 話す ５ 

つかんだ日本の輸出入の特徴を、支

援を得て相手に分かるように話すこ

とができる。 

E 

写真から事実を読み取ったり資料を比

較したりする中で、日本の輸出入の特徴

をつかみ、それを話すことができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本題材は、小学校学習指導要領社会科編第５学年の内容（３）に基づいて設定している。本時で

扱うのは、在籍学級で２時間扱いの内容である。本校での日本語の取り出し指導は、対象児童２人

共に、週に１時間しかとれていない。そこで週１回１時間の指導の中で、できるだけ在籍学級の時

間に生きる指導を行いたい、という想いからこの在籍学級２時間分の内容を先行学習で行いたいと

考えた。取り出し指導１時間で、在籍学級での学習２時間分を扱わないとならないので、まず内容

理解を優先に考えた。 

 児童Ａにとっては社会科は非常に難しく、苦手としている。教科書に出てくる語彙や漢字が難し

く、内容を読み取る事が困難である。様々な資料から必要な情報を読み取り、それをもとに思考す

ることも苦手としている。そこでまず資料から、日本の輸出入の特徴に気づくことを目標とした。

児童Ｈは、社会科は好きで、認知的な学習にはとても興味関心を寄せ積極的に学習活動に参加する。

しかし日本語で表現する力に課題があり、自分の考えや思っている事が伝わらないことが多い。そ

こで支援を行う中で、相手に分かるように話す事を目標とした。 

中心となる「資料からどんなことが分かるか（日本は何をどこへ輸出しているのか、どこから輸

入しているのか）（昔と今の日本を比べてどんなことが分かるか）」の学習活動には、児童Ａがつま

ずく事が予想されるので、板書の配置、イラストでの図解、吹き出しの色分け等の視覚支援を数多

く導入する。また日本語の表現に課題が多い児童Ｈに対しては、表現モデル（「日本 は 何 を ど

こ へ 輸出している。」）を用意して、Ｈが表現しやすいようにした。 

単元目標（教科の目標） 

 貿易が工業生産を支える重要な役割を果たしていることを理解するとともに、地図や統計などの基礎的

資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身につける。

 貿易の役割を多角的に考える力を養い、主体的に学習の問題を解決しようとする態度を養う。
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また「資料からどんなことが分かるか」「分かったことから、日本の輸出入の特徴を考える」活動

では、「対話で引き出す」支援を多く用いることとした。「資料を見て分かることは何か」「分かった

ことからつかめる特徴は何か」を、児童たちとの対話から引き出していきたいと考えた。児童Ａは、

認知的な活動に課題が多いのでその支援として、また児童Ｈは、分かったことや理解できたことを

日本語で表現する事に課題が多いのでその支援として、「対話で引き出す」支援を重視したい。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

日本の貿易の特徴を、理解し、基

礎的な資料を通して、情報から読

み取ってまとめている。 

写真や地図、グラフなどの資料を

もとに、日本の貿易の特徴を多角

的に考えている。 

ルーツの国の写真から、日本の貿

易（輸出・輸入）に興味・関心を

持ち、調べ学習を積極的に行って

いる。 

６．指導計画（全１時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１ 日本の輸出入

について、そ

の特徴をとら

える事ができ

る。 

日本は何をどこに輸出してい

るのか、何をどこから輸入して

いるのかを調べよう。 

☆気づいた日本の輸出

入の特徴を相手に分か

るように話すことがで

きる。 

〇写真や資料から、日本

の輸出入の特徴をつか

むことができる。 

★それを話すことがで

きる。 

７．本時の指導 

ねらい（目標） 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

５

分 

１,いろいろな国の写真から日本の輸出入

に関心を持つ。 

♡子どもたちのルーツの国の写真を使う事で、課題への関心・

意欲を高める。 

〇日本車の輸出が多く、世界中に輸出している事が理解しや

すいようグラフ等の資料を用意する。 

12

分 

２,日本の輸出について調べる。 

◎日本は何をどこから輸出しているのか

な？ 

○調べたことから、日本の輸出の特徴を

考える。 

★板書で理解を促せるよう、色分け、配置等を配慮する。また

輸出入の特徴を後でふり返りやすいよう吹き出しで板書する。 

★難しい学習語彙（輸入、輸出）はイラストと解説短冊で理解

を促す。 

☆何をどこから輸入しているかを考えたり発表しやすいよう、

表現モデルを用意する。 

☆特徴を捉えやすいよう、また捉えた特徴を表現しやすいよう、

対話で引き出す。 
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12

分 

３, 日本の輸入について調べる。 

◎日本は何をどこから輸入しているのか

な？ 

○調べたことから、日本の輸入の特徴を

考える。 

☆何をどこから輸入しているかを考えたり発表しやすいよう、

表現モデルを用意する。 

☆特徴を捉えやすいよう、また捉えた特徴を表現しやすいよう、

対話で引き出す。 

11

分 

４,昔と今の輸出入を比べて考えよう。 

◎昔と比べてどんなことがわかるか考えよ

う。 

〇比較して考えやすいようにグラフを並べて示す。 

☆考えた今の輸出・輸入の特徴を表現できるよう、対話で引き

出す。 

５

分 

５,輸出入の特徴をふり返り、日本の貿易

の概要を考える。 

〇ワークシート（資料①）に記述することで、輸出入の特徴を振

り返る。 

☆学習感想を書きやすいように掲示してある表現モデル（資料

②）を参照させる。

☆黒板の「特徴」の吹き出しに注目させて、特徴に気づかせ

る。 
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8.児童生徒の変容

児童 A は、学級での社会科授業においては常に理解が困難で、社会科は特に苦手意識を持って授

業に臨み、単元後に行われるテストでも芳しくない状況である。児童Ａにとって本時の授業は、か

なり難しい学習課題（認知的な活動）になっていたと思われる。そんな児童 A が本時に参加してい

るときの様子は、常に「顔が上がり」理解しようという気持ちが表れていた。授業の導入で、児童

A 及び H のルーツの国の写真を提示した時から、目の輝きが違った。「自分のルーツの国に、なぜ

日本車が多いのだろう」という課題意識が強く沸いたと思われる。「その理由を知りたい」という課

題意識が、授業への意欲として最後まで継続したのではないだろうか。 

「社会科が苦手」と常に話していた児童Ａが授業の終わりに「社会が好きになったかも知れない」

とのつぶやきから、本時の授業に楽しく参加でき（ルーツの国も授業で扱ったことも含め）、また理

解でき、「社会科の授業」にしっかり参加ができたという実感からのことばと受け止めたい。認知的

な学習を苦手としている児童 A なので、授業内容、学習内容を理解できるよう、理解のための支援

を豊富に授業に取り入れた。そのことも、「理解できる」「楽しい」という気持ちにつながったので

はないかと思われる。一過性の気持ちに終わらせないために、更に継続的なサポートが必要であろ

う。 

児童Ｈは、いつも学習に対する意欲は強く、積極的に学習活動に参加する。しかし考えたことや

分かったことを、相手に分かりやすく表現する事は苦手にしている。今回の授業では、まず自らの

ルーツの国の写真で学習課題につなげていったことが、更に学習意欲を高めたと感じた。学習課題

に興味深く取り組み、資料から分かること、そこから特徴について、積極的につぶやいていた。自

分の考えをしっかり持てる H だが、日本語でそれをわかるように伝える事を苦手としているので、

相手に自分の考えを伝える手立てとして表現モデルを用意し、それに沿わせて表現させた。自分の

考えをうまく表現できる手立てがあることで、意見を言いやすかったようだった。またつぶやきを

「対話で引き出」し、分かったことや気づいた特徴を、相手に分かるようにするための手立てとし

て、「対話で引き出す」ことも、表現支援として多く授業の中に取り入れた。今後は表現モデルを継

続的に授業に取り入れ、繰り返すことで表現のパターンを定着させ、課題である「自分の考えを相

手に分かるように伝える」力を育てていきたい。 

318



実践記録集 No. 21 小学生 

実践者名 山下直子 （鹿児島市立名山小学校・日本語指導協力者） 

実践区分 小学校  取り出し指導  特別の教育課程 （教科につながる指導：社会科歴史） 

実践地域 

および場所

等の特長 

 本校は、総人口約 58 万人のうち約 3,600 人が外国人住民という自治体内にあ

り、鹿児島市の中心部に位置する公立小学校である。市内で唯一日本語教室が設置

されている小学校で拠点校となっており、1990（平成）２年から日本語指導始ま

った。2024 年現在は日本語指導を担当する正教員が 3 名、指導協力者が 3 名配

置されている。 

 日本語教室に在籍している多文化多言語の児童生徒数は 18 名で、うち本校在

籍の児童は 11 名、それ以外の小学校に在籍している児童は 7 名である。本校在

籍の児童は、正規教員３名が日本語のゼロ指導から教科につながる指導まで行い、

取り出しや入り込み指導を適宜行っている。本校以外に在籍する児童は、指導協力

者３名で担当を振り分け、主に訪問指導で取り出し指導を行っている。 

実践者は指導協力者として児童 1 名を対象に訪問指導をしており、主に国語の

時間に入り込み指導を行っている。また、単元テストはリライトしたものを使用し

て理解度を確認するようにしており、担任と保護者と３者で連携を試みている。さ

らに、本校の日本語教室の正教員が担当している児童３～４名の入り込み指導の

サポートとして、教科につながる指導にも取り組んでいる。

市には母語支援員の配置はないため、日本語教室の面談や書類作成の際に通訳・

翻訳をする指導協力者が２名在籍している。 

本実践の 

ポイント 

 本実践は、中国にルーツを持つ６年生の児童を対象として、社会科の水墨画に焦

点を当て実施した。包括的なことばの読み書きの力を活用しながら、児童の苦手意

識が強い日本語で書く力と話す力を高めると同時に、調べ学習を通して母国と日

本の文化のつながりに気付けるような活動を行った。包括的なことばの力を使っ

て調べ自分のことばで表現することで、中国と日本の歴史をより深く知り、そのつ

ながりの深さにも自ら気付くことができた。 

 普段は自分のルーツのことを話さないが、今回初めて自分のルーツと日本のつ

ながりを在籍学級で発表し、他の児童からコメントをもらったことで、日本語で話

すことに自信を持つことができ、また自分のルーツを大切にする気持ちを再認識

することができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

本実践の魅力は、在籍学級と取り出し授業と見事に連携したデザイン、そこに対象児童の母

語の力と文化背景の両方を活かす工夫が溢れている点です。社会の歴史学習の中で「水墨画」

に着目し、在籍学級でのプレゼンテーションでは、児童の日本語の書く力と話す力の発達に

つながるだけでなく、豊かなアイデンティティを育む実践でした。 
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1．単元名・活動名

社会科歴史「今に伝わる室町文化」（小学教科書・新しい社会６歴史編・東京書籍） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校６年生  人数：1 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く ● 

読む ● 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す ●

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

320



実践記録集 No. 21 小学生 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く・

話す
６ 

・調べた情報について様々な接続表現

や指示語などを使ってまとまりがある

話ができる。 

・中学年レベルの語彙・表現をおおむ

ね使って話すことができる。 

E 

・水墨画について集めた情報を統合しつ

つ、因果関係を含めてまとまりのある説明が

できる。 

・集めた情報を示しながら、在籍学級で発

表することができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 本題材は、小学校学習指導要領社会編第６学年の内容である室町時代の歴史「今に伝わる室町文

化」を参照し、その中の「水墨画」に着目し設定した。対象児童は母語でも日本語でも読み書きの

力が強く、作文を書くのが得意で、自身の考えや意見を表現することができる。しかしながら、話

す力に関しては十分な力はあるが、人見知りという性格と日本語で話すことへの自信の低さが話す

力の発達を抑制してしまっているところがある。仲のいい友達や担当の日本語指導員と話す時には、

大きな声で言いたいことをはっきりと話すが、クラスでの発表や担任の先生との対話のときには、

声が小さくなりやりとりが続かなくなる。また、学校では同じ中国ルーツの児童がいても中国語を

話さず、中国について話すこともほとんどない状況である。 

 そこで、現代にも伝わる室町文化の１つである、中国で生まれた「水墨画」を題材として取り上

げ、児童が持っている包括的なことばの読み書きの力の強さを生かして、日本語の話す力を高め、

中国と日本の文化のつながりにも気付くことができる、という実践を計画した。具体的には、日本

語教室で取り出し授業(２時間)を行い、「つかむ・問いを立てる・調べる」(本時)と「考える・まと

める・表現する」(2/3)の 2 段階で構成し、最後に在籍学級でのプレゼンテーション(１時間)を設

定した。プレゼンテーションまでの学習では、児童の興味関心や考えを引き出すために、母国に関

する問いかけをしたり、抽象的なことばを自分のことばで説明してもらったりすることを心掛けた。

また、話すことに苦手意識のある児童が負担に感じないように、最後のプレゼンテーションでは調

べたことを発表する形式を「作文で書いたものを掲示・動画撮影・学級で発表」の３択から選べる

ように設定した。 

本実践では、特に対象児童が苦手意識を持っている「話す力」（日本語固有の力）を高めながら、

在籍学級で活躍できる場を在籍学級でつくることにより児童の自信を高め、豊かなアイデンティテ

ィを育むこともねらいとしている。そのため、本実践にあたっては、対象児童の学級担任と教科指

導担当の日本語指導員と連携して計画した。具体的には、児童が調べてまとめた内容と考えたこと・

気付いたことを学級で発表できる場の設定と、発表の準備を進めるための取り出し授業の設定、在

籍学級の社会科学習の内容と進度の共有の３点である。 

単元目標（教科の目標） 

・室町文化に登場した水墨画について、中国の歴史を調べまとめながら、2 国間（中国と日

本）の文化のつながりについて自分の言葉で表現することができる。 
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５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・単元で必要な教科学習語彙を使

いながら、重文や複文を用いて言

いたいことを表現しようとして

いる。 

・母語や日本語を使用して、情報

を調べたり、考えたり、まとめた

りしながら、発表の準備に取り組

んでいる。 

・2 言語での調べ学習を通して、

2 国間の文化のつながりに気付き

理解することができる。 

・中国と日本の文化のつながりに

興味を持ち、主体的に調べること

ができる。 

６．指導計画（全２時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

１ 中国の水墨画

の歴史につい

て調べ、必要

な情報を選り

分けることが

できる。 

・室町文化の概要を

つかむ。

・自分の国と日本の

つながりを見る。

・中国の水墨画の歴

史について調べ

る。

・調べた情報を選り

分ける。

☆金閣寺や書院造、茶道な

どの写真を見て、分かるこ

とや気付いたことについて

教科の既習語彙を使って説

明する。 

☆水墨画について調べるた

めに必要な教科の学習語彙

や表現を駆使することがで

きる。 

☆必要な情報を、教科の学

習語彙のキーワードを用い

て付箋にメモし整理するこ

とができる。 

★母語や日本語を駆使して水

墨画に関する情報を調べ、必

要な情報を読み取ることがで

きる。 

○中国と日本の小学校で勉強

した水墨画に関する知識を思

い出しながら、教科書には触

れられていない歴史的背景や

人物,作品について調べ、具

体的な例を挙げて、まとまり

のある説明ができる。 

♡自分のルーツと日本のつな

がりに気付くことができる。 

２ 選り分けた情

報を自分の言

葉でまとめ、

表現すること

ができる。 

・調べた情報をまと

め、自分の言葉で表

現する。 

☆前時で作成した付箋メモ

のキーワードを参考にし

て、調べた情報を重文や複

文を用いた文章で書くこと

ができる。 

☆伝えたい事柄を接続詞や

指示語を使用してまとまり

のある文章を書くことがで

きる。

★母語と日本語の作文の知識

を活かして、前時で作成した

付箋メモを見ながら、話の構

成・順番を組み立てることが

できる 

○中国と日本の水墨画の違い

も意識してそれぞれの特徴を

表現すことができる

○伝えたい事柄に合った写真

を選ぶことができる。 

発

表 

在籍学級で発

表することが

できる。 

・在籍学級で、調べ

たことと考えたこと

を発表する。 

☆在籍学級で日本語で発表

することができる。 

★ICT を活用して、相手の表

情や反応を見ながらプレゼン

テーションができる。

♡在籍学級の他の児童の歴史

に対する視野を広げるきっか

けを作ることができる。 
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７．本時の指導（１／２） 

ねらい（目標）中国と日本の水墨画の歴史について調べ、必要な情報を読み取ることができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント

５

分 

・ 

導

入 

❖室町文化の特色に気付く

・室町文化に関する写真(金閣寺、銀閣

寺、水墨画、茶の湯など)を見て、どんな

特色があるのか気付いたことを話す 

※社会科資料集

★分からない言葉やうまく表現ができないことは、タ

ブレットを使用して検索してもよいことを最初に確認

する 

〇適宜、比較したり、これまでの文化との違いに気付

けたりできるような問いかけをする 

10

分 

・ 

展

開

① 

❖自分の国と日本のつながりを見る

・Q「水墨画って、見たことある？」

→S：知っていることを話す

・「雪舟の水墨画」の動画を見る 

→動画を見て分かったことを話す

※社会科資料集

（写真①） 

★水墨画について知っていることを引き出せるように

問いかけをする 

★必要があれば、動画から分かったことを話すため

に、日本語/中国語のメモを作る時間を取る 

25

分 

・ 

展

開

② 

❖単元の全体目標を一緒に考える

・この活動を通して、「R さん自身は何が

できるようになったら嬉しい？」

「在籍学級の友達に何を伝えたい？」

❖中国の水墨画について調べる

・在籍学級の友達は、水墨画についてどん

なことを知ったら興味が湧くかな？ 

  ↓ 

・タブレットで調べて、必要なことは付箋にメモ

する（写真③、④） 

〇図工で水墨画を描く時間があることを伝え、最終的

に学習目標を何にするか一緒に考えられるように問い

かけをする 

〇初めて知る人に何を話したら興味を持ってくれる

か、調べるポイントを自分で考えられるように問いか

ける 

★中国における水墨画の歴史や最盛期,有名な作品な

ど、知りたいことを日本語/中国語で調べる 

（写真②） 

5

分 

・ 

ま

と

め 

❖今日の活動を振り返る

・今日調べたこと・分かったことを話す

❖次回までの宿題の確認

・まだ調べたい情報があれば調べてくる

・みんなに伝えたいポイントを再確認

〈予告〉次回は発表の構成を考え、内容をま

とめる 

☆調べたことを自分が分かることばで話せるように問いか

ける 

♡自分のルーツと日本のつながりに気付くことができ

る。 
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〈本時の様子〉 

写真①：雪舟の動画を視聴する様子 写真②：中国語で情報検索する様子

写真③：水墨画のキーワードを書く様子 写真④：考えた発表の構成 

8.児童生徒の変容

実践を提案した当初の対象児童は「発表するかどうかはわからないけどやってみる」という意識で始

めたが、室町文化の特色を捉えるために金閣寺や書院造、茶道、水墨画などの写真を見て気付いたこと

を話し、実践者が母国との共通点について問いかけると「少し違うけれども華道や茶道がある」「水墨画

もある」ということを話してくれた。徐々に水墨画に焦点を当てていくことで、児童が中国で見た水墨

画のことや小学校で水墨画が飾られていたことなど経験談を話し、水墨画について知っていることを話

してくれた。そこで、調べ学習を始める前に、図工の時間に水墨画を描く授業があることを伝えた。す

ると対象児童もびっくりしたようで、本当かどうか何度も聞いてきた。児童の中で何かスイッチが入っ

たようだった。クラスメイトがどんな情報を知ったら水墨画に関心を持てるか考えたようで、「中国語

で調べてもいいですよ」と伝えると、中国語でどんどん調べ始め、関連情報を集めていった。そして、

集めた資料や写真を取捨選択しながら構成を意識した発表資料作りにも、積極的に取り組んでいった。 

 本実践のゴールを在籍学級での発表と設定したが、対象児童は話すことに苦手意識が強いため、その

不安を払拭できる方法はないか考え、「作文で書いたものを掲示・動画撮影・学級で発表」の３種類の発
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表形式を準備した。児童に選択できるよう準備したところ、児童は「学級での発表」を選択し、発表に

向けて何度も練習を繰り返した。 

 当日になり「やっぱりやりたくない。恥ずかしい。」と言い始めた。スライドを準備し児童と一緒に教

室の前に行くことで、ゆっくりと発表をスタートすることができた。クラスの友達も何が始まるのだろ

うと児童に注目する中での発表であったが、普段のクラスでの発表よりも大きな声で話すことができ、

クラスのみんなに質問を投げかけることもでき、最後まで止まることなく発表することができた。終わ

った後は学級のみんなから大きな温かい拍手が湧き、発表やその内容に関して次のような感想を話して

くれる友達もいた。「中国では約 2,000 年も前から水墨画があることを知りました」「水墨画を描いた

のは雪舟だけじゃないんだなということが分かりました」「中国の水墨画を中国では中国画ということ

を初めて知りました」など、対象児童の発表があったからこそ知ることができた水墨画の歴史的背景を

クラスの友達に共有することができた。児童の発表は在籍学級の他の生徒にも新しい気付きを与えてく

れるものであった。「とても緊張した」と話していたが、発表後の社会の授業では、いつもと変わらない

姿勢で授業を聞いていた。ほっとした安堵感や達成感が児童の表情から感じられた。 

さらに、担任の先生が翌日に Google Classroom で発表の動画を共有しクラスの友達が多くのコメン

トを寄せてくれた（資料❶）。また、対象児童の保護者も動画を視聴し、「こんなことができたんですね。

感動しました。ありがとうございました。」と担任の先生に涙を流しながら話したということだった。実

践者をはじめ、学級担任、日本語指導員、クラスの友達、保護者、それぞれが児童の成長を感じること

ができた時間となった。 

今回の活動全体を通して対象児童は話す力を高めるだけでなく、自分で調べてまとめたことを発表し

たことで自信がつき自己肯定感が高まり、学級での発話も増えた。また、同じルーツの年下の児童に分

からないことを母語で説明してあげたりする姿も見られるようになった。 

資料❶ 

学級担任と友達の 

コメント
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実践者名 花島 健司 (港区立麻布小学校 主任教諭) 

実践区分 小学校  取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導：国語） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

本校は、総人口約 27 万人のうち約 23,000 人が外国籍住民という自治体内にあ

る公立小学校である。区内には約 70 か国の大使館があり、地域に居住する外国

人も多く地域の公立小学校に就学する外国人児童が増加している。日本語学級が

設置されている小学校は区内に 2 校(中学校 1 校)あり、日本語指導の専任の教員

が配置されている。この学級には、日本語の学習のために近隣校より通級するこ

とができ、通級児童は 28 名(2024 年 11 月 1 日)で本校在籍児童はその約半数

である。区では日本語指導研修会があり(年に 1 回)、日本語指導の実践に触れ、

学級担任と日本語指導担当との相互理解を深める場となるよう取り組んでいる。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、日常会話ができる程度の日本語の力を身に付けた児童が在籍学級での

学習に主体的に参加するためにどのような支援を行うことが有効か、在籍学級の

学習の先行学習として位置付け、連携を通しての活動を設定した。また一人一台

端末を活用し、翻訳機能に頼らず、児童のもつ包括的なことばの力、母語の力を

活用して日本語の力を高めていく過程を大切にした。それにより自分のルーツや

母語に自信や誇りをもち、自己肯定感を高め、積極的に学習に取り組むことがで

きた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

多文化多言語のなかで生きる児童だからこその強みを生かし、母語と比較しながら日

本語の特徴を見いだせるような実践者の指導の工夫によって、対象児童は在籍学級での

発表に意欲を高めることができました。 

意図的に小集団を編成した学習の良さが発揮されたのが、日本語の特徴としての語感

や言葉の使い方についての観点を導き出す授業の時でした。母語が異なる小集団であっ

たことであったからこそ、児童たちは日本語と自分の母語と仲間の母語（他言語）の違

いの面白さに気づくことができたことで、自分の母語に自信をもって発表することがで

きました。それによって、対象児童は自ら考えた観点から日本語の特徴をまとめたスピ

ーチ原稿づくりをとても楽しんでいました。 

また、ルビ付きであれば教科書の文字を読むことができる児童でもあったので、実践

者はデジタル教科書を活用しながら、ICT の良さも生かして実践されていたところも、

素晴らしかったです。 
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1．単元名・活動名

言葉について考えよう 「日本語の特徴」 (光村図書国語 6 年)

２ 対象の児童の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校 6 学生 人数：4 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした児童生徒のことばの力 

3）個別の児童の実態

・A 児(中国、日本在住１年 7 か月)

日本語での日常会話力をほぼ習得し、中学年から高学年相応の漢字も概ね習得しつつある。 

D 

ABC 
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・B 児(中国、日本在住 7 か月)

コミュニケーション力が高く、片言の日本語で日常のやり取りができる。積極的に漢字の学習

に取り組んで、表記においても積極的に使おうとしている。 

・C 児(中国、日本在住 1 年 3 か月)

日本語での日常会話力をほぼ習得し、中学年相応の漢字も習得しつつある。 

・D 児(フィリピン/日本、在住 3 年 8 月)

友達や先生とは英語も交えて積極的に話そうとする。日本語での日常会話能力はあるが、人前

で発表することに苦手意識が強い。 

4）小集団編成の理由とねらい

本単元では、本学級に通級する本校在籍児童 2 名と他校より通級する児童 2 名の 6 年生を対象

として小集団を編成した。対象児童は日本語での日常会話の力は習得できているものの、学年相当

の力とする「ステージ E」(日本語の力ではステップ 7)に達してはいない。そのため通常の在籍学

級での授業内では積極的な参加が難しい。そこで、来日以前の学習経験から身に付けたことばの力

及び現在も家庭で使用することばの力を生かし、その力を活用した学び合いによる活動から互いの

弱い力を育てる場を設定した。これによりそれぞれの児童の強みを生かし、自己肯定感を高めなが

らことばの力を育てることができるのではないかと考え編成した。 

3．ねらい（目標） 

本実践で育てたい「聞く・話す力」について、上記の「ことばの力のものさし（仮）」を用いた対

象児童の技能別一覧に基づき、対象児童の「聞く・話す力」別に「日本語固有の力」と「包括的な

言葉の力」を示す。 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

㋐ ６ 

・様々な接続表現や指示語を用いて、まと

まりがある話ができる。

・言葉の特徴について抽象的な概念の話

(中高学年レベル)を既習の基本的な語

彙・表現で代用して話せる。

D 

・言葉の特徴について、根拠を含めて

説明ができる。

・具体的な事例とともに理由を挙げな

がら、自分の意見を人前で発表でき

る。

単元目標(教科の目標) 

・語句と語句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにするとともに、語感

や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うことができる【知⑴オ】 

・目的と意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見を区別

して書いたりするなど、自分の考え方が伝わるように書き表し方を工夫することができる【思

B⑴ウ】 

・言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思いや考え

を伝え合おうとする。【学びに向かう力】 
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㋑ ７ 

・場面や目的に応じておおむね適切な敬語

表現が使える。

・言葉の特徴について、既習の抽象的な語

彙・表現を使って話せる。

E 

・言葉の特徴について、母語と日本語

の共通点や相違点を整理しながら議

論できる。

・論拠を示しながらおおむね一貫性の

ある意見を、場面や相手に応じて適

切な語彙や表現を選択しながら述べ

ることができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本単元は、【小学校国語科学習指導要領国語編第 5 学年及び第 6 学年の内容 1 知⑴オ 2 思 B⑴

ウ】に基づいて設定した。国語科としては、小学校 6 年間の言葉単元での学習の集大成として、外

国語と比較する中で見えてくる日本語の特徴について気付かせ、語感や言葉の使い方に対する感覚

を意識して語句を使うことができる力を身につけさせる単元として位置付けている。 

対象児童は、様々な家庭の事情によって来日し、日本語を第二言語として学び、その習得に日々

努力し、奮闘している。個別の指導計画によって段階を追って学習し、日常会話から教科学習につ

ながる学習言語を身に付けようと順調に習得を進めてきた。しかし未だ在籍学級の学習に主体的に

取り組むまでには至っていない。 

児童は日本語を学びながら、自然に母国につながる言葉と比較し、言葉の特徴を体感している。

そのため、日本語の特徴を見つけることは比較的容易であると思われる。しかし、どんな観点で比

べるかによって取り上げる特徴は異なり、一人で多角的な観点をもつことは難しい。そこで、文章

の組み立てや表記、文化との関係などの例を挙げて、観点が見出せるように支援し、まずは自分が

興味をもった観点で言葉の特徴を比べる個別の学びから、異なる観点で比べた友達と交流し特徴を

確認し学び合う協同的な学びができるように計画した。また児童は、日頃より一人一台端末による

ＩＣＴ機器を活用し、十分に理解できない文章に出会ったときにはアプリによる翻訳機能で意味を

確認し、自分の考えを日本語で記述するのに困ったときにはタイピングや音声入力による漢字変換

機能や翻訳機能を補助に使って日本語の文章を書いている。しかし言葉を学ぶことは単に言葉の意

味や使い方を知ることだけでなく、その言語が話される国の文化や生活を知り、言語とものの見方

との関係を学ぶことが大切であることを考えさせたい。そして自分が学んだ体験により日本語や他

の言葉の特徴やその違いの面白さに気付かせ、感じたことを表現する楽しさを味わわせたい。 

そこで在籍学級と連携し、本単元を在籍学級の学習への橋渡しをする先行学習として位置付けた。

ここで身に付けた力で、在籍学級では自分が得意とする言語の特徴をまとめ、在籍学級の友達に発

表する活動を考えた。児童が苦手とする日本語で表現する力(日本語固有の力)を高めながら、在籍

学級で活躍できる場を設定することで、児童の自己肯定感を高めながらことばの力(包括的なこと

ばの力)を育てていきたい。 
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５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

語句と語句との関係、語句の

構成や変化について理解し、

語感や言葉の使い方を意識し

て、語や語句を使っている。 

事実と感想、意見を区別した

り、理由や根拠を上げたりす

るなど、自分の考え方が伝わ

るように工夫している。 

母語にも文化や生活が大きく影

響を与えることに気付く学習を

通じて、母語や母文化に自信を

持つことができる。 

６．指導計画（全 4 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント等

1 他言語との比

較から日本語

の特徴につい

て理解するこ

とができる。 

・日本語の特徴を考え、紹

介するという学習の見通

しをもつ。

・他の言語と比べ気付いた

ことを話し合う。

☆語句の係り方や文字などの違いに気付くこ

とができる。

★比べることによって分かる言葉の特徴に気

付くことができる。

♡日本語の特徴を理解しながら、母語や母文

化に自信をもつことができる。

2 

本

時 

言葉や表現に

着目して日本

語の特徴をま

とめることが

できる。 

・教科書の説明を参考に日

本語の特徴をまとめる。

・言葉にはもの見方や考え

方が表れるという例から

気付いたことを話し合

う。

☆語句同士の関係、構成や変化について理解

して語や語句を使うことができる。

♡話される国の文化や生活が言葉に大きく影

響を与えることに気付くことができる。

〇事実と感想、意見を区別し自分の意見が分

かるように話すことができる。 

3 日本語の特徴

を紹介するこ

とができる。 

(自分の得意

な言語につい

て紹介するこ

とができる) 

・「日本語のここがおもしろ

い」と思うところを紹介

するスライドを作り、ス

ピーチメモを書く。 

・スライドを活用し、スピ

ーチする。

・友達の発表を聞き合う。

☆モデルを参考にスピーチメモを書き、スラ

イドを作成することができる。

☆意図に応じて自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することができる。

★友達の発表を聞くことで視野やものの見方

を広げることができる。

♡在籍学級での発表に意欲をもつことができ

る。

4 
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７．本時の指導 

(前時) 

① ねらい（目標） 他の言語との比較から、文の中での語句の係り方や語順などの日本語の特徴

について理解することができる。

分 学習活動等 

指導上の留意点 

☆日本語固有の力★包括的なことばの力〇教科

♡エンパワーメント等

導

入 

１ 

０ 

分 

0.挨拶

1.「問いをもとう」を基に、問いや答

えを交流する。

・デジタル教科書のアニメーションを

見る、気付いたことや考えてみたい

ことをデジタルノートに記入する

・まとめたことを伝え合う。

☆文字、表記についての違いに気付き、簡単な言

い回し、指示語(～て、～から、けど)、日常語

彙を使って説明できるよう支援する。

☆児童の分からない言葉をやさしい日本語に言い

換えるたり、動画を見せたりして理解できるよ

うに促す。

展

開 

３

０ 

分 

2.学習の見通しをもち、めあてを確認

する。

・教科書を音読する。

3.日本語と他の言語を比べ、気付いた

ことを話し合う。

・英語の文と比べる(語順、文字、字

数など)。

・他の言語と比べる。

・気付いたことをメモし、それを基に

話し合う。

♡クラスの先行学習であることや分かったことを

クラスで発表する等

の見通しをもたせ

る。 

☆振り仮名付きのデジタル教科書を使用する。

☆語や語の意味、その関係について理解し、文

字、語順の違いに気付くことができるように支

援する。

★他言語との比較によって違いに気付き、具体的

な例を挙げて説明するように促す。

♡他言語との比較から、日本語の特徴について理

解が深まるように促す。

☆児童の分からない言葉をやさしい日本語に言い

換える。友達の助言も補助にして、理解した

り、表現したりできるよう支援する。

終

末 

4.本時を振り返り，次時の見通しをも

つ。 

♡友達の良いところを認め、次時への意欲を高め

ることができる。 

「日本語と他の言語を比べて、日本語の特徴を考えよう」

う」
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(本時) 

② ねらい（目標） 日本語に特有の言葉や表現などに注目して、日本語の特徴についてまとめる

ことができる。

分 学習活動等 

指導上の留意点 

☆日本語固有の力★包括的なことばの力〇教科

♡エンパワーメント等

導

入 

５

分 

0.挨拶

1.本時のめあてを確認する。

・前時を振り返り、気付かなかった観

点で特徴を考えることを確認する。

☆児童の分からない言葉や表現をやさしい日本語

に言い換えながら、友達の助言も補助に理解で

きるように促す。

展

開 

３

５

分 

2.言葉や表現には、ものの見方や考え

方が表れていることを押さえる。

・教科書を音読する。

・「英語では「兄」も「弟」も

「brother」の文から、表し方の違

いを考える。 

・「日本語には「雨を表す言葉」が豊 

富にあります」の文からその訳を考

える。 

・気付いたことをメモし、それを基に

話し合う。

3.「言語の特徴を考えるときは」を参

考にして、日本語の特徴をまとめ

る。

・「文の組み立て」「表記」「言葉や表

現」など観点ごとに表にまとめる。 

☆○振り仮名付きのデジタル教科書を使用する。

☆語や語句の意味、その関係を理解できるように

支援する。

★具体的な事例と共に理由を挙げながら、自分の

意見を述べることができるように促す。

☆児童の分からない言葉や表現をやさしい日本語

に言い換える。友達の助言も補助にして、理解

したり、表現したりできるように支援する。

★学習内容や経験について情報をまとめ、理由を

含めて説明ができるように促す。

☆項目ごとの特徴をデジタルノート(思考ツール)

まとめるように促す。

終

末 

4.本時を振り返る。 ♡友達の良いところを認めながら、次時の学習に

意欲を高める。

8.児童生徒の変容

「日常会話ができるようになっても、高学年の在籍学級の授業に参加するのはなかなか難しい。」「授

業内容はタブレットの翻訳機能を使ってなんとなく理解しているようだ。」「なんとか他の児童と一緒に

主体的に授業に取り組むことはできないだろうか。」在籍学級の担任と共に悩んでいた課題だった。現

在教室では一人一台端末が普及し、ともするとタブレットで翻訳して授業内容の理解支援や表現支援を

「日本語の特徴について考え、まとめよう」 
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済ませてしまうことができる状況になっている。果たしてそれでよいのだろうか。「ことばの力のもの

さし」に照らした児童のことばの力(包括的なことばの力)を使って日本語の力を高めることができない

だろうかと本単元の構成を考えた。 

本実践を在籍学級での先行学習とし、在籍学級の学習では、自分の得意な言語の特徴をまとめ発表す

るという設定で、相手意識と目的意識をもたせた。初めに児童の今までの学習体験から捉えた「日本語

の特徴」を自分の得意な言語を使って書かせた。すると日頃日本語で表現することに抵抗を感じていた

児童が、母語で意欲的にメモを書き始めた。そして母語の異なる友達と日本語で意見を交わす姿が見ら

れた。日本語で十分に表現できない時には、同じ母語同士の児童が助け合ったりアドバイスをしたりす

る姿もあった。日本語力のレベルや、母語が違う小グループでこその学び合いが見られた。そこでは、

児童は翻訳機能に頼ることはなく、自分の得意な言語を駆使して考えをまとめ、それを基に日本語で表

現し意見交流することに積極的に取り組んだ。「なぜ言語を学ぶのか」という問いには、「その国の文化

を知るため」「友達になりたいから」「翻訳(機能)では間違いもあって気持ちが伝わらない」という答え

があった。考えをまとめるときには、ICT の良さを生かし思考ツールや様々な入力機能を使い、発表や

交流など考えを表現するときには、自分の言葉でという児童の選択に、コミュニケーションの大切さや

ことばを学ぶ意義を改めて感じさせられた。児童からはこの学習は楽しかった。もっとやりたいとの感

想も聞かれた。 

相手や到達点を明確にすることにより、様々な違いを踏まえて、自分の強みを生かして日本語を学ぶ。

在籍学級の学習では、自分の母語を誇りにして、その特徴をクラスメイトに認めてもらう。日頃自分の

考えを表現することに消極的だった児童が、生き生きと目を輝かせて語る姿に驚かされた。学習活動が、

児童の自己肯定感を高めることにつながったのである。 

本実践を通じて、児童の現在もつ力を把握し、この教材でどんな力を身に付けさせることが必要かを

考え、児童の発達を見据えた計画的な指導を行うことの大切さを強く感じた。「ことばの力のものさし」

は、指導者にとって児童の発達を考慮した適切な指導を行う指標となるものである。今後も、児童は今

どこのポジションにいるのか、この教材を通してどこを目標とするのかを常に考えた指導を心がけてい

きたい。 
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実践者名 藤田 知美 （山口県山口市立秋穂小学校 非常勤講師） 

実践区分 小学校  取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導：道徳） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は、総人口が約 19 万人のうち約 2,300 人が外国籍住民という自治体内に

ある公立小学校である。市内では国際教室及び常勤の担当教員が配置されている

学校は１校のみであり、その他、多文化多言語の児童生徒が在籍する６校を非常勤

講師が週 1 回ずつ巡回しているが、支援を受けることが出来ていない児童生徒も

いる。また、多文化多言語の児童生徒の来日から１年間を目安に通訳としての日本

語支援員を配置している。約４年前から、青年海外協力隊 OB 会による放課後の

日本語教室が定期開催され、約 20 名程度のこどもたちが通っている。市の教育委

員会、学校、大学、外国人留学生サポートの団体などが集まりネットワーク会議及

び運営協議会を開いている。 

 本校の全校児童数は約 100 名で、多文化多言語かつ日本語指導が必要な児童数

は２人である（2024 年 10 月現在）。実践者は、日本語指導担当の非常勤講師と

して来日直後の日本語ゼロの指導から教科につながる指導までを教頭と協力して

行っている。本校の地域では週１回２時間、地域交流センターでこどものための日

本語教室が開かれており、学校、家庭、地域が一体となって子どもを見守ってい

る。 

本実践の 

ポイント 

 本実践は、道徳の授業で、在籍学級と並行して同じ内容を取り出し授業で行っ

た。自分の意見や感想を表出することを苦手とするため、発問の仕方を工夫し、児

童が多くのことを話し、書くことができるようにした。また、自分に自信を持ち、

自分の将来について制限なく考えることができるよう、学校の先生、日本語教室の

先生からは日本語で、家族からは母語でのビデオメッセージ（子どもの時の将来の

夢、児童のいいところ）を見せた。周りの大人から褒められることは児童にとっ

て、とても嬉しいことで、繰り返しビデオを見た後、意欲的に将来の夢について考

えることができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

本実践は、子どもの将来への希望がもっと広がっていくことを目指して計画されました。将

来なりたいもののイメージがなく、「わからない」ということばで会話を断ち切ることがある

子でしたが、実践では周囲の人からの母語、日本語での動画メッセージを用意し、その子の

良いところを周囲が認めていることを示すことができました。実践者の用意した本（仕事の

種類）を食い入るようにしてめくっていく子どもの姿が印象的でした。 
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1．単元名・活動名

道徳「心をつなぐ音色～ピアニスト・辻井伸行～」（東京書籍） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学６年生  人数：１人 

来日時の年齢：８才（小学 3年生）  日本滞在歴：３年  つながりのある国：フィリピン 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 〇 

聞く・話す 〇 

ステップ

3

書く 〇 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く・話す ４ 

・なりたい自分や関心のある話題について

よく知っている日常語彙や表現を使って

単文や重文で話をすることができる。 

・自分の将来の夢について、単文もしくは

重文で話すことができる。 

D 

・文章の内容について具体的な事例とと

もに理由を挙げながら、自分の意見や感

想が言える。 

・日本語と母語によるインタビュー動画

を見て理解し、なりたい自分と今の自分

について考え、話すことができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本題材は「新編 新しい道徳 6」（東京書籍）より「15 心を繋ぐ音色～ピアニスト辻井伸行～」を使

用した。この教材のねらいは「なりたい自分について考える」である。家族のみがロールモデルである

対象児童にとって、将来について考えることは難しいと考えられる。自分の中で思うことがあっても、

自信が持てず、表出できない。 

 そこで、なりたい自分を想像し、それについて話すことができる時間を授業として確保し、改めて自

分を見つめる時間とした。辻井さんが夢に向かって諦めず努力したことを文章から学び、将来の夢を考

える上の参考として、身近な大人の、こどものときの将来の夢を聞き、図鑑を見ながらどんな仕事があ

るのか知る機会を作った。また、自分のいいところを知り、自信をもって将来の夢を言うことができる

ようにした。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

６．指導計画（全３時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

１ 本文を読み、

内容を理解

する 

心をつなぐ音色～ピアニス

ト・辻井伸行～

☆身近な場面や関心の

ある話題について日常

語彙を使って単文で話

をすることができる。 

☆支援を得て文章を読

んで大まかな内容を理

解できる。 

★文章の内容につい

て、簡単な理由ととも

に感想が言える。 

〇本文の登場人物の心

情について考えること

ができる。 

・目標を立て、なりたい自分に向けて、あきらめずに努力しようとする心情を育てることができる。

・なりたい自分について考えることができる。
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２ 自分の将来の

夢について考

え表出する 

なりたい自分について考える ☆日本語によるインタ

ビュー動画のメッセー

ジを聞いて理解でき

る。 

☆自分の将来の夢につ

いて考え、単文もしく

は重文で話すことがで

きる。

★母語によるインタビ

ュー動画のメッセージ

を聞いて理解できる。 

★なりたい自分と今の

自分を比較しながら考

えることができる。 

〇目標を立て、なりた

い自分に向けて、あき

らめずに努力しようと

する心情を育てること

ができる。 

３ 自分の将来の

夢について文

章で書く 

なりたい自分を文章で伝える

ことができる 

☆対話の中で、実践者

からの指示や発問を聞

いて理解し、アドバイ

スを聞き取って、より

良い内容を構想するこ

とができる 

☆自分の将来の夢につ

いて考え、単文もしく

は重文を使って文章で

書くことができる。 

★メモや下書きによる

構想をもとに文章を書

くことができる。 

♡将来に希望をもつこと

ができる。 

７．本時の指導（１～2／３）＊45 分×２コマ連続授業 

ねらい（目標） 本文を読み、内容を理解する 自分の将来の夢について考え表出する 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント

10

分 

有名スポーツ選手の写真を見せ、好き

な選手について話をする ☆「すごい」という言葉が児童から出るように発問をす

る。 

★大谷選手、ロナウド選手など、児童が知っているスポ

ーツ選手を数人並べ、知っていることを話す。 

♡興味を持って選手のことを話せるようにする。

10

分 

辻井伸行さんについて知る 

ねらい 

本文を読み、内容を理解する 

☆教科書 83 ページ「つながる広がる」の動画を見る。〇

映像と言葉による予備知識を得て、本文の内容が理解し

やすいようにする。 

10

分 

本文を聞く ☆iPad を使用し、教科書の QR コードから、字幕がつい

たスライドショーで朗読を聞く。 

10

分 

本文の内容を確認する ☆★絵カード、写真、板書で、発問を入れながら、あら

すじを説明する。細かい描写や名前の詳しい説明はせ

ず、のぶ君のピアノや人々への考え方をメインに説明す

る。 

337



実践記録集 No. 23 小学生 

５

分 

辻井さんについて考える ★〇「盲目なのにピアノが上手」という表面的なもので

はなく、諦めずに努力して結果を出したことに注目させ

る。 

40

分 

なりたい自分について考える 

ねらい 

自分の将来の夢について考え表出する 

事前に撮影したインタビュー動画（母

親、兄、教頭、担任、日本語教室の先

生２名に、「児童のすごいところ、頑

張っているところ」「小学生のときに

なりたかった自分」について話してい

ただいたもの）を見せる。母親と兄は

母語、先生方は日本語で話をしてい

る。（写真①） 

動画視聴後に対話を重ねる。（写真

②） 

仕事の本を見せたり、ぴったりな仕事

を探す適性診断をしたりする。（写真

③） 

★辻井さんの目標、目標を達成するために頑張ったこと

を確認する。 

その上で、なりたい自分について考える。 

★♡思い浮かばないようであれば、自分を「仕事、好きな

こと、やりたいこと」など考えやすい面から考える。な

りたい自分になるために大切にしていくことを、身近で

具体的なところから提案する。 

☆目標が決まれば、目標に対して、できていること、頑

張りたいことをワークシートに記入する。単語で書くの

ではなく、文で書くことができるよう支援する。 

★♡今まで友人や先生や家族にかけられた言葉を思い出す

よう伝える。 

★〇インタビューの内容を見て、それを参考にする。

5

分 

まとめ ふりかえり 

＜本時の板書＞ 
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写真① 家族からの動画視聴 写真② 動画視聴後の対話 写真③ 仕事図鑑を見ながらの対話 

8.児童生徒の変容

自分に自信がなく、自分のやりたいことや将来への展望を持たない児童だったが、授業を通して、興

味があること、これからの自分について表出することができるようになった。実践授業後の取り出しの

授業の際に、中学生の生活や市内の高校について質問するなど、これからの未来について興味が持てる

ようになった。また、教材の中に出て来た「あきらめない」という言葉を覚えており、作文でも繰り返

し書いていた。 

 実践授業で見た、担任の先生や周囲の大人からのビデオメッセージが印象深かったようで、取り出し

授業後、嬉しそうに在籍学級に帰って来たと担任の先生から共有があった。自分のことを見てくれる大

人がいることに気づき、自分から学校や地域の大人に話しかける姿が見られた。 

 自分の中に思いを持つことができるようになったので、それを詳しく文章で書けるように引き続き学

習を継続する。 
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実践者名 藤原憂子（杉並区 日本語指導外部講師） 

実践区分 小学校  取り出し指導 特別の教育課程 

（教科につながる指導：国語・社会） 

実践地域および 

場所等の特長 

実践地域である東京都杉並区には、2024（令和 6）年 1 月現在 19,178

人、総人口の 3.3％を占める外国人が在住している。2023（令和５）年度

に、区内公立小・中学校で日本語の訪問・補充指導を受けた人数（延べ人

数）は小学校 87 名、中学校 46 名であった。国際教室の設置はなく、日

本語指導を担当する講師が児童・生徒が所属する小・中学校を訪問し、マ

ンツーマンで指導にあたっている。日本語の訪問・補充指導を受けた児童・

生徒の出身国は、ネパール、中国の順に多い。 

杉並区役所、教育委員会、杉並区交流協会が共催で、令和４年度には、

希望制で日本語を学べる小学生向け「子ども日本語教室」、令和 5 年度に

は中学生向け「子ども日本語教室」を開講した。 

実践を行う小学校では日本語指導を受ける児童は 5人だが、多文化・多

言語の児童はほかにもみられる（2024年 12月現在）。対象児童の日本語指導

については、実践者が一人で、来日直後の日本語ゼロの初期指導から行っ

ている。対象児童は、地域の「子ども日本語教室」には通っておらず、小

学校での取り出し授業が唯一の日本語学習の場となっている。在籍級では

他の児童と同じ内容の授業を日本語のみで受けており、特別なサポートは

ない。 

本実践の 

ポイント 

 中学進学前に日本語指導を終える 6年生の児童を対象に、ルーツの国の

文化や習慣、伝統について、自らの言語レパートリーを駆使して調べ、ポ

スターにまとめ発表する活動を行った。テーマは国語科や社会科に関連づ

け、在籍級の授業にも興味・関心を持って参加し理解を深められることも

目指した。また家族に質問するなど、周りの人的リソースとのつながりを

構築することも意識した。その結果、２つの大きな変化が見られた。 

①それまで日本語のみで調べ学習を行おうとしていた児童に、日本語だけ

ではなく母語や英語を積極的に使うことを勧めると、児童の態度と意欲が

変化した。②最後に行った在籍級での発表では、在籍級の友だちや先生方

に児童の国の文化や習慣、伝統を知り関心を持ってもらう機会となった。

同時に、友だちや先生方からもらった質問やコメントが児童をエンパワー

している様子が見られた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

学校ではほぼ日本語だけを使っていた児童が、自らの言語レパートリー全てを駆使し始める瞬間

が見えたすばらしい実践でした!!自分のルーツの国や文化について調べ、ポスターを作成し、在

籍級で発表しましたが、先生やクラスメイトから質問やコメントをもらい、自信をつけていく様

子も見られました。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「ネパールについて伝えよう！ 」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：小学校 6年生 人数：1人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す ●

ステップ

4

書く ● 

読む ● 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

341



実践記録集 No. 24 小学生 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

書

く 
5 

・調べたことや知っていることについ

て、日常的な会話で用いられる高頻度

の語彙・表現や高頻度の接続表現を幅

広く使って、単文や重文、簡単な複文な

どを用いた文章をほぼ誤用なく自由に

たくさん書ける。 

・おおむね正確に表記ができる（既習で

なじみのある漢字、句読点など）。 

・書きながら、あるいは書いた後に、読み

返して自分の間違いに気づいて修正でき

る。 

E 

・書く前に、実践者との対話を通してワーク

シートを使ってメモを作り、説明文を書く準

備ができる。 

・書いた後に、実践者の助言を得ながら、調

べたことや知っていることを、一貫性を持ち

わかりやすく伝えられるよう推敲できる（具

体的には、適切な日本語を取捨選択したり、

書いてある内容の順番を入れ替えたり、不足

していた内容を追加したりできる）。 

・教科学習で扱う話題と関連づけ、ネパール

の文化や習慣について、わかりやすく、また

興味を持ってもらえるような発表ができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 小学校第６学年２学期の国語科では、狂言「柿山伏」や日本文化について調べたことやそれに対

する考えを文章に表す単元がある。対象児童にとって、学年相当の文章を読んで理解することは難

しく、さらに「文化」や「伝統」という抽象的なテーマを扱った文章は理解が難しいと想像する。

また、普段、社会科の授業内容をあまり理解できていない様子で、消極的な態度が見られる。 

 そこで、児童自身がルーツであるネパールの習慣や文化、伝統について調べることで、「文化」と

いう概念の理解につなげる実践を計画した。国語科の該当する単元の学習時期に合わせ、取り出し

授業で本活動を実践し、在籍クラスで発表する機会を設ける。また、この実践を通して、3学期の

社会科の単元「世界の中の日本」に興味・関心をもって学ぶことにつなげたい。 

 さらに、児童が在籍級ではじめて「ネパールのことを伝える」機会を設け、伝えたいという意欲

をもってポスターを書くことに取り組めるようであれば、この活動を通し、児童が苦手としている

「書く力」（日本語固有の力）を高める機会になることを期待できると考える。児童が在籍級におい

て「ネパールについて伝える」ことに意欲を持って臨めるよう支援するが、もし在籍級で伝えるこ

とに消極的である場合、児童の気持ちを最優先とする。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

 児童がルーツであるネパールの習慣や文化、伝統について理解を深め、国語科の日本の文化

や伝統に関する単元、および社会科「世界の中の日本」の単元を興味・関心を持って学ぶこ

とができる。

 ネパールについて児童が持つ言語レパートリー（日本語、ネパール語、英語）全てを使って、

在籍級の友だちや先生に日本語でわかりやすく伝えることができる。
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６．指導計画（全 1１時間）１時限＝45分 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

1 

本

時 

ネパールと日

本との類似

点・相違点を

話しながら、

ネパールの素

敵なところ、

クラスのみん

なに伝えたい

ことを考える

ことができ

る。 

・日本に来たばかりの

ころに、驚いたこ

と、不思議に思った

ことを話す。

・ネパールについて話

し、わからないこと

や詳しく知りたいこ

とがあったら、調べ

てみる。

・ネパールの素敵だと

おもうところ、クラ

スのみんなに知って

もらいたいことを考

える。 

☆日本に来たばかり

のころのことやネパ

ールについて自分が

知っていること、調

べたことを日常的な

語彙・表現を幅広く

使って、対話をした

り自分から話したり

できる。 

☆日常的な語彙・表

現を使うなどして、

概念を表す語彙・表

現を補いながら、話

したり質問したりす

ることができる。 

★ネパールと日本の文化の共通点

や相違点を整理しながら、話すこ

とができる。 

★日本語や英語、母語を用いて調

べ、文章の中で必要な情報が何か

を考えて読む。 

♡在籍級の友だちや先生に伝える

ことへの意欲を高める。 

2 ネパールに関

する写真やイ

ラストを分類

し、写真やイ

ラストについ

て説明するこ

とができる。 

・持ってきたネパール

に関する写真やイラ

ストについて、実践

者と対話しながら説

明する。 

☆ネパールに関する

写真やイラストにつ

いて、自分が知って

いるさまざまな語

彙・表現を使って話

すことができる。 

☆実践者の話や質問

を自然な速さで聞き

取ることができる。 

★経験したことや親から聞いたこ

となどを、具体的な事例もあげな

がら、まとまりのある説明をする

ことができる。 

〇資料・情報を整理する。 

♡ルーツに誇りをもつことができ

る。 

３ 

・ 

４ 

写真について

の説明のポイ

ントを書くこ

とができる。 

・写真やイラストにつ

いて実践者と対話しな

がらワークシートにポ

イントをメモする。

（写真①） 

☆ネパールについて

調べたことや知って

いることを、おおむ

ね正確な表記（撥

音・長音・拗音・促

音、既習でなじみの

ある漢字など）で書

く。 

☆実践者の話や質問

を自然な速さで聞き

取ることができる。 

★実践者と対話をしながら、写真

についてのメモをネパール語、英

語、日本語を使って書き、説明文

を書く前の準備ができる。 
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5 

・ 

６ 

・ 

７ 

・ 

８ 

自分の言葉で

説明文を書く

ことができ

る。 

・読み手に伝わりやす

いポスターの構成を考

える。 

・ワークシートを基に

写真やイラストの説明

文を書く。 

（実際は、ワークシー

トにメモする活動は期

待どおりには進まず、

この活動でワークシー

トは活用できなかっ

た。） 

☆ネパールについて

調べたことや知って

いることを、日常的

な会話で用いられる

高頻度の語彙を幅広

く使って、単文や重

文、簡単な複文など

を用いた文章をほぼ

誤用なく自由にたく

さん書ける。 

☆おおむね正確な表

記（既習でなじみの

ある漢字、句読点な

ど）で書く。 

★書いた後に、実践者の助言を得

ながら、調べたことや知っている

ことを、一貫性を持ちわかりやす

く伝えられるよう推敲できる（具

体的には、適切な日本語を取捨選

択したり、書いてある内容の順番

を入れ替えたり、不足していた内

容を追加したりできる）。   

★教科学習で扱う話題と関連づ

け、ネパールの文化や習慣につい

て、在籍級の友だちや先生にわか

りやすく、また興味を持ってもら

えるような説明が書ける。 

９ 読み手に伝わ

りやすいポス

ターを作成す

ることができ

る。 

・事前に考えた構成を

基にポスターを作成す

る。 

（写真②） 

☆注目を得る表記、

読みやすい表記を意

識して書く。 

★児童が持つ全ての言語レパート

リー（日本語、ネパール語、英

語）を使ってまとめ、書く。 

10 聞き手を意識

してわかりや

すく、はっき

りとした声で

発表できるよ

う練習する 

・ポスターを完成さ

せ、発表の練習をす

る。 

・質問に答える練習を

する。 

☆高頻度の接続表現

（例：～から、～

て、でも）を活用し

て、単文や重文、簡

単な複文を用いてほ

ぼ誤用なく、発表す

ることができる。 

☆質問に対して、⽇

常的な語彙・表現を

幅広く使って、答え

ることができる。 

★構成を意識して、聞き手にわか

りやすいポスター発表ができる。 

★伝えたいことが日本語で表現で

きないときは、英語や母語も交え

て話す。 

★場面や相手に応じて適切な語彙

や表現などを選択できる。 

♡在籍級の友だちや先生に伝える

ことに意欲を高める。 

11 在籍級で自信

をもって発表

することがで

きる。 

・在籍級でポスター発

表をする。 

（写真③） 

・活動を振り返る

☆高頻度の接続表現

（例：～から、～

て、でも）を活用し

て、単文や重文、簡

単な複文を用いてほ

ぼ誤用なく、発表す

ることができる。 

☆質問に対して⽇常

的な語彙・表現を幅

広く使って、答える

ことができる。 

★構成を意識して、聞き手にわか

りやすいポスター発表ができる。 

★伝えたいことが日本語で表現で

きないときは、英語や母語も交え

て話す。 

★場面や相手に応じて適切な語彙

や表現などを選択できる。 

７．本時の指導（1／11）細案 
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ねらい（目標）： 

ネパールと日本との類似点・相違点を話しながら、ネパールの素敵なところ、クラスのみんなに知っ

てもらいたいところを考える。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

導入 

10 

0．挨拶 

1．日本に来たばかりのころに驚いたこと不

思議に思ったことを話しながら、ネパールの

ことを思い出し、これからの活動をイメージ

する。 

T：はじめて日本に来たとき、驚いたこと、

不思議だと思ったことはある？ネパールと

違ったことなど。 

T：ネパールの学校も、上履きをはく？ 

L：はかない。おなじ靴。 

T：そっか。他にネパールの学校と日本の学

校と違うところがあるかな？ 

L：日本の学校、８時からはじまり、おわり

は 3時とか 1時、４時とか。ネパール

は、いつも 9時に始まって 4時におわ

る。日本のほうがいいと思った。 

★ネパール語や英語も交えて驚いたことや不思議

に思ったことを話す。 

☆ネパール語や英語で話したことを実践者が日本

語の表現で示し、児童がそれを書き取って話して

みる。 

・児童が思い出せない場合や沈黙してしまう場合

は、実践者が質問をして話を引き出す。 

25 2．ネパールについて話し、わからないこと

があったら調べる。 

・ネパールの生活について

・ネパールのお祭りについて

・ネパールの歴史的な建物について

T：クラスの社会の勉強で、金閣寺やお茶に

ついて調べたでしょう？ネパールにも、世界

遺産・World heritageのお寺や有名なお

寺、ある？ 

L：ある。（本の「ニャタポラ寺院」を指し

て）有名なお寺。ネパールの学校で調べた。 

T：そうなの？クラスの友だちに紹介した

ら、みんなの勉強になるかもね。 

★日本語や英語、ネパール語も用いて話したり、

調べたりする。 

・児童が話題を広げられないときは、以下の写真

集を見せたり、実践者が自分の出身地について話

したりして、イメージを膨らませる支援をする。 

吉田忠正 文・写真(2020) 『現地取材！世界の

くらし⑤ネパール』 藤倉達郎,ジギャン・タマ

ル・タパ監修,ポプラ社

・児童が話したことの中で、興味がありそうな事

物については、実践者が日本の同様の事物につい

て話す。 

○社会科で行った調べ学習を思い出し、在籍級で

の学習と関連付ける 

♡発表を聞いている時の在籍級の友だちや先生の

反応を想像して発表の準備ができるよう、実践者

から声かけをする。 
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10 3．ネパールの素敵だと思うところ、クラス

のみんなに知ってもらいたいことを書き出

す。 

・知ってもらいたいことについての写真やイ

ラストなどを、次回の活動までに自宅で集め

てくる。 

★ネパール語や英語も交えて、知ってもらいたい

ことを話す。 

〈第３・４時使用のワークシート〉   〈第 9時：ポスター作成〉 

〈第 11時：在籍級でのポスター発表〉

在籍級前方の黒板にポスターを掲示し、発表する。 

（在籍級児童） 

おまつり、お寺、民族、食べ物 

対象
児童 
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８.児童生徒の変容

ネパールの調べ学習を始めた当初、対象児童はネパールのお祭りの名前や食べ物の名前を単語で話す

だけだった。実践者がタブレットを使い一緒に調べても、児童が積極的に話したり書いたりすることは

なく、児童の考えていることを推測することが難しかった。また、活動の途中、自分の考えや気持ちを

一番表現できることばは何かと尋ねてみても、「日本語」と答えたり「英語」と答えたり、自分を一番表

現できることばについて揺れている様子だった。そこで、一旦日本語のことを忘れるように伝えたとこ

ろ、児童は驚いた表情を見せた。しかし、それをキッカケに、児童は前学年時に「ダサイン」と「ティ

ハール」（どちらもネパールのお祭りの名前）について英語で調べて書いたことがあることを思い出し

た。その後も、ネパールの学校でお寺について調べ学習をしたことを思い出したり、ネパールについて

生き生きと話したり、児童の頭の中がよく動くようになったと感じられた。 

同様に、本実践のねらいである「書く」ことにおいても、活動が進むにつれて児童は生き生きと表現

するように変わっていった。児童は、これまで日本語の取り出し授業で３，４行の短い日記を書いたこ

とはあったが、説明文や感想文に取り組んだことがなかった。また、在籍級での課題に取り組むときは、

母語や英語で書いたものをタブレットで翻訳している様子だった。今回、英語や母語で調べたものを単

に翻訳するのではなく、児童自身の言葉で日本語の文章に表現していくことに取り組んだ。 

調べた英文を見ながら、児童が日本語で表現したものを実践者がホワイトボードに書き出し、より複

雑な文（単文を重文へ）にしたり、よりよい表現を考えたりして、ポスターの表現を練っていった。 

今回、児童が紹介したいと選んだ食べ物「モモ」は、以前、在籍級で紹介したことがあった。しかし、

友だちみんなが「モモ」のことを知っているわけではないので、みんながわかるように書くよう助言し

た。また、日本には「モモ」と似ている食べ物があることを伝え、餃子の写真を見せると、児童は「モ

モ」について「餃子と同じみたいな食べ物」と表現した。ソースについての説明では、児童自身がよく

考えて「ソースはトマトで作られています。」と書き表した。取り出しの日本語授業では「受身表現」は

未習だったが、教科学習の中で自然に身につけた表現を、児童自身が選び、書くようになった。 

 児童の発話した日本語表現を実践者が書き留め、一緒によりよい表現を考えたり、実践者の問いかけ

に答えたりしながら文章を書く活動のなかで、児童は自分自身でより伝わりやすい日本語表現を考える

ようになっていった。また、自分が考えた日本語の文章が適切かどうか疑問に感じたときや、日本語の

表現がわからないときなど、実践者に積極的に質問する場面が増えていった。活動が進むにつれて、児

童は「わからない」からと書くことを諦めたり、確実にわかる表現のみで書いたりするのではなく、実

践者やさまざまなリソースを使って確認をしながら、新しい表現を使って文章を書こうという意欲と実

践へつなげる力をつけていった。 

在籍級での発表直後には支援教室で振り返りを行った。対象児童は発表前の緊張した表情から一転、

笑顔だった。達成感もあったと思うが、在籍級の児童が対象児童の国の文化や伝統、習慣に関心をもっ

てくれたことが嬉しかった様子だった。児童の振り返りシートには「みんながさいしょにだれも手あげ

てなかったんですけども さいごとかによく手をあげました。たのしかったです。」と記載してあった。

このシートに母語での記載も勧めると、ネパール語のほかにも、「I did it.」「たのしかった」「ドキドキ」

など英語や日本語も交えて書き、自身の気持ちを表現するのに適した言語を選んで書いていた。 

また、在籍級の友だちがポスター発表についての感想を書いて対象児童に渡してくれた際も、とても

嬉しそうに実践者にそのカードを見せてくれた（本人はもちろん全て読んだ）。カードに書かれていた

感想の一部を以下に記す。 
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・漢字とか難しいところをかんで間違えてしまったときに、何度も台本を読み通して、一人で最後ま

で発表していてすごいと思った。予想外な質問がきても答えていてよかった。 

・はきはきと発表できていた

・写真を大きいのを貼っていてわかりやすかった。

・日本語とネパール語両方で書いてあって、ネパール語はむずかしそうだった。

・外国語の授業のときネパールの有名な食べものが「モモ」だということを知ったけど、どんなもの

かわからなかった。今回の発表で、日本の餃子にちかい食べ物だとういうことを知りました。 

・前は日本の文化のことしか調べていなかったが、外国のネパールのことを知ることができた。

・ネパールと日本の違いがわかった。

・西暦や月も変わってしまうことがわかった。

本活動を通して一つのポスターを作り上げ、日本語で発表や質疑応答ができたこと、クラスメートか

ら前向きなコメントをたくさんもらえたこと、周りの先生たちからもたくさんほめられたことで、対象

児童には大きな自信がついたのではないか。本活動の目標が達成できたとともに、児童のエンカレッジ

ができたと考える。 

今後は、卒業文集や教科で扱う話題についての作文など、段落のあるより長い作文に挑戦していく予

定である。日本語に限らず、対象児童が使える言語で、根拠となる事実や具体例を示しながら自分の意

見や感想を書いたり、論理的で必要な情報が入った説明文を書いたりできるようになることを目標とし、

対象児童が表現する力、書く力を向上させていくことを目指す。児童自身の意見や説明をより適切に、

豊かに表現する手段として、接続表現や指示語、連体修飾節などを使って書く技能の習得も目指したい。 
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実践者名 横溝亮（横浜市教育委員会事務局学校教育企画部小中学校企画課指導主事） 

実践区分 小学校 取り出し指導 特別の教育課程（「話す」の技能に焦点を当てる・タ

スク型）

実践地域 

および場所等

の特長 

本実践は、横浜市の A区にある小学校で行われたものである。横浜市は様々な国籍

の人々が暮らす国際的な都市で、202４年 12 月時点で、市内の外国人住民数は

108,392 人で、市全体の人口に占める割合破約 3%となっている。A区においては、

同時点での外国人住民数は 14,128 人で、横浜市全体の約 13%を占めている。 国

籍別に見ると、中国、ベトナム、フィリピン、韓国・朝鮮、ブラジルの順に多くなっ

ている。 

 A 区内にある B 小学校は、多文化多言語の児童が多く在籍し、国際教室の設置・

複数の教員が加配され、多文化多言語の児童への日本語指導が活発に行われている。

また 2021年より校内に横浜市教育委員会が運営する日本語支援拠点施設（以下「ひ

まわり」）が設置され、日本に入国直後の児童生徒が近隣校より通級し、初期日本語

指導が実施されている。ひまわりが校内に設置されたことにより、B小学校の多文化

多言語の児童への意識が今まで以上に高まり、日本語指導だけでなく、総合的な学習

の時間にひまわりと交流・協働するなど、多文化共生の取り組みも積極的に行われて

いる。 

本実践の 

ポイント 

・本実践は、ひまわりで日本語指導を受けた後、在籍校に通う 6 年生を対象に計画

をしたものである。対象児童は４名で、滞日年数は 1年未満から 4 年。 

・これからひまわりに入級する子どもや保護者のためのひまわりの紹介パンフレッ

トを作ることを最終目標にし、４名が経験した活動やおすすめのポイントなどをま

とめていく。来日直後の子どもたちは、日本語の面で、話し合い活動や自分の思いを

表出することが苦手と思われることが多い。しかし本国では該当学年の学習を行っ

ており、思考力においては年齢相応にある。滞日年数が長くなりつつある児童は、在

籍級の学習や日本語の学習に消極的な姿が見られるようになっている。自分たちが

ひまわりで体験したことを題材にし、「話すこと」「書くこと」についての動機を高め

ながら、パンフレットを作成していく。同時に、ひまわりに入級する子どもや保護者

の役に立つものを作る経験を通して、自己肯定感を高めていきたい。 

・本実践に参加する児童は教室での日本語を通しての教科学習に苦手意識がある。本

実践を通して「できる」、「わかる」ことを感じ、自信を持ってこれからの学習に取り

組める力を高めていきたい。 

・本実践の最後に母語でのパンフレットを作成する。パンフレットの作成過程では、

共通言語である日本語を用いて、話し合いを行なったり、構成を考えたりしながら、

内容を深めていき、自分たちが今使える日本語でパンフレットを書いてていく。日本

語版のパンフレットが完成後、児童の母語に変換する過程を通して、日本語と母語の

表現の違いを話し合い、メタ認知をあげる活動を行う。 

・本実践は児童が在籍する小学校の国際教室担当教諭と一緒に授業を計画し、実施し

た。 
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＜バディからのメッセージ＞ 

この実践の素晴らしさは、日本語と母語、それぞれ異なる力を持つ子どもたちが互いの強みを活かし

ながら、パンフレットという成果物を共同制作し、ことばの力と考える力の両方を伸ばせるよう設計されて

いる点です。特に、パンフレットを母語で先に作るのではなく、習得途中の日本語で作成した後に、これか

ら「ひまわり」に来る保護者や子どもたちのために母語へ翻訳した点が印象的でした。「習得途中の日

本語から強い母語へ」という順序を取ることで、日本語と母語の比較を通じたメタ言語能力の発達が促

され、言語資源への意識を高める機会となりました。ことばの力を育むと同時に、子どもたちのアイデンテ

ィティの強化や自己肯定感、学びの主体性を引き出す意義深い取り組みでした。 
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1．単元名・活動名

『ひまわり』にやってくる子どもや保護者のためのパンフレットを作ろう』 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数 学年 小学 6 年生 人数 ４名(R、O、T、E) 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステ

ップ 

8 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステ

ップ 

7 

書く 
年齢枠の 

目安 
読む 

聞く・話す 

ステ

ップ 

6 

書く 

読む 

聞く・話す 目標 

ステ

ップ 

5 

書く O E 

読む O E 

聞く・話す 目標 O・現在 目標

ステ

ップ 

4 

書く 

読む 

聞く・話す 
R・現在 E 現在

E 

目標

ステ

ップ 

3 

書く R T

読む R T

聞く・話す T・現在 T 

ステ

ップ 

2 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステ

ップ 

1 

書く 

読む 

聞く・話す 

３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

 T 児、E 児は高学年以降で来日し、包括的なことばの力は高いながらも、日本語での学習につ

まずいていたり、苦手意識を感じていたりする。普段の学習は、クラスが別々のため、個別に

学習することもある。今回の実践では、グループで一つのパンフレットにまとめることを目標
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に、話し合いを通して、パンフレットの構成や想定した読み手に必要な内容を考えたり、読み

手がわかりやすいように内容の順序を入れ替えたりする。 

 母語が異なる児童４名（中国語 2 名、ネパール語１名、フィリピン１名）が話し合いを行うた

め、共通言語の日本語で話し合いを進める。それぞれの日本語の力は多様であるが、児童同士

の相互作用と児童一人ひとりの強みを活かしながら話し合いが進められるような場の工夫を

行う。O 児は、来日直後から、間違えを恐れず、積極的に日本語を使う姿勢がある。滞日年数

が 2 年経過し、自分の思いをある程度自由に話すことができるようになってきた。O 児の積極

的な姿勢で話し合いをリードできるような場をつくる。E 児は自分の考えたことを十分に日本

語で伝えることができないが、思考する力は非常に高い。E 児が母語で考えたことを落ち着い

て日本語で考え、話し合いをまとめられるように教師が支援をする。T 児は日本語を使用する

ことに消極的な面があるが、E 児と一緒であれば、中国語で確認をしながら、日本語での話し

合いを行うことができる。R 児は、4 人の中で滞日年数が一番長く、日常会話では十分にやり

取りができる。しかし学習になると自信がもてず発言ができない状況にある。今回の話し合い

活動は、少人数で実施するため、R 児にとっても発言がしやすいと考える。

児童４名それぞれがひまわりで経験した活動やその時の思いなどを日本語で伝えられるような場

を工夫し、「話す」意欲や学習への自信を高めていきたい。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

話す 

（0） 
６ 

・学年相応のレベルのテーマについて

話す際に、中学年レベルの語彙・表

現をおおむね使うことができる。

・別の表現や言い回しを使って、表現

の不足を補うことができる。

D 

・ひまわりで経験したことなどについて、情報を

統合しつつ、因果関係を含めてまとまりのある

説明ができる。

・具体的な事例とともに理由を挙げながら、自分

の意見を述べることができる。

話す 

（R） 
５ 

・自分自身にとって身近な場面や関心

のある話題について、日常語彙を幅

広く使って、流暢に話すことや自然

な受け答えができる。

C 
・支援を得てひまわりで経験したことについて、

順序にそって詳しく話すことができる。

話す 

（E） 
５ 

・自分自身にとって身近な場面や関心

のある話題について、日常語彙を幅

広く使って、流暢に話すことや自然

な受け答えができる。

E 

・パンフレットについて、どのような構成や内容

がいいか、根拠を挙げながら議論に参加するこ

とができる。

・論拠を示しながら、概ね一貫性のある意見を述

べることができる。

 自分が感じた「ひまわり」の様子を友だちに話したり、意見を交換したりしながら、パンフレットの内容やト

ピックの構成を考えることができる（話）。

 「ひまわり」の活動を振り返り、ひまわりでの楽しかった経験やおすすめのポイントをパンフレットに表すこ

とができる（書）。

 より良いパンフレットを作成するために友だちが書いた文章にアドバイスをすることができる（話・聞・読・

書）。
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話す 

（T） 
４ 

・自分自身にとって身近な場面や関心

のある話題について、高頻度の日常

語彙を使って、簡単な複文で話すこ

とができる。

E 

・パンフレットについて、どのような構成や内容

がいいか、根拠を挙げながら議論に参加すること

ができる。

・論拠を示しながら、概ね一貫性のある意見を述

べることができる。つい

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本単元は、特別の教育課程の中で、日本語の「話す」力を高めるための実践として行った。授業内

では、中国語母語話者であれば、友だちと母語での会話を行いながら、日本語でより良い意見を伝

えることができるような雰囲気づくりを心がけた。本単元に参加する４名全員がひまわりに通級し

た経験があり、パンフレット作成においては、自分の経験を発表しやすいと考える。パンフレット

を作成する活動を通して、これから来日する同じ境遇の友だちに、ひまわりの良さやおすすめのポ

イントを「伝えたい」という思いを高め、話し合い活動につなげていく。

実践に参加する児童は、在籍級で話し合い活動は経験しているものの、日本語の力の面で「授業

には十分に参加はできていない」と感じている。児童一人一人は「話し合い」のポイントは理解で

きており、トピックに沿った自分の考えを持つこともできている。本実践を通して、話し合うこと

の良さ、友だちとの意見を比較する経験を通して、日本語での話し合いについて意欲を高めていき

たい。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・「人に伝える」ことを意識し、

わかりやすい表現、場に応じた

日本語の言い方を考えたり、友

だちや先生からアドバイスをも

らったりして、語彙や表現方法

を増やしている。 

・読み手を意識し、ひまわりの

良さが伝わるパンフレットにつ

いて考える。 

・より良いパンフレットになる

よう、自分の意見を伝えたり、

友だちの考えと比較したりす

る。 

・ひまわりで経験した活動や学

習を経験をもとに発信、発表し

たり、パンフレット作成に意欲

的に取り組む。 

・ひまわりに入級する子どもや

保護者の役に立つパンフレット

を作る経験を通して、自信をも

つことができる。 

６．指導計画（全７時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力・指導・支援のポイント 

１ 活動に対

して動機

づけをす

る 

ひまわりで体

験した活動を

書き出す 

☆パンフレットに書きたい内容を日

本語の短い文で書き出すことができ

る（4〜5）

★自分の来日直後の思いや楽しかっ

たひまわりでの活動を想起する

★自分の思いや考えを日本語と母語

で話しあう（D） 

２ 

〜３ 

話し合い

を通じ、

内容と構

成を考え

る 

パンフレット

に紹介したい

内容について

話し合う（資

料❶） 

☆聞きなれた日本語の語句を組み合

わせ、パンフレットに掲載したい内

容について話す（4〜5）

☆接続表現や指示語を用いて、まと

まりのある話ができる（6）

◯話し合い活動についてのポイント

を理解し、話し合いに参加する

★自分の思いや友だちの考えを合わ

せながら、より良いパンフレットに

ついて考える（E） 
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４ 構成と内

容に気を

つけて、

執筆する 

担当する内容

の下書きを作

成する 

（資料❷） 

☆日常語彙を幅広く使って文章を書

く（５）

☆様々な接続表現、指示語を用いて

まとまりがある文章を書く（6） 

★ひまわりの経験を思い出し、活動

と感想を分けながら、トピックにつ

いてまとめる（D）

★相手や目的に合った文章を書くこ

とができる（E）

５〜

６ 

アドバイ

スと推敲

を通し

て、内容

を深める 

原稿を読み合

い、さらにわ

かりやすくす

るためのアド

バイスをする 

☆聞き慣れた日常的な語彙を使いな

がら、友だちの原稿にアドバイスを

する（4〜5）

☆ひまわりで経験した事柄につい

て、内容にあった簡単な文章を書く

（4〜5） 

☆ひまわりで経験した事柄について

まとまりのある文章を書く（6）

★友だちの原稿を読み、より良い構

成になるようアドバイスをする（E）

★根拠を述べながら、友だちの原稿

に適切なアドバイスをする（E） 

♡パンフレットの完成を喜び、学習へ

の意欲をさらに高める 

７ 両方のこ

とばを多

角的に捉

える 

日本語で作っ

たパンフレッ

トをもとに母

語のパンフレ

ットを作る

（資料❸〜

❺）

☆友だちが書いたパンフレットの内容を

理解し、漢字、語彙、表現が理解できる

（4〜6） 

★日本語の文章を、読み手にわかり

やすいように、順序を入れ替えた

り、必要なものを追加したりしなが

ら、母語に書き換える（E） 

★日本語と母語の比較から、メタ言

語の力を養う（E） 

７．本時の指導 （２/７ 細案） 

ねらい（目標） 

・パンフレットに掲載する内容について話し合う。

・より良いパンフレットになるよう、友だちと意見交換することができる。

分 学習活動等 指導・支援のポイント 

5 ０．あいさつ 

１．前時のふりかえり 

・本時のめあてについて

確認する 

☆パンフレットに掲載する内容について思い出すように促す

★前時の活動をふりかえり、本時の内容を確認する

5 ２．「話し合い」について

確認する 

◯話し合いの仕方を確認する

★パンフレットの内容について自分の意見を伝えられるように促す

20 ３．話し合いを通して、

パンフレットの内容を６

つ決める（資料❶） 

☆自分が考えた内容について、簡単な複文を用いたり、様々な接続表

現や指示語などを用いて話せるよう、児童の力に応じて支援する

★児童の力に応じて、根拠を述べながら考えを伝えられるように支援

する 

★より良いパンフレットを作成するために、今まで出ていない意見を

加えたり、削ったりする 

★パンフレットの構成について、母語で会話したり、確認したりする

よう積極的に促す 

10 ４．今まで出た意見をま

とめ、パンフレット作成

に取りかかる 

☆見出しをもとに、内容を考えながら書くように促す

★紙面の大きさを考えながら、伝えたい内容を厳選し、下書きをする

★日本語で表現できない場合は、母語で考え、日本語に直すように促

す 

話し合いをしながら、ひまわりのパンフレットに載せる内容を考えよう。 
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５ ５．まとめ 

本時のふりかえりをし、

次時の見通しをもつ 

♡最終的に母語でのパンフレットを作り、これからひまわりに入級す

る子どもや保護者に役立つものであることを確認する 

8.児童生徒の変容

本実践は、ひまわりの校長先生によるパンフレット作成依頼動画から学習を始めた。校長先生の「ひまわ

りのパンフレットを作って欲しい」という依頼に、子どもたちは「いいね！」「やりたい」と前向きに学習に取り

組むことができた。多文化多言語の児童は、日本語の面で、話し合い活動に消極的だと思われることが多

い。話し合い活動の中では、それぞれの強みを活かして話ができるよう支援の工夫を行なった。実際の話し

合いの活動では「これから日本に来る子どもたちのため」に「自分自身の経験を伝える」という目的意識を

持つことで、パンフレット作成に意欲的に取り組むことができた。 

日本語での話し合いだったが、自分の意見を伝えたり、さらにより良い内容を考えたりする様子が見られ、

児童の発言、話し合いの進行等も在籍級での学習と大きく変わらないと感じられた。E 児は、滞日年数が一

番浅いにも関わらず、積極的に話し合いをまとめる姿が見られた。また E 児が司会を担当し、話し合いを進

めることで、あまり日本語を話さない T 児も、E 児と中国語でやり取りをし、内容を確認しながら、日本語で

意見を伝えることができた。参観していた国際教室担当者からは「しっかり話し合いができたね。」とコメント

をもらえ、E児は、学習への自信をもつことができた。 

資料❶話し合いの様子 

本実践は、国語科の内容と絡め、パンフレットの内容を考える、話し合い活動を計画した。国語科の内容

を踏まえながら、言語活動に参加し、日本語で「学ぶ力」を獲得できるよう支援を行った。R 児は学習に消

極的な面が見られることがあるが、本実践の中では、4人で活動を進め、刺激し合うことでことで、自分の意

見を伝えようとしたり、パンフレットをわかりやすく、丁寧に仕上げようとしたりする姿勢が見られた。 

資料❷パンフレットの下書きに真剣に取り組む様子 

〈指導者のコメント〉 

自分の経験したひまわりについて、「◯◯の活動が楽し

かった」、「これとこれは同じにまとめるといい」など楽し

そうに話をする様子が見られました。ひまわりのパンフレ

ットに掲載する内容はどのようなものが必要か、より良

い内容にするためにはどうしたらいいか等についてしっ

かり理解し、話し合うことができました。こういった経験

をさらに重ねていく必要性を感じています。 

〈指導者のコメント〉 

今回は「話す」力を高めることをねらいとしてい

たが、「書く」場面でも、相手意識をもちながら、

丁寧にわかりやすく書く様子が見られた。また、

日本語での表現がわからない場合は母語で確

認しながら、より良い表現を考えることができ

た。 
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完成した日本語のパンフレットは校長先生に、とても喜んでもらえ、児童は、「いつからパンフレットを配っ

てくれるの？」、「他の先生に見てもらいたい」と達成感を持つことができた。出来上がったパンフレットを見

返しながら、「振り仮名があった方がわかりやすい」、「持ち物は写真の方がいい」など、さらに改善をしたい

ポイントを口々に話す様子が見られた。 

資料❸ 完成したパンフレット 

日本語版パンフレットを、中国語へ翻訳する活動では、中国語が母語の児童はいつも以上に意欲

的に取り組む姿が見られた。活動中児童から「難しい」、「これはわかるかな」としばしば口にする

姿が見られた。実践者から「中国語にすぐに直せないの？」と尋ねると、「中国にはないことばがあ

るから、考えないと意味が通じない」と返答があった。みんなで考えた日本語のパンフレットを読

み手を意識しながら中国語に直す活動は、メタ言語意識を高める活動として、認知的に高い取り組

みであると実感した。書き終わった後の、満足そうな児童の表情が印象的で、今後も自己肯定感を

育む学習を大切にしていきたいと感じる。 

資料❹わからない内容は中国語でお互い確認 資料❺ 日本語のパンフレットから中国語へ 

９．最後に 

「来日直後の児童も、話し合い活動はできる！」そんな思いから本実践はスタートした。ひまわりで体

験した活動を話し合いながら、パンフレットを作る過程では、児童たちは生き生きと日本語で話しをす

ることができた。パンフレットの内容を推敲する場面でも、必要な情報、まとめられる情報などを話し

合いながら、わかりやすいパンフレットの内容を考えることができた。児童たちにとって意味のある活

動を行うことで滞日年数が浅い児童でも日本語で話し合う活動を行うことができることがわかった。ま

た、児童一人ひとりの日本語や包括的なことばの力を公正に見取り、それぞれの強みを活かせるよう支

援を行うことも重要だと改めて感じた。 
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Clean�place

フィリピンがもっときれいで

べんりなまちになってほしい

から。

⽇本の平和をねがう。

きれいなカラフルない

えがたくさんできてほ

しい。

"From� the� gentle,� yet

warm� summer� breeze,� the

terrific� inventions,� the

city� of� Eirene� will

always� be� here� for

thy."

中�⽣
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実践者名 丸山多賀子 兵庫県立芦屋国際中等教育学校 教科担当講師・日本語 

実践区分 中学校  取り出し指導  在籍学級（少人数指導扱い） 

実践地域 

および場所

等の特長 

 本校は全国的にも類を見ない公立の中高一貫校である。各学年の定員は 80 名

で、多文化多言語の生徒が 60名、日本人が 20名で構成されている。入学時に日

本語能力を筆記とオーラルインタビューで測り、日本語クラスで学習したほうが

いいと思われる生徒を抽出する。レベル設定も母語も年度によって異なるが、約

25 人～30 人程度が毎年小クラスで学ぶ。中国、ネパール、フィリピン、ロシア

など、国も母語を含む背景も様々である。抽出が決まった生徒は、理科・数学・社

会でも少人数クラスに入り、教科担当教師とそれぞれの母語話者である外国語講

師とともに授業を受ける。その支援は手厚く、考査問題の翻訳、日々の配布プリン

トの翻訳、学校生活全般に至る。しかしこのような支援の輪の中にいるのは中学 2

年生までと決まっており、3年生以降は在籍学級で授業を受ける。 

 生徒は県内全域から集まる。2 時間ほどかけて通学している生徒もいるため地

域の中で生徒がどのように生活しているのかまでは、なかなか目が届いていない。

が、保護者（PTA）と学校との距離感が近く、文化祭や体育大会、授業参観、合唱

コンクールなどの行事には、多くの保護者が来校する。

本実践の 

ポイント 

 本実践は、中学１年生の初級クラスを対象としている。本クラスの生徒は、非常

にコミュニケーション力が高く、知的好奇心も高い。その積極性を存分に活用しな

がら、読解中心の授業を 4月から行ってきた。「次は何を読むの？」と聞いてくる

ほど何かを読むことに慣れてきたこともあって、古典の読解に踏み切った。彼らな

ら私の想像をはるかに超えてくるだろうと予想していたが、それは的中した。知識

としての古文ではなく、現代日本語との違いに驚き、登場人物に思いをはせ、歌

い、考えを深めることができた。また、１学期に比べると、クラスメイトの意見を

よく聞き、それをもとにさらに考えを深めることも増えた。常に考えや意見を共有

し、互いに刺激し合い、様々な表情をしながら竹取物語を楽しんだ。 

 具体的な実践のポイントは、音読を楽しむために BGM を考えさせたところで

ある。古文を歌った生徒、三つの場面に分けて BGMを編集した生徒、自分で中国

の楽器を演奏した生徒など、まさに多様な竹取物語が完成した。 

 また、内容理解をより深めるために、結末についても考察したのだが、「物語の

祖」としての『竹取物語』というところまで深めることができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

導入からまとめまで、生徒の既知の学習内容や体験が結びつくようなスキャフォールディン

グがいくつも施されていた授業でした。また、文字と音読時の音のズレに着目させながら、

帰納的に仮名遣いのルールに気付かせる展開に、生徒たちは古典の世界に引き込まれていま

した。 
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1．単元名・活動名

国語「竹取物語」（『現代の国語１』三省堂、１１７ｐ） 

「かぐや姫」円地文子・文、秋野不矩・絵（岩崎書店） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学１年生  人数：５人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む O W C 

聞く・話す O W C 

ステップ

4

書く O W C 

読む R 

聞く・話す R 

ステップ

3

書く R 

読む K 

聞く・話す K 

ステップ

2

書く K 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

入学時に、本校オリジナルのプレイスメントテストを実施し、その結果とオーラルインタビュー

の様子を鑑み、日本語クラスのレベルを決める。このクラスは、初級レベルのクラスとして設置さ

れた。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

R 

聞

く・

話す

4 

・自分自身にとって身近な場面や関心の

ある話題について、高頻度の日常語彙・

表現を使って、単文や重文で話すことが

できる。 

・使用する接続助詞は限られているが、

簡単な複文で話すことができる。 

指さしや指示語を使って、やりとりに参

加しようとする。 

D 

・身近なことや家族との旅行などの経験

について順序に沿って詳しく話すこと

ができる。 

・小学校の読解教材を使った授業を聞い

て、話の流れを理解し、簡単な理由とと

もに感想や自分の意見を言うことがで

きる。 

・BGM を選んだ理由や、どんな物語だ

と思ったのかについて話すことができ

る。 

K 

聞

く・

話す

３ 

・支援を得て、自分自身にとって身近な

場面や関心のある話題について、高頻度

の日常語彙を繰り返し使って話せる。 

・形容詞や動詞の活用や助詞に誤りは見

られるが、主に単文でなんとか意味の通

じる話ができる。 

・強いほうの言語（英語）で代用して伝

える場合が多い。 

D 

・身近なことや経験したことについて順

序に沿って詳しく話すことができる。 

・小学校の読解教材を使った授業を聞い

て、話の流れを理解し、簡単な理由とと

もに感想や自分の意見が言うことがで

きる。 

・BGM を選んだ理由や、物語の結末に

ついて自分の意見をわたし語で伝える

ことができる。 

＜単元目標（教科の目標）＞ 

 音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文を音読し、古典特有のリズムをとおし

て、古典の世界に親しむ。（⑶ア）

 場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写をもとに捉える。（Ｃイ） 

 場面と場面、場面と描写などを結びつけて、内容を解釈する。（Cウ）

 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにする。（Ｃオ）

＜日本語の目標＞ 

 古文を音読し、古典特有のリズムや場面をより身近に感じるために BGMを選ぶ。

 心情や場面を理解し、作品として完成させた BGMつき音読を在籍学級で発表する。

 各生徒が手段や言語を選び、文章を読んで理解したことを家族に紹介する。
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O 

聞

く・

話す

５ 

・日常的な話題だけでなく、関心のある

話題（人種問題や教科で学んだ植物や動

物のこと）について、高頻度の日常語彙、

表現を使って単文や複文を織り交ぜなが

ら話せる。 

・間違うことを恐れず、強いほうの言語

で代用したり、違う表現で代用したりし

ながら話を続けることができる。 

E 

・小学校中学年の教科学習内容や経験し

たことなどについて、情報を統合しつ

つ、因果関係を含めてまとまりのある説

明ができる。 

・自分の意見を言うときに、裏付けるた

めの具体例や経験などを盛り込んで話

すことができる。 

・教師の話を聞いて、そこから派生的に

出てくる問題点に気づき、質問すること

ができる。 

C 

聞

く・

話す

５ 

・高頻度の文型や語彙を使って、単文だ

けでなく重文、複文なども少し織り交ぜ

ながら話せる。 

・強い方の言語で代用したり、他の表現

に変えて話を続けたりすることができ

る。 

E 

・自分の経験や、読んだ文章を関連づけ

ながらまとまりのある説明ができる。 

・自分の意見を明確に詳しく述べること

ができる。 

・具体的な事例とともに理由を挙げなが

ら、自分の意見を述べることができる。 

W 

聞

く・

話す

５ 

・高頻度の文型や語彙を使って、単文だ

けでなく重文、複文なども少し織り交ぜ

ながら話せる。 

・強い方の言語で代用したり、他の表現

に変えて話を続けたりすることができ

る。 

E 

・テキストにある具体例だけでなく、自

分で例を追加しながら内容について話

すことができる。 

・小学校中学年の教科学習内容や経験し

たことなどについて、情報を統合しつ

つ、因果関係を含めてまとまりのある説

明ができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

このクラスの生徒は、好奇心旺盛な生徒が多く、いつもにぎやかである。在籍学級には同じルーツの

友人もおり、国語の時間にどのような勉強をしているのか、お互いが関心を持っている。  

まず古典を選んだ理由だが、古典は、小学校でも断片的に学習してはいるものの、在籍学級の日本人

の生徒、また多文化・多言語の生徒にとっても「外国語みたいな日本語」である。初めての音の羅列、

特徴のある文末に違和感や戸惑いを感じる生徒も少なくないだろう。そのような感覚を抱くからこそ、

「日本語を学んでいる」生徒の気持ちを想像しやすく、共感とリスペクトの気持ちが生まれやすいので

はないかと考えた。ましてや、古典を自分たちと同じように学習したとあれば、ふだんの姿（日直や掃

除の時間など）からは想像できない「頼もしさ」のようなものを感じるのではないだろうか。 

次にアプローチについてだが、二学期になり、生徒は新しい教材に出会うと、「前に読んだものと何か

関連があるのではないか」と考えるようになっている。一学期からテーマや目標とするストラテジーを

設定して複合的・連続的に読んだ経験がそうさせるのかもしれない。また、作業（描画、命名、発表等）

をしながら読み進めることにも慣れてきた。次は何を読むのか、何をするのか、彼らはいつもわくわく

した様子で待っている。といっても初級なので、教科書にある現代語訳で物語の内容を理解するのは難

しい。そこで絵本「かぐや姫」の文章を先に読み、物語の全体の流れを理解する。「わたしは〇〇のエキ
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スパート」として五人の求婚者を各自が担当し発表したり、物語を家族に紹介する文章をわたし語で書

いたりと、アウトプットの活動もふんだんに取り入れる。 

物語の内容がわかった上で、古文に入る。古文に入る時も、「これは竹取物語です」と提示せず、生徒

に「これはもしかして？」と「かぐや姫」を思い出させたい。そこで、まずは英語や中国語など、生徒

の母語を例に「今の〇〇語と昔の〇〇語はちがう」、「音は変化する」ことを捉えさせる。その上で、古

文の音読を聞き、「聞いたことのある言葉」に立ち止まらせる。まずは耳、次に文字を見せるというよう

に、段階的に入る。次は、文字と音読時の音のズレに気づかせる。仮名遣い変換のルールは、いくつか

例を提示し、帰納的にルールを見つけさせる。「うつくし」や「あやし」など、内容理解の鍵となる古語

は新しく覚える必要があるが、単語ごとに意味を付けて内容を理解するというより、「かぐや姫」で勉強

したことを活かして推測しながら古文を読むことにする。また、慣れない日本語、それも古文を音読す

るので慣れるまでに時間がかかるだろう。楽しく何度も取り組めるように、「ＢＧＭをつけて読もう」と

いう作業を取り入れる。自分で物語の内容にふさわしいＢＧＭを探し、何度も練習をする。そうすれば、

音読にも主体的に楽しく取り組めるのではないだろうか。そして、このＢＧＭつき音読を、在籍学級で

発表することにする。在籍学級の生徒も何度も練習しているので、もしかしたら一緒に声を合わせて音

読できるかもしれない。 

さらに、物語を俯瞰的にとらえるために、今回は結末について考察させる。一学期に読んだ物語、自

分が知っている物語の結末と比較し、バッドエンドかハッピーエンドかを考え、さらにそのような結末

にしたことで、どのような効果が得られたか、なぜこのような結末にしたのか、などを考えたい。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・様々な表現（本文、クラスメイ

トの発表など）を使って五人の求

婚者について発表したり、質問に

答えたりすることができる。 

・古文に切れ目を入れて、自然な

速さで読むことができる。 

・仮名遣い変換のルールを使って

変換することができる。

・内容を理解し、BGMを選び、音

読することができる。 

・物語の全容を家族に紹介するこ

とができる。 

・五コマ漫画から展開を推測し、

物語の最後を考えることができ

る。 

・物語の結末について、その意味

や理由を考察し、発表することが

できる。 

・例語から帰納的に仮名遣いのル

ールを見つけることができる。

・日本の昔の物語を家族に紹介す

ることから、自己の成長を感じ、

古典の学習意欲を高めることが

できる。 

・日本の昔の物語を家族と楽しむ

ことからルーツの国にも変化す

る言葉があることを知り、ルーツ

に誇りをもつことができる。 

・自分で選曲した BGM を用いた

音読活動を在籍学級で発表する

ことに意欲を高めることができ

る。 
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６．指導計画（全１７時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

1 「かぐや姫」を

聞いて、絵をみ

ながら内容につ

いて自分の予想

や考えを述べ

る。 

・スキミング（〇×クイズ）※プ

リントあり。

・絵をみながら教師の音読を聞

く。

・「登場人物」「主人公」という日

本語に出会う。 

・疑問に思ったことを、各自発表

する。

☆音読を聞いて、登場人

物を把握することができ

る。 

☆物語に必要な言葉につ

いて、わからないことを

質問することができる。 

★〇「登場人物」「主人公」

という用語と概念を理解で

きる。 

★登場人物や物語の概要を

ある程度理解し、疑問点を

挙げることができる。 

♡プリントには一学期に読ん

だ物語の登場人物を選択肢

に登場させ、楽しかった活

動を思い出す。 

2 絵を見ながら内

容を詳しく振り

返る。 

・順番に絵を見ながら物語を振り

返る。 

☆内容や人物を表す言葉

が理解できる。 

☆習った言葉を使いなが

ら内容を話す。 

★〇人物のしたことや物語

の流れを整理できる。 

★クラスメイトの話した内

容を聞き、足りない部分を

補足する。 

★〇それぞれの人物を物語

の中で整理する。 

3 人物について整

理する。 

・登場人物カードを引き、当たっ

た人物について説明する。 

・かぐや姫について、わかること

を各自発表する。 

☆「〇〇は、～をした」

や「〇〇は～をした人で

す」などを使って登場人

物の説明をする。 

★わかりやすく発表するた

めに工夫して準備する。 

4 「主人公」とい

う用語について

復習し、かぐや

姫の物語に当て

はめてより具体

的に理解する。 

・「主人公」という用語の意味を

復習し、かぐや姫は、物語の中で

どう変化したかをとらえる。 

☆物語の中から「かぐや

姫」の部分に注目し、

「何が変わったか」を発

表する。 

★〇物語の中で主人公の変

化を捉えることができる。 

5 発表「各求婚者

のエキスパート

になろう！」 

 

・各自、五人の求婚者について用

紙にまとめる。 

・発表する。

☆担当になった求婚者の

部分を読み、発表の準備

をする。 

☆求婚者の名まえや注文

された品物を発音する。 

★わかりやすく発表するた

めに工夫（絵や色づけ、

文）した準備ができる。 

♡クラスメイトの発表を聞

いて、質問したり感心した

ことを伝える。 

資料１ 

資料２

資料３ 

資料４・５ 
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6 ・かぐや姫が五

人の求婚者に難

しい注文をした

理由を考える。 

・みかどの部分

を読み、みかど

と五人の求婚者

を比べてみる 

 

・「かぐや姫は難しい注文をなぜ

したのか」について考える。 

・五人の求婚者とみかどの違いを

比べてプリントにまとめる。 

☆「難しい注文」の「難

しい」は、どういう意味

かを考え、自分なりの解

釈を発表する。 

☆みかどについて書かれ

ている部分を黙読か音読

どちらかで読み、線を引

く。 

☆「うわさ」がどんな内

容かを想像してみる。そ

して、それをさらに他の

人に伝えるときには、ど

のような言い方（「～そ

うです）など）になるか

を書く。 

★五人の求婚者への注文の

品を思い出しながら言い換

えの言葉を思い出す。 

★絵からみかどの行動やか

ぐや姫との関係について想

像する。 

★〇五人の求婚者のとき

と、みかどのときでは何が

違うか比較する。 

7 自分の言葉で

「かぐや姫」を

家族に紹介する

ための文章を書

く。 

 

・自分の言葉で、かぐや姫の話を

家族に紹介するための文章を書

く。 

☆本文の内容や五人の求

婚者の発表内容を読む。 

☆日本語で書く場合は、

短くまとめて書く。 

★物語を順序立てて話す。

★話す相手を想像しながら

書く。 

♡家族に学校で勉強してい

ることを紹介することで、

できるようになったことを

褒められる。 

8 ・登場人物と主

人公の関係を思

考ツール図で整

理する。 

・イメージマップを使って「かぐ

や姫にとって〇〇はどのような存

在か」を整理する。 

☆「～にとって」を使っ

て、イメージマップを文

にする。 

☆クラスメイトの発表を

聞いて役割の言葉を増や

す。（メモする→選ぶ） 

☆自分の言葉で考えてい

たものを、クラスメイト

の発表を参考にして日本

語にして発表する。 

★〇主人公に対して、各登

場人物がどのような役割を

しているのかを自分の言葉

で考える。 

★考えたものを発表する。

★文として発表するときに

は、自分のものとクラスメ

イトのものの中から、より

ふさわしいものを自分で選

ぶ。 

★自分の言葉で考えていた

ものを、クラスメイトの発

表を参考にして日本語にし

て発表する。 

9 ・古典導入 ・「かぐや姫」のオリジナルであ

る「竹取物語」に出会う。 

・初めて古文を見る。そして聞

く。 

☆「竹取物語」の冒頭部

分の音読と本文との違い

に気づく。気づいたこと

を発表する。 

☆古文を聞いたり見たり

して、「かぐや姫」の物

語であることに気づく 

☆古文を縦書きでノート

に書く。 

★昔と今では言葉も変化す

るということを、古い中国

語や英語の発音を聞いて理

解する。 

★古い日本語に興味を持つ

★〇文字と音の変化に違い

があることを理解する。 

資料８ 

資料７ 

資料６ 
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10 

11 

12 

・古文（冒頭部

分）の内容理解 

・ノートで整理

する。 

・本文に切れ目を入れる

・本文を板書し、知っている言葉

に〇をつける。 

・既有知識を軸にして、新しい情

報を統合しながら一文ずつ読む。 

・「その竹の中に～」（後半部分）

は、自分で／の位置を考えてみ

る。 

・「筒の中が光っている」と「筒

の中も光っている」のちがいを考

え、どちらが適切かを考える 

☆教師の音読を聞いて、

ポーズの部分に／を入れ

る。 

☆／のところでポーズを

入れて音読する。 

☆「よろづのことにつか

ひけり」は、どんなもの

に竹を使ったのかを想像

し、いろいろな生活用品

の名まえを挙げる。 

☆「名をば」の「名」は

名まえのことであり、そ

れがだれの名まえなのか

考える。 

☆「もと光る」とは、竹

のどの部分が光っている

のかを、教師が作った模

型を使って考えてみる。 

☆「筒の中が光ってい

る」と「筒の中も光って

いる」だとどんな違いが

あるかを考え、自分の意

見を発表する。 

☆「うつくしうてゐた

り」「三寸ばかりなる

人」などを想像する「三

寸」がどれぐらいの大き

さなのか、調べてみる 

☆今の意味とは違う部分

（「うつくし」「ゐたり」

について注意しながらノ

ートに現代語訳を自分で

書く） 

★音読をよく聞き、ポーズ

のところで文が切れること

を理解する。 

★例から切れ目を推測して

／を書く。 

★「あやしがりて寄りて見

るに」は、どんな気持ちか

を考える。 

★場面を想像しながら体を

動かしてみる。 

★自分だったらどうするか

を考え、発表する。 

★他の授業で出てきたこと

などを使って、より深く理

解しようとする。 

★〇「三寸」について調べ

たことと、教師の用意した

竹の中から出てきた実寸サ

イズのかぐや姫をもとに、

サイズ感を理解し、どのよ

うに持って帰ったのかを想

像する。 

★「かぐや姫」では、「三

寸」がどのように書かれて

いたか、またそれはどうし

て表現をかえたのかについ

て考える。 

13 ・音読する

・仮名遣いの変

換のルールを見

つける。 

・／の位置や内容を考えながら音

読する。 

・内容に合う BGMを探す。

・仮名遣いが変換するものとしな

いものの例を１０個ぐらい例示す

る。その例を見て、どの音が何に

変化するのかを見つける。 

☆／でポーズを入れて音

読する。 

☆「うつくしうて」の部

分は、ゆっくりと「しゅ

うて」と長音になるよう

に意識する。 

☆板書の例から、仮名遣

いのルールを見つける。 

☆「語中語尾」で起こる

ことも理解する。 

★〇意味を考えながら音読

する。 

★音読用 BGMを自分で探

す。 

★〇帰納的にルールを見つ

ける。 
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14 物語の場面や書

かれていない文

を挿入する場所

を考える。 

・「ある日のことです」や「おじ

いさんは竹を切りました」という

文を入れるとするならば、どこに

挿入するのが適当かを考える。 

☆筒の中を見たというこ

とは、その前に切ったの

か？など内容を想像しな

がら「おじいさんは竹を

切りました」の挿入位置

を考える。 

★本文には書かれていない

文を、どこに入れるか、理

由とともに述べることがで

きる。 

★これまでの内容を総合し

て、おじいさんの行動を動

きで表現してみる。 

★どのように切ったのかを

考える。 

15 古文の最後の部

分を五コママン

ガから内容予測 

 

・クラスメイトの家族の話を聞

き、「かぐや姫」にはなかった最

後の部分を「竹取物語」として読

む。 

☆配布された本文（リラ

イトしたもの）と自分の

推測を比べる。 

★クラスメイトのお父さん

の話を聞く。そして、その

人のために、物語の最後の

部分を読む。 

♡クラスメイトのお父さん

の疑問に納得したり、感心

したりする。 

★５コママンガから内容を

推測し、わたし語で書いて

みる。 

★薬をもらったことや、み

かどに手紙を書いたことな

ど、「かぐや姫」にはなかっ

た情報を得て、これまで以

上に内容を理解する。 

16 結末（終わり

方）について考

察する。 

・ベン図で整理する。

・物語の結末として、ハッピーか

バッドかを考える。 

・IFを具体的に考える。

（本時） 

☆竹取物語の最後を説明

する。 

☆もしハッピーエンドで

終わったら、もしバッド

エンドで終わったらにつ

いて具体的に考え。発表

する。 

★実際の結末、ハッピーの

場合、バッドの場合をベン

図で整理する。 

★なぜこのような結末にし

たのかについて、自分なり

の意見を述べる。 

♡在籍学級での発表に意欲

を高めることができる。 

17 発表会 ・在籍学級において、自分で選ん

だ BGMで音読する。 

・感想を聞く。

☆大きな声ではっきりと

音読する。 

☆BGMを選んだ理由を

書く。 

☆在籍学級の生徒の感想

を聞く。 

☆感想文を読む。

★いつもより人数の多い状

態のなかで発表できる。 

♡今後の学習に意欲を高め

ることができる。 

資料９・１０ 

資料１１・１２・１３

・１３
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７．本時の指導 

ねらい（目標） １６回目 結末について考察し、自分の意見を発表する。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

10分 ０．挨拶 

１. 漢字の宿題のチェック

☆漢字やその漢字を使った言葉を全員で共有する。言葉

や漢字を使った文を作る。 

★絵（漢字のプリント）を見て想像したり、せりふを考

えたりする。 

導入 

１０分 

２．前回の復習（最後の場面を振

り返る） 

・同じ出来事に対して聞き方をい

ろいろ変えて全員発言する。 

・「 」の部分を読むときに、どん

な気持ちかを考え、声の調子や速

度を変える。 

★登場人物ごとに整理する。

「翁とおばあさんはどうなったか」「みかどはどうなっ

たのか」と聞かれて、自分のノートや本文を見ながら答

える。 

☆薬と手紙を受け取ったのは家来で、それをみかどに渡

したという部分が難しいので、主語を変えたり、図示し

たりしながら丁寧に確認する。 

☆★みかどが家来に言ったせりふを再現させることで、

命令するときの表現や、内容理解（みかどは元気がな

い）につなげる。 

展開１ 

１８分 

３．『竹取物語』の結末を「ハッピ

ーエンド」にするならどうなるだ

ろうか、「バッドエンド」にするな

らどうなるだろうかについて考え

る。 

４．自分の意見を発表する。 

★〇まず、何を考えるのかを理解するために、１学期に

読んだ物語を思い出しながら、課題について考える。 

★☆〇自分たちの考えた結末をノートにまとめる。

★☆ハッピーエンドの場合とバッドエンドの場合をくわ

しく説明しながら自分の考えた結末を発表する。 

★ベン図で整理する。（写真①）

☆ステップ３・４の生徒は『竹取物語』の結末を発表す

る。 

♡お互いの発表を聞いて、刺激を受ける。

展開２ 

１０分 

５．なぜこのような結末にしたの

かを考える。 

★「物語の祖」として読者に与える効果を考える。

★物語世界の中だけの理由ではなく、「作者はなぜこのよ

うな結末にしたのか」という観点から自分の意見を発表

することができる。 

♡お互いの意見を聞いて、刺激を受ける。

☆ステップ３・４の生徒は、板書した友だちの意見を参

考にする。 

02 6. 活動を振り返る。

７．次回の発表の順番を確認す

る。 

★どんな作業が楽しかったのか、もう一度したいことは

何かなどを質問し、授業を振り返る。 

♡お互いが選んだＢＧＭについて「大丈夫、楽しみだ」と

励まし合う。 
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生徒のノート① 

8.児童生徒の変容

本実践への導入として、『たかこ』という絵本でアニマシオンをした。主人公のたかこが、物語に夢中

になって夜更かしをするという場面があるのだが、月へ帰る様子を思い描いて主人公がうっとりしてい

る。生徒の中には、小６で日本の歴史について勉強したことがある生徒もいたが、平安時代の装束で学

校生活を送るたかこの姿や言葉遣いを通して、「約１３００年前」が身近になった。その導入を終えて実

際に授業に入ったのだが、初め、D4 は全員で物語を振り返る（共話する）ときには発言できるが、登

場人物をモノローグで説明をするとなると、何を言えばいいのかわからないと首を振るばかりだった。

しかし、「絵本の中のどこに出てきたのか」「誰と一緒にいたか」などの問いに答えた後、答えに使った

本文の言葉に〇をつけて文を作るように促したり、中国語で友だちに話を聞いてもらった後、日本語で

話すようにしたりしているうちに徐々に説明が長くなった。D3 も問いを理解することに時間がかかっ

ていたが、「〇〇は、何をしたのか」という簡単な問いから始め、「かぐや姫は〇〇を～と思った」や「〇

〇はどんな人か」など、少しずつ考える問いにレベルアップし、最終的に「〇〇は、かぐや姫にとって

どんな人か」という役割や関係性を理解できるようになった。D3 は、わたし語（英語）を多用してい

たが、周囲も英語を勉強したいこともあって、D3 に意味を聞き、日本語に直す手伝いを積極的に行っ

ていた。 

 本実践の最後の発表会の際、「五人が選んだ BGMでわたしも読みたい」という日本人生徒の言葉をき

っかけに「じゃあ、みんなで読んでみよう」ということになり、全員で冒頭部分を音読した。最初は両

方がぎこちない部分もあったが、最後には大きな声でクラス一体となって音読していた。日本語クラス

の生徒たちもちょっぴり恥ずかしそうな、でも誇らしげな様子だった。このような最終回を迎えること

ができたのも、在籍学級の先生が BGMを選ぶ活動に興味を持ってくださったからである。合同授業を

申し出たときも、日本人生徒も群読をして交流しようと提案してくださった。そのおかげで、お客様の

ように参加するのではなく、お互いが学びを通じて交流できる時間となった。その授業の後、在籍学級

の生徒が書いてくれた感想を渡すとじっくり読んでいた。読むのがまだ難しい D3も D4も真剣に読ん

で、「よかったって書いてある」と言って喜んでいた。読むことが彼らにぐっと近づいた瞬間だった。 
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 本実践は話す・聞く力を存分に使わせながら授業を進めたが、冒頭部分を暗唱するまで音読できたこ

とだけでなく、『竹取物語』が物語の祖と呼ばれていること、当時の人々も自分たちと同じように物語を

読んで楽しんだこともよく理解できたと思われる。 

さて、その後の生徒の姿であるが、「竹取物語」のあと、「月の影絵」（小５、光村）を読んだ。ほぼ日

の地球儀で月を見せると、すぐに「かぐや姫がいる！」と言った。「先生、今度は月でのかぐや姫をやる

の？」と聞いてきた。影絵が何に見えるかと聞いた時も、「かぐや姫が物語を読んでいる」など、想像力

豊かな答えが返ってきた。さらにこの後、「見立てる」（小６，光村）から「比喩で広がる言葉の世界」

（中１教材）へと抽象度の高い文章に進むわけだが、生徒たちは前に読んだものを意識してくれるよう

になった。「比喩で広がる言葉の世界」の本文中に載っていた部品の写真のサイズを聞いたとき、E5が

「三寸」と答えた。それを聞いた全員が「三寸ばかりなる人、いとうつくしうてゐたり」と声を合わせ

て発声した。そして、「三寸」と言ってしまったことをみんなで笑っていた。こういうとき、今まで D3

はなかなかクラスメイトの話についていけず、ワンテンポ遅れていたが、本実践を通して「反応する」

ことが自然になってきた。クラスメイトとのかかわりの中での作業が多かったので、本実践後は、周囲

の発話にも耳を傾けるようになっている。そして気になることは積極的に質問するようになった。 

驚くべき変容を見せたのは D4である。D4は、国語への印象が変わったと言ってくれた。「むずかし

い」「できない」ではなく、今は、「みんなでワイワイ言いながら授業を受ければ読める」というふうに

考えてくれているのか、漢字の宿題の提出や、毎日作文での内容が変化している。「だれかに読んでほし

い」という気持ちを感じる作文になった。また、中国語で読み書きはできないと言っていたのだが、今

はわたし語で書く活動の時は、他の中国人生徒の力を借りて、少し中国語で単語や短い文を書くように

なった。 

クラス全体で一学期に読んだ説明文や物語の発表、作業、日々の漢字のプリント、さらに他の教科の

内容など、自分の経験をまるごと使って新しい教材に向かっていくことが自然にできるようになってい

る。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

付録① 実践の中で見つけたキラキラポイント 

<１回目 疑問に思ったことを発表する＞活動時、生徒から出た意見 

E5：月を見てわたしを思い出してほしいと言ったのは、その天人の服を着たら忘れてしま 

うのを、かぐや姫は知っていたからじゃないの？自分は思い出すのができないから、お

ばあさんとおじいさんに言った？ 

D4：どうして地球に来た？ 

E5：どうして人間の感情を忘れてしまうの？ 

E5：どうして竹の中？ 

D3：どうして「かぐや姫」というの？ 

＜４回目 「主人公」という用語の意味について考える＞活動時、生徒同士のやりとり 

E5：人の感情がわかったけど、忘れちゃった。もったいないねえ。 

E5：月の人だけど、竹から出てきて人間の生活をしたからうれしかったけど、最後は天人

になって忘れた。二回変わってる。
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D4：もったいないけど、おじいさんとおばあさんが覚えてるから、いいやん。 

E5：おじいさんとおばあさんだけ覚えてるのはかわいそう。両方忘れたほうがいい。 

E5：映画を観たとき、かぐや姫は泣いてた。（みんなでびっくりする） 

E5：なみだだけ、出る？（みんな、なるほど、そういうこともあるかもと納得する。） 

＜１６回目 物語の結末を考える＞活動、生徒同士のやりとり 

E5：これは物語の最初でしょ、なのにハッピーエンドじゃないっていうのがおもしろいん

じゃない。 

E5：たかこが、読んでいました。 

T：すごいことに気が付いたね。日本で最初の物語が、こんな結末なんだね。 

E5：昔の人は、なにか読んで学ぶから。 

T：何か？ 

E5：なにかな・・・・ 

E5：これは、ハッピーエンドだったら人は楽しいですけど何にも考えませんですね。 

バッドだから、えー、どうしてとか、もしハッピーだったらこうなのにって、私たちみ

たいに考えますね。 

E5：毎日生きてると、いろいろあります。だけど、生きています。それ。 

E5：すごいびっくりのこともあります。 

T：なるほど、わたしたちは、想像もできないことも起こるけど、生きています。生きて 

いるということは、そういうことだということを、みんなにわかってほしい？ 

E5：はい、たぶんね。だから、たかこも読んでいます。何回も読みましたね、たぶんね。 

付録②写真や動画（※指導計画の資料番号順） 

１ 導入で使用した絵本とアニマシオンで使用した絵本 

『かぐや姫』 『たかこ』 

（円地文子作、秋野不矩絵、岩崎書店） （清水真祐文、青山友美絵、童心社） 
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２ 

発表したことを板書 

３ 主人公かぐや姫の変化した点について考える。 

各自の意見の板書 

４「わたしは〇〇のエキスパート」：五人の求婚者について発表例 
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５ 生徒（５E）が作ってみんなに配った「おおとも大納言クイズ」 

６ 五人の求婚者とみかどの場合を比べる 

←生徒の書いたプリント 

（みかどと五人の求婚者の違いを項目ごとに書いている） 

７ 絵本「かぐや姫」を家族に紹介する 

←生徒のノート 

（この生徒は母親も日本語を勉強している

ので役に立ちたいからと日本語で書いてい

る。） 
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８ イメージマップを使って登場人物を整理する。（「～にとって」を使って作文）

生徒のノート 

生徒のノート 

９ 物語の結末を五コマまんがから予想 

生徒のノート 

（この生徒は、物語だけでなく、かぐや姫がみかどに書いた手紙の内容も想像） 
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１０ 物語の結末を五コマまんがから予想 

生徒のノート 

（英語と日本語のミックスで考え、まとめは日本語でまとめている） 

１１ BGMを選んだ理由の下書き 

１２ 発表に対して在籍学級の生徒が書いてくれた感想カード 
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１３ 在籍学級生徒の群読に対する各自の感想 
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実践者名 松崎 かおり （大阪大学大学院博士前期課程） 

実践区分 NPO・ボランティア （オンライン放課後サポート） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

 本活動は、日本とブラジルにつながりがあり、日本の教育機関で学んでいる多文

化多言語の児童生徒を対象に、放課後の時間にオンラインで学習支援を実施して

いるものである。講師は多文化多言語の生徒らと同じく日本とブラジルにつなが

りを持っており、日本語とポルトガル語の二言語を使用して支援している。生徒数

や希望に合わせて毎年度変動はあるが、現時点（2024 年 10 月）では小学 5 年、

中学 1 年、2 年の算数・数学と国語のクラスを開講している。それぞれ週に 1 時

間の支援で、１クラスの生徒数は２〜５名である。 

 参加している多文化多言語の児童生徒は日本の様々な地域に居住している。児

童生徒はみな、それぞれの力は異なっているが日本語とポルトガル語を学校や生

活の中で使用する機会がある。互いに強い方のことばで学習に参加できるだけで

なく、似たような背景を持って日本の異なった地域で学んでいる同年代の児童生

徒と出会える場としても機能している。 

 学習支援の他に毎学期末に保護者との相談会も開催しており、日頃の生徒の様

子を報告したり、家庭でのサポートを依頼したり、家庭との連携も図っている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、オンライン放課後支援として 3 年間支援を続けている中学 1 年生の

生徒 2 名（生徒 A：滞日 6 年 11 ヶ月、日本語の方がポルトガル語より強い, 生

徒 B：滞日 2 年 10 ヶ月、ポルトガル語の方が日本語より強い）を対象に、在籍学

習（数学）の先行学習として実施した。ことばの力の差が大きいクラスであるが、

発問や授業内容を調整したことで、それぞれの強みを活かし、習得途中のほうのこ

とばの力を育てながら学習に参加する場を作ることができた。最終的に生徒は数

学的な関数の特徴を捉えることができただけでなく、日本語とポルトガル語を使

って考えることで、難しい問題にも積極的に挑戦するようになった。 

＜バディからのメッセージ＞ 

この実践は、日本語とポルトガル語の力が異なる二人の生徒を対象に、オンラインで二言語を活用しな

がら数学の事前授業を行うものです。これは、日本語とポルトガル語のバイリンガルである松崎さんだから

こそ可能な授業であり、生徒の様子を見ながら戦略的に日本語とポルトガル語を使い分けたり、使用を促

したりするなど、具体的なトランスランゲージングの実践事例となっています。 

この実践の特徴は、ことばと教科内容の学習にとどまらず、生徒が自身の持つことばの力や文化に自

信を持てるよう促している点にあります。マイノリティの子どもたちがアイデンティティを肯定的に捉えられる

ようになるまでには長い時間と多様な経験が必要ですが、松崎さん自身がその過程を経てきたからこそ

実現できる実践です。生徒にとっても、少し先を歩く松崎さんのような先輩の存在は、複数の文化やことば

の中で主体的に学び、成長する姿を示す良いロールモデルとなっていることと思います。 
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1．単元名・活動名

オンライン放課後サポート 日本語とポルトガル語で学ぶ数学

中学生 1 年数学「比例と反比例―数量の関係を調べて問題を解決しよう―（東京書籍）」 

２. 対象の児童生徒の実態

１）対象児童生徒数

学年：中学校 1 年生  人数：２人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む A 

聞く・話す A 

ステップ

5

書く A 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す B 

ステップ

3

書く B 

読む B 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 聞く・話す ７ 

・学年相応の教科の語彙や表現を使

用して関数関係の特徴を述べること

ができる。 

E 

・抽象的な関数関係について、理由を踏

まえて一貫性のある説明をすることがで

きる。 

・小学校の教科学習内容や経験などを踏

まえて情報を統合し、具体的な事例を挙

げながら身近な関数関係を述べることが

できる。 

B 聞く・話す ５ 

・簡単な表現や言い回し、指示語な

どを使いながら、意味の通じる意見

を言うことができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践では、学年相応の力である「ステージ E・ステップ７」に達しておらず、それぞれ日本語固有

の力、包括的なことばの力のステージが異なっている生徒を対象とした。生徒 A は滞日 6 年 11 ヶ月

で、小学 1 年時から日本の教育機関に通っている。ことばの力は日本語の方がポルトガル語より強い。

生徒 B は滞日 2 年 10 ヶ月で、小学 5 年時から日本の教育機関に通っている。ことばの力はポルトガ

ル語の方が日本語より強い。生徒と教師が共通に使用する日本語とポルトガル語を授業内で意図的に取

り入れることで、それぞれの強みを活かしながら学習に参加できる授業を計画した。 

本題材は中学校数学の学習指導要領第１学年の内容に基づいて設定している。本実践はクラスでの理

解を一層深めることを目的とし、在籍クラスでの学習が始まる前に、予習として学習を進めている。対

象生徒が得意な「話す力」を使いながら、数学的な２つの数量の関係について自分の考えをことばで表

現できることをねらいとしている。対象生徒は、数学の学習に苦手意識がある。その１つの要因として、

教科書の文章問題で扱われている場面や状況が、生徒にとっては馴染みが薄い話題が多いことが挙げら

れる。 

そこで、対象生徒のポルトガル語の力やこれまでの経験を生かすために、ブラジルでの生活経験と結

び付けた文章問題をオリジナルで作成した。また、それぞれの強い方の言語で考えられるように教師の

発問時の言語を調整し、最大限の力を活かして考えられるような実践を計画した。 

５．単元の評価規準 

NPO・ボランティアのため、該当なし 

表や図を使いながら、２つの数量の間にある関数関係を自分のことばで説明することができる 

〈目標の力：E５・E７〉 
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６．指導計画（全７時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１ 関数の考えを

利用して身の

回りの問題を

解決すること

ができる 

・関数の意味を知る

・２つの数量の関係が比例か

反比例かを調べる 

・２つの数量の間に関数の関

係があるかどうかを調べる 

（本時） 

A：２つの数量の関係

が「比例」か「反比

例」か、教科の語彙や

表現を使って考えとそ

の理由を発表すること

ができる。 

B：支援を得ながら、

２つの数量の関係が

「比例」か「反比例」

か、教科の語彙や表現

を使って考えを発表す

ることができる 

★関数関係の意味や比

例・反比例について自

分の考えを発表するこ

とができる。 

◯２つの数量の間に関

数の関係があるかどう

かを調べ方法がわかる 

２ 関数の意味お

よび変域の意

味と表し方を

理解し、変域

を不等号を使

って表すこと

ができる 

・変域の意味や表し方を知る

・変域を不等号を使って表す

・関数の関係を「〜は…の関

数である」といういい方で表

す

A：関数の関係を「〜

は…の関数である」と

いういい方で説明でき

る 

B：支援を得たり、強

い方の言語で補ったり

しながら、関数の関係

を説明できる 

★関数の関係を自分の

言葉で説明できる 

◯変域の意味や表し方

を知り、不等号を使っ

て表すことができる 

３ 比例と反比例

の意味を理解

し、それぞれ

の関係を式に

表すことがで

きる 

・y を x の式で表して、y が x

に比例するかどうかを調べる 

・y を x の式で表して、y が x

に反比例するかどうかを調べ

る 

◯y を x の式で表して、

y が x に比例するかどう

かを調べる 

◯y を x の式で表して、

y が x に反比例するかど

うかを調べる 

４ x の変域や比

例定数を負の

数に広げて

も、比例の特

性が成り立つ

ことを理解す

る 

・x の変域や比例定数を負の

数に広げても、比例の性質が

成り立つかどうかを調べる

★比例定数が正の数の

時と負の数の時の違い

について、具体的な例

を話すことができる。

◯x の変域や比例定数を

負の数に広げても、比

例の性質が成り立つか

どうかを調べる 
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５ 比例のグラフ

の特徴を理解

する 

・比例について、x の値が増

加するときの y の値の変化の

様子を、比例定数が正の数の

場合と負の数の場合で、表や

グラフを用いて調べる。 

・比例の表やグラフから式を

求める方法を考える。 

・比例の表、式，グラフのど

こに比例定数があらわれるか

をまとめる。 

A：グラフから読み取

れる内容の根拠を示し

ながら、一貫性のある

説明ができる。 

B：支援を得たり、強

い方の言語で補ったり

しながら、グラフから

読み取れる情報を統合

しつつ、まとまりのあ

る説明ができる。 

◯比例について、x の値

が増加するときの y の

値の変化の様子を、比

例定数が正の数の場合

と負の数の場合で、表

やグラフを用いて調べ

る。 

◯比例の表やグラフか

ら式を求める方法を考

える。 

◯比例の表、式，グラ

フのどこに比例定数が

あらわれるかをまとめ

る。 

６ 反比例のグラ

フの特徴を理

解する 

・反比例について、x の値が

増加するときの y の値の変化

の様子を、比例定数が正の数

の場合と負の数の場合で、表

やグラフを用いて調べる。 

・反比例の表やグラフから式

を求める方法を考える。 

・反比例の表、式，グラフの

どこに比例定数があらわれる

かをまとめる。 

・比例と反比例のグラフの違

いについて考える。 

A：グラフから読み取

れる内容の根拠を示し

ながら、一貫性のある

説明ができる。 

B：支援を得たり、強

い方の言語で補ったり

しながら、グラフから

読み取れる情報を統合

しつつ、まとまりのあ

る説明ができる。 

◯反比例について、x の

値が増加するときの y

の値の変化の様子を、

比例定数が正の数の場

合と負の数の場合で、

表やグラフを用いて調

べる。 

◯反比例の表やグラフ

から式を求める方法を

考える。 

◯反比例の表、式，グ

ラフのどこに比例定数

があらわれるかをまと

める。 

◯比例のグラフとの違

いを説明できる。 

７ 身の回りの問

題で関数関係

にある数量を

見出し、その

関係を比例と

みなして解決

することがで

きる。 

・行列の待ち時間を予想する

際に、どんなことがわかれば

よいかを考える。 

・お弁当を買うためにかかる

人を一定と考えて、並んでい

る人数から待ち時間を予想す

る。

A：教科の語彙や表現

を使って、一貫性を持

って考えとその理由を

発表することができ

る。 

B：支援を得たり、強

い方の言語で補ったり

しながら、自分の考え

を伝えることができる 

★支援を得ながら身の

回りの問題で関数関係

にある数量を見出し、

具体例を発表すること

ができる。 

◯行列の待ち時間を予

想するたえに、どんな

ことがわかればよいか

を考える。 

◯お弁当を買うために

かかる時間を一定と考

えて、並んでいる人数

から待ち時間を予想す

る。 
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７．本時の指導（１／７）細案 

ねらい（目標） 関数の考えを利用して身の回りの問題を解決することができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

導入 

５分 

0.挨拶 ★日本語とポルトガル語を使いながら調子を尋ねる。学

校での学習や生活のことでの疑問・悩みがあるときは話

を聞く。主な目的は生徒の様子を把握することだが、学

校行事や活動についての悩みや疑問などが明らかになっ

たときは、必要に応じて保護者とも連携をとりながら助

言や支援をする。 

〇学校での学習進度の確認。 

展開 

４0 分 

1.めあての共有 ☆重要語句や表現をおさえる。

★重要語句や単元での学習内容についてポルトガル語で

も確認し、生徒の理解を把握する 

★授業はスライドを用いて進めていく。写真やイラスト

を取り入れ、大まかな意味を視覚的に把握できるよう工

夫している。漢字にはルビをつけ、生徒が日本語の意味

を知らないと予想される語彙にはポルトガル語訳をつけ

る。 

2.比例・反比例の問題の復習

比例問題：「市場で小麦粉を買いま

す。１kg あたり 150 円で売ってい

ます。このとき、小麦粉の重さ[g]

と代金[円]の関係はどうなります

か？」（資料①） 

・問題文の音読

・問題文の意味確認

・比例か反比例かを確認

・重さを x、代金を y として、２つ

の数量の関係をグラフにまとめる 

・式をたて、答えを求める

反比例問題：「10 分で１つの服を

作ることができるミシンがありま

す。100 着の服を作るとき、ミシ

ンの数[個]と作った服の数[着]の関

係はどうなりますか？」 

・問題文の音読

・意味理解の確認

☆問題文を音読してもらい、２つの数量の情報や求める

べき数を確認する 

★A に日本語で音読してもらったのち、B にポルトガル

語で再生してもらう。B が日本語での音読を聞いても理

解できていない場合、A にポルトガル語で B に説明をし

てもらう。A はポルトガル語での学習経験がないため、

必要に応じてポルトガル語での表現などを教師が支援す

る。この活動は A 自身の持っていることばを学習に活か

すことができることを感じてもらい、複数言語を保持し

ていることを誇りに思えるようにはたらきかける目的が

ある。関数の意味や説明などの翻訳は難しすぎる可能性

があるため、A が日常的に用いているポルトガル語の語

彙や表現などを用いて説明が可能な文章問題など、A の

ポルトガル語の力でできそうなものを意図的にこの活動

に利用している。 

★問題文はブラジルや日本の文化に関わるものを作成し

た。「市場」や「ミシン」について、写真を見せながらブ

ラジルの文化について話を関連させる。生徒により身近

な例を用いた問題を設定をすることで、生徒が具体的な

場面を想像しながら関数の基本的な考えを学習していく
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・比例か反比例かを確認

・機械の数を x、服の数を y とし

て、２つの数量の関係をグラフに

まとめる 

・式をたて、答えを求める

よう促す目的がある。また、日本とブラジルの文化の違

いについて考える機会を提供することも意図している。 

〇文章問題から読み取れること、求めるべきことを把握

する。 

いくつかの問題文を読み、比例か

反比例どちらの関係であるかを確

認する。 

☆（特に A に対して）「x の値が２倍、３倍になると、y

の値も２倍、３倍になる」といった、教科の語彙を使っ

て説明できるように支援する。 

★二つの数量の関係について、比例・反比例のどちらで

あるか、根拠を含めて答えてもらう。 

〇問題文から二つの数量の関係性を捉え、比例か反比例

かの分類ができるようになる。 

抽象度をあげた問題の学習 

比例問題：「縦が x cm、横が５cm

の長方形の面積を y cm２とすると

き、x と y の関係はどうなります

か？」 

比例問題：「面積が 24cm２の長方

形について、縦が x cm、横が y cm

のとき、x と y の関係はどうなりま

すか？」 

☆全体で問題文を確認したら、A はすぐに問題を理解し

解きはじめると考えられる。従って、のちにどのように

考えて解いたのかを説明してもらうと伝え、個別で問題

を解くよう促す。 

★この問いで用いられている語彙はこれまでの支援で学

習していたため、B に日本語で音読してもらった後、ポ

ルトガル語で意味を再生してもらう。意味が理解できて

いない場合は教師がポルトガル語で説明を加える。A に

もこの過程をしっかり聞いてもらい、ポルトガル語で数

学的な問題をどのように表現するのかを聞いてもらうよ

うにする。 

★ポルトガル語の用語で英語と似ているものがある場

合、その類似性について明示的に示す。これは生徒自身

の持つことば力の豊かさに気づかせるとともに、似てい

るが異なっている二言語間の違いを示すことでメタ的に

言語について考えられる機会を提供することをねらいと

している。 

（例）長方形→[英語]rectangle, [ポルトガル語]→

retângulo 

〇長方形の性質（正方形との違い）、面積の求め方、など

の既習事項の理解を確認する。 

〇イメージがしにくい問題は表を用いることで情報をわ

かりやすく整理できることを確認する。 

4.比例と反比例の表や式の違いを

考えよう 

★自分の考えを得意なことばで伝えてもらう。A は、日

本語で説明する際にも、ジェスチャーや指示詞を使って

説明することが多いため、具体的な教科用語を教え、支

援する。B はポルトガル語で考えを述べてもらったの
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ち、それを日本語でどのように伝えることができるかを

A に尋ねたり、教師が伝えたりする。 

★互いの意見を、自分自身の得意な言語でもう一度再生

してもらう（A は B に日本語で、B は A にポルトガル語

で話す）。自分の言葉で説明する力を養うとともに、複数

のことば（最大限の力）を使って学習する姿勢を養い、

そのことを認める雰囲気を作る。 

〇比例と反比例の表や式の特徴について理解し、発表し

てもらう。 

〇B は関数の関係を掛け算ではなく足し算で捉える傾向

にある。従って先に B に意見を聞き、他の考えがないか

A に尋ねることで、多様な考え方があるということを確

認するとともに、掛け算を用いた方が計算の幅が広がる

ということを確認する。 

練習問題２つ 

ワークの練習問題を解く

☆教科学習で用いられる語彙や表現を学ぶ

まとめ 

５分 

5.ふりかえり ☆教科学習で用いられる語彙や表現を提示し、これらを

使って本時の学習内容を話すことができるように支援す

る。 

★教科学習で用いられる語彙や表現を日本語で言えなく

ても、自分が学習した内容を自分のことばで整理して話

すことができる。 

資料① オリジナルの文章問題 
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8.児童生徒の変容

＜A の生徒について＞ 

授業開始前は小学校での関数の学習内容の理解が追いついていない部分もあったが、自分の考えを話

す活動を複数回実施したことで、最終的にはおおむね学年相応の教科の語彙や表現を使って、ジェスチ

ャーや指示語を含めながら関数の特徴を述べることができるようになった。図形の面積といった抽象的

な事象の関数関係についても、支援を得ながらグラフや表を効果的に用いることで情報を可視化させ、

その規則性を説明することができるようになった。また、当初は、活動の中でポルトガル語で話すこと

に若干の抵抗があった様子が見られたが、次第に問題を解き終わった後などに B とポルトガル語で楽し

そうに雑談をする姿が見られた。（例：「Você já terminou o SHUKUDAI? [宿題、もうやり終わった？]」） 

本実践での生徒の成長を踏まえ、次の目標はさまざまな関数関係について、具体的な事象を捉え、考

察したり表現できるような力をつけていきたい。今回の実践では、支援者が口頭で思考を促すような言

葉掛けを多くしており、主に会話によって学習を進めた。次は生徒が自ら問題文で設定されている場面

や状況を読み取り、主体的に問題に取り組んでいけるような力を育てていきたい。 

＜B の生徒について＞ 

授業開始前は関数関係を掛け算で捉えることに苦労していたが、A の発表を聞いたり自分の考えを話

す活動を複数回実施したことで、最終的には具体的な数式を含めながら日本語とポルトガル語を用いて

関数の特徴を述べることができるようになった。そして、日本語で書かれている基本的な問題文を音読

し、意味を捉えて一人で問題を解くことができるようにもなった。また、これまでの活動では、”Não 

tenho muita confiança em falar em japonês（日本語で話すことにあまり自信がない）”と言って、ほ

とんどの場面でポルトガル語を使用していたが、解答を述べたり問題への反応を示す場面において、自

ら日本語を選択して話そうとする様子が見られた。（例：「あ〜！分かった！」「答えは、120 円です。」） 

本実践での生徒の成長を踏まえ、次の目標は教科の語彙や表現をいくつか使って関数の特徴を述べる

ことと設定したい。今回の実践において生徒は、具体的な事例を挙げながら説明することができていた。

従って次は、その具体的な事例を教科の語彙や表現を使って表現できるような力を育てていきたい。 
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実践者名 東 恵子 （さぽうと２１ 学習支援室ボランティア） 

実践区分 NPO・ボランティア プロジェクト活動（読書） 

実践地域 

および場所

等の特長 

「さぽうと２１」は、日本で生活する難民、中国帰国者、日系定住者とその子弟

の定住と自立に向けた支援を行う団体。1979 年に設立されたインドシナ難民を

助ける会（現 AAR Japan [認定 NPO 法人難民を助ける会]）の国内事業を引き継

ぎ、活動している。 

その中の学習支援室事業として、東京・千葉等で対面およびオンライン教室を複

数展開。本部でもある目黒教室では対面とオンライン両方で、主に毎週土曜日午前

10 時から午後７時の間、一コマ 2 時間とし、小中高生から大人までを対象に日本

語（全レベル）、パソコン、学校教科等の学習を、基本は受講者一人ボランティア

一人のペアによる個別学習形式で、無料でおこなっている。毎回、およそ 40 名～

80 名が参加。うち、小中高生は、8 割程度。 

対面教室の小中高生は、東京ならびに近県に在住。現在はミャンマー出身が一番

多いが、シリアやアフガニスタン等を母国とする生徒が通っている。母国の状況や

来日までの経緯は様々で、来日まで学校での学習時間が少ない生徒もいる。 

日本語学習、授業に対応できる参考書、問題集、多読ライブラリー等の本を多数

揃え、各種授業に使用可能。そのほかに、書初めや七夕等、季節の行事を組み入れ

たり、昼休みに自分でおにぎりを作って食べる体験をとおし食育の一助となる活

動を進めたり、工夫を凝らしている。 

本実践の 

ポイント 

学習支援の一コマ 2 時間のうち、メインは学校の教科学習の補助で、それを終

えてなお対応可能な時間の数十分を活用して、読書活動を行った。 

8 月末～11 月末までの間で計８日間、継続して取り組むことで積み重ねによる

活動が可能になった。また、自ら本を選ぶことで、本を借りて読むことへのハード

ルを下げる。自分で選んだ本を読み、自由に思ったこと、考えたことを「話し」「書

く」ことにより、内容理解を深め、伝える力を培う。興味・関心を持ったことを調

べ、自分の知見や体験、信条も踏まえ考えを深める機会を持つ。そして、多読への

一歩とし、本をとおして「読む」「書く」「聞く・話す」という一連を継続して行う

ことで、言語習得を促し、興味・関心を広め、思考を育む一助となることを期待し

た。 

＜バディからのメッセージ＞ 

子どもがこれまで培ってきた「ことばの力」を活かし、子ども自身が選んだ本を読み、支援

者と対話をしながらストーリー再生をし、作文を書く、という実践です。支援を得ながら子

どもの個性と学ぶ意欲・自信が引き出されたすばらしい試みです。 
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1．単元名・活動名

読書マラソン 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学 1 年生  人数：1 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く ● 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む ● 

聞く・話す ● 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

読む ６ 

・読んだ本のなかに出てくる漢字や

語彙に関心を持ち、わからない言葉

を調べて、読み進めることができ

る。 

・多様な日本語表現に触れ、その表

現の効果を感じ、内容の理解を深め

ることができる。 

・語彙、表現や文章構造が中学年向

けのテキストや年齢相応のトピック

を、おおむね文や意味のまとまりで

区切って、流暢に読める。 

・中学年レベルの既習の漢字、語

彙、表現がおおむねわかる。 

・黙読ができる。

E 

・話の流れに沿って、大事な情報を抽出し、因

果関係、語られている状況や展開を把握、文章

表現にも着目し、主題を正しく理解することが

できる。 

・自身の体験や見聞きしたこと等をもとに、推

測や思考をめぐらして、文章を読み進め、登場

人物の心情に寄り添うことができる。 

・内容について自身の接してきた文化や社会的

背景、信条などを客観的に捉え、それらを元に

自分の意見を持つことができる。 

・知らないこと、わからないことについて、ICT

を活用するなどして、積極的に調べることがで

きる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

「さぽうと 21」に来る多文化多言語の生徒たちは、母国が様々であり、その背景や修学事情が多種

多様である。親と一緒に難民として生活をスタートさせる、あるいは、親が最初に日本に来日し在留資

格取得後、家族を呼び寄せる、親が難民として来日、日本で生まれ、育ったという場合もある。ただ、

どの生徒も日本語がもっとできるようになり、友達とコミュニケーションをもっととりたい、学校の勉

強がわかるようになりたいと思っている。しかし、それを高める一つの手段として、自主的に図書館に

行き、自分で本を借りて読むという行為は、ハードルが高いと感じる生徒がたくさんいる。 

そこで、「さぽうと２１」の一コマ 2 時間のうち、本人が希望した学校の教科学習が終了した後、残

りの時間を活用した活動を設定した。具体的には、「さぽうと２１」にある本等から、強制されるので

はなく自由に本を選択する経験とその本を読む機会を重ねることで、それらのハードルを下げ、学校の

勉強から離れた読書活動のなかで、文章に触れる機会を増やしたいと思った。そして、本の内容をとお

して、自分の知らない世界や文化を知ったり、または自分の体験に照らし、共有したり共感したりでき

る事柄を見つけ、さらに興味関心を広げたり、想像力や思考力、感性を高める機会を作りたいと考えた。 

本実践の対象は小学 4 年生の時に来日した、日本で暮らして 3 年目という生徒である。漫画はよく読

むが読書習慣がなく、読後、読んだ本について考える機会が少ない。そのため本実践では、自分の選ん

だ本を読み、その内容や感じたこと、考えたことを人に話すということを繰り返しながら、いろいろな

日本語表現に触れ、時系列に沿って物事や心情を追い、読んだ内容の中で大切なことはなにかを考える

ことを目標とする。また、読んだ内容や感じたこと、考えたことを書くという作業につなげられるよう、

内容把握がきちんとできる力も育てたい。 

多文化多言語の生徒のことばの力を包括的に見るためには、生徒の育ってきた環境、家族との関係や

宗教観等が深くかかわっていることをこれまでの経験から強く感じている。そのため、様々な背景を持

読書を重ねることで本の世界から、多様な文化や考え方を深めながら表現に興味を広げ、こと

ばの力を豊かにすることができる。 
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つ生徒が母国での生活や家族との思い出等を語ってくれる時は、真摯に耳を傾け、寄り添いながら対話

を進めるよう努めている。とりわけ、「さぽうと２１」の場合は、こうした情報についてはコーディネー

ターと常に共有をしている。生徒からの話は断片的な情報である場合が多いが、それらを記憶にとどめ

るようにし、日本語の力だけでなく、生徒が持つ世界観や価値観を尊重し、生徒が自分の感じたことや

考えたことを臆することなく、日本語あるいは母語等で発信し、伝えられ、伝わる喜びを感じられるよ

うにしたい。そして、生徒が自身の学習に役立てられるような支援も心がけたい。 

５．単元の評価規準 

ボランティア主体のため記入なし。 

６．指導計画（1 冊 2 時間を目安として実施） 

ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

1

冊

ご

と

の

活

動 

・自分のペースで 1冊の本

を最後まで読み進める 

①自分で本を選ぶ（ジ

ャンル等は問わない） 

②本を読む

（読み方は自分で選

択：読み聞かせ、自分

だけで/実践者と交互に

音読、黙読）

③対話によるストーリ

ー再生 

（どんな話だったかを

振り返り、伝える） 

☆興味がある本を選ぶこ

とができる。 

☆新しい語彙や漢字、表

現方法等を知ることがで

きる。

☆大事なポイントについ

て、因果関係や時系列を

きちんと理解できた上で

相手にわかりやすく伝え

ることができる。

★関心を持つ本を選択する

ことで、読書に興味を持つ

ことができる。 

♡自分のペースで読むこと

ができる。 

★自分の体験や今までの知

見を活用し、想像力豊かに

考え、登場人物の心情に寄

り添ったり、因果関係や時

系列で事象について自分の

考えを述べたりすることが

できる。 

・本を読んで感じたこと

や考えたことを書く 

・書いた文章を読み直し

たり、より適切な表現を

考えたりする 

④作文

（本を読み、考えたこ

とを書く） 

⑤作文の音読

（自分が書いた作文を

音読し、表記や内容を

見直す） 

⑥作文音読後の対話

自分の書いたものを読

んで見直す 

（作文をもとに、内容

や校正した箇所等、気

がついたことを自由に

話す） 

⑦作文の校正・清書

（⑥で気がついたこと

を踏まえ、再度、自分

が伝えたいことを整理

し、読み手にわかるよ

うに伝えるための構成

や表現を考え、書く） 

☆本を読んで感じたこと

や考えたことを原稿用紙

に、日本語の書式、段落

を使った文章の組み立て

や表現を考えながら書く

ことができる。 

☆縦書きに慣れること、

文字数を意識して書くこ

と（受験準備等も意識し

て）ができるようにな

る。 

☆自分の文章を読み返す

ことで、漢字やカタカ

ナ、句読点、接続詞等の

使い方を一考し、言い足

りないところを加筆した

り、重複しているとこ

ろ、わかりにくい表現を

修正したりできる。

♡本を通じて感じたこと、

考えたことを自由に書くこ

とで、自分の体験を内省し

たり、未体験のことについ

て想像したり考えたりする

ことができる。 

★書く前に、自分の言いた

いことを整理し、どのよう

な順番で書き進めるかを考

えることができる。

★対話をとおして読んだ本

の内容に立ち返りつつ、自

分が伝えたかったことへの

認識を深めながら、よりよ

い文章の構成を考えること

ができる。 
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７．本時の指導 

ねらい（目標） 読書を重ねることで本の世界から、多様な文化や考え方を深めながら表現に興味を

広げ、ことばの力を豊かにすることができる。 

一冊を読み終えるまでを一つの活動として、進めていく。 

活動日 

（時間）

学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

●1 冊目：『幸福な王子』（多読ライブラリーレベル 3 初中級、総ルビ）

8/31 

（30 分）

①本を選ぶ

②本を読む（音読）

③対話によるストーリー再生

☆内容を踏まえ、意味のまとまりを意識して、音読できるよ

う支援する。 

♡自分のペースで読むことができるよう協力する。

★♡登場人物の行動や心情について、自分の考えを理由も含

めて、発言できるよう対話をする。 

9/14 

（40 分）

④作文

⑤作文の音読

⑥作文音読後の対話

⑦作文の校正・清書

☆学校で学んだ書式、書き方を思い出しながら、原稿用紙に

書くよう提案する。 

★自分で自分の文章を読むことにより、自分の書式や表現を

省みて、読みやすさや伝わる文章になっているか、考えるこ

とができるよう支援する。そのうえで、見直した部分を修正

し、書き直すよう提案する。 

♡読書活動の楽しさに気づくよう声掛けする。

●2 冊目『明日になったら 1 年 4 組の窓から』（あさのあつこ作）

第 2 章「光に向かって手を伸ばし」（ルビ少） 

9/14 

（４0 分）

①本を選ぶ

②本を読む

約半分を読み聞かせしたのち、

自分で読み進めてみるか確認

後、音読、黙読に進む 

③対話によるストーリー再生

生徒が「書く」を希望せず、そ

の思いを尊重。 

♡自分のペースで読むことができるよう協力する。

☆音読では文章や意味の区切りを意識して読むことができ

るよう支援する。 

☆★読めない漢字や意味について、質問したり、調べたりし

ながら、読み進めることができるよう支援する。 

★文章の組み立てや表現から、話にでてくる状況や心情を推

し量りながら読むことができるよう支援する。 

★同じ年代の中学生の考えや悩みを、日々の自分の生活や考

えと比較したり、同化したりして、理解を深めることができ

るよう対話をする。 

♡読書活動の楽しさに気づくよう声掛けする。
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●3 冊目『ずーっと ずっとだいすきだよ』 ハンス・ウィルヘルム作

9/14 

（5 分）

①本を選ぶ

②本を読む（黙読）

♡自分のペースで読むことができるよう協力する。

☆本を黙読することができるよう支援する。

9/21 

（25 分）

③対話によるストーリー再生 ★感じた自分の気持ちを、相手に伝わるように話すための表

現方法を考えることができるよう支援する。 

♡自分の経験や知見を踏まえて、本の内容をとらえ、自分の

考えたこと、感じたことを理由と共に話せるように支援す

る。 

9/21 

（15 分）

④作文 ☆原稿用紙の書式を思い出し、用紙に沿って書くよう提案す

る。 

☆漢字にできそうな単語は調べて書くよう提案する。

★自分で書きたい内容を予め思い浮かべ、それに即し自分で

題も考えて、書きはじめることができるよう支援する。 

10/5 

（40 分）

④作文の続き ★自分の思い出と本を重ねて、自分の思いを伝える文章を考

えることができるよう支援する。 

10/12 

（30 分）

⑤作文の音読

⑥作文音読後の対話

⑦作文の校正・清書

☆句読点や「」（カギかっこ）の使い方を意識するよう提案

する。 

★自分で自分の文章を読むことにより、自分の書式や表現を

省みて、読みやすさや伝わる文章になっているか、考えるこ

とができるよう支援する。そのうえで、見直した部分を修正

し、書き直すことを提案する。 

♡読書活動の楽しさに気づくことができるよう対話を進め

る。 

●4 冊目『中国の悲しい恋物語 孟姜女』（多読ライブラリーレベル４中級 総ルビ）

10/12 

（40 分）

①本を選ぶ

②本を読む（音読）

③対話によるストーリー再生

☆内容を踏まえ、意味のまとまりを意識して、音読ができる

よう協力する。 

★時系列に出来事を追い、その理由を理解できるよう対話す

る。 

★☆登場人物の行動や心情について、テキストを根拠にしな

がら、自分の考えを理由も含めて話すことができるよう支援

する。 

★中国の歴史的な出来事に触れ、検索等で調べ、興味、関心

を持って読み進めることができるよう支援する。 

10/19 

（20 分）

④作文 ☆漢字にできそうな単語は調べて書くよう提案する。

★自分で書きたい内容を予め思い浮かべ、それに即し自分で

題も考えて、書きはじめることができるよう支援する。 
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11/16 

（40 分）

⑤作文の音読

⑥作文音読後の対話

☆漢字を意識し、調べて書き進めることを提案する。

☆★内容のまとまりを考え、段落設定ができるよう支援す

る。 

☆自分の考えが伝わる、表現や書き言葉を考えて書き進めら

れるよう支援する。 

★自分の考えたことを理由も含めて、書いて伝えることがで

きるよう対話する。 

11/23 

（2５分）

⑦作文の校正・清書 ☆文章の区切りを意識して、読みやすく、理解しやすいよう

に句読点や段落設定を見直すことができるよう支援する。 

☆漢字にできるところを確認し、漢字に変換することを提案

する。 

★自分の考えについて理由を述べながら、書いて伝えられる

よう支援する。 

★必要だと考えた文章を追加できるよう支援する。

♡読書活動の楽しさに気づくことができるように声掛けす

る。 

8.児童生徒の変容

本実践を通じて、対象生徒は「本を読む」ことに興味がわき、楽しむようになり、積極的に取り組む

ようになった。具体的には、学校の教科学習支援修了後、本を読む、あるいは、読んだ本について思っ

たことや考えたことを書く作業を、「やりたい」と希望するようになった。また、選んだ本にはルビが少

なく、初めての挿絵がない文字だけがならぶ本でも、漢字を調べつつ、読み切ることができた。それに

よって、最終的には、4 冊の本を読むことにつながった。ここでは実際のやりとりや生徒の書いた作文

を示しながら、その変容を述べていく。 

１）対話によるストーリー再生

本実践に取り組む中で、対象生徒は、自分に置き換えて考えたり、過去の経験から思い起こしたり等、

自身の知見を活用して考え、難しいことも諦めずに思考を巡らせるようになった様子が見られた。特に、

本を読んで、ただ「面白かった・悲しかった」ではなく、そこに書かれている言葉が何を伝えようとし

ているのかを念頭に置き、文中の表現や、出来事の細かなところまで、注意を払い、その背景となる要

素（時代や環境）にも広く思考をめぐらすようになったのが、大きな変化であった。国や歴史を踏まえ

て、相違点等にも着目するようになった。さらに、主人公たちが遭遇する出来事から、社会や普遍的な

問題意識に関することまで思考を広げるようになった。 

次の対話は、読後対話から抜粋したものである。 
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●1 冊目「幸福な王子」の対話

実践者：この本にはいろんな人が出てきたね。一人ずつ思い出してみようか。 

生 徒：王子さまは外に出たことがあまりなく、最初、外の世界をあまり知らなかった。像になって、外の世界を知っ

て、とても悲しくて助けたいと思った。 

実践者：どうして、ツバメは南に行かず、王子様のそばに居なきゃと思った？ 

生 徒：王子様の行動はいいことだし、目が見えなくなったから町の様子が見えないし、助けてあげたい。 

実践者：宝石をもらった人たちはどう思った？ 

生 徒：これは神様がくれたと、とても喜んだ。 

実践者：宝石をもらったことでその人たちはどうしていくことができる？ 

生 徒：幸せにはならないけど、食べ物とか食べられる。人生変わる。 

●2 冊目『明日になったら 1 年 4 組の窓から』第 2 章「光に向かって手を伸ばし」についての対話

実践者：こういう本はあまり読まない？ 

生 徒：文章が多くてわからない。忘れちゃう。 

自分が読みたい本は、読んだことを覚えている。面白い本は、暗記できる。 

実践者：これはそういう本ではなかった？ 

生 徒：絵が入っていないのでわかりづらい。絵が入っていると、どんなことかよくわかる。文字だけの本は初めて読

んだ。 

実践者：友達との距離感の話が出てくるけど、考えたことある？ 

生 徒：ある。もっと距離感を縮めたいとか思ったことがある。 

●3 冊目『ずっーと ずっとだいすきだよ』についての対話

実践者：ミャンマーで飼っていたの？ 

生 徒：うん。ミャンマーの犬は泥棒とかいるので飼われている。 

実践者：何か覚えていることある？ 

生 徒：僕が怒った。日本と違って、ミャンマーの犬は何でも食べられるものは食べてしまう。ある日、病気か何かわ

からないけど、弱ったひよこを食べてしまったので、少しの間、10 分ぐらい檻に入れた。 

実践者：閉じ込めた理由は？  

生 徒：いつか人も襲うようになるといけないと考えたから。 

実践者：本の主人公の「ぼく」はいつもワンちゃんに何と言ってあげている？ 

生 徒：「ずっと大好きだよ」と言ってあげている。 

実践者：そう言ってあげるとどうなると思う？ 

生 徒：犬に気持ちが伝わって、自分のことを好きになってくれて、いうことを聞いてくれる。 

実践者：言葉に出すことはどういうこと？ 

生 徒：相手に伝えたいことを言う。 

●4 冊目『中国の悲しい恋物語 孟姜女』の対話

実践者：秦の時代の王様、こんな城を作れる？ 

生 徒：いや、1 人で作ったんじゃないから…みんなの力を集めて作りました。 

実践者：どうやって人を集めたって言っていた？ 

生 徒：わからない 

実践者：それが、範喜良がどうして逃げてきたかに関係するところかな。 

生 徒：自分の考えだと、こういうのを作ってあげる、過ごしやすいようにしてあげるとか、厳しい仕事をしなくてい

いとか、よい王様でみんなこの人に従っているのかもしれない。 

もしも、悪くて、これを作っても何もくれない、とか、厳しくされるとみんな苦しくて、どんどん逃げ出し

て、殺されてしまう。 

実践者：若くて力のある男の人がみんな連れていかれたんだね。 

生 徒：この人はそこに行きたくない。 

実践者：どうして行きたくないのかな？ 

生 徒：無理やりやらされるし、食べ物ないかもしれないし、厳しくされるから。 

実践者：かもしれないね、書いてあるね。 

生 徒：病気になる人がいた。 
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２）作文と見直し作業

次に、作文は強制ではなく、本実践に取り組む中で、対象生徒が書きたいという気持ちがある場合、

それを尊重し進めることで、書く楽しさを覚えた。また、読後対話をしたことで、安心して書く作業

を進められた。そして、作文を書き、自らそれを音読することで、読みにくいところ、漢字で表現で

きるところ、伝える内容が不足し、わかりにくいところ等に気づき、直しや加筆を赤ペンで入れる作

業をおこなえるようになった。次に、直した部分を再確認して、前の作文より、言いたいことがわか

やすく書けていると感じたことで、「書いて表現する」ことがより楽しくなり、本を読んだら何か書い

てみようという気持ちが、自然に湧き上がる様子が見られた。例えば、４冊目では「読み」から時間

があいてしまっても、自ら「書く」作業に入るべく、本の見直しをおこない、作文も自主的に書き直

しを申し出て、書き上げた。そして、一連の作業の中で、漢字だとどう書くのかを調べたり、一文を

書いた後、読み直し、考え直して、表現方法を変えて書き直したり、伝えることを意識している姿が

見られた。言葉や文脈の持つ伝える力の活用を考え、表現方法を工夫するようになり、4 冊目の作文

では、読み手に問いかけるような表現、読み手の思考を想定して念を押す手法等も使っていた。回数

を重ねるごとに、話して表現することに続き、書いて表現することに自信が持てるようになった。 

●1 冊目「幸福な王子」を読んで作文（左：書き直し 1 枚 右：最初の作文・生徒自らの見直し赤字あり 1 枚）

●2 冊目『明日になったら 1 年 4 組の窓から』第 2 章「光に向かって手を伸ばし」

生徒が「書く」を希望せず、その思いを尊重。

●3 冊目『ずっーと ずっとだいすきだよ』を読んで作文 (生徒自らの見直し赤字あり 全 2 枚)
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●4 冊目『中国の悲しい恋物語 孟姜女』を読んで作文（最初に途中まで書く 全 1 枚）

●4 冊目『中国の悲しい恋物語 孟姜女』を読んで作文（最初の作文を読み直し、自主的に書き直し後、生徒自らの

見直し赤字入れあり 全 2 枚） 
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実践者 角 有紀子 （奈良県奈良市立富雄南中学校） 

実践区分 中学校  取り出し指導  特別の教育課程（教科につながる指導・国語） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は奈良市北西部の住宅地にある公立中学校で、３学年で 13 クラス 495 人と比

較的生徒数の多い中学校である。部活動も盛んで多くの部活動が優秀な成績をおさめ

ている。奈良県は「多文化多言語の児童生徒」の散在地域であり、本校も「多文化多

言語の児童生徒」は少数であり、日本語支援を必要としている生徒は当該生徒を含め

て 2 名である。奈良県では在籍後 2 年間、一つの学校に生徒が１人の場合週に４時

間、２人以上の場合は６時間、県費非常勤による日本語支援が可能である。また２年

間の支援が終わった後も支援が必要な場合は支援が継続される。 

当該生徒以外の本校在籍の「多言語多文化の生徒」は在籍して 4 年になるため、奈

良県の支援対象ではない。しかし、奈良市が継続を必要と判断し、週に 1 時間の放課

後日本語支援を行っている。 

実践者は当該生徒の週に４時間の取り出し授業と、週に１時間の放課後日本語支援

を行っている。 

本実践の 

ポイント 

日本語母語生徒たちにとっても、難しいと思われる古文教材を、「絵本」の読解を通

して、楽しくわかりやすく理解できるように工夫した。また映像と母語のあらすじを

用いて包括的な言語能力による理解を求めた。 

月の世界から贖罪のために地上にやってきた「かぐや姫」が、翁、媼、帝との関係

を通して、「人間世界の愛情」を知っていく過程に注目した。また、日本の昔話の特徴

である「ちいさこ譚」や「長者譚」にも言及し、他の日本の昔話にも興味を持っても

らえるように工夫した。さらに母国の中国の話との比較も通して、文化の違いも考慮

した。 

＜バディからのメッセージ＞ 

母国の昔話との相違点・共通点も考えながら、日本の古代文化・価値観を理解するために、

母語でのあらすじや絵本・映像といった様々なリソースを効果的に使用している点が参考に

なります。先行学習として生徒の確かな学びにもつながっている点も素晴らしいです。 
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1．単元名・活動名

絵本「かぐやひめ」（講談社のおはなし絵本館 7「かぐやひめ・いっすんぼうし」文:松谷みよ子、絵:

伊勢英子・太田大八）を用いた「蓬莱の玉の枝―『竹取物語』から」（光村図書１年生国語）の先行学

習 

２. 対象の児童生徒の実態

１）対象児童生徒数

学年：中学校１年生 人数：1 名 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ
ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む ● 

聞く・話す ● 

ステップ

5

書く ● 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く・話す 7 

絵本「かぐやひめ」の読み聞かせを

聞き、また映像を見て、どのような

話なのかを小学校高学年・中学レベ

ルの語彙・表現を使いながらまとま

りのある話ができる。 

E 

かぐや姫や翁・媼の気持ちを理解し、日本の

古代の考え方や現代との共通点や相違点を

捉えながら、おおむね一貫性のある意見や感

想を述べることができる。 

読む 7 

教科書の「竹取物語」の原文を読み、

古語と現代語の違いや仮名遣いの違

いを理解する。 

絵本を文や意味のまとまりで区切っ

て、安定した速さで読める。小学校

高学年から中学レベルの既習の漢

字・語彙・表現がおおむねわかる。 

E 

絵本「かぐやひめ」においてテキストの表現

について解釈しながら、作品の主題を理解で

きる。 

月の世界と人間の世界の違いを理解する。ま

た母国との文化の相違点や現代と古代の相

違点について、豊富な読解ストラテジーを活

用しながら理解を深めようとする。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 「蓬莱の玉の枝－『竹取物語』から」（光村図書 1 年生国語）は、中学校学習指導要領（知識及び技

能）（３）ア「音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文を音読し、古典特有のリズムを通し

て、古典に親しむことができる。」及び、（思考力、判断力、表現力）Ｃイ「場面の展開や登場人物の相

互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉えることができる。」を主なねらいとしている。 

 「竹取物語」は、日本語母語生徒にとっても中学校で初めて本格的に学習する古典教材である。「多文

化多言語の生徒」にとっては、「かぐや姫」のお話は絵本やアニメーションなどを通しても触れたことの

ない作品である可能性が高い。そのため絵本「かぐやひめ」（講談社のおはなし絵本館 7「かぐやひめ・

いっすんぼうし」文:松谷みよ子・絵:伊勢英子、太田大八）を国語科授業の先行学習として読むことで、

現存する日本最古の物語である「竹取物語」の多様な人間模様や相互関係の在り方、人間の傲慢さやず

るがしこさを読み取ることができる。また絵本を通じて、誠実さや愛情などの現在との共通点や相違点

などを捉えさせることで、自分自身のものの見方や考え方を広げることもできる。さらに母国の昔話と

の相違点・共通点も考えることにより、日本の文化・考え方について、考察を深められると考えられる。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

日本の昔話の一つである「竹取物語」（かぐや姫のお話）を読み、母国の昔話との相違点・共通点も

考えながら、日本の古代文化・価値観を理解する。 
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６．指導計画（全 4 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

1 学習の見通しを

立てる。 

かぐや姫と翁の

出会いの箇所を

読む。 

「竹取物語」とはどのような話な

のか映像を見て、母語のあらすじ

を読んで理解する。絵本の冒頭部

分を読み、竹取の翁はどこでかぐ

や姫を見つけたのか、かぐや姫を

見つけた後、翁はどのように変化

したのかを読み取る。 

物語を読んでわかったこ

とを、単文や重文、簡単な

複文を用いて、語彙や文

法の間違いをほぼせずに

ワークシートに記入す

る。 

★日本の昔話の特徴、異界

から来た「ちいさい子ども」

が活躍する昔話のパターン

を理解する。 

★母国での「竹」のイメージ

と、「竹取物語」の「竹」の

イメージを比較する。

2 古文の特徴を理

解する。 

物語の展開を楽

しむ。 

国語教科書「蓬莱の玉の枝―『竹取

物語』から」の冒頭箇所を読む。 

絵本「かぐやひめ」の「五人の貴公

子の求婚難題譚」の箇所を理解す

る。 

絵本「かぐやひめ」の「五

人の貴公子の求婚難題

譚」の箇所を音読し、漢

字・語彙・表現を理解す

る。 

★平安時代の身分制度［帝・

貴族]を理解する。 

○教科書冒頭部分の古文と

現代語訳を読み比べ、「仮名

遣い」や「古語と現代語の意

味の違い」を理解する。 

★絵本「かぐやひめ」の「五

人の貴公子の求婚難題譚」

の箇所を読み、内容を理解

する。 

★なぜ「くらもちのみこ」の

嘘は、ばれたのか。人間のず

るさについて考える。 

3 物語の展開を楽

しむ。 

絵本「かぐやひめ」の「帝との出会

い」「月を見て悲しむかぐやひめ」

の箇所を読む。 

絵本「かぐやひめ」の「帝

との出会い」「月を見て悲

しむかぐやひめ」の箇所

を音読し、漢字・語彙・表

現を理解する。 

★地上での３年間の生活で

かぐや姫が学んだこと、感

じたことを理解する。 

★帝とかぐや姫の心の交流

を理解する。 

★月に帰らねばならないこ

とをかぐや姫はどのように

感じているのか考える。 

4 物語の主題を理

解する。 

絵本「かぐやひめ」の「月に帰るか

ぐやひめ」の箇所を読み、物語の主

題を捉える。 

物語の登場人物の心情を

表す語彙について理解で

きる。 

難しかった語彙の意味を

確認する。 

★かぐや姫が月に帰ってい

く様子を読み取り、登場人

物の行動・心情を理解する。

「月の世界」と「人間の世

界」の違いを理解する。「竹

取物語」の主題を考える。 
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７．本時の指導 

●展開 1（本時：1/4）

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

15

分 

NHK for school 「おはなしのくに」「竹取

物語」の映像を見て、母語のあらすじを読

む。 

★〇映像を見て、また母語[中国語]のあらすじを読んで、おおま

かな内容を理解する。 

10

分 

絵本「かぐやひめ」の「かぐやひめの発見」

の箇所を音読する。 

わからなかった言葉の意味を確認する。 

★他の日本の昔話で知っている話を聞く。

★母国の昔話にはどのようなものがあるか聞き、日本の昔話との

共通点や相違点を考える。 

★「一寸法師」の話を紹介し、異世界から来た「小さい子ども」

が活躍するお話の共通点を考える。 

☆「おそるおそる」「ちょうじゃさま」などの言葉の意味を理解

する。 

15

分 

ワークシートに記入

・おじいさんの仕事

・かぐや姫を見つけた場所

・かぐや姫の様子

・かぐや姫と暮らすようになってからのお

じいさんの変化 

★母国で竹の山を見たことがあるか、「竹」はどのような道具に

加工して使うか、「たけのこ」はどのようなものでどんな料理に

使うかなど「竹」についての理解を促す。 

☆絵本からわかったことをワークシートにまとめる。

★おじいさん、おばあさんにとってかぐや姫はどのような存在な

のかを想像する。 

５

分 

まとめ 

ワークシートに竹の中に座っているかぐや

姫の絵を描く。 

★絵を描くことにより、「かぐや姫」の「ちいさこ譚」としての特

徴を実感する。また３ヶ月で大人の女性になった「異常成長譚」

も実感する。 

●展開 2 本時：2/4

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

25 

分 

教科書「蓬莱の玉の枝」―『竹取物語』から」

の冒頭部分を読み、古文と現代語訳の違い

と同じところを考え、違いを発表する。 

平仮名五十音図を書く。 

歴史的仮名遣いについて簡単に説明する。 

ワークシートに記入

・古文と現代文の違うところと同じところ、

古語と現代語の違い、仮名遣い 

・歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す

★母語（中国語）にも古い言葉（古典）と新しい言葉（現代語）

があるか聞く。 

○古語と現代語の違い・歴史的仮名遣いを理解する。

○平仮名五十音図を書き、歴史的仮名遣いでは「わ、ゐ、う、ゑ、

を」と書き、発音も今と異なっていたことを理解する。 
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20 

分 

絵本「かぐやひめ」の「かぐやひめが 5 人

の貴公子に難題を与える」および「くらもち

の皇子の失敗譚」の箇所を音読する。 

教科書部分の「くらもちの皇子」の嘘の話を

説明する。 

ワークシートに記入

・かぐや姫が結婚しない理由

・かぐや姫がくらもちの皇子に与えた難題

・くらもちの皇子が失敗した理由

★なぜかぐや姫が結婚を拒否するか考える。

★それぞれの貴公子が失敗した理由、特に「くらもちの皇子」の

嘘がばれてしまった理由を考える。 

☆絵本から読み取った内容をワークシートにまとめる。

●展開 3（本時：3/4）

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

10 

分 

絵本「かぐやひめ」の「帝との出会いと交

流」の箇所を音読する。 

★「帝」とはどのような地位の人物か、平安時代の身分制度や

貴族の生活について「国語便覧」（浜島書店）を見ながら説明す

る。  

20 

分 

ワークシートに記入

・帝の求婚を拒否した理由

・月の世界の人間の力

・かぐや姫と帝との関係

★かぐや姫が月の世界の人間である特徴を理解する。

★帝の申し出を断った理由を考える。

★帝とのやりとりでかぐや姫はどのような心情になったか想像

する。 

☆絵本から読み取った内容をワークシートにまとめる。

15 

分 

絵本「かぐやひめ」の「月を見て涙を流す

かぐやひめ」の箇所を音読し、かぐや姫の

悲しみの理由を考える。 

○月の呼び方について「国語便覧」を見て確認する。

★母国(中国)での呼び方や月に対する意識を日本と比べる。

★絵本を見て月を見て悲しむかぐや姫の心情を想像する。

★母国に対する自分の気持ちと比較しながら、かぐや姫の気持

ちを考える。 

●展開 4（本時：4/4 ）

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

20

分 

絵本「かぐやひめ」の「月に帰るかぐやひめ」

の箇所を音読する。 

難しかったことばの意味を確認する。（例:

十五夜、ぬりごめ） 

ワークシートに記入

・月の世界や天人の持っている力

・「こしをぬかす」「むねがつぶれる」「めを

ひからせる」の短文 

★天人や月の世界の持っている力を読み取る。

☆絵本から読み取った内容をワークシートにまとめる。

☆身体を用いた慣用句の意味を理解する。
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15

分 

ワークシートに記入

・かぐや姫が月に帰ることになったときの

帝・翁・媼の行動 

・かぐや姫が月の世界へ帰っていく様子

・「月の世界」と「人間の世界」の違い 

・かぐや姫が月の世界に帰ることの意味に

ついて考える。 

☆絵本から読み取った内容をワークシートにまとめる。

★月に帰るかぐや姫及び、かぐや姫を失う帝・翁・媼の行動とそ

の心情を理解する。 

10

分 

まとめ 

「竹取物語」の主題を考える。 

★人間世界でかぐや姫が経験したこと、翁・媼が得たもの、失っ

たものについて考える。 

８. 児童生徒の変容

 日本の昔話に触れることで、日本文化の特徴や、母国の文化との違いを考えることができた。生徒

は、中国の小説「孫悟空」は石から生まれたことを話してくれ、竹から生まれた「かぐや姫」との

共通点と相違点について考えることができ、さらに日本の他の昔話「ももたろう」「一寸法師」など

にも興味を持つことができた。

 日本語母語生徒にとっても、難解なイメージを持つ「古文」であるが、絵本を用いた先行学習を行

うことで、在籍学級での古文学習をスムーズに行うことができた。

 在籍学級での教科学習の理解が進むよう、教科担当者と協力しながら今後も工夫をして支援を行い

たい。

＜生徒が作成したワークシートの一部＞
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実践者名 八木 裕子（所属：京都市立開睛小中学校）  

実践授業実施校：京都市立 A中学校 

実践区分 中学校 取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導：社会） 

実践地域お

よび場所 

等の特長 

本実践を行う学校は京都市内にある公立中学校である。市内には、日本語指導

拠点校が 4 校設置され、各拠点校から日本語指導員が市内の小中学校を巡回し、

日本語指導が必要な児童生徒に対して、特別の教育課程による取り出し指導を行

っている。また、来日直後の小学６年生、中学生を対象とした通級型日本語初期

集中指導教室「わかば」の設置や、特別の教育課程による日本語指導を終了した

児童生徒を対象とした日本語指導ボランティアの派遣、母語支援員によるチーム

ズでの通訳、通訳ボランティアの派遣など、多文化多言語の児童生徒とその保護

者に対するさまざまな支援を行っている。 

 令和５年度の状況として、市内で特別の教育課程による日本語指導を受けてい

る児童生徒数は 297 人、それらの児童生徒の在籍校数は 122 校で、どちらも増

加傾向にある。特に、在籍校数は全小中・義務教育学校の約 54％となってお

り、日本語指導が必要な児童生徒数の増加とともに、散在化傾向が進んでいる。 

 本実践を行う中学校は、全校生徒数 350人、そのうち多言語多文化の生徒数は

10人、日本語指導が必要な生徒数は２人である。（令和６年 11月現在）この中

学校では、これまでに特別の教育課程による日本語指導を受けている生徒数はこ

こ数年平均０～２人程度であり、散在地域における少数在籍校の特徴を持つ学校

の一つである。 

本実践の 

ポイント 

 本実践は、滞日期間約 1年、複数の国につながりを持つ中学 1年生 1名を対象

とし、社会科（歴史）の在籍学級の先行学習として実施した。対象生徒の持つ多

様な言語資源をフルに活用することで、包括的なことばの力を高めるとともに、

獲得した歴史の知識をもとに思考した内容について、日本語で「書く」ことで表

現する力を伸ばすことを目指した。多くの多文化多言語の児童生徒が苦手とする

歴史の学習において、先行学習での対象生徒の強みを生かした理解支援を行うこ

とで、在籍学級での授業内容の理解につながった。また、対象生徒自身が学び表

現する言語を選択できるようにするなど、本実践授業や在籍学級において対象生

徒の多文化多言語の背景を認める場面を設定することでエンパワメントを図った

結果、対象生徒が自分の持つ力に対する自信を取り戻す姿を見ることができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

本実践は、トランスランゲージング・デザインを教科の学びに活用した取り出しの先行学

習の実践です。特に日本史に関わる学習では、教科学習に必要な語彙の学習などに指導の

重点が行きがちですが、八木先生の実践は、教科の目標を明確におき、同時に「包括的な

ことばの力」と「日本語固有の力」それぞれを意識できたことでしっかりしたデザインの

実践になったところがとても素晴らしいと思いました。１時間の実践ながら、自分のもつ

言語資源の豊かさに気が付いた生徒が積極的に学ぶ姿に本実践の成果が凝縮されているよ

うに思います。八木先生の入念な準備と、在籍級の教科担任の先生との綿密な連絡がこの

実践の成功のカギだったと言えるでしょう。 
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1．単元名・活動名

社会科・歴史「東アジアの中の倭（日本）」（帝国書院） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学校１年生  人数：１人

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 
包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠 

の目安  

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す ● 

ステップ

4

書く ● 

読む ● 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

405



実践記録集 No. 30  中学生 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

書

く 
５ 

・縄文時代と弥生時代の資料の比較

から読み取った情報をもとに、生活

の変化の理由と社会の変化につい

て、日常語彙を幅広く使って、複文

で自由に書ける。

・既習でなじみのある漢字を使っ

て、おおむね正確な表記で文章を書

くことができる。

・書いたあとに読み返し、表記の間

違いについて自分で気付いて修正で

きる。

E 

・書く前に、縄文時代と弥生時代の資料の比

較から分かったことについて歴史の学習用語

を用いてメモを作り、作文を書く準備ができ

る。

・縄文時代と弥生時代の生活とその変化の理

由、また社会の変化について、おおむね論理

的な短い説明文が書ける。

・書いたあとに、一貫性を高めるために不要

なものを削除したり、順番を入れ替えたり、

必要なものを追加したりできる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

多言語多文化の生徒にとって、その文化的背景から、日本の歴史について、他の日本語を母語

とする生徒が前提として持っている日本の歴史についての知識が少ないことや、学習用語の多さ

とその難しさから、歴史の学習に苦手意識を持つ生徒が少なくない。本実践授業の対象生徒にと

っても同様で、歴史に対して強い苦手意識を持ち、中学校において歴史の授業が始まることに対

して、不安を感じている様子が見られた。対象生徒は日本語以外に複数の言語資源を持ち、ある

程度思考できるレベルまでそれぞれの言語が確立しているが、来日以降、学校でのマイノリティ

としての立場の経験から「日本語を使わなくてはならない」という意識が強く、その強さゆえ教

科学習に向かう自信を失っている様子が見られた。また、対象生徒は、社会的事象について、具

体的な事実については、簡単な日本語であればある程度理解できる部分もあるが、それぞれの事

象を結び付けて関係性を見出したり、その因果関係について考察したりすることには課題が見ら

れる。 

・教科の目標：

① 縄文時代と弥生時代の資料を比較して、変化や共通点を読み取ることができる。

② 縄文時代と弥生時代で人々の生活が変化した理由と、社会の変化の内容について理解する

ことができる。

・包括的なことばの力に関わる目標：

① 書く前にメモを作って作文の準備ができる。

② 教科学習内容について、おおむね論理的な短い説明文が書ける。

③ 書いた後に読み返して、文章の一貫性を高めるための推敲ができる。

・日本語の目標：

① 「縄文時代は～です/～ていますが、弥生時代は～です/～ています」「縄文時代も弥生

時代も～です/～ています」の比較表現と、歴史の学習用語を用いて、変化した点や共通点 

について表現することができる。 

② 「～から、人々の生活が変化しました」の理由を表す表現と、「弥生時代に（社会は）

～になりました」の変化を表す表現を用いて、人々の生活の変化の理由や社会の変化につい

て表現することができる。 
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 そこで、在籍学級での歴史の学習において、自信をもって授業に臨むことができるように、本

題材を在籍学級の先行授業として設定した。自身の言語レパートリーを最大限活用して包括的な

ことばの力を高めながら、自己肯定感も高めることで、教科のねらいにせまることを目指す授業

を計画した。具体的には、まず対象生徒の言語レパートリーである英語、韓国語、日本語の歴史

の資料を提示し、自身で学び表現する言語を選択できるようにして多言語の環境を作り、対象生

徒自身が自由に表現できるような場を設定した。また、縄文時代と弥生時代の資料の比較を通し

て、それぞれの時代の特徴をつかんだり、その背景にある事象について考察したりできるように、

写真やイラストなどの資料や、モデル文、語彙カードなどを多用した視覚的支援や、自由な言語

によるワークシートの作成などの支援を行った。 

また、本実践では「書く力」（日本語固有の力）を高めることで、自身の得た知識を明確にし、

それらに基づいて考察したことを在籍学級において表現できるようになることも目指している。

先行学習においては、モデル文や語彙カードなどを使って文章を書く支援を行い、在籍学級での

授業においては、教科担任と連携を図り、対象生徒の表現できる場面を設定するなどの支援を行

った。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・縄文時代と弥生時代の生活の

比較を通して、生活の変化を理

解し、社会の変化について考察

したことを歴史の学習用語を用

いて表現している。 

・農耕の広まりが生活や社会に

与えた影響について考察するな

ど、事象を相互に関連付け、弥

生時代の社会の変化の様子を考

察し表現している。 

・自身で学び表現する言語を選

択することで、学習内容を理解

するとともに考察を深め、在籍

学級での学習に自信をもって臨

もうとしている。 

６．指導計画（全１時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

〇教科 

１ 縄文時代と弥 

生時代の生活 

の様子とその

変化の理由、

社会の変化に

ついて表現で

きる。 

１縄文時代と弥生時代の人々 

の生活の様子を表すイラス 

トを比較する。

２縄文時代と弥生時代の生活

の変化の理由について考え

る。 

３弥生時代の社会の変化につ

いて考える。 

☆縄文時代と弥生時代

の資料の比較から、そ

れぞれの生活の様子と

その変化の理由、また

社会の変化の内容につ

いて考察したことを、

歴史の学習用語や日常

語彙を幅広く使って、

複文で自由に書ける。 

☆既習の漢字や学習用

語の漢字語彙などを使

って、表記のしかたに

気を付けて正確な文章

を書くことができる。 

★書く前に、ワークシ

ートへの記入を通し

て、歴史の学習用語や

イラスト・写真等を使

って、作文を書くため

のメモを作ることがで

きる。 

★縄文時代と弥生時代

の生活の様子とその変

化の理由、また社会の

変化について、作成し

たメモをもとに論理的

な思考に基づいた短い

説明文が書ける。 
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★書いた後で、実践者

とのやりとりを通し

て、一貫性のある文章

になるように見直して

修正できる。 

〇縄文時代から弥生時

代の社会の変化につい

て表現することができ

る。 

♡自身の言語レパートリ

ーに自信を持つことが

できる。 

７．本時の指導 

ねらい（目標） 縄文時代と弥生時代の生活の様子と社会の変化について表現できる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント等

導入 

10分 
0. あいさつ

1. 前時までの学習内容をふり返

る。

・年表を見ながら、時代区分につい

て確認する。 

★「世紀」や「西暦」に着目して、時代の流れる方向が

わかる。 

〇現在が「令和」であることがわかる。 

2. クイズを出す。

・縄文時代と弥生時代のイラストを

見せ、どちらが古い時代か選択し、

その理由について話す。 

※資料（１）

3. クイズの答えを確認する。

・それぞれの絵について、「縄文時

代」「弥生時代」という時代である

ことを確認する。 

★イラストを見比べてどちらが古い絵であるか選び、そ

の理由を英語でメモすることができる。 

☆メモをもとに、高頻度の接続表現を使って理由を言う

ことができる。 

〇縄文時代と弥生時代のイラストがそれぞれわかる。 

♡自分のいちばんわかる言語を使うことで、自信を持って

活動できる。 

展開 

30分 
4. 本時の目標を確認する。

5. 縄文時代と弥生時代のイラスト

を見比べて、違う点と共通点を

見つける。

・イラストを見ながら、気づいたこ

とを話す。 

6. ワークシートにカテゴリー別に

書く。 ※資料（２）

・住居や土器の写真をワークシート

に貼る。

★日本語で表現できない場合は、イラストに〇印をつけ

るなどして表現することができる。 

〇人々の生活の違いがわかる。 

★自分のわかる言語を使って、違う点と共通点について

書くことができる。 

〇それぞれの時代の住居や土器が写真を見てわかる。 

★比較する視点がわかり、カテゴリー別に分類できる。

縄文時代と弥生時代の生活の変化の理由を考えよう。
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・多言語の資料やタブレットを使用

して、表現したい内容について調べ

る。 

■「外国人生徒のための日本史：

英語、韓国語、日本語版」

（姫路独協大学） 

■「はじめての日本のれきしえほ

ん」（株パイインターナショナル）   

※やさしい日本語

♡調べたり、表現したりする言語を自分で選ぶことで、活

動に自信を持って取り組むことができる。 

7. ワークシートをもとに発表す

る。

・キーワードとなる学習用語を確認

する。（語彙カードの掲示） 

・モデルとなる文型を確認する。

（文型カードの提示）

8. 縄文時代と弥生時代の違う点、

共通点についてまとめる。

・学習用語とモデル文型を使ってワ

ークシートにまとめる。

※資料（３）

9. 縄文時代と弥生時代で生活が変

化した理由について書く。

※資料（４）

・モデルとなる文型を確認する。

（文型カードの提示）

10. 弥生時代の社会の変化について

書く。 ※資料（４）

・モデルとなる文型を確認する。

（文型カードの提示）

〇それぞれの時代の特徴となる住居や土器などの名称が

わかる。 

★ワークシートに学習用語を記入したり、それらを漢字

で表記したシールを貼ったりして、発表や作文を書くた

めのメモを完成することができる。 

☆穴埋め式のモデル文を使い、比較表現を使って発表で

きる。 

☆学習用語を使って発表できる。

☆発表した内容について、比較表現や学習用語を使って

書くことができる。 

★住居や土器などの変化に着目して、生活が変化した理

由について、論理的な短い説明文が書ける。 

☆高頻度の接続表現を使って、生活の変化の理由が書け

る。 

★弥生時代のイラストの「戦い」の場面や濠、柵に注目

したり、人々のセリフを想像したりして、社会の変化に

ついて考察したことを論理的に説明する短い文章が書け

る。 

☆「稲作が始まって、」に続けて変化を表す文が書け

る。 

★文章を書いた後で読み返し、実践者とのやりとりを通

して、一貫性のある文章になるようにふさわしい語彙表

現や文を選んだり、付け加えたりできる。 

まとめ 

５分 
11. 本時の学習をふりかえる。

12. 宿題の提示

★展開 9・10について、ワークシートにまとめて（宿

題）家庭で保護者に複数の言語を使って説明できる。 

♡在籍学級での授業に対する意欲を高めることができる。
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＜本時の資料＞ 

資料（１） 

資料（２） 

資料（３） 資料（４） 
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＜本時の板書＞ 

8.児童生徒の変容

本実践では、対象生徒の苦手とする歴史の学習について、在籍学級の先行授業として設定する

ことで、実際の在籍学級での授業において「わかる」場面を増やすとともに、対象生徒の持つ言

語資源を活用することで包括的なことばの力を高め、対象生徒が本来の力を十分に発揮できる環

境を整えエンパワメントを図ることを目指した。また、同時に「書く」力（日本語固有の力）を

つけることで、学習したことについて在籍学級で発信することができることを目指した。 

本実践を通して、観察できた対象生徒の変容としては、まず「自身の持つすべての言語資源を

活用した活発な言語活動」である。教科の目標①「縄文時代と弥生時代の資料を比較して、変化

や共通点を読み取ることができる。」について、対象生徒は資料から読みとった内容について、

ふさわしい表現を探す中で、日本語と英語の間を自由に行き来しながら、自ら言語と表現を選択

していく様子が見られた。実践者との日本語でのやりとりによって、歴史の学習用語を知り、多

言語資料の説明を読むことで、学習用語を理解することができた。そして、学習用語を獲得した

ことで、最終的に、縄文時代と弥生時代の違う点と共通点について、比較を表すモデル文を使っ

て書くことができた。これまで、生徒は日常生活や学校生活の中で多くの日本語に接してきてい

るが、言葉を聞いたことがあっても、その言葉を使う場面とつながらなかったり、言葉の意味そ

のものがあいまいだったりして、なかなか語彙表現が定着しなかった。しかし、今回の授業では

多言語の活用により、自分自身で学習用語の整理ができ、同時に学習内容の理解も深めることが

できたように思われる。対象生徒の持つ言語資源を活用するためには、対象生徒が表現する言語

を選択できる環境を作り出すことが必要であると感じた。 

２点目の変容は「事象の背景やその関係性について多言語で思考する力の向上」である。弥生

時代のイラストを観察する中で、対象生徒は武器を持って攻めてきている人々を見つけ興味を持

ち、さらに他の人々の行動をよく観察することで、武器を持って守ろうとする人や、田んぼにい

る人たちを呼び戻そうとしている人、高いところから見張っている人たちに気づき、「これは

何？」と疑問を持った。人々が何と言っているのか英語と日本語でセリフを考えて言ってみると、

「ああ、これは war?」「じゃ、これは village。（柵を指して）これは villageを守っている。」

「だから、castle みたいなのがある。」と日本語と英語を使って、思考の流れを明確に示してく

モデル文型

語彙カード 

 英訳 
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れた。普段は「日本語を使わなければならない」という意識から日本語で表現できないと言葉に

つまり、そのまま終わってしまう場面が多く見られたが、本実践授業の場では、前半の多言語を

活用した活動により、自身の言語レパートリーが認められることで、学習活動に対する自信がつ

き、自分の言葉で表現することに対する不安が減ったためではないかと推測する。ここから、教

科の目標②「縄文時代と弥生時代で人々の生活が変化した理由」については「食べ物で生活が変

わった」、「弥生時代の社会の変化の内容」については「みんなで一緒にお米を作るから、ムラ

ができた。」という発言が見られた。最終的には、まじないを行っている女性について、

「princess みたい。みんなと服が違う。status（身分）が違うの？」と発言した。一つ一つの事

象に関する読み取りはできるようになり、それぞれの事象に関する背景や関係性についての理解

も部分的ではあるができるようになった。今回は時間の関係で、授業はここで終了し、教科の目

標②「縄文時代と弥生時代で人々の生活が変化した理由と、社会の変化の内容について理解する

ことができる。」に関しては、わかったことや考えたことについて、モデル文型を使ってまとめ

てくることを宿題として、次回確認することとなった。後日、宿題として書いてきたものを一緒

に読み直し、問いに対する適切な答え方も確認しながら、英語でのメモも作成した上で、対象生

徒自身の言葉で書き上げることができた。 

３点目の変容は、「学習意欲の向上」である。実践授業における授業内容を在籍学級で行った

あとの、対象生徒の反応は「先生が何の話をしているか全部わかった。うれしかった。」「漢字

もちょっとだけ書いたよ。」とうれしそうに報告してくれた。実際の在籍授業の授業においても、

教科担任の先生によると「縄文時代と弥生時代についての違いをすぐに見つけることができ、ま

た違いについての表現も学習用語を使って、日本語でできていた。」とのことであり、普段の様

子とは違い、積極的に授業に取り組むことができた。在籍学級で授業に参加でき、授業内容もわ

かったことの喜びと自信から「社会が少し好きになった」と、学習意欲の高まりが見られた。 

 今回の実践授業を実施するにあたり、在籍学級の教科担任の先生とは、先行学習の実施時期や

在籍学級での授業の進め方をもとにした、先行学習の進め方について相談をしながら、対象生徒

の活躍できる場面を想定したり、支援の方法を考えたりするなどして連携を図った。実践授業実

施後は、在籍学級において、わからないことを調べるためタブレット使用を今後も積極的にすす

め、実践授業で使用した「外国人生徒のための日本史：英語、韓国語、日本語版」（姫路独協大

学）を授業中いつでも確認できるように手元に持たせることとした。 

 次の目標としては、日本語指導の場で作ることができた、対象生徒の言語資源を認める環境を

在籍学級においていかに作り出すことができるか、また、対象生徒の持つ多言語の力をいかに在

籍学級で発揮することができるか、担任の先生をはじめ学校全体の課題として意識をもってもら

えるよう仕掛けを考えることである。年齢的な理由や対象生徒のマイノリティゆえのつらい経験

もあるので、あくまで対象生徒の気持ちに寄り添いながら、少しずつでもお互いが認め合える環

境を作り出せれば、と考えている。 
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実践者名 矢部 まゆみ  

（任意団体「わたぼうし教室／みなみインターナショナルスクール」ボランティ

ア協力者、横浜国立大学・明治学院大学非常勤講師）

実践区分 NPO・ボランティア 

実践地域お

よび場所等

の特長 

任意団体「わたぼうし教室／みなみインターナショナルスクール」は、横浜市南

区にある「みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ」の施設を借用して活動拠点と

し、毎週土曜日に移住労働者の家族や、国際結婚の家族、難民として母国から逃れ

てきた家族の子どもたちの日本語・学習支援と居場所づくりの活動をおこなって

いる。横浜市南区は、在住外国人数が 13,386 人（2024 年 10 月末現在）で横浜

市 18 区の中でも３番目に多く、公立小中学校在籍の外国人児童生徒は 861 人

（2024 年 9 月末現在）と報告されている。「みなみ市民活動多文化共生ラウンジ」

は、横浜市の中でも外国籍等児童の全校児童に対する割合が高い「南吉田小学校」

の学区内にあり、同校のほか近隣の複数の小中学校から生徒が通っている。 

 10 時～12 時と 14 時～16 時 30 分の２つの時間帯に教室が設置され、午前教

室には中国語ができるスタッフが配置され、中国語を母語とする小中学生の参加

者が多い。午後は、主にフィリピンルーツの子どもたちを対象に必要に応じて英語

を併用した学習支援を提供している。カトリック新聞の記者として、難民や外国に

つながる人々の問題にかかわってきた大元麻美氏によって、2013 年に立ち上げ

られたこの教室は、年齢の近い大学生や若者のボランティアが子どもたちに寄り

添う親しみやすい雰囲気を大切にし、社会人は後方支援をおこなう体制を作って

いる。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、午後の部に通うフィリピンルーツの中学１年生を対象に計画した。対

象生徒 A さんは、幼少期に来日し、日常会話は流暢にできるが、読むこと、書く

ことに苦手意識がある。そこで、「対話型鑑賞」の手法を活用して、絵を見て発見

したことや感じたことを話すことを出発点に、観察力や根拠を述べる力、人の話を

聞いて考えを深める力などを自分が持っていることに気づかせ、自信を持たせな

がら、動機を高め、語彙・表現を拡充し、読書や作文につなげ、思考力とことばの

力を伸ばすことを目指した。 

保護者との連携を大切にし、保護者のかかわりを本実践に生かすようにした。対

象生徒の保護者は、毎回生徒の送迎がてら自ら積極的に「わたぼうし教室／みなみ

インターナショナルスクール」の活動を支援し、他の保護者の相談に乗ったり、子

どもたちを励ましたりしてくれている。本実践においては、保護者にも活動に一緒

に参加してもらい、家庭言語である英語も使いながら、対話を深めた。 
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＜バディからのメッセージ＞ 

本実践では、矢部先生が A さんの言葉の力や可能性を丁寧に見極め、教科の枠にとら

われない柔軟な発想で、複数のプログラムを工夫しながら進めています。アート作品を観

察する活動では、A さんが絵の中で発見したことや感じたことを自由に表現できる場が用

意されており、その楽しさに夢中になる様子が目に浮かびます。一方、読書活動では、A

さんが興味を持ち、自分のペースで読める書籍を選ぶことで、より深い学びと成長が引き

出されています。 

 これらの活動を支えるのは、日頃から A さんに寄り添い、ことばの力を考えながら、A

さんの可能性を引き出す矢部先生の丁寧な関わりです。その伴走が、A さんに「自分にも

できる！」という大きな自信をもたらしたと感じます。このような場が地域に存在するこ

とが、外国につながる子どもたちが前向きに挑戦するために欠かせないのだと改めて感じ

ました。 
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１. 単元名・活動名

プロジェクト活動「みるみるよむかくー対話型アート鑑賞を通じて」 

２. 対象の児童生徒の実態

１）対象児童生徒数

学年：中学１年生 人数：１名 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

A【イマココ】

期 

B【イマココ 

から順序】期 
C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期 

F【評価・発

展】期 

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

年齢枠の 

目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 目標 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 開始時点 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

書

く 
６ 

・絵を観察して見つけたこと

や感じたこと等について、中

学年レベルのテキストで使用

される概念語彙や低頻度語

彙・表現や、書き言葉らしい文

体などを使いながら文章が書

ける。 

・さまざまな接続表現、指示

語などを用いて、ある程度文

や段落のまとまり（結束性）が

ある文章が書ける 

E 

・じっくり絵を観察して見つけたことや感じたことなどにつ

いて話し合いをしながら、キーワードなどを用いたアウトラ

インを作り、書く準備ができる。

・「どこからそう思う」のか、根拠を考えて、短文で述べて、

書くことができる。 

それをもとに、文を組み合わせて、段落のある文章を構成す

る準備ができる。 

根拠となる事実や具体例（絵の中に描かれている具体的なも

のなど）を示しながら、明瞭な意見文が書ける。 

・本の挿絵をみながら話し合い、物語を想像して読書に興味

を持ち、自分が読んだ本について、あらすじと自分の思考が

明瞭に伝わる読書感想文を書くことができる。 

・書いた後に読み手の助言を得て、一貫性を高めるために不

要なものについて削除したり、順番を入れ替えたり、必要な

ものを追加したりできる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 対象生徒 A さんは幼少時にフィリピンから来日し、日本の保育園、小学校に通い、2024 年４月から

は中学校に進んでいる。「わたぼうし教室／みなみインターナショナルスクール」には小学４年生の時

から毎週通っている。人懐っこく、人に対する思いやりや共感力が豊かで、物事に対して素直に取り組

む姿勢のある生徒である。 

一方で、ことばの面では、日本語で日常的な語彙を使っての会話は流暢にできるものの、学年相応の

教科内容の語彙の理解・使用には追い付いていない面がみられる。小学校でも国語および他の教科学習

で苦労があったが、中学に入り、その壁がますます大きくなっている。特に、書くことへの苦手意識が

高い。なお、家庭内の言語は英語が中心である（母親と英語、父親と日本語で話す）。  

そこで、本実践では生徒がもともと持っている表現や思考への意欲を活性化し、話すことと連動させ

ながら苦手な書く力を伸ばすために、対話型鑑賞の手法を取り入れた活動を考えた。対話型鑑賞は、ア

ート作品を見て、気づいたことや感じたことを話し、他の人の話も聴きながら自分の思考を深めていく

活動である（※１）。具体的には、最初に約 40 枚の「アートカード」を用いて、ウォームアップとして

ゲーム（共通点さがし、物語作り）を行ってから、一枚の絵をじっくり見ながら対話する「対話型鑑賞」

を行う。その中で、「どこからそう思う」のかについて実践者が問いかけ、生徒が根拠を考えて述べるこ

とを、意識できるようにする。対話を通して思考を広げたり深めたりし、自分が観察したこと、考えた

ことについて、得意な言語を使って自由に発言することを出発点とする。実践者のパラフレーズにより、

日本語での語彙・表現に親しみ、日本語で自分なりに述べて表現する基盤ができたところで、それを文に

して書く活動につなげる。書くことへのハードルを下げ、既習だがあやふやな漢字など確認しながら書

いて表記を正確にしていくこととともに、書くことを通してさらに思考を整理していく体験をすること

も目指す。 

アート作品を見て、発見したこと、感じたこと、考えたことをことばにし、「どこからそう思う（感じた／考え

た）」のか根拠を述べながら、文を書くことができる。 
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さらに、A さんにとって重要な課題である読書への橋渡しにもこの対話型鑑賞の手法を活用したい。

書籍（『魔女の宅急便』角野栄子・作）の表紙の絵やイラストを題材に対話をし、動機付けをした上で、

この本を読み感想を書いてポートフォリオを作っていくプロジェクトに誘い込むように取り組むこと

を視野に入れて、活動を進めたい。 

A さんの現在地（実践開始前）において、〈書く〉日本語の習得ステップは、「ことばのものさし」の

ステップ５の能力記述と照らし合わせると部分的には満たすことができているものの、不足もある。そ

のような中で、ステップ５の不足も学習を重ねて確実なものにしながら、ステップ６の目標も視野にい

れていくことにした。例えば、「自分自身にとって身近な場面や関心のある話題について、日常的な会話

で用いられる高頻度の語彙・表現や接続表現を幅広く使って、単文や重文、簡単な後文などを用いた文

章をほぼ誤用なく自由にたくさん書ける」については、「ほぼ誤用なく」というところまでは届かず、ち

ょうど現時点では課題が明確な点であり、「撥音・長音・拗音・促音、漢字」の表記の誤りも散見される。

だが、〈話す・聞く〉〈読む〉は現在地（実践開始前）におよそステップ６を満たしており、ステップ７

が目標になる段階であったため、〈書く〉においてステップ６を長期的な目標として設定して、そこに近

づく一歩として本実践を行う。対話を通して思考を楽深めながら語彙や表現を広げていく中で、個人指

導の利点を生かして表記の正確さも連動させて引き上げていけるとよいと考えている。 

 なお、本実践での対話型鑑賞は、本来は複数の生徒で対話を行う形が望ましいが、現場の状況から適

したグループ編成をすることが叶わず、対象生徒１名と、保護者と大学生スタッフ１名に参加してもら

う形で取り組む。 

※１：

参考文献 

ヤノウィン, フィリップ（2015）, 京都造形芸術大学アート・コミュニケーション研究センター訳『どこか

らそう思う？学力をのばす美術鑑賞 ヴィジュアル・シンキング・ストラテジーズ』淡交社

鈴木有紀（2019）『教えない授業 美術館発、「正解のない問い」に挑む力の育て方』英治出版 

５．単元の評価規準 

ボランティア活動のため、該当なし 
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６．指導計画（全 5 回） 

※1 回は 60 分〜80 分。地域活動の特性として、活動時間はある程度自由に設定可能。

※全５回の計画のうち、４回まで実施済。第５回は今後実施予定

回 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

１ ウォームアッ

プ 

1.アートカード・ゲーム

に取り組む 

（複数のアートカード

をよく見て比べて、共通

点と相違点を述べたり、

カードを組みわせて物

語を作ったりするゲー

ムを通して、対話型鑑賞

のための土台づくり） 

☆共通点と相違点、因果関

係を、日常的な語彙・表現

を幅広く使って対話した

り自分から話したりでき

る。 

☆ファシリテーター（実践

者）のパラフレーズによ

り、幅広い語彙・表現に親

しみながら、場面に応じて

聞いたり答えたりできる。 

★複数の絵カードをよく見

て比べて、共通点と相違点

がわかる。 

★複数の絵カードを関連づ

けながら、因果関係を含め

た物語を作ることができ

る。 

♡「自分が感じたことは全て

＜正解＞」という前提の中

で、感じたこと、考えたこと

を自由に話す意欲を高く持

つことができる。 

★♡複言語で（日本語・英語

どちらでも、表現しやすい

言語を使って）自由に話す

ことができる

アート作品を

よく見て気づ

いたことなど

について、根

拠をあげなが

ら説明するこ

とができる 

2.対話型鑑賞

3.単文での作文準備

☆アート作品をよく観察

して気づいたことや根拠

などを、日常的な語彙・表

現を使って話すことがで

きる。 

☆具体的な事象を説明す

るだけでなく、抽象的な概

念をあらわすことばもい

くつか聴いて理解できる。 

☆日常的な会話で用いら

れる高頻度の語彙・表現や

接続表現を幅広く使って、

対話型鑑賞で話したこと

をもとに、「ワークシート

（A）」にキーワードや単

文を書き込むことができ

る。既習でなじみのある漢

字を使って記述できる。

★アート作品をよくみて、

気づいたこと、発見したこ

とを述べることができる。 

★「どこからそう思う」の

か、根拠を示しながら説明

することができる。 

★他の人の話をきいて、自

分の視点を広げたり、考え

を深めたり、楽しんだりす

ることができる。 

★対話型鑑賞で話したこと

をもとに、「ワークシート

（A）」に自分の得意な言語

でキーワードや単文を書き

込み、アート作品から考え

たことについて、作文を書

く準備ができる。 
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2 作文練習 4. 対話型鑑賞で発見し

たこと考えたことにつ

いて「ふりかえりシート

（B）」を使って作文を書

く 

書いた後で読み直し、推

敲する 

☆「３．単文での作文準備」

で「ワークシート（A）」に

書き込んだことをもとに、

文を組み合わせて、適切な

接続表現等を用いて段落

のある文章を「ふりかえり

シート（B）」に書くこと

ができる。ほぼ誤用なく、

自由にたくさん書ける。 

・「です・ます体」を使って

文章を書き進められる。 

☆既習でなじみのある漢

字は、おおむね正確な表記

ができる。 

☆書きながら、あるいは書

いた後に、読み直して自分

の間違いに気づいて修正

できる。 

★「３．単文での作文準備」

で「ワークシート（A）」に書

き込んだことをもとに、文

を組み合わせて、段落のあ

る文章の構成を考えること

ができる。 

★根拠となる事実や具体例

（絵の中に描かれている具

体的なものなど）を示しな

がら、より明瞭に自分の意

見を書こうとする。 

★書いた後に作文を読み直

し、読み手の助言を得て（実

践者との対話を通して）、順

番をいれかえたほうが良い

部分や、削除や追加が必要

な部分について検討するこ

とができる（一貫性を高め

るために不要なものについ

て削除したり、順番を入れ

替えたり、必要なものを追

加したりすることを検討す

ることができる）。 

読書に興味を

持ち、本を読

み始めること

ができる 

５.読書活動への橋渡し：

本の表紙や挿絵を見よ

う、考えよう、話そう 

☆本の挿絵等を見て、気づ

いたこと、考えたことを、

できるだけ幅広い語彙・表

現を使って述べられる。 

★手に取った本を読み進み

たいという気持ちが持て

る。 

3 

4 

読書経験を広

げることがで

きる 

6. 読書活動に取り組む

『魔女の宅急便』（日本

語版、英語版） 

☆物語の文中に使われて

いる漢字・語彙・表現を概

ね読むことができる。 

★一冊の本を楽しみながら

読みはじめることができる

★テキストの表現について

解釈しながら、作品の主題

を理解できる。 

★日本語版と英語版の特定

の同じ箇所を部分的に読ん

で比べてみて、自分が読み

取れた内容を確認できる。

日本語版と英語版とで受け

る印象の違いを比較でき

る。 
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5 読書感想文を

書くことがで

きる 

7. 読書ポートフォリオ

作成する。 

☆物語の文中に出てきた

語彙・表現、既習漢字、さ

まざまな接続表現や指示

語などを用いて、結束性が

ある文章が書ける。 

☆「だ・である体」で文章

が書ける（はじめに、「で

す・ます体」で書いてから、

「だ・である体」で書き直

してもよい） 

★ワークシートに書き込ん

だり、メモを作ったりしな

がら、物語のあらすじや考

えたことをまとめることが

できる。 

★書いた後に読み手の助言

を得て、一貫性を高めるた

めに不要なものについて削

除したり、順番を入れ替え

たり、必要なものを追加し

たりできる。 

７．本時の指導（１/５ 細案） 

ねらい（目標）  

・アート作品をよく見て気づいたことなどについて、根拠をあげながら説明し、短文で書くことがで

きる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

導入 

15 分 

1.ウォームアップとして

アートカード・ゲーム（共通点さがし、物語

作り）

▶やりとり例：

T：カード３枚をめくって。この３枚の中か

ら２枚の共通点を探してみよう 

S:あの、なんか・・・ 

T:日本語でも、英語でもいいよ 

S: 小さいもの、patterns・・・ 

T: もよう、かたち、、かな 

S: この丸とか四角とか、たくさんあって、

同じやつ、何個も何個も。 

Ｔ：ああ、小さい丸や四角がたくさんあるの

を見つけてくれたんだね。同じ形、図形みた

いなのが繰り返しになっていて、模様みた

いだなって思ったのかな。 

Ｓ：そう、こっちの１枚は人だけど、この２

枚は人じゃなくて、形。もよう、かな。こっ

ちは四角だけ。こっちは丸と四角、同じや

つ、繰り返し 

T: 「同じ形の繰り返しつながり」だね。 

S:（うなづく） 

★大学生スタッフや保護者とともに、好きな言語で発

言したり、つぶやいたりできる場をつくる。 

☆★40 枚のアートカードを裏返しにして机上に広

げ、参加者それぞれが順番に３枚のカードをめくる。

３枚のうちの２枚のカードの絵の「共通点」を見つけ

て、述べるように促す。 

☆生徒の発言を実践者（ファシリテーター的な役割）

は日本語でパラフレーズする。生徒が発言した内容

を、生徒が理解可能なレベルの語彙・表現に置き換え

て、「～ということかな」と返す。「つまり〇〇つなが

りだね」というように、概念をまとめることばも、わ

かりやすく提示する。 

♡「こんなことに気づいてくれたんだね。なるほど！」

と、絵をよく観察して、絵が描かれていることを伝え

ようとしてくれていることに、意義があることを伝え

る。 

★「物語作り」では、裏返しにしたカードの中からそ

れぞれの参加者が２枚ずつ引き、残りを表にしてあと

１枚、好きなカードを選んで３枚を手札とし、その３

枚を組み合わせて簡単なストーリーを作ることを、指

導者（ファシリテーター役）が実演しながら示す。 

☆因果関係を表すことができるように、接続詞の使い

方にも留意して、パラフレーズする。 
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展開❶ 

20 分 

2.対話型アート鑑賞

▶やりとり例：

T: この絵の中で、何が起こっていますか。

見つけたこと、感じたこと、疑問に思ったこ

と、何でもいいから話してみよう。 

S：地震が起きた 

T: 地震が起きたっていうのは、どこからそ

う思ったの？ 

S: （建物が崩れているところを指さしな

がら）こういうやつとか、こういうやつ。こ

れちょっとぐちゃぐちゃになっている。 

T：このへんが崩れ落ちているのを見て、地

震が起きたと思ったんだね。なるほど。 

大学生： 非日常。 

T:非日常。いつもと違うことが起きた。そう

感じたのは、どこから？ 

大学生：この家がこわれて、ここで暮らして

いるひとたちの、いつもの暮らしが壊され

たんじゃないかなと。 

S: それで、この人は、おれは大丈夫、助け

てあげようかって。なんか偉い人かもしれ

ない。 

母：King みたい 

T: ああ、お母さんは「王様」だって。王様

みたいっていうのは、どこからそう思いま

したか。What do you see that makes you 

say that? 

母：They are pleading. Begging かな？ 

S：”Give me money”とか（笑）。なんか、

服装。（マントのようなものを指さし）高そ

うな感じ。これ。 

T:なんだか偉そうな、王様みたいな人、権力

がある人がいる。周りの人が体を低くして、

頭を下げて、お願いしている。そして立派で

豪華な服をきているから、偉い人だって、思

ったんだね。 

★一枚の絵をじっくりと見てもらう。「この作品の中

で何が起こっているか。見つけたこと、感じたこと、

疑問に思ったこと、何でもいいから、話してみよう」

と問いかける。 

★大学生スタッフや保護者とともに、好きな言語で発

言したり、つぶやいたりできる場をつくる。 

★☆生徒や参加者の発言を、指導者（ファシリテータ

ー役）はパラフレーズする。より抽象的なことば、言

い方を変えたことばも使い、生徒が新しい語彙を獲得

したり、広げたりできるようにする。 

☆★「どこからそう思う？」と問いかけ、生徒/参加者

が、根拠を考えてことばにしていくことを促す。高頻

度の接続表現、幅広い接続表現が使えるようにする 

★生徒/参加者が他者の発言を聴きながら、自分の視

点を広げたり、新しい気づきを得ることができるよう

に促す。 

★♡作品を見て自分が感じたり考えたりすることは、

正解・不正解はなく、「全てが〈正解〉」であることを

伝え、自由に発言することを楽しめるようにする。そ

れとともに、他の人の異なる意見を聴く楽しさも共有

する。

展開❷

22 分 

3.単文での作文練習 ☆対話した内容を振り返りながら、気づいたことも含

め、ワークシートに書き込む。 

☆対話で出てきたことばや、パラフレーズの中で親し

んだ一段階上のレベルのことばを、生徒が主体的に振

り返って、必要に応じて再現し、正確に文字にして書

けるようにする。 

まとめ 

3 分 

本時の振り返り ♡本時で取り組んだ中でできたことを具体的に言語化

して（絵を細部までよく見て気づいて話してくれたこと、どこからそう思

ったか根拠も話せたこと、熱心にワークシートに記入してくれたことなど）、

素晴らしいことであることを伝える。 
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↓「ワークシート（A）」（参考資料①） 

作品画像： 

ブリューゲル, ピーテル. 1563. “バベルの塔.” 美術史美術館（ the Kunsthistorisches Museum）. 

https://www.khm.at/en/objectdb/detail/323/https://www.example.com/sunset-landscape. 
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↓「ふりかえりシート（B）」 （参考資料②）

推敲後 
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8.児童生徒の変容

◉活動（観察・発見・思考・表現）への意欲と集中力

本実践で、対話型鑑賞の中では、やりとりのしやすい雰囲気を心がけ、対話の中では、「自分が感じたことは

全て正解」とし、生徒からの返答はどのような内容でも受け止める姿勢で行った。日本語でも英語でも、生徒が

考えたことを表現しやすいことばを自由に使ってよい状況の中で進めた。 

対象生徒 A さんは通常は気が散りやすく集中が続かない面があるが、本実践では、最後まで集中が続いて

いた。絵をすみずみまでよく見て観察し、自分が発見したこと、感じたこと、考えたことについて、たいへん意欲的

に発言していた。「どこからそう思うのか」という根拠について、よく考えて伝えようとしていた。 

  本実践では目標設定において最終的に「書く」を取り上げてはいるが、実際の活動の中では「書く」段階に入

る前の対話（「聴く・話す」）による掘り起こしが重要であり、その比重も大きかった。対話型鑑賞で本人が既にも

っている観察力・思考力を引き出し、気づかせ、伸ばすことが核にあり、それをまず口頭での対話によって活性化

することは要諦となるプロセスであった。その上で段階的に「書く」ことに取り組み、書くことによってさらに思考を

深めることと連動させて、ことばの力を拡充することを意識的におこなった。 

◉語彙・表現の拡がり および 表記の挑戦

対話型鑑賞後に「ワークシート（A）」に記入する時は、対話の中で使ったことばや新たに獲得したことば・表現

を使用して書こうとしていた。また、できるだけ既習漢字を使って書こうとし、積極的に書き方を尋ねて確認しなが

ら書いていた。「ワークシート（A）」（参考資料①）のステップを踏んでから、「ふりかえりシート（B）」（参考資料

②）を書くことにより、文にまとめていくことのハードルが下がった様子で、手助けがなくても、文を書き進めていく

ことができた。本人が自力で書いた後で、実践者とことばの調整や、段落の作り方などについて話し合うステップ

に進むことができた。表記については、まだ誤用もあり、「ほぼ誤用なく」というレベルには達していないが、生徒

が書いた作文の下書きを実践者と確認し、改善版を生徒が書き直すようにした。 

「だ・である体」や書き言葉的な表現を使って文章を書くことは、中学生として必要性も高まり、身に付けておき

たいところであるが、段階的なステップを踏んでいく必要を感じた。本人には、これまで「だ・である体」で作文を

書いた経験がなく（小学校の授業で扱われたことがあったとしても、本人は「です・ます体」でのみ書いていて、指

摘や指導を受けた認識が本人にはなかった）、現段階では「だ・である体」で書こうとすると本人の思考が制限

されてしまう面もあったので、まずは本人が慣れている「です・ます体」で自由にたくさん書けるようにすることから

始めた。その上で、段階的に「だ・である体」の書き方も練習して自信を持っていけるようにと考えている。 

文の順番について改善できる点がありそうかを実践者が問いかけると、似た内容をまとめて、整理したほうが

よいと、自ら気づくことができた。さらに、「はじめは塔がすごく気になりましたが、その後、人間が気になりました。

人々の気持ちには悲しさや苦しみがあると思います」と記述しているように、自分の視点の広がりや深まりのプロ

セスを確認して、自分が絵のどの部分に注目して観察したかの順番に合わせて、 段落の順番も検討するに至っ

た。一貫性に気を付けながらの推敲はまだ手助けが必要だが、書く経験を重ねる中で自分の力でできるように

目指していきたい。 

◉読書への橋渡し

本実践では、対話型鑑賞から読書への橋渡しもおこなったが、そこで取り上げた『魔女の宅急便』の本にも生

徒は高い興味を示し、予想以上に没頭して、最後まで読み続けることができた。読書の振り返りでは、内容を詳

細までよく覚えていてあらすじや印象に残ったことを話してくれ、読書を楽しんでいたことがうかがえた。 
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自分と主人公キキとの間に数々の共通点（年齢、性格、両親との関係、家庭環境、ものの感じ方、同年代の若

者との関係、友情、感情など）を見つけた中で、特に、キキが魔女の母親と、魔法の力を持たないいわゆる普通の

人間である父親の間に生まれた「半分魔女」であることと、自分が「ハーフ」であることの共通点に気づいた際に

は、大変興奮していた。ここから半分の「ハーフ」ではなくて、２倍の「ダブル」だよね、という対話が生徒と実践者

で生まれ、そこに母親も加わってくれて深めることができた。キキは、（魔法を使えない）人間と魔女の両方の文化

（考え方や行動様式）を知っている中で、自分が母親から受け継いだ魔女としての能力を磨いて大切にしながら、

自分らしい生き方を見つけている。このことを自分の在り方に引き付けて思いを巡らせる生徒の姿があった。キキ

が自分と同じ年齢で「ひとり立ち」をしようとしていることへの畏敬の念についても語っていた。 こういった思いや

思考を書いて読書感想文の文章にまとめていくことに挑戦中である。 

（今回、第５回の計画は 2024年 12月までには実施できなかったが、今後、感想文の完成とポートフォリオの作

成に取り組んでいく予定である） 

◉今後に向けて

今回の実践では、生徒の思考が活性化されるような題材と問いかけがあれば、表現につながっていく様子が

見られた。そのため、「自分には考える力がある」「話し合い（対話）を通して、考えを深めたり広げたりすることが

できる。楽しい」という自信と意欲を生徒が継続して持っていけるように働きかけることを続けていきたい。具体的

には、対話型鑑賞や、読書の振り返りを、現場の状況に合わせながらもできるだけ継続的に行い、読書および作

文を習慣化し、書き溜めたものをポートフォリオにして、生徒自身が自分の蓄積と成長を実感し、達成感を感じら

れるようにしたい。 

今回は現場の制約から同年代の生徒との話し合いができなかったが、他の生徒の発言をきいて新たな視点

を得たり、自分の思考を広げたり深めたりできる場を作るようにしたいところであった。それにより、多様性を楽し

み、多様性の中から新たな発想や価値を生み出していく力も伸ばしていけるとよいと考えている。 
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1．単元名・活動名

小中交流Ｕｍｉ（国際室） 小学生へ  ～多文化共生について考えよう～ 

２ 対象の生徒の実態 

１）対象生徒数

４人（C1：中１中国 C2：中３フィリピン C3：中３パキスタン C4：中３ペルー）

実践者名 生田佳澄 静岡県沼津市立今沢小学校・沼津市立今沢中学校勤務 

実践区分 中学校  取り出し指導  特別の教育課程（Topic 学習） 

実践地域 

および場所

等の特長 

 本校は，総人口約 19 万人のうち 5019 人(R5.3 国勢調査)が外国籍住民という

自治体内にある公立小中学校である。昨年度市内公立小中学校に多文化多言語の

児童生徒の在籍する小学校 100％，中学校 87％を受け，市内では国際教室(取り

出し指導専用の教室)が９校設置されている。本年度国際教室設置小学校は 5 

校，中学校は 4 校。日本語指導の専任教員は，本実践者含め 4 名が２～３校ずつ

兼務している。今年度小中国際室連絡協議会が行政と協働して本校を中心に立ち

あがった。本校の全校児童数は約 322 人。うち多文化多言語の児童数は，22

人。日本語指導が必要な児童は 16 人(r6.12 調査)。本校と隣接する中学校の生

徒数 233 人。うち多文化多言語の生徒数は 13 人。日本語指導が必要な児童は 6

人(r6.12 調査)。グランドデザインに位置づけられた国際室の役割を実現すべく

実践者は小中学校を兼務し来日直後の日本語ゼロの指導から教科につながる指導

まで在籍学級担任や母語支援者，地域日本語ボランティアと連携し行っている。

国際室の授業に多読活動や発信交流活動を計画的に取り入れ異年齢の児童生徒間

の交流や個々の小中９年間の学びのクロスカリキュラムから授業を実践。多文化

多言語の児童生徒の学びの視点を在籍学級の授業でも生かす工夫も実践し公開授

業も毎学期実施。放課後週 1 回多言語多文化の児童の学習支援の時間を設定 

している。 

本実践の 

ポイント 

国際教室で学ぶ中学生が小学生に向けて発信する実践。中学校の国際教室での

言葉学習を小学校の児童との交流学習に活用。受け入れる小学校の特別の教育課

程や参加する各学年の学習にも往還するクロスカリキュラムとして教育計画に位

置づけた。日本語と母語のDLAから多文化多言語の児童生徒のもつ特技や興味，

優れた可能性を対話的に探り得たことをもとに単元を構想した。本実践は，オン

ラインでの実施も可能。対象学年は，高学年だけでなく中学年にも実践可能であ

る。子供目線での中学校・母国の文化紹介，特技を生かした創作物紹介という視

点は，中高生に対しても実践可能な要素を含む。国際室にて参加者全てが多文化

共生を実感できる合同授業。 
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２）「ことばの力のものさし」に照らした対象生徒のことばの力

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

C2C3C4 

年齢枠 

中３の目安 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く C1 年齢枠 

中１の目安 

C4（読む）

C4（聞話） 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む C1 C2 

聞く・話す C1 C2 

ステップ

5

書く C1 C2 C4 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む C3

聞く・話す 

ステップ

3

書く C3

読む 

聞く・話す C3

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

３）本実践のなかで小集団の指導を編成した理由など

本実践に向けて，対象生徒を一人に絞るより，日本語のレベルの異なる生徒の協働的な学びに

よる学習効果を鑑み小集団の指導を編成した。一人だけの学びでは得ることのできない学びを重

視し，個別最適な学びであり協働的に深め合うことができるために小集団の指導を編成した。 
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3．ねらい（目標） 

本実践で特に育てたい力：「話す・聞く」  

日本語固有の力 包括的なことばの力 

C1 

中 1 

中 

国 

聞く・話す ７ 

・高学年から中学レベルの既習の

慣用的な表現やよく使われる語 

の組み合わせといった表現のレ 

パートリーが増え，これらを適 

切に使える。 

・既習の抽象的な概念語彙・表現

を使って話せる。 

・このような話を自然な速さで聞

き取ることができる。

E 

抽

象

期 

・小学校と中学校の違いについて事実と

意見の違いを意識しつつ共通点や相違点

を整理して小学生に分かりやすく伝える

ことができる。 

・構成を意識し，ICTなどを活用しなが

ら聞き手の小学生に分かりやすいプレゼ

ンテーションができる。

・場面や状況，相手に応じて適切な語彙

や表現などを選択できる。

読む ７ 

・高学年から中学生向けのテキス

ト（子ども新聞，情報文，子ど

も向けインターネット情報）を

おおむね文や意味のまとまりで

区切って流暢に読める。

・高学年レベルの漢字・語彙・表

現がおおむねわかる。 

E 

抽

象

期 

・課題や目的に応じて、ICTを活用する

などして、必要な情報を収集できる。 

・理解を深めるために読解ストラテジー

をいくつか活用できる。 

・目的に応じて内容に関連した本やサイ

トを自分で選ぶことができる。

書く ６ 

・さまざまな接続表現，指示語

などを使って，ある程度文や

段落のまとまりがある文章が

書ける。

・口語的な表現が混ざることも

あるが，中・高学年レベルの

テキストで使用される概念語

彙や低頻度語彙・表現，連体

修飾節や書き言葉らしい文体

等を使い文章が書ける。

D 

因

果

期 

・書く前にメモをして構想を練ること

が できる。

・分からない語彙や表現について，イ

ンターネットで自分で検索し，調べな

がら書くことができる。

・声に出して読み返しながら文章のま

とまりに気をつけながら推敲ができ

る。

・自分の経験をもとに読み手に訴える

創作的な作品を支援者の助言を受け

ながら書くことができる。

日本語固有の力 包括的なことばの力 

C２ 

中３ 

フ 

ィ 

リ 

聞く・話す ７ 

・学年相当レベルのテーマについ

て小学生を前に話す際に高学年 

レベルの語彙・表現を使える。

・相手や場面・目的に応じて敬語

や文体の硬さを選択して話せる。 

E 

抽

象

期 

・母国について事実と意見の違いを意識

しつつ共通点や相違点を整理して小学 

生に分かりやすく伝えることができる 

・構成を意識し ICTなどを活用しながら

聞き手の小学生に分かりやすいプレゼン

テーションができる。

・相手に応じて適切な語彙や表現などを

選択できる。 

〈ＴＯＰＩＣ学習〉 

 自分が小学生のためにできること，伝えたいことを明確にし，自身の複数言語や母国での体

験を生かしながら伝え合うことを通して，多文化共生について考えを深めることができる。 
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ピ 

ン 

読む ７ 

・高学年から中学生向けのテキス

トをおおむね文や意味のまとまり

で区切って流暢に読める。 

・高学年レベルの漢字・語彙・表

現がおおむねわかる。 

E 

抽

象

期 

・課題や目的に応じて、ICT を活用する

などして、必要な情報を収集できる。 

・理解を深めるために読解ストラテジー

をいくつか活用できる。 

書く ６ 

・さまざまな接続表現，指示語

などを使って，ある程度文や

段落のまとまりがある文章が

書ける。

・口語的な表現が混ざることも

あるが，中・高学年レベルの

テキストで使用される概念語

彙や低頻度語彙・表現，連体

修飾節や書き言葉らしい文体

などを使いながら文章が書け

る。

Ｅ 

抽

象

期 

・書いた後に教師やクラスメートの助

言を得て，一貫性に気をつけながら推

敲ができる。（不要な言葉や文を削除

する，順番を入れ替える，必要な言葉

を追加するなど）

・自分の経験をもとに読み手に訴える

創作絵本や俳句，エッセイを書くこと

ができる。

日本語固有の力 包括的なことばの力 

C３ 

中３ 

パ 

キ 

ス 

タ 

ン 

聞く・話す ４ 

・小学生の質問をおおむね自然な

速さで聞き取ることができる。

・身近な場面や関心のある話題

（学校や家庭での過去の活動や個 

人の経験など）について既習の 

語彙・表現・文型を使って単文 

や簡単な複文で小学生に話せる 

E 

抽

象

期 

・自分の家庭で実際に母親が作った料理

動画の中から小学生が興味をもちそう

な料理を選び，ICTを活用しながら聞き

手の小学生に分かりやすいプレゼンテー

ションができる。

・小学生からの質問に答える場面では，

相手に応じて適切な語彙や表現などを選

択できる。 

読む ５ 

・日常で用いられる幅広い語彙や

単文・複文で書かれたイラスト 

や写真つきの短いテキストを， 

強い方のことばの力を活用しな 

がら意味を考えながら読める。 

 また，意味のまとまりや文節で 

区切りながらややゆっくりでも 

安定した速さで読める。 

・低学年レベルの漢字・語彙・表

現がおおむねわかる。中学年レ 

ベルの漢字・語彙・表現の中で 

わかるものもある。 

E 

抽

象

期 

・小学校低学年から中学年向けの物語文

や説明文においてリライトや強い方の言

葉の力を活用したり，部分的に支援を得

たりしながら段落の関係や内容の結び

つきを理解できる。 

・目的に応じて ICT を活用するなどし

て  必要な情報を収集できる。 

・関心のある話題について本を選んだり

やインターネットの情報を検索すること

ができる。 

書く ４ 

・表記や語彙の選択に誤用があ

るが，学校生活や日常生活で

用いられる既習の語彙・表現

や文型を使って単文や重文，

簡単な複文を用いた文章が書

ける。

・表記には多くの誤用があるが

口語的な作文が書ける。

E 

抽

象 

期 

・自分の経験をもとに読み手に訴える

創 作的な作品（ショートストーリー

や物 語・詩など）が書ける

・書いた後に書いた後に教師やクラス

メートの助言を得て，一貫性に気をつ

けながら推敲ができる。（不要な言葉

や文を削除する，順番を入れ替える，

必要な言葉を追加するなど）
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日本語固有の力 包括的なことばの力 

C４ 

中３ 

ぺ 

ル 

｜ 

聞く・話す ７ 

・高学年から中学レベルの既習の

慣用的な表現やよく使われる語 

の組み合わせといった表現のレ 

パートリーが増え，これらを適 

切に使える。 

・相手や場面に応じておおむね適

切な敬語表現が使える。 

・目的（プレゼンテーション）に

応じて話体を選択して話せる。 

・実演も合わせながら伝えたいこ

とを既習の抽象的な概念語彙・ 

表現を使って話せる。 

・小学生の質問を自然な速さで聞

き取ることができる。 

E 

抽

象

期 

・母国について事実と意見の違いを意識

しつつ共通点や相違点を整理して小学 

生に分かりやすく伝えることができる。 

・構成を意識し ICT などを活用しなが

ら 聞き手の小学生に分かりやすいプレ

ゼンテーションができる。 

・母国の文化紹介の場面や特技披露の場

面，小学生との対話の場面では，状況や

相手に応じて適切な語彙や表現などを選

択できる。 

読む ６ 

・高学年から中学生向けのテキス

トを支援を得ておおむね文や意

味のまとまりで区切ってやや流 

暢に読める。 

・中学年レベルの漢字・語彙・表

現がおおむねわかる。 

Ｅ 

抽

象

期 

・理解を深めるために様々な読解ストラ

テジーを活用できる。

・テキストに見られる複数の文化の類似

点，相違点を考えることができる。

・目的に応じて ICT を活用するなどし

て  必要な情報を収集できる。 

書く ６ 

・さまざまな接続表現，指示語

などを使って，ある程度文や

段落のまとまりがある文章が

書ける。

・口語的な表現が混ざることも

あるが中・高学年レベルのテキ

ストで使用される概念語彙や低

頻度語彙・表現，連体修飾節や

書き言葉らしい文体を使いなが

ら文章が書ける。

Ｅ 

抽

象

期 

・書く前に強い方のことばの力も活用

し構想を練ることができる。

・書いた後に教師やクラスメートの助

言 を得て，一貫性に気をつけながら

推敲 ができる。

・自分の経験をもとに読み手に訴える

詩やエッセイを書くことができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 育みたい資質・能力は【思考・判断・表現力】である。そのために，個々の強みをもとに，自

らが今までに獲得してきた知識・技能を十分生かしながら，小学生に自分だから伝えられること

を選択し，限られた時間内で伝える工夫をし続ける姿を支えていきたい。個別最適な学びを支え

るため，グランドデザインで示す教育の方向性を確かめつつ小中９年間の学びのクロスカリキュ

ラムと個別の学びの軌跡を把握し，単元構想をした。ＤＬＡにより明らかになった個々の生徒の

特性を，生徒の強み理解や，可能性への理解の重要な資料とした。初めての出会いとＤＬＡ実施

直後の活動（ポスター作り，パフォーマンス実演，創作してきた絵の紹介，家庭料理の紹介，小

学校と中学校との違いに対する思いの表出等）を素材として，生徒が志向する共通点を探った。 
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【本時直前の日本語学習で取り入れたこと】【本時後の包括的なことば学習で取り入れたこと】

① 到着時の学校長への挨拶 ② 抽象的な思考の育成（中 C4 の学習例）

社会人になる人材として 母語支援と連携した母語の表現力向上 

場に応じた挨拶・礼儀 祖国と日本についての思いを綴った 

５．指導計画（全１０時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科

１ 自分の価値

に気付く 

小学生に伝えたいこと 小学生に伝えたいこ

とを話す。 

小学生に伝えたいこ

とは何か考える。 

２ 個人で追究 プレゼン資料の準備 小学生に分かりやす

い表現を使い書く。 

どのように効果的に表

現するのかを考える。 

３ 企画会議 効果的な発信となるための企

画を話し合う 

互いの発表内容を聴

く。 

限られた時間内で発信

する工夫を考える。 

４ 発信 

（本時） 

発信 

発信直後の振り返り 

反応を見ながら小学

生の質問に答える。 

互いの発信の良さを伝

え合う。 

５ 振り返り 良さと改善点 

次回に向けて 

小学生の感想を読

む。 

今回の発信の良さと 

次回案を出し合う。 

６ 個人追究 次回の対象者に何を伝えるの

か決める 

次回の対象者（中学

年と低学年）に分か

る表現に直す。 

創作絵本を多言語表記

する。漢字を減らす。

ゆっくり話す。 

７ 企画会議 効果的な発信となるための企

画を話し合う 

互いの発表内容を聴

く。 

効果的に発信する工夫

を考える。 

８ 個人追究 企画会議を受け，各自のプレ

ゼン資料を改良する 

小学生に分かりやす

い表現で話す。 

どのように効果的に表

現するのかを考える。 

９ 発信 発信 

発信直後の振り返り 

小学生の反応を見な

がら質問に答える。 

互いの発信の良さを伝

え合う。 

10 振り返り 良さと改善点 

次年度に向けて 

小学生の感想を読

む。 

今回の発信の良さと 

次年度案を出し合う。 

７．本時の指導 

ねらい（目標） ☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 
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☆目の前の小学生からの質問を聴き取り，明瞭な声量で答えることができる。

★質問をしている小学生が知りたいことは何か複数言語で考えを瞬時にまとめ対話することができる。

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

３ 挨拶をかわす  

交流会の趣旨説明 

☆出会いを楽しむ気持ちを日本語の挨拶に込める。

★必要に応じて，相手に応じて自分のもつ複数言語を生

かして挨拶を交わすことができる。 

約 

９  

×

４ 

＋ 

 α 

発信（一人ずつ） 

☆小学生に分かるように明瞭な声量で話す。

★突然のことに対しても考え対処する。

質疑応答 

（発表中，対話しながら） 

☆小学生からの質問を聴き取り，明瞭な声で答える。

★質問をしている小学生が知りたいことは何か複数言語

で考えを瞬時にまとめ対話する。 

５ 感想 

挨拶をかわす 

☆小学生の感想を聴きとる。

★参観した教師の感想や小学生の感想から，自分のアイ

デンティティーに誇りをもつことができる。 

10 小学校から中学校へ移動後 

ふりかえり 

☆４人の共通語で互いの良さ，次回に向けての思いを

語り合うことができる。

★複言語で内省する。

学習活動実践事例

学習活動等 

対象生徒を中 C1, 中 C2,中 C3, 中 C4 と表記 

小学生（国際室参加児童 CUmi と第５学年の児童 C5） 

指導上の留意点 

☆日本語固有の力

★包括的なことばの力

〇教科 画像 

導

入 

挨拶をかわす 

C1C2：司会（小学生 Umi２人）自己紹介をお願いしま

す。 

中 C3：●●中３年の A です。すきな果物は●●です。 

  出身の国は●●です。サッカーが得意です。 

クラブチームに入っています。

C2:サッカーが好きな人。 

C5：はーい！ 

C5：私はちょっと苦手。 

T:  A さん、ここにサッカーボールがあるのだけれど。 

  ちょっと、リフティングやってみる？ 

C3：じゃ。 （デモンストレーション） 

C5：拍手 

T：どう？一緒にやってみたい人？ 

C5：チャレンジ 

C5：拍手 

☆出会いを楽しむ気持ちを

日本語の挨拶に込めること

ができたか見届け振り返り

の場面で価値づける。 
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発

表 

準

備 

発

表 

１ 

T：（みんなの前で一歩踏み出す勇気を価値づける） 

C1：（司会）盛り上がりましたね 

C2：（司会）では、●●さん，準備をお願いします。 

C1：中学校と小学校の違いについて●●さんに発表してもら

いますが、質問がある人はいますか。（中略）

C1：（司会）：そろそろ準備ができたようです。 

C2：（司会）：まだまだ質問がありますが，中断します。 

中 C1：中学校ってどんなところ？小学校と中学校の違いにつ

いて，あなたの疑問に答えます。クイズ１：給食を食べる時

間は，みなさん何分間だと思いますか 

C5：1 時間くらい。３０分間？９０分間。２０分間かな。 

C５：４時間目が終わるのが小学校は１２：００ 中学は？ 

中 C1：答えは，２０分間です。中学校は４時間目が 12：25

で終わって，12：35 から 12：55 までで食べるので給食 の

時間は 20 分間です。ごはんやおかずの量が増えるのでおたま

の大きさも違います。給食室に頼んで借りてきました。小学

校がこれで、中学校がこちらです。実際 に持ってみたい人

は、いますか。 

C5：（ほぼ全員）はい！  

C5：どっちの方が重い？ 

C5：こっちの方（中学用）が重い。 

クイズ２：２０分休みがないって本当？

C5：えっ！

中 C1：本当だと思う人？   違うと思う人？

中 C1：答えは，本当です。２０分休みがない理由は部活の時

間 をとるためです。昼休みは、２０分間。ロング昼休みは，

ありません。

C5：えー。

C5：楽しいことはありますか。

中 C1：たとえば、合唱です。男子が声変わりするので、３部

合唱になります。クラスで 歌ったものを紹介します。

（合唱の動画を流す）

C5：聴き入る。合唱終了時，自然に拍手。

中 C1：A 中生１年生にアンケートをとりました。

「どんなとき，楽しいですか。」 

一番多かったのは「友達に会える，話せる」でした。この後

も部活や教科に関するアンケート結果紹介。（中略） 

〈皆さんへのメッセージ〉 

一歩踏み出したことへの価

値付けをした。 

PC とつなぐ準備の時間の

活用 

「PC 操作で困っていたら小

学校の先生が助けてくれた。

私も誰かを助ける人になろう

と思った。」 

☆目の前の小学生からの質

問を聴き取り，答えること

ができた。 

アンケートをグラフ化

（算数の活用） 

作文「私にとっての絵」 
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発

表

２ 

・小学校に帰りたいと思ったこともある。慣れなかった。そ

のうち慣れてきた。だから，あまり心配しなくても大丈夫

・２０分間で給食を食べる練習をしておくとよいと思います

（この後，司会が発表についての感想をきき数名が答えた。 

 会話しながら進めた点，歌の動画，資料について好評） 

C1：では，次の発表に移ります。●●さん，どうぞ。 

中 C2：「私にとっての絵」についての作文朗読 

（絵を描くことが好き。今まで描きためてきた絵を     

もとに小学生に向けた絵本を創って伝えたい。） 

（朗読後，デジタル創作絵本を画面に映す準備） 

T：●●さんの絵あるけれど、見てみ

る？ 

小 UmiC：これは，●●さんが描いた絵

です。 

C5: えっ！うまい！すごい！ 

T：●●さんの俳句も用意してあるよ。

   Umi のみんなが見せるから、みんなが読んでみようか。 

小 UmiC 中 C1：（小 Umi アシスタント役が前に一列に並び

提示し会場のみんなが声をそろえて読んだ。 

一句目：祖母の家 赤ちゃんざるに 草はむ牛

（赤ちゃんざるや、水牛の画像を示す） 

二句目：フィリピンに 帰ると レチョン 待ってる 

C5：レチョンって何かな。 

C5：動物の名前かな。 

C5：友達の名前かな。 

（レチョンという子豚の丸焼きの画像を示す）

C5：たべたい。

中 C2：皮がパリパリしていておいしいよ。

C5：おなかがすいてきた。おいしそう。

（俳句は３～４句紹介した 資料を小 Umi が補助した）

（小 Umi のメンバーが退場）

中 C2：みんなに絵本をつくったよ。はじまりはじまり。

C5：拍手。わーい！

中 C2：「ミミズンのぼうけん」

C5：（見入る。聴き入る。）

C5：続きを読みたい。

C5：もう一度自分で読みたいな。
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発

表

３ 

C1：次は，パキスタンの料理についてです。 

中 C3：パキスタンの料理を紹介します。 

私の母は，YouTuber（ユーチューバー）です。 

これは，母が作りました。 

C5：えっ！料理も、このサイト全部？（中略） 

C5：顔の周りに巻いてある布の模様もきれい。 

C5：この布の名前なんて言うのかな。 

中 C3：ヒジャブです。 

 今度は、 飲み物を紹介します。 

これは，ホットチョコレートです。 

 これは，昨日作って飲みました。 

 あたたまるよ。  （後略） 

（児童はうっとりと画面をみつめ BGM が静かに流れた） 

（余韻を大切にした）  

発

表 

４ 

中 C4：これは，どこの国の旗でしょうか。 

C5：ペルー！ 

中 C4：¡Bienvenidos a Perú ! 

C5：おー！（拍手） 

中 C4：南米には、何カ国あるでしょう。（中略） 

中 C4：これらの国の中で一番サッカーの強い国は，どこで    

しょう。（中略）  

中 C4：ペルーの料理の紹介（中略） 

中 C4：次。ペルーの飲み物の紹介をします。ペルーのトウモ

ロコシで作るジュース。何色でしょうか。

C5：黄色 緑 黒 紫

中 C4：紫

中 C4：ごくごく飲める。

UmiC：紫トウモロコシの実物を提示。→回覧

C5：本当だ。不思議だな。

（中略） 

中 C4：インカといったらここです。 

（マチュピチュ，ナスカの地上絵の画像を示す。略）

C5：すごいな。ペルー。 

（ペルーの学校，国歌を胸に手を当てる歌い方で歌った） 

拍手に対し中 C4：Gracias ありがとうございます。 

中 C4：ワールドカップで，ペルーが勝ったときの動画です。 

C5：これ，ペルーの TV？ 

C5：スペイン語だ。 

C5：日本語の字幕。 

C5：何十年もペルーが勝てなくて悲しそう。 

C5：深い悲しみが伝わる。 

C5：勝った喜びも伝わる。 

家でなじみのある Umi 小学

生が実物を提示 

黒に近い紫色のトウモロコ

シに実物を全員観察した

踊りたい人のみサルサ体験 
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ふ

り

か

え

り 

多

視

点

を

知

る 

C5：サッカーってこんなに深いものだったのか。 

中 C4：ペルーの踊りにはいろいろある。これは，サルサ。 

さあ，おどろう。（みんなで踊る） 

C1：それでは，中学校の●●先生，感想をお願いします。 

中 T：いやーすごい。ぼくらは，中学校の先生なので，小学

生が中学生の発表を素直に喜んで聴いていてくれたのがとて

もうれしく思いました。中学生も学校生活を頑張りながら今

日の小学生への発表のために，準備をしていることは知って

いたけれど，こんなにすごい即興もできるとは知らなかった

のでとても楽しかったです。僕自身も楽しませてもらいまし

た。ありがとうございました。 

C2：ありがとうございました。中学の校長先生お願いします 

中 T2：今，●●先生が言ってくれたのですけれど、中学生は 

今日まで一生懸命準備をしてきました。みなさんは、中学生

の発表に対してすごく温かく反応してくれたことを大変あり

がたく思います。みなさんも数年後今沢中学校に行く方が大

多数かと思いますけれど今日、中学校生活も知る良い機会に

なったと思います。ありがとうございました。 

C1：●●先生､お願いします。 

中 T3：中学生のみなさんの発表をとても興味深く小学生のみ

なさんの反応もとても温かくてみているこっちもとてもうれ

しくなりました。ありがとうございました。 

C2:（小学校の）校長先生お願いします。 

Ｔ：皆さんもそう思ったかもしれないけれど，日本に来て慣

れない文化の中，生活しているということは，苦労があるよ

ね。向こうでは当たり前だった紫のコーンが，みんなが、う

わっておどろいたよね。 

C5:はい。 

小Ｔ：そういうところをお互いに理解できたらいいなと思い

ます。逆に，みんなもこれから海外に行くことがあるかもし

れない。そのときに日本のことを紹介したりとか，お互いに

このようなことができたり仲良くできたりするきっかけにな

ってくれたらいいなと思って見ていました。 

Ｔ：先生からも言っていい？（実践者） 

Ｔ：世界には，今までみんなが思っていた当たり前があった

でしょ。自分の当たり前をバージョンアップしていくと世界

をつなげる感度が上がっていくと思います。これが「多文化

共生」です。今日，みんなで創り上げたこの授業が，多文化

共生へ向けた大きな第一歩です。また，みんなが道を創りま

したね。すばらしいことです。 

C1:ほかに，感想を言ってみたい人は？ 

 司会の進め方学習の様子 

小・中学の校長先生， 

担任・中学研修主任からの

視点を知る機会とした。 

実践者からのメッセージ 

キーワード「多文化共生」

で活動を価値づけた。 

担任が指名 感想発表 

帰校の様子 

（小学校から中学校へ） 
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感

想 

振

り

返

り 

C5：●●さんの絵がきれいでびっくりしました。自分が描い

た絵で絵本を創って読んでみせてくれて感動しました。私も

絵を描くことが好きなので続けていいんだと思いました。 

C5： 中学校と小学校の違いとか，国の違い。芸術。いろんな

当たり前があった。そういうのを見たり聴いたりすることが

できて良かったです。 

C5：中学校生活は，思ったより大変だな。でもその分楽しい

こともある。国も含めて違いがいろいろあるけれど，そんな

こと全部吹っ飛ばして，それでいいんだな と思った。（中学

生に向けて一礼） 

C5：多文化共生ってこういうことなんだ。（つぶやき） 

C5：小中の違いを給食のおたまを見せてくれながら大きさを

実感させてくれたり，絵本を創ってきてくれたりおいしそう

な料理を通したパキスタンの 文化やペルーの文化日本でない

国の文化を知らせてくれたのでとてもためになりました。 

C5:挨拶

＊＊＊場所を変え中学校 国際室へ＊＊＊ 

 達成感と自信から，どの生徒も笑顔いっぱいで学年間の隔

たりもなく語り合いながら帰校。 

中 C4：感想を言おう。じゃ，ぼくから。はじめ，実は緊張し

ていた。●●さんが，「緊張するな。」と言ってくれた。だ

から，いつもどおりでできた。ありがとう。●●さんの小学

校と中学校の違い，分かりやすかった。おたまがヒット。 

中 C1：ありがとうございます。実物を見せるのは，良いです 

ね。はじめのリフティング交流で場の雰囲気がほぐれ た気が

する。あと，スペイン語でのはじめのつかみもよかった。 

中 C4：¡Bienvenidos a Perú ! 

中 C2：Welcome！のことだよね。 

中 C4：うん。そう。それ。 

中 C3：あ，あれ，見ててよかった。 

中 C4：ありがとう。心からの言葉だった。ペルーの陽気な国

柄も伝えることができたと思う。パキスタンの料理も引き込

まれていたね。どこかの誰か知らない人の動画でなくて●●

さんのお母さんので，それ●●さん昨日食べたことを伝えて

いたのが身近でよかった。 

中 C3：そう。よかった。やってよかった。ありがとう。 

中 C2：うん。食べたくなった。 

中 C1：それにホットチョコレートの上にのっていたホイップ   

がハー トでかわいかった。一緒に食べるパンも手作

りでびっくりした。焼きたてでおいしそうだった。 

☆小学生の感想を聴き，自

分の感想に反映させること

ができた。 

★参観した教師の感想や小

学生の感想から，自分のア

イデンティティーに誇りを

もつことができた。 

欠席した仲間が発表に向け

て準備してきた過程を知る

発言に頷きで認めた。 
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次

時

へ 

の

思

い 

中 C3：うん。おいしいよ。ありがとう。 

中 C3：ねえ，今日お休みした●●さん。やりたかったね。 

 ねえ，またやらない？やりたいよ。今度は，●●さん

も一緒に。先生，もう一回行きたい。 

T：  頷く。みんなは，どう？ 

全員：行きたい。今度は，低学年にも伝えたい。 

お願いします。 

T：相談してみるね。（単元構想にあるが主体性を重んじた） 

全員：ありがとうございます。  

中 C4：●●さん，小学生に読編頼まれていたよな。 

中 C2：そう。続きを創ってみたい。今度は，●●さん達も読

めるように英語もつけてみようと思う。こんな感じはどう？

中 C134：おっ！いいね。さっそく英語を入れたね。 

中 C4：今度は，低学年や中学年をターゲットに作ろう。 

中 C123：それもいいね。頷く。OK。楽しかった。楽しみ。 

挨拶  

8.生徒の変容

・自分のもつ複数言語に誇りをもつようになった。

・学年を超えた生徒間の絆が生まれた。

・プレゼン資料を作り人前で思いを伝えることに慣れてきた。

生徒の感想より： 

 私もはじめは言葉の

壁を感じていたけれど

交流会を通してみんな

違う国でも協力してい

い所を分かち合えたら

言葉の壁と思っていた

ことが一人一人の個性

だったと気付きまし

た。言葉の壁にはしっ

かりとドアがあってみ

んなそのドアをくぐり

ぬけてここにあつまっ

ているんだなと 思い

ました。そのために

は，しっかり自分の言

葉で考えて，みんなが

分かる言葉で伝えるこ

と が大切。だから日

本語を学ぶ必要がある

と思います。私たちが

いろんな人がもってい

る言葉と 文化を尊重

することが理解し合え

ることなのでとても大

切だと改めて思いまし

た。自分たちのもって

いる言葉を最大限に生

かして考えることこそ

が自分にとってとても

大切だと私は思いまし

た。また，一部の報道

に惑わされるのではな

くその国の友達を通し

てその国の魅力を知る

ことから国理解をはじ

めたいと思うようにな

りました。 
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・中１の生徒は，自分から学級でのプレゼン発表を担任に提案し実施した。

・中３の生徒は，自分のもつ強み（サッカー・芸術・英語）を進路選択にも生かした。

・プレゼン資料を作る過程から，家族との会話が増え，家族の愛情を実感していた。

・多文化多言語の児童にとって中学生の多文化多言語の生徒がロールモデルとなった。

・達成感や絆をもとにゆるぎない自信をもつ体験が自身への誇りに変容していった。

・自分たちの思いをもとに第２回低学年・中学年向けの交流会を実現した。

・生徒・児童・小中職員等間における地域での挨拶・笑顔が増えた。
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実践者名 吉田 貴子 （三重県桑名市立光陵中学校） 

実践区分 中学校  取り出し指導 特別の教育課程（教科につながる指導：数学） 

実践地域お

よび場所 

等の特長 

本校は三重県北部に位置し、2024（令和 6）年 5月 1日現在、生徒数 506 名の学

校である。校区内に公営住宅があり、外国から家族で来日した人々が多く居住して

いる地域である。在籍率は約６％なので、全国的にみると割合の高い学校ではない

が、桑名では集住地区にある学校ということで、2005（平成 17）年度に文部科学

省の国際化推進地域事業を受けセンター校に指定され、現在は桑名市の外国人児

童生徒等教育の拠点校として取り組みを進めている。 

 現在本校には、外国につながる生徒が約 40 名程度在籍している。ブラジル籍生

徒が多いが、フィリピン、ボリビア、コロンビア、ペルー、中国、台湾、韓国、シ

リア等多岐にわたる国籍の生徒が在籍している。日本で生まれ育った生徒や小学

校低学年から日本で生活している生徒が多数を占めているので、日常生活に困り

感を持っている生徒は少ないが、学習言語の習得は難しく、一斉授業の中で教科内

容を理解するには困難を感じている生徒が多い。一方、母国でしっかり教育を受

け、高校受験間近に来日してくる生徒もおり、進路保障の観点からどのように支援

を進めていけばよいか、日々模索している状況である。 

本実践の 

ポイント 

 本実践を始めるにあたり、まず昨年度学校内で立ち上げた国際化教育委員会で

取り組みについて説明し、学校全体に協力を仰いだ。国際教室の取り組みの一番の

目的は生徒が在籍学級で輝けるようになることであることから、常に在籍学級の

ことを意識し、在籍学級担任、教科担当教員、学年主任、そして進路担当教員とも

随時相談しながら取り組みを進めた。 

 当該生徒の持っている包括的なことばの力を、教科の日本語に結び付け、日本語

固有の力につなげることはできないかと考えこの実践を考えた。また、中学卒業後

のキャリア形成も視点に入れたうえで取り組みを開始した。 

＜バディからのメッセージ＞ 

母国で培った力を十分に活用できる授業を展開することで、苦手な日本語での発話を促し自

信を持たせる実践でした。また、取り出しで見られた「生徒の本来の力」を積極的に校内に

発信して共有し、在籍学級の授業担当者と共に支援できる体制を作るという、意義のある取

り組みができたと思います。 
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1．単元名・活動名

啓林館 数学３ 6章「円の性質」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学校 3年  人数：1人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ
ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 
年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く ● 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む ● 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す ● 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く

話す
3 

・円周角と中心角の関係などを

示す数学用語を理解しながら、

解答できる。

・グループ活動において、既習の

基本的な語彙・表現・文型を使

いながら主に単文で、友達が理

解できるように説明することが

できる。

F 

・円周角と中心角の関係などを示す数学

用語を理解することができる。

・論理的構成を意識し、何を伝えなければ

いけないのか、どうすれば伝わるのかを

考えながら、グループの仲間に説明でき

る。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 対象生徒は来日約 1年の中国籍の生徒である。中国の中学校を卒業し来日したが、日本の高校に進学

するために、学年を一つ下げ中学 2年に編入した。数学、理科、英語においては日本の中学校の学習内

容はほぼ学習済みで能力も高い生徒であるが、日本語ゼロでの来日だったため、教室での授業や試験に

は苦慮している。けれども特に数学においては得意分野であり、来日直後のサバイバル日本語の学習時

期であっても授業に参加し、試験にも挑み、結果を出してきた。しかし 3 年生になり受験が迫る中で、

焦りと共に自信を喪失しつつある状況である。 

そこで、当該生徒の母国で培った数学の力を教科学習のなかで日本語固有の力につなげることはでき

ないかと考えた。本単元のねらい 2点は、対象生徒が母国で既に学習しており、教科の学習内容は理解

できているという状況であることから、数学の学習の中で包括的なことばの力をフルに活用しながら「話

す」力を育てることはできないかと考え、授業計画を立てた。当該生徒の数学の力を日本語に結び付け

ることで、日本語の習得につなげたい。日本語を習得することで、授業に積極的に参加でき、グループ

活動でも活躍できるようになることで、自信を取り戻させたい。自信を取り戻すことで自身の日本での

将来に希望を持ち、今後のキャリアにつなげていってほしいと願い、この実践を進めることとした。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

教科の学習内容（円周角と中心角の関係など）について友達に日本語で説明できる 

＜教科のねらい＞ 

1.円周角と中心角の関係をみいだし、具体的な場面で活用することができる。

2.円周角と中心角の関係について学んだことを生活や学習に活かし、円周角と中心角の関係を

活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとすることができる。
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６．指導計画（計 4時間：先行学習 2時間＋補充学習 1時間＋事後学習 1時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの

力 

〇教科 

♡エンパワーメント

1 母国での学び

を活性化し、

日本での学習

に結び付ける 

 母国で学習したことを話

す。

 日本語で書かれた文章問題

や 証明問題を中国語で解

いてみる。

☆自分が知っているこ

と  を単文で伝え

ることが  できる。 

☆この単元で出てくる

数  学用語を知る。 

〇★数学用語を理解で

きる。 

♡数学的な内容を充分

に理解できていること

はわかっているという

ことを生徒に伝えるこ

とで、自信を持たせる。 

２ 日本の数学で

用いる用語や

定理が書ける

ようになる 

 教科書に書かれている定理

を 中国で学習した言葉と

対応させながら確認する。

 確認した内容を日本語で読

む。

☆支援を得て、単文で定

理説明できる日本語

の力をつける。

〇★数学用語を理解で

きる。 

★論理的構成を意識し

ながら、教科の学習

内容を説明すること

ができる。

♡在籍学級での学習に

意欲を高める

在

籍 

〇教室での授業で、課題に取り組む。 

３ 

本

時 

教科の学習内

容について、

日本語で友達

に説明できる

ようになる。 

 授業プリントの内容を、日本

語 で説明できるようにな

る。

 数学の解答としての日本語

と友達に説明するときに使

う日本語の違いを理解する。

☆自分の知っている日

本語で教科学習内容

について表現できる

よ  うになる。

★友達に説明するとき

に、相手に理解しても

らうためには何をどの

ような順番でどう伝え

なければいけないかを

分析し整理することが

できる。

♡在籍学級での学習に意

欲を高める。

在

籍 

〇グループ活動に日本語で参加し、友達に説明する 

４ 振り返り  授業の中での友達とのやり

取りや自分の想いを実践者

に話す。

☆自分の気持ちを日

本  語で伝えるこ

とができ  る。

☆自分の体験を主に

単  文で話すこと

ができ  る。

★教科の学習内容につ

いて、多角的・批判的視

点をもった議論ができ

る。

♡在籍学級での学習に意

欲を高める。
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７．本時の指導 

ねらい（目標）  

在籍学級でのグループ活動で教科の学習内容について、日本語で友達に説明できるようになる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科  ♡エンパワーメント

2 １ 本時のねらいを確認する。 ・在籍学級の授業で、グループ活動に参加し、

友達 に説明するための練習をするということ

を押さえる。

5 ２ 授業プリントの問題を確認する。 

・中国語でよいので、問題を解いてみる。※

写真１

・教室での授業の内容を確認する。

◯★中国では既に学習している内容なので、課

題は    十分に理解している。

♡中国語だと、すらすらと書くことができる。※

写真２

◯★日本の数学のフォーマットで、証明問題を

解く。

☆証明問題で使われている数学用語を正しく書

く。

・受験を見据えて、得点できる書き方ができる

ように

なる。 

５ ３．本章で使われている数学用語を確認す

る。 

・日本語で言えなくても中国語で学んだ言葉

を書

 くことで、相手に伝わることを理解させ

る。 

T：ここは何度になるの？ 

S：９０°です。 

T：どうして？ 

S：ここの円周角です。（直径を指さす） 

T：ここは何と言いますか？ 

S：、、、 

T：言えなくても大丈夫。ここに書いてみてく

ださい。 

・言葉が出てこないときは、ホワイトボード

に書くように促す。※写真３

T:日本でも同じ漢字を使いますよ。 

T：読み方は、「ちょっけい」です。 

T：この角は二つの三角形両方同じだね。 

  この時は何と言うのかな？ 

S：、、、、 

T：中国語でいいから書いてみてください。 

S:（共同と書いた。） 

T：日本の人はこれでわかりますよ。自信をも

って！ 

☆これまでに学習した定理や数学用語を日本語

で  正しく、相手にわかるように言えるよう

になる。

♡数学的な能力は充分にあることを認めること

で、 生徒の自信につなげる。

★対象生徒にとって答えは容易に導き出せる。

★母国で学習したことを提示させる。

♡日本語と中国語で同じ言葉もあることを生徒

に 伝え、書くことで相手に伝わるという

ことを実感させ、安心感を与える。 

♡ 全く同じ漢字でなくても、伝えることはでき

ることを生徒に示し、自信を持たせ、積極的に

コミュニケーションをとれるようになる。
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T:日本の数学では、共通と書きますが、意味

は同じ 

  ですよ。 

S:なんと読みますか？ 

T:「きょうつう」と読みますが、説明する時

に書けば 

  わかりますよ。 

S：はい。 

3 ４ グループ活動で、友達に説明できるよう

になる。 

・中国語で書いたプリントを見ながら、前段

で学習

 した日本語を使ってホワイトボードに書い

てみる。 

※写真４

T：私がグループの友達だと思って、この問題

を教えてください。 

T：どうしてここが９０°になるの？ 

S：直径の円周角は 90°だから。 

T:ほかに同じ角はありますか？ 

  この図のどこかな？ 

・ホワイトボードに書いた図を指し示しなが

ら、説明

 できるようになる。※写真５ 

S：この角とこの角が等しいから相似 

  （相似条件を言う） 

T：こことここが同じなのね。 

S：だから△ABC 相似△ＥＤＣ 

Ｔ：△ABCと△EDC は相似なのね 

・記号をそのまま読むのではなく、言葉で話

せるようになる。

★相手にわかってもらえるように、論理的構成

を意識しながら説明の方法や内容を考える。

☆前段で学習した日本語の言葉を使って言える

ようになる。

☆「どうして？」と聞かれたときに、「～だか

ら」と答えることができる。

♡指さしでも十分伝わることを体験することで、

安心

  して友達に説明できるようになる。

☆解答を書くときの書式と、友達に説明したり

話したりする時の言い方は違うということを認

識させる。

9 ５ 今日の授業の中で出てきた言葉を使っ

て、どのような問題が出てきても説明できる

ようになる。 

・高校の入試問題を友達と一緒に考える場

面を想定して、練習させる。

☆「大きな声で言いましょう。」「ゆっくりでい

いので、はっきり言いましょう。」等の声掛けを

し、相手にわかるように話ができるようにな

る。

・数学の力は充分にあるので、高度な問題に取

り組ませ、自信をつけさせる。

1 6 ふりかえり 

T：次の数学はいつですか？ 

S：明日です。 

T：隣の子や班の友達とたくさん話して 

  くださいね。 

S：、、、はい 

T：今日の授業では私にとても上手に教えて 

 くれましたよ。教室でも大丈夫！ 

  頑張って！ 

♡自信をもってグループ活動に参加するよう、声

掛けをする。
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8.児童生徒の変容

当該生徒は引っ込み思案で母語でも積極的に友達に話し掛けるタイプではない。非常に礼儀正しく、

学習には意欲的に取り組む生徒である。学習能力も高いので、日本語の吸収は早かったが、友達と話す

ことには消極的で、クラスにはなかなか溶け込めない様子があった。中学 3年に進級し、受験に向けた

説明会や試験も始まり、このままでは日本の高校に行けないのではないかと日本での将来への不安を口

にするようになり、教室でも授業に積極的に参加する姿は見られなくなった。数学の授業ではただ黙々

と問題を解くだけで、ペア学習やグループ活動において発言することは全くなかった。 

 実践の初めの段階で、中国語でも日本語でも数学の証明問題を考える課程は同じなのだから、日本語

で書かれた問題を読んで、中国語で書いてみるように促した。※写真１参照 数学的な理解は十分にで

きていることをアピールでき、認められることで、次第に授業に前向きに取り組むようになってきた。

そこで、日本語でどう言ったらよいのかわからないときには、まず中国語でホワイトボードに書くとい

う活動を繰り返した。※写真３参照 中国で学習した内容は日本の数学でも十分活用でき、当該生徒の

持つ数学の力と包括的なことばの力を用いることで、日本語で書かれていても難易度の高い問題に取り

組むことができるということを、この実践を通して生徒に伝え続けた。また図を指し示すことで、相手

に伝える活動も取り入れた。※写真５参照 これまでは何か伝えなければいけない時にはすぐにタブレ

ットの翻訳機能を使い、無言で相手に画面を見せることしかしていなかったため、会話は全く成り立っ

ていなかった。しかしこの活動を繰り返していくうちに、単語であっても中国語であっても文字を書く

ことで友達とコミュニケーションが取れるということを当該生徒も周りの生徒も気づくことができ、指

差しや指示語だけでも十分相手に伝わるということにも気づけ、気持ちが前向きになっていった。そこ

で数学担当教員にこの取り組みの主旨を伝え、グループ活動の際に使うプリントを事前に渡してもらい、

取り出し指導の中で友達に説明する練習を重ねた。次第にグループ活動において意見を求められること

が増え、当該生徒がグループのメンバーに熱心に説明する姿が見られるようになった。 

 国際教室での放課後学習の際には、その日の振り返りをしている。最初はうつむいて首を振るばかり

であったが、実践が終わってからは、その日あったことを何とか言葉で伝えようと頑張るようになった。

友達の名前が出てくるようにもなり、明るい笑顔も見られるようになってきた。  

この実践を通して当該生徒と関わっていく中で、母語の力を認め活用することは、非常に有効な大き

なエンパワーメントになったと実感した。今までに培ってきた母語の力や母語による学習経験を活用す

ることで、日本語の力を構築し、日本の学校の授業に日本語で参加できるようになり、学校での居場所

も作ることができるのだということを改めて強く感じた。 

これからも当該生徒が日本での将来に希望を持ち、夢を持って生きていけるよう、卒業まであとわず

かな日数ではあるが支援を続けていきたい。 
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＜写真１＞ 

＜写真２＞ 

＜写真３＞ 
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＜写真４＞ 

＜写真５＞ 
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実践記録集 No. 34 中学生 

実践者名 南﨑 亜樹彦 （ユッカの会 ボランティアスタッフ） 

実践区分 NPO オンライン プロジェクト活動 

実践地域お

よび場所等

の特長 

私がボランティアとして参加させていただいているユッカの会は、1988 年設立の

横浜市を活動拠点とする団体で、その目的は『活動を通じて、中国残留邦人帰国者家

族および外国につながる人々とボランティアが“ともに学び、ともに楽しむ”姿勢で

心豊かに充実した生活を送る。』ことである。学習者数は 2023 年 12 月現在で 255

名、ボランティア数は同 203名。活動内容は、教科学習支援、日本語学習支援、各種

交流会、パソコン教室その他多岐にわたっている。ユッカの会のボランティアには、

『学習者に寄り添って、学習者の希望に耳を傾け、その方にあった学習を工夫してく

ださるお気持ちのある方、ともに学ぼうというお気持ちのある方ならどなたでもご参

加いただけます。』とある（以上、ユッカの会のウェブサイトより）。 

私は、2018 年からユッカの会のボランティアとして参加させていただいているが、

自分が『できることを、できる範囲ですることができる』ため参加しやすい。また、

学習者とのマッチングは丁寧に行われ、定期的な学習状況のフォローアップやボラン

ティアの集まりもあり、遠隔地でオンライン中心の活動をしている私にはたいへんあ

りがたい。 

本実践の 

ポイント 

オンラインレッスンのため、毎週のレッスン前に Gmail と Google Drive で、教材

を事前に対象生徒と共有。過去のレッスンの概要を記載したレッスン記録も共有し、

これらは対象生徒の保護者も閲覧できる。これにより、自分のレッスンへの心構えと

緊張感を維持するようにしている。 

教材は、Microsoft Copilot を使って、問題とその解答や、日英での語彙説明と例文

を作成し、時間短縮と品質向上を図った。また、NHK NEWS WEBを活用し、対象生

徒に日英で同じテーマのニュースを読んでもらい内容理解を深めることができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

オンラインでの授業という形式では、説明が中心で、会話が指導者側からの一方通行にな

りがちだが、本実践を授業参観させていただいた中では、説明が丁寧できめ細かく、その都

度、生徒への問いかけも行っていて、効果的な授業を実践されていると感じた。 

授業は週１回、１時間程度で実施されている中、９月～12 月の中で５回ほど参観させてい

ただいた。当初は、生徒からの反応が今一つの感もあり、テーマの設定がどうなのか、日本

語の理解ができているのか、授業の進め方が早すぎないか、などの課題を感じたので、南﨑

さんとも話し合う機会に、率直に私からお話しさせて頂いた。その後、本人がテーマを選択

できるようメニューを複数おくことや授業の進度を少し遅くすることや作文のところで言わ

んとする概要を英語で話したうえで日本語に落とし込む作業への改善など工夫され、本人の

学習意欲や発出する日本語の的確さが増したと感じた。最後に参加した授業では、本人が自

信を持って日本語で答える姿が印象的であった。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「日本語でたくさんはなそう！」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：国際バカロレアのインターナショナルスクール Grade9（中３相当） 人数：1 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む ● 

聞く・話す 

ステップ

5

書く ● 

読む 

聞く・話す ● 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞く・話す ６ 

・様々な接続表現や指示語などを用

いて、まとまり(結束性)がある話

ができる。

F 

・中学から⾼校の教科学習内容（抽象的

な概念、実社会に関わる話題など）に

ついて、多⾓的・批判的視点をもった

議論ができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

対象の多文化多言語の児童生徒は、家庭では中国語、学校ではインターナショナルスクール（インタ

ー）であるために英語を話している。ユッカの会で日本語を学習する目的は、日本語でコミュニケーシ

ョンができるようになるための会話力を身につけることであることから、対象生徒との学習は、オンラ

インによる 1 時間のレッスンを行っている。2023 年 8 月から Go Easy のほかインターでも使ってい

る GENKI を用いて始めた。その後、「キャラクターと学ぶリアル日本語会話」（アルク）などを使用し

たが、対象生徒が日本語でことばを発するようなレッスンができなかった。そのため、ユッカの会のコ

ーディネーターと日本語話者である対象生徒の保護者に、レッスンの内容や進め方について相談したと

ころ、教材や進め方が対象生徒のニーズにマッチしてないことが判った。そこで、2024 年 1 月からは、

教材はGo Easy、GENKI、NHKやさしい日本語ニュース（現やさしいことばニュース）を使用するこ

ととし、途中 5 分ほどの休憩を挟みながら、当面の間、対象生徒の保護者もレッスンに同席する形で進

めることになった。保護者によれば、「キャラクターと学ぶリアル日本語会話」のテキストは、対象生徒

と登場人物の世代が違いすぎて会話にリアリティがなく、馴染めなかったそうで、対象生徒のニーズを

掴めていなかったことを反省した。英語と中国語の二言語を不自由なく話せる対象生徒が、日常生活で

使わない日本語をさらに学ぶモチベーションを高めるために何ができるか、あらためて考えた。 

そこで、本プロジェクトでは、２つのねらい（目標）を設定した。ねらい①では、学生の日常会話に

触れて、インターで交わされている英語での会話のイメージで、日本語でのカジュアルな会話にも関心

を高めてもらえるよう、会話の内容についての問題を口頭で答えることや、シャドーイングを取り入れ

るようにしたい。そして、ねらい②では、対象生徒からインターでは英語でディスカッションする授業

があると聞いたので、時事問題を扱ったやさしい日本語ニュースを取り上げ、会話の内容についての問

題を口頭や、短い文を書いて答えてもらうことを取り入れることとする。また、同じ内容を扱っている

NHK WORLD JAPAN のニュースの URL を参考に提示して英語で考えて、日本語で話してもらうこと

も試みたい。 

５．単元の評価規準 

課外（NPO・ボランティア活動）のため、該当なし 

① 学生同士の会話の内容を聞いて、その内容に関する問いや感じたことを自分のことばで話すこと

ができる。

② やさしい日本語で書かれた時事問題に関するニュースを読んで、その内容に関する問いや考えた

ことを自分のことばで話し、書くことができる。
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６．指導計画（全 18 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

1

～

18 

日本語での会

話の楽しさを

知る。 

＜前半＞ 

『会話でひろげる日本

語語彙 Go Easy』を用い

た会話学習 

学生のカジュアルな

日本語で会話するた

めの語彙や表現力。 

日本語で英語と同様に友達などと

話すことで、複数言語でコミュケ

ーションを楽しめる力。 

英語力を日本

語の理解に活

用する。 

＜後半＞ 

『やさしいことばニュ

ース』を用いた読解と作

文の学習 

ニュースを読んで自

分の考えを話すため

の語彙や表現力。 

英文で理解できる時事問題につ

いて、日本文でも理解できるよう

になる力。 

７．本時の指導 

（17／18：12 月 3 日実施分） 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

30 会話でひろげる日本語語彙 

・ テキストのオリジナル音声を繰り返し

聴き、シャドーイングも繰り返して若者

の会話の語彙や表現を身につけてもら

う。

・ 語彙や表現、会話の内容について、意味

を答えてもらったり、言い換えてもらっ

たりする。実践者は、やさしい日本語で

説明や問いかけをして、対象生徒の理解

度を確認しながら、必要に応じて英語表

現を示して理解を深めてもらう。

教材サンプル① 

☆語彙の説明と理解には、英語での例文も示して、対

象生徒の理解を深める。

☆カジュアルな表現からていねいな表現に言い換え

てもらうことで、対象生徒の会話力を育てる。

☆対象生徒が理解した内容について、日本語でアウト

プットする力を育てる。

☆シャドーイングは、スピードや間合いを都度調整し

て、対象生徒が自信をもって発話する力を育てる。

★会話の内容を英語で要約してもらい、内容の理解度

を確認し、不十分であれば、それを補う問いかけをし

て、日本語会話でもコミュニケーションができる力を

養う。 

25 NHK やさしいことばニュース(前半) 

教材サンプル②、③ 

・ ニュースを読む前に、語彙と表現と使い

方をいっしょに見て、意味を確認する。 

・ ニュース音声の聴き取りと音読。

・ ニュースのキーワードの抽出とそれを

つかったニュース内容の要約

・ ニュースの内容に関する問題を読んで

解く。

・ ニュースを読んで考えたこと、感想など

を自由に話してもらう。

☆語彙と表現と使い方の説明と理解には、英語での例

文も示して、理解を深めてもらう。 

☆音読の前に、実際のニュースの音声を聴いて内容を

把握する力を育てる。日本語の音読の力を高める見本

としても聞いてもらう。 

☆ニュースのキーワードを使って、自分が理解した内

容を日本語で表現する力を育てる。 

☆問題を答える際、その根拠や理由を話してもらい、

自分の考えを話すための語彙力や表現力を育てる。 

★英語で理解できる時事問題について、日本語でも多

⾓的・批判的視点をもった議論ができる力を育てる。 
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教材サンプル① 
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教材サンプル② 

教材サンプル③ 
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（18／18：12 月 10 日実施分） 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

30 会話でひろげる日本語語彙 

12 月 3 日実施分と同様 12 月 3 日実施分と同様 

25 NHK やさしいことばニュース(後半) 

・ ニュースの要約の穴埋め問題をやって

もらう。

・ ニュースの内容に関する問題を読ん

で、短い文で答えを書いてもらう。

・ ニュースに関連するテーマについて、

自分の考えを書いてもらう。関連する

英文ニュースも提示して、考えをまと

める際の参考にしてもらう。

☆要約の穴埋めにより、前回のレッスンで学んだ語

彙や表現の定着を図る。

☆ニュースの内容に関する問題は、日本語と英語で

示して、質問の意図を明確に理解してもらった上

で、前回のレッスンでは口頭で答えた内容を書い

てみることで、自分の考えを話すための語彙力や

表現力の定着を図る。

★英語で理解できる時事問題について、日本語でも

多⾓的・批判的視点をもった議論ができる力を育

てる。

8.児童生徒の変容

対象生徒の変容について、ねらい別に述べていく。

＜①のねらいについて＞ 

 対象生徒に、会話の内容を短くまとめて英語で話してもらうことにした。会話のため、短くまとめ

ることに少し苦労しているが、これにより対象生徒が、会話の内容を理解できていることがわかっ

た（やさしい日本語ニュースの内容を短くまとめて日本語で話してもらうことも、ポイントを外す

ことなくできるようになっている）。

 語彙について、知らないことばがあるか問いかけてもなかなか自分から質問することはないので、

私から丁寧に語彙を説明することにした。さらに、一部の語彙の意味について、対象生徒に質問し

て答えてもらうことにしたところ、考えながら自分のことばで答えてもらえるようになった。

 会話の内容について確認する問題については、会話全体の文脈を踏まえ、概ねポイントを押さえた

解答ができるようになっている。

 やりたいことが多すぎて困ることがテーマの会話では、対象生徒が自らやらなければいけないこと

が多くて困ることがあるという話をしてくれた。

＜②のねらいについて＞ 

 読むやさしいことばニュースのテーマを、私が提示した 2つのテーマから対象生徒にどちらかを選

んでもらうことにした。対象生徒は、かなり悩んで選ぶこともあり、日本語のニュースを読むこと

への関心が高まっているのではないかと想像している。

 従来は、1 回 25 分ほどで一つのニュースのレッスンをしていたが、これを 2 回に分け、合計 50

分ほどで取り組むことにした。これにより、丁寧に語彙の説明や、作文の解説ができるようになっ

た。一部の語彙の意味について、対象生徒に質問すると考えながら答えてもらえるようになった。 

 ニュースの内容について確認する問題については、解答についてその解答の根拠をさらに尋ねると、

文脈に即して概ね論理的に説明できるようになっている。作文を訂正する理由や他の表現について

の私からの説明については、まだ対象生徒から質問されることはないが、こちらからの問いかけに

は都度答えるので、説明はよく聞いてもらっているように思われる。
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＜その他＞ 

 レッスンに同席していた対象生徒の保護者が、対象生徒が私の問いかけにことばが詰まった時など

には、すぐに中国語で対象生徒に補足説明をしていたため、対象生徒も安心して取り組むことがで

きたと思われる。

 レッスンの途中で 5分間、カメラと音声オフの休憩を入れたことも、学習にメリハリをつけること

ができてよかったものと思われる。対象生徒は、いつも 5分経つ前に自分から戻ってきて、意欲的

に参加している。
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実践者名 
北場 夏紀 （兵庫県立芦屋国際中等教育学校 教諭） 

丸山 多賀子（兵庫県立芦屋国際中等教育学校 日本語講師） 

実践区分 中学校  取り出し指導・入り込み指導  在籍学級（少人数指導扱い） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は、兵庫県立の中等教育学校である。１年生から６年次まで各学年 80 名、

全校生約 480 名の小規模校であるが、多文化多言語の児童生徒を対象とした入試

枠があり、全校生徒の約 75 パーセントの生徒が何らかの形で外国とのつながり

を持っている。入学時に筆記とオーラルインタビューで日本語運用能力を測り、日

本語支援を必要とする取り出しクラス（日本語クラス）の生徒を決定している。レ

ベル設定は年度によって異なるが、約 25 人～30 人程度が毎年取り出される。中

国、ネパール、フィリピン、ロシアなど、国も母語を含む背景も様々である。 

日本語クラス生は、国語の時間は各自のレベルに合わせたクラスで、日本語の専

任講師が指導をしている。また、理科・数学・社会の時間には少人数クラスに入り、

教科担当教員とそれぞれの母語話者である外国語講師とともに授業を受ける。そ

の支援は手厚く、考査問題や日々の配布プリントの翻訳、学校生活のサポートなど

多岐にわたる。しかし、このような支援の輪の中にいるのは中学２年生までとなっ

ており、３年生以降は基本的に在籍学級での一斉授業を行っている。 

 生徒は県内全域から集まっており、２時間ほどかけて通学している生徒もいる。

そのため、地域の中で生徒がどのように生活しているのかまではなかなか把握で

きていない現状にあるが、保護者(PTA)と学校との距離感は近く、各種行事には多

くの保護者が来校し、情報交換を行っている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、文語詩である島崎藤村の「初恋」を自分の言葉（現代語）で再構成す

る取り組みである。韻文であること、時代背景や文語表現の理解が必要なことな

ど、指導上の課題となることは多くあるが、中学３年生の生徒達にとって「初恋」

というテーマは各国共通して共感される可能性があると考える。文語表現や象徴

の解釈も含めて、内容理解と表現力を必要とし、在籍学級の生徒にとっても難易度

が高い活動であるが、各自の母語を活用することで心理的ハードルを下げ、深い内

容理解と豊かな表現活動を目指した。生徒は母語を通して作品の理解を深め、更に

は日本語の表現にこだわって「自分の言葉」として詩の世界を楽しむことができ

た。 

＜バディからのメッセージ＞ 

生徒の母文化や母語等を効果的に活用され、古典の面白さを感じ、日本語の力を磨く授業で

した。包括的にことばのちからを活用することで、詩意を理解することに留まらず、詩情を

味わい、生徒の情感のこもった文章で表現することができたと思います。 
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1．単元名・活動名

国語「初恋」島崎藤村（『現代の国語３』三省堂、P156） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学校３年生  人数：１名（※取り出しクラス全６名） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く F 

読む F・E 

聞く・話す F・E 

ステップ

5

書く C・D E 

読む B・C・D 

聞く・話す C・D 

ステップ

4

書く B 

読む 

聞く・話す B 

ステップ

3

書く ①A

読む 

聞く・話す ①A

ステップ

2

書く 

読む ①A

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

①A：中１で来日、滞日年数は２年、ネパール語
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

入学時に学校独自のプレイスメントテストを実施し、その結果とオーラルテストの様子を鑑みて、

日本語指導が必要な生徒を抽出する。日本語指導としては原則中１・中２の二年間が対象期間となる

が、３年生進級時に特に必要と思われる生徒については、国語科の時間を取り出し指導として授業を

行なっている。 

今年度国語の対象生徒は６名であるが、中でも対象生徒①A は来日が他生徒より半年以上遅れてお

り、取り出しクラスの中でも日本語力に差があるため、本指導案については対象生徒①A に特化して

作成した。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 

読

む 
３ 

・韻文のリズムを意識しながら、安定した

速さで読める。 

・歴史的仮名遣いの決まりを理解して、現

代仮名遣いで読める。 

・日常で用いられるごく基本的な既習の漢

字がいくつか読める。 

E 

・作品に用いられた表現について、その

言葉のもつイメージや意味を理解し、作

品の主題を捉えることができる。 

・ＩＣＴを活用して、自分の母語翻訳と

比較することで、作者の表現の工夫につ

いて考えを深めることができる。 

書

く 
４ 

・作品の表現の工夫をふまえて、文語詩を

自分の言葉で現代語訳することができる。 

・日本語の語彙や表現を増やし、詩のリズ

ムを意識して書くことができる。

・既習の語彙や表現、文型を使い、詩を書

くことができる。 

E 

・作品の主題を踏まえて、効果的な表現

や語彙を使うことができる。 

・書いたあとに読み返して、適切な表現

になるよう、推敲できる。 

教科の目標 

（１）詩の形式をふまえて音読し、日本語の言葉のリズムや響きを楽しむ。

（２）表現の特徴やその効果を捉え、作品を味わう。

（３）母語で「初恋」を翻訳・再構成することで、作品のテーマや作者の表現の仕方について

考えを深める。

日本語の目標 

（１）母語の詩の形式を意識することで、日本語の詩の特徴を掴む。

（２）重要な象徴である林檎について、日本と各国の文化でのイメージの共通点や相違点につ

いて考え、象徴についての理解を深める。

（３）母語で「初恋」を翻訳・再構成することで、作品のテーマや作者の表現の仕方について

考えを深める。

（４）母語の翻訳版から現代語訳を作ることで、日本語の語彙や表現を増やそうとする意欲を

養う。
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

本単元は、中学校学習指導要領国語科編第３学年の内容Ｃアに基づいて設定している。対象生徒

は来日２年の生徒で、ネパール語・英語での読み書きは学年相当の力があり、理解力も高い。また、

日本語での日常会話や授業でのやりとりについてはかなり力がついてきており、最近では授業内で

の発話も増え、日本語を話したい・使いたいという意欲の高まりが見られる。しかしながら、日本

語の読み書きについては、漢字の難しさなどから苦手意識を持っており、思い込みで文章を捉えた

り、簡単な表現で済ませたりしてしまう面が見られる。 

本単元の教材の「初恋」は文語定型詩である。文語詩であるということは、古典の学習の延長線

上に位置づけられるという面を有しているが、対象生徒の母文化であるネパールにも古典としての

詩があることに関連づけ、時代を超えて伝わってきた作品として前向きに作品に触れさせたい。近

代詩という点でも、文語詩という点でも特徴的な教材であるが、内容としては初恋の叙情は学習者

である中学生にも時代を超えて共感される可能性があると考える。 

そこで本実践では、詩の表現の特徴とその効果を捉えるために母語の翻訳を通して内容を理解し、

作品の現代語訳バージョンを作成することを試みた。授業前に、外国人生徒教育推進員のネパール

語の先生に協力を仰ぎ、先行学習としてネパール語の詩について母語で既習内容と基礎知識の確認

を行なった。同時に日本語の韻文に関するごく簡単な内容についても押さえ、授業への心理的ハー

ドルが少なくなるようにした。実際の授業に際しては、まず、言葉のリズムを意識して音読するこ

とで、日本語の言葉の響きの面白さや定型詩の特徴を押さえる。次に、時代背景や文語表現につい

て、視覚支援を用いながら作品の設定とともにおおまかに捉えた上で、詩の内容を自分の母語に翻

訳する活動を行う。母語に翻訳するには、言葉の意味はもちろん、その背景を理解することが不可

欠である。母語への変換を通して、作品の中の言葉と向き合い、作者の意図や表現の工夫に迫るこ

とを狙いとした。また、母語でのよりよい表現を探すことで言葉の感覚を磨き、詩としての表現を

考える機会になることも期待した。対象生徒は母語の力は十分にあると考えられるため、母語の表

現は語彙レベルとしても高くなると予想される。その母語力を生かした翻訳版から再度、日本語現

代語訳バージョンに変換することで、日本語の語彙を増やし、詩全体を通した内容理解の深まりを

目指した。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・文語定型詩の特徴について理

解し、リズムを意識して音読し

ている。 

・作品の主題を表現するための

語彙や表現を調べ、現代語訳に

生かそうとしている。 

・母語への翻訳を通して、詩全

体を通した物語の展開の仕方な

どを捉えている。 

・作品の主題や表現の工夫を踏

まえて、日本語の現代語訳に取

り組んでいる。 

・作品の象徴について、母文化

と比較することでイメージをふ

くらませている。 

・母語への翻訳を通して、現代

語訳を自分の表現として取り組

もうとしている。 
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６．指導計画（全７時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

１ 

先 

韻文（詩）につ

いて基礎的な

知 識 を 確 認

し、詩の学習

に 意 欲 を も

つ。 

（先行：取り出し） 

・ネパール語の韻文の特徴（韻

をふむ、音のリズム）について

基礎的な知識を確認する。 

・詩の基本的な用語に

ついて、日本語での表

現できるようにする。 

★♡ネパール語の詩を読

み、詩（韻文）の学習に

ついての意欲をもつ。

○詩（韻文）の特徴につ

いて理解する。 

２ 文語詩の特徴

を踏まえ、言

葉のリズムを

意識して音読

できる。 

（小集団一斉） 

・詩の形式をふまえて音読し、

言葉のリズムや響きに慣れる。 

・詩の構成やリズム（連・行数・

音数）について確認する。 

・歴史的仮名遣いのル

ールを理解し、現代仮

名遣いで読める。 

・詩のリズムを意識し

て楽しんで音読するこ

とができる。 

★詩の構成・技法につい

て、母語の詩と比較でき

る。 

○詩の構成（連・行数・

音数）や表現の工夫を捉

える。 

３ 文語表現に注

意して、詩の

大まかな意味

がわかる。 

（取り出し：支援教員） 

・文語表現に注意して、詩の大

まかな意味を捉える。 

・各連の内容をまとめ、時間の

経過による人物の関係の変化

と深まりを押さえる。 

・文語表現の助詞、助動

詞に注意して時制を正

しく捉えることができ

る。 

・人物の関係と動作を

主語を明確にして説明

できる。 

★時間の経過による人

物の関係の変化を理解

できる。 

○比喩表現を具体化し

て説明できる。 

４ 作品の主題と

表現の工夫を

捉えて、翻訳

に取り組むこ

とができる。 

（小集団一斉） 

・詩の形式や言葉のニュアンス

に注意して「初恋」を母語に翻

訳する。 

・象徴としての「林檎」につい

て理解し、作品のイメージを膨

らませる。 

・詩の中の表現に注意

して、「林檎」が表すイ

メージを説明できる。

★言葉や表現のイメー

ジについて言語による

違いを考え、言葉の感覚

を磨く。 

○「象徴」の果たす役割

について理解する。 

５ 作品を自分の

母 語 に 翻 訳

し、発表する

こ と が で き

る。 

（小集団一斉） 

・「初恋」を母語に翻訳し、音読

して紹介する。 

・表現の特徴や主題を意識して

翻訳する。 

・時代背景を踏まえ、詩

の表現を理解できる。 

★作品の主題を踏まえ、

自分の母語に翻訳する

ことができる。 

♡母語での文字表現に意

欲をもつ。 

○詩全体を通した物語

の展開の仕方などを捉

える。 
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６ 「初恋」を母

語翻訳から現

代語訳にする

こ と が で き

る。 

（小集団一斉：支援教員） 

・翻訳したものを日本語現代語

訳し、自分なりの「初恋 現代

語バージョン」を作る。 

・ICT 機器も活用しながら、で

きるだけ自分のわかる言葉、わ

かる表現で日本語訳を作る。

・日本語訳したものを音読し、

交流する。 

・学習の振り返りをする。

・ＩＣＴを活用し、日本

語の言い換え表現など

を調べ、語彙感覚を磨

こうとする。 

・自分の解釈に近い表

現を見つけ、詩の形式

を意識して表現するこ

とができる。

★言葉にこだわり、自分

の解釈を文字化して表

現することができる。 

★ネパール語の詩の特

徴を踏まえ、文末表現・

比喩などの工夫に活か

すことができる。 

○自分の表現で「初恋」

を再構成することで、作

品のテーマや作者の表

現の工夫について考え

を深める。 

７ 現代語訳バー

ジョンを交流

して、詩（表

現）を楽しむ。 

（在籍学級一斉） 

・各自の現代語訳バージョンを

発表し、感想を交流する。 

・表現の多様さに触れ、

詩を楽しむことができ

る。 

★原作の内容を踏まえ

て、他作品の表現の意図

することを理解する。 

○韻文としての表現の

工夫に気づくことがで

きる。 

７．本時の指導（４／６）細案 

ねらい（目標） 作品の主題と表現の工夫を捉えて、翻訳に取り組むことができる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント

5 ・本時のめあてを確認する。

・日本語の「初恋」を音読する。

→言葉のまとまりと、連のまとまり

を意識して音読する。 

・言葉のリズム（七五調）について確認

する。 

○今日の学習内容について確認し、日本語詩を母語で表現

することへの意識を持たせる。 

10 ・「初恋」という言葉を使わずに、「初恋」

を母語で表現するとどのような表現に

なるか考える。 

・詩で繰り返し使われている言葉とそ

の言葉の持っているイメージを確認す

る。 

→君、初（はじめ）、髪、林檎

・特に「林檎」については「初恋」と関

連するイメージを共有し、詩の象徴と

して用いられていることを確認する。 

（資料①） 

○★各言語における「初恋」の象徴を確認することで、本

作品中で「初恋」の象徴として何が用いられているか、気

付かせる。

☆「君」、「はじめ」、「髪」、「林檎」について、わかってい

ることを確認する。（恋人、若い、美しさ、成人、赤、など） 

★上記について、それぞれの言語で複数の類似表現がある

か、振り返らせる。 

★林檎について、それぞれの文化・経験におけるイメージ

を発表しあう。 

★初恋の象徴としての共通点や相違点を考える。

○詩の中の林檎が初恋の象徴として描かれていることを

押さえる。 
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8 ・詩の形式（文語・四連構成・七五調・

一連四行）について復習する。

・各国の詩で、形式やリズムについての

きまり等があれば確認する。 

（資料②） 

○定型詩の特徴を確認し、翻訳の際の参考にする。

★♡自国の詩の特徴について関心を持ち、表現の工夫への

意欲づけをする。

・中国語 漢詩（絶句・律詩）→現代詩

・ネパール語 脚韻

・英語 頭韻・脚韻

25 ・表現の特徴や、作者の思いに注意して

母語に翻訳する。 

→言いたい内容を一番的確に表す表

現を見つけられるように、辞書やイ

ンターネットを使う。

（資料③） 

★日本語の直訳にこだわらず、意訳でよいこととし、母語

の詩としての韻律があるものになるようにする。 

★○各連の形式（一連四行）は、日本語のものと同じでな

くても良いこととし、各自の言語でのリズムと言葉のつな

がりを優先させる。ただし、林檎をモチーフに取り入れる

こと、四連構成にすること、母語での各連の様式はできる

だけ統一することとする。 

★母語での文語的表現などがあれば取り入れるよう助言

する。 

★ＩＣＴ機器の使用も可とし、翻訳機能の活用や複数の辞

書機能を活用して表現を比較するなど、自分の解釈に合う

表現を見つけるよう指導する。 

2 ・次時の学習内容を知らせる。 ○次時に母語訳を完成させ、訳した詩を発表することを伝

える。 

＜本時の板書＞ 

資料① 資料②   資料③ ネパール語初稿 

8.児童生徒の変容

本実践を通して、授業のねらいは概ね達成できたと感じている。多文化多言語の児童生徒にとって、

韻文であり尚且つ文語で書かれた文学作品というものは大変にハードルが高い。文語定形詩を解釈し、

自分なりの表現で現代語訳することは日本人の生徒でも難しい。しかし、恋愛がテーマになっている教

科書教材は実は珍しく、中学３年生の生徒は多くがこの作品を楽しんで学習している。時代を経て読み

継がれている文学作品としても、思春期の感性に響く作品としても、他の生徒とできるだけ同じように

触れられることができれば、と思い授業を行なった。 

実際の授業では、初めの音読や大意の把握などは、少し苦戦している様子も見られた。しかし、先行

学習で確認した母語の詩との比較や、それぞれの国の言葉のイメージの共有と精選などの活動を通し、

詩の表現の工夫や作者の意図に近づくことができた。また、日本語でそのまま解釈するのではなく、一

度母語で翻訳し、そのフィルターを通した上でもう一度日本語に直す活動をしたことで、内容理解には

明らかに深まりが見られた。 
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対象生徒は母語に翻訳する際、初めはグーグルレンズを使い、翻訳を大部分そのまま書いていた。し

かし、ネパール語から再翻訳する過程で自分のネパール語訳に違和感を覚え、ネパール語の表現を練り

直す様子が見られた。その後、再度日本語の現代語に直す際、ネパール語から英語への翻訳を挟んでい

た。本人に尋ねたところ、英語にしたのはおかしなネパール語になってしまったためだという。英語で

あれば、自分で表現の微妙な違いに気づけるから、とのことであった。また、本人が工夫した点として

は、「簡単なネパール語に直した」ことを挙げていた。「昔のネパール語は難しいから、今のネパール語

で自分のわかる言葉で書いた」とのことであった。本実践は、文語詩の大意を現代語で確認してその内

容を母語へ翻訳するというものだ。活動としては、現代語の使用を想定しており、結果としての表記も

現代語であったが、母語における文語表現ということも意識できていたようである。日本語からネパー

ル語、ネパール語から英語、そして英語から日本語へと、本人のもつさまざまな言葉の力をフル活用す

ることで、表現を工夫し、すばらしく詩情のある日本語の現代語訳をすることができた（資料④⑤）。特

に第二連と第四連は翻訳をすることで意味がよくわかり、よくわかったからこそ自分で書いた日本語表

現として納得のいくものになったようである。書くことの面においてはまだ語彙力が低く苦手意識のあ

る生徒だったが、内容を考えた上で自分なりの表現を追求して訳を完成させたことには充実感も感じて

いたように思う。加えて、単元の最後に在籍学級と合同で、各自の現代語バージョン作品の交流を行な

った際、自分の書いた詩を大クラスの生徒が「シンプルな言葉で、でもすごく優しい表現で素敵」と褒

めてくれていたのも自信に繋がった様子であった。 

ただ、その一方で、母語に翻訳したものをクラスで発表する活動は、手立てとしてあまり有効ではな

かった。発表にはあまり前向きではなく、普段、パブリックな場で発話することのない自分の母語で発

表する、というのがネックだったようである。「ネパール語を読むのが恥ずかしい」と言い、早口で発表

を終えてしまった。他にも同様の生徒がおり、様々な言語の「詩としての言葉の響き」を楽しむことを

目標にしていたが、母語の活用の仕方という点では配慮や日頃からの取り組みの必要性を感じた（資料

⑥～⑧）。

普段、対象生徒の指導については週３時間の授業のうち１時間を日本語講師の先生に協力してもらい

ながら行なっている。週１時間ではあるが、個別対応ができる時間があることで、生徒の理解度の確認

ができ、生徒自身も疑問を解決しやすくなっている。それぞれの指導者の見取りを共有することで内容

を精選し、授業内容に合わせて、取り出しか入り込みかを都度相談しながら進めることで、教材の理解

度は上がっていると思われる。今回、外国人生徒教育推進員の先生にお願いし、母語での先行学習がで

きたことは動機づけや学習者の力の見取りの点で効果があった。今後、包括的なことばの力をどのよう

に授業に取り入れて行くか、日々の実践で意識していくことが大切であると感じている。また、別の問

題にはなるが、後日対象生徒から「またこういう活動をするのか」と質問があった。本人としては、今

回の活動で書いたネパール語の自分の字が下手で嫌だった、とのことであった。日本の生活ではなかな

かネパール語を書く機会がなく、上手く書けなくなっていることに落胆したようである。彼女の様子を

見て、母語も日本語も（その他の言語も）使って考え、表現し、それを楽しみ誇れる環境ができれば、

と強く感じた。日本語固有の力と、包括的なことばの力双方にアプローチできる方法について、今後も

研究を進めていきたい。 
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資料④入り込み授業の様子 

資料⑤ 

資料⑥発表の様子  資料⑦ ネパール語第２稿  資料⑧ 日本語現代語訳 
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実践者名 青山 岳史（岐阜県可児市立蘇南中学校） 

実践区分 中学校  在籍学級（少人数指導扱い） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は総人口約 10 万人のうち、8.7%にあたる約 8,700 人の外国籍住民が暮

らしている地域にある公立中学校である。年々増加する外国籍住民と共に生きて

いくために、行政と学校と地域の NPO が協力して多文化共生のまちづくりを目指

している。本市には初期指導教室「ばら教室 KANI」が設置され、初めて日本で生

活する多文化多言語の児童生徒は、ここで約４ヶ月の間、初期の日本語や学校生活

について学ぶことができる。 

本校は市内の中でも外国籍住民の集住地域に立地していることもあり、本校の

在籍生徒数約 1,000 人のうち、およそ 2 割にあたる約 200 人が多言語多文化の

生徒である。そのうち 85 名（2024 年 10 月現在）が取り出しによる日本語指導

を受けている。日本生まれという生徒から中学生年齢で来日した生徒までおり、

「ばら教室 KANI」での指導を修了したばかりという生徒もいる。ブラジルとフィ

リピン 2 名ずつの計 4 名の母語支援員が配置され、4 名の日本語指導の教員と日

本語指導員（非常勤）と日本語スクールサポーター各 1 名で支援している。 

国際教室では日本語、国語、数学、社会を週５から８時間、それぞれの生徒の日

本語能力に応じて時間割を作成し、在籍学級の内容に合わせて日本語と教科の統

合学習や教科の補充を行なっている。道徳の時間は少人数指導扱いとして国際教

室に通う生徒が学年ごとに集まり、進路指導を含めて指導を行っている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、多文化多言語の生徒がそれぞれの自分の物語を考える活動を通して、

誰の物語も価値があり、対等であることに気づき、肯定的な自己理解につなげるこ

とをねらいとしている。多文化多言語の社会を生きる自分の今までとこれからを

見つめ、自己内省を通して「わたしの物語」をつくっていく。仲間と共に対話しな

がら、多言語で自分を見つめる環境をつくることで包括的なことばの力を高める。

そして自分の物語の発表は日本語で表現することで、日本語固有の力を伸ばす。 

また、自分の物語を国際教室で発表した後は、在籍学級の仲間に発表すること

で、多言語多文化の生徒の背景や思いをクラスの仲間が知る機会をつくる。 

＜バディからのメッセージ＞ 

青山先生の「わたしの物語」の紹介から始まった本実践は、生徒のやる気スイッチに火が

つきました。先生のホンキのメッセージに応えるかのように、いずれの生徒も「本当の自

分」と懸命に向かい合い始めたのです。その理由を生徒たちに聞いてみると、「先生と友

達に、自分のことをもっと伝えたいから」と。青山先生の生徒一人一人に寄り添った個別

支援と母語支援員とのコラボによって、先生方の愛情に包まれた安心感のなかで生徒たち

は、日本語固有の力を高めながら自分の想いを自分のことばで伝えようと努力していまし

た。この過程のなかで、生徒たちは人前で日本語を使って話すことにも自信を持つことが

徐々にできたようです。その証拠に、すべての生徒が在籍学級で「わたしの物語」を発表

することができました。卒業を控えた中３にふさわしい、素晴らしい実践でした。 
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1．単元名・活動名

道徳「ぼくの物語 あなたの物語」（光村図書） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

中学校 3 年生 26 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く AK 

読む TA,NC,AK 

聞く・話す ⑦AK

ステップ

5

書く NC,TA 

読む AY,SK,PJ,BA KK 

聞く・話す ③AY ⑧NC, TA

ステップ

4

書く 
AY,BA,SK, 

ML, PJ 
KK,MJ 

読む AH 
ML,MM,AH,KE, 

PW,ED,MA. 
MJ MA

聞く・話す ④ML,PJ,SK,BA ⑨MJ,KK ⑪MA

ステップ

3

書く AH,ND 
AH,MM,KE, 

PW,ED,MA 
SA,AR GA,MA

読む MK,SF,ND,Je SA,AR GA

聞く・話す 
①AH,ND,MK

,SF 

⑤AH,MM,PW,

KE,ED 
⑩SA,AR ⑫GA

ステップ

2

書く MK,SF,PA,Al,Fe 

読む PA, JE,Al,FE 

聞く・話す ②JE,Al,FE,PA ⑥MA

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（単元の目標） 

差別や偏見のない社会を作るためには、人を外見だけで判断しようとせず、その人の内面を知

ることが必要であることに気づき、「わたしの物語」を作る活動を通して自己を見つめながら多様

な人を認め、肯定的な自己理解のもと自他を尊重して公正・公平な考えを深めることができる。 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
聞く

話す
４ 

・話し言葉で用いられる高頻度の語彙

や文法を活用しながら、単文、重文や

簡単な複文で話せる。 

・インタビュー活動では、場面に応じ

て必要なやりとりができる。

C 

・発表内容について十分話をして、自分の思い

を表現した後に、仲間に書いてもらった自分に

関するインタビューメモを見ながら構成を考

え、「わたしの物語」を順序に沿って発表がで

きる。 

・「わたしの物語」をつくるなかで、身近なこ

とや経験したことについて仲間に質問したり、

先生や友達の話を聞いて発言したりすること

ができる。 

② 
聞く

話す
３ 

・自分が経験した出来事やその時の思

いやその理由などについて、ジェスチ

ャーや母語を活用しながらも、主に単

文でなんとか意味の通じる話ができ

る。 

・インタビュー活動では、簡単な日本

語であれば聞き取ることができる。

③ 
聞く

話す
６ 

・差別や偏見のない社会をつくるため

の話題を聞いておおむね理解し、既習

の基本的な概念語彙・表現を使って話

せる。 

・様々な接続表現や指示語などを用い

て、自分の経験についてまとまりがあ

る話ができる。 

・インタビュー活動では、自分の経験

をもとに因果関係を含めて説明でき

る。

D 

・仲間に書いてもらった自分に関わるインタ
ビューメモを活用して、自分自身のことについ
てつながりを意識しながら「わたしの物語」を
まとめて、人前で発表することができる。

・発表までに全体のまとまりに気をつけなが

ら、内容を修正することができる。

・仲間とのインタビュー活動では、自分の経験

をもとに理由をあげながら、意見を述べること

ができる。
④ 

聞く

話す
５ 

・「わたしの物語」で伝えたい内容に

ついて、日常的な会話で用いられる高

頻度の語彙・表現や接続表現を幅広く

使って、自由に話を続けることができ

る。

・差別や偏見のない社会をつくるため

に身近なことや関心のある話題につ

いてまとまりがある話を聞いて理解

できる。

・インタビュー活動では、積極的に自

分から話すことができる。

⑤ 聞く
話す

４ 上記①と同様 

⑥ 聞く
話す

３ 上記②同様 
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⑦ 
聞く

話す
７ 

・差別や偏見のない社会をつくるため

の話題を聞いておおむね理解し、既習

の抽象的な概念語彙・表現を使って話

せる。 

・既習の慣用的な表現やよく使われる

語の組み合わせを適切に使いながら、

場面に応じて話体を選択して発表で

きる。 

・インタビュー活動では、仲間の良さ

を引き出すような質問をすることが

できる。

E 

・自分の経験をもとに仲間との意見の違いを

意識しつつ、共通点や相違点を整理して議論で

きる。

・構成を意識し、言葉の表現を工夫しながら、

他者に伝わる「わたしの物語」の発表内容を考

えることができる。

・発表原稿を作ったあとに、先生や仲間の助言

を得ながら、一貫性とまとまりに気をつけなが

ら見直することができる。

・発表時では、場面や相手に応じて適切な語

彙や表現等の選択を認識できる。
⑧ 聞く

話す
６ 上記③同様 

⑨ 聞く
話す

５ 上記④同様 

⑩ 聞く
話す

４ 上記①同様 

⑪ 聞く
話す

5 上記④同様 

F 

・仲間へのインタビュー活動では、多角的・批

判的視点をもちながら、相手の良さを引き出す

ような質問することができる。

・仲間との対話を通して図や抽象化された語

彙などを活用しながら構成や目的を考えて計

画を立て、「わたしの物語」を発表するための

アウトラインをつくることができる。

・「わたしの物語」がより効果的に伝わるよう

に構成を工夫しながら、聞き手に訴えかける発

表を考えることができる。

・発表原稿を作成した後に、伝えたい「わたし

の物語」がより明確で効果的に伝わるように、

客観的な視点から内容を推敲することができ

る。

⑫ 
聞く

話す 
４ 上記①と同様 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本単元は中学校学習指導要領特別の教科である道徳の内容項目 C 主として集団や社会との関わりに

関することの（11）公正・公平、社会正義について道徳的判断力を育てると共に、多言語多文化の生徒

のアイデンティティ形成にも深く関わる内容であると捉えている。 

また、この活動では単元を通して「わたしの物語」をつくる言語活動を設定している。最後にはその

物語を仲間伝える機会をつくることで、お互いの物語を知り、共感的な理解を育むと共にお互いの物語

を尊重し合える関係性を築きたい。 

単元の最初に道徳教科書『ぼくの物語 あなたの物語』の本文を読むことによって、差別や偏見のな

い社会を築くためには外見でなく、その人の中身を知ることでお互いを理解できることに気づく。相手

を知るためには、対話を通しての相互理解が必要不可欠である。単元の最初に人を外見で判断すること

の危うさと、対話を通して相手の本当の物語を知る必要性に気づかせたい。また、相手の物語を知るた

めには即座に応えることができる内容ばかりでなく、その相手の経験や思い、背景を知るための対話が

必要である。単元の２時間目からは、その対話の機会を意図的なグループ編成とインタビュー活動で構

成する。他者との関わりの中で、多様な視点から自己を見つめ、肯定的な自己理解につなげたい。イン

タビュー活動で見つめた自分についての内容は、付箋に書き、手元に残るようにし自己理解できるよう

にする。 

その後、ICTを活用しながらプレゼンにまとめていく。それぞれのことばの力に応じて母語や日本語

で十分に考える機会を作り、アウトプットしたい日本語表現を獲得できるように、理由や意味を丁寧に
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聞くなど教師や仲間の支援を得ながら日本語固有の力を伸ばしていく。ICT を活用することで、幼いこ

ろの写真や母国の様子も伝えることができる。言葉だけでなく視覚的な情報も活用することで、相手意

識をもった発表につなげたい。 

生徒の実態は、滞日年数と日本語の学習歴にそれぞれ違いがあるため、実態に応じて支援の方法を変

えていく必要がある。滞日年数が半年未満で、母語の力が高い生徒には母語支援員とも連携を取りなが

ら、母語と日本語を交え本人の経験や思いを表出させたい。相手の本質的な部分についても問うインタ

ビュー活動を、包括的なことばの力を伸ばすひとつの手立てとして設定する。 

５．単元の評価規準 

ことばの力の評価観点【道徳の評価】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の経験や身近なことについ

ての語彙や表現方法を増やし、意

見の根拠や思いにかかわる日本語

の表現を豊かにしている。 

・自分の経験について対話を通し

て深く考えながら自己を見つめ

【自己を見つめる】、多様な人を認

めながら肯定的な自己理解のもと

自他を尊重して公正・公平な考え

を深めること【多面的・多角的に

考える】ができる。 

・自分の今を客観的に振り返り、

自分の物語には価値があると感

じ、肯定的な自己理解を通して自

己の生き方について考えを深め

ることができる。 

【人間としての生き方について

の考えを深める】 

６．指導計画（全５時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

１ 

10/16 

(水) 

「ぼくの物語あなたの物語」を

読み、本当の物語とは中身の物

語であることに気づき、本当の

物語の要素を考える。【読む、聞

く・話す】 

本当の物語

について考

える 

・教科書本文に出て

くる用語や漢字を理

解することができる。 

・本文に出てくる新

しい文型などを理解

することができる。 

★物語を読み、本当の

物語とはどういうこと

か考えることができ

る。 

★本当の物語につい

て、情報を統合しなが

ら具体的な事例を考え

ることができる。 

２ 

10/30 

(水) 

人の物語を知るための対話活

動を通して、自分のメモを複数

言語で構成すれば日本語で表

現できることに気づき自分の物

語の構成を考える。【聞く・話す】 

人の物語を

聞き、自分の

物語の構成

を考える 

（本時） 

・自分が経験しこと

や関心のあることに

ついて、既習の表現を

使って短文や重文で

話すことができる。 

・相手にあわせて、イ

ンタビューすること

ができる。 

★身近なことや経験し

たことについて、具体

的な事例とともに理由

をつけて自分の意見を

考えることができる 

♡これまでの経験やル

ーツについて考えるこ

とができる。 
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３ 

11/13 

(水) 

わたしの物語をグループ内で伝

え合い、内容を推敲する活動を

通して、より相手に伝わる内容

や表現を取り入れ、プレゼンを

作る。【書く】 

ロイロノー

トを使って

わたしの物

語を書く。

・「わたしの物語」で

伝えたい内容につい

て、既習漢字や表現方

法を積極的に使いな

がら書くことができ

る。 

★順序やつながりを意

識しながら、相手に伝

わる「わたしの物語」を

考えることができる 

♡これまでの自分を肯

定的に捉えることがで

きる。

４ 

11/20 

(水) 

わたしの物語を伝え合う活動を

通して、わたしの物語と同様にあ

なたの物語にも価値があること

に気づき、お互いを尊重する心

情を育てる。【聞く・話す】 

国際教室の

仲間の前で

わたしの物

語を発表す

る。 

日常語彙を幅広く使

って「わたしの物語」

を流暢に話し、聞いた

後に相手の良さを伝

えることができる。 

★構成を意識し、ICT

を活用しながら相手に

わかりやすいプレゼン

テーションができる。

♡在籍学級での発表に

希望を持つことができ

る。 

在籍学級の朝の会や学活の時間など「わたしの物語」を発表する 

５ 

11/27 

(水) 

これまでの活動を仲間と共に振

り返り、自分の物語を考え伝える

ことで気づいたことをまとめる。 

今までの活

動を振り返

る。 

単元の活動について

自分の意見と理由を

書くことができる。 

★単元の活動の意味や

価値を考えながら、自

分の意見をまとめるこ

とができる。 

♡今後の進路に希望を

持つことができる。

７．本時の指導 

ねらい（目標） 

人の物語を知るためのインタビュー活動を通して、メモを複数言語で構成すれば自分の物語が表現できること

に気づき、自分の物語の構成を考える。【聞く・話す】 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 ♡エンパワーメント 

5 本当の物語の構成要素を確認する。 

・外見でなく中身

・インタビューカードを使って活動をするこ

とを確認する。

★本当の物語を構成する要素がわかる。

・名前、出身、趣味、好きなこと（単語）

・大切な場所、自分の宝物（意見と理由）

・日本で困ったこと、頑張っていること、将来の夢

（単文、重文、復文） 

30 インタビュー形式で自分の物語を考える。

（７分✖️４セット） 

【インタビュー活動の流れ】 

❶4人グループになる。

★母語別グループでインタビュー活動ができる。

【意図的グループ構成のねらい】 

・４人のグループ内で、包括的なことばのステージ

が混ざり合うようにグループを構成する。 

・⑦⑧⑨⑪の生徒には今の自分をどのように見ているの

か客観的な視点から質問してみることを促す。 

・③④の生徒には順序や理由を質問してみるよう促す。

１ ２ 

３ ４ 
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❷1人は 3人からインタビューを受ける。

<インタビューの項目>

・名前、趣味、出身、好きなことなど

・大切な場所、大事にしている言葉

・日本で困ったこと、嬉しかったこと、

・困難の乗り越えるために努力していること

・将来の夢など

❸インタビューした生徒は答えた内容をふせんに

メモする。

❹インタビュー後に相手にふせんを渡す。

❺ふせんを活用しながら、各自でインタビューシ

ートをつくる。（資料１、資料２） 

・①②⑤⑥⑩⑫の生徒には母語支援員がサポートし、母

語の対話を通して共通点や相違点について整理しなが

ら質問してみることを促す。 

♡自分の経験に、友達や先生が共感する。

★「わたしの物語」を書くための構成を考えること

ができる。 

☆日本語での文型や言葉、キーワードなどを理解す

ることができる（必要に応じて、グループ別に母語支

援員がサポートする）。 

10 振り返り 

・自分の物語を見つめて感じたことや仲間との対

話で気づいたことを複数言語で書く。 

★インタビュー活動を通して自己理解を深めることがで

きる。 

♡自分の今を客観的に振り返り、自分の物語には価

値があると感じることができる。 

＜本時のインタビューシート＞ 

資料１ ⑫の生徒のシート 資料２ ⑧の生徒のシート 

8.児童生徒の変容

本実践では意図性を持ってグループを構成し、グループでの活動からことばを育てることに取り組ん

だ。本時の授業はインタビュー活動を通して自分の本当の物語を伝え合う時間であったが、その活動の

中では、仲間と楽しそうに対話する場面が多く見られた。特に生徒の変容が見られた場面は、「自分のこ

とを伝える」場面である。今まで自分のことを人に伝える機会は少なく、時間をかけて仲間に聞いても

らうことは今回の授業が初めてであった。生徒によっては言語の壁を感じ、自己表現することに抵抗感

をもっている生徒もいる。しかし、母語で伝え合ってもよい環境をつくったグループ構成によって、同
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じ立場で対等な仲間との交流を通して、自分のことを振り返り、時に言葉に詰まりながらも、自分の大

切な人やその理由について話す姿がみられた。 

資料 3～4 は、本時の振り返りで生徒が書いたものに、指導者のコメントを加えたものである。生徒

の振り返りノートからも、グループ編成を母語別にしたことと、ことばのステージが違う生徒を意図的

に組んだことにより、インタビューの答えの理由や具体を聞き合う姿があり、包括的なことばの力を高

める姿を確認することができた。 

資料 3 ⑪の生徒の振り返りノート 

資料 4 ⑧の生徒の振り返りノート＞ 

よって、本単元の「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」ついて、授業

内で評価する項目は、いずれも「おおむね満足できる状況（B）」に達していると評価した。 

 なお、単元後の事後アンケートを行った。本実践の対象者全生徒 26 人を対象に「1.本当の物語につ

いて考えることができたか」「2.自分のことを深く考えることができたか」「3. 自分や自分の文化を大切

にしたいと思ったか」「４.他者の物語を大切にしたいと思ったか」の４項目を尋ねたところ、すべての

項目について肯定的に捉える回答であった（資料 5～8）。特に、「４.他者の物語を大切にしたいと思っ

たか」については、最も高く共感する回答が得られた。これはまさに、本実践でめざした生徒の聞く・

話す力を伸ばすことによって、生徒間でのグループ活動が充実したことから、本単元のねらいである自

他を尊重して公正・公平な考えを深めることができたことの証ともいえるだろう。 

＜指導者のコメント＞ 

母語の力が高い生徒であるため、大切な人の意味や今がんばっていることについて将来の夢をつなげて自

分の物語を同じグループの仲間に伝えることができた。 

＜指導者のコメント＞ 

日本語固有の力も高い生徒で、インタビューで

は母語と日本語を使いながら質問をしたり自分

の物語を答えたりしていた。また、自分の名前の

由来を過去の出来事と関連づけて、聞き手が

興味を引くような構成を考えることができた。 
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資料 5 アンケート調査・項目 1 の結果   資料 6 アンケート調査・項目 2 の結果 

資料 7 アンケート調査・項目 3 の結果   資料 8 アンケート調査・項目 4 の結果 

資料７ アンケート調査・項目 3 の結果   資料 8 アンケート調査・項目 4 の結果 

多言語多文化の生徒が安心して学ぶためには、自分自身の存在が他者に受け入れられているという心

理的安心感をもつことも重要である。国際教室での発表後、取組の様子を担任の先生方にも伝え、教室

での発表を行った。普段なかなかじっくりと聞くことのない国際教室の仲間の物語を在籍学級の仲間も

しっかりと聴いていた。その後クラスの仲間にも感想を書いてもらったところ次のような意見があった。 

在籍学級の生徒の言葉から、他者を尊重して自己の生き方について考えたことが伝わってくる。これ

らはいずれも本単元のねらいと合致する点であり、多文化多言語の同級生からの発表を聞くことで新た

とても

78%

まあまあ

22%

２．自分のことを深く考えることができた

とても89%

まあまあ

11%

３.自分や自分の文化を大切にしたいと思った

とても94％

まあまあ

6%

４.他者の物語を大切にしたいと思った

とても89%

まあまあ

11%

1.本当の物語について考えることができた

 普段あまり話す機会のない言語の違う仲間の物語を聞けてたのしかったです。言語が違っても大切に

しているものは同じなのだと実感できました。自分も自分の物語を大切にしたいと思いました。

 日本語が難しいかもしれないし、苦手かもしれないけど、３人ともみんなの前でがんばっていた。それぞ

れの自分の物語、今まで頑張ってきたこととか、努力してきたことや、３人が日本語をがんばっているよう

に自分もこの３人に少し心を押されたそうな感じがした。この３人のように自分も頑張らなきゃと思った。

 今まで国際教室の仲間がどんな感じで過ごしてきたか知ることができておもしろかったです。みんな家

族や友達が大切だと言っていて心があたたかくなりました。みんな言葉のセンスがよくてすごいと思いま

した。みんなの学校外の様子を見て、私と同じところもある！と親近感がわきました。もっと仲良くなりたい

なと思いました。仲間のことを知るのは必要だし、外国の文化を知ることができて、心の距離はせまく、知

識の幅は広くなりました。
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な気づきを得ている様子がわかる。同時に、これは日頃から担任の先生方が多言語多文化の生徒を学級

の一員として位置付け、活動を行っている営みがあってこそ出てくる言葉でもある。本実践を通じて、

多言語多文化の生徒が多い本校であるからこそ、生徒間で育む教育が実践できるという本校の強みにも

改めて気づかされた。在籍学級の生徒の言葉を多文化多言語の生徒にフィードバックすることで、在籍

学級への所属感が高まり、結果的に心理的安全性を感じることにもつながっていくため、在籍学級と連

携した授業の在り方を今後も模索していきたい。 

 本実践では「ことばの力のものさし」を活用してグループを編成し、育てたい力を個別に定めたうえ

で、母語支援員の協力を得ながら進めた。特に生徒の発表準備にあたっては、日本語固有の力を高める

ために包括的なことばの力を活用して引き出すように指導した。なかでも、日本語固有の力がステップ

3 以下の生徒に対しては支援を厚くし、次のような方法で指導を行った。 

 ①②⑤⑥の生徒：滞日経験は長いが日本語固有の力が伸びておらず、学習意欲の低い生徒でもあ

るため、母語と日本語の両方を自由に使える環境を設定した。そのなかで母語支援員と対話しな

がら生徒の発話一つ一つを認めながら、その背景にある理由や根拠を引き出すための支援を、話

し言葉中心に指導を行った。必要に応じて文型指導を行うことで、本人の伝えたい表現を豊かに

することを目標とした。

 ⑩⑫の生徒：滞日歴が半年未満であるが母語の力のある生徒であるため、母語の力をフルに活用

して構成を考え、そのうえで日本語支援員が必要に応じて文型指導を行った。

本校は多文化多言語の生徒が多いことで、生徒の母語がわかる母語支援員が多いことも特徴である。

それによって、あらゆる場面で母語支援員に頼ってしまう生徒もいるのが実際である。だが、本実践を

通して生徒１人１人のことばの力を評価し、付けたい力を明確にして指導につなげることで、子どもた

ちが生き生きと活動する学びの場ができることを実感した。意図性をもってグループを編成することで、

大人数であるからこそできる教育活動があり、教科単元でねらいとする力を生徒間で育てることができ

るのである。そういった場づくりのために、教師自身の指導観や子ども観を磨き続け、多言語多文化の

生徒を支える多くの人との連携を大切しながら今後も実践を続けていきたい。 
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実践者名 重井 アマンダ ジメネス（静岡県浜松市立入野中学校・バイリンガル支援者） 

実践区分 中学校 取り出し指導 特別の教育課程（プロジェクト活動） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本校は、総人口約 79 万人のうち約 3 万人が外国籍住民である自治体内に位置

する公立中学校である（2024 年 12 月現在）。外国籍住民のうち、外国籍児童生

徒は 1,904 人おり、そのうち 1,274 人は日本語指導を必要としている。また、日

本国籍の多文化・多言語の児童生徒で日本語指導が必要な人数は 186 人であり、

これらを合わせると、市内で日本語指導を必要としている生徒は合計 1,460 人に

上る（2024 年 5 月時点）。市内には、中学生年齢で初めて日本の学校に入学する

生徒を対象とした初期日本語指導拠点校が設置されている。 

本校の全校生徒数は約 700 人で、そのうち多文化・多言語の生徒数は 32 人、

日本語指導が必要な生徒は 20 人である（2024 年 12 月現在）。本校には、日本

語指導担当教諭が 1 名配置されており、支援が必要な生徒には、母語を話すバイ

リンガル支援者が週に数回派遣されている。取り出し指導専用の教室も設置され

ており、日本語指導を必要とする生徒は、週 1 時間から週 5 時間の取り出し支援

を受けている。バイリンガル支援者は、特に編入して間もない生徒への支援を行っ

ており、本実践者もその支援者の一人である。 

本実践の 

ポイント 

本実践は 2023 年 11 月に来日した中学校 3 年生の生徒を対象に、市内指定の

学習記録と日記を記入する「生活記録」を活用した。これにより、包括的なことば

の力を高めながら、日本語での話す力を強化し、卒業後のキャリアについても考え

る活動を行った。生徒は自分の将来について真剣に考えた結果、卒業後は日本国内

にあるブラジル学校へ進学することを決意した。その過程で日本語を学ぶ意義が

理解できたことで、日本語学習への意欲を高めるようになっていった。 

本実践を通じて、最初は日本語で話すことをためらっていた生徒が、次第に自信

を持って自分の日常について話すようになるという変化がみられた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

幼少期にことばや文化の違いで苦しんだアマンダ先生であるからこその、対象生徒とホ

ンキで向かい合ったすばらしい実践でした。生徒の高い包括的なことばの力を最大限に生

かしながら、日本語固有の力を育てていく過程のなかで、対象生徒が中学卒業の進路や生

き方を考えながら、徐々に自分に自信を持ちはじめていく変容に驚かされました。生徒が

この短期間で成長できたのは、アマンダ先生の丁寧かつ愛情たっぷりの指導と、担当教員

との連携の賜物です。実践後の対象生徒のその後のようすを記した報告から、子どもの可

能性は無限であることが詳細に伝わってきます。 

この生徒の変容には、卒業後の進路先をどうするかでなく、これからどのように生きた

いかという視点で指導が進められたことが大きく関係しています。生徒の見取りが公正で

あれば、「生活記録」という浜松の児童生徒にとってはごく日常の活動からでもことばの

力を育てることがたくさんあることを、本実践は伝えます。 

アマンダ先生と過ごした時間は、対象生徒にとって生涯の宝物となったと思います。渾

身の実践と示唆に富むレポートをまとめてくださって、ありがとうございました。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「生活記録を活用しながら卒業後の進路を考えよう」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：中学校 3 年生 人数：1 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く ● 

読む ● 

聞く・話す ● 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

聞

く 

・ 

話

す 

4 

・自分の身に起きた一週間の出来事を、既習

の語彙・表現・文型を使って、簡単な複文で

話すことができる。 

・支援を受けながら、生活記録で書いた内容

をより具体的に新しい語彙や表現を使いなが

ら、口頭で伝えることができる。 

F 

・学校で学習した内容や日々の出来事から

考えたことについて、中学の教科学習内容

を用いながら説得力のある意見を述べるこ

とができる。 

・中学卒業後の進路やこれからの進む生き

方について、多角的・批判的視点をもった

議論ができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

対象生徒は包括的なことばの力が高い一方で、来日して 1年弱であるがために日本語学習歴が浅いこ

とで、日本語固有の力は年齢枠の目安であるステップ８には達していない。包括的なことばの力と日本

語固有の力のギャップがあることで、人前で日本語で話す際に間違った言い方をしてしまうことへの恥

ずかしさや伝わらないのではという不安を抱いている生徒である。それゆえに、日本語がわからないこ

とから教科の内容を理解できないことについても、苦しさも抱く。同級生は中学卒後の進路に向けた準

備をはじめるなかで、どのような道や方法があり、自分には何ができるかなどを考えたいという気持ち

は持っている。だが、学校の授業と課題を取り組むという日々に追われ、前向きに将来について向き合

うだけの気持ちに余裕が持てない。毎日のわからない日本語での生活でストレスのなかで、もがいてい

る生徒でもある。 

そこで、生徒の日本語で話す力を高めるため、市内指定の学習記録と日記を記入する「生活記録」を

活用しながら、対象生徒と日本の高校や大学、将来の進路について話し合うという話す活動を考えた。

浜松市ではすべての公立中学校では「生活記録」の記入と提出が日課とされているが、日本語で書くこ

とができない生徒にとっては重荷でしかなく、対象生徒の苦しさを増す要因ともなっている。そのため、

日々の学校で学習した内容から考えたことを包括的なことばの力で振り返りながら、中学卒業後の進路

やこれからの進む生き方を議論し、生徒の日本語の語彙や表現を高めていきたい。本実践は取り出し指

導として週 1 回 1時間という限られた時間であるため、有限であるからこそ、生徒のもつ高い包括的な

ことばの力をフルに活用して、生徒にとって意味のある活動を実施したい。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 

浜松市立中学校指定の学習記録と日記を記入する「生活記録」を活用し、生徒が卒業後のキャ

リアを考えながら、日本語での話す力を高めることができる。
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６．指導計画（全 14 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

1 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

静岡県立大平台高等

学校について知識を

深める。 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

にあった出来事を話す。 

・対話をしながら、語彙や表現

を増やしていく。 

＜後半＞ 

・高校の資料やサイトをみなが

ら、進路にかかわる情報を理解

する。 

☆身近な出来事を既習

の語彙や表現を使っ

て、いくつかの文で日

記に書くことができ

る。 

☆単文で質問に答えた

り、自分の意見を述べ

たりすることができ

る。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、支援を

得ながら身近な出来事

について書くことがで

きる。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★資料の内容を理解する

ことができる。 

★資料を基に、疑問に思

ったことやさらに知りた

いことを考えることがで

きる。 

♡進路について希望をも

つことができる。 

2 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

日本の高校や大学に

ついて知識を深め

る。 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

にあった出来事を話す。 

・対話をしながら、語彙や表現

を増やしていく 

＜後半＞ 

・浜松市周辺の高校についての

資料を読む。 

・日本の大学に関心のあるブラ

ジル学校生徒が名古屋外国語大

学を訪れたときの動画を見る。 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを既習

の語彙や表現を使っ

て、いくつかの文で日

記に書くことができ

る。 

☆単文で質問に答えた

り、自分の意見を述べ

たりすることができ

る。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、支援を

得ながら身近な出来事

について書くことがで

きる。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★資料の内容を理解する

ことができる。 

★資料を基に、疑問に思

ったことやさらに知りた

いことを考えることがで

きる。 

♡進路について希望をも

つことができる。 

3 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

生徒の興味関心に合

った職業を知ること

ができる。 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

にあった出来事を話す。 

・対話をしながら、語彙や表現

を増やしていく 

＜後半＞ 

ポルトガル語と日本語が活かせ

る本や漫画に関われる仕事を調

べる。 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、既

習の語彙や表現を使っ

て、時制にも注意しな

がら、いくつかの文で

日記に書くことができ

る。 

☆単文で質問に答えた

り、自分の意見を述べ

たりすることができ

る。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、支援を

得ながら身近な出来事

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★関心のある事柄につい

て自分で情報を調べて、

理解を深めることができ

る。 

♡進路について希望をも

つことができる。 
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について書くことがで

きる。 

4 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

多読活動 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

あった出来事を話す。 

・支援を受けて話を広げる。

・広げた話をもう一度話す。

＜後半＞ 

・日本語初級前半レベルを 1 冊

読む。（にほんご多読ブックス

vol．1） 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、既

習の語彙や表現を使っ

て、助詞にも注意しな

がら、いくつかの文で

日記に書くことができ

る。 

☆単文で質問に答えた

り、自分の意見を述べ

たりすることができ

る。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、身近な

出来事について、独自

の意見や考えをもちな

がら話すことができ

る。 

☆日本語初級前半の日

本語の文章を音読でき

る。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★学校で学習した内容や

日々の出来事から考えた

ことについて、中学の教

科学習内容を用いながら

意見や感想を述べること

ができる。 

★読んだ本のあらすじを

簡潔にまとめることがで

きる。 

5 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

多読活動 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

あった出来事を話し、録音す

る。 

・支援を受けて話を広げる。

・広げた話を、出来事の流れや

新しく学んだ語彙が書かれたメ

モを見ながら、もう一度話して

録音する。 

＜後半＞ 

・日本語初級前半レベルを 1 冊

読む。（にほんご多読ブックス

vol．1） 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、複

文も含めていくつかの

文で日記に書くことが

できる。 

☆単文や複文で質問に

答えたり、自分の意見

を述べたりすることが

できる。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、身近な

出来事について、独自

の意見や考えをもちな

がら話すことができ

る。 

☆日本語初級前半の日

本語の文章を音読でき

る。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★学校で学習した内容や

日々の出来事から考えた

ことについて、中学の教

科学習内容を用いながら

意見や感想を述べること

ができる。 

★読んだ本のあらすじを

簡潔にまとめることがで

きる。 

6 ＜前半＞ 

話を広げる前と後の

録音を聞き比べ、自

己評価をすることが

できる。 

＜後半＞ 

＜前半＞ 

・話を広げる前と後の録音を聞

き比べる。 

・感想について意見交換する。

＜後半＞ 

☆生活記録をもとに、

日本語の語彙、表現、

文法を学び、実際の場

面で使いこなせるよう

に慣れ親しむ。 

★自分の録音を客観的に

聞き、語彙や話の流れを

整理する前後を比べて、

よかった点と改善点を評

価することができる。 

♡伝えたい内容を整理

し、未習の語彙をいくつ
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日本語の語彙や表現

に慣れ親しむことが

できる。 

生活記録をもとに、日本語の語

彙、表現、文法を学習する。 

か学ぶだけで、日本語で

話す流暢さが格段に高ま

ることに気づくことがで

きる。 

7 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

多読活動 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

あった出来事を話し、録音す

る。 

・感想について意見交換する。

・広げた話を、出来事の流れや

新しく学んだ語彙が書かれたメ

モを見ながら、もう一度話して

録音する。 

＜後半＞ 

・日本語初級前半レベルを 1 冊

読む。（にほんご多読ブックス

vol．1） 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、複

文も含めていくつかの

文で日記に書くことが

できる。 

☆単文や複文で質問に

答えたり、自分の意見

を述べたりすることが

できる。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、身近な

出来事について、独自

の意見や考えをもちな

がら話すことができ

る。 

☆日本語初級前半の日

本語の文章を音読でき

る。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★学校で学習した内容や

日々の出来事から考えた

ことについて、中学の教

科学習内容を用いながら

意見や感想を述べること

ができる。 

★読んだ本のあらすじを

簡潔にまとめることがで

きる。 

8 ＜前半＞ 

話を広げる前と後の

録音を聞き比べ、自

己評価をすることが

できる。 

＜後半＞ 

日本語の語彙や表現

に慣れ親しむことが

できる。 

＜前半＞ 

・話を広げる前と後の録音を聞

き比べる。 

・感想について意見交換する。

＜後半＞ 

生活記録と漫画をもとに、日本

語の語彙、表現、文法を学習す

る。 

☆生活記録と漫画をも

とに、日本語の語彙、

表現、文法を学び、実

際の場面で使いこなせ

るように慣れ親しむ。 

☆♡新しい表現や語彙を

学ぶ喜びを感じる。 

★自分の録音を客観的に

聞き、語彙や話の流れを

整理する前後を比べて、

よかった点と改善点を評

価することができる。 

♡伝えたい内容を整理

し、未習の語彙をいくつ

か学ぶだけで、日本語で

話す流暢さが格段に高ま

ることに気づくことがで

きる。 

9 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

多読活動 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

あった出来事を話し、録音す

る。 

・支援を受けて話を広げる。

・広げた話を、出来事の流れや

新しく学んだ語彙が書かれたメ

モを見ながら、もう一度話して

録音する。 

＜後半＞ 

・日本語初級前半レベルを 1 冊

読む。（にほんご多読ブックス

vol．1） 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、複

文も含めていくつかの

文で日記に書くことが

できる。 

☆単文や複文で質問に

答えたり、自分の意見

を述べたりすることが

できる。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、身近な

出来事について、独自

の意見や考えをもちな

がら話すことができ

る。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★学校で学習した内容や

日々の出来事から考えた

ことについて、中学の教

科学習内容を用いながら

意見や感想を述べること

ができる。 
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☆日本語初級前半の日

本語の文章を音読でき

る。 

★読んだ本のあらすじを

簡潔にまとめることがで

きる。 

10 ＜前半＞ 

話を広げる前と後の

録音を聞き比べ、自

己評価をすることが

できる。 

＜後半＞ 

日本語の語彙や表現

に慣れ親しむことが

できる。 

＜前半＞ 

・話を広げる前と後の録音を聞

き比べる。 

・感想について意見交換する。

＜後半＞ 

生活記録と漫画をもとに、日本

語の語彙、表現、文法を学習す

る。 

☆生活記録と漫画をも

とに、日本語の語彙、

表現、文法を学び、実

際の場面で使いこなせ

るように慣れ親しむ。 

☆♡新しい表現や語彙を

学ぶ喜びを感じる。 

★自分の録音を客観的に

聞き、語彙や話の流れを

整理する前後を比べて、

よかった点と改善点を評

価することができる。 

♡伝えたい内容を整理

し、未習の語彙をいくつ

か学ぶだけで、日本語で

話す流暢さが格段に高ま

ることに気づくことがで

きる。 

11 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜後半＞ 

多読活動 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

あった出来事を話し、録音す

る。 

・支援を受けて話を広げる。

・広げた話を、出来事の流れや

新しく学んだ語彙が書かれたメ

モを見ながら、もう一度話して

録音する。 

＜後半＞ 

・日本語初級後半レベルを 1 冊

読む。（にほんご多読ブックス

vol．2） 

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、複

文も含めていくつかの

文で日記に書くことが

できる。 

☆単文や複文で質問に

答えたり、自分の意見

を述べたりすることが

できる。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、身近な

出来事について、独自

の意見や考えをもちな

がら話すことができ

る。 

☆日本語初級後半の日

本語の文章を音読でき

る。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 

★学校で学習した内容や

日々の出来事から考えた

ことについて、中学の教

科学習内容を用いながら

意見や感想を述べること

ができる。 

★読んだ本のあらすじを

簡潔にまとめることがで

きる。 

12 ＜前半＞ 

話を広げる前と後の

録音を聞き比べ、自

己評価をすることが

できる。 

＜後半＞ 

日本語の語彙や表現

に慣れ親しむことが

できる。 

＜前半＞ 

・話を広げる前と後の録音を聞

き比べる。 

・感想について意見交換する。

＜後半＞ 

生活記録と漫画をもとに、日本

語の語彙、表現、文法を学習す

る。 

☆生活記録と漫画をも

とに、日本語の語彙、

表現、文法を学び、実

際の場面で使いこなせ

るように慣れ親しむ。 

☆♡新しい表現や語彙を

学ぶ喜びを感じる。 

★自分の録音を客観的に

聞き、語彙や話の流れを

整理する前後を比べて、

よかった点と改善点を評

価することができる。 

♡伝えたい内容を整理

し、未習の語彙をいくつ

か学ぶだけで、日本語で

話す流暢さが格段に高ま

ることに気づくことがで

きる。 

13 ＜前半＞ 

その週にあった出来

事を日本語で話すこ

とができる。 

＜前半＞ 

・生活記録を見ながら、その週

あった出来事を話し、録音す

る。 

・支援を受けて話を広げる。

☆身近な出来事やその

とき感じたことを、複

文も含めていくつかの

文で日記に書くことが

できる。 

★未習の日本語の語彙や

表現をポルトガル語で代

用しながら、日記を書く

ことができる。 
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＜後半＞ 

多読活動 

・広げた話を、出来事の流れや

新しく学んだ語彙が書かれたメ

モを見ながら、もう一度話して

録音する。 

＜後半＞ 

・日本語初級後半レベルを 1 冊

読む。（にほんご多読ブックス

vol．2） 

☆単文や複文で質問に

答えたり、自分の意見

を述べたりすることが

できる。 

☆新しく学んだ語彙や

表現を使って、身近な

出来事について、独自

の意見や考えをもちな

がら話すことができ

る。 

☆日本語初級後半の

日本語の文章を音読で

きる。 

★学校で学習した内容や

日々の出来事から考えた

ことについて、中学の教

科学習内容を用いながら

意見や感想を述べること

ができる。 

★読んだ本のあらすじを

簡潔にまとめることがで

きる。 

14 ＜前半＞ 

話を広げる前と後の

録音を聞き比べ、自

己評価をすることが

できる。 

＜後半＞ 

日本語の語彙や表現

に慣れ親しむことが

できる。 

＜前半＞ 

・話を広げる前と後の録音を聞

き比べる。 

・感想について意見交換する。

＜後半＞ 

生活記録と漫画をもとに、日本

語の語彙、表現、文法を学習す

る。 

☆生活記録と漫画をも

とに、日本語の語彙、

表現、文法を学び、実

際の場面で使いこなせ

るように慣れ親しむ。 

☆♡新しい表現や語彙を

学ぶ喜びを感じる。 

★自分の録音を客観的に

聞き、語彙や話の流れを

整理する前後を比べて、

よかった点と改善点を評

価することができる。 

♡伝えたい内容を整理

し、未習の語彙をいくつ

か学ぶだけで、日本語で

話す流暢さが格段に高ま

ることに気づくことがで

きる。 

７．本時の指導（10／14）細案 

ねらい（目標）  

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

導入 

5 分 

0. 挨拶

1. 生活記録の担任の先生のコメン

トを読む。（資料①）

☆支援を受けながら、担任の先生のコメントを読むこと

ができる。 

★担任の先生のコメントの内容を理解できる。

★担任のコメントに関心を持ち、返事を書く意欲をもつ

ことができる。 

展開 

前半 

20 分 

2．話を広げる前と後の録音を聞き

比べる。 

・生活記録を見ながら、その週あっ

た出来事を話した生徒の発話が文字

起こしされた文を見ながら、録音音

声を聞く。（資料②） 

3．聞き比べた感想について意見交

換する。 

☆実践者が文字起こしをした日本語の文を読むことがで

きる。 

☆録音を聞きながら新しく学んだ語彙や表現がわかる。

★文字起こし文の日本語の語彙や漢字表記、表現方法を

理解することができる。 

★自分の録音を客観的に聞き、語彙や話の流れを整理す

る前後を比べて、よかった点と改善点を評価することが

できる。 

♡伝えたい内容を整理し、未習の語彙をいくつか学ぶだ
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けで、日本語で話す流暢さが格段に高まることに気づ

く。 

展開 

後半 

20 分 

4．生活記録と生徒の好きな漫画を

基に、日本語の語彙、表現、文法を

学習する。 

・生活記録に書かれた一週間分の日

記を読み返し、表現や文法の使い方

を確認する。 

・改善できる点を示し、まずは自力

で直してみる。 

・もし困ったら、ヒントを与える。

・生活記録や漫画を基に新しい語彙

や表現の意味を確認し、使い方を学

ぶ。 

・新しく学んだ語彙や表現を使った

オリジナル練習問題を解いてみる。

☆★自分で書いた文を読み返し、概ね適切な助詞や文末

表現に修正できる。 

☆新しく学んだ漫画に出てくる語彙や表現を使った実践

者作成の練習問題を解くことができる。 

★新しく学ぶ文型のしくみを理解し、実践者作成の練習

問題を解くことができる。 

♡生活記録の修正や練習問題に挑戦することで、自己の

成長を感じ、自分で解決できたことに自信を持つことが

できる。 

まとめ 

5 分 

5．振り返りを行う。 

・以前に比べて、できるようになっ

たことを振り返り、自分の成長を確

認する。

★学んだことから考えたことなどをまとめることができ

る。 

♡理解できる用語や表現が増えたことに気づき、自己の

成長を感じることができる。 

＜本時の記録＞ 

資料① 生徒の生活記録と担任の先生のコメント 
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資料② 週あった出来事を話した生徒の発話を文字起こしした文 

8.児童生徒の変容

本実践は、9 月 20 日から 12 月 20 日までの 3 か月間の中で計 14 回実施した。週 1 回という有限

で実践であったものの、日本語での文章作成やコミュニケーションに不安を感じていた生徒が、生活記

録を通して日本語で日記をつける習慣を身につけ、自然な表現で文章を書くことができるようになった。 

日本語固有の「話す」力を育てるため、本実践では生活記録の日記で書いた出来事を題材に、生徒と

は包括的なことばの力を使って対話を重ねたのちに、日本語での表現を確認した。そして、新しく学んだ

語彙や表現が書かれたメモを見ながら再現する活動を何度も行ったりしながら、日本語での発話でのア

ウトプットをスムーズにすることを行った。そのなかで、メタ認知を促す方策として、出来事日記の話

を広げる前と後の生徒の発話を録音したものを聞き比べたり、実践者が文字起こしした生徒の発話を見

ながら日本語の語彙や漢字表記、表現方法を理解したりする活動にも取り組んだ。こうした練習を重ね

ることで、本実践の対象生徒はしだいに日本語で話すことへの自信を持つようになり、徐々に日本語指

導担当の教員や友人に日本語で話しかける場面が見られるようになった。 

また、日本語固有の「書く」力については、日本語での発話が流暢になっていくにしたがって、単文

のみで書いていた日記の文章が、重文や複文も使って書くことができるようになった。並行して多読活

動を導入しながら、生徒の好きな漫画を活用した文法説明も取り入れた。それによって、初級後半（N4

レベル）の本を読んで、その内容を理解できるようにもなった。結果的に、この短期間で「話す」と「読

む」の力が、ステップ 3から 4 までに向上した。 

本実践では、中学卒業の進路についても考えることも行った。日本の高校や大学、将来の進路を調べ

たり、話し合ったりした結果、生徒は中学校卒業後の進路を日本国内にあるブラジル学校の高校課程へ

の進学を選んだ。それは、高校課程を修了後にブラジルまたは日本の大学進学を目指したいという希望
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を持ったからである。それゆえに、将来に向けて日本語学習を続けるという目標も抱くようになった。

対象生徒がこれからどのように生きたいか、そのなかで今日本語を学習する意義とは何かについて、生

徒なりに答えが見いだせたことが、日本語学習の意欲を高めたのだろう。 

下記の資料③は、最近の生徒の生活記録の画像である。実践前では空白だらけであった生活記録であ

ったが、主体的に書くことができるようにもなった。 

資料③ 最近の生徒の生活記録 

最近になって日本語学習に自信を持てるようになった生徒は、日本語を流暢に話せるようになりたい

と考えるようになった。そして、日本語を生かした仕事につきたいという新たな将来の目標を持つよう

にもなった。それは、本実践を始める前では想像できなかった姿であり、生徒の大きな変容でもあると

いえるだろう。中学卒業まで残り 2 か月の三学期においては、さらに自信を持たせながら日本語固有の

「話す」力を伸ばすために、日常的な出来事や自身の興味・関心に関連する話題について人前で話せる

機会を増やしたいと考えている。そのために、生徒が簡単に答えられる質問に偏っていた先生方の「配

慮」を改善してもらい、外国語担当教員や学級担任にも協力を得ながら生徒の持つ考えや意見を伝える

ことができるような機会を意識的につくっていきたい。 

＜実践後の様子（三学期）＞ 

三学期に入り、生徒の成長が特に顕著に表れた場面が 3 点あったため、記録しておきたい。 
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一つ目は、英語の授業時の「今の自分をスピーチしよう」というテーマについて、日本語でも書くこ

とができたことである。英語でスピーチ原稿を作成した際（資料④）、生徒は 1 時間で辞書を使わずに

文章を書き上げることができた。そこで、「この内容を同じように、日本語でも辞書を使わずに自分の言

葉で書いてみよう」と促したところ、下記の資料⑤の文章をなんと自力で書き上げたのだ。初めは自信

がなさそうだったが、実際に取り組んでみると想像以上の分量を書くことができただけでなく、伝えた

いことを日本語でしっかりと書くことができた。「英語は 3 年以上学習しているのに、日本語の学習歴

はわずか 1年だよね」と伝えると、生徒は驚きながらもとても喜び、自ら担任や英語担当の教員に見せ

たいと言い出した。生徒は自分の書いた日本語の原稿を見ながら自らの成長を知る機会となり、日本語

の力に自信を持つことができた時間ともなった。 

資料④ 英語のスピーチ原稿（左） 

資料⑤ 日本語で書いたスピーチ原

稿（下） 

二つ目は、三学期に入っ

てからの生活記録の日記の

内容である（資料⑥）。以

前と比べて、日本語の表現

がより自然になっただけで

なく、学校生活や授業、テ

ストに関して意欲的な感想

が多くなったことだ。これ

は、生徒の気持ちの変化を

象徴している。日本語の力

に自信を持つことができたことに比例して、最近では学習意欲が高まり、そのことがクラスメイトと

もっと関わりたいという思いを高めるようにもなった。 
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資料⑥ 三学期の生活記録 

最後に、支援がないなかで書いた文章について紹介したい。生徒は 2025 年 2 月初めの 1 週間、中

学卒業後に入学予定のブラジル学校の体

験入学に参加した。その様子を担任から

記録するように課されて書いた文章が資

料⑦である。漢字を使いながら接続表現

も用いて、単文と複文で作文を書けるよ

うになったことがわかる。こうした成長

が自信になったのか、生徒自身が「英語の

スピーチを日本語に訳した文章も、ブラ

ジル学校の体験記も、この報告書に載せ

てほしい」と希望したのだ。私と一緒に学

習したこの間のことを記録しておきたい

からと。生徒は自信を高めたことで、何事

に対しても前向きな気持ちになってい

る。 

生徒が自らの成長を実感できたこと、

そのことをとても喜んでいる姿を私も見

ることができたこと、何よりもその成長

過程を見届けることができたことから、

資料⑦ 入学予定のブラジル学校の体験記 
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本実践に取り組んでよかったと強く感じている。 

 そして、教育現場において、本実践のように多文化多言語の子どもたちの真の力に光が当てられるこ

とがあたりまえになってほしいと切に願う。言葉の壁があるために見えにくいだけで、彼（女）らの中

には確かな力が備わっている。その力を引き出し、伸ばすことこそ、教育の本質である。それは、多文

化多言語の子どもたちだけでなく、全ての子どもに当てはまる。どの子どもも、それぞれに輝ける力を

秘めており、自分の力を発揮し成長するためには、その歩みに伴走する存在が不可欠である。私は、こ

れからもその伴走者であり続けたい。すべての子どもたちが自信を持って学びに向かい、生き生きと成

長していく学校――そのような環境を築くことが、私たち教育に関わる者の使命であると強く信じてい

る。 
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実践者名 坂江レアンドロ ユウキ、馬木照子（子どものためのポルトガル語教室「サシペ

レレ」スタッフ）

協力者 近藤利恵、各務眞弓（特定非営利活動法人可児市国際交流協会） 

外部協力者 佐野愛子（立命館大学教授） 

実践区分 NPO・ボランティア プロジェクト活動 

実践地域お

よび場所等

の特長 

可児市国際交流協会が活動する岐阜県可児市は、岐阜県中南部に位置する外国人 

集住地域の一つである。市内には県下最大規模の工業団地や大手自動車関連の製 

造企業があることで、1990 年の入管法改正後には、外国人住民が急激に増加し

た。2025年 1月時点で、可児市人口約 10万人のうち、在住外国人が 9,000人

を超え、日本で生まれ育った子どもたちも増加傾向にある。当協会は、2008年 4

月に開設された多文化共生センターフレビアの指定管理者として、日本語の学習

支援や在住外国人の相談、市民交流の場と提供、情報収集と発信を行っており、ま

た、センターを拠点に日本語指導支援や子どもの教育支援など、多文化共生の実現

に向けた幅広い自主事業を展開している。そのうち、ポルトガル語での母語・継承

語を支援サポートする「Saci Pererê（サシ・ペレレ）教室」は、保護者たちから

「家庭言語・ポルトガル語を子どもたちに伝えたい」ことを願う声が多数、協会に

寄せられたことで、2010年度から開始された。今回、実践したクラスは、中高生

が対象で日本語話者と難なく日本語で話せる子どもたちが、週に 1 回、2 時間半

ポルトガル語を学習している。 

本実践の 

ポイント 

本実践の最大のポイントは、保護者を巻き込んだバイリンガルプロジェクトであ

る点である。保護者の多くは子どもたちよりも日本語が得意ではなく、日本語が強

い環境で暮らす子どもたちにとっては親世代の言語資源を実感する機会が少ない

が、このプロジェクトを通して親世代の、そして自分自身の多言語資源に改めて気

づくことができた。また、バイリンガルプロジェクトであったため、親子だけでは

なく、母語の方が強い生徒と日本語の方が強い生徒が互いの言語資源をもちよっ

て一つの創作活動を行うという経験にもつながった。こうした活動を通じ、子ども

たちは多言語話者としての自らの資源を意識し、その個性を肯定的に捉えること

で自分たちの〈声〉を表現する喜びを実感することができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

母語教室、という特別なコンテクストで、母語の重要性を強く認識している実践者・保護

者の皆さんとそうした環境でしっかりと自分のルーツを肯定できる子どもたちが、思う存分

トランスランゲージングして、互いの言語資源を最大限に活用しながら優れた創作作品を作

る、見ていて幸せな気持ちになる実践でした。保護者と子どもたちの世代を超えた協力がと

ても魅力的な実践でした。 
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1．単元名・活動名

Project GAMBATEANDO 
（注：Gambateandoとは日系ブラジル人がしばしば使用する日本語「がんばる」とポルトガル語「～ando（現在進行形を示す語

尾）」の合成語である） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数 ７名

NPO法人の活動で、任意参

加の形であるため、全ての

生徒が毎回出席するわけで

はない中での実践である。

また、保護者も参加を呼び

掛けたところ、５名が都合

がつく限り参加してくれた

が、こちらも諸般の事情で

毎回参加できたわけではな

い。 

２）「ことばの教育の参照枠（仮）」共通一覧 

ステージ

ステップ
A【イマココ】期 

B【イマココから

順序】期 
C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期 F【評価・発展】期 

8 

書く 

年齢枠の目安 

（A～E） 

A, C, E 

読む A, C, E 

聞く・話す A, C, E 

7 

書く 

年齢枠の目安 

（F, G） 

F 

読む F 

聞く・話す F 

6 

書く 

読む B 

聞く・話す G B 

5 

書く G B 

読む G D 

聞く・話す D 

4 

書く D 

読む 

聞く・話す 

3 

書く 

読む 

聞く・話す 

2 

書く 

読む 

聞く・話す 

1 

書く 

読む 

聞く・話す 

グループ 参加者 年齢/学年 渡日時期 
強い言語 

母語 日本語 両方 

① 

A 高３ 日本生 ✓ 

B 高１ 2019/1 ✓ 

AM：Aの母 ✓ 

② 

C 高３ 日本生 ✓ 

D 16 2021/6 ✓ 

CM：Cの母 ✓ 

DM：Dの母 ✓ 

③ 

E：Fの兄 高２ 日本生 ✓ 

F：Eの妹 中１ 日本生 ✓ 

EM： E/Fの母 ✓ 

④ 
G 中１ 日本生 ✓ 

GF Gの父 ✓ 
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3．ねらい（目標） 

本実践は、学校教育の外にある NPO 法人の学びの場で、コミュニティの教育力と家庭の教育力

を活用するものである。実践の場となった可児市国際交流協会における母語教室は、14 年の実績

がある教室で、令和６年度の参加児童数は 119名である。その中で中・高生を対象としている「グ

ローバル」クラスには８名が在籍している。週１回 18:30-21:00で集まって継承語としてのポル

トガル語を学ぶクラスである。この教室に子どもを通わせている保護者達は皆、ブラジル人として

の文化やポルトガル語を子どもにも継承させたい、という想いを強くもっている。一方子どもたち

の世代は、日本滞在が長くなるにつれて日本語の方が強くなり、時として母語・母文化の保持に消

極的になったりすることもないわけではない。 

そこでこのプロジェクトでは、保護者の力を活用した継承語リテラシーの育成を軸に、子どもた

ちの二言語での書く力を余すところなく使う創作活動を行うことで、バイリンガルとしての肯定的

なアイデンティティを育み、家族全体の言語資源・文化資源に改めて気づくことを目標にした。具

体的な目標は以下の３点になる。 

この目標を達成すべく提案されたライティング課題は以下の二つである。 

① 継承文化で有名な昔話や民話を、親世代または祖父母世代から聞き取り、継承語と日本語で再

話してバイリンガル紙芝居に仕上げるもの。

② 多言語環境で育った経験/子育てした経験をもとに、多言語環境に育つ小さな子どもたちの心

に寄り添えるような、「自分が小さい時に読みたかった絵本」の創作。

作品は、自分より年下の多文化多言語の子どもたちに読み聞かせる活動につなげる。 

このプロジェクトは、バイリンガルテキストの創作であるため、ポルトガル語（または英語）の

固有の力についてもねらいを設定している。各生徒の上段が日本語固有の力（赤で表示）、下段が母

語固有の力（青で表示）の目標となる。 

Group 1 
日本語固有の力 

ポルトガル語（英語）固有の力 
包括的なことばの力 

A 
高３ 

書
く 

8 
高学年から中学レベルのテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・漢熟語な
どの表現をおおむね適切に選択して文章が書ける。 

F 

多言語社会に生きる自
分の経験をもとに読み
手に訴えかける物語が
書ける。 

7 

・高学年から中学レベルの既習の慣用的な表現やよく使われる語や句の組み合わせ（コ
ロケーション）といった表現のレパートリーが増え、これらをおおむね適切に使える。
・高学年から中学レベルのテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・漢熟語などの
表現をおおむね適切に選択し、一貫して書きことばらしい文章が書ける。

B 
高１ 

書
く 

６ 

・さまざまな接続表現、指示語などを使って、ある程度文や段落のまとまり（結束
性）がある文章が書ける。
・口語的な表現（例：ちょっと、すごい）が混ざることもあるが、中学年レベル
のテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・表現、連体修飾節などを使いな
がら文章が書ける。 E 

ペアと協働して多言語
社会に生きる自分の経
験をもとに読み手に訴
えかける物語が書け

る。 
７ 

・高学年から中学レベルの既習の慣用的な表現やよく使われる語や句の組み合わせ（コ
ロケーション）といった表現のレパートリーが増え、これらをおおむね適切に使える。
・高学年から中学レベルのテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・漢熟語などの
表現をおおむね適切に選択し、一貫して書きことばらしい文章が書ける。

AM Aの母：日本語の運用能力も高いがポルトガル語の方が強い 

1. 日本語と継承語のバイリテラシーを活用したアイデンティティ・テキストを書くことで、バイリンガルと

してのアイデンティティを高めながらリテラシー力を身に着ける

2. 保護者の力を活用して継承語のリテラシーを高めつつ、バイリンガル・マルチリンガルな家族として

の絆を強める

3. 子どもより日本語ができない保護者が子どもの教育に積極的に関わる場を作ることで家族の教育

力を取り戻し、文化や価値観が継承しやすい環境を作る
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Group 2 
日本語固有の力 

ポルトガル語（英語）固有の力 
包括的なことばの力 

C 
高３ 

書
く 

７ 

・高学年から中学レベルの既習の慣用的な表現やよく使われる語や句の組み合わせ（コ
ロケーション）といった表現のレパートリーが増え、これらをおおむね適切に使える。
・高学年から中学レベルのテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・漢熟語などの
表現をおおむね適切に選択し、一貫して書きことばらしい文章が書ける。 F 

多言語社会に生きる自

分の経験をもとに読み
手に訴えかける物語が

書ける。 4 
・表記や文法には誤用があるが、日常的な会話で用いられる高頻度の語彙・表現を繰り
返し使って、重文、簡単な複文を含みつつ主に単文で短い文章が書ける。

D 

16
歳 

書

く 

５ 
・自分自身にとって身近な場面や関心のある話題について、日常的な会話で用いられる
高頻度の語彙・表現や接続表現（例：～から、～て、でも）を幅広く使って、単文や重文、簡
単な複文などを用いた文章をほぼ誤用なく自由にたくさん書ける。

E 

ペアと協働して多言語
社会に生きる自分の経

験をもとに読み手に訴
えかける物語が書け
る。 

７ 

・高学年から中学レベルの既習の慣用的な表現やよく使われる語や句の組み合わせ（コ
ロケーション）といった表現のレパートリーが増え、これらをおおむね適切に使える。
・高学年から中学レベルのテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・漢熟語などの
表現をおおむね適切に選択し、一貫して書きことばらしい文章が書ける。

CM Cの母：日本語はあまり使わない。ポルトガル語話者。 

DM Dの母：日本語はあまり使わない。ポルトガル語話者。 

Group 3 
日本語固有の力 

ポルトガル語（英語）固有の力 
包括的なことばの力 

E 
高 2 

書
く 

８ 
抽象的な概念語彙・低頻度語彙・漢熟語を使って中学生・高校生レベルの創作的

な作品が書ける。 

F 

多言語社会に生きる自
分の経験をもとに読み
手に訴えかける物語が
書ける。 

6 

・さまざまな接続表現、指示語などを使って、ある程度文や段落のまとまり（結束
性）がある文章が書ける。
・口語的な表現（例：ちょっと、すごい）が混ざることもあるが、中学年レベル
のテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・表現、連体修飾節などを使い
ながら文章が書ける。

F 
中１ 

書
く 

７ 

・高学年から中学レベルの既習の慣用的な表現やよく使われる語や句の組み合わせ（コ
ロケーション）といった表現のレパートリーが増え、これらをおおむね適切に使える。
・高学年から中学レベルのテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・漢熟語などの
表現をおおむね適切に選択し、一貫して書きことばらしい文章が書ける。 E 

ペアと協働して多言語
社会に生きる自分の経
験をもとに読み手に訴
えかける物語が書け

る。 4 
・表記や文法には誤用があるが、日常的な会話で用いられる高頻度の語彙・表現を繰り

返し使って、重文、簡単な複文を含みつつ主に単文で短い文章が書ける。

EM E/Fの母：日本語はあまり使わない。ポルトガル語話者。 

Group ４ 
日本語固有の力 

ポルトガル語（英語）固有の力 
包括的なことばの力 

G 

中１ 

書

く 

６ 

・さまざまな接続表現、指示語などを使って、ある程度文や段落のまとまり（結束
性）がある文章が書ける。
・口語的な表現（例：ちょっと、すごい）が混ざることもあるが、中学年レベル
のテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・表現、連体修飾節などを使いな
がら文章が書ける。

D 

・促されれば書く前のス

トラテジーや書いた後の

ストラテジーを活用でき

る。

・段落の関係や内容の

結びつき（因果関係な
ど）を意識して、テーマ
作文（意見文・説明文・
できごと作文など）が書
ける。

6 

・さまざまな接続表現、指示語などを使って、ある程度文や段落のまとまり（結束
性）がある文章が書ける。
・口語的な表現（例：ちょっと、すごい）が混ざることもあるが、中学年レベル
のテキストで使用される概念語彙や低頻度語彙・表現、連体修飾節などを使いな
がら文章が書ける。

GF Gの父：日本語の運用能力も高いがポルトガル語の方が強い。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践の場となったポルトガル語の教室は、継承語教育でよくみられる次の特徴をもつ。 

①日本語・ポルトガル語ともに多様な力を持つ子どもたちが集まる。

②保護者は日本語に堪能でない場合も多く、子どもの日本語力の方が高い場合、保護者の教育力

が十分に活かせないことが少なくない。

③学校現場で自分の力を発揮しきれず、自信を失っている場合もある。

本実践では、こうした現状を教室の中から変革することをめざし、全ての参加者の多様な言語資

源を互いに実感し活用しながら自己肯定感を高められるようなライティング課題を設定した。 

５．単元の評価規準 記入の必要なし 
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６．指導計画（全５日間：各単位時間は 150分 18:30-21:00） 

実施日 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの

力

〇教科

12/10  本WSの主

旨理解

 ペ ア ご と

の 書 く 内

容の決定

 本WSの主旨説明

 メンターテキスト（Home

is in between）の紹介

 参加者による最終プロダ

クト形態の選択

 ペアごとのライティング

☆あまり正確性や構

成などについて気に

せずにペア同士で話

しながらどんどん文

章にしていくよう促

す

♡多言語話者による

作品鑑賞を通じて自

分たちの多言語性を

肯定的に評価できる

よう支援する

★母語・日本語の能

力差があるペアの組

み合わせによって協

働しやすい状況を作

る

1/7  ド ラ フ ト

の完成

 ペアごとのライティング ☆あまり正確性や構

成などについて気に

せずにペア同士で話

しながらどんどん文

章にしていくよう促

す

★母語・日本語どち

らも使いながらブレ

インストーミング

し、メモを作るよう

促す

1/14  推 敲 と 絵

の 割 り 付

け な ど の

検討

 推敲のポイント説明

 推敲

 絵の割り付けなどの検討

☆校正についてはそ

の言語が強い方の参

加者に主導権をとっ

てもらう

★物語というジャン

ルについて意識しな

がら推敲する

1/21  作 品 の 完

成

･(絵を含めた）作品の完成 ☆校正についてはそ

の言語が強い方の参

加者に主導権をとっ

てもらう

★絵の割り付けを考

えながら全体を構成

する

1/28  作 品 の 発

表と共有

･完成した作品の発表と共

有 

☆内容が良く伝わる

よう、明瞭な発音で

工夫して読む

♡自分たちの多言語

性を聞き手に共感を

もって聞いてもらえ

るよう表現する

第１回のドラフト作成の様子 
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７．本時の指導 

ねらい（目標） 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

10 推敲のポイント全体説明 ★物語の構成、情景・心情描写、比喩・メッセージの伝え方

などについて説明する。 

☆子ども向けの表現への修正やオノマトペの使用、などにつ

いて意識を向けさせる。 

120 グループごとの推敲作業 

絵の割り付けの検討 

絵の制作開始 

★個別の FBシートを配布し、個別支援をしながらグループごと

に推敲させる。 

☆語彙・文法の正確性にばかり気をとられないように声がけ

をする。

☆小さい子に分かりやすい表現、オノマトペ、繰り返しなどを意

識させる。 

★グループの中で役割分担をしながら絵の制作も同時に進める。

♡全ての参加者が自分の言語資源を最大限に発揮できるよう声が

けをする。 

20 各グループの今日の成果の共

有 

★それぞれのグループの良い所を全体にシェアする。

１回は 10名が参加した。上の写真にあるように、非常に和やかな雰囲気の中、各グループが活発に意

見を出し合いながらドラフトの作成に取り組んだ。ディスカッションの言語はポルトガル語も日本語

もあり、メモ（下参照）も、書かれた作文も二言

語が自由に混在しているまさにトランスランゲー

ジングを実践したプレライティングセッションと

なった。第２回目は３名が参加して、前回の続き

を書き、提出された原稿をもとに指導者が個別の

フィードバックシートを作成した。本時にあたる

第３回では、11名が参加して、フィードバック

シート（左参照）を活用してグループごとに推敲

し、同時に絵の制作も進めた。初参加の Gとそ

の父 GFには趣旨を説明し、その後二人が作品の

Group 1 のプレライティングメモ 

第３回の推敲のステージで使用したフィードバックシート例 
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ドラフトを書いた。ポルトガル語で父と協働して書いたものを Gが日本語で説明し、それを支援者が

聞き取って整理しつつ、３人で紙芝居の構成を相談しながら作っていった。 

8.児童生徒の変容

このプロジェクトでは合計４つの作品が完成した。Group１は A がテレビで見て知っていたブラ

ジルの民話を AMに語りなおしてもらって再話した。AMとはかなり年齢差のある Aの父にも聞き

ながら作り上げた作品によって、家族の中の年代差を越えたブラジルの物語を作り上げていた。時

には、イラストのイメージが親子間で違っていて、真剣に話し合う場面もあった。どちらもこだわ

りが譲れなく、お互いが得意な言語で、保護者がポルトガル語で子どもが日本語で、必死になって

会話をする、お互いの言葉が飛び交っていた。Bの母が参加できなかったため、コーディネーター

は母と電話で連絡を取り合いながら B も家で取り組めるように心を砕いた。その結果作品の発表

時は、堂々とポルトガル語で読むことができた。聞いている母も頷

きながら、嬉しそうに聞いているのが印象的だった。 

Group 2 の作品の内容はアマゾン出身の Dの生い立ちについて

である。タイトルは「アマゾンから来た少女」である。母語の方が

強い Dは一緒にチームを組んだ Cや自分の母（DM）から自分が幼

かった時のことなどの話をポルトガル語で聞き取り、物語を作り、

それを日本語にするには Cが活躍した。「アマゾンから来たの･･･」

と Dが言うと日本人は、ジャングルからきてターザンのような恰好

をした Dを思い浮かべる。でも実際アマゾンは、世界から企業が進

出するほどの都会。このステレオタイプのイメージと、本人の来日

した時の不安を物語に作り上げた。「こんな思いで来日してくるんだ

よ」というメッセージを子ども（聞き手）に伝えたい、その思いをも

とに、子どもにも分かりやすく主人公の女の子の気持ちを言葉にの

せて表現し、とても温かい作品となった。 

Group 3は母の来日時のストーリーを子どもが母に日本語で聞き

取り、母はポルトガル語で応答するかたちで進められた（次ページに作品全体を掲載）。兄の E が

母の語りの要旨を崩さず、しかも見事な日本語の比喩表現などをとりいれながら作品にまとめてい

った。２ページ目の「孤独なクジラ」や３ページ目の「ドアが開いているのに飛び立てない鳥」「歌

う声ももたない鳥」などの比喩は、母のポルトガル語の直訳ではなく、Eなりに母の体験に色をの

せた表現を探ったものである。 

その後、絵を得意とする妹 Fも加わり、兄が書いた文字を読んで絵をイメージする。しかし、母

のイメージとずれることもあり、母のイメージに近づくよう、ポルトガル語で聞き取りながら、よ

り丁寧に仕上げていった。妹 Fは、日本生まれ・育ちでポルトガル語に苦手意識があり、アイデン

ティティにも揺れを見せる。そんな Fにとってはこの作業はとても大変だったというが、14枚書

き終え、母から一度も修正が入らなかった 2枚の絵を誇らしげに教えてくれた。それは兄が、くじ

らの比喩を使った②と⑭の絵だった。 

恥ずかしがり屋の兄 Eはみんなの前での発表はしなかったが、そんな兄をカバーするかのように

妹 Fは大切に一文字ずつ感情をこめて日本語の読み伝えを見事に行い、母は、自分のストーリーを

ステレオタイプのアマゾン

AIを活用して生成した絵
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ポルトガル語で読み伝えた。作品の発表時には父も教室に訪れ、そこからも家族一丸となって作品

を仕上げてくれたことがよくわかった。 

母 EMは「特にポルトガル語と日本語の言葉の意味や感情については、簡単ではないこともあり

ましたが、一緒にプロジェクトを実行できることは、素晴らしいことだと思いました。日本に住ん

でいる多くの皆さん、私たちはいつも急いでいて、一生懸命働いたり、勉強したりして、ほとんど

の場合が、家族として一緒に何かをするという時間がありません。このプロジェクトでは、私たち

が団結する機会がありました。一緒に考えて、それぞれが重要な役割を果たし、完成した時はすご

くやりがいと一体感を感じました。ありがとう。」と感想に記している。（ポルトガル語：訳は実践

者） 

Group 3の作品 「セカイの反対側で DO OUTRO LADO DO MUNDO」 

≪セカイの反対側で≫ 

≪Do outro lado do mundo.≫ 

①私が子供くらいのころに、日本に来たの。 

その日は、とても暗くてそして寒い日だったの。 

Quando eu era criança, eu vim para o Japão. 
Naquela dia estava uma noite muito escura e fria. 

②毎日が過ぎて行て、私は孤独なクジラみたいだった 

Os dias iam passando...e eu me sentia como uma baleia 
nadando sozinha. 

③それは、ドアが開いているのに、飛び立てない鳥みた

いに、歌う声も持たない鳥みたいに。君にもわかるかい 

Como um passáro dentro de uma gaiola aberta, sem 
quer voar ou cantar. 
Você sabe como é isso? 

④言葉もわからない、友達もいない、ここは懐かしいブ

ラジルとは天気もお金も違う。何もかも違う 

Não sei o idioma, não tenho amigos, sinto saudades do 
Brasil, o clima, o dinheiro é tudo diferente. 

⑤お母さんやお父さんは、朝から夜遅くまで働いてい

て、私はいつも家に一人。 

ブラジルでは、お母さんやお父さんがお昼くらいに家に

いて、いつも一緒に遊んでいたのに今はそれがないとて

も悲しい。 

Mamãe e papai trabalham de manhã até a noite. 
Acabo ficando muito sozinha, no Brasil meus pais 
chegavam cedo em casa e brincavamos juntos. agora me 

sinto triste sem isso. 

⑥だから、おじいちゃんやおばあちゃんと話そうと思っ

ていた。でもね、お金がないから電話はできなかった。 

だからお手紙でしか、おじいちゃんやおばあちゃんと話

ができなかった。声が聞きたい会いたいと思ってもでき

ない 

Queria poder falar com a vovó, com o vovô, mais era 
muito caro ficar ligando, intao escreviamos cartas. 

Queria ouvir a voz, se encontrar com eles e não dava. 

⑦だから、お友達を作るために学校に行ったの。先生は

優しくいろいろ教えてくれた。お友達も出来て、毎日が

楽しいそしてお勉強も頑張った。 

Fui para a escola, fazer amigos , os professores eram 
bonzinhos e me ensinaram muitas coisas. 
Fiz muitos amigos, e me esforcei nos estudos. 

⑧だけど、いじめを受けたの。チクチク言葉を言われた

り、楽しい毎日がなくなっていった。つまらない毎日、

勉強もやる気が出ない。 

Sofri bullying também, me disseram palavras feias, meus 
dias foram ficando chatos...e fui ficando sem vontade de 
continuar estudando. 
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⑨でも私の友達は助けてくれた。気にしないでって、 

楽しいことだけ考えよって。 

Mais tive amigos que me ajudaram, eles me diziam para 
não se importar com aquilo, e sempre só pensar em 
coisas boas! 

⑪私は受けたいじめをほかの人には絶対にしない。心が

痛いってわかるから。日本に来てからいろいろ起きた。 

Eu não irei fazer bullying com outras pessoas! 
Sei como doi o coração! 
Depois que cheguei no Japão aconteceu tantas coisas.. 

⑫ブラジルに帰りたいと思ったり、いじめを受けたりとた

くさんあった。でも、日本で暮らすことを受け入れて新し

いことに挑戦する。 

Até pensei em voltar para o Brasil! 
Sofri bullying, ah! foram tantas coisas... 
Mas se eu quiser viver mesmo no Japão, preciso aprender 
a vencer os desafios! 

⑬どんなに大きな壁があっても、仲間と一緒に壊そう。

楽しい毎日を作ろう。 

Mesmo se tiver uma grande parede, posso quebra la 
junto com minha familía e amigos! 
Tenho que fazer que todos os dias sejam legais! 

⑭今、私の中では空はとても広くて 

クジラがいっぱい泳いでいる海がある 

Agora dentro de mim, sinto como se eu estivesse em 
um céu bem grande! Como um mar imenso cheio de  
baleias nadando todas juntas... 

Group 4の Gは中 1で恥ずかしがり屋で、当初は他の上級生

とは違い、今回の趣旨が理解できていないのか、全く手がつけ

られなかった。しかし、3回目から父が参加したことで、取り

組み自体楽しくなってきた様子だった。それは、父がしっかり

と子どもと向き合い、たくさん言葉を引き出して、話を進めら

れたからである。その結果 Gは、取り組みに加速がつき、指導

者と相談しながら「半分半分」を意味するポルトガル語の

Dividido をタイトルにすることに決めた。日本語もあえて訳

さず、ジビジードとして、紙芝居を半分ずつにして日本とブラ

ジルを比較していこう、という方針が固まった。「ブラジルと日

本が隣同士ならよかったのに」という言葉には、どちらの国も

大切に想う Gの〈声〉が見事に表現されていた。 

最終日、堂々と日本語で作品を読んだ時は、父も誇らしげな表

情をしていた。Gはポルトガル語でも読めるが、あえて、父に

ポルトガル語で皆の前で読んでもらうことで、二人の作品とし、Gも満足げな得意げな表情を浮か

べていたのが、印象的だった。まさしく、目標である「保護者の力を活用し、継承語のリテラシー

を高めつつ、バイリンガルな家族として絆を強める」時間だった。 

≪実践者（坂江 レアンドロ ユウキ）の感想≫ 

このプロジェクトは、クラスメート間はもちろんのこと、家族間で、より深い絆をもたらしました。

家族が参加しアイディアを出し合い、相手（聞き手）の目線に合わせて、自分の内容を表現しまし

た。参加者は、言葉と絵を通して、とてもやりがいを感じていました。多くの人が物語に感動し、
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共感し、自分は一人ではないと知りました。参加者は今日を迎えるまでに、さまざまな状況を経験

することができて、とても良かったと思います。 

≪実践者（馬木 照子）の感想≫ 

初めての試みであったので、親に突然、プロジェクトの連絡をしても、賛同が得られるのか、また、

子どもたちも学校の課外活動等で、時間がないなかでも、このプロジェクトがいい経験になると思

い、参加できるように努めてくれました。この取り組みのいいところは、たとえ 15分でも保護者

と子どもが同じ時間を過ごすことです。いざ、取り組み始めて、時間が足りないことを知った時、

焦りはありましたが、絶対に何とか仕上げようという気持ちを持っていました。発表が終わった時

は、達成感があったのではないかと思います。昔話が世代を超えて、いろいろなバージョンがある

ことを知るという経験が得られました。また、作品づくりがきっかけで、子どもたちが知らないこ

とを母が話したことは、母が今まで、胸に抱えていたものが、すっきりと吐き出せたように思いま

した。また、自分のストーリーであっても、発表を聞いていると、実は、みんなが言いたかったこ

とを代わりに表現してくれているかのようでした。 

≪支援者（近藤 利恵）の感想≫ 

今回のプロジェクトの成功のカギは、保護者と子どもたちの絆の深さにあったと思う。保護者全

員が参加して、子どもと一緒に熱心に作品の制作に関わってくれたことがとても大きな意味を持つ。

また、プロジェクト全体を通し、子どもの言葉の資源をどれも潰さず、日本語が強い子には、日本

語を使いつつ、ポルトガル語が強い子どもには、どんな表現を使ったらさらによくなるのか、個別

の働きかけを丁寧に実践者が行ったことで、まさにトランスランゲージング・スペースが生み出さ

れていた。この地域の母語教室で、トランスランゲージング・プロジェクトが実現すること、それ

も世代を超えた協働的なプロジェクトとして成立することを実感できた。 
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私の意⾒では、平和な世界とは、

戦争がなくなり、すべての⼈々の

尊厳と⽣命が尊重されることを意

味します。しかし、クリスチャン

にとって、⼈は死ぬときにようや

く平安を得ることができます。こ

の⿃は平和を表す⿃なので描きま

した。キリスト教の本にもよく出

てきます。私の将来には平和が訪

れると信じています。

私の絵は、10年後の私の将来の

２つの可能性を２つの平⾯で表

しています。上の図は、私が熟

練したデジタルイラストレータ

ーである私の最良のシナリオを

⺬しています。下のほうは暗い

未来を反映しており、すべてが

うまくいかなかった場合の絶望

を象徴しています。中央は、⼈

⽣の⽅向性を決めようともがき

ながら階段を登る現在の「私」

が描かれていました。

��⽣
�⼆�
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1．活動名 

SDGs 達成のためのわたしの行動宣言 

２ 対象の生徒の実態 

１）対象生徒数

学年 高校 4 年生           人数 １人

実践者名 川田麻記（町田高等学校定時制課程 日本語指導支援員／桜美林大学） 

井川和子（町田高等学校定時制課程 日本語指導支援員） 

宮下智子（町田高等学校定時制課程 日本語指導支援員） 

実践区分 高校 特別の教育課程 課外（0 時限目を活用した個別補習指導） 

実践地域 

および場所

等の特長 

 東京都立町田高等学校定時制（以下、町高定）のある東京都町田市は、総人口が

約 43 万人で、そのうちの約 2.3%（約 1 万人）が外国籍住民である。近年、同市

では多言語多文化の児童生徒数が急増していることを受け、市教委が中心となっ

て 2024 年度に市内の小中高校、大学、地域団体の関係者による連絡協議会を立

ち上げ、支援体制の構築に向けた取組が始まった。市内の高校については、2024

年度現在、７つの公立高校のうち特別の教育課程を設置しているのは町高定のみ

である。 

2024 年度の町高定の全校生徒数は 109 名で、多言語多文化の生徒は各学年に

2-3 名在籍している。2021 年度より近隣の桜美林大学と連携し、日本語の補習

や居場所づくり、キャリア支援等の活動を行ってきた。2023 年度以降は、選択科

目の時間を活用して特別の教育課程を編成し、日本語指導を実施している。生徒の

つながりのある国は中国、ネパール、フィリピン、タイ等で、2023 年度は 5 名、

2024 年度は 2 名の生徒が指導を受けている。指導内容については 2023 年度は

日本語基礎と技能別日本語、2024 年度は日本語プロジェクトを中心に、高校教員

と外部からの日本語指導支援員（以下、実践者）が連携して実施している。放課後

には週 1 回、国際交流サークルにて、大学生や母語支援者の協力を得て、多言語

多文化の活動に取り組んでいる。 

本実践の 

ポイント 

本実践では、小 6 で来日したフィリピンルーツの高 4 の A を対象にプロジェク

トを実施した。A は来日以来、日本語への苦手意識が長く続き、包括的なことばの

力も停滞していた。そのため、本実践では A の最も強い言語である英語をできる

限り活用し、日本語と合わせて包括的なことばの力の向上を目指した。本実践で

は、SDGs17 の目標から A が関心をもつ貧困を取り上げ、英語でフィリピンの貧

困問題について理解を深めた。次に貧困層への政府の経済支援に関する調査とそ

の結果の分析・議論を日英で行った。最後に英語（一部日本語）で論理展開を考え

てレポートを書き、発表を行った。 

この活動を通し、英語を価値ある存在と捉えるようになり、学びの主体性向上が

顕著に見られた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

初期段階の授業参観で感じたのは、本人自身が日本語と英語の間にある大きな違いから、英

語でわかっていても日本語ではどう表現したらいいか、また、日本語の細かい表現は英語で

は表しきれないことなどを大いに悩んでいた様子である。そのため、日本語での発語に躊躇

が見られ、自信も持てない様子であった。しかし、本人にとっては身近な話題の「貧困」を

テーマとした題材を取り入れ、本人のペースに合わせて、日本語と英語を効果的に組み合わ

せて理解を深めることで、少しずつ自分ごとという問題意識を持ち、アンケートなど積極的

に取り組み姿勢に変容を遂げたと感じた。最後の発表は自信を持って行っていたのが印象的

だった。 
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1．活動名

SDGs 達成のためのわたしの行動宣言 

２ 対象の生徒の実態 

１）対象生徒数

学年 高校 4 年生  人数 １人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ 

8 

書く 

年齢枠の 

目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ 

7 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ 

6 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ 

5 

書く 

読む 

聞く・話す 目標 

ステップ 

4 

書く 

読む A 

聞く・話す A 

ステップ 

3 

書く A 

読む 

聞く・話す 

ステップ 

2 

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ 

1 

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

A 

聞

く 

・ 

話

す 

５

⚫ 名詞修飾や間接引用（と言っていまし

た、〜ように等）、疑問引用節（〜か

どうか）を含む複文の使用が、支援を

得てでき、話を続けることができる。

⚫ SDGs の貧困に関わる日本語の語彙・

表現（極度の貧困、栄養失調、健康診

断、医療、政府、教育等々）を一部使

い、また一部は簡単な言い回しに変え

て（例：現金給付→お金をあげるこ

と）、貧困に関するテーマの概要を説

明したり、自分の意見を述べたりする

ことができる。

Ｆ

⚫ 社会的な話題（SDGs「目標 1 貧困を

なくそう」）に関連する賛否両論の複

数のテーマについて、支援を得なが

ら、多角的・批判的視点をもった議論

することができる。

⚫ 貧困に関わるテーマを１つ選び、周囲

の人々がどのような意見を持っている

か調査し、得られた意見の共通点や相

違点を整理して議論できる。

⚫ 他者の意見や考えに対し、論拠を示し

ながら一貫性のある意見を述べること

ができる。

⚫ 調査で得たデータを基に、支援を得て

図表を作成し、論理構成を意識して

ICT を活用したプレゼンテーションが

できる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

本実践の対象生徒 A は、小６の 1 月に来日したものの、高 1 の 6 月時点での日本語固有の知識・技

能（聞く・話す）は、習得ステップ１〜2 にあった。当時の A は、自ら発話することはほぼなく、極め

て消極的で無気力な様子が窺えた。そのため、高 1・２年次は、居場所づくりや人間関係の構築を重視

し、補習の時間を活用して主に日本語での日常会話に参加できる力を育むことに取り組んだ。高３年次

は、特別の教育課程にて日本語基礎と技能別日本語に加え、進路につながるプロジェクト等を複数実施

した。その結果、Aは徐々に学習活動に前向きに取り組むようになり、日本語固有の知識・技能（聞く・

話す）はゆっくりと向上した。一方で、在籍学級での授業への参加は、中学時代を含め、長期に渡り困

難な状況が続き、自律的な学びの習慣がなかなか定着しないという課題を抱えていた。学年相応の教科

学習に関するテーマや社会的な話題に関する話し合いに参加できる機会も十分に与えられてきたとは

言えず、思考・判断・表現を支える包括的なことばの力の停滞が推測された。 

そのため、本実践では、A が関心をもつ社会的テーマを取り上げることで、A 自らが高校の関係者ら

との対話に参加しながら自律的に取り組むことのできる言語活動を計画した。具体的には、教科につな

がる指導の一環として 2024 年 5 月から学んできた SDGs 関連のテーマの中で A が最も興味を示した

「目標１：貧困をなくそう」に焦点を絞り、このテーマについて（支援を得つつも）主体的に議論に参

加できるようになること、そして「貧困の根絶」という SDGs 目標１に対して A 自身が自律的に調べ、

考えをもち、その考えに基づく行動宣言ができるようになることをねらいとして設定した。 

社会的な課題（SDGs 目標 1 貧困をなくそう）に関して、自ら調べ、自らの考えを他者に伝えることがで

き、またその考えに基づいて自身がどう行動していくべきか宣言したりすることができる。さらに、自ら

のもつ複数の言語資源を最大限に活用することを通して、その意義に気づき、マルチリンガル・アイデン

ティティを育むことができる。
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このねらいを達成するために、本実践では、貧困問題に関する 10 のテーマを用意し、これらについ

てまず Aと実践者が対話を行った。その上で、本人が「調べたい」と思うテーマを１つ選ばせ、他者と

の対話を生みやすい「街頭インタビュー形式」でのアンケート調査を行うことを計画した。特に、「聞

く・話す」の思考・判断・表現を支える包括的なことばの力を伸ばすために、調査を通して得られた他

者の意見の共通点や相違点を整理して考察したり、自らのルーツであるフィリピンの社会情勢を調べた

りすることで、客観的な事実や実体験を根拠に自分の意見を述べることができるようになることを目標

とした。 

また、本実践では、A が自らのもつ複数の言語資源を最大限に活用することを通して、その意義に気

づき、マルチリンガル・アイデンティティを育むことができることをもう一つのねらいとした。その背

景には、実践者ら自身の Aの言語資源に対する捉え方への反省があった。A は、英語、タガログ語、チ

ャバカノ語、日本語と非常に豊かな言語資源をもつ生徒である。特に、最も強い言語は英語で、2024

年 7 月に英検準一級に合格している。しかし、過去の A の支援では、英語は日本語での会話や読解を進

めるための補助的な役割として捉えて使用してきた。本実践では、この点を改め、上記の目標を達成す

るために、A の最も強い言語である英語を最大限に活用することの重要性への認識を実践者及び高校教

員の間で共有した。具体的には、SDGs の内容やグラフ等の読み取り、論理展開の把握など、理解の深

まりを促すことを目的として、英語をより積極的に活用することになる回（週 2 回 3-4 コマ）と、そ

の理解に基づいて日本語での言語活動に注力することになる回（週 2 コマ）を大まかに計画した。そし

て A の理解と産出の円滑な流れに意識を向け、英語と日本語の言語使用を戦略的にシフトさせながら、

包括的なことばの力を高める言語実践を心がけた。 

 日本語固有の知識・技能の伸長については、2024 年 3 月時点で、決まった複文構造（〜時、〜たら

等）の使用頻度は高まってきていたが、名詞修飾や間接引用、疑問引用節などを含む複文構造の発話に

はまだ不慣れであった。そのため、貧困をテーマとする対話の中で出てくるこれらの構造と意味に焦点

化することを繰り返した。特に、貧困に関するアンケート調査では、賛否両論のテーマ（〜べきかどう

か）を扱うことを通して、疑問引用節だけでなく、名詞修飾や間接引用を含む複雑な構造（〜べきだと

いう人は…）も繰り返し出てきやすい文脈をつくることを意識した。そして、その中で、貧困に関わる

日本語の語彙・表現（極度の貧困、医療、政府、教育等）を一部使って説明をしたり、自分の意見を述

べたりできるようになることを目指した。 

最後に、これらの活動で学んだことを、ICT を活用して、英語と日本語の両言語でプレゼンテーショ

ンができるようになることを通し、Aのマルチリンガル・アイデンティティを育み、かつ社会的情動の

発達を後押しする声がけを心がけた。 

５．単元の評価規準 

特別の教育課程のため、該当なし 
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６．指導計画（全 37 時間） 

時 ねらい 学習活動等 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力
★包括的なことばの力

〇教科 

1-20

9/4[水]〜

10/18[木] 

· SDGsとは何か

その目的と意義

を理解する。 

· 目標 1「貧困

をなくそう」

に関する理解

を深める。

· 世界の貧困問題の実態や様々な

取組についての動画視聴、読解

（英語→日本語） 

· 動画視聴後、読解後のディスカ

ッション（英語→日本語） 

☆SDGsに関わる語彙

（例：持続可能な, 開発, 

目標, 国際連合, etc）や

貧困に関する語彙 (例: 

困る, 貧しい, 極度の貧困,

貯金, etc.) を部分的に使

って話すことができる。 

★SDGs の概要を理解する

ことができる。

★貧困問題の実態や対策に

ついて、動画視聴、読解

などで知ったことについ

て話すことができる。

21 

10/21 

[月]

· 調査したいテー

マについて検討

し、アンケート

を作成すること

ができる。

· SDGs 目標 1「貧困」に関する

10 のテーマについて対話と

調査したいテーマの選択。

· アンケート作成。

· (英語→日本語)

☆貧困に関する語彙を部分

的に使って話したり、簡

単な言い回しを使ってテ

ーマを表現できる。

(例: 政府は貧困層への現

金給付を増やすべきか 

→ 政府は貧しい人にもっと

お金をあげるべきか) 

★SDGs 目標 1 に関する複

数の実社会に関わるテー

マについて意見を述べる

ことができる。 

また、その中から自分が

最も議論したいテーマを

選択することができる。 

22 

10/23 

[水] 

· アンケートの実

施を通して、他

者の意見を知り

社会問題への周

囲と自分の意識

の同異に気づく。 

· 課題のアンケートの途中経過

報告 1 回目。(日本語)

· 現段階での自分の意見を述

べ、短い意見文を書く。(英語)

☆アンケートの進捗報告を

日本語で行うことを通し

て、貧困に関する語彙を

部分的に使用して伝える

ことができる。(例: 政府

調査, 医療, 教育, etc.)

★アンケートのテーマに対し

て集まった意見（多数派、

少数派の意見）の具体例を

紹介することができる。 

★自分の考えを整理するた

めの短い意見文を書く。

23 

10/24 

[木] 

· フィリピンの貧困

問題について調べ

フィリピン政府の

取組を知ること

で、自分の体験と

照らし合わせて考

えることができ

る。 

· 課題のアンケートの途中経過

報告 2 回目。(日本語)

· フィリピンの貧困問題につい

て ICT を活用して調べる。

· 貧困をなくすために何ができ

るか？この時点での行動宣言

を言語化。(日本語→英語)

☆関連語彙や名詞修飾を含

む複文構造を断片的に使

って話すことができる。

(例: 政府からの現金給付の増

額に反対する人の意見として

「ドラッグをやっている人が

お金をもらったらもっとドラ

ッグにお金を使ってしまうか

ら。」を取り上げる) 

★問いへの賛成・反対意

見の大まかな数と割合

を把握する。

★ICTを活用して調べたこ

とと自分の体験を統合し

て、貧困に対し自分にで

きることを考える。

24 

10/28 

[月] 

【本時】 

· アンケート結果の

集計やグラフ作成

を通して、物事を

客観的に捉え整理

することができ発

表に向けての動機

づけを行う。 

· アンケート最終報告。集計結果

を基にExcelでグラフ作成。

· 賛成と反対意見の傾向を探り、

考察、議論。(日本語と英語)

· 調査結果をまとめるレポート

と発表の構成の確認。(英語)

☆関連語彙や間接引用を含

む複文構造を断片的に使

って話すことができる。

(例: 「賛成の人は…」「反対

の人は…」「もっとお金をあ

げるべきではないという人は

…」「…べきだと思う。」etc.) 

アンケートの結果をグラフ

に表すことができる。 

★問いへの賛成・反対意

見の理由を読み、比較

してそれぞれの傾向を

掴むことができる。

25 

10/30 

[水]

· 論理展開に意識

を向けて、例を

挙げながら自分

の意見を述べる

ことができる。

· これまでの取組の振り返りを

通して、内容をいかに深めら

れるかを検討。(英語)

· 「話す→書く」を通して自分

の考えを整理する。(英語)

★調べたことと自分の体験・

意見をつなぐ論理展開を

検討することができる。

26 

10/31 

[木]

· 英語で言えるこ

とを日本語でも

述べ、自信をつ

ける。

· 前日、前々日の活動を日本語

で再度話し合う。

· 前日に書いた英語の意見作文

を振り返り日本語で述べる。

(英語＜日本語)

☆テーマに関連する語彙を

増やし、名詞修飾を含む

複文構造を断片的に使っ

て話すことができる。 

(例: 働く意欲、働かないでもら

えるお金、健康、健康診断、

栄養失調、視力等) 

☆日英語の名詞修飾の文構

造の違いを意識化できる。 

★アンケートの結果の概要を

グラフで示しながら説明す

ることができる。 

★賛成・反対意見に対

し、自分の体験を踏ま

えて意見を述べること

ができる。 
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27 

11/11 

[月] 

· 皆の行動宣言を

読み、自分の考

えを伝えること

の意義を知る。

· 発表に向けての

動機づけを高め

る。

· 調査の振り返り・これまでの

自分の行動宣言の再確認。

· ユニセフHP（みんなの行動宣

言）を読み、意見を述べる。

· 調査結果と考察、自分の意見

をまとめるレポートを進め

る。（英語＞日本語）

☆関連語彙や名詞修飾を含

む複文構造を断片的に使

って話すことができる。

(例:フィリピンは農業する人が

多い。日本はオフィスワーカ

ーが多いから、UVを浴びな

い仕事が多い。等)  

★自身のレポートと発表の

論理展開を検討できる。

特に、導入から調査に至

る背景の説明、この調査

の目的までの論理的なつ

ながりを認識することが

できる。

28-34

11/13[水]

〜

11/22[金] 

· 発表やレポート

における論理展

開や語彙・文体

の選択の重要性

を認識すること

ができる。

· 発表・レポートの構造を再度

参照し、論理展開、レジスタ

ーに注意しつつ、「話す→書

く→話す」を繰り返して日英

で文章作成。

· 月水金の授業（英語＞日本

語）

· 木の授業（英語＜日本語)

☆関連語彙や名詞修飾を含

む複文構造を断片的に使

って話したり、(支援を

得ながら)一部書いたり

することができる。 

(例: 教育を受けない子ども／ 

犯罪を犯すリスク／ギャンブ

ルなどにお金を使ってしまう

人／教育を受ける／信頼され

る大人, etc.)  

★ 論理展開やレジスター

（語彙の硬さや文体の

選択）を意識しつつ、

話すことができる。

★ （支援を得ながら）客観

的なデータを効果的に使

って、説明したり意見

を述べたりすることが

できる。 

35-36

11/25[月]

11/26[火]

· スライド作成を

通して、発表の

準備に主体的に

取り組むことが

できる。

· 作成したレポートに沿って、

発表内容をスライドにまとめ

ることができる。（英語）

· スライドに沿って、発表内容

を口頭で表現することができ

る。（英語）

★ 論理構成を意識したスラ

イドを作成することがで

きる。 

★ （支援を得ながら）客観

的なデータを効果的に使

って、説明したり意見

を述べたりすることが

できる。 

37 

11/27 

[水]

· 大勢の人の前で

日英両言語で口

頭発表をするこ

とを通して自信

をつける。

· 社会課題に関す

る議論に参加す

ることを通して

知的な刺激を受

け、学びへの主

体性を高める。

· 補習の時間(16-17 時)に、

口頭発表の練習（英語＆日本

語）

· 国際交流サークルの時間

（21-22 時）に口頭発表。

· 発表後に自分自身の貧困問題

に対する行動宣言ができる。

（英語＞日本語） 

☆関連語彙や名詞修飾を含

む複文構造を使ってまと

まりのある話をすること

ができる。 

☆発表に対する日本語での

質問を概ね理解すること

ができ、それに対して

（支援を得ながら）答え

ることができる。 

★ 論理的構成を意識し、客観

的なデータやICTなどを効

果的に活用しながら発表が

できる。

★ 発表後に質疑応答を通して

取り上げた社会課題に関す

る話し合いにおいて共感的

多角的視点から議論に参加

することができる。 

７．本時の指導（24/37）10 月 28 日(月) ３・４時間目(45 分 x2)細案 

ねらい（目標）アンケート結果の集計やグラフ作成を通して、周囲の人々の意見を客観的に捉えて整理す

ることができ、発表に向けての動機づけを行う。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

3 時間目（45 分） 

5

分 

【導入】アンケートの最終報告 

A が選んだアンケート調査のテーマ： 

「政府は、貧しい人々にもっとお金をあ

げるべきか。」 

T: たくさん質問したそうですね。 

A: （答える：はい） 

T: ぜんぶで何人に質問しましたか。 

A: ◯人 … 調査ボード[資料 1]にシール

を貼ってくれた人の数を数える。 

T: (褒める) 

T: もっとお金をあげるべきだという人が

多かったですか。あげるべきではない

前回(10/24)に担当した実践者からの申し送り 

先生方は〇（お金をもっとあげたほうがよい）が多い、国

際交流サークルのメンバーの大学生は一人を除いて×（お

金をあげるべきではない）だったと言っていました。 

これを参考に、賛成派と反対派のそれぞれの意見を述べた人の

立場（先生、大学生など）に加えて、その回答理由の内容に傾

向があるかどうかの考察を取り入れる。 
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という人が多かったですか。それは A

さんが考えていたことと同じでしたか。 

A: (答える)…名詞修飾を使用して答える 

T: 今日はこれ（調査の結果）を、エクセ

ルを使ってグラフにします。それか

ら、賛成 agree、反対 disagree の人の意

見をよく読んで、どんな傾向 tendency

があるか考えます。最後にレポートと

発表のための構造 structureを確認します。 

☆本人の予想と実際の回答者の反応について質問し、本プロジ

ェクトへの手応えについて話させる。

☆「お金をあげるべきだという人が xx 人」「あげるべきではな

いという人が xx 人」というふうに、名詞修飾を使って産出し

やすいよう促す。

☆「賛成・反対・傾向」などの語彙の意味が文脈で掴めるように英

語も添えながら、この日の活動の確認をする。

20

分 

【展開①】アンケートの結果集計 

・回答者を分類して表にまとめる。

・賛成・反対の回答数を数えて表にまと

める。 

T: 誰に質問しましたか。 

A: 高校の先生、家族、クラスメイトの友達 

フィリピンの友達、大学生、日本語の先生… 

T: たくさん聴きましたね。高校の先生は

何人聞きましたか。 

A: (調査ボードのシールをみながら思い出し、

質問した高校の先生の人数を数える) 24。 

(T: 家族他についても何人聞いたか確認し

表にして、他の人が見ても分かる情報

にすることを伝える。) 

T: 誰に、何人ききましたか。数をタイプ

して、表 Table をつくります。 

A: (Excel に回答者名と人数をタイプして

入力し、表を作成していく。) 

T: 表 Table はできましたか。ぜんぶで、

◯人（＝38 人）に聞きましたね。こ

の表を使って人数を計算します。

A: (SUM 関数を使って◯人（＝38 人）に

なることを確認する。) [資料 2] 

★ 調べた情報を、回答者別に整理することで、ランダムに集められ

た情報を他者に伝えやすい形にできることを英語で伝える。

→ 回答者別に人数を入力する Excel の表を事前に準備してお

き、どんなものを作成するのかを見せる。

→ Excel の SUM関数の使用方法を英語で伝え、実際に Excel を

使って合計人数の出し方を見せる。

20

分 

【展開②】Excel でグラフ作成 

回答者別の人数とその割合、議題に対す

る賛成・反対意見の割合をグラフで表す。 

T: よくできました。Excel のここ（挿入）

を見てください。色々なグラフがありま

すね。どのグラフが良いと思いますか。 

A: (グラフを選ぶ) 

T: (まず、T がグラフの作成方法を実践し

てみせ、グラフのタイトルの付け方、

データの内容や％の付け方を示す。) 

A: (グラフ作成方法を見ながら、回答者別

の人数[資料 3]とその割合を表すグラフ

を作成。次に、賛成・反対意見の数と

その割合をグラフで表す。) [資料 4] 

T: よくできました。 

[→このグラフはレポートや発表で使用する

ことを伝え、今後の活動内容を意識させる] 

→ A は Excel に慣れていないため、一つ一つ英語で確認しなが

ら、使い方を見せ、高校の PC でグラフを作ってみる。 

→ 作成したグラフを見て、ICTを活用することの良さを実感できるよ

う見栄えよく作成する。 

→ ここで、A が作業をしている間に、T は A が集めた記述式の

日本語の回答をタイプしてルビを振る。そして、AI 翻訳で

すべて英語に翻訳する。 

4時間目（45分） 

10

分 

【展開③】賛成派の意見の分析 

賛成派の意見にはどのような傾向がある

のかを探る 

T: まず賛成の人、もっとお金をあげるべき

だという人の意見を日本語で読みます。

A さんは聞いてください。そして英語

★ 賛成の意見を日本語で聞き取り概要を掴んだあと、英語でそ

れらの意見の細部まで意味を確認するよう指示し、しっかり
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を見てください。(A が集めた 21 の賛

成意見[資料 5]を読み聞かせる。) 

A: (A は日本語を聞きながら、英語の翻訳

を読んで意味を理解する) 

T: お金をあげるべきだという人の意見に

は、どんな意見が多いですか。傾向

tendency を見つけてください。 

 （少し時間をとる） 

A: (英語で答える)  

T: (A の反応に対して質問をして、本人の

意見も引き出す) 

理解した上で傾向や共通点を取り上げられるか確認する。説

明はまず日本語で与え、理解を確認しつつ、英語でも与え

る。 

→ 気づきを得やすくするため、賛成派の意見の中で似ているもの

をチェックさせた上で、よく考えてから答えるよう指示し、時間

を与える。

→ 回答はA の思考を整理しやすいよう英語で答えるよう指示。

15

分 

【展開④】反対派の意見の分析 

反対派の意見にはどのような傾向がある

のかを探る 

T: 次は、反対の人、もっとお金をあげる

べきではないという人の意見を見てみ

ましょう。私が読みます。A さんは、

英語を見てください。(A が集めた 11

の反対意見のリストを読み聞かせる。) 

A: (A は日本語を聞きながら、英語の翻訳

を読んで意味を理解する) 

T: お金をあげるべきではないという人の

意見を聞いて、どう思いましたか。 

A: (英語で答える)  

T: (A の反応に対して質問をして、本人の

意見も引き出す) 

★ 反対の意見を日本語で聞き取り概要を掴んだあと、英語でそ

れらの意見の細部まで意味を確認するよう指示し、しっかり

理解した上で傾向や共通点を取り上げられるか確認する。

→ 気づきを得やすくするため、反対派の意見の中で似ているもの

をチェックさせた上で、よく考えてから答えるよう指示し、時間

を与える。

→ 回答はA の思考を整理しやすいよう英語で答えるよう指示。 

★ 賛成と反対意見のそれぞれの傾向（違い）を探り、さらに両者の

共通する部分がないか気になった点や気づいた点を産出させる。

15

分 

【展開⑤】発表・レポートの構造 

今後の発表・レポートの構造と論理展開

を視覚的に捉え、これまでに行ってきた

プロジェクトの背景と目的、調査の内容

とその考察を整理する。 

T: （以下のプリントを見せる） 

1. Introduction

2. Background

3. Objectives

4. Survey Method and Results

5. Discussion

5.1. Opinions of Those Who Agreed

5.2. Opinions of Those Who Disagreed
5.3. My Own Opinions

6. Conclusion

A: (1. Introduction, 2. Background にあたる内

容を英語でアウトプットする) 

→ レポートの大枠に記された各節で、何を言うかを英語で考え

させ、全体像のイメージが掴めるよう英語で指示する。 

★ この日の授業で取り組んだことが、調査の概要から調査結果

の考察にあたる 5.1 と 5.2 の内容が中心であったことが把握

でき、その展開が分かるよう、英語で説明を追加して理解を

促す。 

★ 今後のレポート・発表の論理展開が明確に理解できるよう英

語でその流れをアウトプットさせる。 

5 

分 

【まとめ・クールダウン】 

▪ レポート・発表の構造を再度確認。

▪ 調査結果（5. 5.1 と 5.2）の考察をもと

に、A の考え（5.3）をこれからどうまと

めるかブレインストーミング。

▪ 次回以降の予定について確認をして終了。 

★ 今後のレポート・発表の論理展開を意識して、賛成・反対の

両者の意見を受けて、自身はどのような論拠に基づき、どの

ような意見を述べるかを英語で考えさせる。

→ 最後に、この日に整理したデータを使って、これからレポー

トを書き、発表を行うことを確認して次回の取り組みへの動

機づけを行う。 
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[資料 1] 

[資料 2] 

Should the government give more money to the poor? 

Number of people 

1 How many people in total? 38 

2 

High school teachers 24 

High school students 2 

Japanese language instructors 3 

Family members 2 

Friends in the Philippines 1 

University students 5 

Others 1 

3 Agreed 26 

4 Disagreed 12 

[資料 3] 

[資料 4] 
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[資料５]（A が集めた賛成・反対意見の理由に関する記述の一部） 

8. 生徒の変容

1）自律的かつ主体的に学び進める姿勢

本実践の対象生徒 A は、来日前後に置かれていた学習環境の影響もあり、学びに向き合う力が弱

く、実践者の促しで授業中は与えられた課題に取り組むものの、自宅学習等で自律的かつ主体的に

学び進めることが難しい状態が続いてきた。本実践においても、序盤（1-20 時間目）は同様の傾

向がみられたが、本人の最も強い言語である英語を活用することで、授業では主体的に学ぼうとす

る姿勢が度々垣間見られるようになっていった。そのため、A の主体性をより引き出し、更なる対

話を生むための活動として、実践者の間で活動内容を検討し、A が関心をもつ「貧困」関連で、賛

否両論のテーマに関する調査を実施することを計画した。 

大きな変容が見られたのは、街頭インタビュー形式での調査を実施した 21 時間目以降の取組で

あった。21 時間目の授業では、まず貧困に関する 10 のテーマ（例えば、「教育は貧しい人を助け

る最も良い方法か」「テクノロジーは貧しい人を助けることができるか」など）を取り上げ、英語

で確認した。すると、急速に関心が高まる様子が見られ、それぞれのテーマについての自身のフィ

リピンでの体験やこれまで動画や記事などで取り上げたホンジュラスの貧困対策に関する事例を

中心に英語で語り始め、実践者の考えについても自ら質問するなど、積極的に話題に関与しようと

する姿勢がみられた。 

A は最終的に「政府は貧困層の人々にもっと現金給付を行うべきか（政府は貧しい人にもっとお

金をあげるべきか）」というテーマを選び、街頭インタビュー形式での調査ボードを作成した。で

きる限り多くの人に聞き取り調査を行うよう指示をしたところ、A は１週間で 38 名の意見を収集

した。これまで、実践者らは、A の自宅学習を促すために課題の内容や投げかけにさまざまな工夫

を試みたが、A は授業外での課題に自律的に取り組むことが難しく、続かないことが多かった。し

かし、今回の課題には、自ら副校長や担任等の高校教員、クラスメイト、サークル活動で関わる大

学生にテーマとなる問いを日本語で果敢に投げかけていた。また、家族や母国フィリピンの友人に

は英語を使い、アンケートへの回答を求めて積極的に対話する等、今までになく意欲的に取り組む

姿勢が見られるようになった。 

また、A はフィリピンの貧困事情の実態を調べ、極度の貧困にある人々の実態（例えば、レスト

ラン等の残飯の生ごみを再調理して食すことで飢えを凌ぐ「パグパグ」の問題）やフィリピンの医

療・教育の問題が依然として解決されていないことに意識を向けるようになったことで「政府は貧
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困層の人々にもっと現金給付を実施すべきだ」と考えていた。A 自身が行った調査においても、自

分と同じ意見を持っている人がほとんどだろうと考えていたというが、自身と異なる意見が得られ

たことに驚き、特に反対意見にはより強い関心を示していた。授業内でも、自分と反対の意見をも

つ回答への反論を述べたり、反対意見を持つ人の理由に理解を示そうとしたりする言及が増えてい

った。 

2）日本語固有の知識・技能の伸長

日本語の語彙については、SDGs 目標 1「貧困をなくそう」に関連する日本語の記事（英訳を用

意）について、対話しながら読解を重ねることで、記事に含まれていた語彙（例えば、貧困、貧し

い、無駄遣い、貯金する、家計簿をつける等）が、実践者との対話の中で徐々に円滑に出てくるよ

うになっていった。9/25 の記録はその様子を示している。 

【9/25】実践者（井川）の記録（SDGs 目標 1 関連記事を扱った補習でのやりとり） 

①「貯金なんて必要ない」の単語リスト確認

日本語→英語、英語→日本語で確認後、単語用ノート(A6 サイズ)に記入。

②「貯金なんて必要ない」音読。(録画)

③「貯金のメリット」について、会話形式で説明させる。

「貯金することのメリットは何ですか？ → 無駄遣いが見える」

「無駄遣いが見えるとどうなりますか？ → （考えて）無駄遣いしないようにする」 

「無駄遣いしないとどうなりますか？ → 貯金できる」 

「貯金できるとどうなりますか？ → 目標を決められる」 

（中略） 

漢字の読みや単語の意味の記憶はどうしても苦手なので、単語用ノートを「メモリーサポート」として、いつで

も見ていいよ、と伝えました。頻出語彙は、少しずつではありますが、読める&分かるようになってきていま

す。質問に対しても、内容的には自信を持って答えられるようになってきました。 

日本語の構造に関しては、初めに用意した読解教材の難易度が高すぎたため、語彙や文構造の難

易度を下げてリライトした。ただし、目標の一つである名詞修飾を含む複文が使えるようになるた

めに、複雑すぎない名詞修飾の文はあえて単文にはせず、そのまま残して気づきを促した。また、

活動の中で、繰り返し複文構造への意識化をはかることで、徐々に名詞修飾等の複文構造が発話や

作文の中で現れるようになっていった。以下は、9 月末〜11 月末の記録の一部である。 

【9/30】実践者（川田）の記録（フィリピンの貧困対策に関する動画（英語）視聴後のやりとり） 

視聴した動画の下記関連箇所（ナレーションの一部） 

From 2006 to 2015, the Philippines’ national poverty rate fell from 26.6% to 21.6%. This poverty decline was driven by 

movement of workers out of agriculture to non-agricultural jobs and increase wage income, cash transfers from government… 

T: フィリピンは貧困率が下がりましたね。貧困をなくすために、フィリピンではどんなことをしましたか。 

A: Agriculture って何？ 

T: 農業 

A: のぎょ（ノートに書く。T が「のうぎょう」と指摘し書き直す）のうぎょうと、non-agriculture って何？ 

T: 農業じゃない 

A: 農業じゃない、 non-agricultural job、農業じゃない仕事。農業と農業じゃない仕事。 

T: from agricultural jobs to non-agricultural jobs?  

A: 農業から農業じゃない仕事に change した。お金をあげた。でも、まだ貧困の人がたくさんいる。 

★「農業じゃない仕事」という名詞修飾がここで出てきました！

【10/31】実践者（宮下）の記録 
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A さんが「日本語は順番が変だ」（英語は「説明が後」、日本語は「説明が前」／「結論」と「説明」の順番が

違う）と言っていました。文構造の違いが意識化できているので、英語作文を日本語にしていく活動を進めてい

くうちに、名詞修飾や日本語文の作り方に慣れていってくれればと期待しています。 

【11/28】実践者（宮下）の記録 

「～とこたえる人」「達成する目標」など名詞修飾が出てくるようになってきました。 

9/30 の記録は、日本語での質問に対し、A が英語で確認しつつ、最終的には日本語の複文構造

を活用して答えることができた様子を示している。また、10/31 の記録は、A が徐々に英語と日本

語の文構造に意識が向くようになっていったことを表している。11/27 に実施したプレゼンテー

ション及び質疑応答の中でも「“政府は貧しい人にもっとお金をあげるべきだ”と答えた人は…」

などの名詞修飾を駆使して、調査結果を説明することができていた。この点は、11/28 の授業で発

表の振り返りを行った際の記録にもあり、これまでは運用することが難しかった名詞修飾を使った

発話が増えたことが見て取れる。 

3）包括的なことばの力の伸長とマルチリンガル・アイデンティティの形成

本実践の序盤（1-20 時間目）は、世界の貧困問題の実態や様々な取組について、動画の視聴や

関連記事の読解を通して理解を図った。特に、A のもつ複数の言語資源の扱いについては、内容理

解の段階では、まず強い言語（英語）での理解をベースに、弱い言語（日本語）での刺激を増やし

ていくという手順を実践者の間で共有した。しかし、学びの場で A のもつ言語レパートリーを一部

に限定せずに、A の様子をみながら両方の言語での理解と産出を促す取組を試みた。それまで、A

は実践者からの問いかけが日本語の場合、日本語で応答しようとして躓き、理解・産出の流れが止

まり「わからない」で終わることが度々あった。しかし、こうした取組を継続することを通して、

A は徐々に、実践者の日本語での投げかけに対して英語で回答したり、自身の日本語での発話の中

に英語の語句を組み込んだりして発話を継続しようとするようになった。つまり、両方の言語を活

用することで、学んだ内容の説明やそれについての自身の考えや意見を本人の理解や意味交渉の流

れを止めずに述べようとするようになったのである。授業での対話中に、自らスマホで調べて実践

者に伝えたり、実践者に対して英語や日本語で意見を求めたりすることも増え、社会的なテーマに

ついて議論することへの心理的ハードルが下がった様子が窺えた。 

街頭インタビュー形式の調査では、上述のとおり、１週間で 38 名に質問をして回答を得た。A

本人によれば、日本語を 7-8 割、英語を 2-3 割活用してインタビューを行ったという。A 自身も

この調査には手応えを感じ、日本語でのやりとりからも多くの意見や考えをキャッチできていたこ

とが授業での A の発言から推察された。特に、Excel を活用した表やグラフの作成をはじめ、調査

を経て得られた意見の分析には、意欲的に取り組んだ。意見の分析に関しては、得られた意見のほ

とんどが手書きの日本語文であったため、それらをそのまま理解することは困難であったが、実践

者がタイプして漢字にふりがなを付け、AI 翻訳機を使用して英訳を添えたことで、A は調査で得ら

れたすべての意見に目を通し、把握することができた。この作業を通じて、A は「政府が貧困層の

人々への現金給付を増やすべきか」という問いへの賛成派、反対派の意見の共通点、相違点を整理

することが可能になった。以下は、「7.本時の指導」で示した 10/28 の授業で、A が賛成・反対

意見のそれぞれの傾向を考察し、それに基づいて A 自身の意見を実践者に伝えることができた際の

やり取りの記録である。 
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【10/28】実践者（川田）の記録（「お金をあげるべきだ／あげるべきではないという人の意見には、どんな意見が多

いですか。傾向 tendency を見つけてください。」という T の促しの後のやりとりについての記録） 

「賛成派は、目の前の生活に必要なものを買う必要があると述べ、教育や安全の保障が大事だと考えている傾向があ

る」と話していました。一方で、「反対派は、与えたお金を悪用する可能性を心配する傾向があり、その多くが大学

生の意見だった。ちょっと悲観的な考えだと思った。ただ、（お金をあげるだけで済ませようとする）政府を批判す

る人もいて、数学の先生もただお金をあげるだけ、ということに反対していて、お金以外のものが得られるようにし

た方がいいと話していた。だから、賛成の人も、反対の人も、似ている意見があった。」と話していました。 

（注）上記は、実践者の日本語での質問に対して、A が英語で答える形でのやりとりであったが、A の英語による発

話の記録が困難であったため、やりとりの概要を日本語で記したものである。（ ）内は記録時のものである。 

こうした活動の積み重ねを経て、A はその後の授業でも、貧困が関わるその他の社会問題（例え

ば、環境問題や人工中絶問題）について積極的に自身の意見を述べたり、考察を試みたりする発言

が英語・日本語共に増えていった。 

本実践の最後に予定していたプレゼンテーションに向かうにあたり、A が最も苦戦したのが発表

の論理展開であった。対話でのやりとりでは理解できていても、いざ自分でまとまりのある産出（発

話や作文）を試みようとすると、論理の一貫性が保てず、度々頭を悩ませた。論理展開にずれや矛

盾が生じている部分には、実践者が主に英語で指摘し、A 自身が何度も接続詞や表現の選択を変え

ながら、まずは英語で一貫した内容が述べられるよう努めた。また、考察の主要な部分は、日本語

でも支援を得ながら言語化し、発表準備を行った。本実践では、主に「話す・聞く」の思考・判断・

表現を支える包括的なことばの力に焦点を当ててきたが、この過程（指導計画の 28-34 時間目）

では、対話を通して確認したことを「書く」ことを通して、A 自身が書いたものを音読することで

論理展開の一貫性を常に意識できるよう心がけた。 

最終的に、A は英語で発表資料（PPT スライド）を作成し、プレゼンテーションの実践に取り組

んだ。プレゼンテーションは、自身が部長を務める国際交流サークルの時間に行い、高校教員やサ

ークル活動の仲間（同じく多言語多文化の高校生やサークルの支援をする大学生）を含め、全員で

19 名が聴衆として参加した。発表は、導入から調査の背景、目的、調査の方法と結果、結果の考

察の順に示し、調査結果を言及する際には、Excel で作成したグラフを効果的に活用することがで

きた。質疑応答では、一部日本語での質問を理解できず、ずれた回答をする場面もあったが、やさ

しい日本語や英語での支援を得て、概ね回答することができた。質疑応答の終盤、このプロジェク

トを通しての A 自身の行動宣言を確認するために、実践者は次の質問をした。「貧困をなくすため

に、高校生は何ができると思いますか。」この問いに対して、A は Spread awareness and donate to 

charity（[貧困問題に対する]問題意識を広めることや慈善団体に寄付する[ことができる]）と、多

くの聴衆を前に堂々と答えることができた。 

以上から、本実践で目的としてきたことは、A の言語資源である英語と日本語を最大限に活用す

ることで、一定のレベルで達成することができたと考えられるだろう。当然ながら、包括的なこと

ばの力の成長は時間を要するものであり、この約３ヶ月の言語実践だけでは語れないことも多い。

しかしながら、本実践を通して、社会的なテーマに対して共感的かつ多角的・批判的な視点をもっ

て議論に参加しようとする姿勢が A にみられるようになったことは、彼にとって大きな成長と言え

る。また、A 自身がもつ言語資源への意識に変化が現れたことも、本実践での特筆すべきこととし

て挙げられるだろう。今回の取組の最後に、「英語を活用したことについて、どう捉えていますか」

と A に質問したところ、彼は「とても refreshing（爽快だ）」と回答した。これまで、日本語を中心
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とした学習環境の中で、限定的な言語資源しか使えず、本人の抱く疑問や考えを思いのままに伝え

ることがなかなかできてこなかった A にとって、日本語だけでなく英語も活用して学べることがい

かに本人にとって心地よく、清々しいことであったのかがよく伝わる回答であった。A によれば、

SDGs の貧困問題を学んだことで、最近は、家庭内でも貧困問題や環境問題について、英語や日本

語、一部タガログ語を使って話し合うことが増えたという。また、国際交流サークルへの取組につ

いても、以前は大学生や教員が用意した活動に参加することで精一杯だったが、本実践の取組が進

む中、自分から活動内容を提案したり、サークル活動を見学にきた多言語多文化の中学生に対して

も、英語を積極的に使って案内やサポートをしたりする姿もみられるようになった。これらの様子

は、A が自身の持つ言語資源を価値あるものと認識して活用しようとするマルチリンガル・アイデ

ンティティが育まれるようになった結果と捉えることができるのではないだろうか。

4）A を取り巻く関係者間の連携

本実践を進めていく上で、不可欠であったのが A の学びに関わる人々の間のさまざまな連携であ

る。実践者の間では Teams を活用して、A の学びを最大限にするために日々の実践の様子を逐一共

有し合った。特に、計画通りに進められなかった前半は、Zoom でのオンライン会議を通して計画の

練り直しを図り、各回の授業や補習での A の理解の様子や英語・日本語の両方で伝えようとした発

話内容、成果物等を確認し合った。そうすることを通して、各実践者の担当回で A の学びの流れが

途切れることなく統合され、A が学び進めていけるように互いに協力し合った。 

また、町高定の高校教員（日本語教育コーディネーター、日本語指導教員、A の担任、進路指導

担当教員）との協力関係も重要であった。A が希望する進路選択のために、特別の教育課程及び補

習の時間の成果物を共有し、A の成長をお互いに把握しあった。その他にも、日々の授業での機器

準備をはじめ、街頭インタビュー形式の調査での協力、プレゼンテーションの際の広報や撮影等、

様々なサポートを得て A の言語実践を成功に導くことができた。 

さらに、A が参加する国際交流サークルのサポートを行う大学生支援者らとも連携を図った。具

体的には、特別の教育課程の中で SDGs をテーマに A が学んでいることを大学生と共有し、週に１

回のサークル活動の中でも SDGs に触れられる「遊び」を組み込むことができないか大学生と話し

合った。その一例として、大学生が取り入れたのが SDGs カルタ、SDGs ババ抜き、SDGs すごろく等

の遊びである。A が、授業や補習とは異なる環境で大学生と SDGs の内容に親しむ機会は、A にとっ

て授業での学びを振り返るきっかけにもなっただろう。同様に、そうした学びを通して A の成長を

目の当たりにしたことは、大学生にとっても国際交流サークルへの関わりの意義を捉え直す体験と

なったと複数が述べた。A の最終プレゼンテーションを国際交流サークルの時間に実施したことも、

特別の教育課程での取組を教室内の閉じた活動で終わらせず、多様な参加者との議論を創出する場

をつくることにつながったと考えることができるだろう。 

以上のように、本報告では A という一人の生徒を取り上げたが、町高定での実践は、生徒一人一

人の成長を中心に考える多様な関係者の協力関係に支えられていたと言えるだろう。 
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実践者名 大西 奈津 愛知県立衣台高等学校非常勤講師 

実践区分 高校  在籍指導  教科・科目：日本語（学校設定科目・日本語 A） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

実践校が所在する愛知県の外国人住民数は 30 万 1924 人（2023 年末），人口に

占める割合は 4.03％であり，東京都（4.65％）に次いで全国 2 位である（総務省

人口動態調査より）。さらに 15 歳未満の年少人口の割合は 11.07%で全国１位。こ

れは，愛知県が外国人雇用の多い製造業の集積地であり，家族を伴う定住者が増加

しているためと考えられる。高等学校においても，様々なバックグラウンドを持つ

多文化多言語の児童生徒が，格差なく教育を受けられる支援体制の構築が急務と

なっている。 

実践する公立高校は，愛知県が進める公立中高一貫校の第２次導入校のひとつ

であり，地域の教育ニーズ対応型として「外国にルーツのある生徒の能力，可能性

を引き出す学校」を目指している。本年度は，外国人生徒等選抜入試や一般入試で

合格し，取り出し指導を希望した生徒 32 名を対象に，教科の取り出し指導に加え

て，学校設定科目「日本語Ａ」が週２単位設置された。「日本語」という授業名で

はあるが，本校では「市民性教育」をテーマにしつつ，４技能（特に高校段階の教

科学習に求められる「書く力」）を伸ばすことを意識したプロジェクト型の授業づ

くりをすすめてきた。２学期からは，活動ごとに意図的な８名ずつのグループを編

成し，プロジェクト型授業と多読授業を交互に行っている。 

32名の生徒は大きく３つのタイプに分かれ，個々のサポートのニーズが幅広いこ

とが特徴である。週２回の授業で，全員の生徒が本来持っている力を引き出しつ

つ，ことばの概念と自己肯定感を同時に育てることは容易ではない。しかしながら

本校での挑戦が，日本人を含むすべての生徒たちが学びから取り残されることの

ない授業や学校づくりに繋がると強く信じ，取り組みを続けている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は，未来への希望を膨らませながら「書く力」を伸ばすというねらいを持っ

て計画した。限られた時間と支援で，「ことば」を育てる方法を模索する実践とな

っている。ポイントは，生徒の実態に即したテーマと選択肢の設定，特性に合わせ

た個別支援，生徒たちが本来持つことばの力（複数言語での力）を活かしながらの

意図性をもったグルーピングがもたらす相乗効果などにある。また，幅広いレベル

の生徒にとって意味のある授業となるように，毎回の授業に「考える」「書く」ポ

イントを用意した。

＜バディからのメッセージ＞ 

本実践は、今年度から始まった週 2 の学校設定科目・日本語です。実質週 1 という限られた

時間、かつ対象生徒が多数のなかで、大西先生は個別にことばの力を伸ばす工夫を随所でさ

れていました。そこでのキーワードは、エンパワーメント。先生の愛情に包まれながら、生

徒たちは安心して本当の自分を出しながら、小さな成功体験を積みあげ、それが次に向かわ

せる自信ともなりました。意図性を持ったグループ編成によって、互いの母語をリスペクト

しあいながらことばを豊かにしていく生徒の姿が、とても印象的でした。 
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１．単元名・活動名  

プロジェクト活動「希望とともに，ライティングの力アップ！」 

２. 対象の児童生徒の実態

１）対象児童生徒数

学年：高校１年生 人数：32名（本実践では７名を注目生徒として抽出） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く ❺ 

読む 

聞く・話す ②③ ⑤ 

ステップ

4

書く ❷❸ ❹

読む 

聞く・話す ④

ステップ

3

書く ❻

読む 

聞く・話す ① ⑥ ⑦ 

ステップ

2

書く ❶ ❼ 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 

518



実践記録集 No. 40 高校生 

＜個別の児童生徒の実態＞ ※在住年数は 2024年４月の時点 

❶ 男子（ブラジル），在住年数３年

 生真面目な性格で努力家だが，何事にも自信がない様子で，日本語に対する苦手意識が強い。ま

とまった文章を書くことは，母語のポルトガル語であっても得意ではない。当日提出の課題は空白

のまま提出することが多いが，宿題は自律的に調べたりしながら必ず日本語で提出する。絵を描く

ことが好きで，自作のキャラクターノートを持ち歩いている。 

➋ 女子（ブラジル），在住年数 10年 ５歳で来日，小 1から 1年半ブラジル帰国後再来日

 幼少時に日本とブラジルを行き来しており，教科学習にかかわる概念の理解が母語でも日本語で

も発達段階にある。学習に対する苦手意識が強く，学校は休みがち。「がんばりたい」気持ちと「で

きない」自分との狭間で葛藤を抱えている。 

➌ 女子（フィリピン），在住年数６年

 日本語での日常会話力があるが，教科学習にかかわる概念の理解は母語でも日本語でも発達段階

にあり，一歩踏み込んだ深い洞察や思考，論理性を要求される課題を苦手とする。基本的に前向き

で明るい。 

➍ 男子（フィリピン），在住年数 1.5年

15歳の時に学齢超過で来日。地域の NPOでの学習期間を経て本校に入学した。英語よりもタガロ

グ語が強い。周囲の目や評価が気になり，恥ずかしさや失敗への怖れから課題に取り掛かるのに時

間がかかるが，自身の中で答えが見つかれば豊かな内面を表現しようとする。 

❺ 女子(フィリピン），日本生まれ（幼少時に一時フィリピン）

 日本語での日常会話力があるが，教科学習にかかわる概念の理解は母語でも日本語でも発達段階

にある。勉強への苦手意識や自己肯定感の低さがありながらも，学習意欲が高く，熱量をもって課

題に向き合うことができる。 

❻ 女子（ブラジル），在住年数６年

 ９歳で来日して６年になるが，日本語への抵抗感が強い。アウトプットはほとんど母語のポルト

ガル語である。口数が少なく，発言や発表を避ける。イラストを描くことが好きで，よく自画像を

描いている。 

❼ 女子（カンボジア），在住年数２年

テーマ作文から母語のクメール語での思考力が高いことがわかった。学習意欲が高く，能力もあ

るが，日本語固有の力は伸び悩んでいる。母語話者が周りにいないうえに，適切な学習環境が確保

されていないと考えられる。 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

❶ 
書

く 
４ 

・対話的支援を得て，自らが口頭で説明し

たことを，日常生活で習得した話し言葉や

学習で得た知識をもとに，初級レベルの既

習の語彙・表現や文型を使いながら，重文、

簡単な複文を含みつつ，主に単文で書ける 

【現状２-３・目標４】 

Ｄ 

・対話的支援を得て，未来の社会を意識

しつつ，自分の未来像やイラストに込め

た想いを説明する文章が書ける 

・第一稿を書いた後に，支援者の助言を

ふまえつつ，目的に応じて書かれている

かを確かめて， 伝えたいことがより明

確に伝わるように構成や内容を推敲でき

る（Ｄ） 

【現状Ｃ・目標Ｃ-Ｄ】 

❷ 
書

く 
５ 

・対話的支援を得て，自ら口頭で説明した

ことを，話し言葉で用いられる高頻度の語

彙や文法，接続表現を活用して，単文や重

文，簡単な複文を使って書ける 

・書いた文章を読み直して，語彙・表現，

文法，表記等の間違いに気づいて，おおむ

ね自分で校正できる 

【現状４・目標５】 

Ｄ 

・対話的支援を得て，読み手（10年後

の未来の自分）に伝えたい想いを手紙に

書く計画を練ることができる 

・初めから終わりまで論理的一貫性のあ

る文章が書ける

・段落の順序や段落間のつながりを意識

しながら，結束性のある文章が書ける 

・第一稿を書いた後に，支援者の助言を

ふまえつつ，目的に応じて書かれている

かを確かめて， 伝えたいことがより明

確に伝わるように構成や内容を推敲でき

る 

【現状Ｃ-Ｄ・目標Ｄ】 

❸ 
書

く 
５ 

・自ら口頭で説明したことを，話し言葉で

用いられる高頻度の語彙や文法，接続表現

を活用して，単文や重文，簡単な複文を使

って書ける 

・書いた文章を読み直して，語彙・表現，

文法，表記等の間違いに気づいて，おおむ

ね自分で校正できる 

【現状４・目標５】 
Ｄ 

・グループディスカッションや支援者と

の対話を通して，未来の社会を意識しつ

つ，自分の未来像やイラストに込めた想

いを説明する文章が書ける 

・初めから終わりまで論理的一貫性のあ

る文章が書ける 

・段落の順序や段落間のつながりを意識

しながら，結束性のある文章が書ける 

・第一稿を書いた後に，支援者の助言を

ふまえつつ，目的に応じて書かれている

かを確かめて， 伝えたいことがより明

確に伝わるように構成や内容を推敲でき

る 

【現状Ｃ-Ｄ・目標Ｄ】 

社会の一員であるという意識をもったうえで，10年後の社会や自分の姿について深く考えたことを日本

語で書くことができる。 
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❹ 
書

く 
５ 

・自ら口頭で説明したことを，話し言葉で

用いられる高頻度の語彙や文法，接続表現

を活用して，単文や重文，簡単な複文を使

って書ける 

・書いた文章を読み直して，語彙・表現，

文法，表記等の間違いに気づいて，おおむ

ね自分で校正できる

【現状４・目標５】 Ｅ    

・書く前に，読み手（10年後の未来の自

分）や目的を意識しつつ，手紙の構想を

練ることができる 

・伝えたい内容を効果的に伝えるため

に，クリエイティブな工夫ができる 

・深い内省を含めた独自の視点をもっ

て，具体的にイメージした読み手（10

年後の未来の自分）に訴えかける文章が

書ける 

・第一稿を書いた後に， 支援者の助言

をふまえつつ，目的に応じて書かれてい

るかを確かめて， 伝えたいことがより

明確に伝わるように構成や内容を自律的

に推敲できる 

【現状Ｄ・目標Ｅ】 

❺ 
書

く 
６ 

・様々な接続表現や指示語を用いて，文や

段落のまとまり（結束性）のある文章が書

ける 

・中学年レベルの既習の語彙・表現・漢字

をおおむね使える 

・連体修飾語や書き言葉らしい文体を使

いながら，文章が書ける

【現状５・目標６】
Ｄ 

・グループディスカッションや支援者と

の対話を通して，未来の社会を意識しつ

つ，自分の未来像やイラストに込めた想

いについて説明する文章が書ける 

・初めから終わりまで論理的一貫性のあ

る文章が書ける 

・段落の順序や段落間のつながりを意識

しながら，結束性のある文章が書ける 

・第一稿を書いた後に，支援者の助言を

ふまえつつ，目的に応じて書かれている

かを確かめて， 伝えたいことがより明

確に伝わるように構成や内容を推敲でき

る 

【現状Ｄ・目標Ｄ】 

❻ 
書

く 
４ 

・対話的支援を得て，自ら口頭で説明した

ことを，日常生活で習得した話しことばや

学習で得た知識をもとに，初級レベルの既

習の語彙・表現や文型を使いながら，重文、

簡単な複文を含みつつ，主に単文で書ける 

【現状３・目標４】 

Ｅ 

・グループディスカッションや支援者と

の対話を通して，未来の社会を意識しつ

つ自分の未来像をイメージし，イラスト

に込めた想いについて，読み手や目的を

意識した説明文が書ける 

・深い内省を含めた独自の視点をもっ

て，具体的にイメージした読み手に訴え

かける文章が書ける 

・第一稿を書いた後に， 支援者の助言

をふまえつつ，目的に応じて書かれてい

るかを確かめて， 伝えたいことがより

明確に伝わるように構成や内容を自律的

に推敲できる 

【現状Ｄ・目標Ｅ】 
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❼ 
書

く 
３ 

・対話的支援を得て，自ら口頭で説明した

ことを，日常生活で習得した話しことばや

学習で得た知識をもとに，初級前半レベル

の既習の語彙・表現や文型を使いながら，

主に単文で，文章を書ける 

【現状２・目標３】 

Ｆ 

・イラストに描いた未来の社会につい

て，設定・視点・構成・展開をよく考え

つつ，論理的でまとまった説明文が書け

る 

・書いた後に、目的に応じて書かれてい

るかを確かめて，伝えたいことがより明

確に伝わるように自律的に構成や内容を

推敲できる

【現状Ｆ・目標Ｆ】

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 本実践の対象生徒は大きく分けて，⑴幼少期に来日して滞日年数は長いために日本語を流暢に話

すものの，包括的なことばの力が低く，日本語での書く力も低い生徒，⑵小学校後半から中学始め

に来日し，日本の小中学校での学習経験が３年以上あるものの，包括的なことばの力も日本語固有

の力も伸びていない生徒，⑶来日以前は出身国で学習していたために包括的なことばの力は高いが，

学齢を超えて来日し，日本の学校経験がない生徒（ダイレクト生徒）の３タイプに分かれる。とり

わけ，対象生徒の多くが自分に自信を持てていない。そして，特にタイプ⑴⑵の生徒については，

日本語で発表したり発言したりすることを避ける。 

本校では，これら３タイプの生徒が一括りに「日本語指導が必要な生徒」として，同じ学習活動

に取り組まざるを得ない現状にある。そのため，教員や支援者が常に「誰に，どのような支援を，

どの程度行うのか」ということを意識して指導することが非常に重要となる。また，「適切な支援と

はどんなものであるのか」を知るために，生徒個人の力の見取りや個別のことばの力の実態につい

て，教員や支援者間で共通認識を持つ必要がある。 

＜ねらいの設定について＞ 

対象生徒が意欲的に学びに向かう力を獲得するためには，未来の社会の一員としての自分を意識

し，将来に対して明るい希望を持つことが大切である。またそれと同時に，できるだけはやく高校

段階の教科学習に参加できるようになるために，「書く力」を主軸としつつ４技能を伸ばすことが

肝要である。 

そこで，本実践では，単元全体を通して未来について深く考えることで，生徒の学習に向かう意

欲を鼓舞するとともに，生徒の意欲・関心を引き付ける課題に楽しく取り組むことから，法覚的な

ことばの力を高めつつ，最終的に生徒が最も嫌う日本語での「書く力」を伸ばす活動を計画した。 

課題の選択肢として，「a.未来の自分への手紙を書く」もしくは「b.未来の自分や社会をイラスト

で描く」という２つを用意した。イラストを選んだ場合にも，最後に紹介文を書くことによって，

「書く力」を伸ばす活動に着地させることをねらいとした。 

注目生徒７名を含む全 32 名（a.手紙 18 名、b.イラスト 14 名）の選択の内訳を，以下の表に示

す。 
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ステージ

ステップ

A【イマコ

コ】期

B【イマココ

から順序】期 
C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期 

F【評価・発

展】期 

５名 12名 9名 6名 

8 年齢枠の目安 

7 

6 ●● ● ● 

5 ●● ●●❺ ●● ● 

4 ❷❸ ❹● ● ●● 

3 ●● ●●●●❻ ● 

2 ●❶ ●● ❼ 

1 

●…「a.手紙」選択者 18名、●…「b.イラスト」選択者 14名

＜具体的な指導や支援の工夫＞ 

 「話す力」の方が高い生徒については，対話から書く活動につなげる支援をする。「なぜ」「ど

うしてそう思ったか」という問いかけとともに，生徒が知っていることばに言い換えたりしな

がら，新たな日本語の語彙や表現を増やす。話したことを一緒に整理し，論理一貫性のある説

明ができるように導く。

 母語の力が強い生徒には，多言語に翻訳したテキストによって理解を補足できるよう準備をす

る。その際，配布するタイミングに気を付ける。（最初から渡さす，まずは生徒のレベルにあわ

せたやさしい日本語のリライトテキストを読ませる。）生徒が母語から導き出した日本語の語

彙や表現について質問することによって，定着につなげる。

 授業の獲得目標ごとに，意図性をもったグルーピングを行う。生徒たちが本来持つことばの力

によって足りない力を補い合い，結果的に双方の力が伸びるという相乗効果が期待できる。

 幅広いステージの生徒たちが深く考えるきっかけとなるよう，未来の自分だけでなく，取り巻

く「社会」を意識しながら考えるように指導する。

 未来を意識できるように「書く」ポイントを用意し，包括的なことばの力を活かしながら日本

語での「書く力」を高めるようにする。

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の思いや考えを多彩に表現

するために，語彙や文法，創造的

な表現技法を工夫しながら適切

に使用することができる 

・自分の思いや考えを表現するた

めに，日本語での語彙や文法表

現，漢字を増やしている 

・未来の社会や自分について深く

考えたり豊かに想像したりしな

がら，読み手に対して自分の思い

や考えが効果的に伝わるように

書かれているかなどを吟味して

文章全体を整えることができる 

・読み手からの助言などを踏まえ

て自分の文章の特長や課題を捉

え直したりすることができる 

・未来の社会や自分について自分

の思いや考えを広げたり深めた

りしながら，自分の未来に希望を

持っている 
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６．指導計画（全６時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力

〇教科 

★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

１ 未来を意

識し，考え

を深める

① 

・お互いの長所を見

つけて，伝えよう 

☆〇考えたことを日本語で発

言できる 

★グループワークのなかで，

自他の意見の違いを意識しつ

つ，共通点や相違点が整理で

きる 

♡互いの良いところを認め合

い，プロジェクトに向かう肯

定的な姿勢を持つことができ

る 

・未来の自分や社会

について考えたこと

を書いてみよう 

☆〇考えたことを日本語で発

言することができる 

★グループディスカッション

や支援者との一対一での対話

を通して，自分や社会の未来

像について深く考え，文章が

書ける 

♡未来の自分や社会について，

希望を抱きながら想像するこ

とができる 

２ 未来を意

識し，考

えを深め

る② 

アンジェラ・アキさ

んの「手紙～拝啓十

五の君へ～」を鑑賞

しよう 

☆〇初中級レベルで書かれた

リライトテキストを，文や意

味のまとまり，文節で区切り

ながら，ゆっくりの速さで読

むことができる 

☆〇文字の読み違いに自分で

気づいて訂正できる 

★歌詞・テキストの大事な内

容を，順序に沿って最後まで

理解し，テキストから心に響

いた言葉を取り出すことがで

きる 

★テキストと自分の体験を結

びつけることができる 

★歌の情景や心情を理解しつ

つ，歌詞やテキストの表現に

ついて解釈しながら，主題を

理解できる 

☆〇歌やテキストから豊かな

語彙・表現を獲得し，次時か

らの作品づくりに活かすこと

ができる 

★全体指導や支援者との一対

一での対話を通して，歌詞や

テキストから感じ取ったこと

や自分の想いを文章にできる 

★作者のねらいを考察し，根

拠や具体例を示しながら意見

を書ける 

♡作者の境遇や想いに共感する

ことから，未来に対して前向

きな期待感をもっている 
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３ 

４ 

未来につ

いて深く

考えなが

ら，作品

を制作で

きる 

a「10年後の自分へ

の手紙」を書こう 

☆〇対話的支援を得て，自ら

口頭で説明したことを，話し

言葉で用いられる高頻度の語

彙や文法，接続表現を活用し

て，単文や重文，簡単な複文

を使って書ける  

★１時，２時に記入したワー

クシートや自ら作成したメ

モ，対話的支援やグループデ

ィスカッションを手掛かり

に，課題制作に向かうことが

できる 

★社会を意識しながら，未来の

自分を想像できる 

bイラスト「僕・私

のみらい」を描こう 

☆描こうとするイラストにつ

いて、身近な用語を使って説

明できる 

５ 考えた未

来につい

て，日本

語で文章

にできる 

a「10年後の自分へ

の手紙」を書こう 

bイラストの紹介文

を書こう 

☆〇書いた文章を読み直し

て，語彙・表現，文法，表記等

の間違いに気づいて，おおむ

ね自分で校正できる 

☆〇自分の思いや考えを表現

するために，日本語での語彙

や文法表現，漢字を増やして

いる 

・対話的支援を得て，自ら口

頭で説明したことを，日常生

活で習得した話し言葉や学習

で得た知識をもとに，初級前

半レベルの既習の語彙・表現

や文型を使いながら，主に単

文で，書くことができる(❼) 

☆〇対話的支援を得て，自ら

口頭で説明したことを，日常

生活で習得した話し言葉や学

習で得た知識をもとに，初級

レベルの既習の語彙・表現や

文型を使いながら，重文、簡

単な複文を含みつつ，主に単

文で書ける(❶❻) 

☆〇自ら口頭で説明したこと

を，話し言葉で用いられる高

頻度の語彙や文法，接続表現

を活用して，単文や重文，簡

単な複文を使って書ける(❸)

☆〇中学年レベルの既習の語

彙・表現・漢字や連体修飾語

を使いながら，様々な接続表

現や指示語を用いて，文や段

落のまとまり（結束性）のあ

る文章が書ける(❺) 

★全体指導や支援者の対話的

支援を通して，イラストに描

いた自分や社会の未来像につ

いて深く考え，具体例を示し

ながら，まとまった文章にで

きる 

★未来の社会や自分について

深く考えたり豊かに想像した

りしながら，読み手（聞き

手）に対して自分の思いや考

えが効果的に伝わるように書

かれているかなどを吟味し，

文章全体を整えることができ

る 

★助言などを踏まえて，自分

の文章の特長や課題を捉え直

したりすることができる 
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６ 自分や社

会の未来

に希望を

持ちつ

つ，日本

語で発表

ができる 

・作品を発表しよう

・振り返り（ピア評

価） 

☆〇初級後半レベルの既習の

語彙・表現を使って，単文，

重文や簡単な複文で話せる

（❶❻❼）

☆〇高頻度の日常語彙・表現

を幅広く使いながら，様々な

接続表現や指示語などを用い

て，まとまり（結束性）のあ

る話ができる(❷❸❹❺)

☆〇自分の思いや考えを表現

するために，日本語での語彙

や文法表現，漢字を増やして

いる 

★クラスメイトの作品に対

し，その理由を示しながら概

ね一貫性のある意見を言える 

★クラスメイトの発表や助言

などを踏まえて，自分の文章

の特長や課題を捉え直すこと

ができる 

♡未来の社会や自分について自

分の思いや考えを広げたり深

めたりしながら，自分の未来

に希望を持っている 

７． 本時の指導 

（２／６）細案（45分授業・全８名） 

ねらい（目標） 未来を意識し，考えを深める② 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことば

の力 〇教科 

導入 

５分 

０． 挨拶 

「今日は，アンジェラ・アキさんの「手紙」という

曲を聴いて，未来へのイメージを膨らませます。」 

・4人ずつにグルーピング（強い言語別）

★多言語で話し合い，考えることを促す

・相互支援が可能となるように，得意言

語に配慮してグルーピングを行う 

・闊達な意見交換をねらって，リーダー

シップのある生徒を各グループに１名

配置する 

展開 

35分 

１．曲を聴く 

➀「手紙」の歌詞を配る

➁歌詞を読む

・アンジェラ・アキさんの簡単なプロフィール紹介

・歌詞を読んで，全体が 2つの構成になっているこ

とに気づく

③曲を聴く

・一緒に歌ってみる

・歌詞を目で追いながら，好きなところに線を引く

➃グループで意見交換

⑤全体指導（板書）

★歌詞のなかの，心に響いた言葉を取り

出すことができる 

★歌の情景や心情を理解しつつ，歌詞の

表現について解釈しながら，主題を理解

できる 

★理由をあげながら，自分が気づいたこ

と，感じたことを伝えることができる 

２．テキストを読む 

①やさしい日本語でリライトした，アンジェラ・アキ

さん生い立ちや制作背景についてのインタビュー

記事を配る

②段落ごとに順番に音読させる

☆〇初中級レベルで書かれたリライト

テキストを，文や意味のまとまり，文節

で区切りながら，ゆっくりの速さで読め

る 

☆〇文字の読み違いに自分で気づいて

訂正できる 

・段落ごとに実践者が口頭で要約（言い

換え）しながら進める 
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③必要な生徒に多言語翻訳テキストを配布（音読後）

④全体指導（板書）

・なぜ Keep on believingは英語だったのかを考える

・音読後，日本語よりも母語が明らかに

強い生徒（❶❻❼）には，第一言語もし

くは英語のリライトテキスト配布する

支援 

★作者のねらいを考察し，根拠や具体例

を示しながら意見を言うことができる 

３．文章を書く 

①ワークシートを配る

②グループで相談しながら書く

・書き始められない生徒に個別支援を行う

★ワークシートを使って，話し合ったこ

とを整理することができる 

★全体指導や支援者との対話を通して，

歌詞やテキストから感じ取った想いを

口頭で説明し，文章にできる 

☆〇歌やテキストから日本語の豊かな

語彙・表現を獲得し，次時からの作品づ

くりに活かすことができる 

・日本語で書かれたワークシートの設問

を読み上げてから言い換える，補足する

などの支援(❶❷❻❼) 

・得意言語で表現したことを，実践者や

グループの仲間の助けや翻訳機能を使

って日本語で表現させる支援(❶❸❻

❼)

・歌詞やテキストから感じ取った想い

を，口頭で説明させることから表現した

い内容を引き出し，日本語で文章化する

支援(❷❸❹) 

・グループでの教え合いや意見交換によ

る相互支援（全員） 

まとめ 

５分 

３．今日の振り返り ♡作者の境遇や想いに共感することか

ら，未来への前向きな期待感をもってい

る 

8.児童生徒の変容

１）本時について

本時は，単元の最終目的となる「a.10年後の自分への手紙」もしくは「b.イラスト紹介文」を書

く活動に向かって，未来を意識し，考えを深める授業の２回目である。前向きに未来に向かう気持

ちをエンパワーメントするとともに，歌やテキストから，次時からの作品づくりに活かせる豊かな

語彙・表現を獲得することを期待した。 

「できない」「わからない」「書けない」という経験の積み重ねから，プロジェクトの早い段階で

学習意欲を失いがちな生徒に向き合うとき，学習に向かうきっかけとなる題材の選択は大きな意味

を持つ。その点において，アンジェラ・アキさんの歌「手紙」と境遇（インタビュー記事）は，対

象生徒らにとって共感しやすい題材である。 

曲が流れ始めてすぐに「中学校の音楽会で聴いたことがある！」「いい歌！」「気持ちわかった！」

「伝わってくる」というような声が上がった。続くインタビュー記事にも，興味を持ってスムーズ

に向かうことができた。 
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インタビュー記事の音読後，日本語よりも母語が明らかに強い生徒は，母語もしくは英語に翻訳

したリライトテキストを渡すと，自分の理解を確認するようにざっと目を通し，やさしい日本語の

テキストと見比べながら，自信ありげに「理解できた」とうなずいた。

ワークシートに書く活動では，①日本語で書かれた設問を実践者が読み上げる。必要があれば言

い換える，補足する②歌詞やテキストから感じ取った想いを口頭で説明させることから，表現した

い内容を引き出し，日本語で文章化させる③生徒が強い言語から導き出した日本語の語彙や表現を，

言い換えるなどして理解を促し定着させる，などの支援を行った。 

グループでの教え合いや意見交換を通して，いきいきとした笑顔を見せながら，感じた気持ちを

日本語で言葉にしようと真剣に取り組む姿が見られた。関心・共感→理解できる→表現したい，伝

えたい→ことばが育つ，という流れを実感できる実践となった。 

２）本実践の評価と今後

本実践全体を通して変容が見られた生徒について，目標と成果物，実践者の評価と今後について

を以下に示す。 

生徒❶ ｂ.イラスト紹介文を書く 

目標【日本語固有の力：４／包括的なことばの力：Ｃ-Ｄ】 

＜発表での口頭説明＞ 

僕は、アニメーターの絵を描きました。未来の仕事したいことは、アニメ

ーターです。アニメとか、ゲームとか大好きですから、アニメーターにな

りたいです。これは、ホームオフィスです。ホームオフィスを作って、ア

ニメーターをやりたいです。10年後は、めっちゃ遠いですから、まだ考え

てないです。 

＜イラスト紹介文＞ 

まず、雲気はぼくが最初に作ったキャラクターです。通常、ぼくはそれを

「ペルソナ」として使い、自分自身を表現するために使います。11歳から

絵を描いていたので、絵を描く仕事に就きたいです。今回はアニメーター

です。 

＜振り返り＞ 

結局本文にはあまり書くことがなかったので、ほとんど話せなくなってし

まいました。それで結果的にはアドリブをたくさんすることになりました。自分がどれだけ日本語

を知っているかを試すことができたので、それはよかったと思います。 

＜実践者の評価と今後の目標＞ 

個別支援は，生徒のイラストに描かれているものについて一つ一つ口頭で質問を投げかけること

から始めた。「なぜ」という問いかけに対しては，その場ではすぐに答えられなくても，母語のポル

トガル語で調べたり，ポルトガル語での仲間との会話を手掛かりに，最終的に日本語にすることが

できた。振り返りは，簡潔ではあるが，時間内にしっかりと書けており，達成感もうかがえた。入

学当初は，実践者からの声掛けにも口ごもり，じっと考えている様子のまま課題を空欄提出するこ

とが多かったことを鑑みると，着実な成長とささやかな自信の萌芽がうかがえる。 
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生徒❶はアウトプットに時間がかかるタイプであるが，母語で調べたりしながら，ある程度自律

的に学習を進められる生徒である。母語の力をしっかりと見取り，母語を使ったより効果的な支援

ができれば，日本語固有の力の成長とともに教科学習の理解の促進も期待できる。そのことを，関

わる教員と共有していきたい。 

一方で，例えば「未来の社会について考える」や「ペルソナを使って表現したい自分は何か」と

いった，思考力が求められることについて説明できる力をどのように育てていくかが課題である。 

生徒❷ a.未来の自分への手紙を書く 

目標【日本語固有の力：５／包括的なことばの力：Ｄ】 

＜生徒作品（第一稿）＞生徒名は××に改変 

10年後の×× 何していますか？ 

今１６才で 自分の夢はマサッジではたらきたいです。なぜなら、かぞくたちがけがのいたみが

あるとき 私をよんでマサッジをやってほしいといいます。私がやると、いたみなどがなくなっ

てわたしをほめられるのでとてもうれしくなります。家族やともだちなどの世話をすることがす

きです。なぜならば みんなが元気になると私はとてもうれしいからです。だからマッサジしに

なりたいです。ほかの人のおせわをしたいです。 

１０年後○○○○はその夢をかなえていますか？それともちがうことをやっていますか？

今日１６才 べんきょうが きらいな ××さんです。 

なぜなら、お父さんは小学３年生でべんきょうした。それから学校をやめてしごとをはじめて 

おとうとたちのめんどうをみました。学校にいきたかったけどいけませんでした。お父さんは、

むすめたちがこうこうを卒業するのをがんばっています。私がべんきょうがきらいな理由は、じ

ゅぎょうでわからないことが大くて、一人でべんきょうできなくてテストでいい点数がとれない

からです。くやしいです。 

お父さんが 私にいいみらいほしいから 私がやれることをがんばってやりたいです。 

１０年後の私に“あきらめない”て言いたいです。もしもちがうことをしてても そのやってい

ることにあきらめないでほしい。 

“私ができないからやらないチャレンジしない”このことばやこうどうをなくしていますか？ 

＜実践者の評価と今後の目標＞ 

メモを作る段階では，実践者との会話を通して内に秘めた気持ちを口頭で語ってくれたが，いざ

文章化しようとするとなかなか整理ができないと困惑している様子だった。そのまま５時，６時（発

表）を欠席し，本実践は終了したが，今回の課題を達成することは，自己肯定感を高めながら学習

意欲を保ち続けるためにとても重要であると考え，３学期も引き続き課題に取り組むこととした。

生徒❷は，決して不真面目な生徒ではない。最後の一文からもわかるように，本当は途中で投げ出

したくないのである。最初は渋っていたが，「これは成績や評価のためではく，未来のあなたに読ん

でもらいたいから。一緒にやろう」と励ましたところ，前向きな姿勢に変化した。掲載の文章は，

３学期に取り組んだ第一稿である。「から」ですべてつながった文章を，声に出して読みながら，自

ら間違いや不自然な流れに気付けるように支援した。現在第二稿では，文の構成を意識しながら重

複を削除するなど，自分で校正してみるようにアドバイスをし，支援を継続している。今後も生徒

❷のモチベーションを保つことに配慮しながら，論理一貫性や結束性，構成を意識した文章を書く

ことを目指したい。 
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本校には，生徒❷と同様のタイプの生徒が多い。目線に合った課題の選択や日々の声掛けによっ

て，驚くほど前向きに学習に向かおうとするようになる。沈黙や欠席を自己責任と切り捨てず，与

えた課題・支援が適切であるかを見直すとともに，学習に向かえるように長い目でサポートしてい

く必要がある。 

生徒❹ a.未来の自分への手紙を書く 

目標【日本語固有の力：５／包括的なことばの力：Ｅ】 

＜生徒作品＞生徒名は××に改変 

よー ×× 

じんせいはおどろきにみちているよ。すべてを理解し終えたと思ったしゅんかん、何かがやっ

てきて、自分がすべてをしっているわけではないことを思い出させる。でも、それでいいのよ。

たいせつなことは、学なぶことをけっしてやめないごとだよ。 

 けっきょくのところ、それが人生なのだ。俺たちはだれでもまちがいをおかします。じゅうよ

うなのは、まちがいからどのように学なび、ぜんしんするかです。だから、リスクをおそれない

で。外に出てせかいをたんけんして、新しいことにちょうせんしてください。そしてもっともじ

ゅうようなのは、しっぱいをおそれないことだ。 

 また ちがっていても大丈夫だということを知ってほしいよ。他の人が「普通」だと思ってい

ることに合わせる心要としている。 

最後に、人生はきちょうだということ忘れないないでほしいと思います。すべてのしゅんかんを

たいせつにし、自分におとずれるすべてのきかいをさいたいげんにかつようしてください。じょ

うねつともくてきをもっていき、決して夢と諦めないでね 

だから...外に出て、人生をさいだいげんに生きて。チャンスは一度きりなので、大切にして

なー！ 

＜実践者の評価と今後の目標＞ 

生徒❹は，アンジェラ・アキさんの「手紙」の授業の後に，イラストから手紙への変更を申し出

た。最初はイラストに描こうとした「パイロットになった未来の自分」を文章にしてみたものの，

内容に納得がいかない様子だった。発表の日，他の生徒の発表を聞いた後に「もう一度書き直した

い」と再び申し出た。そして，書き上げて提出したものが掲載の文章である。なりたい職業につい

て書いていた発表前とはうって変わり，自身の内面に語りかける豊かな内容となっていた。 

本実践を通して，題材や仲間の作品から幾度も刺激を受け，未来について考えを深め，今の自分

にしっかりと向き合おうとする姿勢にたどり着いたことがわかる。日本語については，まだまだ誤

用はあるものの，自律的に推敲と校正を重ね，自分の内面を表現するためにふさわしい新たな日本

語の語彙を獲得しながら，心に訴えかける「手紙」を書くことができた。 

今後も，生徒の目線に合った課題に取り組むことによって，内から湧き出る「ことば」を表現す

る力とともに，日本語固有の力を育てて行きたい。 
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生徒❺ b.イラスト紹介文を書く 

目標【日本語固有の力：６／包括的なことばの力：Ｄ】 

＜イラスト紹介文（第一稿）＞ 

日本の平和の未来。 

絵ではみどりがいぱいで、バスでいどうするので、

いきがしやすいし、やせいなどうぶつもふつうに

あるけるくらいあんぜん。日本人だけじゃなく、

ほかの外国人もいてふじゆうの人もいるのでみ

んなは差別されなくてふつうにあるいている平

和な日本です。 

＜イラスト紹介文（第二稿）＞ 

イラストでは、いっぱい木とか葉とか、あと人を

かきました。なぜなら、日本にはへいわなみらい

がほしいからです。みどりがいっぱいな理由は、中学生のとき、SDGsのべんきょうしたり、しょう

がくりょこうで、とうきょういったときさいしょうにおもったのは「息がしにくい」とお思たから

です。 日本がいきしにくい、きたないのはほしくないので 絵では「みどり」がいっぱいにかきま

した。あとに絵にかいたのは、日本人だけじゃなく、外国人もふじゅうな人もかきました。なぜな

ら、私はようちえんじのときから日本人が多くて、なんか一人な気持もあったし、インターネット

から日本人が外国人(＋ふじゆうな人)にいやなことしてていやだなっと思ったので、絵ではみんな

がくべつなく、あんぜんにあるいています。 

＜実践者の評価と今後の目標＞ 

得意の絵であることもあり，終始熱心に取り組んでいた。応募に間に合うよう書いた紹介文（第

一稿）だったが，振り返りの全体指導で「具体的に」「たとえば」を入れて書くと，伝わる文章にな

ることに言及すると，再度紹介文を授業中に書き直して提出した。社会を意識しながら書けている

点にも注目したい。 

日本語には細かい誤用が見受けられるが，時間があれば，既習の漢字を使いつつ，間違いを自分

でおおむね校正する力がある生徒である。多様な自己表現活動を通して自己肯定感を高めつつ，さ

らに豊かな語彙や表現を獲得していくことが期待できる。また今後は，分野やジャンルなどによる

言葉の違いを意識しながら文章が書けるように個別の支援をしていきたい。 
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生徒❻ a.イラスト紹介文を書く 

目標【日本語固有の力：４／包括的なことばの力：Ｅ】 

＜イラスト紹介文＞ 

私の絵は、10年後の私の将来の２つの可能性を２つの平面で表し

ています。上の図は、私が熟練したデジタルイラストレーターで

ある私の最良のシナリオを示しています 

下の方は暗い未来を反映しており、すべてがうまくいかなかった

場合の絶望を象徴しています。中央は、人生の方向性を決めよう

ともがきながら階段をのぼる現在の「私」が描かれていました 

＜振り返り＞ 

みんなの、みらいとイラストのはっぴょうは interestingです 

＜実践者の評価と今後の目標＞ 

生徒❻については，ポルトガル語の作文から日本語固有の力と

包括的なことばの力の間に開きがあることは予想していたが，口

数が極めて少なく，発表等も避けるため，これまでのプロジェク

ト型実践ではその能力を知ることができなかった。イラスト作成の途中で，制作意図について幾度

か質問を投げかけたものの，ほとんど日本語で説明することができなかった。ところが，イラスト

完成後に生徒❻が自律的に書き上げた紹介文は，実践者の予想を超えるものだった。興味・関心の

ある分野からの「書く」活動であったことから，本来生徒❻が持つ高いメタ認知能力が発揮された

と思われる。 

口数が少ない生徒❻にとって，紹介文で使った日本語を定着させるためにも，日本語で話す機会

の確保は重要である。今回は，そういった生徒たちの心理的安全性の確保を最優先とし，母語が同

じ生徒を含めた小グループでの発表を採用した。リラックスした雰囲気の中で，生徒❻も自身が表

現したイラストの世界観について，日本語の紹介文を使いながら堂々と説明ができた。ほかの生徒

からの「おもしろかった」「刺激を受けた」という高い評価を得て，自信に繋がったと思われる。 

今後も今回のような興味・関心を持つことができるプロジェクトを通して自己肯定感を高めつつ，

包括的なことばの力を使って日本語固有の力も向上させていきたい。 

また，日本語固有の力だけでは計れない生徒の包括的な力を，ことばの力のものさしや二言語作

文によって確認し，教員間で認識を共有することの大切さを実感している。  

３）総括

実践を終えて，生徒たちが本来持つことばの力（複数言語での力）を適切に把握し，それぞれの

持つ能力の特性に合った支援をすることの重要性を再認識した。また，支援の手が足りないなかで

あっても，獲得目標ごとに意図性をもったグルーピングを行えば，教え合い・支え合いなどによる

相乗効果で「ことばの力」が共に伸びるということも実感した。 
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生徒の興味・関心に合わせたテーマ設定も，極め

て重要である。テーマに心惹かれれば学習意欲は

自ずと高まり，生徒が本来持つことばの力が最大

限に引き出されるのである。結果的に，作業的な暗

記よりもはるかに効率よく日本語の語彙や表現を

豊かにしていくということを，生徒たちの姿から

教えられた。その際，テーマ設定を誤れば，よりエ

ンパワーメントが必要な生徒たちの意欲を削ぎ，

取り残してしまう結果になりかねないことに注意

しなければならない。 

本校のように必要とする支援が異なる３つのタ

イプの生徒たちが共に学ぶ環境においては，プロ

ジェクト型授業は効果の高い授業形態のひとつで

ある。しかしながら，週 1回のプロジェクト型授業

だけでは，32 人の生徒すべてが本来持っている力

を最大限に引き出しつつ，思考し表現する力，学び

に向かう力，さらには日本語の４技能を育成する

ことは容易ではない。 

今後は，プロジェクト型授業で自己肯定感や学習意欲を高めながら，たとえばレベル別多読と二

言語作文，短期的な日本語の基礎的な文法学習などによってリテラシーを補強しつつ，教科の取り

出し授業を使った内容言語統合型学習なども取り入れると，個々の生徒にふさわしい授業がデザイ

ンできるのではないか。また，母語支援員の適切な配置と協力も大きな力になる。

その前提として，複数言語の力による見取りと個別指導計画の準備が重要である。早い段階から

チームで取り組み，かかわる教師すべてが共有することが大切である。これは，きめ細やかな支援

の拡充を意味するだけではなく，支援の効率化にもつながる。 

高校段階で学ぶべき教科学習に参加できない状態が長く続き選択肢が狭まることは，生徒たちの

人生にとっても，これからの日本社会の発展にとっても，この上ない損失である。学びたいという

思いが強い生徒たちの期待に応える，“その場しのぎではない”学校の仕組みづくりが急がれる。 
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実践者名 田川ひかり （大阪府立大阪わかば高等学校 教諭） 

実践区分 高校 取り出し指導 教科・科目：言語文化 

（やさしい日本語で行われる国語科科目） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

大阪市生野区に位置する大阪府立大阪わかば高等学校は、2020 年度に大阪府の

再編整備計画によりできた多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部の定時制高校である。生野区は全

国で最も外国籍住民比率が高く、在日コリアンをはじめとする約 80 か国にルー

ツをもつ住民が暮らす多国籍・多文化のまちである。

2022 年度より大阪府立高校「日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者

選抜」対象校の１校となり、2024 年 10 月現在、全校生徒 425 名のうち、中国、

ネパールなど 14 の国・地域にルーツをもつ生徒が 150 名在籍している。そのう

ち、約 110 名が「日本語指導が必要な生徒」である。コロナ禍以降、急増した日

本の義務教育学校での学習経験がない「ダイレクト生」が半数を占め、就職や進学

に制約の多い在留資格である「家族滞在」の生徒が 7 割を超える。 

本校は時間割が生徒一人ひとり異なり、授業はクラス単位ではなく、その授業の

選択者で受ける。前後期制で、1 コマ 100 分で授業が行われる。 

多文化多言語生徒を受け入れる際に、「わかば日本語モデル」（多文化アイデン

ティティカリキュラム（櫻井，2022）による）を設け、複数言語で多角的・包括

的に生徒の力を捉えることをはじめ、トランスランゲージング・レンズで生徒をみ

とることを行なっている。本モデルにより、学校設定教科「自己実現のための日本

語」による日本語授業、および、必履修科目講座をやさしい日本語（N 講座）で開

講し、多文化多言語生徒の学びを支えている。 

本実践の 

ポイント 

高校国語科の必履修科目「言語文化」での「羅生門」を題材とした実践である。

「容認される悪はあるのか」という共感的、多角的、批判的視点を持った議論を含

む本作品を題材に、生徒たちは話す活動「よい話し合い」や書く活動「私の羅生門

論」を行い、複数のものの見方や価値観を比べて、批判的に考えを深めることがで

きた。また、時間をかけて、リライト文で作品の主題を理解した後、最後に原文に

戻って読む活動に取り組んだ。原文を目の前にした生徒たちは、日本語の文章に圧

倒されて諦めてしまうのではなく、積極的に日本語の表現に着目し作品世界を味

わおうとしており、教室には「もっと日本語でこの作品世界を味わえるようになり

たい」という気持ちが溢れていた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

ご自身が最後に書いておられますが、田川先生の授業は、いつも「挑戦」に満ちています。「私

の羅生門論」の授業もまた、生徒たちと田川先生の想いが共鳴し合う授業でした。芥川が描く世

界観に向き合う中で、生徒たちは現代社会の矛盾に気づき、自分自身の生き方を見つめながら、

それぞれの表現を模索していました。そこには、「日本語の力が十分でなければ、高校の国語の

授業には参加できない」といった固定観念を覆す、生き生きとした学びの姿がありました。こう

した学びの実現は、田川先生が何よりもまず生徒一人ひとりのヴォイス〈声〉に耳を傾け、その

声を出発点として、表現へと導いているからではないでしょうか。「ことばの教育」とは本来ど

うあるべきか、改めて私たち言語教師に問いかける授業だったと感じます。 
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1．単元名・活動名

ものの見方を広げ深める「羅生門」（『新編言語文化』大修館書店） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：高校１年 人数：13 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象生徒のことばの力

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く A

読む ①A

聞く・話す A

ステップ

5

書く B、C

読む ②B

聞く・話す B、C 

ステップ

4

書く E、F、G、H、J D

読む 
④E、F、G、

H、I、J 

③D、C

聞く・話す J 

ステップ

3

書く I、K、L、M 

読む ⑤K、L、M 

聞く・話す 
E、F、G、H、

I、K、L、M 

D

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

 本実践では、本校に在籍する１年次の生徒 13 名を対象とした。同じ学年では、計 33 名の生徒が

やさしい日本語での抽出授業を受講している。33 名は３つのクラスに分かれており、本クラスは

そのうちの一つである。

 本クラスの生徒は、中国、フィリピン、ネパール、タイ、韓国朝鮮と様々な国・地域にルーツを持

ち、また日本語の習得ステップも３から６と幅広い。包括的な発達ステージが D、Eの生徒を意図

的に１つのクラスとした編成である。

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 
読む ７ 

・「羅生門」をリライトした初中級レベ

ルの文章を、おおむね意味のまとまり

で区切って、ややゆっくりでも安定し

た速さで読める。 

・文章中に表れた中級レベルの漢字の

読み方、語彙や表現の意味や使い方が

おおむねわかる。 

F 

・「羅生門」の文章中の表現を深く吟味

しつつ、その主題をとらえ、作品全体を

深く鑑賞できる。 

・「羅生門」の主題について他者（クラス

メイト）の意見を知ることを通して、複

数のものの見方を比べ、批判的に考える

ことができる。 

② 読む ６ 

③ 読む ５ 

・「羅生門」をリライトした初中級レ

ベルの文章を、文や意味のまとまり、

文節で区切りながら、ゆっくりの速さ

で読める。 

・文章中に表れた初中級レベルの漢字

の読み方、語彙や表現の意味や使い方

がおおむねわかる。 

④ 読む ５ 

E 

・「羅生門」の文章中から根拠を読み取

り、内容の理解を深めることができる。 

・「羅生門」の文章中の表現を解釈しな

がら、その主題を理解することができ

る。 

・「羅生門」の主題について他者（クラ

スメイト）の意見を知ることを通して、

複数のものの見方を比べることができ

る。 

⑤ 
読む ４ 

・「羅生門」をリライトした初中級レ

ベルの文章を、おおむね文節や単語で

区切りながら、ゆっくりの速さで読め

る。 

・文章中に表れた初級後半レベルの漢

字の読み方、語彙や表現の意味や使い

方がおおむねわかる。 

 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使える【知識及び技能「言葉の特徴

や使い方に関する項目」イ】

 作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、自分の考えをもつことが

できる【思考力、判断力、表現力等「読むこと」オ】

 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわかって読書に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会と関わろうとする【学びに向か

う力、人間性等】
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

 本単元のねらいは、高等学校学習指導要領国語科編言語文化の内容「読むこと」オに基づいて設

定している。生徒らの言語的・文化的な豊かさをいかしながら、「論理的に考える力や深く共感し

たり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考

えを広げたり深めたりすることができるようにする」という教科の目標を達成したい。 

対象は、滞日期間が２年以内の生徒がほとんどで、日本語での読み書きに強い苦手意識を持って

いる。生徒らの多くは、家庭内では母語を使用し、入学前までは母語で教科学習を行ってきた。そ

のため、高校での教科学習において、日本語での内容理解に壁がある。また、生徒らは思考してい

ることを全て日本語で伝えきれないもどかしさを抱えている。国語科の授業では、生徒らが持つ母

語の力を積極的、意図的に活用しながら、日本語の力と思考力を育てていく必要がある。日本語の

文章を一斉に読むという活動においても、日本語の読解教材のように題材を扱ってしまうと、生徒

らは受け身的な読みの姿勢となり、ことばの力を育むことは難しくなる。そのため、本実践ではそ

うではなく、日本語での読みに苦手意識のある生徒も作品世界を味わうことができるように、生徒

らが既に持ち合わせている想像力や推測する力から読みの活動を始め、話したり書いたりする言語

活動も組み合わせながら行った。 

本実践で題材として扱う「羅生門」には、一つの物語の中に複数の人物、視点が登場し、「容認

される悪はあるのか」という共感的、多角的、批判的視点を持った議論のテーマが含まれている。

文章に関連して、生徒らが複数のものの見方や価値観を比べて、批判的に考えを深めるのに適切な

教材であると考える。また、登場人物の心情を想像し解釈することが求められる教材であり、本教

材を通して、自分とは立場の違う人々の思いや心情を想像する力を育みたい。そして、授業の中で

異なる意見を持つ他者と対話をすることで、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方

を捉え、「羅生門」の主題や内容をより深く解釈できると考え、「よい話し合い」という言語活動

を設けた。 

 本実践では「羅生門」のリライト文を作成した。生徒たちが原文を読み、その作品世界を味わう

ことができるようになることを念頭に置き、文の構造や表現を生徒たちがチャレンジできる初中級

レベルの日本語に書き換えた。クラスにいる全ての生徒が物語の舞台設定、下人の心情の変化、老

婆の論理が理解できるような文章にした。そのため、リライト文は「面皰」や「蟋蟀」、当時の京

都の情勢、羅生門の描写など多くの重要な語彙・表現は省かれたものとなっている。しかし、リラ

イト文であらすじと主題をしっかりと理解した上で、原文に戻って読むことで、リライト文と原文

の違いに気づき、原文のことばや表現の豊かさに強い関心を持たせることができると考えた。 

537



実践記録集 No. 41 高校生 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

常用漢字の読みに慣れ、主な常用

漢字を書き、文や文章の中で使っ

ている。【「言葉の特徴や使い方

に関する事項」イ】 

読むことにおいて、作品の内容や

解釈を踏まえ、自分のものの見

方、感じ方、考え方を深め、自分

の考えをもっている。【「読むこ

と」オ】 

他者のものの見方、感じ方、考え

方を知り、自らの考えや思いを言

葉で表すことを通して、積極的

に、自分のものの見方、感じ方、

考え方を深め、自らの学習を調整

しようとしている。 

６．指導計画（全 16 時間） 

時 ねらい 学習活動等 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの

力 

〇教科 

１・

２ 

「羅生門」の登

場人物と舞台設

定を読み取るこ

とができる。 

・「羅生門」のイメージ写真

や挿絵を見て、感じたことや

分かったことを付箋に書きだ

し、クラス全体で考えを共有

する。 

・教師の範読を聞きながら

「羅生門」（リライト版）の

前半を読む。クラス全体で音

読をする。 

・登場人物と舞台設定につい

て、前半までの文章を読んで

分かったことを個人でプリン

トにまとめる。

・登場人物に関する叙述を基

に、それぞれの人物の描かれ

方や人物設定を把握し、プリ

ントにまとめる。記述した内

容をクラス全体で共有する。 

☆文章中に表れた中級

レベルの漢字の読み

方、語彙や表現の意味

や使い方がおおむねわ

かる。（①②） 

☆文章中に表れた初中

級レベルの漢字の読み

方、語彙や表現の意味

や使い方がおおむねわ

かる。（③④） 

☆文章中に表れた初級

後半レベルの漢字の読

み方、語彙や表現の意

味や使い方がおおむね

わかる。（⑤） 

★〇「羅生門」の文

章中の表現を深く吟

味することができる

（①②③）

★〇「羅生門」の文

章中から根拠を読み

取り、内容の理解を

深めることができ

る。（④⑤） 

３・

４ 

登場人物の心情

の流れを読み取

ることができ

る。 

・文章中の漢字の読み方を確

認する。 

・教師の範読を聞きながら

「羅生門」（リライト版）の

後半を読む。クラス全体で音

読をする。 

・登場人物の心情表現に着目

し、下人と老婆の心情の変化

をグループでプリントにまと

める。 

・なぜ下人の心情が変化した

のか、そのきっかけはなんだ

☆「羅生門」をリライト

した文章を、おおむね

意味のまとまりで区切

って、ややゆっくりで

も安定した速さで読め

る。（①②） 

☆「羅生門」をリライ

トした文章を、文や意

味のまとまり、文節で

区切りながら、ゆっく

★〇「羅生門」の文

章中の表現を深く吟

味しつつ、その主題

をとらえることがで

きる（①②③） 

★〇「羅生門」の文

章中の表現を解釈し

ながら、その主題を

理解することができ

る。（④⑤） 
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ったのか、自分の考えをまと

めてプリントに記述する。 

りの速さで読める。

（③④）

☆「羅生門」をリライ

トした文章を、おおむ

ね文節や単語で区切り

ながら、ゆっくりの速

さで読める。（⑤）

５
・
６
（
本
時
） 

「羅生門」の内

容を解釈しなが

ら、自分の思い

や考えを言葉に

することができ

る。 

・文章中の漢字の読み方を練

習する。（反復学習） 

・老婆が死人の髪の毛を抜い

ていた理由、老婆の論理を整

理し、プリントに記述する。 

・「自分が老婆の立場なら

ば、生きるために死人の髪の

毛を抜くかどう」について自

分の考えをまとめてプリント

に記述する。 

・「下人は老婆の着物をとっ

てもいいかどうか」というテ

ーマについて、自分の考えを

まとめてプリントに記述す

る。 

・自分とは対立する意見に対

しての質問を考えて、記述す

る。 

☆接続表現、指示語な

どを用いて、ある程度

文や段落のまとまりが

ある文章が書ける。

（①②）

☆話し言葉で用いられ

る高頻度の接続表現を

活用して、単文や重

文、簡単な複文を用い

た文章を自由に書け

る。（③④） 

☆話し言葉で用いられ

る高頻度の語彙や文法

を活用して、重文、簡

単な複文を含みつつ主

に単文で文章が書け

る。（⑤） 

★〇「羅生門」の内

容について、根拠と

なる事実や具体例を

示しながら意見文が

書ける（①②③） 

★〇「羅生門」の内

容について、簡単な

理由を示しながら意

見文が書ける（④

⑤） 

７・

８ 

自分と違う意見

をよく聞いて、

自分のものの見

方や考え方を深

めることができ

る。 

・文章中の漢字の読み方を練

習する。（反復学習） 

・漢字の確認テスト１

・「羅生門」（リライト文）

をクラス全体で音読をする。 

・自分と対立する意見の人か

らの質問に答える。 

・よい話し合いの流れとポイ

ントをクラス全体で確認す

る。 

・グループでよい話し合いを

行う。 

・どんな意見が出たのか、グ

ループの考えをクラス全体で

共有する。 

・「私の羅生門論」の課題を

把握する。 

A. 下人は老婆の着物をとっ

てもいいと思いますか。なぜ

そう思いますか。違う意見の

☆自分の意見を述べる

際に、様々な接続表現

や指示語などを用い

て、まとまりがある話

ができる。（①②） 

☆自分の意見を述べる

際に、高頻度の接続表

現を活用して、単文や

重文、簡単な複文を用

いて自由に話を続ける

ことができる。（③） 

☆自分の意見を述べる

際に、初級後半レベル

の既習の語彙・表現・

文型を使って、単文、

重文や簡単な複文で話

せる。（④⑤） 

★「羅生門」に関す

る話し合いにおい

て、共感的・多角

的・批判的視点をも

った議論ができる。

（①②③）

★「羅生門」に関す

る話し合いにおい

て、事実と意見の違

いを意識しつつ、共

通点や相違点を整理

して議論ができる。

（④⑤）

〇文章中に表れた漢

字の読みに慣れ、正

しく読むことがで

き、作品中の日本語

の語彙や表現を文の

中で使うことができ
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人が納得するように書いてく

ださい。 

B. 下人はこの後、どうなっ

たと思いますか。なぜそう思

いますか。読んだ人が納得す

るように、根拠を示して、書

いてください。 

C.自由テーマ

・内容、構成を考えて、プリ

ントに書く。

ている。（①②③④

⑤） 

９・

10 

自分の思いや考

えを説得力のあ

る文章にするこ

とができる。 

・漢字の確認テスト２

・説得力のある文章を書くた

めのポイントを確認する。 

・ポイントを踏まえながら、

「私の羅生門論」を執筆す

る。 

☆接続表現、指示語な

どを用いて、ある程度

文や段落のまとまりが

ある文章が書ける。

（①②）

話し言葉で用いられる

高頻度の接続表現を活

用して、単文や重文、

簡単な複文を用いた文

章を自由に書ける。

（③④）

☆話し言葉で用いられ

る高頻度の語彙や文法

を活用して、重文、簡

単な複文を含みつつ主

に単文で文章が書け

る。（⑤） 

★「羅生門」の文章

から引用し、論拠を

示し、説得力のある

意見文が書ける（①

②③）

★根拠となる自分の

体験や具体的な身近

な例を示しながら意

見文が書ける（④

⑤） 

〇文章中に表れた漢

字の読みに慣れ、正

しく読むことがで

き、作品中の日本語

の語彙や表現を文の

中で使うことができ

ている。（①②③④

⑤） 

11・

12 

「羅生門」の原

文を読んで、芥

川が描いた作品

の世界を味わう

ことができる。 

・「羅生門」（リライト文）

を一人ひとり音読する。 

・芥川の生涯を知り、「羅生

門」の作者に興味をもつ。 

・原文（ルビ付）をグループ

で読み、これまでに読んだ

「羅生門」との違いに気づ

く。 

・芥川の作品世界を味わうた

めに重要だと思う一文を原文

から抜き出し、なぜその一文

が作品世界の中で重要なの

か、その理由を考え、プリン

トに書く。

☆「羅生門」をリライト

した初中級レベルの文

章を、おおむね意味の

まとまりで区切って、

ややゆっくりでも安定

した速さで読める。（①

②） 

☆「羅生門」をリライ

トした初中級レベルの

文章を、文や意味のま

とまり、文節で区切り

ながら、ゆっくりの速

さで読める。（③④） 

☆「羅生門」をリライ

トした初中級レベルの

★「羅生門」の文章

中の表現を深く吟味

しつつ、その主題を

とらえ、作品全体を

深く鑑賞できる。

（①②③）

★〇「羅生門」の主

題をとらえ、作品全

体を深く鑑賞でき

る。（①②③④⑤） 
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・クラス全体で意見を共有す

る。 

文章を、おおむね文節

や単語で区切りなが

ら、ゆっくりの速さで

読める。（⑤） 

13・

14 

自分が書いた文

章をもう一度読

んで、推敲する

ことができる。 

・「私の羅生門論」を執筆、

推敲する。 

☆接続表現、指示語な

どを用いて、ある程度

文や段落のまとまりが

ある文章が書ける。

（①②）

☆話し言葉で用いられ

る高頻度の接続表現を

活用して、単文や重

文、簡単な複文を用い

た文章を自由に書け

る。（③④） 

☆話し言葉で用いられ

る高頻度の語彙や文法

を活用して、重文、簡

単な複文を含みつつ主

に単文で文章が書け

る。（⑤） 

★自分が伝えたい内

容を効果的に伝える

ために、構成や書き

出し、書き終わりな

どを工夫することが

できる（①②③） 

★書いた後に、読み

手の助言を得て、一

貫性を高めるために

不要なものについて

削除したり、順番を

入れ替えたり、必要

なものを追加したり

できる。（④⑤） 

15・

16 

クラスメイトの

作品を読んだり

聞いたりして、

自分のものの見

方や考え方を深

めることができ

る。 

・「私の羅生門論」を発表す

る。 

・他の人が書いた「私の羅生

門論」を読む、聞く。 

・他の人の「私の羅生門論」

を読み、新たに気づいたこと

をプリントに書く。 

・「単元の振り返り」とし

て、単元を通して得た学びを

記述する。 

☆自分の書いたまとま

りがある文章を、聞き

手に伝わるような声

で、流暢に読み上げる

ことができる。（①②

③④⑤）

♡〇自分の「私の羅

生門論」とクラスメ

イトのものの比較を

通して、自分のもの

の見方、感じ方、考

え方を深め、他者の

価値観も認めること

ができる。（①②③

④⑤）

541



実践記録集 No. 41 高校生 

７．本時（6／16）の指導 

ねらい（目標） 自分と違う意見をよく聞いて、自分のものの見方や考え方を深めることができる 

分 学習活動等 

指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇

教科 

導
入 

1
0

分

１．前単元の復習 

今までに行った話合いを振り返り、よい話し合

いのポイント６つを思い出す。 

（復唱させながら、「ポイントカード」を黒板

に貼る。） 

①準備する ②相手の意見を最後まで聞く

③相手の意見につなげて言う

④質問する ⑤少ない意見を大事にする

⑥悪いことばを言わない

前の話し合いでは、「質問する」ができていな

かったことを確認する。 

話合いの目的を復習する（黒板にカードを掲示

する。） 

「みんなが納得できる結論をだす」 

★これまでに学んだことを振り返ることで、本

時の学習内容とのつながりを意識でき、本時の

学習に意欲をもつことができる。 

☆「ポイントカード」「目的カード」「今日の

目標カード」は、提示して黒板に貼ることで、

視覚的にも理解できる。また、一斉に復唱する

ことで音声と文字の情報がつながることができ

る。 

学
習
の
見
通
し 

５
分 

２．本時の目標をたて、確認する 

次の授業で、もう一度話し合いをするので、今

日は「よい話し合い」のために準備をすること

を理解する。 

目標カードを見せる、一斉に声に出して読む。 

考
え
る 

1
5

分

３．「下人は老婆の着物をとってもいいかどう

か」というテーマで、自分の意見をプリントに

書く。その際、日本語だけでなく生徒らが持つ

言語レパートリー全てを使って考え、メモをす

るように促す。 

★日本語だけに限らず、生徒らが持つことば全

てを使って考えることによって、思考を深める

ことができる。 

☆接続表現、指示語などを用いて、ある程度文

や段落のまとまりがある文章が書ける。（①

②） 

☆話し言葉で用いられる高頻度の接続表現を活

用して、単文や重文、簡単な複文を用いた文章

を自由に書ける。（③④） 

☆話し言葉で用いられる高頻度の語彙や文法を

活用して、重文、簡単な複文を含みつつ主に単

文で文章が書ける。（⑤） 

自分と違う意見をよく聞いて、自分のものの見方や考え方を深めよう！ 
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深
め
る 

1
5

分

４．自分と違う意見を想像して、質問する 

「自分と違う意見の人への質問」を考える。自

分とは違う意見の人が、どうしてそう考えたの

かを想像し、「質問カード」に記入する。 

（しばらく生徒の様子を見た後）席を移動して

もいいので、自分と違う意見の人を探し、その

理由を聞いてみる。 

・ことばの意味が分からない生徒がいた場合

は、生徒同士で英語や中国語を使って仲介させ

る。 

ま

と

め

５

分 

5．本時の学習を振り返る 

目標をもう一度提示し、「よい話し合い」のた

めの準備ができたかどうかを確認する。 

今日の授業で気づいたこと、疑問に思ったこと

を詳しく「振り返りシート」に書く。 

♡自分が考えた質問とクラスメイトのものの比

較を通して、自分のものの見方、感じ方、考え

方を深め、他者の価値観も認めることができ

る。（①②③④⑤） 

写真１「羅生門」を読む前に 

映画や模型の写真を見せ、そこから想像する

物語のイメージをクラス全体で共有した。生

徒の言葉をオンラインツールの付箋に書いて

いった。「門に入るために、チケットが必要

かもしれません。門に入ったら、違う世界が

見えるかもしれません。おばけが見えるかも

しれません。羅生門という漢字には異世界と

いう意味もあります。」（生徒 E）といった

豊かな想像力が発揮された。 

写真 2 

読みの授業では、下人の行動と心情表現を場面ごとにイ

ラストと共に視覚化し黒板に掲示した。ピンク色は下人

の心が「死ぬよりも、泥棒になる」と思った時、緑色は

「泥棒になるよりも、死ぬ」と思った時を表している。

「下人の心情の揺れ動きは２色で表現できるほどに単

純なのか？」と生徒 C は疑問を抱き、原文への興味が

高まった。 
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写真３ 漢字のフラッシュカード 

授業の冒頭に、リライト文に出た漢字の読み

方をフラッシュカードで練習した。漢字の読

み方に対しては多くの生徒が苦手意識を持

っていたが、繰り返し練習することで、徐々

に慣れていった。漢字のテストでは、読み方

とその言葉を使った文づくりが問われた。日

本語習得ステップ３の生徒ら（生徒 K,L,M）

は、文づくりの宿題を欠かさず提出した。 

写真４「よい話し合い」の様子 

右手前の生徒は日本語で自分の意見

を十分に表現できなかったので、左

奥の生徒が日本語に翻訳して説明し

ていた。左手前の生徒はその説明を

聞き、右奥の生徒は文章をもう一度

読み直して、意見の根拠を探してい

た。母語が異なるグループだったが、

母語や日本語をつかって生き生きと

した話し合いをしていた。「よい話し

合い」のポイントは、いつでも見える

ように、黒板に掲示していた。 
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写真５毎時の振り返りシート 

毎回、授業の最後の５分間に今日の学び

を振り返る時間を設けてシートに書かせ

ていた。生徒 D の振り返りシートの記述

を見ると、複数の登場人物の心情を想像

しながら文章を読み、「容認される悪はあ

るのか」という共感的、多角的、批判的な

議論のテーマについて主体的に考えられ

ていることが分かる。 
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8.児童生徒の変容

日本語の読み書きに対して苦手意識のある生徒たちを対象とした実践だったが、読みの授業の流

れを工夫することで、「羅生門」という作品の世界を味わい、教科の目標を達成することができた。

また、最終的には「私の羅生門論」を日本語で書くという活動にも積極的に取り組むことができた。

日本語の習得ステップ３の生徒ら（⑤K、L、M）にとっては、「羅生門」の文章を読むのは、たと

えリライト文だとしても難しかっただろうと思われる。しかし、彼らは決して諦めることなく「羅

生門」の文章と向き合うことができた。本実践では、最初に「羅生門」のイメージ写真や挿絵を見

て、感じたことや分かったことを付箋に書きだし、クラス全体で考えを共有することから始めた。

生徒たちが持つ知識や経験、想像力を活用しそこから授業を始めることで、この作品の世界をおも

しろそうだと思ってもらうためだ。そして、登場人物、場面設定、登場人物の心情の変化は全て図

と共に黒板に掲示して、視覚的に理解できるようにした。本文の音読活動は、生徒たちが飽きない

ようにさまざまなやり方で取り組んだ。文章中の漢字や語彙は全てフラッシュカードにして、授業

の冒頭で読み方を繰り返し練習した。そして、「よい話合い」や「私の羅生門論」などの言語活動

を通して、より深く作品の主題や内容を解釈できた。日本語の習得ステップが異なるクラスにおい

て、このような工夫は必要不可欠であった。また、この三人（⑤K、L、M）は競うように宿題（語

彙や表現の意味調べ）や漢字の読みのテストに取り組んでいた。それは彼らが日本語の習得ステッ

プだけでなく、包括的な発達ステージも同じであったことが関係している。このようなクラス編成

が共に学ぶ集団づくりに寄与したのだと考える。 

また、生徒たちの変容が顕著に見られたのは、よい話し合いの活動を行った授業の、自分とは異

なる意見の人へ質問をした場面であった。教員が合図をすると、生徒たちは自然と席から立ち上が

り、周りの生徒と集まり議論を始めた。教員が入って促す必要もなく、母語や日本語を使って積極

的に自分たちの考えや思いを交わせていた。議論が白熱していたグループでは、生徒 B が「下人は

老婆の着物をとってはいけない」（反対派）、それ以外の５人は賛成派と考えていた。教員は彼ら

の母語を理解できなかったが、反対派の生徒 B の主張に他５人が耳を傾けて、質疑を行っているこ

とが分かった。よい話し合いのルールを意識させながら、行ったことでお互いの意見に耳を傾ける

ことができた。また、この７分程度の短い話し合いを経て、生徒 D の意見は「下人は老婆の着物を

とってもいい」（賛成派）から反対派へと変わっていた。他者（クラスメイト）の意見に触れるこ

とで、自分のものの見方や考え方に揺さぶりが起き、自分の考えを深めることができた場面だった。 

原文を読んだ際には、「今まで読んだ羅生門と言葉や表現の仕方は、どんなところが違いますか。

作者、芥川龍之介が伝えようとした羅生門の世界はどんな世界でしょうか。羅生門の世界を味わう

ために、大切な言葉や表現はどれだと思いますか。」という問いかけをした。生徒たちが選んだ原

文の一文とその理由を以下の表にまとめた。日本語の習得ステップにかかわらず、日本語の原文に

向き合い、表現を味わっているということがわかる。 
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生徒が選んだ原文の一文 その一文を選んだ理由 

（無記入）（生徒 M） 「下人がニキビができていることが、登場人物の

困難とこんこんをしょうちょうしていることを意

味している。男は身体的にふけんこうだとびょう

しゃされており、顔にニキビができていること

が、彼が生きている社会での「ひんこん」と苦し

みを反映しています。」（原文ママ） 

「その上、今日の空模様も少なからず、こ

の平安朝の下人の Sentimentalisme に影響

した。」（生徒 F） 

「この文章には作者が表現したい感傷性が余すと

ころなく表現されています。」（原文ママ） 

「広い門の下には、この男のほかに誰もい

ない。ただ、所々丹塗りの剥げた、大きな

円柱に、蟋蟀が一匹とまっている。」（生

徒 E） 

「この一文は当時の世界の背景を物語っているの

で、次の内容への道を開く。この文は、背景が人

がいない荒涼とした世界であることを示していま

す。きりぎりすおと、”guo, guo”、丹塗りの剥げ

た。めちや人がない、荒涼です。」（原文ママ） 

「この二、三年、京都には、地震とか辻風

とか火事とか飢饉とかいう災いが続いて起

こった。そこで洛中のさびれ方はひととお

りではない。」（生徒 C） 

「これがさいしょうに見けた文ですから。原文に

はそうぞうしやすくために、ことなる言い方を使

っています。これはここだけで見つけない。物語

を通して、すべてがもっと詳細です。むずかしい

ことばがあるし、そうぞうための情報がたくさん

あります。原文を半分読、その物語はじっさいに

物語になった。」（原文ママ） 

「そうして、そこから、短い白髪を逆さま

にして、門の下をのぞき込んだ。外には、

ただ、黒洞々たる夜があるばかりであ

る。」（生徒 D） 

「この文はこの文章の終わりです。黒洞々たる夜

は羅生門の暗さと虚しさを表すだと思います。下

人の最終的な堕落を反映します。逆さ短い白髪が

ちょっとこわいけど、かわいそう老婆のイメージ

を読み出せます。下人は最后どこにいくかわから

ないから面白いと思います。」（原文ママ） 

「その時の、この男の心持ちから言えば、

飢え死になどということは、ほとんど、考

えることさえできないほど、意識の外に追

い出されていた。」（生徒 B） 

「この言葉は下人の気持ちを切り替えを示す。大

切な言葉です。飢え死にするか強盗になるかから

飢え死になどということはほとんど考えることさ

えできないほど、意識の外に追い出されていたま

で至りました。門の引っ張り合い描かれていませ

んが、なんとなくわかる気がします。そんなこと

を書いたのは、下人の本性をさらけだす描写をよ

り深くしたかったからです。」（原文ママ） 
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以下は、最終的に生徒が執筆した「私の羅生門論」の一部である。執筆時、これまでになく生徒

らは集中して取り組み、教室内が静かだったこと、休み時間になっても生徒たちが書き続けていた

ことが印象的であった。 

③の生徒 D は「羅生門」という作品の

内容を解釈し、主題を深く理解するこ

とができている。授業内での話し合い

の時は、積極的に発言していなかった

が、生徒 B の発言をよく聞いていた。

毎時の振り返りシートにも毎回前向き

なコメントを書いており（写真５「毎時

の振り返りシート」参照）、非常に意欲

的、主体的にこの単元に取り組んでい

た。「私の羅生門論」を執筆する際には、

教員が決めたテーマではなく、自ら「羅

生門にある二つの世界」という自由テ

ーマを設定し、積極的に自分のものの

見方を深めようとしていた。翻訳ツー

ルも駆使しながら書いたものであるが、

何度も書き直したりしながら粘り強く

取り組み、日本語の接続表現、指示語な

どを用いて、ある程度文や段落のまと

まりがある文章が書くことができた。 

④の生徒 J の「私の羅生門論」の一部である。「羅

生門」の注目ポイントを英語と日本語で書いた。日本

語は、翻訳ツールを使って書いたものであるが、英語

で書いたものも併せてみてみると、J が「羅生門」の

内容を解釈し、主題を深く理解していることがわか

る。J は「羅生門」で描かれている複数の登場人物の

ものの見方を比べることで、「この作品は単一の客観

的な真実という考え方に疑問を投げかけている」と

いう結論に至った。また自分たちのものの見方にも

関連しているということに気づくことができてい

る。 

it challenges the idea of a single, objective truth. The way different 

character tell their version of same events forces us to think that what 

we believe to be true is based on our own experiences and emotions. 
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本実践において、「羅生門」の原文に触れる活動が本当にできるのかどうかは、私にとって挑戦

であった。しかし、作品の持つ力と生徒たちの「原文を読んでみたい」という好奇心に後押された。

原文を目の前にした生徒たちは、日本語の文章に圧倒されて諦めてしまうのではなく、「今なら読

める気がする」と前のめりに読む姿が見られた。積極的に日本語の文章を理解し、表現に着目し作

品を味わおうとする態度は、本実践の過程で養われていった。教室には、「難しいけどもっと日本

語でこの作品の世界を味わえるようになりたい」という気持ちが溢れていた。本実践を通して強く

感じたのは、生徒のことばの力を評価することで、授業で何をするべきかが浮き彫りになるという

ことだ。適切な見立てと手立てがあれば彼らの力を最大限に引き出すことができる。生徒が「もっ

と自分のことばの力を伸ばしたい」と思えるような授業をこれからも作っていきたい。 
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実践者名 立山 愛（非営利団体 多文化こどもネットワークいろは 代表） 

実践区分 NPO・ボランティア プロジェクト活動 

実践地域 

および場所

等の特長 

大分県では多文化多言語の児童生徒の中でも高校生に対する包括的な教育・支

援体制は非常に限定的であり、帰国・外国人等特別入学枠設置校は県内に 1 校の

みで、特別の教育課程を組み指導している高校も限られている。

本実践の対象の生徒は、来日約 1 年で高校に進学したものの、在籍する高校に

日本語指導体制はなく、地域の多文化理解教室で学習している。この教室にはさま

ざまな年齢の多文化多言語の児童生徒とその保護者が集まり、日本語学習の場と

してだけではなく、地域社会との繋がりづくりの場としての役割も担っている。し

かしながら、月に 1 度という限られた学習時間のため、個別のニーズを捉えて狙

いを定めた学習内容を工夫する必要がある。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、進学した高校で多文化多言語の生徒は一人だけという状況の中で、将

来の進路について模索する生徒を対象とし、豊かなキャリア発達を促すことを目

的として、ロールモデルとの対話を活動の中心に据えた。ロールモデルは同じベト

ナム出身の起業家で、多様な言語・文化背景を強みに起業しており、リソースとし

て会社のホームページや TED のスピーチ動画もあることから、事前学習として複

数言語の力を活かした読みの活動を通して問いを立て（課題をつかむ）、ロールモ

デルとの対話（探究する）、そして事後学習として「7 年後の私へ」という作文で

日本語の書く力を高める（まとめる）3 部構成の授業をデザインした。今回の学習

活動を通して、キャリア形成について希望を抱き、イメージを描こうとする態度を

育むことができたと考える。また、生徒の保持する包括的なことばの力を活かし、

日本語の書く力を引き上げることにつながった。 

＜バディからのメッセージ＞ 

包括的なことばの力をフルに活用しながら日本語固有の力を伸ばすというプロセスのな

かで、将来にエールも与えようという仕掛けの本実践は、NPO ならではの良さが発揮され

たすばらしい取り組みでした。NPO の強みである地域リソースを生かし、ロールモデルと

の直接の出会いの場と生き方を考える場をつくることで、対象生徒は見事にことばを豊か

にしていきました。活動後に書きたい作文のテーマを「未来の自分に宛てた手紙（7 年後

の私）」と選択した場面から、まさに対象生徒の心の揺さぶりが伝わってきます。なお、こ

の手紙を実践者は 7 年後の 2030 年 12 月に、対象生徒に届けることを約束したようで

す。 

散在地域であるからこそ、丁寧に一人の子どもの力をみとることの必要性と、有限であ

るからこそ、エンパワーメントの重要性に気づかせてくれる、愛先生の心のこもった実践

でした。素晴らしい実践を報告くださって、ありがとうございました。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「ロールモデルとの対話を通して未来を描こう」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：高校 1 年  人数：1 人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す ● 

ステップ

6

書く ● 

読む ● 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

4

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

3

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

書く ７ 

・書きことばらしい表現や文

法を使用して文章が書ける。 

・中学レベルの既習の慣用的

な表現をはじめ、日常生活で

よく使われる語や句の組み合

わせをおおむね適切に使いな

がら、独自の視点で「7 年後

の私へ」という手紙を書くこ

とができる。 

F 

・書く前の読む活動、ロールモデルとの対話、対

話後のディスカッションを通して書く内容を練

り、構造的なメモを自律的に作ることができる。 

・根拠となる具体例をインタビューの内容を振り

返りながら考えることができる。 

・書きながら、あるいは書いた後に、「7年後

の私へ」という手紙がより効果的に伝わるよう

に自分から推敲することができる。 

・内容を効果的に伝えるために、構成や書き出

し、結びを工夫し、適切な表現技法を選ぶことが

できる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 本実践では、来日して約 1 年で高校に進学したものの、在籍する高校では日本語指導がなく、多

文化多言語の生徒は一人だけという状況の中で、将来の進路について模索する生徒を対象とし、キ

ャリア形成について希望を抱き、具体的なイメージを描こうとする態度を育むことを目的として、

ロールモデルとの対話を活動の中心に据えた。また、「聞く・話す・読む・書く」の思考・判断・表

現を支える包括的なことばの力の高さを活かし、もっとも苦手とする書く力（日本語固有の力）を

高めることを目指した。 

生徒がもっとも深く思考できることばはベトナム語であることから、ロールモデルは同じベトナ

ム出身で、多様な言語・文化背景を強みに日本で起業した方に依頼した。事前学習として起業家の

スピーチ動画（TED／英語によるスピーチ）、会社のホームページ（日英）をリソースとし、複数言

語の力を活かして聞くと読みの活動を通して問いを立て、起業家との対話をベトナム語で行ったあ

と、インタビュー内容を日本語で再話してもらい、感想や疑問点を出し、描きたい進路についてデ

ィスカッションをした。事後学習として「7 年後の私へ」という作文で日本語の書く力を高める 3

部構成の授業をデザインした。授業をデザインする際、安心して持っているすべてのことばの力を

出せる環境作り、複数のことばと文化を活用することを心掛けた。 

・多様な言語・文化背景を活かして起業したロールモデルとの対話を通して、社会的・職業的自立に必要

な基盤となる能力や態度を育て、キャリア発達を促す。 

・対話の内容から学んだことを活かした作文活動を通して、日本語の書く力を高める。
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５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

書きことばらしい表現や文法、

中学レベルの慣用表現や日常生

活でよく使われる語や句の組み

合わせをおおむね適切に使いな

がら、独自の視点で創作文を書

くことができる。 

書く前の読む活動、起業家との

対話、対話後のディスカッショ

ンを通して書く内容を練り、構

造的なメモを自律的に作ること

ができる。 

根拠となる具体例をインタビュ

ーの内容を振り返りながら考え

ることができる。内容を効果的

に伝えるために、構成や書き出

し、結びを工夫し、自分から推

敲することができる。 

キャリア形成について希望を抱

き、多様な言語・文化的背景を

持つことを強みと捉え、将来像

を描こうとする態度で取り組ん

でいる。 

６．指導計画（全４時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

１ リソースの内

容を理解し、

問いを立てる

こ と が で き

る。 

問いを立てよう・調べよう 

（課題をつかむ） 

事前に読み、視聴したリソー 

スの内容を確認し、起業家に

質問したいことを考え、メモ 

する。（資料❶） 

☆考えた質問内容を日

本語で実践者に伝える

ことができる。 

★日英で書かれたリソ

ースの意味や意図を読

み解き、多角的・批判

的思考力を持って意見

を持つことができる。 

２ 起業家に複数

言語の力を活

かしてインタ

ビューでき

る。 

質問しよう（探究する） 

前時のメモを使ってインタビ

ュー 

（資料❷） 

☆インタビュー内容を

実践者に日本語で伝え

ることができる。 

★抽象的で社会的な話

題に関して、多角的視

点を持ってインタビュ

ーできる。 

♡多様な文化や言語を持

つことを強みと感じる

ことができる。 

３ 

本

時 

インタビュー

の内容を日本

語で再話で

き、感想を持

つことができ

る。

話そう・考えよう（探究す

る） 

インタビューの内容を日本語

で再話し、感想や疑問点を出

し、描きたい進路や考えたこ

とについてディスカッション

する。 

☆中級後半レベルの語

彙・表現を使って、一

貫性のある意見を述べ

ることができる。

★インタビューで聞き

取った内容について、

情報を統合しつつ、因

果関係を含めてまとま

りのある説明ができ

る。
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４ 日本語でテー

マ作文が書け

る。 

書こう（まとめる） 

前時でのディスカッション内

容を使って作文を書くための

構成メモを作成し、「7 年後の

私へ」というテーマ作文を書

く。 

☆書きことばらしい表

現や文法を使用して文

章が書ける。中学レベ

ルの慣用的な表現・日

常生活で使う語や句の

組み合わせを適切に使

いながら、独自の視点

で作文が書ける。 

★書く前の読む活動、

起業家との対話、対話

後のディスカッション

を通して書く内容を練

り、構造的なメモを自

律的に作ることができ

る。根拠となる具体例

をインタビューの内容

を振り返りながら考え

ることができる。 

♡将来に希望をもつこと

ができる。 

７．本時の指導（3/4）細案 

ねらい（目標） インタビューの内容を日本語で再話でき、共感的・多角的・批判的視点で意見を持

ち、ディスカッションに参加できる。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

10 

導

入 

起業家へのインタビューを振り返り、本時 

の学習内容を知る。 

インタビューの際に取ったメモから、重

要だと思うポイントを選ぶ。 

☆前時を振り返り、本時の学習の課題をつかむ。

☆メモやポイントとして選んだ語彙が母語であるベトナム語や

英語であれば、日本語の語彙でどう言えるかを確認する。 

♡多様な文化や言語を持つことを強みと感じることができる。

25 

展

開 

① 

ディスカッション 

（生徒、起業家、実践者の 3名） 

選んだポイントから、ディスカッションテー

マを絞り、テーマについて話し合う。

★共感的・多角的・批判的視点を持って意見を述べる。ディス

カッションは日本語で行うため、必要に応じて辞書やオンライン

翻訳ツールを利用できる環境を整えておく。 

♡キャリア形成につながる社会的なトピックに焦点があたるよう

な問いかけをする。 

15 

展

開 

② 

本時の学習で考えたこと・気づいたことを

整理する。 

ディスカッションでの学びをリフレクション

シートに表現する。

☆進学や進路について考えていることとインタビューの内容と

の共通点や相違点を整理する。 

☆実践者がフィードバックを行う際、生徒の文化的背景を尊重

し、建設的かつ理解しやすい形でコメントする。 

♡日本語で書くことに意欲を高めることができる。

10 

ま

と

め 

次時の学習内容を知らせる。 

テーマ作文のテーマを決める。

♡本時の内容を踏まえて、キャリア形成に希望の持てるテーマ

作文のテーマを検討する。 
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資料❷ ロールモデル（左）に 

インタビューしながらメモを取

る生徒（右） 

8. 児童生徒の変容

起業家との対話後に生徒が選んだディスカッショントピックは、「自分のやりたいことだけでなく、

興味のないことにも積極的にチャレンジすることについて」だった。それは、来日後、将来の夢を思う

ように描けなかったことへの思いが根底にあるようだった。起業家がどのように多様な文化・言語の背

景を活かして道を切り拓いてきたかについて深く知りたがった生徒は、「大学を卒業する年の自分に向

けて書きたい」と言い、「7年後の私へ」という作文テーマが決まった。 

「7 年後の私」に語りかけるような独創的な書き出しで来日した時の心情、現在の状況説明、未来へ

の展望という 3段落構成で書くことができた。作文の中で、「同級生に 1 年、2 年、そして 3 年遅れて

仕事をすることになってもいいから、自分が本当にやりたい仕事をはっきり決めるために、さまざまな

体験をしてから決める方がいい」「自分の夢に向けてちょっとずつ努力して頑張れば、その頑張りが段々

重なって大きな成功になると信じている」という文面から、希望を持って将来を描こうとする意欲が伝

わってくる。本実践のねらいは生徒が抱えるモヤモヤ解消と合致したようで、この作文を書き終えた時、

「これからいろんなことを体験したい、そして 7 年後はもっと自信のある自分になっていると思う。」

と希望に満ちた表情で力強く語る姿を見ることができた。 

また、もうひとつのねらい「対話の内容から学んだことを活かした作文活動を通して、日本語の書く

力を高める」ことにもつながったと思う。生徒は、インタビューの内容を根拠としながら、独自の視点

で創作文を書くことができた。初稿では、接続表現を使って段落間のつながりを意識した文を書くこと

は難しかったようだが、フィードバックを得て再提出してくれたものは、接続表現が増え、全体として

資料❶ ゲストスピーカーに質問した

いことを考え、作成したメモ 
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結束性のある文が書けていた。序論、本論、結論の 3 つの段落に分けて構成できており、本論では、イ

ンタビューでインスパイアされた価値観を根拠に「高校生の時の自分とはまったく違う自分になってい

ると思う」「もっと自信のある自分になっていると思う」という希望に満ちた主張を展開できている。推

敲前は文と文のつながりがわかりづらい箇所があったが、推敲後「ただ」「そして」「そのため」等、接

続詞が加筆され読みやすくなった。また、書き言葉らしい表現「まったく」「さまざまな」等使用できて

おり、すべてではないものの連用中止形を使って複文が書けている。中学レベルの既習の慣用表現をは

じめ、日常生活でよく使われる語や句の組み合わせもおおむね適切に使いながら書けている。生徒の保

持する包括的なことばの力を活かし、日本語の書く力を引き上げることにつながったと考える。

 今回、生徒が書いた作文を、大学を卒業する 7年後に届けることを約束した。この作文を 7 年後に読

む生徒が、多様な言語・文化背景を持つことを強みと捉え、さまざまな体験をして、知識やスキルを身

につけるだけでなく、内面的にもさらに成長し続けているよう、授業を工夫していきたい。
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実践者名 加島 和貴 岐阜県立東濃高等学校 教諭（国語） 

実践区分 高校  在籍指導  教科・科目：言語文化 

実践地域 

および場所

等の特長 

東濃高校は、岐阜県中南部の外国人住民の集住地域である美濃加茂市や可児市

に隣接する山間の御嵩町に位置し、多文化多言語の生徒が全校生徒の半数以上を

占める岐阜県の公立高校である。2021 年に「国際部」を校務分掌として独立さ

せ、多文化多言語の全生徒の校内外サポート業務を担っている。在籍する多文化

多言語の生徒のうち、63％がフィリピン、22％がブラジルにルーツをもち、国

籍は日本を含めて 10 か国に及び、昨今は多国籍化傾向にある（2024 年４月時

点）。 

2011 年、多文化多言語の生徒のための少人数学級「国際クラス」が１年生に

設置され、2024 年現在は１年生に２クラス、２年生に１クラス開設されている

（2024 年４月時点）。 

日本語指導を必要とする多文化多言語の生徒の増加を受け、2015 年に学校設

定教科「日本語」が設けられた。「日本語Ⅰ」・「日本語Ⅱ」・「日本語Ⅲ」の３科

目を開講している。高校２・３年生からは、日本人生徒や日本語指導を必要とし

ない多文化多言語の生徒が在籍する一般クラスに所属しながら「日本語」履修を

可能とし、卒業後の社会的自立を目指す日本語教育を推進している。 

本実践の 

ポイント 

高等学校の共通必履修科目「言語文化」において近代文学作品の『羅生門』を

学習しました。初読の際は、ページ数、文字数、見るからに難解そうな語句に圧

倒されていましたが、骨太な文学作品がもつ魅力に引き込まれ、難解な語句に出

会えばその意味を知りたがり、日本語の多様な表現を知れば自分の言葉として使

いたがり、学習の壁と思われる部分も好奇心」で乗り越え原文で学ぶことができ

ました。「生きるためにする悪いことは悪いことではない」芥川が創り出した人

物が提示した考えは、多文化多言語の生徒がもつ「ものの見方、考え方」を揺さ

ぶり、深める機会となりました。単元を通して、自分のものの見方、感じ方、考

え方を深め、日本の言語文化について自分の考えをもつことができるような授業

づくりを心掛けました。 

＜バディからのメッセージ＞ 

本時を終了した時、「楽しかった！」の声があちらこちらから聞こえてきました。なぜ

ならば、『羅生門』のなかでも最も難解である下人の心理を捉えることが、生徒たちは見

事にできていたからです。人間の善悪について考えを持ちながら、生徒たちはグループの

仲間とそれぞれの意見の違いを楽しんでいました。まさに、すべての言語レパートリーを

使って生徒たちは、包括的なことばの力も、日本語固有の力も、伸長させていました。ま

た、本時のなかでは加島先生に提出するプリント１つにしても「もっとカッコいい日本語

で書きたい」と言いながら、学習した漢字や表現を積極的に活用しながら記述する生徒の

姿も印象的でした。 

生徒の学ぶ喜びとその成長を楽しむ先生の笑顔で溢れた、すばらしい実践でした。 
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1．単元名・活動名

言語文化「文学はいいものだ―羅生門を楽しむ―」（「新編 言語文化」大修館書店） 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：高校１年生 人数：15 人（１年２組） 

２）「ことばの力のものさし」に照らし合わせた対象生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く 
ク・コ・サ ア・エ・シ・

セ・ソ
キ 

読む 
①ク ②セ・ア・エ

ソ
④キ

聞く・話す 
ク・ケ・サ ア・エ・セ・

ソ
キ 

ステップ

4

書く 
ケ・オ ウ・カ

読む 
③ケ・オ・

コ・サ

ウ・カ・シ

聞く・話す 
オ・コ・ス ウ・カ・シ

ステップ

3

書く ス 

読む ⑤イ・ス

聞く・話す イ 

ステップ

2

書く イ 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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3．ねらい（目標） 

生徒 
活

動 
日本語固有の力 包括的なことばの力 

キ 

読

む 

６ 

・本文中の語や句について、

文脈を踏まえて文章を読むこ

とができる。 

・本文中の常用漢字のうち、

中学年レベルの漢字や語彙な

どを正しく読むことができ

る。 

・本文を黙読できる。

F 
文章の主題や構成、展開について叙述を

基に的確にとらえることができる。 

ア・エ・

セ・ソ
E 

文章の内容や構成について叙述を基に的

確にとらえることができる。 

ク D 

文章の内容について、本文の理解できる

言葉や表現から、原因を考えたり予想を

したりする活動を通して、正確にとらえ

ることができる。 

ウ・カ・シ

５ 

本文中の常用漢字のうち、既

習漢字や語彙などに気づき、

正しく音読ができる。 

E 
文章の内容や構成について叙述を基に的

確にとらえることができる。 

コ・ケ・サ D 

文章の内容について、本文の理解できる

言葉や表現から、原因を考えたり予想を

したりする活動を通して、正確にとらえ

ることができる。 

オ C 
文章のおおまかな内容について、補助資

料などを通して理解することができる。 

イ・ス ４ 
本文中の常用漢字の読みに慣

れ、音読ができる。 
D 

文章の内容について、本文の理解できる

言葉や表現から、原因を考えたり予想を

したりする活動を通して、正確にとらえ

ることができる。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 「言語文化」は高等学校の共通必履修科目であり、上代から近現代に受け継がれてきた日本の言

語文化への理解を深めることが主眼に置かれている。そのうち、「B 読むこと」の近代以降の文章

単元目標： 

(１) 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文

章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。〔知識及び技能〕

(1)ウ

(２) 「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を

深め、我が国の言語文化について自分の考えをもつことができる。

〔思考力，判断力，表現力〕B(1)オ 

(３)言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

「学びに向かう力、人間性等」） 
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に関する指導については 20 単位時間程度を配当することとされている。本単元では、「B 読むこ

と」について『羅生門』を通して指導する。 

本教材は、日本の高等学校国語の「小説」分野における定番教材として、長年教科書に掲載され

ている。主人公である下人の心情推移が丁寧に描かれた本教材は、心情変化の起因が読み取りやす

く、人間の心情と行動の関係を的確に捉えることに適した教材である。また、直接的な心情描写以

外に、情景や行動等、様々な表現に登場人物の心情が表されているため、日本語表現の仕方、特色

を学ぶとともに、小説で心情を解釈する際に様々な根拠を捉える必要があることを学ぶことができ

る。日本語で書かれた文学作品の解釈を通して、様々な日本語表現に気づかせ、作品の解釈を通し

て我が国の言語文化に触れ、自分のものの見方、感じ方を広げ、自分の考えをもてるように指導を

したい。 

作品に関する用語や表現に難解なものが多いため、多文化多言語の生徒は授業の補助プリント及

びリライト教材を使用して理解を深めることを試みる。補助プリントは、多文化多言語の生徒が内

容読解を円滑に進められるように本文を 20 の場面に分け、読解に必要な表現や語彙の情報をプリ

ントに付し、穴埋め式の問いで読解の道筋を示す。心情の読み取りや根拠を探す際は、該当箇所の

音読を行い、生徒が既習語彙と未習語彙の推測から答えを探す活動を多く取り入れる。また、多文

化多言語の生徒が日本語や母語などを用いて互いに内容を教え合い確認する時間を設け展開する。 

本単元では、本文の読解を終えてから「B 読むこと」の活動として、「羅生門」で学んだことを参

考にして文学作品について自分の考えをもち、中学校の後輩に伝える内容を考える活動を行う。対

象を後輩とすることで、多文化多言語の生徒が一般論を述べるのではなく対象を意識し、対象に伝

わる日本語表現や言葉を自ら選び包括的なことばの力を伸長する機会となるよう指導を行う。なお、

単元の目標を達成するために、「ことばの力のものさし」に照らし合わせた対象生徒のことばの力に準

じて５つのグループを編成し、「読む」活動を実施する。 

５．単元の評価規準 

＊「知識・技能」「思考・判断・表現」で示した「（１）ウ」「B（１）オ」は「高等学校学習指導

要領（平成 30 年告示）国語」における「言語文化」の目標を示すものである。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①我が国の言語文化に特徴的

な語句の量を増し、それら

の文化的背景について理解

を深め、文章の中で使うこ

とを通して、語感を磨き語

彙を豊かにしている。

((1)ウ) 

①「読むこと」において、作

品の内容や解釈を踏まえ、

自分のものの見方、感じ

方、考え方を深め、我が国

の言語文化について自分の

考えをもっている。

(B(1)オ) 

①中学生に文学の魅力を伝え

る活動を通して、我が国の

言語文化の特徴について理

解を深め、理解したことや

自分の考えを相手に伝える

ための適切な表現を粘り強

く考える中で、自らの学習

を調整しようとしている。
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６．指導計画（全２０時間） 

時 ねらい 学習活動等 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力

★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

１ 

文学作品につ

いての理解を

深める。 

〔主体的に学

習に取り組む

態度〕 

【導入】 

・単元の目標、課題を理解する。

・知っている文学作品を共有す

る。

・テーマについて話す際

に、重文、複文を用いて

説明できる。 

〇★高校入学までで学

んだ内容について、具体

例を示しながら説明する

ことができる。 

14 

本文を読解す

る。 

〔知識・技能〕

① 

〔思考・判断・

表現〕① 

【展開①】 

・「羅生門」を読み、登場人物

に関する叙述や、情景の叙述

を基に、展開を捉え、下人の心

情変化をノートにまとめる。  

・下人の考え方を解釈し、その

考えに対する自分の考えをも

ち、ノートに記述する。 

・既習の語彙、漢字を理

解し、習得している語彙

から文章の意味を推測

することができる。 

・未習の語彙、漢字、表

現の意味を理解する。 

〇★本文の叙述を根拠

にして、登場人物の心情

を読み取ることができる。 

〇★読み取った内容を基

に、自らの考えをもつこと

ができる。 

４ 

自らの考えを

深める。 

〔思考・判断・

表現〕① 

【展開②】 

・「文学作品」の魅力につい

て、紹介する作品を決めワーク

シートに記述する。 

・「文学作品」の魅力について

グループ別で発表し、ワークシ

ートを提出する。（本時） 

・対象（中学生）を想定

して使用する言葉を選

ぶことができる。 

・対象を想定して、重文、

複文を使用することが

できる。 

〇★本文のあらすじをま

とめたり、魅力を考えたり

する活動を通して、読解

ストラテジーを増やす。

１ 

単元で学んだ

ことを振り返

る。 

〔主体的に学

習に取り組む

態度〕 

【まとめ】 

・振り返りシート記述し単元を

通してどのような学びがあっ

たか省察する。 

・書き言葉を意識して振

り返りを書くことができ

る。 

〇★単元を通して、自ら

の学びがどのように調整

されたか振り返ることが

できる。 

♡自分の成長を感じ、学

習意欲を高めている。 

７．本時の指導 

ねらい（目標） 

ア．作品の内容や解釈を踏まえ記述した「あらすじ」「自分の考え」「文学作品の良さ」を交流

し、自分のものの見方、感じ方、考え方を深める。【思考・判断・表現】 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科 
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５ 【導入】 

・前時に記述したワークシートを基に

グループで交流することを確認す

る。

・交流で評価する項目を確認する。

・教員が模範で発表を行う。

（資料❶） 

〇★グループワークで評価を伝えるときや助言をすると

きは母語も積極的に使用してもよいことを伝える。 

40 【展開】① 

・各グループで記述の内容を発表す

る。

・発表者以外は評価シートに各自の評

価を日本語で記入し、発表が終わっ

た後に発表者へ評価を伝える。

（資料❷） 

【展開】② 

・グループの評価を基に、グループで

記述内容を修正する。

・評価シートを用い、評価項目に

沿って記述内容を修正する。

〇★発表する際は、グループの全員が発言することを確

認する。 

〇★発表者に助言する際は母語等で助言してよいと伝え

る。 

〇★発表者は指摘が不明な場合は、評価者に質問してよ

いことを確認する。 

〇☆★評価項目 

① 紹介する作品のあらすじを伝えることができてい

る。

② 紹介した作品からあなたが考えたことを伝えてい

る。

③ あなたの考える文学作品の良さを伝えている。

④ 中学生の後輩に伝わる言葉を使っている。

〇☆★グループワークで指摘された点について、適切な

日本語に修正するときは、翻訳ソフトを使わず、

教員や別グループに質問して問題を解決すること

を確認する。 

5 【まとめ】 

・次回の予告 〇次回の授業で発表原稿を完成し、発表を行うこと

を伝える。 

＜本時の様子＞ 

資料❶ 交流で評価する項目を確認したのちに、教員が模範

で発表を行い、生徒が評価を実施した。 

教員は「あらすじ」の中で、誤っている箇所を設け、生徒が

作品を正しく理解できているか確認を行った。生徒は即座に

誤りに気づき日本語で正しく訂正することができた。教員の

発表は、生徒の得意言語である英語で行った。 
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資料❷ 各グループで発表内容を精査している様子 

8.児童生徒の変容

１）生徒の姿から

 『羅生門』の原文を使用して読解を行い、言語活動を実施した。難解な語句の多い作品であるが、生

徒の興味関心が非常に高く主体的に学ぶ姿勢がみられた。例えば、本時では、各グループで「文学作品」

の魅力をワークシートに記述した内容を発表しあったが、いずれも生徒のグループ活動に積極的に参加

しながら、互いの原稿を高める助言を行っていた。資料❸～❻は生徒の発表原稿およびグループでの精

査後の原稿の一部であるが、本実践で育てたい力を高めている様子がうかがえる。 

資料❸ ストーリーを記述し、その後発表の方法を考えた生徒（①）の記述内容。疑問形を用い

て聞き手が興味をもつような内容を書くことができている。 
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読解後に実施した言語活動においても、条件を意識して内容を精査することで自分のものの見方、考

え方を深めるとともに、日本文学や文学作品について考えをもつことができたことから、本単元の「知

識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」ついて、授業内で評価する項目は、い

ずれも「おおむね満足できる状況（B）」に達していると評価した。 

資料❹ 生徒(②)は、小説のよいところを自身の体験を交えて記述することができた。 

資料❺ 生徒（③）は、「内容」「知識」の両面から感想を記述することができた。 

資料❻ 発表後に修正した発表原稿 

記述した内容の過不足を修正した生徒（④）の記述内容。作品を紹介するときの情報量を精査したことが読み取

れる。 
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２）「ことばの力のものさし」を用いた生徒の見取りについて 

「ことばの力のものさし」に照らし合わせた生徒のことばの力は、生徒一人一人の課題が明確となり、目標の

設定が可能となるものである。本実践での書く力から、生徒の見取りの違いを示したものが、資料❼～❽である。 

生徒② 

資料❼のステージ Fを目標としている生徒（キ）は、日本語固有の力はステップ５であるために、日本語

での表現に誤りが見受けられるが、文章の主題や展開については叙述を基に的確にとらえることができ

ている。一方で、資料❽のステージDを目標としている生徒（イ）は日本語固有の力がステップ 2 であるた

め、母語も使って思考する過程が記述にも表出している。つまり、いずれも日本語指導が必要な生徒で

あるが、日本語固有の力を示すステップの差と、教科で求める思考・判断・表現を支える力を示すステ

ージの差がこれらの記述内容から確認できることから、生徒個人が必要とする指導の違いがわかる。 

このように複数の生徒を同時指導する高等学校の授業において「ことばの力のものさし」を用いて生

徒のことばの力を把握しておくことは、毎時の目標、単元の目標を達成するための支援方法を考えるの

に大変有用である。例えば、生徒（④）には日本語の表現を助言すること、生徒（⑤）には、簡易な日本語

への置き換えを助言すること等、授業内での支援方法が明確となる。目標達成までの手順は生徒ごとに

異なるため、「ことばの力のものさし」を念頭に計画することが個別最適な学びにつながると考える。 

 また、教科ごとに生徒の特性は異なって表出する可能性がある。数学が好き、英語が得意、理科が嫌

いといったように同じ生徒であっても教員の見立てが異なる可能性がある。本実践を通して見えてきた

生徒のステージやステップがすべての教科で同様に見とれるわけではない。各教科の特性を活用して見

立てを行い、それを絶えず教員間で共有し生徒一人一人のことばの力を把握するようにしていきたい。 

 『教材「を」学ぶ』という観点で単元を捉えると、多文化多言語の生徒が日本語で書かれた小説を読

解することは困難であると考え、『羅生門』を扱わないという選択もあり得ると考える。一方、『教材「で」

学ぶ』という観点で単元を捉えれば、『羅生門』という教材「で」生徒はどのような資質能力を高めるこ

とができるか、どのように日本語の力と連動させることができるか、生徒のもっている包括的なことば

資料❼ ステージ Fを目標とし

ている生徒（④）の記述内容

である。表現の誤りが多いも

のの、文章の主題や展開につ

いて叙述を基に的確にとらえ

ることができている。 

資料❽ ステージ D を目標

としている生徒（⑤）の記述

内容である。包括的なことば

の力を育てるところでは、母

語も使いながら思考する過

程が表出している。 
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の力がどんな化学反応を起こすかを考え教材研究ができるのではないかと考え本実践を行った。どのよ

うな資質能力を『羅生門』で身に付けるかという目標を明確にして活動することで、生徒のことばの力

も明確に確認できたと考える。 
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実践者名 向井 秀介 （大阪府立大阪わかば高等学校） 

協力者：唐谷 ゆふ (大阪府立大阪わかば高等学校 教諭(教科：理科) ) 

実践区分 高校 少人数指導（習熟度別クラス） 教科・科目：理科（科学と人間生活） 

実践地域お

よび場所等

の特長 

大阪市生野区に位置する大阪府立大阪わかば高等学校は、2020 年度に大阪府

の再編整備計画によりできた多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部の定時制高校である。生野区は

全国で最も外国籍住民比率が高く、在日コリアンをはじめとする約 80 か国にル

ーツをもつ住民が暮らす多国籍・多文化のまちである。 

 2022年度より大阪府立高校「日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者

選抜」対象校の１校となり、2024年 10月現在、全校生徒 425名のうち、中国、

ネパールなど 14の国・地域にルーツをもつ生徒が 150名在籍している。そのう

ち、約 110名が「日本語指導が必要な生徒」である。コロナ禍以降、急増した日

本の義務教育学校での学習経験がない「ダイレクト生」が半数を占め、就職や進学

に制約の多い在留資格である「家族滞在」の生徒が 7割を超える。 

本校は時間割が生徒一人ひとり異なり、授業はクラス単位ではなく、その授業の選

択者で受ける。前後期制で、1コマ 100分で授業が行われる。 

 多文化多言語生徒を受け入れる際に、「わかば日本語モデル」（多文化アイデンテ

ィティカリキュラム（櫻井，2022）による）を設け、複数言語で多角的・包括的

に生徒の力を捉えることをはじめ、トランスランゲージング・レンズで生徒をみと

ることを行なっている。本モデルにより、学校設定教科「自己実現のための日本

語」による日本語授業、および、必履修科目講座をやさしい日本語（N講座）で開

講し、多文化多言語生徒の学びを支えている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、高校の必履修科目「科学と人間生活」の授業実践である。必履修科目

では原則として「特別の教育課程」を組むことができない。しかし、滞日期間が短

く、日本語習得が初期段階の生徒にとって、高校レベルの教科学習に支援なしで参

加することは大きな負担である。そこで、本実践では、教科内容のレベルを学習指

導要領に合わせて維持しつつ、使用する日本語をやさしくし、視覚情報や母語を活

用する工夫を取り入れた。これにより、教科と日本語を同時に学べる授業づくりを

目指した。教科の目標としては、授業内での既習事項とデータを関連付けて自分な

りの理論を立てられるようになること、日本語の力の育成に関しては、自分が持つ

日本語でデータとデータを結ぶ根拠を書くことを目標にした。生徒が自ら考え、自

分なりに腑に落ちるそんな瞬間を授業内で作り出すことができた。また定型文の

中での日本語の使い方やより自由な文章の生成ができた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

本授業は、高校段階の必履修科目という難易度の高い内容ですが、生徒たちは科学的な概念を深

く理解しながら、日本語の力も確実に伸ばしていました。それは、生徒一人ひとりを受け止め、全員が

思考を深められる授業を展開しようとする向井先生の熱い想いがあってこそ実現したものです。単発

のプロジェクト型授業ではなく、日々の教科指導の中で発話調整や母語・視覚情報を活用した多様

な工夫が施されている点にも敬服します。びっしりとメモが書き込まれた授業ノートは圧巻で、教師が

本気で授業に向き合えば、生徒たちも確実に変わることを証明する素晴らしい実践でした。 
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1．単元名・活動名

衣料と食品・既習事項とデータの関連性を考える 

数研出版「科学と人間生活」令和 2年 12月 18日検定済 P38～63 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：高等学校 1年次 人数：14人（A～N） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 

読む N

聞く・話す 

ステップ

5

書く 

読む 

聞く・話す N 

ステップ

4

書く ①N

読む B・C・K D

聞く・話す B

ステップ

3

書く ③B・C・K ②D

読む 
A・E・F・G・H・I・

J・L・M

聞く・話す C・F・G・I・K・L・M D

ステップ

2

書く 
④A・E・F・G・H・

I・L・M

読む 

聞く・話す A・E・H・J 

ステップ

1

書く ⑤J

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。

やさしく・伝わりやすい日本語での教科指導をするために、多文化多言語の生徒 14人の小集団を編

成した。生徒の使用言語は、タイ語・英語・中国語・ネパール語と様々であるが、生徒間で授業内容つ

いて日本語や共通の言語でのコミュニケーションがとりやいグループ編成を行っており、その点での授

業内容の深化も狙っている。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 書く 5 

日常語彙を幅広く使い、高頻度の接続表

現を活用し、重文・複文を誤用なく用い

ながら、因果関係がわかる文章を自ら作

成することができる。 

教科の重要な語彙・表現がわかる。 F 

既習事項を踏まえた上で、必要とな

る情報を取捨選択でき、一貫性が高

く、論理的かつ客観的で、妥当性が

ある文章を自ら作成することができ

る。 
② 書く ４ 

高頻度の語彙を幅広く使って、重文・複

文を用いながら、因果関係がわかる文章

を自ら作成することができる。 

教科の重要な語彙・表現がわかる。 

③ 書く ４ 同上 

E 

わからない言葉を自分で調べなが

ら、既習事項を踏まえた上で、一貫

性がある文章を自ら作成することが

できる。 

④ 書く ３ 

表記や文法等の支援を得ながら、簡単な

複文で因果関係がわかる文章を作成する

ことができる。 

教科の重要な語彙・表現がわかる。 

⑤ 書く ２ 

表記や文法等の支援やモデル文を参考に

しながら、主に単文で因果関係がわかる

文章を作成することができる。 

教科の重要な語彙・表現がわかる。 

単元目標（教科目標） 

衣料・食品分野：衣料と食品に関する実験などを行い、身近な衣料材料の性質や用途、食品中の

主な成分の性質について、日常生活と関連付けて理解することができる。 

衣料分野：実験などを通じて、繊維の特徴を理解することや繊維の比較等を行い類似点や相違点

を科学的に説明することができる。日常生活の中で、用途別に様々な繊維が使用されていること

を理解することができる。食品の構成物質との類似点と性質の相違点を理解することができる。 

食品分野： 実験などを通じて、栄養素とその働きを理解することや、栄養素についての既習事項

を活用して論理だった説明をすることができる。栄養素を日常生活と関連付けて理解することが

できる。衣料の構成物質との類似点と性質の相違点を理解することができる。 
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

本題材は、高等学校学習指導要領(平成 30年告示)理科編の科目「科学と人間生活」の(ｲ)物質の科学

○イ衣料と食品に基づいていて設定している。 

本実践クラスの多文化多言語の生徒はインターネット等で調べた最終的な答えだけを翻訳アプリに

写して入出力することが多く、その答えにたどり着くまでの段階的な概念の習得や理解をしないことが

多い。また自らの考えを持ちながらの学習ができていないことも課題である。 

本単元は衣料と食品という身近なものを取り扱う単元であるので、日常生活との関連性が高い。授業

内で学習したことが日常生活の中で、目で見て、肌で感じてなど五感を持って、学習内容が日常生活に

溶け込めるように目標を設定している。また生徒が授業内で、情報の比較等を行い、情報どうしの関係

性を考え、科学的な説明をすることや既習事項を踏まえた上で自らの考えで結論を出すような目標を設

定している。 

この目標に対して、日本語が聞き取れない、書けない、読めないから授業に参加しないことを防ぐ

ために生徒に伝わる日本語やプリント作りを工夫し、視覚情報が多い教材や具体物、実験などの体験

を通じての学習を取り入れた。実践者は生徒の母語を理解しようとする態度を大切にし、授業内で生

徒間の母語でのコミュニケーションを認め、相手に伝わる日本語での発信を心掛けさせた。また「な

ぜ？」という問いかけを大切にし、生徒に自分の考えを持たせることを常に意識しながら、授業を進

めた。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

繊維の特徴や、栄養素とその働

きを理解している。 

日常生活の中で、用途別に様々

な繊維が使用されていること

や、日常生活と栄養素を関連付

けて理解している。 

衣料と食品の構成物質の類似点

と性質の相違点を理解してい

る。 

繊維の比較等を行い類似点や相

違点を科学的に説明している。 

栄養素についての既習事項を活

用して、論理だった説明をして

いる。 

学習内容に対して、見通しを持

ち、振り返りをしながら主体的

に授業に参加し、諦めずに粘り

強く取り組めている。 

６．指導計画（全９時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

１ 繊維の原料を理

解する。植物・

動物繊維の構造

を理解する。 

繊維とその原料の紹介 

植物・動物繊維の構造紹介 

実際の繊維に触れる。 

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

★教員の説明で、ペア

ワークのルールを理解

すること。 

〇繊維の種類と構造を

理解すること。 
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２ 繊維の特徴表か

ら各繊維の特徴

を理解する。 

ChatGPTに対

して、どのよう

な質問が適当か

を考えることが

できる。 

繊維の特徴表を母語に翻訳す

る。 

繊維の特徴表を見ながら、

ChatGPTを使い、アキネー

ターゲームを行う。

特徴表から似ていると思う繊

維を選択する。

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

☆簡単な質問の文章を

作ること。 

★表の中の単語(翻訳有)

を読み取り、類似点を

探し出すこと。 

〇繊維の特徴等を理解

した上で、どのような

質問をすれば、制限の

中で答えを導けるのか

を考えられること。 

３

～ 

４ 

繊維の特徴を、

実験を通じて理

解し、結果をプ

リントにまとめ

ることができ

る。 

実験のまとめに

て、行った実験

を考察・表現で

きる。 

繊維の肌触りを確認する。 

繊維の吸水力・汚れやすさ・

しわのなりやすさ・燃え方を

確認する。 

実験のまとめプリントを記入

する。 

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

★まとめのプリントの

中で、文章の内容から

どの実験の内容が適当

かを考え、記入するこ

と。 

〇実験を通して、各繊

維の結果をまとめ、比

較し、類似点や相違

点、結果に対しての考

察をすること。 

５ 栄養素の種類を

理解する。 

三大栄養素が体

の中でどう使わ

れるかを理解す

る。 

繊維との関連性

を理解する。 

五大栄養素の紹介とその働き

を確認する。 

三大栄養素が体の中でどう使

われるのかをプリントにまと

める。 

タンパク質・炭水化物の原料

が動物・植物繊維と同じであ

ることに気づく。 

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

☆質問の文章を読み取

ること。 

★因果に気をつけなが

ら、体内での栄養素の

反応を自分なりに説明

できること。 

★過去のプリントを見

返して、必要な情報を

抜き出すこと。 

〇栄養素の種類と三大

栄養素が体の中でどの

ように反応をするのか

を理解すること。 

〇栄養素と繊維の関係

性を理解すること。 

６ 実験を通して脂

質のエネルギー

生産の多さを理

解する。 

ピーナッツの燃

焼と体の中での

エネルギー生産

が同じであるこ

とを理解する。 

ハンドペーパーの燃焼で水

10mLを沸騰させることがで

きるかを確認する。 

パワーポイントにて、ピーナ

ッツに含まれている脂質の量

を求める。 

ピーナッツ１つを燃焼させ、

水 10mLを沸騰させる。 

ピーナッツの燃焼と体の中で

のエネルギー生産を関連付け

て、考える。 

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

☆実践者の説明通りの

実験操作を行うこと。 

★自身の予想と実験結

果の比較を行い感想を

書く。 

〇既習事項と関連付け

ながら、体の中でのエ

ネルギー生成と燃焼と

いう現象を結び付けて

考えられること。 

〇脂質のエネルギー生

産の多さを実験を通じ

て理解すること。 
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７

～ 

８ 

様々なデータを

見て、論理だっ

た結論を導くこ

とができる。 

三大栄養素が体の中でどうい

った反応をするのか復習し、

三大栄養素についてまとめ

る。 

２つのデータを見て、質問に

答える。（肥満者と歩行数） 

３つのデータから自分で結論

を導けるデータを１つ選択

し、肥満者のデータと関連付

けて、質問に答える。 

９つのデータから、自分でデ

ータを選択し、肥満者のデー

タと関連付けて、質問に答え

る。 

肥満者を減らすためにはどう

すればよいのかを考える。 

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

☆定型文を参考に論理

だった文章を作成する

こと。 

★既習事項を踏まえた

上で、一貫性のある文

章を作成すること。 

★〇様々なデータを解

釈し、論理だった結論

を導くこと。 

〇三大栄養素が体の中

でどのような反応をす

るのか理解すること。 

９ 給食の栄養素 

を分類し、バラ

ンスのとれた食

事について理解

する。 

健康的な食事（給食）を紹介

し、五大栄養素に分類する。 

☆教科学習語彙を自分

で調べ、覚えること。 

〇栄養素を分類し、健

康的な食事とは何なの

かを考えられること。 

７．本時の指導（７～８/９）細案 

ねらい（目標） 様々なデータを見て、論理だった結論を導くことができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

5 授業で使われる語彙・表現の意味を調

べる。 

☆授業内で使用される単語の意味を生徒自ら調べるよう

に促し、授業内容の理解につなげる。 

25 前回の復習も兼ねつつ、三大栄養素が

体内でどのような反応をするのかを図

を見ながら確認する。(資料❶) 

伝わる日本語や簡単な英語で説明をする。 

〇★復習を丁寧にしつつ、「体内での三大栄養素の反応経

路の図」を用意し、日本語に頼らなくても、反応経路を

視覚的に理解できるようにし、新しい内容も少し含め

て、既習事項の深化を図る。 

20 ２つのデータ（肥満者の割合と一日で

歩く量）を確認し、既習事項と合わせ

ながら理論の組み立て方を学ぶ。(資

料❸) 

【定型文】 

「Ａすると、□□□。だからＢ。」 

【例】 

☆定型文を紹介する。

〇「一日で歩く量」（右肩下がり）と「肥満者の割合」

（右肩上がり）の変化がはっきりと確認できる２つのグ

ラフからどういった形で結論に持っていくのかを紹介す

る。 

〇★□□□に入る文を、ただ単に、「一日で歩く量」が減

ると「肥満者の割合が増える」のではなく、なぜ、歩く

量が減ると肥満者の割合が増えるのかという、その２項

「タンパク質・炭水化物・脂質を食べるとどうなりますか？ 図を見て考えましょう。」 

「栄養素を取りすぎるとどうなりますか？」 
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「一日で歩く量」が減ると、エネルギ

ーを使わない。だから「肥満者の割

合」が増えた。 

間の因果を同じ母語の生徒同士で話し合い、考えるよう

に促す。 

★簡単な英語での説明を加える。

20 1つのデータ（肥満者の割合）と３つ

のデータ（炭水化物、脂質、タンパク

質の一日の摂取量）のうちから各自で

選んだ１つのデータを使って、自分な

りの理論を組み立てる。 

〇事前の見本を参考として改めて示す。 

〇どのデータを使えば自分の理論を組み立てやすいのか

に着目するように声かけをする。 

☆日本語の文章で大きな間違いがある場合は、フィード

バックを行い、訂正を促す。 

★考える活動においては、母語の活用を促進し、思考を

深める。 

20 １つのデータと複数のデータのうちか

ら各自で選んだデータを使って、自分

なりの理論を組み立てる。 

〇理論の組み立てに妥当性や客観性がない場合は、「なん

で？どうして？」と問いかけて、組み立て方を再度考え

るように支援する。 

★生徒同士の学びあいを促進する。

☆★生徒によっては、定型文以外での表記方法を促す。

10 自分の理論を発表し、クラスで共有す

る。 

まとめを記入する。 

〈資料❶ 生徒のプリント〉 

「２つのグラフからわかることは何ですか？」 

「□□□には、どんな文章が入ると思いますか？」 

語彙・表現は毎回調べま

す。授業で使います。 

この図を見ながら、下の問

いに答えます。 

前回の授業では、三大栄養

素を個別に扱っていました

が、今回は三大栄養素を一

つの図の中で、関係性がわ

かるようにしました。 

【意識するポイント】 

栄養素は動くためのエネルギ

ーになるか、脂肪になるかと

いうところです。 
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〈資料❷ 授業の風景〉 

8.児童生徒の変容

対象生徒は来日後、半年から 3年の生徒である。日本に 1年以上滞在している生徒は、日本の中学校

に通っており、日常会話は単文生成レベルで可能だが、読み書きには課題を抱えている場合が多い。一

方、高校入学時に来日した生徒は日本語での日常会話にも困難を抱えているため、自分で考えたことを

発信する際に、正しい表現で行えているのか、意図したことが相手に伝わっているかどうかわからない

という不安感もあり、発信することに消極的になってしまいがちである。その結果、言語的な壁による

学習内容の入力の課題と出力に対する不安感で、いつの間にか学習の輪から外れてしまうことがある。 

そういった発信することへの不安感から、調べた内容を翻訳し、それを写しただけの出力をするよう

になり、その結果として、自らの考えを持てずに学習に参加することになってしまっていると考えてい

る。受講している生徒には、もともと考える力があると私は思うので、それを理科という教科に当ては

めたときに、どう表現するのかを本実践から学べるような構成とした。 

本実践を通して、自らの考えに基づいた説明をすることが難しかった生徒が、自らの考えを持つこと

を意識しながら、説明できるような定型文を学習し、理論的な文章を作成することができた。またもと

もと理論的な説明ができていた生徒は客観性や妥当性のある理論を考えることができるようになった。

授業中にそう感じたのは、生徒にデータどうしの関係性について、しつこく言及することで、既習事項

を踏まえた上での生徒自身の考えがではじめたところにある。その後、定型文をまねて文章を作成し始

め、最終的には今回の目標であった自分の理論を組み立てることができていた。 

以下は生徒が自ら考えて、書いた文章である。書いた文章に対する私のコメントも示す。 

データを黒板に貼り付け

ています。生徒の手元に

もデータはあります。 

自分で考えた答え書いて、 

発表してもらいます。 

生徒間の相談はもちろん OKです。 

今回は、スマホの使用につい

て、単語の翻訳だけ OKにしま

した。 

外食が太る理由を

生徒と考えた形跡

です。 
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9 

〈資料❸ 生徒のプリント〉 

調べた内容のコピペにならないようにする

ためです。 

モデル文を提示した後に、実践者から

の説明で、「エネルギーを使わないか

ら」と書いたのですが、実践者の説明

よりも前に自分の考えを書くことがで

きていました。そのため、質問の２つ

めからは、自分で文章を作成すること

を意識させました。 

日本語が多少不自然でも構わないスタ

ンスです。それよりもデータをつなぐ

自分の考えを書くことが重要です。 

この生徒は３つのデータをつないで、

自分なりの論理を組めているところが

素晴らしいです。データからは読み取

れない憶測の情報も含まれています

が、その点は年次が上がるにつれての

指導と思っています。 

２つめの質問に関して、他の生徒と相

談しながら、どのデータが使いやすい

かを考えていました。データの選択ま

ではできていましたが、なぜ肥満者が

増えるのかの結論に達するまでの理論

を組み立てることができず、実践者の

板書を写すことになりました。 

３つめの質問は、自分でデータを選択でき

ていました。最初は「お金がかかる」次に

「新鮮でない」という考えを出していまし

たが、その考えでは、なぜ肥満者が増える

のかの説明につなげることができないと自

分で判断して、最終的には「不健康な食生

活になる」という考えに変えました。しか

し肥満者が増える理由となる文章を完成さ

せることができずに終わりましたが、ここ

までの考えるプロセスを重視しました。 
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受講している生徒にとって、グラフの比較をし、既習事項を踏まえた上で、自分の考えを日本語で表

現することは、認知的負担が軽い課題ではなかったが、どの生徒も真剣に考えて、自らの答えを導きだ

そうとしていた。自分の考えの妥当性や客観性、多角的な見方などに関しては、学習ステージが上がる

につれて、さらに培っていってもらいたい。 

正直なところ私は、日本語教育についてのプロではない。これといった知識も持ち合わせていない。

日本語教師ではなく、そんな一高校教師の私が現状で生徒に対してできることは、自分が母語以外でコ

ミュニケーションをとるときに、相手にどういったことばで話しかけられると安心するのか、どういっ

た態度をとってもらえると自分に自信が持てるのかを常に自分で考えることだと思っている。教科指導

なので伝えることは伝えるが、生徒への伝え方はもちろん、伝わり方にも意識をしながら授業を作成し

ている。実際の授業では、生徒とのコミュニケーションに、やはり時間がかかってしまう。そのため 1

回 1回の授業で伝えたいことは何なのかを自分の中で明確にし、それをシンプルかつダイレクトに生徒

に伝わるような構成にすることも心がけている。こういった考えなどを、授業を実施する教員と生徒の

学習を補助する役割の教員とで事前に共有を行っていた。 

多文化多言語の生徒の学校生活をサポートするチームの先生からは、各生徒の日本語や母語の力を共

有していただき、教科の中での日本語指導についてのアドバイスをいただいた。学校全体で生徒を見て

いくことに関して、まだまだ課題はあるが生徒にとって学校で過ごす全ての時間が学びに繋がることを

より多くの教員と共有していきたい。 
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実践者名 和田 さとみ（岐阜県立東濃高等学校 助教諭（日本語）／国際部長） 

井関 真希 （岐阜県立東濃高等学校 特別非常勤講師（日本語）） 

山端 佳子 （岐阜県立東濃高等学校 教諭（社会）） 

立石 虎太郎（岐阜県立東濃高等学校 教諭（理科）） 

実践区分 高校  在籍指導  教科・科目：日本語（学校設定科目・日本語Ⅰ） 

実践地域 

および場所

等の特長 

東濃高校は、岐阜県中南部の外国人住民の集住地域である美濃加茂市や可児市

に隣接する山間の御嵩町に位置し、多文化多言語の生徒が全校生徒の半数以上を

占める岐阜県の公立高校である。校内では独立分掌として 2021 年に「国際部」

が設置され、多文化多言語の全生徒の校内外サポート業務を担っている。在籍する

多文化多言語の生徒のうち、63％がフィリピン、22％がブラジルにルーツをもち、

国籍は日本を含めて 10 か国に及び、昨今は多国籍化傾向にある（2024 年４月時

点）。 

2011 年、多文化多言語の生徒のための少人数学級：国際クラスが１年生に設置

されて以降、2015 年には国際クラスを３学年に設置する年もあったが、現在は１

年生に２クラス、２年生に１クラス開設されている（2024 年４月時点）。 

日本語指導を必要とする多文化多言語の生徒の増加を受け、2015 年に学校設

定教科「日本語」を設置。「日本語Ⅰ」・「日本語Ⅱ」・「日本語Ⅲ」の３科目を開講

している。高校２・３年生からは、日本人生徒や日本語指導を必要としない多文化

多言語の生徒が在籍する通常クラスに所属しながら「日本語」履修を可能とし、卒

業後の社会的自立を目指す日本語教育を推進している。 

本実践の 

ポイント 

「音楽」の単元は、今年入学した多文化多言語の生徒が「日本語Ⅰ」の授業でやっ

てみたいトピックの一つ。音楽ジャンルのうち、ラップから視える世界の歴史（ベ

トナム戦争）や社会問題（外国人差別や当事者意識）に触れながら、生徒一人ひと

りが歩んできた時間にスポットライトを当てていきます。音楽を通してコトバと

は何かという本質に迫りながら、授業の終盤にはホンモノのラッパーが講師とし

てサプライズ登場！多文化多言語の生徒がもつ全ての言語リソースを使って、こ

れまで歩んできた人生の一コマを切り取り、生徒も教員も同じ一人の人間として

自分の内側の声（以下：ヴォイス）を表現しました！ 

＜バディからのメッセージ＞ 

生徒が心の内側にある思い（ヴォイス）を言語化するというプロセスのなかで、「ここは

安全地帯だから、これまで言えなかった苦しいことを話しても大丈夫よ！」というメッセ

ージを常に伝えながらことばの力を育てるという本実践は、圧巻でした。指導にあたる先

生方が生徒一人一人と向き合い、全身で生徒を受け止めることで、生徒は包括的なことば

の力を最大限に生かしながら自分の人生を客観的に評価できました。それによって、生徒

は日本語固有の力を確実に伸ばすことができたのです。 

その過程では、生徒同士の友情だけでなく、先生と生徒間の信頼関係までも高まってい

ることがとても伝わりました。先生方の情熱に溢れる、素晴らしい授業でした。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「自分のコトバでヴォイスを表現しよう」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：高校１年生  人数：30 名（２組：15 名、４組：15 名） 

２）「ことばの力のものさし」共通一覧 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ

A

ステージ

B

ステージ

C

ステージ

D

ステージ

E

ステージ

F

ステップ

8

書く 

年齢枠 

の目安 
読む 

聞く/話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く/話す 

ステップ

6

書く 

読む 

聞く/話す 

ステップ

5

書く 
⑦ク・コ・サ

ノ・ヘ

③シ・セ・ソ・ア・エ ①キ・フ

読む ク・ネ ア・エ・セ・ソ・タ キ 

聞く/話す ク・ケ・サ・ネ ア・エ・セ・ソ・タ キ 

ステップ

4

書く ⑧ケ・オ・ネ ④ウ・カ・タ ②ハ

読む 
オ・コ・ケ・サ

チ・ツ・ノ・ヘ

ウ・カ・シ・ヒ・ヌ ハ・ニ・

フ 

聞く/話す 
オ・コ・ス

チ・ツ・ノ・ヘ

ウ・カ・シ・ヒ・ヌ ニ 

ステップ

3

書く ⑨ス・チ・ツ・ト ⑥ナ・ヌ・ヒ ⑤ニ

読む イ・ス・ト・テ ナ 

聞く/話す イ・ト・ホ ナ ハ・フ

ステップ

2

書く ⑩イ・テ・ホ

読む ホ 

聞く/話す テ 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く/話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入

当該の多文化多言語の生徒（30 名）は、本人の希望及び、入学前の作文アセスメントと面接の結果、

2024年４月から国際クラス（１年２組、１年４組）に在籍している生徒である。１年２組の生徒は、

日本の教育課程（中学校）を修了しており、滞日歴にばらつきがあるものの、ある程度、日本の生活習

慣や学校生活になじみのある生徒が在籍している。一方で１年４組の生徒は、日本の学校経験はなく、

外国において学校教育における 9 年の課程を修了して直接本校に入学したダイレクト生が学級全体の

80％を占め、生徒が居住している地域の NPO で日本語の初期指導を受けて入学した学齢超過生が多く

在籍している。 

そこで、個別の到達目標を定め、その目標を達成するために、上記の「ことばの力のものさし」にし

たがって、まずは４つのグループ（グループ a が①～④、グループ b が⑤～⑥、グループ c が⑦～⑧、

グループ d が⑨～⑩）に編成する。そのうえで、授業計画に基づく授業ごとのその時間につけたい力に

ついて、「聞く・話す」、「読む」、「書く」活動ごとにグループ a～dについて意図性のある３グループに

編成しながら、日本語担当教員 3名がグループ別に指導を行う。 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 書く 6 

・書き言葉らしい文

体（例：だ体・であ

る体）で中学年レベ

ルの語彙・表現およ

び既習漢字を使いな

がら、ある程度の結

束性がある文章が書

ける。

F 

・書く前に、構成や長さを考えて計画を立て、構造化され

たメモを自律的につくることができる。

・これまで歩んできた人生を振り返りながら特に伝えたい

経験を選択し、それについて独自の視点をもって効果的

に伝えるために、構成や書き出し、書き終わりなどを工

夫し、表現技法を選択することができる。

・書いた後に、独自の視点やヴォイスが読み手に伝わる文

章になっているかを確かめながら、より明確に伝わるよ

うに自律的に構成や内容を推敲することができる。

③ 書く 6 E 

・書く前に、グラフで気持ちをまとめる活動を通して、ア

ウトラインを作りながら、これまで歩んできた人生のな

かで最も伝えたいことをどのようにしたら効果的に伝わ

るか、構想を考えることができる。 

・読み手に伝わる表現で、書くことができる。

⑦ 書く ６ D 

・書く前に、グラフで気持ちをまとめたり、先生や友達の

アドバイスをメモしたりしながら、これまで歩んできた

人生のなかで最も伝えたいことをどのようにしたら伝わ

るか、構想を練ることができる。 

・文章の一貫性に気を付けながら、順序やつながりを意識

した文を書くことができる。

② 書く ５ ・話し言葉の接続表

現（例：～から、～

F 上記の F 同様 

④ 書く 5 E 上記の E 同様 

単元目標： 

これまで歩んできた人生を振り返り、自分のもっている全ての言語リソースを使った 

「コトバ」で内面の声(以下、ヴォイス) を表現することができる。 
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⑧ 書く ５ 

て、でも）を活用し

ながら日常語彙を使

って、簡単な複文を

用いた文をほぼ誤用

なく書ける。 

D 上記の D 同様 

⑤ 書く 4 話し言葉で用いられ

る語彙や文法を活用

し、簡単な複文を含

みつつ、主に単文で

文が書ける。 

F 上記の F 同様 

⑥ 書く 4 E 上記の E 同様 

⑨ 書く ４ D 

上記の D 同様 

⑩ 書く 3 

支援を得ながら、初

級前半の語彙や文型

で文が書ける。 

D 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

 東濃高校の日本語の授業は、生徒の興味関心事項をもとに、高校卒業後の社会的自立を目指した単元

計画を立案している。今年度の一年生は音楽に興味や関心が高かったことから、トピックとして「音楽」

を扱うこととした。そこで、本単元では生徒の目線から音楽を通して、自己に誇りを持ちながら、日本

語での書く力を育てたいと考えた。また、書く力を高める中で、自他共に認め合い、生徒が自己肯定感

を高めることができるようなエンパワーメントを同時に行っていくこともめざしたい。 

具体的に、本単元の導入では、自分の好きな曲について交流活動を行う。音楽には、一つひとつの曲

に背景があり、心情が伴っていることに気づかせる。展開部では、音楽ジャンルの一つであるラップに

焦点を当て、歌詞にあるラッパー自身のアイデンティティの揺らぎや心情について「気持ちグラフ」で

可視化し、ラッパーの心の変化を読み解く中で、少しずつ生徒自身の経験と重ねていけるようにする。

ここでは、生徒の中には過去の傷が癒えていない可能性があることに十分留意し、安心して自分が表現

できる教室であることを伝える必要がある。そのために、まず日本語担当教員が生まれてから 20 歳に

なるまでの出来事を「気持ちグラフ」で伝え、モデル提示をすることから、ここが安心安全な場所（空

間）であることを生徒に愛情と誠意をもって伝えていきたい。そうすることで、生徒が安心してこれま

での経験を振り返りながら、自分のコトバでラップのリリックづくりを行うことができるように、十分

な時間とその工夫、そして個別配慮等を担当教員 3 人で連携しながら行っていきたい。これらの準備が

できたうえで、本学の生徒が苦手とする日本語での書く力を伸ばすことをめざしていく。その過程では、

グループ a～d を３つのグループに意図的に編成しながら、授業計画に基づく授業ごとのその時間につ

けたい力である「聞く・話す」および「読む」の活動も同時に行っていく。 

終末は、プロのラッパーを招きながら日本語で書いた作文をラップ調での発表の場をつくりたい。ホ

ンモノに出逢うことから、自分のコトバで内側のヴォイスを表現する大切さの気づきだけでなく、自他

ともに認め合えるような明るい雰囲気づくりをめざすなかで、生徒ひとりひとりの自信にもつなげてい

きたい。 
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５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の経験や心情を表現する

ための語彙や表現方法を増や

し、日本語の言葉を豊かにし

ている。

・積極的に漢字を使用しながら

他の教科でも漢字が適切に使

えるように取り組んでいる。

・音楽（曲）の背景にある社会事象

や人間の心情を読み取りながら、

自分なりの考えをもつことができ

る。

・自己に誇りをもち、他者に伝わる

方法を考えながら意欲的に書く活

動に取り組んでいる。

・自分の人生を振り返りなが

ら多様な他者も理解し、自

他ともに認め合いながら、

自己肯定感を育んでいる。

・自分のコトバに自信を持ち

自分の未来に希望をもって

いる。

６．指導計画（全２３時間） 

時 ねらい 学習活動等 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力

（教科） 

★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

２ 

【導入①】 

音楽（曲）の背

景を理解するた

めの情報を聞き

取ることができ

る。 

・各日本語担当教員が好きな曲

の歌詞を提示しながら好きな歌

詞やその理由等を紹介する。 

・意図的なグループを編成し、

生徒は教員の好きな理由や曲に

関する情報を聞き取る。 

・日本語で書かれた歌詞

を読みながら、日本語の

言葉や文章の意味（漢字

や熟語など）を理解する

ことができる。 

・歌詞とエピソード等を

聞き取ることができる。 

★音楽（曲）を選んだ教員

の心情に着目しながら、好

きな理由や関係するエピソ

ードを理解することができ

る。 

★目的にあわせた質問を考

えることができる。 

２ 

【導入②】 

自分の好きな曲

について理由や

背景のストーリ

ーをまとめるこ

とができる。 

・生徒は自分の好きな曲を選ぶ

（国内外問わず）。 

・導入①の教員からの紹介をモ

デルにしながら、生徒は好きな

曲の理由や背景にあるストーリ

ーをまとめる。 

・自分の好きな曲につい

て、モデル文を参考にし

ながら単文や複文を使っ

て、日本語で書くことが

できる。 

★自分の好きな曲の歌詞を

読解できる。 

★歌詞の背景にあるストー

リーや心情について、自分

の経験をもとにまとめるこ

とができる。 

３ 

【導入③】 

自分の好きな曲

について、他者

に紹介すること

ができる。 

（ペア活動） 

・ペアの大学生と、好きな曲に

ついて日本語で紹介しあう。 

・ペアの大学生と、好きな曲に

ついて意見交換する。 

・日本語で書いた文を見直す。

・自分の好きな曲の歌詞

やその理由等を日本語で

紹介することができる。 

・大学生からの質問に日

本語で応答できる。 

・間違いに気づいたり、

表現を見直したりするこ

とができる。 

★歌詞の背景にあるストー

リーや心情について、自分

の経験をもとに伝えること

ができる。 

★好きな曲について理由を

挙げながら、自分の意見を

述べることができる。 

★構成を意識し、時間内で

相手に分かりやすいプレゼ

ンテーションができる。

★場面や相手に応じて適切

な語彙や表現等の選択を認

識できる 。 

【導入④】 

自分の好きな曲

について、発表

することができ

る。 

（クラス発表）

・自分の好きな曲について、ク

ラスメイトに日本語で紹介す

る。 

・音楽には、一つひとつの曲に

背景があり、心情が伴っている

ことに気づかせる。 

・単文や複文を使って、

様々な接続表現や指示語

などを用いながら、日本

語で話すことができる。

２ 

【展開①】 

ベトナムルーツ

のラッパーの曲

（ラップ）を読

・インドネシア難民として日本

で暮らす自分を表現したラッパ

ーの歌詞を読む。 

・地歴公民専科教員が作成した

「ベトナム戦争やボートピープ

・日本語で書かれた歌詞

を聞き、そして読みなが

ら、日本語の言葉や文章

の意味（漢字や熟語な

★ベトナム戦争やボートピ

ープルについて理解を深め

ることができる。 

★ベトナム戦争とインドネ

シア難民、ラッパーの関係
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み取ることがで

きる。 

（資料①～③） 

ル」に関するリライト教材を読

み、理解した内容を学級で全体

共有する。 

ど）を理解することがで

きる。 

・グループでベトナム戦

争やボートピープルなど

について、調べた内容を

漢字や熟語を用いながら

文や複文を使って書くこ

とができる。 

性を理解することができ

る。 

♡グループで活動しなが

ら、自分の考えを深めるこ

とができる。 

２ 

・ベトナム戦争やボートピープ

ルについて調べ、内容をクラス

で共有する。 

３ 

【展開②】 

ベトナムルーツ

のラッパーの心

情を解釈するこ

とができる。 

（資料④～⑥） 

・歌詞からラッパーの心情を読

み取りながら「気持ちグラフ」

にまとめ、グループ内で発表す

る。 

・ワークシートに既習し

た漢字や熟語、歌詞に出

てくる用語等を用いなが

ら、自分の考えを単文や

複文で書くことができ

る。 

★歌詞から読み取れる心情

をグラフにまとめることが

できる。 

★他者の意見と比較しなが

ら、自分の考えをまとめる

ことができる。 

２ 

【展開③】 

教員のライフヒ

ストリーと心の

動きを読み取る

ことができる。 

（資料⑦） 

・日本語担当教員 3 人それぞれ

が、生まれてから 20 歳になるま

での出来事を「気持ちグラフ」

で伝える（モデル提示）。 

・教員の話の中に出てく

る日本語の言葉や内容を

理解することができる。 

・理解を深めるために、

日本語で質問をすること

ができる。 

★教員のライフヒストリー

と心の動きを読み取ること

ができる。 

♡教員のライフストーリー

を理解しながら自分自身と

向かい合うことができる。 

３ 

【展開④】 

自分と向かい合

いながら、自分

の強みに気づく

ことができる。 

（資料⑧） 

・自分が生まれてから 20 歳まで

のストーリーを「気持ちグラ

フ」で表現する。

・使いたい言葉や、表現

したいことを単文や複文

を使って、自分の考えや

思いを書くことができ

る。 

★自分の経験を振り返りな

がら、ワークシートに自分

の出来事をまとめることが

できる。 

★人生の一コマを自分のコ

トバで表現することができ

る。 

・「気持ちグラフ」から、自分の

人生の象徴的な出来事を一つ選

んでまとめる。 

２ 

【終末①】 

プロのラッパー

の語りからリリ

ックに込める思

いを理解するこ

とができる。 

・プロのラッパー（FUNI さん）

の動画を視聴しながら、曲（リ

リック）ができるまでの過程を

知る。 

・ラップの歴史について、理解

する。 

・動画で聞き取った新出

語彙や日本語での表現

（漢字や熟語を含む）を

理解することができる。 

♡曲（リリック）に込めら

れたラッパーの大切な思い

を理解できる。 

★ラップだからこそ表現で

きることや多様な表現方法

があることを理解できる。 

１ 

【終末②】 

（本時） 

ラップで自分の

内側のヴォイス

を自分のコトバ

で表現すること

ができる 

（資料⑨～⑪） 

・プロのラッパー（FUNI さん）

のラップを鑑賞する。 

・自分の内側のヴォイスを自分

のコトバで表現する。 

・ラップで使いたい言葉

や、表現したいことを単

文や複文で話すことがで

きる。 

★♡自分の経験を振り返

り、人生の一コマを自分の

コトバで話すことができ

る。 

１ 

【終末③】 

自分のコトバの

強みに気づくこ

とができる。 

（振り返り） 

（資料⑫） 

・これまでの授業を振り返りな

がら、音楽が持つ力や自分のコ

トバの強みについて考える。

・本単元で学んだことを

振り返り、単文や複文を

用いながら、まとまりを

もって日本語で話すこと

ができる。 

★△音楽の強みや自分のコ

トバの強みについて、考え

ることができる。 

★本単元で学んだことから

根拠を示しながら、自分の

意見や考えを述べることが

できる。 
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７．本時の指導 

ねらい（目標） ラップで自分の内側のヴォイスを自分のコトバで表現することができる 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力（教科） ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント等

10 【導入】 

① 在日コリアンラッパーの FUNI

さんに出逢う。

② 授業のルールを確認する。

③ FUNI さんのラップを聞く。

（写真⑨） 

☆本時で FUNI さんのラップに登場する歌詞の内容が想起

できるように前時で FUNI さんの動画内容をプリントで

まとめる前準備をしておく。

★FUNI さんのラップを聞くことで、自分の内側のヴォイ

スをどのように表現するのかを体感し、自分が表現する

イメージがもてるようにする。

35 【展開】 

ラップにチャレンジ！

（写真⑩） 

☆ラップの順番が来るまでに、使いたい言葉や、表現した

いことを単文や複文で伝えられるようにタブレットを活

用したり、教員に質問したりできるよう、自由で安心で

きる雰囲気づくりをする。

★ラップで表現したいコトバや内容は、生徒の自主性を尊

重し、変更や追加をしてよいことにする。

♡ラップで表現しようとする生徒を励まし、表現すること

ができた参加者（教員・生徒）一人ひとりに温かい言葉

かけをし、明るい場づくりをする。

 5 【終末】 

① 録音したラップを全員で聞き、

活動を振り返る。

② 参加者全員を労う。

（写真⑪） 

☆録音したラップを聞き、自分や他者が表現したコトバや

ラップの内容を振り返る。

♡自分のコトバで内側のヴォイスを表現したことへの価値

づけ

＜資料＞ 

資料①

日本語担当教員（地歴公民科）と共に

作成したベトナム戦争の学習プリント 

資料②

ボートピープルが辿った海路を地図

やタブレットで調べる。  

資料③ 

歌の背景にあるストーリーを共有。   

中には、絵で表現した生徒も。 
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資料④

書くグループに分かれてラッパー

の心情を読み解く。

資料⑤

ラッパーの心情を「気持ちグラフ」に

まとめる。

資料⑥ 

「気持ちグラフ」をクラスで共有。 

資料⑦

教員から「気持ちグラフ」を紹介。

安心して自分を出せる雰囲気を作る

資料⑧

自分の「気持ちグラフ」を書く。静か

に自分と向き合う時間を設ける。

資料⑨ 

在日コリアンラッパーFUNI さん登場

心の声と気迫に圧倒される生徒た

ち。 

資料⑩

一人ひとりのコトバをラップで表現

資料⑪

活動の振り返り

資料⑫ 

終末・コトバとは何か 

8．児童生徒の変容 

本実践では生徒の書く力を高めるために、「ことばの力のものさし」での見取りに従い、日本語担当教

員 3 名で協働しながら、意図性を持ったグループを編成しながら指導を進めた。1 回ごとの授業を実施

にあたっては、各教員が生徒個別にどのような力を高めるためにどのような働きかけを行うか、という

具体的な目標をもちながら指導を行うように工夫した。その結果、生徒が見事に各個別の目標に到達す

る力を高めることができた。 

本実践にあたっては、日本語担当者 3人が生徒個別に助言ができるように、授業ごとに生徒別に目標

を立てた上でグループを構成しながら指導を行った。下表は、書く力を高めるために行った【展開②】

授業時のグループ編成およびその目標を示したものである。 
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教員別 

指導生徒数 

「書く」の目標 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

教員 A 

6人担当 

◎4人に６をめざした指導

・書き言葉（例：行って→行き等）が使える。

◎2人に５をめざした指導

・「～から、～ても、～して」などの複文を使って文が書

ける。 

◎6人全員に Eをめざした指導

・自分の経験をもとに読み手に訴える創作

文を考えることができる。

・一貫性を高めるために、文の順序や必要/

不必要な語や文を調整できる。

教員 B 

7人担当 

◎1人に７をめざした指導

・コロケーション、慣用表現、「行き、ず、く」など書き言

葉らしい文が書ける。 

◎4人に６をめざした指導

・書き言葉（例：行って→行き等）が使える。

◎2人に５をめざした指導

・複文（例：～から、～ても等）を使って文が書ける。

◎7人全員に Dをめざした指導

・文のまとまり（一貫性）に気を付けて、不要

文→削る、順番を入れ替える、文を追加す

るなどができる。

教員 C 

2人担当 

◎1人に４をめざした指導

・簡単な複文や単文で文が書ける。

◎1人に 3をめざした指導

・支援を得て、単文で文が書ける。

◎2人全員に Dめざした指導

・文のまとまり（一貫性）に気を付けて、不要

文→削る、順番を入れ替える、文を追加す

るなどができる。

 聞く・話す活動、読む活動においても、毎回の授業では「ことばの力のものさし」を用いて担当教員

3 人で育てたい力を明確にしたうえで、グループ編成を行いながら指導を進めていった。 

こうした指導を進めるなかで、生徒の変容がわかるものが、以下の生徒が書いた作品（文章）である。

これらは生徒自身が描いた「気持ちグラフ」をもとに、自分の人生の一コマを自分のコトバにしたもの

で、授業計画の【終末②】（７．本時の指導）の活動時にラップのリリックとして生徒一人ひとりが披露

したものでもある。日本語の力がどのように伸びたか、実践者の評価をまとめた。 

③ D5 の生徒（ソ）の作品

⑥ D3 の生徒（ナ）の作品

＜実践者による評価＞ 

自分の経験を簡単な複文（＝友達いっぱいだか

ら、本当に嬉しい）と単文を用いながら、読み手

に訴える内容の創作文（＝社会事象（コロナ）を

背景に心の変容が時系列に沿った文）で書かれて

いる。 

＜実践者による評価＞ 

自分の経験を例示しながら（＝頭の中で、映画

のように再生）読み手に訴える創作文が書けてい

る。書き言葉らしい文体（＝簡単だ）を使いなが

ら、結束性がある文が書けている。 
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⑦ C5の生徒（ノ）の作品

⑩ C2 の生徒（イ）の作品

●最終授業の振り返りコメントより抜粋

① E5

生徒（キ）

音楽の授業は、色々な学ぶことがあった。あと、私の本当の気持ちを伝えるはどんど

んわかってきました。先生たちのストーリーを表現してくれたから、私は感動です。

新しいことを学び、すごく楽しく過ごしました。 

③ D5

生徒（ソ）

私の人生を一回止まって、人生全体何が起きたのかを考えることができて、ラップを

作る時にも心の中で隠していることを表現できたので良かったと思います。 

⑥ D3

生徒（ヌ）

音楽の授業でいろいろな国の戦争の時にどこかで人がいろいろな国にいて住んでいた

ことは学びました。自分の気持ちをラップで歌いました。この授業は楽しかった。友

達のラップも聞きました。日本語は上手になりました。 

⑦ C5

生徒（ノ）

自分の人生にあったことを前からずっとだれにそのことをはなしたい、どうやってそ

のことをこころからなくしたいと思っていたですが、日本語授業にラッパーが来て、

自分がいいたいことをいうてとてもいいとおもいます。今はこころが楽になっていま

す。 

⑧ C4

生徒（ネ）

人生の気持ちグラフを書いていた時にいろんなことに考えていました。例えば、なん

で気持ちグラフ？最初はすごくこわかったけど、自分の昔の時をおもいだして、すご

くよかったし、あとは、かなしい時もあった。グラフを歌詞にして、それでラップに

したの時に感じたことは、ものすごくはずかしいかった。でも終わったときに自分は

もっとかるくなったなかんじがしていた。 

⑩ C2

生徒（イ）

音楽の授業はたくさんの学びました。みんなで自分のきもちは I know. たくさんの

emotion とコトバを出しました。 

また、【終末③】では、本実践のまとめとしてこれまでの授業を振り返りながら、音楽が持つ力や自分

のコトバの強みについて考えることを行った。まず、自分を表現するコトバには何があるのか、その種

類を考えることを行ったところ、日本語、タガログ語、ポルトガル語、英語などの言語だけでなく、表

現を方法としての敬語や方言、同じ言葉だけど違う意味のものという意見が出た。また、手話や点字、

＜実践者による評価＞ 

書き言葉（＝解放された）を使いながら、ある程

度、結束性がある文になっており、「病に倒れ

た」経験を中心に、文章の一貫性に気を付けなが

ら順序やつながり（＝日本に来てからの変容）を

意識した文が書かれ、表現されている。 

＜実践者による評価＞ 

教員の支援を得て、自分の経験について初級前

半の文型（た形）を使い、文章の一貫性に気を

付けながら、順序やつながりを意識した文（＝

時系列に沿った文）になっている。 
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ジェスチャーも含むのではないか、という意見も出た。そうした意味を総称して、物語や気持ちも、コ

トバでないか、という声もあった。そのうえで、私たちにとってのコトバとは何かを議論したところ、

「人と人が伝え合うもの」「コミュニケーション」「自分が言いたいことを伝えるもの」「自分の気持ちを

表現するもの」などの意見があった。さらに、こうしたコトバを使った音楽とは私たちにとってどんな

ものであるのかを議論したところ、「自分のストーリー（気持ち、人生、言いたいこと等）を伝えるもの」

「自分も楽しんで相手を幸せにするもの」「好きな人に自分を伝えるもの」「自己を表現するもの」など、

コトバの重要性を問う意見が多数出た。こうした生徒の振り返りを通じてコトバの重要性に気づきを得

ることができた生徒たちであったため、コトバを磨くために日本語も母語も育てていきたいとする目標

を生徒と確認することができた。 

そこで、生徒の力を見取るために本実践後すぐに「自分の人生を変えたできごと」（ナラティブ）と題

した作文を本実践対象者すべてに行った。例えば以下は、グループ a の③ D5 生徒（シ）の作文だが、

入学時に一度行ったことのあるテーマ作文であるため、3 月に書いたものと比較した。3 月では短文で

3 行書くことが精一杯であった生徒であったが、約半年後の 10月に行った作文では、自分を「男の子」

と表現しながら、来日して友達ができて嬉しかった日のことを詳しく、かつ自分の思いと比喩も用いて

綴っている。確実に書く力が育っていることがわかる。 

③ D5生徒（シ）の作文より

2024 年３月 2024 年 10 月 

「一緒に遊ばない？」 

友達とであった時。小学校の時にいつも一人ぼっちの

男の子がいました。男の子は寂しかった。でもある昼休

みに誰かが男の子を遊びに誘いました。その時男の子

は嬉しかったです。昼休みに６人でグラウンドで鬼ごっ

こを遊びました。すごいうれしくて３０分も遊んでいたけ

どまるで１分遊んでいたみたいに感じた。 

また、④ D4 生徒（ウ）の作文では、3月は自分の身に起こった出来事や事実を書くことが精一杯

だったが、10 月に行った作文では、過去の自分に宛てた手紙文で人生を振り返り、話し言葉で用い

られる高頻度の接続表現を使って文を書くことができており、書く力が育まれていることが理解でき

る。 

④ D4生徒（ウ）の作文より

2024 年 3 月 2024 年 10 月（××は生徒名） 

～ ２０２２年の俺へ ～  

やっほー××の２０２２年、俺はお前の未来だよ。今は２０２４年

だよ、色々あったよ！今はお前は日本にいるよ。２０２３年に来

たよ！ここに来ることを夢見ていただけよね、でもパパが「ダ

メ！」ってずっと言ってるから「諦めようかな？」っと思ってたよ

ね、だけど日本に本当に行きたかったから一生懸命学校の

勉強ちゃんとしたり、ちょっと日本の勉強もしたから、ついにパ

パが「sige papayag ako na pumunta ka dito pero 

basta galingan mo sa pagaaral pag dating mo dito 

ah」って言われた。そこから俺らの新しい人が生始まった。 
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本実践を通して、教員がモデル提示しながら自他共に認め合える安心・安全な環境づくり、生徒一人

ひとりがもつ言語能力の丁寧な見取り、ことばを育むための意図的なグループ活動、担当教員の強みを

生かした教材研究、これらを適材適所で実施していくことの大切さを改めて実感した。今後も引き続き、

多言語作文を定期的に行う中で生徒の言語能力の「現在地」を確認し、生徒一人一人がもつことばの力

を伸ばしていけるようにしていきたい。 
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実践者名 甲田 菜津美 大阪府立大阪わかば高等学校 教諭

実践区分 高校 取り出し指導 教科・科目：国語・論理国語 

実践地域お

よび場所等

の特長 

大阪市生野区に位置する大阪府立大阪わかば高等学校は、2020 年度に大阪府

の再編整備計画によりできた多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部の定時制高校である。生野区は

全国で最も外国籍住民比率が高く、在日コリアンをはじめとする約 80 か国にル

ーツをもつ住民が暮らす多国籍・多文化のまちである。 

2022 年度より大阪府立高校「日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者

選抜」対象校の１校となり、2024 年 10 月現在、全校生徒 425 名のうち、中国、

ネパールなど 14 の国・地域にルーツをもつ生徒が 150 名在籍している。そのう

ち、約 110 名が「日本語指導が必要な生徒」である。コロナ禍以降、急増した日

本の義務教育学校での学習経験がない「ダイレクト生」が半数を占め、就職や進学

に制約の多い在留資格である「家族滞在」の生徒が 7 割を超える。 

本校は時間割が生徒一人ひとり異なり、授業はクラス単位ではなく、その授業の

選択者で受ける。前後期制で、1 コマ 100 分で授業が行われる。 

多文化多言語生徒を受け入れる際に、「わかば日本語モデル」（多文化アイデンテ

ィティカリキュラム（櫻井，2022）による）を設け、複数言語で多角的・包括的

に生徒の力を捉えることをはじめ、トランスランゲージング・レンズで生徒をみと

ることを行なっている。本モデルにより、学校設定教科「自己実現のための日本

語」による日本語授業、および、必履修科目講座をやさしい日本語（N 講座）で開

講し、多文化多言語生徒の学びを支えている。 

本実践の 

ポイント 

本実践は、高等学校学習指導要領の国語科で定められている「論理国語」におけ

る実践である。上位科目のため 2、3 年次を対象とし、市民性を培いながら、多角

的・批判的思考力と論理的思考力を高める授業として行なったものである。区役所

職員による区政の説明、区長との対談、選挙管理委員会による疑似選挙と、行政と

連携し、生徒が区政に参与する形をとった。地域住民として請願する権利を学びな

がら、自身の意見が地域にも受け入れられ自己肯定感を高める活動であることは

特筆すべき点である。 

また、教科横断型の観点から、国語科の授業であるものの、地歴公民科の授業と

も連携して行なった。学校内のみならず、社会の一員としてより良いまちづくり

（社会のウェルビーイング）を考える場面を設けることにより、全人的な発達を助

長することもできた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

この授業は、学習指導要領に則った「論理国語」でありながら、日本で生きていく多文化多

言語の生徒にとって本当に必要な力とは何かが考え抜かれた授業デザインです。参政権を持た

ない外国籍住民でも請願権があることに着目し、自らの声を行政に届ける手段として区に提案

書を提出する活動を取り入れた点が印象的です。そのために、区役所と交渉して区長との対談

を実現し、選挙管理委員会の方々を招くなど、綿密な準備がなされました。生徒たちが卒業後

に社会に出て様々な壁に直面したとき、自ら考え、声を上げ、行動する力を身につける―その

ための最後の砦としての授業。まさに、教育の本質について考えさせられる実践でした。 
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1．単元名・活動名

論理的に書くーー小論文①（大修館書店『新編 論理国語』PP102-110 より） 

「みんなが生きやすい街とは（社会のウェルビーイングを考える）」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：高校 2、3年次（高校 2年生相当） 人数：10 名 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

年齢枠の

目安 
読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く ④ C  F

読む C  E  F 

聞く・話す C  F 

ステップ

5

書く ③ E

読む H  I 

聞く・話す I  J D  E 

ステップ

4

書く ② G  H  I

読む A  G  J B  D 

聞く・話す A  G  H B 

ステップ

3

書く ① A  J B  D 

読む 

聞く・話す 

ステップ

2

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

1

書く 

読む 

聞く・話す 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

本実践では、高校 2年生に相当する生徒を 2 クラスに展開している。実践対象のクラスは来日時小学

6 年〜高 1 で、日本語固有の力もステップ 3〜6 と幅広い。しかし、包括的なことばの力は DE に多い

クラスのため、思考力はある程度あり、話すことに抵抗がなく、発表に対しては前向きで発話量が多い

生徒のクラスである。 

発話によって乗り切ろうとする生徒が多いため、「書く」ことおよび「読む」ことに向き合う時間を意

図的にとることを心がけている。また、中国語・ネパール語・フィリピン語を母語とする生徒がいるた

め、グループワーク等の編成を多言語グループや同言語グループにすることにより、日本語だけでなく

母語によるグループディスカッションやピアリーディングも行えるようになり、複数言語でお互いの意

見を取り入れたりアドバイスしあったりできる環境も作り出せるよう、本実践では小集団を編成してい

る。なお、発表時にはより多くの人に聞いてもらう機会を作るために 2 クラス合同で行うことが多く、

発表会となる本実践においても 2クラス合同でおこなっている。 

3．ねらい（目標） 

区政に関する提案をするという目的のもと、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創

造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができる。 

（1）文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方ついて理解を深めることができる。

【知識及び技能】（1）ウ 

（2）多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主

張を明確にすることができる。  

【思考力、判断力、表現力等】A エ 

（3）設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係づけて自分の考えを

広げたり深めたりすることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 B キ 

（4）言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 
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日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 書く 4 

・支援を得て、自分の提案について、

日常生活で用いられる簡単な表現、

言い回しを使って口語的な作文が書

ける。 

・支援を得て、自分の提案が相手に

伝わりやすいように単文や重文、簡

単な複文を用いてまとめることがで

きる。
E 

・具体的な自身の経験や事例とともに理

由を挙げながら、提案する内容について

必要な情報をまとめることができる。 

・自分の提案の根拠となる関係のあるデ

ータや他者の経験などを論理的に示しな

がら作文することができる。 

・自分の提案に対しての他者の意見をふ

まえて、一貫性に気をつけながら、必要

な情報の追加や文の入れ替えなどの推敲

することができる。 
② 書く 5 

・自分の提案について、自分の経験

をもとに、高頻度の接続表現や簡単

な文を幅広く使って自由に文章を書

くことができる。 

・自らの間違いに気づき修正するこ

とができる。 

③ 書く 6 

・自分の提案について、読者を意識

しながら、さまざまな接続表現、指示

語などを使って、ある程度文や段落

のまとまりを意識した文章を書くこ

とができる。 

・支援を得て、だ・である体を使っ

て、ある程度書き言葉らしい文章

が書ける。 F 

・提案について構造を意識してメモを

作り、作文に繋げることができる。

・読み手の立場に立ちながら、自分の提

案の根拠となる事実や実際の経験等を

適切に引用し、客観的な論拠を示した

り、反論への再反論を想定したりしな

がら多角的・批判的な視点のある文章

を書くことができる。

・書いた後に、読者の意見をふまえて内

容がより効果的に伝わるように根拠や

論拠を吟味し、推敲することができる。 

④ 書く 7 

・中学レベルの慣用表現やコロケ

ーションを適切に使用することが

できる。

・自分の提案に関する概念語彙や

低頻度語彙、漢熟語などの表現を適

切に選択し、書き言葉を意識して文

章を書くことができる。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

前単元で平田オリザの「対話の精神」（大修館書店「新編論理国語」）から、対論と対話の違いを学び、

対話を通して学ぶことの大切さを読解したうえで、区政の説明を受け区長との対談会を行うことにより、

より深い対話を行うことをねらいとしている。また、対話を受けて生徒の学ぶ意欲が高まっていること

を踏まえ、教科書の読解を原文のまま行い、新出語彙や表現方法については丁寧に指導していく。 

 さらに、根拠を示し、いかに他者を説得していくかといった方法とともに、相手の意見に寄り添いな

がらも、的確な質問や感想が伝えるための傾聴力を身につけさせたい。 

 本実践を行なったクラスは 15 名の中規模クラスであるがゆえに滞日年数にも日本語固有の力にもば

らつきのあるクラスであるが、1 年半共に学び続けている関係であり、お互いを尊重し助け合う関係が

できてきている。とはいえ、高校 2 年めという中弛みの時期でもあり、生徒自身が苦手意識をもつ活動

に対して不満を言うこともしばしばみられる。また、人前で発表することやディスカッションすること

については、積極的に行うことが多いが、日本語で書くことについては、苦手意識の強い生徒が大半で

ある。特に滞日年数の長い生徒については、書くこと自体を拒否してしまうこともある。 
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本実践では、学習活動の思考レベルを高く維持したまま、生徒たちの書くことに対して苦手意識を少

しでも克服できるよう、クラス内での発表にとどまらず、外部の大人が読むことを前提とした活動とし

て、区役所と連携して計画した。自身のアイディアを書いた制作物が認められ、実際に区政に反映され

ていく可能性もあるため、生徒の自己肯定感を高めることもねらいとしている。 

なお、高等学校学習指導要領「論理国語」の授業であることから、単元の評価規準およびねらいにつ

いても学習指導要領に基づいたものであることを申し添える。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①文や文章の効果的な組立て方

や接続の仕方ついて理解を深め

る。（（1）ウ） 

②主張とその前提や反証など情

報と情報との関係について理解

を深めている。（（2）ア） 

①多面的・多角的な視点から自分

の考えを見直したり、根拠や論拠

の吟味を重ねたりして、主張を明

確にしている。（書くこと A エ） 

②設定した題材に関連する複数

の文章や資料を基に、必要な情報

を関係づけて自分の考えを広げ

たり深めたりしている。 （読むこ

と B キ）

①多面的・多角的な視点から自分

の考えを見直したり、根拠や論拠

の吟味を重ねたりして、主張を明

確にしようとしている。 

②言葉を通して他者や社会に関

わろうとする態度を養おうとし

ている。

６．指導計画（全 18 時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

〇教科 

♡エンパワーメント

1・2 生野区の行政

について理解

する 

生野区企画総務課の方

のお話を聞く 

☆外国人住民向けに書かれた

生野区政についての内容が概

ね理解できる。 

☆内容について適切な敬語表

現を用いながら、質問や感想

を述べることができる。(ステ

ップ 7)

☆内容について様々な接続表

現等を用いて質問や感想を述

べることができる。(ステップ

6) 

☆内容について丁寧な表現を

用いて質問や感想を述べるこ

とができる。(ステップ 5) 

☆内容について簡単な表現や

言い回しで補いながら質問や

感想を述べることができる。

(ステップ 4)

★区役所の方の話を踏

まえて区政の課題に関

する質問や感想を考え

ることができる。（ステ

ージ F） 

★区役所の方の話を踏

まえて自身の経験にま

つわる質問や感想を考

えることができる。（ス

テージ E）
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3〜5 社会のウェル

ビーイングに

ついて区でど

のような取組

みが行われて

いるかまとめ

ることができ

る 

3 つのグループに分か

れ、区政内容（将来ビ

ジョン計画書）を精読

し、施策を理解しどの

ようなウェルビーイン

グが達成されるか考え

る 

☆写真付き区政ビジョンの内

容を概ね理解することがで

き、キーワードを取り上げウ

ェルビーイングの種類に分類

することができる。(7) 

☆区政ビジョンのポンチ絵を

もとに、内容を理解すること

ができ、キーワードを取り上

げ、ウェルビーイングの種類

に分類することができる。(6) 

☆区政の発表で用いられたや

さしい日本語のスライドおよ

び区政ビジョンのポンチ絵の

内容を理解し、ウェルビーイ

ングの種類に分類することが

できる。(5) 

☆支援を得て、区政の発表で

用いられたやさしい日本語の

スライドの内容が概ね理解

し、ウェルビーイングの種類

に分類することができる。(4) 

〇★区政ビジョンやそ

れに付随する資料を読

み、主張とその前提や反

証など情報と情報との

関係について理解を深

めている。（F） 

〇★区政ビジョンやそ

れに付随する資料を読

み、言い換えをしなが

ら、内容の主題を捉え、

要点を理解できる。（E） 

6・7 区長の話を聞

き、自分の意

見を伝えるこ

とができる 

区長・副区長との対談

会（フリートーク） 

☆区長や司会の問いかけに対

して敬語表現を使って抽象的

な概念語彙・表現を使って話

すことができる。(7) 

☆区長や司会の問いかけに対

して接続表現等を適切に用い

てまとまりのある返答をする

ことができる。(6) 

☆区長や司会の問いかけに対

して丁寧な表現で日常語彙を

使って、流暢に話し、自由に話

を続けることができる。(5) 

☆区長や司会の問いかけに対

して理由を踏まえて簡単な表

現や言い回しで不足を補いな

がら受け答えすることができ

る。(4) 

〇★多面的・多角的な視

点から自分の考えを見

直したり、根拠や論拠の

吟味を重ねたりして、主

張を明確にしている。

(F) 

〇★区長からの問いか

けに答えたり、自身の意

見に対する理由を伝え

たりすることができる。

(E) 

8・9 提 案 書 の 意

味・形式につ

いて知る 

・過去の先輩の提案書

を読み、内容を確認す

る 

・提案書・提案詳細作

文・ポンチ絵の書き方

について知る 

☆提案作文の漢字・語彙・表現

が理解でき、必要な表現・文型

を把握できる。(7) 

☆提案作文の漢字・語彙・表現

が概ね理解できる。(6) 

☆提案書（簡略版）を読み、漢

字・語彙・表現が概ね理解でき

る。(5) 

☆提案書(簡略版)をゆっくり

読み、支援を得て単語や文法

の意味が理解できる。(4) 

〇★書き手の立場や目

的を考えながら、内容や

構成、論理の展開を捉

え、要旨を把握すること

ができる。(F) 

〇★提案書の段落構成

や論理の展開を理解し、

提案書の要点を理解で

きる。(E) 
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10〜

15 

データや根拠

を示して説得

力のある文章

を書く 

みんなが生きやすい

街、より良い街になる

ための提案内容を決

め、3 つの課題を完成

させる 

☆自分の提案に関する概念語

彙や低頻度語彙、漢熟語など

の表現をおおむね適切に選択

し、書き言葉を意識して文章

を書くことができる。(7) 

☆自分の提案について、読者

を意識しながら、さまざまな

接続表現、指示語などを使っ

て、ある程度文や段落のまと

まりを意識した文章を書くこ

とができる。(6) 

☆自分の提案について、自分

の経験をもとに、高頻度の接

続表現や簡単な文を幅広く使

って自由に文章を書くことが

できる。(5) 

☆自分の提案について、日常

生活で用いられる簡単な表

現、言い回しを使って口語的

であっても作文が書ける。(4)

○★文や文章の効果的

な組立て方や接続の仕

方ついて理解を深め、自

分の考えを見直したり、

根拠や論拠の吟味を重

ねたりして、主張を明確

にしている 

自身の提案に関連する

複数の文章や資料を基

に、必要な情報を関係づ

けて自分の考えを広げ

たり深めたりしている。

(F) 

○★具体的な自身の経

験や事例とともに理由

を挙げながら、提案する

内容についてまとめる

ことができる。 

根拠となる事実や情報

を調べることができる。

(E) 

16・

17 

自分の提案を

他 者 に 伝 え

る・説得する 

わかば町会議会選挙

（生野区議員になりき

り、提案書について演

説する）（本時） 

☆慣用表現や抽象語彙を使

い、相手に応じた表現を選択

して自分の提案を伝えること

ができる。(7) 

☆まとまりを意識しながら、

概念語彙・表現を補って相手

にわかりやすく伝えることが

できる。(6) 

☆接続表現を幅広く使いなが

ら、単文や重文、簡単な複文で

自分の提案を相手にわかりや

すく伝えることができる。(5) 

☆簡単な語彙や表現、文型を

使って、自分の提案を相手に

伝えることができる。(4) 

★自分の提案について

の論拠を示しながら、一

貫性のある意見を述べ

ることができる。他者の

意見に反駁する質問を

することができる。(F) 

★自分の提案について、

論拠を示しながらまと

まりのある意見を伝え

ることができる。他者の

意見に基づいて質問す

ることができる。(E) 

〇言葉を通して他者や

社会に関わろうとする

態度を養おうとしてい

る。 

18 ふりかえり 前時をふまえ、提案書

の推敲する 

☆他者からの質問を踏まえて

より適切な言葉や表現を選

び、書き言葉らしい文章にま

とめている。(7) 

☆自身の提案を読み返し、口

語的な表現を書き言葉らしい

文体に変えようとすることが

できる。(6) 

☆発表を踏まえて、自らの間

違いに気づいて修正すること

ができる。(5) 

〇★前時での他者から

の助言等を踏まえて、内

容がより効果的に伝わ

るように自分の文章を

捉え直している。(F) 

〇★前時での他者の意

見を踏まえて、一貫性に

気をつけながら推敲す

ることができる。(E) 
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☆支援を得て、自分の提案に

おける間違いを修正すること

ができる。(4) 

７．本時の指導（17/18） 

ねらい（目標） 自分の提案を他者に伝える・説得する。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

♡エンパワーメント

導入 

10 分 

0．挨拶 

1．本日の流れの説明

・提案書・ポンチ絵（完成版）を

配付

・選挙管理委員会の方に挨拶

緊張感がうまれる 

2．第 1セッションの準備 

・メモシートを配付、説明

☆本日の流れをスライドに写し、時間の流れを視覚的に

も意識させる。

★自身の提案を最終確認し、他者に伝える準備をさせ

る。場に応じた話し方になるよう、議員と区民になると

いうロールプレイを意識させる。

〇言葉を通して自身の提案が他者に伝わるような態度

を養おうとしている。 

展開① 

30 分

＋ 

5 分 

＋ 

30 分 

区議会議員になりきる 

3．第 1セッション 

・5 分（発表、質疑応答）×5回の

発表

・発表者は議員になりきって、聴

者を説得する

・聴者は投票するなら誰が良いの

かを考えながら適宜メモをとり、

発表者の提案を聞く

4．休憩、第 2 セッションの準備 

・発表者の席を確認する

5．第 2セッション 

・5 分（発表、質疑応答）×5回の

発表

・第 1セッションと流れは同じ

☆全員必ず 5 回発表ができるよう、聞き手が集まらな

かったテーブルには実践者が入るようにする。

★相手の提案を聞いて疑問点等を質問することができ

るよう、メモは何語で書いても良いように声掛けをす

る。

○言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養

おうとしている。

展開② 

20 分 

6．選挙管理委員会の方による選挙

の仕組み説明、デモンストレーシ

ョン 

7．疑似投票 

・生野区をより良い街にするため

に一番良い提案者に投票する。

♡発表のがんばりを思いっきりほめる。

○公共との連携により、選挙の仕組みについて理解す

る。

★他者の発表を聞き、より良い街になるために最もふさ

わしい提案を選ぶ。

まとめ 

5 分 

8．開票、結果についての予告、ま

とめ 
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本時の場の設定（教室レイアウト） 

2 クラス合同での発表のため、教室では狭

いため、会議室で授業を行なった。 

前半の説明はスクリーンの方を向いて集中

して聞けるよう座席をスクリーンに向けてセ

ッティングした。発表セッション終了後は投

票の説明を集中して聞けるように第 2 セッシ

ョン中に椅子の向きを変え、生徒たちの注目

すべき視点を意図的に変えた。 

授業終了後は、生徒たちが教室の現状復帰

を手伝ってくれた。 

スクリーン

記入台

投票箱

投
票
用
紙
発
券
所 

発
表
机
②

発
表
机
③

発
表
机
④

発
表
机
⑨

発
表
机
⑧

発
表
机
⑩ 

発表机⑥ 

発
表
机
⑤

説明等聞くため

の生徒椅子 

導入時 

展開② 

597



実践記録集 No. 46 高校生 

写真①   選挙管理委員会の方による投票案内状

および投票用紙 

投票先、選挙名まで細かく作成してくださって

いた。 

写真②  セッション中の様子 

発表者はポンチ絵を示しながら作文原稿の発表

を行い、聴者はメモをとりながら聞く。 

質疑応答も活発に行われていた。 

写真③   投票用紙交付所の様子 

実際と同様に案内状を渡すとともに生年月日を

言い、投票用紙を交付してもらった。 

写真④   実際の投票箱に投票用紙を入れる様子 

選挙管理委員会の方による温かい見守りもあ

り、公平な選挙が行われた。 
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《F(ステップ 6、ステージ E)の提案書と作文》 

 左の提案書をまず作成し、それをもとに右の意見文を作成した。文体に揺れはあるものの、だ・で

ある体を意識して書き進めていた。区長との対談でもさまざまな取組みが生野区で行われていること

を聞き、自身の経験を伝え、モニター設置案を少し話していた。 

自分の家族は日本語が読めないためにそのようなイベント等の情報を得られず参加したことがな

かったという自身の経験から着想を得、モニターであれば画面が切り替えられるため多くの情報を提

示できること、資源削減になることなど、さまざまなメリットを考えだしていた。 

また、情報収集の際にも、全国でのモニター掲示板が使用されているところがあるのか等、前例が

ないかについても細かく調べていた姿が印象的だ。 

構成を意識し、区の現状、経験を踏まえて提案を具体的な根拠をあげながら書くことができた。今

回の提案作文では、反論に対する解決策も書くようにステップ 6 の生徒には伝えていたため、「一方

で〜」の段落を追加し、まとめに繋げる努力も見られた。 
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《I(ステップ４、ステージ D)の作文》 

 自身の経験に基づいて、提案内容の必

要性をまとめることができた。 

 支援を得て、漢語を使う努力も行い、

提案に対する課題を解決するための方

法にも言及しており、ステップ 5 へ向か

って着実に歩を進めていた。 

 実践者や見学者、支援者へのヘルプの

出し方や質問の仕方が上手なところも

評価に値する。 

《J(ステップ 3、ステージ D)の作文》 

小学 6 年時に来日した生徒で本実践

クラスでは滞日年数が長く、「話す」につ

いてはステップ 5 まであると考えられ

る生徒である。

 「書く」ことと漢字に抵抗をいつも示

すのだが、今回は区長に自分の思いを伝

えたいということもあり、「発表だけじ

ゃないなら頑張って書きます」と懸命に

キーボードと向き合っていた。

実践者との対話の際にポイントを絞

り、現状と経験、および解決策について

順序を考えまとめようとする姿勢がみ

られた。 

 発表時には、作文以上の内容を詳細に

述べ、聴者を説得する姿が見られたのも

印象的だった。 
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《E(ステップ 5、ステージ

E)のポンチ絵》

発表前に、特に伝えたい

ことのポイントは何かを考

えさせるため、プレゼン形

式のスライドではなく、あ

えて 1枚にまとめ、適宜

イラストを加えることにし

た。

図式化することにより、

生徒の頭の中も整理され、

発表時の伝えたいポイント

も明確になっていく様子が

見られた。 

8.児童生徒の変容

本実践では、他者を説得するために、データや自らの経験を用いて論理的に自分の意見を主張するこ

とを目標として行なった。データや経験を踏まえてクラスメイトではなく、区長という社会の大人ひい

ては実際に区の行政を行っている方を説得するということを目標としたため、普段はやる気がなかった

り、課題を“させられている”生徒が多かったりする中、自ら進んで取り組む姿勢がみられた。普段は

なかなか期限が守れない生徒も、原稿が授業中に終わらなければ、週末に間に合わせてくるという変化

もみられた。 

単元内での活動を他人事ではなく、自分事として考え、自らの意見が社会を変えるかもしれないと生

徒自身が思えることこそ、教室が生徒たちの学びと成長の場になるきっかけになると改めて感じられた。 

書くことに対して、抵抗を持つ生徒が多いなか、どのようにすれば書き進めてくれるのか考え、一人

ひとりが考えていることについて実践者に語る時間を作ることにした。生徒一人ひとりとしっかり時間

をとるために、作成活動の時間を 5時間とり、一対一の対話の時間に費やすことにした。一度アウトプ

ットしたことで綴ることにつながった生徒が多かった。 

発表に関しても一回限りのアウトプットではなく、1 人あたり 5 回の発表機会を設けた。初回の発表

で受けた質問等を次の発表に活かし発表をより良くする、というように発表に対して自己改善を行なう

ことにもつながり、発表に対して自信を持ってもらえたのではないだろうか。はじめは 5 回発表するこ

とに対して抵抗していた生徒も、いざ発表の場になると、各回とも聴者に対して一生懸命伝えようとす

る姿、誰も来ないと聞きに来いとでもいうようにクラスメイトを呼ぶ生徒の姿もみられ、自発的な学び

に繋がったと実践者も実感することができた。 

 本実践の対象者は、全て外国籍生徒であり日本での選挙権はない生徒ではあるが、日本の選挙制度に

ついて学ぶ公共の授業は高等学校において必修科目である。その選挙制度には参画できないが、一市民

として請願権はもっていること、論理的に相手を説得することを学び今後の日本での生活に活かしてい

ってほしいと願う。 

 次回以降の単元では、異なる意見に対して反論する方法等を導入し、批判的思考力につなげる活動を

取り入れ、次のステップにつながる言語活動を行いたいと考えている。 
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実践者名 森山玲子   大阪府立大阪わかば高等学校 教諭 

実践区分 高校  取り出し指導 教科・科目：地域連携・インターンシップ 

実践地域 

および 

場所等の 

特長 

大阪市生野区に位置する大阪府立大阪わかば高等学校は、2020 年度に大阪府の

再編整備計画によりできた多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部の定時制高校である。生野区は全国

で最も外国籍住民比率が高く、在日コリアンをはじめとする約 80 か国にルーツをもつ

住民が暮らす多国籍・多文化のまちである。 

  2022 年度より大阪府立高校「日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者

選抜」対象校の１校となり、2024 年 10 月現在、全校生徒 425 名のうち、中国、ネパー

ルなど 14 の国・地域にルーツのある生徒が 150 名在籍している。そのうち、約 110 名

が「日本語指導が必要な生徒」である。コロナ禍以降、急増した日本の義務教育学校

での学習経験がない「ダイレクト生」が半数を占め、就職や進学に制約の多い在留資格

である「家族滞在」の生徒が 7 割を超える。本校は時間割が生徒一人ひとり異なり、授

業はクラス単位ではなく、その授業の選択者で受ける。前後期制で、1 コマ 100 分で授

業が行われる。多文化多言語生徒を受け入れる際に、「わかば日本語モデル」（多文化

アイデンティティカリキュラム（櫻井，2022）による）を設け、複数言語で多角的・包括的

に生徒の力を捉えることをはじめ、トランスランゲージング・レンズで生徒をみとることを

行なっている。本モデルにより、学校設定教科「自己実現のための日本語」による日本

語授業、および、必履修科目講座をやさしい日本語（N 講座）で開講し、多文化多言語

生徒の学びを支えている。 

本実践の    

ポイント 

「誰も置き去りにしない進路支援」を目標に授業づくりを行っている。日本語固有の力や

包括的なことばの力、本人の適性や希望だけでなく、在留資格や渡日背景、家庭の経済

力や家族の事情等、一人ひとりがちがうので、それら条件を考慮し、地域の企業や施設と

も連携し、「オーダーメイドの進路支援」を目指している。日本社会の中でも多文化多言

語がありのまま受け入れられるという自己肯定感や日本社会の中で自分たちが必要とさ

れているという自己有用感を伸ばし、選択肢に制限があったとしても自分の意思で自己

決定できるという自己効力感を高める機会を授業でつくった。具体的には、まず、ダイヤモ

ンドランキングを使い、自分の「働くこと」に対する価値観について優先順位を考え、グル

ープメンバーとちがいや共通点を話し合う中で、自分の考えを深める。さらに、日本語と母

語を使って日本で働く経験をもつ保護者や知人にインタビューすることで、多様な立場や

価値観に触れその経験から学び、進路を選択する力を養う。 

1．単元名・活動名

＜バディからのメッセージ＞ 

「誰一人取り残さない進路支援」—まさに、その理念が体現された実践です。多文化多言語の子どもの

教育に長年尽力されてきた先生方の中には、心から尊敬し、ひれ伏したくなるような方がおられます。大

阪の人権教育を支えてこられた森山玲子先生もそのお一人です。森山先生に救われ、人生を取り戻した

子どもたちは、私の知る限りでも数多くいます。本実践に綴られたことばの一つ一つからも伝わるように、

その取り組みには、常に生徒の過去・現在・未来を丸ごと引き受ける覚悟がにじんでいます。私が解説す

るまでもありません。ぜひ、じっくりと読み、感じ取っていただけたらと思います。 
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単元名：「私が選ぶ私の未来」 

活動名：「仕事を選ぶとき、大切にしたいこと」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１） 対象児童生徒数

学年 高校 2 年生（10 月～2 月） 人数 １６人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象生徒のことばの力

３）本実践のなかで小集団の指導を編成した場合は、その理由など記入する。 

ステップ 書く

8 読む

聞く・話す

ステップ 書く

7 読む

聞く・話す  目標１
ステップ 書く

6 読む B

聞く・話す B

ステップ 書く A B・I

5 読む A I・P

聞く・話す
A　D  目標２

ステップ 書く O E・P

4 読む D・F・H・K・O E・J・L・N

現在１ 現在１

F・H・K・O
E・I・J・L・

N・P

ステップ 書く C D・F・H・K・M J・L・N・

3 読む C M

現在２
G・M

ステップ 書く G 

2 読む G

聞く・話す

年齢枠
の
目安

聞く・話す C

聞く・話す

ステージE ステージF
包括的な発達ステージ

日本語の習得ステップ
ステージA ステージB ステージC ステージD
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 小学校 3 年生以上で海外から編入した 2 年次の多文化多言語生で、来年度卒業予定の生徒のうち、 「就職

を希望している生徒」または「就職する可能性のある生徒」が自ら選択し、 受講している。 

渡日時期： 小４編入 2 名（２０１７）、小 6 編入２名（２０１９）、中３編入 2 名（２０２２） 

ダイレクト(日本の小中を経ずに海外より直接編入) 10 名（2021.11～2023.3 渡日） 

在留資格： 日本国籍 1 名、定住 1 名、家族滞在 14 名 

ルーツ   ： ベトナム 1 名、フィリピン 2 名、ネパール 13 名 

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

① 聞く・

話す 

７ 相手や場面に応じ、話体を選択し話せ、  

相手や場面に応じておおむね適切な 敬

語表現が使える。 

E フォーマルな場で適切な語彙や表現を用いて

対話することができる。

論拠を示しながらおおむね一貫性のある意見

を述べることができる。 

② 聞く・

話す 

６ 仕事を選択するときの価値観を抽象的な

概念語彙や表現を代用して話せる。 

E 対話やインタビューを通じて得た情報や自分

の考えを複数の段落からなるまとまりのある

話として要約して話せる。 

 ③ 聞く・

話す 

５ 自分の進路について、日常的な語彙や  

表現を幅広く使い対話したり、自ら問いを

発したりできる。 

E 構成を意識して相手にわかりやすいプレゼン

テーションができる。

・科目「インターンシップ」の目標

日本での生活経験が少ない多文化多言語生徒が、自らの言語や経験を活かし日本で就労できるよう、

地域の企業や施設等の訪問見学を通じて、自らの進路を選択する力を養うことができる科目として設定

した。 

・単元「私がつくる私の未来」の目標

①自分が仕事を選ぶとき大切にしたいことをダイヤモンドランキングで優先順位をつけ、グループで、話し

合い 考える。 また、保護者にもダイヤモンドランキングをやってもらうことにより、保護者の進路に対する

価値観や子どもの未来に対する保護者の思いを知る。   

②進路に対する現在の自分の考えや気持ちを可視化し、自分で認識して言語化できるよう、「私がつくる

私の未来」についてスライドにまとめ、発表する。 
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

 全員が非漢字圏の生徒で、日本語を読むこと日本語で書くことに苦手意識をもっている。特に日本の小中学

校に通った経験のある生徒の中には、日本語学習を拒否したり、できないことを隠そうとしたりする生徒もいる。

⇒1 年後、就職の可能性のある生徒を対象にした講座なので、日本社会で日本人と共に働くことを目指し、

どちらかというと得意な「聞く・話す」を伸ばすことを目標とした。 

 日本社会で働くことについて、経験が少なく不安を抱える生徒や失敗体験をもつ生徒が多い。 （アンケート

の結果によると、アルバイトしたいが踏み出せず経験がない、アルバイトが続かない、ことばや態度で注意さ

れる、同じルーツの先輩の紹介で母語が通じるバイト先でしか働けない、外国人だということで嫌な経験をし

ているなど）⇒少しでも自信をもって就職活動、進学準備できるよう、企業の社長さんや人事担当の方と日本

語で交流する機会をつくった。外国人の従業員が日本人の従業員と同じ条件で採用され、工場長などリーダ

ーとして活躍している企業や、積極的に外国人従業員を多文化多言語背景で育った人材として採用しようと

している企業の社長さん等と名刺交換し、対話し、エンパワメントされる経験をもつことができる場を用意した。

（写真１、写真２、写真３）

 在留資格が「家族滞在」の場合、一定条件を満たすと「定住者」や「特定活動」へ在留資格の変更が認めら

れるが「期限を定めない雇用」、「正社員」でなければならない。しかし、日本語固有の力や日本での経験や

知識・情報には大きなハンディがある。⇒ミスマッチを防ぐため、日本における就職や進学の制度など進路に

関する正しい情報を知らせ、選択肢が制限されることがあったとしても自分で決めることのできる力「選択す

る力」を身につける機会をつくった。

 子どもを呼び寄せて日本で共に暮らせるようになっても仕事が忙しく家庭で保護者との会話が少ない生徒も

多い。子どもは滞在が長くなれば日本の文化や教育に適応しやすいが、保護者は母国の価値観が強く、進路

懇談などで、親子の溝が埋まらないこともある。また日常会話は母語でできるが進路の話など重大なことは

母語で伝えられない子どももいる⇒母語で気軽に保護者と進路のことについて話す機会をつくった。ダイヤ

モンドランキングはそのツールの一つである。それをきっかけに生徒が保護者の思いや労働観を知ることがで

きればお互いにとっていい機会になると考えた。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の進路について、日常的な語

彙や表現を幅広く使い対話した

り、自ら問いを発したりできる。

・仕事を選択するときの価値観を抽

象的な概念語彙や表現を代用し

て話せる。

・友だちや保護者、身近な先輩と

の対話を通じ、日本語や母語で

自分の考えや気持ちを他者に伝

える力を身につける。

・インタビューや対話から得た情報

をスライドにまとめ、プレゼンテー

ションする。

・友だちや保護者、身近な先輩との対

話を通し、仕事に対する他者の考えを

知り、他者の生き方から学ぼうとする態

度を身につけ、 自らの進路を選択する

力を養う。 
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６．指導計画（全６時間）。 

時 

ねらい 学習活動等 

その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

１ 

２ 

働 く こ と の 価

値観について

自 分 で考え 、

グループで共

有し発表する 

仕事を選ぶとき大切に

し た い こ と  １      

（私のダイヤモンドラ

ンキング）

仕事を選択するときの価

値観を抽象的な概念語

彙を使って自分の考えを

伝えることができる 

 なぜそれを選んだか理由や

根拠を話せる。共感的態度で

対話し、共通点や相違点を整

理することができる 

３ 保護者の考え

や思いを知り、

自分の考えと

比べる 

 仕事を選ぶとき大切に

したいこと ２ 

（保護者のダイヤモンド

ランキング）

仕事を選択するときの価

値観を抽象的な概念語

彙や表現を代用して話せ

る。 

日本語で学んだ働くことの価

値を母語で保護者に伝え、保

護者の考えを日本語で伝える

（トランスランゲ－ジング）

冬休み

宿題 

アルバイト先

の先輩など対

話しレポートに

まとめる 

 日本で働く人へのインタ

ビュー 

 相手や場面に応じ、話対

を選択し話せ、 適切な敬

語表現が使える。 

目上の人と適切な語彙や表

現を使って話し、自ら問いを発

することができる。 

４ 

５ 

６ 

自分の未来、

希望する進路

について発表

する 

「私がつくる私の未来」

自分の進路について、ス

ライドを作成し、プレゼン

テーションする

自分の進路について、日

常的な語彙や表現を幅広

く使い、伝えることができる 

インタビューや対話から得た

情報をスライドにまとめ、プレ

ゼンテーションする 

７．本時の指導 （90 分） 

ねらい（目標） 

 企業訪問での対話や経験を参考に、現実に自分が仕事を選ぶとき大切にしたいことについてダイヤモン

ドランキングを完成させ（優先順位をつけ）、グループで話し合い、多様な価値観を養う。 

分 学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

導

入   

５分 

 ０．挨拶、出席   

１．今日のテーマとゴールの確認 

※イラストを多用したスライドを作成し、

示しながら授業をすすめる。 

※プリント NO13 配布（図２） 

△在留資格による制限にも言及し、仕事を選ぶことは、

就職希望者だけでなく、みんなの課題。進学希望者も、

2 年後、4 年後には仕事を選ばなければならない。また、

専門の学部やコースを選ぶことは仕事を選ぶことにつな

がることに気付かせる。（図１）
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展開 

Ⅰ 

30

分  

2. 現実の自分と理想の自分について 夢

や理想をかなえる（なりたい自分になる）

ために何が必要か考え、書く。

３．理想を実現するのにどんな「カベ」があ

ると思うか。「カべ」があると時、どうする

か。考えて書き、近くの人と話し合う。  

４．こんな「カベ」にはこんな「方法」がある 

（テンポよく、全員日本語でひとこと発

言） 

５．高校卒業後の進路について、今自分か

どのように考えているか、書く。 

★自分の未来を描き、現実とのギャップを認識するよう促

す。

☆進路について、日常的な語彙や表現を使い、短文で書く

ことができるように机間巡視して話しかける。

★困難や問題を予測し、その解決方法を考え話し合うこと

で、様々な課題や解決方法に気付かせる。

☆進路について、日常的な語彙や表現を使い、みんなの前

で自分の考えを話すことができるよう促す。

★進路希望を％（㌫）数字で表すことにより、迷いや不安に

気づくことができ、より現実的に真剣に自分の未来につ

いて考えることができているか確認する。

展開 

Ⅱ 

４５ 

分 

 ６．仕事を選ぶとき大切にしたい A～I   ９

つのキーワードを、１つずつ日本語で理解

する。 （図３） 

  A お金、B 権力・地位、C やりがい

D ライフスタイル、E 適正・能力

F 有名、G 自己実現、H 人間関係    I

その他（在留資格など） 

７.私のダイヤモンドランキング A～I に順番

をつけ、それを選んだ理由を考える。

８．グループで自分のダイヤモンドランキング

についてカードを使って、理由も踏まえ、

説明する。共通点をあげ、気づいたことを

話し合う。  

※4 人×４グループを編成し、日本での

生活経験が長い生徒をリーダーに指名す

る。（写真５）

※母語を使ってもいいが、一人になる人が

でないように気を配る！

９．各グループのリーダーが自分のグループ

ででた意見や理由を整理して、日本語で

発表する。リーダー以外は発表を聞く。 

※大きな拍手

10.自分のグループや各グループの発表を

聞いて、気づいたことを書く。

★抽象的な概念で、漢字や日本語、英語での理解が 難し

い時は、事前に母語で調べて予習させておく。

☆９つのキーワードを、日本語で読んだり、聞いたり、話した

りできるようゆっくり大きな声で音読する。「語句のプリン

ト」として宿題にだす。

★仕事を選択する時、優先したいことに順位をつけ、必ず、

なぜそれを選んだか、理由や根拠を説明できるよう促す。

☆理由を述べながら自分の意見を他の人にわかりやすく伝

えることができるよう配慮する。

★他の人の考えや意見を受容的な態度で聞き、自分の考

えと比べ、共通点や相違点を整理しながら話し合いが進

められるよう促す。

★他の人の考えや意見を聞き、自分の意見と比べ、異なる

考え方や価値観を知り、自分の考えをさらに深めることが

できているかプリントの記述で、確認する。

まと

め 

10

分 

11.授業のふりかえりシートを記入。

12.宿題についての説明

保護者は子どもが仕事を選ぶときに何を大

切に選んで欲しいと思っているのか、考えと

理由を聞いてくる。（図４） 

１３．これからの予定について  

冬休み宿題                      「日

本で働く人へのインタビュー」 

課題プレゼンテーション

「私がつくる私の未来」  （図５） 

★今日の授業のゴールを達成できたかどうかふりかえり、

学びや気づきを使いやすい言語で表現できるよう配慮す

る。

△これからの学習の見通し、この単元、および科目の  目

標について提示し、学習の意味を確認する。
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８.生徒の変容

・５回の会社訪問を重ね、多くの信頼できる大人と出会い対話する中で、エンパワメントされ、就職や進学の 準

備に一歩踏み出す自信をつけた。また、日本社会で働くことに対する具体的なイメージが持てるようになった。

・１６人全員が「私がつくる私の未来」について前向きにプレゼンテーションし、現実的な自分の進路目標を 選

択し発表することができた。進学希望者３名、学校紹介就職希望者１３名。就職希望者のうち１０名が  「春休

みのインターンシップ」にエントリーし希望する企業や職種で実際に就業体験する予定である。

・学校生活や学習に対するモチベーションが上がった。 欠課が多かった生徒が行きたい会社ができたので、 休

まなくなったり、会社訪問で「この仕事には N３程度必要」と言われ日本語学習に真剣に意欲的に取り組むよ

うになったり学校生活を大切にするようになった。 

・日本のマナーやことばを学びたいという気持ちが強くなった。 相手や場面に応じことばを使い分け、敬語表現を

使えるようになりたいと思うようになった。

・保護者としっかり話せた生徒は、「親は、子どもに対して健康でいい生活をして欲しいと思っている」「親は職場

で力がないと苦労するので子どもには地位をもって欲しいと思っている」など親の思いや願いがわかったと発

表していた。また「父との話し合いで経験から学ぶことの大切さに気付いた」という生徒もいた。 

【生徒のふりかえりシート】より  

問：来年、インターンシップをとる後輩たちへメッセージやアドバイスを書いてください。 

・楽しんで。

・頑張ってください！

・Give your best in internship because this subject will help to make your career

if you take this class you can get advantage for your life

・頑張ってください

・仕事を探す楽しさ

・自分の好きな仕事を選ぶ

・このクラスは将来就職活動をするときに大いに役立つので、ぜひ参加してください。

・今から遅くならないように頑張っていて

・授業にはいてよく日本の会社とか仕事についてしることができるです。

・インターンシップを受ける後輩へ

インターンシップでは、積極的に行動し、わからないことはどんどん質問しましょう！

挨拶や礼儀を大切にすると、良い関係が築けます。新しい経験を楽しんでください！" 

・しょらいにはたらきたいならこの授業はとてもやくにたつと思います。

・you should try this subject beacause it helps you to pratice japanease langauage and

it may help you when you enter work

・せっきょくてきにうごき、しつもんをしてまなびましょう。ぷろとしてのたいどをたいせつにし、よいかんけいを

つくりましょう。このけいけんをいかして、がんばってください！

問：3 年生の日本語の授業で、さらに、もっと、学びたいことを書いてください。 

・なんでいい

・社会について学びたいなと思いました。

・I want to learn about Japanese polite word which will help me in my work
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i want to improve my Japanese and red those topics which helps me in the future 

・日本の文化ややりたい仕事のじゅんび

・敬語とか献上語をもっと知って社会出て使えるようになりたい

・ぼくは日本語を勉強したい

・人生に関係あることを勉強したいです。

・仕事について、日本人らしい振る舞い方についてもっと学びたいし、日本語をもっと上手に学びたいです。

・日本語の新しい漢字と新いことばと新しい文法を学びたい。

・3 年生の日本語の授業で学びたいこと：

敬語やビジネス日本語の使い方、自然な日常会話表現、 

作文やメールの書き方、JLPT 対策や資格試験の日本語 

・もっと会社など行って見たいと思います。

・how to speak polietly with elders or will doing work

・More topic related to my future

【「インターンシップ」授業計画】 

単元 Aグループ授業内容

1 名刺作成／服装について

2 求人票の見方／在留資格

3 あいさつ・自己紹介練習/交通利用

4 会社見学①　ガソリンスタンド

5 会社見学報告/お礼状の作成１

6 お礼状の清書

7 小テスト１

8 事前学習②③/名刺作成

9 会社見学②製造業

10 会社見学③運輸・倉庫業

11 お礼状作成２

12 先輩からの動画/あいさつ・マナーについて

13 小テスト２

14 ④⑤事前学習

15 会社見学④地場産業製造・販売

16 会社見学⑤街づくり・飲食業経営

17 お礼状作成３

18 敬語について１

19 敬語について２／ロールプレイ

20 事前学習/あいさつ練習

21 大阪府高等技術専門学校見学

22 面接なんてこわくない！　　　

23 履歴書を書いてみよう！　　

24 　　　　仕事を選ぶとき大切にしたいことⅠ

25   仕事を選ぶとき大切にしたいことⅡ（保護者にきく）

【冬休みの宿題】日本で働く人へのインタビューについて

26 「私がつくる私の未来」レポート作成・発表準備

27 「私がつくる私の未来」レポート作成・発表練習

28 発表会

29 小テスト３・ふりかえり

就職にむけて
（面接/履歴書/一般常識）

導入
（基礎知識）

会社見学
（会社情報・
仕事調べ

/インタビュー
/お礼状作成）

敬語について

「私がつくる
私の未来」
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（写真１）社長さんと名刺交換 （写真２） オリジナル名刺 （写真３）従業員の方にインタビュー 

（写真４）グループでの話し合い 

（図 1） 

(図２) （図３） （図４） 

図５ 「私がつくる私の未来」スライドより 
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実践者名 大村 昭友（福井県立足羽高等学校） 

実践区分 高校 在籍指導 学校設定科目：日本語（プロジェクト活動） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本実践を行ったのは福井県立足羽高等学校である。足羽高校には、普通科と多

文化共生科の２つの学科があり、普通科３クラス、多文化共生２クラスから成

る。多文化共生コースには、英語コース、中国語コース、日本語コースの 3 つの

コースがあり、英語コースと中国語コースは二つのコースで一つのクラス（各学

年 4組）を構成し、日本語コースは単独で一つのクラス（各学年 5組）を構成し

ている。 

日本語コースは基本的に多文化多言語の生徒のクラスとなっており、2024 年

度は 1年 5組に 18名、2年 5組に 12名、3年 5組に 12名が在籍している。

ブラジルにつながりのある生徒が各学年ともに多いが、中国、フィリピンその他

の国を含め、合計 9 つの国につながりを持つ生徒たちが在籍している。これらの

生徒の中には日本生まれの生徒もいれば最近になって渡日してきた生徒もおり、

その言語環境は多様である。 

日本語コースは令和 4年 4月に設置された。背景にあるのは、県内企業におけ

る外国人従業員の急増に伴い、その次世代に当たる多文化多言語児童生徒たちに

対する日本語教育要請意識の高まりである。入試は日本語を母語としない生徒を

対象として実施され、定員 20名、入試科目は英語と数学の 2科目である。 

日本語コースのカリキュラムで指導している日本語関連科目は、全て学校設定

科目で対応しており、1 年次は「日本語Ⅰ」を 5 単位、「日本語表現」を 3 単

位、「日本事情」を２単位設定している。2 年次は「日本語Ⅱ」を 5 単位、「日

本語表現」を 3 単位、「日本事情」を２単位設定し、3 年次では「日本語Ⅲ」６

単位が設定されている。これらの科目は全て TT で二人の教員が入り、「日本語

Ⅰ」と「日本語Ⅱ」については生徒の力に合わせた指導ができるよう、クラスを

二つに分けている。 

通常の高校で必履修として１年で履修する国語と地歴公民の授業は、生徒が十

分に日本語の学習をしてから学べるよう、２年以降に実施している。２年、３年

では数学の授業はなし。 

また、圧倒的に数が多いポルトガル語を母語とする生徒の学習支援のため、ポ

ルトガル語の支援員が非常勤の形で 4 名おり、授業に入り込む形でサポートをし

ている。学校からのお便りの翻訳や、保護者と学校の電話対応の通訳などを行っ

ている。

本実践の 

ポイント 

 2024 年度は、日本語コースの日本語学習の中でプロジェクト型の学びを試験

的に導入するため、第 3 学年で週６時間設定されている「日本語Ⅲ」の時間のう

ち、おおよそ３時間を教科書を使った日本語学習、１時間を多読プロジェクト、

そして２時間をライティング・プロジェクトとして設定した。 

ライティング・プロジェクトでは、12 月までの間に 3 つのプロジェクトを実

践し、1 月にその振り返りを行う予定でいる。プロジェクトの 1 つ目は「みんな

に伝えたい、私の好きな歌」というもので、自分の好きな歌（英語や母語の歌を

含む）を紹介するビデオを作成することが到達目標となった。2 つめは「翻訳で

きない世界のことば」というもので、「翻訳できない世界のことば」という本に

紹介された世界各国の言葉の中からからひとつ選び、その言葉からイメージした

創作文を書く、というプロジェクトであった。3つめは、「未来への懸け橋」という
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1．単元名・活動名

「日本語Ⅲ」足羽ライティング・プロジェクト

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

高校 3年生 12人 

強い言語 強い言語 

グ

ル

ー

プ 

女

子 

つながりの

ある国 

来日時の

学年 

母

語 

日

本

語 

両

方 

グ

ル

ー

プ 

男

子 

つながりの

ある国 

来日時の

学年 

母

語 

日

本

語 

両

方 

① A ブラジル 中１ ✓ ② F ブラジル 小６ ✓ 

② B ブラジル 中１ ✓ ③ G ブラジル 小５ ✓ 

① C ブラジル 小５ ✓ ② H ブラジル 小５ ✓ 

② D ブラジル 小６ ✓ ① I ブラジル ０歳 ✓ 

① E ブラジル ０歳 ✓ ② J フィリピン ０歳 ✓ 

① K ペルー ０歳 ✓ 

④ L 中国 小６ ✓ 

プロジェクトで、自分のルーツの文化で多くの人に親しまれている昔話を日本語で再話し

たり、自分の経験を踏まえて多文化多言語の小さな子どもたちに読んでほしいお話を作

ったりした上でそれを紙芝居にまとめ、小学生に読み聞かせる、というものである。これら

の実践では、多文化多言語の生徒たちのもつ多様な言語資源を最大限に活用し、同

時に多言語話者としての肯定的なアイデンティティを強化することを目的に、生

徒たちの〈声〉を表現することを主眼にしたライティング課題を設定した。ライ

ティング・プロセスの各段階を丁寧に指導することで、生徒たち自身が表現者と

して主体的に書くことに取り組むことができた。ここでは、そのうちのひとつめ

のプロジェクトについて報告する。 

＜バディからのメッセージ＞ 

生徒たちの〈声〉の表現、ということに主眼をおいたライティングの実践です。実践者も

一人の表現者としてモデリングをすることで、生徒と実践者がともに「書くこと」の楽し

さを共有できた実践でした。出来上がった作品や、発表時の生徒たちの表情から、複数の

言語資源をもつ表現者としての自信と誇りが見えたことが何よりの収穫だったのではない

かと思います。日本語固有の力には差があっても、複数言語の表現者として発表の機会を

持つことの重要性が良く見える実践でした。 
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２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力

ステージ 

ステップ

A【イマココ】

期 

B【イマココか

ら順序】期 
C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期 F【評価・発展】期 

8 

書く 年齢枠の目安    I 

読む A, C, E  I, K 

聞く・話す A, C, E, J   I, K 

7 

書く A, C, E,  K 

読む A, C, E, J 

聞く・話す 

6 

書く B, D, F, J 

読む L B, D, F, H 

聞く・話す B, D, F, H 

5 

書く G, D, F, H 

読む G 

聞く・話す L G 

4 

書く L   

読む 

聞く・話す 

3 

書く 

読む 

聞く・話す 

2 

書く 

読む 

聞く・話す 

1 

書く 

読む 

聞く・話す 

3．ねらい（目標） 

・教科の目標：

①自分の体験に基づいた創作的な文章を書く

・包括的なことばの力に関わる目標：

①多言語社会に生きる自分の〈声〉を効果的に反映させ、読み手に訴えかける文章を書く

②書く前の準備、書いた後の推敲、発表の準備などを含め、一連のライティング・プロセスを

体験し、書くためのストラテジーを身に着ける

・日本語の目標：

①話し言葉・書きことばの違い及びスピーチに求められる文体を意識しながらスピーチの原

稿を書く

Group① 

Group② 

Group③ 

Group④ 
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日本語固有の力 包括的なことばの力 

Group ① 

A, C, E, I, K 
書く ８ 

・抽象的な概念語彙・低頻度語

彙・漢熟語を使って中学生・高

校生レベルの創作的な作品が書

ける。 

F 

多言語社会に生きる自分の経験をも

とに読み手に訴えかけるスピーチが

書ける。 

Group ② 

B, D, F, H, J 
書く 7 

・高学年から中学レベルのテキ

ストで使用される概念語彙や低

頻度語彙・漢熟語などの表現を

おおむね適切に選択して文章が

書ける。 

F 

多言語社会に生きる自分の経験をも

とに読み手に訴えかけるスピーチが

書ける。 

Group ③ 

G 
書く 6 

・さまざまな接続表現、指示語

などを使って、ある程度文や段

落のまとまり（結束性）がある

文章が書ける。 

・口語的な表現（例：ちょっ

と、すごい）が混ざることもあ

るが、中学年レベルのテキスト

で使用される概念語彙や低頻度

語彙・表現、連体修飾節などを

使いながら文章が書ける。 

F 

多言語社会に生きる自分の経験をも

とに読み手に訴えかけるスピーチが

書ける。 

Group ④ 

L 
書く 5 

・日常的な会話で用いられる高

頻度の語彙・表現や接続 表現

（例：〜から、〜て、でも）を

幅広く使って、単文や重文、簡

単な複文などを用いた文章を自 

由にたくさん書ける。 

E 

多言語社会に生きる自分の経験をも

とに読み手に訴えるスピーチがおお

むね書ける。 

４．指導観（指導や支援のポイント） 

「書く」ことに苦手意識や拒否感を持つ多文化多言語の児童生徒は少なくない。その理由のひ

とつとして、書き手の〈声〉の表現という視点が欠落した日本語の文型指導の延長線上にある

「書くこと」の指導があるだろう。こうした指導では、習得すべき文型に縛られてしまうことも

ままある。そこで、本実践では生徒たちの〈声〉の表現を指導の中心においたライティング・プ

ロジェクトを実践することになった。プロジェクト全体としては３つの作文課題に取り組んだが、

本報告書ではそのうち最初のプロジェクトについて詳細に報告する。 

対象となったクラスは、多言語多文化の生徒のみ１２名が在籍する日本語コースのクラスであ

る。前述のとおり、包括的なことばの力に関しては一名、ステージが E と考えられる生徒がいる

が、他の１１名はステージ F と評価され、発達段階相応の高い認知力を持つ。日本語固有の力に

ついては、ステップ５から８に散らばっており、年齢相応の日本語母語話者の生徒と比べても同

等以上の日本語力をもつ生徒も少なくないが、全体的に書く力についてはまだ伸びしろが大きい。

話し言葉を活用しながら書く力につなげていく機会を増やすことを意識し、かつ上述したように

生徒の〈声〉の表現を中心にすることを目指して「みんなに伝えたい、私の好きな歌」プロジェクトをデ

ザインした。 

指導にあたっては、教師自身の好きな歌をモデルとして紹介することで、教師もまた表現者として生徒に

伝えたいことがある、というスタンスを明確にした。このモデリングによって、生徒の意識を表面的な言語使

用から伝えたい内容そのものへと向け、生徒の「書きたい・伝えたい」という想いを強化した。同時に、教師
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自身がスピーチを書くプロセスを細かく区切りながら提示していくことで、ライティング・プロセスをていねい

に進めながら書くアプローチ（プロセス・アプローチ）を生徒に体験してもらった。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 普段の会話場面で使う話こ

とば、教科書などに用いら

れる書きことばとはことな

るスタイルでスピーチにふ

さわしい表現を選択するこ

とができる

 相手に語り掛ける、質問をす

るなど、聞き手を引き付ける

工夫ができる

 自分が好きな歌の歌詞を効果

的に引用しつつなぜその歌が

好きなのか明確に説明できる

 多言語社会に生きる自分の経

験をもとに、歌詞に対する

共感や歌に励まされて悩み

や苦労を乗り越えてきた自

らの〈声〉が表現されたスピ

ーチが書ける

６．指導計画（全 ９時間） 

ねらい（目標） 自分の好きな歌について日本語で紹介するためのスピーチをすることができる。 

学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

4/12 ライティング・プロジェクトのガイダンス

 プロジェクトの概要説明

 宿題―自分が紹介したい歌を選定

★歌の選定にあたっては日本語・母語・英語など自分

の好きな言語の歌から自由に選べることを伝える。

学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力 〇教科

4/15 

（本時） 

プレ・ラィティング 

 ハンドアウト①を活用した教師の

モデル提示

 教師のモデルを参考に、自分の歌

についての情報をワークシートに

整理

☆ハンドアウトでは難しめの語彙なども使用しつつ、

話し言葉で分かりやすく説明する

★歌詞の好きな部分を引用しつつ、なぜそこが好きな

のか、どんな人に聞いてほしいのか説明することで

「伝えたい」思いを重視する。

★ブレインストーミングのため母語を共有する仲間と

話し合う際には母語を使って構わないことを伝え

る。

4/16 

２時間 

ライティング

 ハンドアウトを活用しながら、自

分のメモを活用して文章にしてい

く過程のモデルを提示

 教師のモデルを参考に自分のメモ

から文章を書く

★作成したメモから文章を作っていくプロセスを教師

のモデリングを通して示す。

☆日本語で表現できない部分は、教師や周りの生徒の

助けを得るよう指示する。

615



実践記録集 No. 48 高校生 

4/23 

２時間 

推敲 

 ハンドアウトを活用しながら、出

来上がった説明文をスピーチ原稿

へとジャンル替えし推敲するポイ

ントを確認する

 自分の原稿をスピーチ向きの原稿

へ推敲する

 進捗状況に合わせ、他の人の書い

た文章を読んでアドバイスする

★紹介する歌をどのタイミングで聞かせるのが一番効

果的か考えて全体を構成する。構成は、いくつもパ

ターンがあり得ることを示しつつ、自分が最も効果

的だと思う形に修正するよう指示する。 

★説明文と歌紹介のスピーチではどのような違いがあ

るのか生徒に気づかせるような発問をする（聞き手

への問いかけなど）。

★準備段階でメモした情報全てを入れるのではなく、

スピーチの効果を考えて取捨選択することを明示的

に指導する。 

☆スピーチでは文末表現や語彙の選択上、話し言葉ら

しい表現が用いられることに気づかせる。

4/26 校正・発表練習 

 字句・文法などの細かな部分につ

いての修正を行う

 原稿をもとにした発表の練習を行

う

☆必要に応じて PC上で辞書機能などを活用する。

☆発表のため、自分が読みやすいように工夫（かなや

アルファベットで読み方を明示するなど）する。

4/30 

２時間 

発表＋ビデオ制作 

 クラス内での発表お様子をビデオにと

り、岐阜県立東濃高校に送ってシェア

する

☆準備した原稿をもとに、わかりやすいスピーチを心

がけるよう指示する。

♡足羽高校同様ブラジルルーツの生徒が多数在籍する

高校の１年生にお手本としてみてもらうことで多言

語話者としての肯定的なアイデンティティを育む。

７．本実践の指導（2/9） 

ねらい（目標） 

分 学習活動等 指導上の留意点 

15 【導入】 

ハンドアウト①を活用した

教師のモデル提示 

☆ハンドアウトでは難しめの語彙なども使用しているため、難しそ

うな部分は、語句説明を含めて話し言葉で分かりやすく説明す

る。

♡教師の好きな歌を実際に聞かせながら、教師の「好き」と言う

気持ちを伝えて見せ、自分たちも同じように伝えたい、と言う

気持ちを持たせる。

30 【展開】 

教師のモデルを参考に、自

分の歌についての情報をワ

ークシートに整理 

★ブレインストーミングのため母語を共有する仲間と話し合う際に

は母語を使って構わないことを伝える。

★手が止まっている生徒には積極的に声がけをして、歌詞のどの部

分が好きなのか話してもらう。生徒の母語や英語などの歌を選ん

だ場合にはその意味を日本語で説明してもらう。そのうえで、な

ぜそこが好きなのか、どんな人に聞いてほしいのか話してもら

い、その内容をメモとして書き込ませる。

☆母語の方が強い生徒が適切な日本語を探しあぐねている場合に

は、辞書や翻訳機能も使いながら、自分でわかるレベルの日本語

で書くことを促す。

5 【まとめ】 

次回までの宿題の提示 

次回の授業ではメモをもとに書く段階に進むため、ハンドアウト

が完成していない場合は完成させる。 
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【ハンドアウト①：教師のモデルとしてのメモ】 

曲名・アーティスト名：     ザ・ブルーハーツ 「青空」 

アーティスト紹介：

⚫ ザ・ブルーハーツは８０年台後半から９０年台前半に活躍したパンクロ

ックのバンド。

⚫ 私の青春時代、同世代の高校生・大学生に熱烈に支持されていた。

⚫ 甲本ヒロトの吹くブルースハープがとてもかっこよかった。

⚫ 歌が「うまい」とかではなく、「魂の叫び」のような声がとても心に響い

た。

⚫ 過激なように聞こえるのに、本当は弱い者への愛にあふれる歌詞が魅

力。

⚫ 有名な曲に「リンダリンダ」や「トレイントレイン」がある。

曲の意味： 

「ブラウン管の向う側 カッコつけた騎兵隊が イン

ディアンを撃ち倒したピカピカに光った銃で でき

れば僕の憂鬱を 撃ち倒してくれればよかったの

に」 

これまで「正義」とされてきた人たちと、「無法者」

とされてきた人たち、そういう構図が本当に正し

いのか、と問いかけていると思う。それを、テレビ

を通して傍観している自分に対しても、批判の目を

向けている。 

「神様にワイロを贈り 天国へのパスポートを ね

だるなんて 本気なのか？」 

お金ですべて解決できる、という世の中の在り方

にたいして、「おかしいだろう！」と抗議をしてい

る。 

「こんなはずじゃ なかっただろ？歴史が僕を問い

つめる まぶしいほど 青い空の 真下で」 

社会が、あるべき姿になっていないことには自分

の責任もあるんだ、ということを改めて考えさせ

る。空はまぶしいほど青くて美しいのに、その下の

人間の社会がとてもみにくい、その責任は自分に

もある。だったら何をするべきなのか、と考えさせ

る歌だ。 

歌詞の中で特に好きな部分： 

「生まれた所や 皮膚(ひふ)や 目の色で 

いったいこの僕(ぼく)の 何がわかると いうのだ

ろう」 

人種や、国籍で人を判断したり、差別する人に対す

るストレートな抗議のことば。 

なぜこの歌が心にしみたのか： 

私は１６歳でイギリスに行って、英語がわからなくて本当に大変な思いをした。勉強を必死で頑張って英

語がわかるようになってくると今度は自分が日本人でなくなってきたような感じがして、自分はいった

いどこに属す人間なのかわからなくなっていった。大学受験で両親と意見が合わなかった時、横で聞い

ていた兄に「日本人ならそうは考えないだろ」といわれたり、友達とちょっとした行き違いがあった時に

「やっぱりあなたはアジア人なんだ」といわれたりして、どこにも居場所がないような気持ちになった時、

この歌を聞いて自分のすべてを受け止めてもらえた気がした。 

この曲を時に聞いてほしい人： 

自分のアイデンティティに悩む人みんなに聞いてほしい。１８歳の私と同じように勇気づけられるといい

なと思う。みんながこの歌を聴き、歌うことで多様性を認められる世の中になっていくといいなと思う。 

8.児童生徒の変容

本実践を含む一連のライティング・プロジェクトでは、生徒のうち多くが苦手意識を持つライ

ティングを中心に、生徒自身の〈声〉を表現する手段としてのライティングの魅力に気づいても

らい、生徒自ら書くことを楽しむことを目指した。さらに、包括的なことばの力を存分に発揮で

きるようなライティング課題を設定することで、自らの多様な言語資源を肯定的に捉える機会と

してもらうことによって、生徒たちのエンパワーメントにつなげたい、と言う意図もあった。こ

うした「書くこと」についての成功体験を多く積んでいく中で、日本語固有の力としての書く力

も高めていくことを目指した。
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特にプロジェクトのキックオフとなる本実践では、同様にブラジルルーツの生徒が多数在籍し

ている東濃高校の１年生も、並行して同様のプロジェクトを実践することを念頭に、「多文化多

言語の高校生」のロールモデルとして、お手本を示してほしい、と伝え、生徒たちのモチベーシ

ョンを高める工夫をした。発表の対象が、教師だけではなく、（実際には会えないためビデオメ

ッセージの形にはなるが）自分たちと同じような経験を持つ後輩、という意識を持ったことで、

生徒達の〈声〉がより強く出たプロジェクトになった。 

【Group ①の生徒達の変容：Cを例に】 

もともと日本固有の力も高く、言語活動に積極的な Group A の生徒たちは、率先して楽しそう

にスピーチ原稿を作り、スピーチの練習でもお互いにフィードバックをしあうなど積極的に活動

を行っていた。ここでは例として C の生徒の作品を紹介する。C はもともと日本語力だけでなく

ポルトガル語も、英語も運用能力が高く、ライティングの課題にも積極的な生徒である。自らの

体験を投影した作品を作るこの課題にも、意欲的に取り組み、自分の大好きなアーティスト、

SZAの作品について熱意をこめて発表していた。 

たいへん明るく外交的な性格で、異性の友達ができたらいいなというようなことを１年生のこ

ろからよく口にしていたが、この歌の歌詞を読み込むことで、本当の自分を評価してくれる人、

私の価値を認めてくれる人を見つけて、そんな人に愛され、そんな人を愛せるようになりたい、

そのためにはまず自分を愛せないといけない、といったことに気付けたのが、このプロジェクト

の C にとっての大きな収穫になったようである。この課題ひとつで、ステップ７から８に、とい

うわけにはいかないが、C自身が満足できる作品をまた一つ作れたことは大きな意味を持つ。 

これが「SZA」の「NORMAL GIRL」といううたです。 

「SZA] という歌手は３４歳のアフリカン・アメリカンで、彼女は R&B,SOUL,JAZZをメイン

で歌っています。「SZA」の声は落ち着いた声で深い意味の歌詞を歌っています。 

小さい頃は肌が黒いため学校でいじめられたりセクハラの経験もあって、その結果トラウマと

か自分の体や性格に対する不安が生じました。同じ経験をしている人たちは彼女の歌詞によく

共感しています。「Normal Girl」という曲は「普通の女」って意味で、普通の女の子の理想に 

合わなければならないというプレッシャーを強調していて、個人の成長というテーマも含めて

この曲は取り組んでいます。そして自分の本当の姿を評価してもらえる場所を探していると述

べています。 

(letra da musica)  

この部分では、自分を正しい方法で評価し、愛してくれるパートナーを見つけることがいかに

難しいかについても話しています。 

皆さんにこの部分を聞いてほしいです 

（this time next year…)  

私は日本で色んな経験をしました、自分の性格や考え方にいろんな変化がありました。成長す

るにつれて、私は自分を愛するべきだと感じました。この曲をきいて私は自分を愛して好きな

ことをやりたいと思います。自信がない人たちにとってこの歌手の曲はすごくおすすめです。

これで終わります。 
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【Group ②の生徒達の変容：Hを例に】 

Group ②の生徒たちは、母語の方が強いものも多く、普段の生活や友達同士の会話はほとんど

母語のポルトガル語である。日本語固有の力もかなりあるため、ライティングで不自由さを感じ

ることはないレベルであるが、課題によっては日本語で書くことには抵抗を感じるのか、積極的

に取り組めない場合も少なくない。しかし今回の課題では自分の好きな曲を題材にしたこともあ

り、また、自分自身の体験を伝えること自体に意義を見出したようで、積極的に課題に取り組む

様子が見られた。ここでは例として H の生徒の作品を紹介する。H は普段は、課題への取り組み

方に波のある生徒であるが、この課題では、自分の表現したいことを伝えるための日本語を辞書

機能を活用して探しながらスピーチ原稿を作成し、自分にとって難しい漢字にはアルファベット

で読み仮名を振る、と言う工夫をしながら、実際のスピーチ収録では驚くほど熱弁をふるってく

れた。H は日本語を聞いたり話したりする力はかなり高いが、スピーチの中で語っているように、

周りからのプレッシャーに弱いところがあった。しかし、この「私の好きな歌」プロジェクトの

あとに実施された越前市の多文化社会地域交流イベントでは司会進行を務め、会場からの質問や

意見をその場で日本語に翻訳してシェアし、多言語多文化の生徒や大人と、市の職員をはじめと

する日本人との意見交換・文化交流に寄与するなど、大きく成長することができた。 

H 

僕は「ラグ・アンド・ボーンマン」の「Human」という歌を紹介します。 

「ラグ・アンド・ボーンマン」は本名は Rory Charles Grahamでイギリスで生まれました。 

1985年 1月 29日生まれで年齢は 39歳です。 

僕はいつも、音楽をランダムに再生(saisei)して聞いています。 

とくに一人のアーチストをよく聞いているのではなく、いろんなアーチストをよく聞いています。その中でこ

のラグ・アンド・ボーンマンは声が低くて とてもいい声でうたっていたので、印象(inshou)に残(nokori)り

ました。 

Humanは「ぼくはただの人間で まちがえたりするのは あたりまえのことだ。ぼくはただ 自分ができるこ

とをするだけだ。救世主(kyuuseishu)でもないんだ」ということをうたっています。 

僕は昔自分を勝手(katte)に評価(hyoka)されて、辛い思いをしました。この歌詞は、僕という人間を勝

手に評価しないでくれ。今のままの自分でいていいんだ。ということを つたえていると思います。 

ぼくはまわりの人や先生とかからプレッシャーをかかえるのがいやでプレッシャーをかけられたりすると す

ぐにストレスになります。だから Humanでラグ・アンド・ボーンマンが歌っていることは、とても共感

(kyoukan)できます。 

ロックが好きな人とか、プレッシャーにくるしんでいる人に聞いてほしいです。

ありがとうございます・ー・ 

【Group ③の生徒の変容：G】 

Group３の生徒 G は、物静かな性格で、日本語よりも母語の方が強いこともあって、普段授業中

に積極的に発言することは少ない。しかし今回の作文課題では、驚くほど明確に自分の体験を表

現してくれた。 

初稿の段階では、「ぼくはエレクトロニックミュージックはあまり知らなかったのですが、ネ

ットのともだちがそれについて話していたので聞くようになりました。当時とても人気で、今も
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大活躍しているので聞いてみてください。」と、曲と自分の体験が結びついておらず、短く薄い

内容のものであった。そこで、特にいいと思ったのはどの部分のどの歌詞か、なぜいいと思った

のか、歌詞やこのミュージシャンの気持ちのどんなところに共感したのか、それが自分の気持ち

や境遇とどうリンクしたのか、そういうことを書いて欲しいとアドバイスした。 

発表の際には緊張が見られ、原稿を読み上げるシーンが多かったが、日本語で自分の体験や気

持ちを表現できたことには達成感を感じたようであった。この経験は、2つめの「翻訳できない世

界の言葉」プロジェクトでも活かすことができた。ポルトガル語の passear という動詞を取り上

げ、日本語では「散歩する」と訳されることが多いが、実際には家族とか親友とか恋人とか自分

にとって大事な人と一緒にリラックスして散歩したり買い物に行ったりちょっと出かけたりする、

というニュアンスで、ブラジルに住んでいたころは家族で passear するのが大好きだった、とい

うことを日本語で自ら進んで話してくれ、日本語で自分の気持ちを伝えることにある程度の自信

を持つことができたようである。 

あすわこうこうの Gです。 

みなさんエレクトロニックミュジック好きですか。ぼくはあまり知らなかったのですがネットのともだちが大

好きでそれについてはなしているのをききました。それでぼくもけんさくしてみて Alok をしりました。ちょっ

とこのきょくをきてみてください。(曲をかける)  

かっこいいとおもいませんか。ぼくはこのビートが きに いりました。これは Hear me now という きょくで

す。とくにきいてほしいのは Hear me now というところと so just you belive me now というところで

す。ちょっと きいてみましょう。 

 とてもいいこえだし、とてもいい かしだと おもいませんか？「きみがただ ぼくのことを しんじてくれた

ら」「もしきみが いま ぼくのことを きいてくれたら」「ふあんは すべて きえてしまうだろう」と うたってい

ます。ぼくも にほんへ きたとき、ことばがわからなくて、とてもふあんで、 だれかにぼくのきもちを きいて

ほしいと つよくおもいました。とくに、 If you get to hear me now と なんかいも くりかえすところが、

こころにしみます。 

だれかに、じぶんのきもちを きいてほしいと おもっているひとに、このきょくを きいてもらいたいです。きっ

と ゆうきが でてくるとおもいます。 

【Group ④の生徒の変容：L】 

 今回の実践で一番大きな変容を見せたのは Group ④の Lの生徒である。Lは周りの生徒たちが

話すポルトガル語を理解できないこともあってか、クラスの中ではあまり発言せず、机につっぷ

して寝てしまうことが多い生徒である。作文や発表などの活動も極端に嫌がることが多く、授業

中の活動に参加させるのに一苦労することも多い。この実践でも、最初のうちは自分の好きな歌

などないという態度を示していたが、教師の示したモデリングにはとてもよく反応し、アンジェ

ラ・アキの「手紙」という歌を自分がどんなに好きか、これがどれほど素晴らしい歌であるか話

し始めた。

Lは 15歳の時進学先の高校を選ぶとき大いに迷ったようで、特に成績優秀で比較されることも

あった双子の兄と同じ高校に進学することに、内心割り切れない思いを抱いていたようである。

これは誰にも話せない悩みで、その点でも「15 のぼくには誰にも話せない悩みの種があるのです」

という歌詞に非常に共感したそうだ。そのときに、もしこの歌詞にあるように「未来の自分に手

紙を書く」ことができたとしたら、今、15 歳の自分に「大丈夫、今は不安や迷いがあるかもしれ

ないけど将来はきっとうまくいく」と返事できるのだが、と語っていた。 
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そういった語りを聞きながら、ひとつひとつハンドアウトに落としていくよう促して支援をし

ながら出来上がったのが以下の作品である。途中、教員に日本語の表現を直してもらったり、母

語から翻訳する作業を入れながら完成させた作品であり、この課題ひとつで日本語固有の力が一

気に高まったわけではないが、L自身が極めて意欲的に取り組み、効果的な導入やまとめの表現を

模索できたことは大きな成功体験となったといえるだろう。 

L 

皆さんの中で今悩んでいる人はいませんか。 

みなさんは高校生ですから、卒業したらどうするか、大学に行くのか、専門学校に行くのか 

就職して社会人になるのか。 

どれが一番いいのか、悩んでいる人が多いんじゃないかと思います。そんな人に聞いてほしいのがアン

ジェラ・アキの「手紙〜拝啓十五の君へ」です。 

この曲は NHK学校音楽コンクールの課題曲としても有名になりました。 

この曲の好きな部分は２つあります、一つ目は「未来の自分に宛てて書く手紙なら きっと素直に打ち

明けられるだろう」という歌詞です。 

僕は手紙を書くのはすごく苦手だけど、この歌詞のように未来の自分に書くなら、素直に書けると思う

からです。 

もう一つは「十五の僕には誰にも話せない 悩みの種があるのです」という歌詞です。 

なぜこの歌詞が好きかというと、自分も 15 歳のときにいろいろ悩んでいて、そんな自分と同じだと思っ

たからです。 

この曲のように未来の自分に手紙を書けばそれを受け取ったときのことを考えて悩みが消えると思いま

す。子どもでも大人でも人生に悩んでいる人にこの曲を聞いて欲しいと思います。 

 今回の実践を実施して感じたのは、自分の思いを自分なりの日本語で表現し、それを自分の言

葉で相手に伝えようとすることが、多言語話者としての誇りや肯定的なアイデンティティの醸成

に大いに寄与するということである。3つめのプロジェクト「未来への架け橋」では、自国の民話

や昔話を元に日本語の紙芝居を創作して、小学生に語り聞かせるというプロジェクトを行ったが、

ただ単に語るというのではなく、小学生の語彙力を考慮し、その気持ちにより添って語りかけを

行っていた。１年生と６年生に同じ紙芝居を聞かせたのだが、１年生と６年生では語り口や言葉

遣いも変えて、それぞれの学年の児童にとってわかりやすく、楽しむことができるように工夫す

るなど、プロジェクト開始時には想像もできなかったほどに大きく成長し、自信にあふれた姿が

見られ、人生の先輩としての余裕さえ感じられた。特にこの小学校に多く在籍する多言語多文化

の児童に対しては、一つのロールモデルにもなったように思われる。 

今後も、好きな歌を通して学年や学校の垣根を越えて交流を広げていき、歌を通して他者への

共感の輪を広げ、多文化共生社会を実現していく一助としたい。 

最後に、プロジェクト終了時の B の振り返りを全文掲載する。本校での学びを、次の世代につ

なげていきたいという Bの想いが、このプロジェクトの成功を物語っている。 

1年間の“思い出” 

この 1 年間は、とても貴重な経験でした。ライティングプロジェクト、音楽の発表、翻訳でき

ない言葉の選定、そして最後に小学校での昔話の発表とゲーム。どれも素晴らしい経験で、正

直、どれが一番良かったか選ぶのは難しいです。特にライティングプロジェクトと音楽の発表

は、自分を表現する力を高めてくれました。自分の思いを日本語で伝えることが少しずつでき
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るようになり、嬉しく感じました。また、翻訳できない言葉を選ぶことで、日本語の深さやそ

の文化に対する理解が深まりました。そして、昔話の発表は、私にとって非常に大きな意味を

持つものでした。このプロジェクトを通じて、私は子どもたちと直接触れ合い、教育に対する

考え方が変わりました。日本語を話せることを活かして、子どもたちの支えになる存在になり

たいと強く感じました。もともと教育に興味はあったものの、私は先生になるために大学に進

学することにしたけどこのプロジェクトをやる前に少し不安もありましたが、子どもたちの純

粋さやユーモアに触れ、教えることが本当に自分に向いていると実感しました。また、このプ

ロジェクトを通して、私は日本語をもっと上達させることができました。普段、子どもたちと

接する機会は少ないですが、この経験を通じて、もっと多くの子どもたちと接したいと思うよ

うになりました。ボランティア活動もしているものの、月に一度だけなので、もっと頻繁に関

わることができたらいいなと思っています。このプロジェクトが私に与えてくれたものは、本

当に大きかったです。ただ、もし改善点を挙げるなら、もっと外国の人々と交流する機会があ

ったら良かったと思います。色々な文化に触れることで、視野を広げることができたかもしれ

ません。それでも、このプロジェクトは本当に素晴らしい経験でした。将来、私は子どもたち

と接し、子どもたちの感情や考えを言葉で表現する手助けがしたいと強く思っています。そし

て、私が話せる二つの言語を使って、子どもたちが自分を表現できるようにサポートしていき

たいです。このプロジェクトが、私にその夢を追い求める力を与えてくれました。

本当に素晴らしい経験でしたし、今後もこのプロジェクトに関わり続けたいと思います。卒業

しても次回のプロジェクトにはぜひ参加させてください笑笑笑
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みんなちがってみんないい。

安全な⽇本を作りたい。

フィリピンではゆうえんちがお

おくないから、多くなるといい

なーとおもっております。

地球を⼤切にしよう！⾃然を

豊かにし、地球をきれいに！

みんなで活動を！

��
�⼆�
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実践記録集 No. 49 海外 

実践者名 森田貴子（コーフィールド小学校教諭） 

外部協力者：門脇薫（摂南大学教授） 

実践区分 小学校（オーストラリア） 在籍指導（海外における日本語教育） 

実践地域 

および場所

等の特長 

本実践は、英語が使用されている国であるオーストラリアの小学校での日本語教育実践であ

り、日本国内の日本語教育とは言語使用環境が大きく異なる。本実践の実践校の多くの児童は、

日本語使用が学校での使用に限られるため、本実践では日本語をアウトプット（産出）することに

重きを置いている。 

コーフィールド小学校（以下「CPS」）はオーストラリアの公立の小学校で、1997 年より日本語

と英語のバイリンガルプログラムを実施している。オーストラリアのカリキュラムにしたがい、20１０

年より全科目を半分に分け、英語で行う科目、日本語で行う科目を決めている。日本語科目は、日

本語リテラシー、算数、美術、音楽、図書計 12 コマを日本語母語話者教師が日本語で教えてい

る。ＣＰＳで６年生まで学んだ大部分の児童は、オーストラリアの中等教育で外国語としての日本

語（ＪＦＬ）を学ぶ９～１０年生（日本の中学３年生～高校１年生）の日本語レベルに達する。 

CPS の全校児童のバックグランドは非常に多様であり、約半数が家で英語以外の言語（計２５

言語）を話しており、多文化多言語の児童が在籍している。また約３割の児童は、「保護者のどちら

かが日本人」のように日本にルーツを持っている。 

 公立の学校であり入学希望者を全て受け入れる必要があるため、３・４年生の段階になって学年

の途中で転入したばかりの日本語学習未経験者もいる。3・4年生のクラスには、日本語未習者の

新入生、幼稚園（プレップ）から JFL として学んできた児童、継承語としての日本語（JHL）を学ぶ

児童、親の駐在のため日本から来たばかりの日本語母語話者の児童がおり、日本語のレベルに

はかなりの差がある。このようなレベル差に対応するため日本語の授業では、レベル別のタスク教

材を日本語担当教師が手作りで作成している。 

 ２０２１年に実践者らは、研究プロジェクトの一環として、DLA を６年生に実施したが、コロナ禍で

自宅学習が多くなったことも関連しているが、教師が思ったよりも日本語が話せないことが明らか

になった。そのため全体的な日本語能力の向上をめざすため、2023 年より再話（リテリング）を

含む多読活動など新たに取り入れた実践を行っている。 

本実践の 

ポイント 

週に４コマ（１コマ１時間）ある「日本語リテラシー」科目の１コマに多読の活動を取

り入れている。クラスの児童の日本語レベルに非常に差がある中で、児童のレベルに合っ

た本が読めるようなテキストを準備し、レベル別のグループ活動を設計している。また、

多読の活動に再話を行う活動を取り入れ、再話をしたあとに本の話の内容を書くという順

序で日本語によるアウトプットの活動を行うようにしたところ、児童らが日本語でよく話

すようになった。再話では、わからない言葉があったときには英語の単語を入れてもよい

が最後まで話を続けるように指示している。 

 毎学期これら多読とアウトプットの活動を行い、その後 2025 年度には２年に１度行っ

ている全校生徒による日本語での本格的なミュージカル上演に繋げている。 

＜バディからのメッセージ＞ 

この実践は、オーストラリアの日本語・英語バイリンガルプログラムを実施している公立小学校で行われ

ました。日本語を外国語（JFL）や継承語（JHL）として学ぶ子どもたちが対象で、日本国内の多文化多

言語の子どもたちとは背景が異なりますが、「物語」を読んで内容を話す活動が効果的である点は共通

していました。また、２年に一度の本格的なミュージカルは大変感動的で、子どもたちの言葉の力が大き

く伸びていることが伝わってきました。大変学ぶことの多い実践でした。 
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1．単元名・活動名

プロジェクト活動「日本語でたくさん読んで、たくさん話そう！」 

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年：3・4 年生の混合クラス 人数：20名 

（CPS では、1・2年生、5・6 年生のように混合クラスになっている） 

２）「ことばの力のものさし」に照らした児童生徒のことばの力 

包括的な発達ステージ 

日本語の習得ステップ

ステージ A ステージ B ステージ C ステージ D ステージ E ステージ F

ステップ

8

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

7

書く 

読む 

聞く・話す 

ステップ

6

書く 年齢枠の 

目安 

JML 

読む 

聞く・話す 

ステップ

5

書く JHL 

読む JHL 

聞く・話す JHL 

ステップ

4

書く JHL トップ 

読む JHL トップ 

聞く・話す JHL トップ 

ステップ

3

書く ミドル ミドル トップ

読む ミドル ミドル ミ 

聞く・話す ミドル ミドル

ステップ

2

書く ミドル

読む ミドル

聞く・話す ミドル

ステップ

1

書く ボトム（新入生） 

読む ボトム（新入生） 

聞く・話す ボトム（新入生） 
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３）本実践のなかで小集団の指導を編成

一般的にオーストラリアの小学校の授業では、習熟度別に異なるタスクを与えてグループ毎に異なる

活動を行うことが多い。この日本語リテラシーの授業では、教師が授業での児童の様子を見て日本語のレベ

ル別に４つのグループに分けている。

人数は 2024 年度 4 学期の場合である。

・日本語母語話者/継承語（JML/JHL）としての学習者 （５名）

・トップ （８名）

・ミドル （６名）

・ボトム （1 名）学期の途中で入学した新入生で日本語学習歴なし

3．ねらい（目標） 

日本語固有の力 包括的なことばの力 

JML/JHL 
読む・聞

く・話す
６ 

・日本語母語話者の中学年向けの

本をおおむね文や意味のまとまり

で区切って流暢に読める。 

・接続表現を使ってまとまりのあ

る話ができる。 

D 

・物語を読んで既有知識を活用して

意味を推測しながら内容を理解でき

る。 

・内容に関連して、複数の文化類似

点・相違点を考えることができる。 

・関心のある本を選ぶことができ

る。 

・物語を読んで話の内容を絵を見な

がら因果関係を含めて他者に向けて

説明ができる。 

トップ
読む・聞

く・話す 
５ 

・初級日本語学習者用に書かれた

本（低学年向けのテキスト）を読

み、意味のまとまりや文節で区切

りながら読むことができる。 

・単文や簡単な複文を用いて自由

に話を続けることができる。 

ミドル
読む・聞

く・話す 

４ 

・教師が低学年向けのテキストに

リライトした本を読み、おおむね

文節や単語で区切りながら読め

る。 

・日常よく耳にする語彙や表現を

使って、絵を見ながら本の内容に

ついて話すことができる。 

＊本実践では、ボトムのグループの児童が日本語初習のため多読活動の際には、文字の読み書きの指導

を取り出して別の指導者が個別に指導を行ったため多読とアウトプットの一連の活動はボトムのグル

ープ以外の３つのグループに分かれて行った。 

授業の一部に日本語で書かれた物語を読む多読を行い、日本語で「話す」「書く」アウトプット（産出）

の活動に結び付けるため戦略的多読の活動を行う。  
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４．指導観（指導や支援のポイント） 

・１学期 10週間、１週間４コマの「日本語リテラシー」のうち１コマの中に部分的に多読活動を行っ

ている。本実践は、2024 年 4学期（最終学期）の 10週間実施した。 

・児童の４つのグループレベルに合った日本語で書かれた本を読むようにする。最初のうちは今のレ

ベルに近いやさしいレベルの本から読んでいく。 

JML/JHL グループ：中学年向けの日本のアニメ絵本 

トップ：日本語教材：アスク出版『レベル別多読ライブラリー』（初級レベル） 

ミドル：日常で用いられる語句や単文・基本的な複文を用いて教師がリライトした本 

ボトム：日常で用いられる基本的な語句や単文で教師がリライトした一番やさしい本 

・再話の活動は、クラスの皆の前で発表するプレッシャーを児童に与えないため、児童が話している

様子を各自 PC で録画し、保護者に聞いてもらうようにしている。「保護者に聞いてもらうために日本

語でお話をする」ことが目的である。 

・これらの多読活動を継続したあと、2025 年度には全校の児童が出演するミュージカル（隔年開催）

に繋げていく。ミュージカルは児童のレベルに合わせ、各クラスで台詞や演技を練習する。誰がどの

台詞を言うかは、日本語担当教師が決定する。音楽・演技等のパフォーミングアーツを専門とする日

本人教師が児童に合わせた台詞にリライトした脚本を作成する。このミュージカルは全校児童が、ス

テージで日本語で話すことによって日本語学習の動機を高め、日本語を話すことに自信を持てる

ことが狙いである。音響・照明も効果的に使用し、衣装や小道具も作成し、地域のホールで開催する

本格的な日本語によるミュージカルで、日ごろの日本語学習の成果を披露する学校全体の大きな行事

となっている。 

５．単元の評価規準 

海外の実践のため、該当なし 

６．指導計画  

第

〇 

週 

ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

１ 

・

２ 

・日本語で書

かれた本が読

める。 

・読書の習慣

を身に着ける 

・日本の昔話を日本語で読

む。同じ話を自分のレベルに

合わせたテキスト（３種類あ

り）で読む。 

☆自分のレベルに合っ

たテキストを読んでお

おむね話の内容が理解

できる。 

★タイトル、絵、物語

の構造に対する知識な

どから話の内容を推測

できる。 

３ 

・

４ 

・日本以外の

物語で話の内

容を知ってい

る本が日本語

で読める。 

・読書の習慣

を身に着ける 

・話の内容を知っている西洋

の物語を日本語で読む。同じ

話を自分のレベルに合わせた

テキスト（３種類あり）で読

む。カタカナに慣れる。 

・授業の流れは第１・２週目

と同様。 

☆カタカナがおおむね

読める（トップ・ミド

ル） 

☆自分のレベルに合っ

たテキストを読んでお

おむね話の内容が理解

できる。 

★タイトル、絵、物語

の構造に対する知識な

どから話の内容を推測

できる。 
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５ ・内容をより

深く理解でき

る 

・読書に親し

む 

・第１～４週で読んだ２冊の

本のうち好きな本を１冊選び 

再度ペアで読みあう。 

☆自分の選んだテキス

トを繰り返し読むこと

で、よりスムーズに読

むことができる。 

★関心がある内容の本

を選ぶことができる。

★繰り返し読み、前後

の文脈や既有知識を活

用して未知語の意味を

推測しながら話の内容

理解をより深めること

ができる。 

★日本文化の特徴や、

他の文化との違い等に

考えることができる。 

６ 

・

７ 

・本の内容に

ついて既習の

日本語を使っ

て話すことが

できる。 

・本の内容を場面ごとに自分

で絵を描き、それを見ながら 

再話（リテリング）を行う。 

☆様々な接続表現を用

いて、結束性のある話

を自由に続けられる。

（JHL/JML） 

☆高頻度の語彙や表現

を使って話せる。（ト

ップ） 

☆高頻度の語彙や表現

を使って主に単文で話

せる。（ミドル） 

★絵を見ながら話の内

容を順序にそって、因

果関係を含めて説明で

きる。 

★PC のカメラの前で他

者に向かって話を続け

ていくことができる。 

８ 

・ 

９ 

・読んだ本、

話した内容に

ついて日本語

で書ける。 

・前の時間に話した内容を自

分が描いた同じ絵を見ながら

書く。 

☆日常語彙や高頻度の

語彙や表現を使って文

章が書ける。

（JHL/JML） 

☆主に単文を使いなが

ら文章が書ける。（ト

ップ・ミドル） 

★絵を見ながら話した

内容を元に、段落の関

係や内容の結びつきを

意識して自由に書き進

めることができる。 

10 予備 

７．本時の指導 

・多読及び一連のアウトプットの活動の実践は、週に 3 コマある日本語リテラシーの授業の 1 コマ 60

分の中で部分的に行ったものであるため、「6.指導計画」の１～７週の各週の指導についてまとめる。 

ねらい（目標）  

日本語で書かれた物語を読み、話の内容について絵を見ながら順序にそって話すことができる。 

週 

分 

学習活動等 指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

♡エンパワーメント

1 週目 

10～

15 分 

・教師が全員の前で日本の物語

「かさじぞう」の読み聞かせ、ま

たは活動について説明をする。 

・JHL/JML の児童にデモンストレ

ーションとして皆の前で読んでも

らうこともある。 

★このあと自分で日本語の本を読むための動機付けにな

る。物語の世界へいざなうことができる。 

♡英語能力が日本語能力より低いため英語の授業ではなか

なか発言できない JML（JHL）の児童が自信を持って授業

に貢献できる場になる。 
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1・２

週目 

15～

30 分 

・「かさじぞう」を、４つのレベル

（今回の実践ではボトムのグルー

プがないので３つのレベル）で書

かれた本（テキスト）を自分のレ

ベルに合わせて読む。同じグルー

プの児童とペアを組んでお互いに

読みあう。 

・教師は巡回し、レベルが合って

いるかチェックする。 

☆低学年向けのテキスト（JHL/JML）、日本語多読教材

のテキスト（トップ）、教師がレベルに合わせてリライト

したテキスト（ミドル）のようにテキストの難易度を変

えることで、児童の理解度を上げることができる。 

☆JML の児童は中学年向けのテキストを目標にしている

が、普段難しい英語の中で学習している児童の負担感を

減らすため、最初は児童の本来のレベルより少しやさし

めの読み物から始めて、児童の様子を見ながらレベルを

上げていく。

★各レベルの本を複数冊準備する。ペアで交替で読み進

めることができる。 

☆レベルが難しすぎると判断した場合には、2 週目に一

つやさしいグループのテキストを児童に渡して読んでも

らう。 

3・4

週目 

・「ジャックと豆の木」を読む。 

（授業の流れは第１・２週目と同様） 

☆話の内容を知っているものを日本語で読み進めること

ができる。 

☆カタカナに慣れる。

★既有知識を生かし予測しながら読むことができる。

5 週目 

15～

30 分 

・どちらか１冊を再度読む ☆繰り返し読むことでスムーズに読めるようになる。

★繰り返し読むことで読解ストラテジーを使って読むこ

とができる。 

♡繰り返し読むことでより内容の理解を深めることがで

き、日本語で読めたという達成感が得られる。 

6 週目 

30 分 

・クラス全体で、話の内容を示す

絵を話の順番に並べたもの PPT で

見せ、一人ずつ児童に話の内容を

言ってもらい、教師が適宜修正し

た文を全体で一緒にリピートをす

る。 

・各自絵を見ながら練習をする。

・教師は巡回し、助詞など大きな

間違いについては訂正するが、あ

まり直さないようにする。 

・各自 PC で日本語で話していると

ころを録画して、自分の保護者に

見てもらう。 

☆★他の児童や教師の話す日本語を聞いてリピートし、

絵を見ながら出来事の関係性に気をつけながら、順序に

そって話すことができる。 

☆★日本語で出来事の関係性に気をつけながら、

最後まで順序にそって話を続けることができる。

☆わからない言葉があったら英語を使ってもよしとす

る。例：「pick up しました」 

♡間違ってもよいとする。最後まで話を続けることができ

た達成感を味わうことができる。 

♡皆の前で話すのではなく、廊下等で自分で PC に向かっ

て話すことで、緊張することなく日本語で話し続けるこ

とができる。 

♡各自動画をサイトにアップし、自分の保護者に日本語で

話す姿を見せることができる。 
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＜再話の発表の様子＞ 

＊２学期「ももたろう」の再話の動画より。 

8. 児童生徒の変容

これまでは、児童は本を読んだ後に本の内容を書いて、それを見て皆の前で発表するという流れ

で授業を行っていた。その場合難しい言葉を使ったり、英語をそのまま翻訳したわかりにくい文を

書き、それを単に皆の前で読み上げることが発表となっており、このような練習では話す力が伸び

ないことに気づいた。DLA の結果、教師の予想以上に児童が話せなかったため、もう少し日本語で

話せるようにするための実践を試みた。 

以上の反省をふまえ、これまでのやり方を変え今回のような手順で行うようにしてから、児童が

よく話すようになった。絵を見て習った日本語の言葉や表現を使って話すことができている。日本

語の言葉がすぐに出てこないときには、英語の言葉を使ってもよい、間違えてもよいので最後まで

話を続けることを重視したので、日本語で物語を話すことができた達成感が得られたようであった。

自分の保護者に日本語の発表を聞いてもらうことは児童にとって非常にうれしいことであり、励み

になり学習意欲につながっている。保護者が皆日本語を理解できるわけではないが、日本語で話す

わが子の姿を見て非常に喜んでいる様子であった。日英バイリンガルプログラムの運営には保護者

の協力が不可欠であるが、この活動をとおして日英バイリンガルの成果の一つとして保護者の方々

に理解してもらう機会にもなっているといえる。 

また、児童は授業内で日本語で十分に話した後に、その内容を同じ絵を見ながら書くので、書く

ことに対するハードルも低くなったようである。 

日本国外の日本語を使用しない社会で、学校の授業の中でいかに児童の日本語学習の意欲を高め、

日本語のインプット及びアウトプットを効果的に行うかが教師の工夫の見せどころである。今回の

実践では、日英バイリンガル小学校において英語能力及び日本語能力に児童によってかなり差があ

る多様な児童に対応し、児童が持つ複数言語での力をうまく活用することができた。 

 このような戦略的多読（下の左の図）は 2023 年より担当した学年で試行的に始めているが、今

後も全校規模で継続していくために各学年にあった本の選定、各児童のレベルにあった本（テキス

ト）の作成を進めていく予定である。また、先に話す練習をしてから書く（下の右の図）という順

序で話す練習をすることも今後継続して行っていく予定である。 

 このような多読とアウトプットの活動を行うことで、日本語学習の成果を披露する一大イベント

である全校児童による日本語の本格的ミュージカル上演につなげていくことが可能となる。 

絵の順序にそって物語を日本語で流暢に 

話せた。 

自分で PCを操作して録画し、動画を 

サイトにアップする。
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＜2023-2024 年度戦略的多読の試み＞ 

＜日本語によるミュージカル＞ 

次回は 2025 年度にミュージカルを開催。 

2023 年度 「ピーターパン」（写真は、CPS ホームページより） 

子どもた

ちの日本

語レベル

に合わせ

て行う全

員参加型

の本格的

ミュージカ

ル！

2023年度には、約２時間にも及ぶ

超大作のピーターパンをお昼の部・

夜の部の２回演じた。

子どもたち一人ひとりの個性と成長が肌で感じられた。 
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実践者名 鐘ヶ江モンターク 直美（ツェツィリエン・ギムナジウム） 

外部協力者：松尾 馨（シュタインバート・ギムナジウム） 

三輪 聖（テュービンゲン大学） 

実践区分 公立学校における出自語授業 

実践が学校

の場合 

指導形態 

取り出し指導 

注（５年生から１３年生までの間通う学校のうち、ギムナジウムだと成績表には載ら

ないが修了証をもらう、ギムナジウム以外の場合は第二外国語が得意ではないけれど

継承語のクラスに行って成績が最優秀または優秀の成績を修められれば第二外国語の

成績として上書きすることができる、など、優遇措置があるため、もう一つの言語の

ルーツを持つ子どもたちが応援されるような言語政策がとられている。学校と、GSL

（第二言語としてのドイツ語）の先生と出自語教育の先生と連携を密にとって子ども

を見守る体制がある）
実践が学校
の場合 
指導扱い 

小学１年生から１０年生までの児童生徒（小学生、中学生、高校１年生） 

・選択教科

実践地域お

よび場所等

の特長 

本クラスは、ドイツ連邦共和国 NＲＷ（ノルトライン＝ヴェストファーレン）州の

州都であるデュッセルドルフ市に設置された出自語教育の日本クラスである。ドイツ

では、移民の背景を持つ住民が全人口の約３割といわれ、特に小中学生などの若い世

代では更に高い割合になっている。少子化や労働力問題解決のために、移民労働者の

受け入れはこれからも必要であるが故に、その移民背景を持つ人々の家族や子どもた

ちへの理解、配慮を考え、公正な教育を実現するために公立校選択教科の位置づけで

設置されている。 

デュッセルドルフは、ヨーロッパでも日本人や日本にルーツを持つ子どもたちが多

く在住している地域である。日系企業や学校、教育施設、クラブや習い事等、日本ル

ーツの子どもたちへの日本語教育選択肢も多い。そのような理由から、出自語日本ク

ラスは２０２０年までデュッセルドルフ市に設置がなかった。

しかし、ドイツ永住家庭や国際家庭が増えていく中で、ドイツで根付き成長してい

く子どもたちへのもう一つの選択肢となりえる“出自語教育=継承語教育”としての

日本クラス設置希望者が増えた。そして、２０２１年に初めてＮＲＷ州デュッセルド

ルフ市に出自語教育日本クラスが新設された。２０２４年現在１０３名の日本にルー

ツを持つ子どもたちが本クラスに通っている。

本実践の 

ポイント 

 自分を見つめながら人生を考えるという大きなテーマ「わたし」は、約半年の期間

を要する学習テーマとなる。この学習テーマは、教師が州政府から出されている出自語教

育の学習指導要領をもとに子どもの実態や学習時間を踏まえて決定している。出自語教育

の学習指導要領は、現地校における各教科（国語・生活・家庭・社会・歴史・哲学など）の指

導要領と繋げた内容になっているため、本実践の内容も現地校で扱われているものを含んで

いることになる。 

本実践は、１つの大枠のテーマの中に、生徒児童の家族や出自、関りのあった国や

場所など、繊細な考えるポイントを通り話しながら学び合うことが多い時間となる

為、実践クラスを出自語教育日本クラス設置時から続いている最年長クラスで行うこ

とにした。 

本時内容は、「わたし」のテーマにおける活動の中間点となる「近い未来～学校シ

ステムと仕事～」であった。今の自分達、少し未来の自分達を具体的に想像しながら

学習するのであるが、同じように過去に生きた家族が当時抱いていた夢について聞いたり

話したりする宿題を取り入れた。この家庭と教室を結ぶ課題は、家族と一番話しやすい言語
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でインタビューを行うという条件で出題したことで、子どもたちは自分が持つ言語的資源を最

大限に活用してやり取りを行い、家族のルーツや背景をより深く知ることができていた。 

また、インタビューを通じて、自分と同じ年齢の頃の家族の姿を想像し、幼い頃の親を知る

ことで、親を身近に感じる経験を得ることができた。さらに、課題を進める中で、時代や社会の

変化を感じた児童生徒も多く、それが「これからの自分」を考える契機となった。こうした取り

組みを通じて、家族、自分、テーマの結びつきが強まり、これから訪れる未来に具体的な夢を

抱きはじめる姿が見られた。 

＜バディからのメッセージ＞ 

出自語教育という、ドイツ特有の継承語教育の枠組みの中で、異年齢で日本語の運用能

力にも幅のある１７名があつまる授業の中で、トランスランゲージングの実践が見事に花

開いたと思います。このトピックでの活動に必要な日本語固有の語彙の学習などに終始す

るのではなく、子どもたちの多様な言語資源を柔軟に活用しながら複数言語環境に生きる

ものとしてのアイデンティティを深めていく様子が良く記録されていました。 

 また、「多くの児童生徒が興味関心を持ち、課題について意欲的に学習ができているの

は、現地の学校と継承語クラスでの学びが結びついているからこそだと感じている。」と

いう実践者の振り返りから、日本における多文化多言語の子どもたちの教育の在り方につ

いての示唆を得ることができました。 
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1．単元名・活動名

自分史「わたし」：近い未来 ～学校システムと仕事～

２ 対象の児童生徒の実態 

１）対象児童生徒数

学年 小学校４年生から中学３年生   人数 17人 

２）「ことばの力のものさし」に照らした対象児童生徒のことばの力 

児童生徒は出席番号で記載しています。数字の色は現地校の学年です。（表の下に記載） 

【「ことばのものさし」に照らした対象児童生徒現在の該当ステップとステージ表】 

ステージ

ステップ

A【イマコ

コ】期

B【イマコ

コから順

序】期

C【順序】期 D【因果】期 E【抽象】期 
F【評価・発

展】期 

8 

書く 
年齢枠の目安

(15〜17) 
読む 

聞く・話す 

7 

書く 年齢枠の目安(2〜14)  14 

読む  14 

聞く・話す  ,  10  14 

6 

書く 年齢枠の目安(1) 8,  10 

読む 2  4 7, 8,  10, 11 

聞く・話す  2  3  4 7, 8,  11, 12, 13, 15,  17 

5 

書く  1 2  3  4 7,   9,  11, 12, 13, 15, 16 

読む  1 3 9,  12, 13, 15, 16, 17 

聞く・話す  1  6 9,  16 

4 

書く  5  6 17 

読む 5  6 

聞く・話す  5 

3 

書く 

読む 

聞く・話す 

2 

書く 

読む 

聞く・話す 

1 

書く 

読む 

聞く・話す 

注）１＝４年生、2, 3＝５年生、4, 5, 6, 7＝６年生、8,9,10＝７年生、11, 12, 13, 14＝８年生、15, 16, 17＝９年生 
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3．ねらい（目標） 

【単元の目標】 

  情動面・アイデンティティ：自己肯定感を育む 

・自分の出自について知り、家族との繋がりを感じることができる。

・学習を通して「わたし」を見つめることで自分の未来へ期待を抱き歩んでいく希望を高めること

ができる。

  内容面：自分史をつくる 

「自分史」を通じて自己理解を深めることを目的として「自己に関する理解を促進し、自己を見つめて表現す

る力を育む」ことができる。 

1. 自己理解

o 自分の過去の出来事や経験・体験を振り返り、それらが現在の自分の価値観や行動にどの

ように影響を与えているかを考察することができる。

o 自分自身を客観的に理解することができる。

2. 自己表現力

o 自分の人生を振り返った結果を文章や絵で表現する活動を通じて、他者にわかりやすく伝え

る力を身につけることができる。

o 「書く」力だけでなく、ペアやグループでの議論活動、全体での発表等で、言葉の表現の幅を

広げることができる。

3. 他者への理解（目指す終着点）

o 自分史を共有する場を設けることで、他者の体験や経験、現在の自分、そして未来への考え

や希望、夢や目標に触れ、自分とは異なる背景や視点を尊重したり共感したりすることができ

る。

  言語面： 

包括的なことばの力： 

・現在の自分、過去、未来をつなぐ道筋に気づき、その過程での経験や情報などを含めて説明する

ことができる。日本とドイツの文化や教育、生活の相違点について具体的な事例とともに理由を挙

げながら自分の意見を述べたり、友達と議論したりすることができる。【聞く・話す】

・学習を通してグループで人生ゲームを作ることができる。家族に（複数の言語で）インタビュー

をして、それぞれの人生経験に関する情報を集めることができる。【聞く・話す・書く】

・人生のメインイベントに関する言葉の表現を継承語（出自国の言葉）と繋げて理解して使うこと

ができる。【話す・書く】

・話し合いを通して図や抽象化された語彙を用いてメモを書いたり、読み手に必要な情報が入った

短い説明文を書いたりすることができる。【聞く・話す・書く】

日本語固有の力： 

・自分の出自、生い立ち、今の自分が好きなもの・ことを学習内容の用語とともに、日常語彙を幅

広く使いながら自然な受け答えで話し合うことができる。【聞く・話す】

・学年相応（中高学年）の語彙・表現・漢字がおおむね使うことができる。【書く】

参考【ノルトライン・ヴェストファーレン州母語教育（出自語）指導要領】
・Muttersprachlicher Unterricht Lehrplan für die Jahrgänge 1 bis 4 und 5 und 6 (Seite 69-83)

(https://www.schulentwicklung.nrw.de/materialdatenbank/material/download/3755)
※上記 URL をクリックすると直接ダウンロードされます。

636

https://www.schulentwicklung.nrw.de/materialdatenbank/material/download/3755


実践記録集 No. 50 海外 

児童生徒の番号 日本語固有の力 包括的なことばの力 

５ 聞く・話す 5 

・テーマ課題から見たり考えたりし

たことを短文や重文、簡単な複文を

用いて話すことができる。 
D 

・テーマの課題や話の流れを理解

し、簡単な理由とともに自身の考え

や理想を言うことができる。 

・まとめた情報を示しながら、みん

なの前で発表することができる。 

１ 

６ 
聞く・話す 6 

・テーマの学習内容で使用する用語

を理解して話す際の語彙として広げ

おおむね使うことができる。 

（教科語彙使用） 

D 

・テーマの課題や話の流れを理解

し、簡単な理由とともに自身の考え

や理想を言うことができる。 

・まとめた情報を示しながら、みん

なの前で発表することができる。 

９ 

16 
聞く・話す 6 

・テーマの学習内容で使用する用語

を理解して話す際の語彙として広げ

おおむね使うことができる。 

（教科語彙使用） 

E 

・テーマの課題や話の流れを理解

し、簡単な理由とともに自身の考え

や理想を言うことができる。 

・情報を統合しつつ具体的な事例を

もとに自分の意見を簡単にまとめ伝

えることができる。 

・Kernlehrplan für den Muttersprachlichen Unterricht in der Sekundarstufe 1 und für den Unterricht
in der Muttersprache anstelle einer zweiten oder dritten Pflichtfremdsprache für die Klassen 7 – 10

(https://www.standardsicherung.schulministerium.nrw.de/cms/upload/SFP-
HSU/Muttersprachlicher_Unterricht_Sek-I_und_anstelle_Pflicht-Fremdsprache_7-10.pdf) 

テーマ「わたし」の学習計画に扱う各単元名、各学習目標等は、以下の項目に基づいて構成されて

いる。また、７年生以上の児童生徒用に核心カリキュラム（Kernlehrplan）がある。その教育目標の

要素も交えて、異学年のバランスをとりながら以下のテーマ項目に合わせて学習目標を融合させ

た。NRW 州母語教育指導要領は、州のホームページより一般公開されている。

経験分野/Erfahrungsfeld 
Zu Hause hier und dort(1)(2)(3), Jeden Tag und jedes Jahr(4), Lernen – arbeiten – freie Zeit(1)(2) 

経験領域/Erfahrungsbereich 
Ich über mich, Ich und die anderen, Mein Zuhause, Feste feiern, Lernen, Arbeiten 

授業テーマ/Unterrichtseinheit 
Wer bin ich?(s.69), Meine Familie, meine Freunde und ich(s.70), Zuhause ist mehr als nur eine 
Wohnung(s.71),  Viele Gründe zum Feiern(s.75), Meine neue Schule(s.76), Später möchte ich 
werden .... (s.77) 

【本時の目標】 

ドイツと日本の学校の仕組みに違いがあることを知り自身の国の学校教育の良いところ、日本の学

校教育の良いところに目を向けて考えを話し合いチームで意見をまとめ発表することができる。教

育システムを考え話し合うことで、将来の「わたし」の仕事を具体的に考え出すことができる。（自

分の見える化） 
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2 

3 

4 

7 

8 

11 

12 

13 

15 

17 

聞く・話す 7 

・テーマの学習内容で使用する用語

を理解して話す際の語彙として広げ

事実と意見の違いを意識しながら共

通点や相違点を整理して話し合いが

できる。 

E 

・テーマの課題や話の流れを理解

し、理由とともに自身の考えや理想

を言い共通点や相違点を整理して話

し合いができる。 

・情報を統合しつつ論拠を示しなが

ら具体的な事例をもとに自分の意見

をまとめて一貫性のある意見を述べ

ることができる。 

10 

14 
聞く・話す 7 

・テーマの学習内容で使用する用語

を理解して話す際の語彙として広げ

事実と意見の違いを意識しながら共

通点や相違点を整理して話し合いが

できる。 

F 

・テーマを通じて抽象的な概念や実

社会に関わる話題について自身の考

えを持ち深い議論ができる。 

・議論の中で反論できる論理の展開

を考え説得力のある意見を述べるこ

とができる。 

注）１＝４年生、2, 3＝５年生、4, 5, 6, 7＝６年生、8,9,10＝７年生、11, 12, 13, 14＝８年生、15, 16, 17＝９年生 

付記： 

対象児童生徒の中には、保護者の仕事や生活の関係でドイツに長期間滞在している日本語話者の児童生

徒が在籍している。そして、日本語補習授業校や塾に通っている子どもや、日本から転入して間もない

子どもも含まれる。現地校では、そのような背景を持つ児童生徒の学齢に関係なく学年を１つ下げたク

ラスで学習している児童生徒もいる。そのような児童生徒の家庭内の会話だけでなく、テレビや書籍、

ソーシャルメディアなどを通して日本語を使用する機会が多いように見受けられる。このような背景を

持つ児童生徒が授業でトランスランゲージ（TL）を取り入れた活動に取り組むことで、それぞれの異な

る強みを活かしながら活動に取り組む様子が見られた。その結果、全員が何らかの学びを得る機会を持

ち、さらに、ドイツ語の語彙や表現方法についても他の子どもたちとの関わりの中で学んでいる様子が

うかがえた。

４．指導観（指導や支援のポイント） 

実践は、ノルトライン・ヴェストファーレン州（以下 NRW 州）母語教育（出自語教育）

Muttersprachlicher Unterricht（Herkunftssprachlicher Unterricht）の指導要領単元「わたし」に

基づいてテーマ設定をしている。対象の児童生徒は、ドイツで生まれ育ち、ドイツ語が母語であり学校

での学習で使用される言語である。そのようなドイツに根付いて成長していく子どもたちへの教育とし

て、NRW州の母語教育（出自語教育）指導要領では、現地校で学んでいる教科学習内容と関連づけた統

合的なテーマを扱った指導をしなければならないとされている。実践において、児童の日本以外のルーツ（韓

国・台湾・ギリシャ・ロシア・オランダなど）に触れながら、自身の持つ多様な可能性に自己肯定感を

持って取り組んでいけるように留意した。家族へのインタビューを適宜設定して、その結びつきも大切

にしている。また、読んだり書いたりすることに関して、練習すればできる。暗記すればできる。とい

うような学習方法ではなく、子どもたちの考えや意見、伝えたいことを自分なりの言葉で表現してほし

いと考えて、実践では「聞く・話す力」に目標を設定した。考えがあっても、言葉の表現を知らなかっ

たり語彙に自信がなかったりして、発表や発言を積極的にできない児童生徒もいる。特に、今回のテー
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マでは自分達の生活と重ねながら感じていることを思い出し考えて話す（議論する）内容が濃く多くあ

るからこそ、得意な言語での話し合い活動では活発な意見や考えの議論が可能になり、単元での学習用

語もテーマを通して理解がしやすくなると考えた。実践時の展開の助けとして、２種類の辞書（ドイツ

語→日本語、日本語→ドイツ語）を活用した。そして、話し合いの際は、日本語だけの議論ではなく、

TL を適宜用いたことで、子どもたちの話し合いが更に活発に行われた。辞書に関しては、自分で得意

な言語の方で引けるように留意したこともとても効果的だった。 

本実践は、指導計画約２０時間で学習する中のちょうど中間点であり「現在」から「近い未来」を扱

う活動となっている。本実践に至るまで、出生時の「わたし～過去～」から始まり、学習が時間軸に沿

って展開しているので、ここでは時の流れを意識しながら、「日本とドイツの学校教育システム」を具体

的に学習することにした。そこには、今の自分と重ねながら学校教育システムを学ぶことで、より自分

を見つめやすくなり近い将来への夢や目標が見えるようになるねらいを込めている。 

５．単元の評価規準 

知識・技能 

（日本語固有の力） 

思考・判断・表現 

（包括的なことばの力） 

主体的に学習に取り組む態度 

（エンパワーメント等）

・学習用語を積極的に使い、場

面、目的、課題に応じる話がで

き、単語や語彙のレパートリー

を増やしている。 

・日本語や母語、他の共通言語

を用いて、話し合いでの共感

的・多角的・批判的視点を持っ

た議論ができている。 

・自分を見つめながら学習していく

過程において、出生や今の自分の理

解を深め、未来の自分へ期待と希

望を持つことができる。 

・自分と家族との間にある愛情や、

自分自身が持っている可能性に気

づいたり、それを感じたりすることで、

自分自身を肯定的に捉えるきっかけ

を見つけることができる。 

・「人生ゲーム」の１場面の構想をし

ながら、テーマ学習に没頭し意欲を

高めている。 
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６．指導計画（全 20時間） 

時 ねらい 学習活動等 その時間につけたい力 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

1 

↓

４ 

出生を見つめ

家族との結び

つきを感じる

こ と が で き

る。 

〇過去（家族・わたし） 

・学習全体の見通しを立て

る。 

・過去の自分を振り返り当時

の写真を見たり生まれた時

のエピソードなどをきいた

りする。 

・家族へのインタビューを通

し「生まれたときの“わた

し”」と家族の繋がりを感じ

る。そのメモから日本語へ書

いていく。自分史の過去を書

き上げる。 

・学習用語の導入

・インタビュー

【日本語：書く】 

人生ゲームカード「過

去」を作成。 

・テーマの学習用語の

意味を理解してメモを

することができる。 

【日本語：聞く・話す】 

・テーマ課題から見た

り考えたりしたことを

単文や重文、簡単な複

文を用いて話すことが

できる。 

・家族インタビュー

【TL 話す・聞く】 

・テーマの課題や話の流

れを理解し、簡単な理由

とともに自身の考えや

理想を言うことができ

る。 

５ 

↓ 

７ 

今の“わたし”

への成長を感

じることがで

きる。 

（身体的成長

と心） 

〇現在（わたし） 

今の自分の身長、年齢、好き

な事、衣服、趣味、頑張って

いることなどを書いていく。 

★【日本語：読む・話す・

聞く・考える・書く】 

・学習用語とこれまで

学んできたテーマで使

用した言葉を使って短

文や重文を用いて話し

ながら書いていくこと

ができる。 

【TL 書く】 

・インタビュー内容をド

イツ語（得意な言語）で

メモをすることができ

る。 

８ 

↓ 

９ 

今の“わたし”

から、一番近

い未来の「わ

たし」を想像

することがで

きる。 

（感情） 

〇近い未来① 

（わたし・ともだち） 

今から１年間の「少しだけの

未来」を考えてみる。どんな

ことをしているのか、してい

たいのか、挑戦、目標、希望、

それぞれの児童生徒の気持

ちや状況に合わせたそれぞ

れの考えでメモを書いてい

く。 

【日本語：書く・話す・

読む】 

・テーマの学習内容で

使用する用語を理解し

て話す際の語彙として

広げおおむね使うこと

ができる。 

（教科語彙使用） 

★【TL 読む・話す・考え

る・書く】 

・インタビュー

・テーマの課題や話の流

れを理解し、簡単な理由

とともに自身の考えや

理想を言うことができ

る。
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10 

↓ 

12 

家族にも「わ

たし」にも子

ども時代があ

って、学生時

代がることを

知り、近い未

来の「わたし」

を身近に具体

的に考えるこ

とができる。 

〇近い未来② 

（家族・わたし・ともだち） 

・家族はどんな仕事をしてい

るのか。みんなはどんな仕事

をしてみたいのか、興味があ

るのか。 

・どんな勉強をしたのだろ

う。するのだろう。 

------------------- 

・日本とドイツの学校のシス

テムの違いを考え学び書き

だしていく。展開する中で、

学校システムについて自分

たちの考えを出し合って話

し合いをまとめていく。子ど

もたちは、最後にみんなでま

とめた言葉をワークシート

に書いてメモをする。自分史

の「現在」と「近い未来」を

書き上げる。 

・人生ゲームカード「現在」

と「近い未来」を作成。 

（本時） 

→【日本語：話す・聞く・

読む】 

・インタビュー

・テーマの学習内容で

使用する用語を理解し

て話す際の語彙として

広げおおむね使うこと

ができる。

（教科語彙使用）

・学習用語の学習

（職業名、学校名等） 

★【TL 読む・話す・考え

る・議論】 

・情報を統合しつつ具体

的な事例をもとに自分

の意見を簡単にまとめ

伝えることができる。 

★【TL 話す・考える・

書く】 

・情報を統合しつつ具体

的な事例をもとに自分

の意見をまとめ短文の

メモを職業カードに書

くことができる。また、

書いたメモや職業を選

んだ理由を具体的に伝

えることができる。 

13 

↓ 

18 

２ ０ 年 後 の

「わたし」を

具体的に想像

することによ

って、未来へ

の希望や期待

を抱くことが

できる。 

〇未来（わたし・ともだち・わ

たしの家族） 

・２０年後の「わたし」、４０

年後、５０年後、、、未来の「わ

たし」を想像し見つめてい

く。 

・住んでいる場所、家、国、

言葉、メモを繋いでいきなが

ら、自分史の「未来」を書き

上げる。 

・人生ゲームカード「未来」

の作成、駒、家、等、未来に

必要になってくる物を工作。 

【日本語 話す・書く】 【TL考える・話す・書く】 

19 

↓ 

20 

学習を振り返

りながら人生

のメインイベ

ントに関する

日本語の表現

を繋げ理解し

て使うことが

できる。 

同時進行で作り上げてきた

人生ゲームを、これまでの学

習を振り返りながら行う。 

---------------- 

作り上げた自分史は、次学期

に作文作成へ繋げる。そし

て、年度末に保護者に見ても

らえるように展示する機会

を設定。 

【日本語 読む・話す・

聞く・感じる】 

※13時以降は後日実践予定
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７．本時の指導 

ねらい（目標） 

分 学習活動等 

△活動への支援

指導上の留意点 

☆日本語固有の力 ★包括的なことばの力

導

入 

10 

分 

〇前時の学習内容を振り返り、本時の学習内容

を知る。 

〇家族はどんな仕事をしているだろう。 

・家の人の仕事は何だろう

・どんな職業があるだろう

・皆はどんな仕事がしてみたいか

★前時に書いたワークシート内容や授業の様子を

モニターに映して本時の学習に意欲を持つことが

できる。 

★経験や体験したことについて順序にそって詳し

く話すことができる。 

☆高頻度の日常語彙・表現を使って、単文、重文や

簡単な複文で話すことができる。 

展

開 

30

分 

〇仕事をするためにどのような勉強が必要な

のか考える。 

・日本とドイツの教育システムを比較する

・在学年数、名称、関連用語

（知る・学ぶ・考えを共有する） 

△関連用語表を振り返る。

△視覚的教材を掲示して、日本の学校生活の写

真や動画、ドイツの子どもたちの学校生活の写

真や動画などを見ながら、発言しやすい環境を

つくる。 

・職業に就くまでの在学年数クイズ

→グループワークで答えをまとめる

（学校、在学年数等）

【クイズ・ワークシート】 

日本やドイツ特有の職業など、普段よく知る職

業以外のジャンプ課題カードを混入させる。

（関心、意欲、話し合い活動の活発化） 

△学習した日本とドイツの教育システムの中

で、どのように振り分けられるのかなど、それ

ぞれの考えや意見を活発に話し合ってもらえ

るように課題に工夫をしたい。 

☆日本語とドイツ語の名称が記載されている支援

シートを見ながら、関連用語や語彙を使って学年

相応の言い回しができる。 

★経験や体験した情報を具体的な事例や理由を挙

げながら、自分の意見を述べることができる。 

★グループで話し合ったことを整理することがで

きる。 

☆高頻度の接続表現を活用しながら、相手や場面・

目的に応じて選択して話すことができる。 

ま

と

め 

10 

分 

〇発表  

グループでそれぞれ発表する 

△全体に見て分かるように黒板に掲示する。

△グループでの発表だが、一人一人が日本語で

発表できるように促す。 

△発表の際は、グループで助け合いながら発表

ができるように見守る。 

・次時の予告をする。（３分程）

★発表の際に出てきた質問等に、共通点や相違点

に着目して全体で共有しながら議論ができる。 

☆関連用語や新しく学んだ語彙や表現を積極的に

使うことができる。・本時の振り返りを経て、次時

への学習活動である「職業カード作り」に意欲と関

心を高めることができる。 

ドイツと日本の学校の仕組みを学んで、

考えを出し合って話し合おう 
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資料：写真 

【１】 日本の学校とドイツの学校の良いところベスト１ （子どもたちで板書と発表/意見交換） 

【２】ドイツの学校教育システムを学ぼう（日本語とドイツ語） 

【３】職業名称リストを完成させよう 

【４】リストから１つだけ職業を選ぶとしたら？人生ポイントをつけよう。理由を話そう。 

（１）                （２）

リスト上から１つだけ選ぶ職業はチーム内で重なりがないように選ぶ条件を出した。その中で、

活発な意見交換があった。あるチームではドイツ語-日本語-英語と３か国の言葉で職業名や役割

について話し合っていた。最後に決めてもらった職業カードのポイントについても、何故そのポ

イントの値にしたのか理由を出し合っている。（２）は、別チームの児童による職業カード。

【５】家族へのインタビュー振り返り（実践後） 

 今の自分を考える中で、「家族や大人にも子どもの頃が 

あったんだ」と感じてもらえそうな課題を出題。嬉しそう 

に微笑みながら発表していたことが印象的だった。 

インタビューは何語でも構わないこと、対話を楽しみながら

メモも自身の得意な言語で書いてよいことを伝えた。ただし、

授業ではそのメモを見て日本語で伝えることを条件とした。
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資料：ワークシート 

【日本の学校システム学習→ドイツと比較】① 

（1） （2） 

【ドイツ学校教育システム用語と日本語→調べて共有】② 

（1） （2） 
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【職業名称リストを完成させよう チーム活動】③ ★２種類のワークシート 

（1） （2） 

8.児童生徒の変容

実践クラスは、小学４年生から上は中学３年生（４年生～９年生）まで在籍している。特に学齢が低

い小学４年生児童は、本テーマ学習において学校現場の教科として学習や導入がまだない児童であった。

そのような理由で、授業展開中は関連用語や課題を捉えることに時間を要したが、比較的高学年児童生

徒も多いクラスであるからこそ、互いに話し合い活動をしていく中で質問をしたり意見を聞いたりしな

がら高め合って学ぶ姿が多く見られた。高学年児童生徒は、現地校での社会や生活、宗教などの教科学

習の知識と繋げながら、今現在の社会情勢についても触れつつ非常に活発な話し合いとなった。児童生

徒の様子に合わせて指導計画の変更を更新していく形で授業時間１時間の計画から、実践は、４時間ま

で時間数が増え延長していくこととなった。 

本時の学習導入では、まずどのような職業があるのか考えを出し合った。実践者が用意した職業絵カ

ードから日本語での職業名を当てるクイズをしたり、ドイツ語の職業名も考えたりした。予想していた

よりも子どもたちの知っている職業にばらつきがあり、挙げた職業の仕事内容を把握している子どもた

ちはさらに少なく感じた。発言も具体的でないことが多いように見受けられた理由から「家の人の仕事」

や「将来どんな仕事をしてみたいか」と展開を進める予定をこの時点で見送った。ここでの児童生徒の

つかみは、今後後半の目標「将来の【わたし】の仕事を具体的に考え出すことができる（自分の見える

化）」へ繋げていくためにとても重要なポイントだった。 

そこでまずは、どんな職業があって、どんなふうに仕事をしていて、その仕事に就く為にはどんな方

法があるのかを想像できるようになることが大切だと感じた。そこで、「日本とドイツの教育システム

とは？」と題して、教育システムを詳しく知る学習の方向に展開を進めていった。（「家の人の仕事」「将

来どんな仕事をしてみたいか」の２つを先に考え話し合う予定だった） 

自分達と一番近い「学校」と「教育」を通じて考えると、段階を踏みながら構想ができていくのでは

ないかと考えたからである。実際展開の方向が進み始めると同時に、児童生徒が知っている情報や学校

生活の実態、そして日本の教育システムとの比較へと児童生徒同士で教室全体での議論が始まった。自
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分たちで議題について熱心に話を広げ始めた際に、考えや意見交換が深くできるように、２人ペアを組

んだ。５分程ペアで話して「もう少し話したい」というタイミングで、近くのペアとペアを一緒にして、

話し合った内容を共有し議論を６人程のグループで続けてもらった。そうすると、それぞれの学校のル

ールや異学年での情報の共有も活発に始まった。その学校の良いところや改善した方が良いと思うとこ

ろ、同じように日本の学校の知っていることや比較してよいと思うところ、そして改善点まで話し合い

は自然に進んでいった。この際の話し合いは、それぞれが一番伝えたいことが伝えられる言語での議論

をするように条件を出していたが、グループ内には優先言語の異なる児童生徒が必ずいるため、日本語、

ドイツ語、英語といったりきたりしながら議論を深めていっていた。このグループでの議論時間を十分

にとったうえで「日本の学校の良いと思うところ、ドイツの学校の良いと思うところのベスト１」を、

はじめに組んだペアチームで最終的に１つ決めて黒板（ホワイトボード）へ板書してもらった。ペアに

は、組んだ時にペアでの結束力を感じてもらうため、好きなペアネームを考えてもらっていた。ペアは、

普段組まない人と組ませたからこそ、ペアネームを考えるときにペアで話すための準備運動のねらいも

あった。この方法にも効果を感じた。そして発表は、それぞれのペアが一緒に前に出て全体へ共有した

後に、他の児童生徒からの質疑応答をすることにした。最年長ペアには、発表の司会進行と自分たちの

発表も担ってもらった。その際に、自由に話を交換するだけではなくて、日本固有の力や包括的なこと

ばの力を意識した発表、質疑応答に留意するように声がけをした。（写真【１】）第１日目は、この発表

でテーマ学習は終了となった。（授業時間：約３５分） 

引き続き第２日目の展開では、第１日目に「日本とドイツの教育システムを比較する（話し合い）」の

振り返りから行った。そして「日本とドイツの教育システムを比較する（日本）」へと進んだ。ワークシ

ートは、A３の白紙を児童生徒に配布した。そこには、あらかじめ用意した出生から大人までの絵カー

ドを貼り今回の関連用語（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学、入学、卒業等他導入用語）を書

いていってもらった。日本の義務教育期間（学齢や年数）などは、教師の方から提示をした。そして、

ドイツの義務教育期間や学齢、年数、どんな学校形態がドイツの学校にはあるのかなどを児童生徒に言

葉を投げかけながら、教師はそれ以上のことせずに見守りに徹し、ドイツ版の教育システムについて児

童生徒自身に考え進めてもらった。その際に、児童生徒が知っている知識を最大限発揮してもらえるよ

うに、板書は児童生徒が自分たちで一人ずつ交代しながら前に来ておこなって、全体で考えて知ってい

ることや見たこと聞いたことを話しながら前でまとめてもらった。ワークシートは、全員が板書と一緒

に自分らしくよく書き上げていた。色を使って工夫した児童生徒も多く見受けられた。（ワークシート

①）ここで、第２日目のテーマ学習が終了となった。（授業時間：約４０分）

第３日目となった続きでは、「日本とドイツの教育システムを比較する（ドイツ）」であった。第２日

目の後半で児童生徒の知っているドイツの教育システム（学齢、年数、学校形態）を自分たちで考えて

まとめてもらったところを振り返り、第３日目は、グループ学習を中心として教師が決めたメンバーの

グループで学び合いをするように条件を出した。今回のワークシートは、教師が用意したドイツの教育

システム表の穴埋めワークシートである。穴埋めワークシートにグループで話し合いながら取り組まな

ければならない。その活動の支援として、外国語としての日本語学習者用につくられた独和辞書と和独

辞書を用意した。それぞれの引きやすい言語の方の辞書を選択して 1 人１冊辞書を使って協力してワー

クシートに取り組んだ。辞書を引きながら分からなかった日本語の言葉や表現に加えて、漢字や発音も

記載されていることから、児童生徒は見入るように夢中になり、ワークシートに没頭して取り組んでい

た。全体での確認は、児童生徒に板書してもらって共有した。次に、教師が用意した穴埋めワークシー

トの答えとなるキーワードを配布している。児童生徒は、それぞれの好みでキーワードを貼ってまとめ

ていた。（写真【２】ワークシート②）（授業時間一時間目：約４５分）

第３日目の二時間目では、辞書を引く活動を引き続き行った。グループで職業リストを仕上げていく

課題で、ドイツ語で書かれたリスト表に、日本語の職業名（漢字表記と平仮名）キーワードをカードに

して各グループに配付して取り組んだ。辞書を使用しながら、自分たちで考えてまとめたリストは、パ

ズルゲームのように少しずつ分からなかった形がパチンと重なって見えてくる喜びが感じられる楽し
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い学習活動だったようで、意欲的にどのチームも取り組んでいた。特に、職業名で似通った表現や、日

本で使用されている日本語ドイツ語のような名前（例えば、【アルバイト】ドイツ語だと労働、日本だと

「本業や生活の目的と別にあり、その傍ら働く扱いの名前」）に気づいたり迷ったりしていて、その使用

方法を知った時の子どもたちは、さらに目を輝かせて関心を高めた様子だった。３つのチームそれぞれ

が力を合わせてリストを完成させることができた。（写真【３】ワークシート③） 

最後は、そのリストから１つ自分のなりたい職業を選ぶことにした。そして、何故その職業にしたの

か、また人生のポイント評価を１０から１００として点数をつけるとするとどのくらいになるのかを決

めてもらった。ただし、そこにも理由が必要であり、リストからは１人１つの職業を必ず選ぶ条件を出

した。リスト上からしか選ぶことができないという条件は、子どもたちにとって「難しい。」という声が

よく聞かれた。けれど、その声もとても興味深い展開へ繋がっていった。ある児童がグループ内で話し

合いをしているときに「先生、このリスト上から１つ選ぶのは、難しいです。」と声をかけてきたので、

「それは、どうして難しいの。」と問うと、「きつい仕事で、長い時間働くから、やりたくない。」＝「選

びたくない。」と返してきた。けれど、そのような考えがあっても、その職業を児童は選択していた。そ

の時の人生のポイント評価が３０ポイントとなっていた。ここまで児童生徒主体で話し合いをしてもら

っていたが、人生のポイント評価を考えていくうえで「職業の持つ仕事内容や努力、心労、大変さ、や

りがい、喜び、どのようにすると、その職業に就くことができるのか？（学校、職業訓練学校、専門学

校や年数）」などを子どもたち自身の知っている体験や聞いた経験も重ねながら、考えて欲しいと願っ

て（この時点では児童生徒には、この留意ポイントを伝えていない）、その児童の意見や選んだ職業につ

いて全体に選んだ理由やポイント評価の３０ポイントについて共有してもらった。すると、他のチーム

の１生徒（年上）が、「それは、とても大変だけど、大切な仕事でみんなが必要としているよね。だから、

大事だよね。」と返した。引き続きグループで話し合いを続けながら作成をしてもらった後に、その児童

が作成した職業カードを見ると、６０ポイント（資料写真：【４】（１））へと評価が変わり（高くなり）、

ポイント評価の理由に「お年寄りの人や体が動かない人とか、必要な人がいるから」など具体的考える

ことができるように変わっていった。 

また、あるグループは、日本語とドイツ語を混ぜながら、自分たちの知っている言葉と学習用語（日

本語）として導入した言葉を使いながら話し合っていたり、もう１つのグループは、ドイツ語、英語、

日本語と言葉を出し合い、時にはその意味を教え合ったりして議論していた。（写真【４】（２））最終的

には、日本語での発表となるので、それぞれのグループの議論が落ち着いてきた頃には、日本語ではど

のように表現するのかなどの話し合いへ着地していっていた。第３日目のまとめは、選んだ職業と理由

とポイントを発表して終了したが、発表中も児童生徒の質疑応答や「へえ。」「そうなんだ。」「すてきだ

ね。」という発表者に対する声が出ていた。このような反応が自然と出てくるところから、クラスの児童

生徒同士の結びつきも感じられ嬉しい時間となった。最後は、次時に「わたしのなりたい職業カード」

をこれまでの学びを経て作成することを予告した。始めは職業について自分と重ねたり興味や関心を持

ったりする気持ちが薄いように感じたが、実践最終日の予告を聞いた時の子どもたちは「やっと、自分

の職業カードが書ける！（描ける！）」という様子で嬉しそうだった。児童生徒へ「【わたし】のなりた

い職業や人生ポイントは想像できるかな？」と聞くと、具体的な理由やポイント評価までを発言する児

童生徒や頭を縦に振っている児童生徒が多くとてもよい反応が見られた。そして、この日の宿題として

家族へのインタビューを出題した。同時に、児童生徒の保護者へもインタビューに答えて欲しいという

お願いも配信している。（これは実践後の振り返りとして実施：資料写真【４】）（授業時間二時間目：約

４５分） 

子どもたちは、自分の考えや意見を友人たちと交換したり聞いたり話したりする中で、日本語固有の

力を獲得し、包括的なことばの力の広がりの幅を、グループや全体での共有する話し合い活動から広げ

ていっていた。そして、学校現場の教科学習や私たちが生きている【今】の社会情勢と併せながら、自

分の考えを生き生きと発表している児童生徒の姿から、子どもたちの心とことばの力の成長も感じるこ

とができた。その心の動きや学びへの関心の高まり、知って伝えられるようになる喜びの成長に、見守
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る教師自身が気づいて子どもたちに寄り添い「生きた学び合う時間」を作っていくことが大切だと思う。

予定の計画よりも大幅に時間数が増えて延長したが、授業が終わってインタビュープリントを喜んで持

って帰る子どもたちの姿から「時間に左右されるのではなく、子どもたちの変化に寄り添う心と目」と

「ぶれない教育目標の軸」が大事だと実感している。そして、このような取り組みを通して、現地校で

の学びと継承語クラスでの学びが統合されることが、何よりもそこで学習している児童生徒への知識や

理解の深まりに繋がっていると感じてならない。 

多くの児童生徒が興味関心を持ち、課題について意欲的に学習ができているのは、現地の学校と継承

語クラスでの学びが結びついているからこそだと感じている。その中で、日本をルーツに持つ子どもた

ちが、新たな知識や既に持っている知識を日本語とドイツ語での表現として結びつけて学び、自分たち

の知識の広がりを自身で感じるほか、テーマわたしの「自分史」を作成するプロセスにおいて他者からの承

認が得られたり、この活動が自分自身を理解するきっかけとなったりすることで、自信や希望を生み出して、自己

肯定感を高める重要な役割を果たす側面があるのだと確信している。 
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わたしは、しょうらいのゆめ

（デザイナー）のことについて

かきました。しょうらい、この

ゆめがかなうといいなという思

いをこめてこのえをかきまし

た。

しぜんのうみをたのしみたい。

世界中が、先進国もと上国

も、⾃然（動物）と⼈間のす

みか（都会）が調和して、平

和になるようにという願いで

かいた絵です。ミャンマーも

こんなとこだったらいいなと

思います。

�料�
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